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観光を学ぶ
ということ…第25回
琉球大学
国際地域創造学部・
環境教育学研究室

大島ゼミ
大島順子（琉球大学）
わたしの1冊…第36回
『五分後の世界』
井上正幸
（秩父地域おもてなし観光公社）

連載

活動報告

コラム

観光客の
動態を捉える
視点と課題
カスタマー
ジャーニーに基づく
データ種別の整理
蛯澤俊典（JTBF）

特集 1

観光客の
動態をどのように
捉えるか
～欧州の事例にみる
今後の日本の
観光地経営への
示唆について～
小林裕和（國學院大學）

特集 4

欧州における
「ゲストカード」の
展開と
データ取得
江﨑貴昭（JTBF）

特集 5

〝見える化〞から
〝動かす〞へ
～JTBFが挑む、
地域モデル実装と
地域経営の
転換点～
蛯澤俊典（JTBF）

オーストラリア
観光統計に関する
最新の取り組み
～観光客の
動態を捉える
新たな挑戦～
川村竜之介（JTBF）

データで進化する
観光地経営
～下呂・倶知安の
挑戦～
蛯澤俊典（JTBF）
川村竜之介（JTBF）

特集 2

学が主導する
観光データ
プラットフォームの
「クリアリングハウス」
の実現を
清水哲夫（東京都立大学/金沢大学）

宿泊・回遊データの
最前線、
観光客の
足跡を語る
  座談会  ①
観光における位置情報利用の
課題と未来
鈴木俊博（ドコモ・インサイト マーケティング）
甲斐沼大輔（ナビタイムジャパン） ほか
  座談会  ② 
戦略的観光地マネジメントにおける
データ活用と地域連携の可能性
風見幸太朗（JTB）
畑中貴之（オープントーン） ほか

特集 3

視座

山田雄一（JTBF）

巻頭言

戦略的な
データ利活用と
観光地域づくり
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　コロ
ナ
禍
収
束
以
降
、
世
界
の
観
光
市
場
は
急
激
に
回

復
し
、成
長
を
続
け
て
い
る
。そ
れ
に
伴
い
、観
光
客
の
ニ
ー

ズ
や
行
動
様
式
は
多
様
化
し
て
お
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
は
、
よ
り
細
分
化
さ
れ
た
精
緻
な
ア
プロ
ー
チ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　本
号
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
地
域
が
観

光
客
の
動
向
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
事
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
課
題
が
生
じ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
、
世
界
の
観
光
の

潮
流
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
、
と
いっ
た
疑
問

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　観
光
客
の
動
態
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
で
、
観
光
地
の

将
来
進
む
べ
き
方
向
性
を
探
り
、
観
光
地
と
し
て
の
理
想

的
な
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
た
め
の
指
針
を
見
出
す
一
助
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



清水哲夫
東京都立大学都市環境学部観光科学科教授/金沢大学先端観光科学研究所特任教授（クロスアポイントメント）

（しみず・てつお）東京工業大学（現東京科学大学）、東京大学の土木工学分野での教員経験を経て2011
年度に観光科学の教授に着任。以来、交通学を基盤に、それとの親和性の高い観光データサイエンス分
野を拓く研究・教育を推進する。国や自治体等の観光関連委員会に多数参画しつつ、(公社)日本観光振興
協会総合研究所所長、(一社)日本観光研究学会理事兼編集委員長を兼務（いずれも非常勤）し、観光政
策分野における産官学融合に注力する。

学が主導する
観光データプラットフォームの
「クリアリングハウス」の

実現を

　最
近
、観
光
に
関
す
る
地
域
・
産
業
・
行
政
・
政
策
に
お
け
る
デ
ー
タ

活
用
に
つ
い
て
の
講
演
・
講
座
・
メ
デ
ィ
ア
出
演
な
ど
の
依
頼
が
多
く

あ
り
、本
号
の
特
集
に
関
係
す
る
課
題
を
そ
れ
な
り
に
深
く
考
え
て

き
た
。観
光
客
の
動
態
に
つ
い
て
、同
分
野
の
研
究
者
よ
り
は
多
く
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
直
接
触
れ
て
き
た
。

　筆
者
が
モ
バ
イ
ル
端
末
に
搭
載
さ
れ
た
G
P
S
か
ら
得
ら
れ
る
位

置
情
報
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
用
し
始
め
た
の
は
確
か
2
0
1
4
年

頃
か
ら
で
あ
る
。観
光
は
一
人
あ
た
り
年
に
数
回
し
か
発
生
し
な
い

低
頻
度
の
現
象
で
あ
る
。位
置
情
報
を
取
得
す
る
ア
プ
リ
の
数
や
利

用
者
数
も
今
よ
り
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
と
併
せ
て
、当
時
は

「
全
然
ビ
ッ
グ
で
な
い
」デ
ー
タ
で
あ
っ
た
。そ
れ
な
り
の
授
業
料
を

払
っ
て
デ
ー
タ
を
調
達
し
た
が
、最
初
の
5
年
く
ら
い
は
、そ
れ
ら
を

使
用
し
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
査
読
付
き
論
文
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た

記
憶
が
あ
る
。し
か
し
、し
つ
こ
く
調
達
し
て
情
報
発
信
を
続
け
る
と

と
も
に
、日
本
観
光
振
興
協
会
に
非
常
勤
職
員
と
し
て
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
業
界
で
の
認
知
が
拡
が
り
、あ
り
が
た
い
こ
と
に

こ
の
5
年
程
度
で
多
く
の
位
置
や
検
索
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
結
果
、そ
れ
ぞ

れ
の
デ
ー
タ
の
癖
や
限
界
を
か
な
り
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

打
率
は
決
し
て
高
く
な
い
が
、査
読
付
き
論
文
も
い
く
つ
か
出
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。や
は
り「
継
続
は
力
な
り
」で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
を
浴
び
た
こ
と
を
契
機
に
、位
置
情
報
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
が
か
な
り
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
、そ
れ
ら
を
縦
横
無
尽

に
組
み
合
わ
せ
て
独
自
の
分
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
企
業
が
増
え
て
き
た
。ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
も
少
な
く
な
い
彼

ら
の
ひ
た
む
き
な
努
力
に
は
頭
が
下
が
る
し
、観
光
分
野
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
の
市
民
権
獲
得
に
大
き
く
貢
献
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
に
も
感
謝
し
て
い
る
。一
方
で
、様
々
な
デ
ー
タ
の
加
工
を
通
じ

て
、デ
ー
タ
そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
が
進
行
し
、B
I

ツ
ー
ル
な
ど
で
提
供
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
値
に
つ
い
て
の
信
頼
度
評
価

が
難
し
い
状
況（
例
え
ば
統
計
で
言
う
と
こ
ろ
の
誤
差
率
の
よ
う
な

指
標
が
な
い
）で
あ
る
こ
と
は
ゆ
ゆ
し
き
問
題
と
思
っ
て
い
る
。そ
し

て
、観
光
入
込
客
数
が
少
な
い
地
域
で
は
、各
ア
プ
リ
で
取
得
さ
れ
る

位
置
情
報
数
は
概
し
て
非
常
に
少
な
く
、本
当
は
あ
っ
た
は
ず
の
入

込
が
計
測
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
を
、特
に
地
域
の
D
M
O
関

係
者
は
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
運
営
企
業
に
と
っ
て
は
営
業
戦
略
上
、こ
れ
ら
の
こ
と
を
積
極
的

に
P
R
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
だ
ろ
う
。

　筆
者
の
も
と
も
と
の
専
門
分
野
で
あ
る
交
通
学
で
は
、2
0
0
0

年
前
後
に
交
通
の
流
れ
を
可
視
化
す
る
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

研
究
開
発
が
大
学
や
民
間
企
業
で
盛
ん
に
行
わ
れ
、多
く
の
シ
ス
テ

ム
が
登
場
し
た
。構
造
・
信
号
制
御
改
良
や
沿
道
の
大
規
模
施
設
開
発

事
業
が
道
路
交
通
流
に
及
ぼ
す
影
響
を
事
前
に
把
握
し
、必
要
な
対

策
を
検
討
す
る
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
の
意
義
で
あ
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
で

は
車
両
の
挙
動
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
記
述
さ
れ
て
い
る
の

か
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
た
。そ
こ
で
関
連
学
会
で
は
、

分
析
用
標
準
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
整
備
し
て
各
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
客

観
的
に
理
解
す
る「
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」活
動
を
実
施
し
、ど
の

事
業
の
評
価
に
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
優
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
共
通

理
解
が
拡
が
っ
た
。

　筆
者
は
、観
光
の
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
も
、関
連
学
会
が

主
導
し
て
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
活
動
を
形
成
で
き
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。D
M
O
の
集
客
レ
ベ
ル
や
課
題
に
基
づ
き
適
切

な
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
推
奨
す
る
。一
方
で
、デ
ー
タ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
健
全
に
発
展
さ
せ
る
。

こ
ん
な
一
挙
両
得
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

か
、そ
し
て
、デ
ー
タ
分
析
に
通
じ
た
研
究
者
を
い
か
に
地
域
観
光
戦

略
策
定
の
現
場
に
送
り
出
せ
る
か
が
、筆
者
の
意
識
す
る
今
後
数
年

間
の
課
題
で
あ
る
。

巻頭言
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わたしの1冊

第25回

第36回

大島順子
（琉球大学国際地域創造学部准教授）

川村竜之介
（公益財団法人日本交通公社
観光研究部副主任研究員）

清水哲夫
（東京都立大学都市環境学部観光科学科教授
／金沢大学先端観光科学研究所特任教授）

井上正幸
（一般社団法人秩父地域おもてなし観光公社
専務理事兼事務局長）

『五分後の世界』
村上 龍 著
幻冬舎文庫

琉球大学
国際地域創造学部・
環境教育学研究室

大島ゼミ
環境教育という分野からの
アプローチ

  学が主導する
観光データプラットフォームの
「クリアリングハウス」の

実現を

【巻頭言】

特
集

蛯
澤
俊
典（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

蛯
澤
俊
典（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

川
村
竜
之
介（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

小
林
裕
和

（
國
學
院
大
學

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授
）

江
﨑
貴
昭

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

宿
泊・

回
遊
デ
ー
タの

最
前
線
、

観
光
客
の

足
跡
を
語
る

戦
略
的
な
デ
ータ
利
活
用
と

観
光
地
域
づ
く
り

山
田
雄
一

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事
・

観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長
）

〝
見
え
る
化
〞か
ら〝
動
か
す
〞へ

〜
J
T
B
F
が
挑
む
、地
域
モ
デル
実
装
と

地
域
経
営
の
転
換
点
〜

蛯
澤
俊
典

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

ゼミを通して見る大学の今

オーストラリア
観光統計に関する
最新の取り組み
～観光客の動態を捉える
新たな挑戦～
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事
例
①

デ
ー
タ
と
と
も
に
歩
む
観
光
地
経
営

事
例
②

下
呂
温
泉

ニセ
コ

デ
ー
タ
で
動
か
す
、

観
光
客
の
満
足
度・事
業
者
の

生
産
性・住
民
Ｑ
O
L
の
好
循
環

鈴
木
俊
博（
株
式
会
社
ドコモ・イン
サ
イ
ト 

マー
ケ
ティン
グ 

エ
リ
アマー
ケ
ティン
グ
部
長
）

甲
斐
沼
大
輔（
株
式
会
社
ナビ
タ
イム
ジャパン 

移
動
デ
ー
タ
事
業
部 

事
業
部
長
）

蛯
澤
俊
典（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

川
村
竜
之
介（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

風
見
幸
太
朗（
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

霞
が
関
事
業
部 

観
光
Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ーム 

営
業
担
当
課
長
）

畑
中
貴
之（
株
式
会
社
オ
ープン
ト
ーン
取
締
役 

観
光
ビッグデ
ー
タ
事
業
部
・I
Tエン
ジニア
リン
グ
事
業
部 

部
長
）

蛯
澤
俊
典（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

川
村
竜
之
介（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

座
談
会
①
観
光
に
お
け
る

位
置
情
報
利
用
の
課
題
と
未
来

座
談
会
②

戦
略
的
観
光
地マ
ネ
ジメン
ト
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
と
地
域
連
携
の
可
能
性
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観
光
客
の

動
態
を
捉
え
る

視
点
と
課
題

が
求
め
ら
れ
る
。
自
治
体
や
D
M
O
は
、

D
M
P
や
B
I
ツ
ー
ル
※

を
活
用
し
な
が
ら
、

現
場
と
の
情
報
の
循
環
を
意
識
し
た
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　観
光
デ
ー
タ
は
単
独
の
組
織
で
は
完
結

し
な
い
。
地
域
住
民
、
宿
泊
業
者
、
交
通

事
業
者
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
関
係
者

が
「
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
文
化
」
を
育
む
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
自
治
体
の
持
つ
構
造

デ
ー
タ
と
、
民
間
事
業
者
の
持
つ
細
粒
度

の
顧
客
デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
リ
ア
ル
な
旅
行
者
像
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　今
や
「
一
律
の
観
光
案
内
」
で
は
響
か
な

い
。旅
行
者
の
属
性
・
行
動
・
関
心
に
応
じ
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
体
験
の
提
案
を
最
適
化
す

る
「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
リ

ピ
ー
タ
ー
に
は
限
定
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、
初

訪
問
者
に
は
基
本
ル
ー
ト
と
お
す
す
め
体
験

を
出
し
分
け
る
な
ど
、「
誰
に
、
い
つ
、
何

を
届
け
る
か
」
の
設
計
が
鍵
と
な
る
。

　観
光
地
に
と
っ
て
、デ
ー
タ
は
単
な
る「
管

理
の
道
具
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
を
支
え
る
た
め
の〝
地
域

共
有
財
〞で
あ
る
。
そ
の
活
用
は
点
的
で
は

な
く
、
地
域
全
体
を
つ
な
ぐ
「
情
報
の
生
態

系
」
と
し
て
設
計
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　組
織
や
部
署
、
事
業
者
間
の
分
断
を
乗
り

越
え
、
地
域
一
体
で
デ
ー
タ
を
育
て
・
使
い

こ
な
す
時
代
へ
。
本
質
的
な
観
光
価
値
を
高

め
る
た
め
に
こ
そ
、
デ
ー
タ
は〝
道
具
〞か
ら

〝
戦
略
資
源
〞へ
と
進
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

ビ
ア
ト
）、
デ
ー
タ
種
別
別
（
定
量
・
定
性
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
蓄
積
型
な
ど
）
に
整
理
す

る
こ
と
で
、
施
策
の
妥
当
性
や
優
先
順
位
を

明
確
に
し
、
柔
軟
か
つ
継
続
的
な
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　た
と
え
ば
、
あ
る
温
泉
地
で
は
、
タ
ビ

マ
エ
段
階
の
S
N
S
広
告
か
ら
タ
ビ
ナ
カ

の
交
通
デ
ー
タ
、
タ
ビ
ア
ト
の
口
コ
ミ
評

価
ま
で
を
統
合
的
に
収
集
・
可
視
化
。
20

代
女
性
客
の
流
入
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
要

因
を
「
ア
ク
セ
ス
情
報
の
分
か
り
に
く
さ
」

と
特
定
し
、
S
N
S
連
携
型
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
発
信
す
る
施
策
を
実
施
。

そ
の
結
果
、
ア
ク
セ
ス
離
脱
率
が
低
下
し
、

満
足
度
ス
コ
ア
も
上
昇
し
た
。

　ま
た
、
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
欧
米

豪
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
対
象
に
、
滞
在
中

の
移
動
デ
ー
タ
と
観
光
施
設
で
の
体
験
ア
ン

ケ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
。
多
く
の
訪

問
客
が
宿
泊
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移
動
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
英
語

対
応
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
た
。
結
果
と
し
て
滞
在
満
足
度
が
向
上

し
、
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
の
評
価
も
安
定
し
て

高
ま
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に

沿
っ
た
課
題
の
把
握
と
対
応
が
、
持
続
可
能

な
観
光
地
経
営
の
カ
ギ
と
な
る
。
こ
れ
か
ら

の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
多

層
的
・
多
軸
的
な
デ
ー
タ
活
用
と
改
善
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
が
、
地
域
の
競
争
力
を
高
め
る

決
定
的
要
素
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　近
年
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
は
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
、
位
置
情
報
を
把
握
す
る

技
術
の
普
及
に
よ
り
、
従
来
は
把
握
困
難
で

あ
っ
た
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
直

感
や
経
験
」
に
依
存
し
な
い
、
デ
ー
タ
に
基

づ
く
意
思
決
定
が
現
場
で
も
一
般
化
し
つ
つ

あ
る
。

　一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
は
「
持
っ
て
い
れ

ば
使
え
る
」
と
い
っ
た
単
純
な
も
の
で
は
な

い
。現
実
に
は
、技
術
面
・
人
材
面
・
制
度
面
・

文
化
面
に
わ
た
る
複
数
の
障
壁
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
を
解
消
で
き
な
け
れ
ば
、
持
続
的
で

実
効
性
の
あ
る
デ
ー
タ
利
活
用
体
制
の
構
築

に
は
至
ら
な
い
。

◇
デ
ー
タ
活
用
の
主
要
な
課
題（
表
3
）

　観
光
地
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
課
題

は
、
以
下
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。

　こ
れ
ら
の
課
題
は
、
し
ば
し
ば
複
合
的
に

行
者
」
か
に
よ
っ
て
、
使
用
可
能
な
デ
ー
タ

の
取
得
方
法
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
精
度

も
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ェ
ー

ズ
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ
ビ
ア
ト
）

×
デ
ー
タ
種
別
×
対
象
者
と
い
う
3
軸
の
整

理
が
、
戦
略
的
な
観
光
デ
ー
タ
設
計
の
出
発

点
と
な
る
。

◇
体
系
整
理
表（
表
2
）

　こ
れ
ら
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
×
2
種
別
の

デ
ー
タ
×
2
タ
イ
プ
の
旅
行
者
、
と
い
う
形

で
体
系
的
に
整
理
す
る
。

　国
内
旅
行
者
と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行

者
で
は
、
情
報
収
集
の
チ
ャ
ネ
ル
や
使
用
す

る
言
語
、
旅
先
で
の
行
動
傾
向
、
期
待
さ
れ

る
体
験
の
性
質
が
異
な
る
。
国
内
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
な
ど

を
通
じ
た
行
動
ロ
グ
が
比
較
的
取
得
し
や
す

い
一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、FF-D

ata

（
訪
日
外
国
人
流
動
デ
ー
タ
）
や
翻
訳
ア
プ

リ
の
使
用
履
歴
、T

ripA
dvisor

・G
oogle 

マ
ッ
プ
な
ど
の
多
言
語
レ
ビ
ュ
ー
が
有
効
な

デ
ー
タ
と
な
る
。

　ま
た
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
は
国
・

地
域
に
よ
っ
て
嗜
好
や
行
動
パ
タ
ー
ン
が
大

き
く
異
な
る
た
め
、
一
括
り
に
「
外
国
人
旅

行
者
」
と
し
て
扱
わ
ず
、
国
別
／
文
化
圏
別

の
行
動
差
を
前
提
に
分
析
・
設
計
す
る
視
点

が
求
め
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
地
域
や
自
治
体
が
カ

ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
分
析
を
行
う
際
に

は
、「
対
象
ご
と
に
使
え
る
デ
ー
タ
が
異
な

る
」
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

収
集
・
可
視
化
・
分
析
の
体
系
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
軸
に
し
た

デ
ー
タ
の
体
系
化
は
、
単
に
観
光
客
の
行
動

を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
P
D
C
A
（
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
を
回
す
た
め
の

基
盤
と
な
る
。
特
に
、
対
象
別
（
国
内
・
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
／
若
年
層
・
高
齢
層
な
ど
）、

フ
ェ
ー
ズ
別
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ

計
や
デ
ー
タ
活
用
の
方
向
性
が
具
体
化
す

る
。
次
章
以
降
で
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ム
に
基

づ
き
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー
タ
の

役
割
と
限
界
に
つ
い
て
の
整
理
を
進
め
る
。

　観
光
に
関
す
る
デ
ー
タ
活
用
が
高
度
化
・

多
様
化
す
る
中
で
、
代
表
的
な
デ
ー
タ
源

と
し
て「
観
光
統
計
指
標
」と「
旅
行
者
デ
ー

タ
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
）」
の
二
つ
が

あ
る
。
両
者
は
そ
の
性
質
・
粒
度
・
取
得

主
体
・
活
用
場
面
が
大
き
く
異
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
強
み
と
限
界
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
片
方
だ
け
で
は
観
光
地
経
営
に
お
け

る
戦
略
構
築
や
施
策
評
価
は
不
十
分
で
あ

り
、
相
互
に
補
完
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
立
体
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
可
能
と
な
る
。

　観
光
統
計
指
標
と
は
、
国
や
自
治
体
、
研

究
機
関
が
定
期
的
に
実
施
す
る
調
査
で
あ

り
、
訪
問
者
数
、
延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消

費
額
、
満
足
度
な
ど
を
マ
ク
ロ
な
視
点
で
把

握
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
で
あ
る
。例
え
ば
、

観
光
庁
の
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
や
「
訪

日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
（
現
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
消
費
動
向
調
査
）」
は
、
国
全
体
や
地
域

別
の
需
要
構
造
や
変
化
を
把
握
す
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
デ
ー
タ
で
あ
る
。
特
に
、
地
域

間
比
較
や
政
策
立
案
の
根
拠
と
し
て
強
い
信

頼
性
と
代
表
性
を
持
つ
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
地
域
観
光
の
構
造
的
な
把
握
（
誰
が
、
い

つ
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
）

〇
政
策
立
案
・
予
算
配
分
の
た
め
の
根
拠

〇
時
系
列
で
の
変
化
の
比
較
（
コ
ロ
ナ
禍
前

後
な
ど
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
発
表
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
（
速
報
性
に

欠
け
る
）

〇
粒
度
が
粗
い
（
月
単
位
・
都
道
府
県
単
位

な
ど
）

〇
感
情
や
行
動
の
詳
細
ま
で
は
摑
め
な
い

　こ
れ
ら
の
限
界
に
よ
り
、
観
光
統
計
指
標

は
「
中
長
期
的
な
傾
向
」
を
捉
え
る
た
め
に

は
有
効
だ
が
、
現
場
で
の
即
応
的
な
施
策
判

断
に
は
不
向
き
な
場
面
も
多
い
。

　一
方
、
G
P
S
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
・
交
通

系
I
C
カ
ー
ド
・
S
N
S
・
W
i
‐
F
i
ロ

グ
な
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
旅
行
者
デ
ー
タ

は
、
個
々
の
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
と
い
う
大
き
な
利

点
が
あ
る
。
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
や
A
I
解
析

の
進
化
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
単
な

る
「
ロ
グ
」
か
ら
、「
次
の
一
手
」
を
導
く
た

め
の
戦
略
的
イ
ン
サ
イ
ト
へ
と
転
換
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
実
際
の
回
遊
ル
ー
ト
や
滞
在
時
間
の
可

視
化

〇
S
N
S
分
析
に
よ
る
観
光
体
験
の
感
情
的

評
価

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
施
策
の
効
果
測
定
（
即
時

反
応
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
利
用
者
の
偏
り
（
特
定
の
属
性
に
偏
る

可
能
性
）

〇
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
同
意
取
得
が

前
提

〇
個
別
デ
ー
タ
の
た
め
地
域
全
体
像
の
理
解

に
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い

　し
た
が
っ
て
、
旅
行
者
デ
ー
タ
は
「
現
場

で
の
細
や
か
な
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
に
は
非
常

に
有
効
だ
が
、
そ
れ
単
独
で
は
政
策
全
体
の

構
想
を
描
く
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

両
者
の
比
較
と
補
完
関
係（
表
1
）

　以
下
に
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー

タ
の
違
い
を
ま
と
め
た
。

指
標
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
に
直
結
す

る
旅
行
者
デ
ー
タ
を
明
確
に
区
別
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現

場
で
の
実
践
的
活
用
に
向
け
た
整
理
を
行
い

た
い
。

　観
光
振
興
や
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推

進
す
る
う
え
で
、
旅
行
者
の
行
動
や
心
理
の

変
化
を
段
階
的
に
捉
え
る
「
カ
ス
タ
マ
ー

ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
視
点
は
不
可
欠
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
旅
行
前
（
タ
ビ
マ
エ
）、
旅
行

中
（
タ
ビ
ナ
カ
）、
旅
行
後
（
タ
ビ
ア
ト
）
の

3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
分
析
す
る
こ
と

で
、
情
報
収
集
か
ら
現
地
体
験
、
帰
宅
後
の

共
有
・
評
価
に
至
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
可

視
化
さ
れ
、
観
光
地
経
営
や
情
報
発
信
に
お

け
る
重
要
な
判
断
材
料
と
な
る
。

　観
光
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

は
、
一
般
的
な
商
品
購
買
行
動
と
異
な
り
、

「
非
日
常
性
が
高
い
」「
感
情
の
関
与
が
大
き

い
」「
複
数
の
事
業
者
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
接

点
が
複
雑
に
絡
む
」と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
。

旅
は
モ
ノ
の
購
入
で
は
な
く
、時
間
や
空
間
、

体
験
に
対
す
る
投
資
で
あ
り
、
そ
の
選
択
と

行
動
に
は
強
い
主
観
性
と
感
情
が
介
在
す

る
。
ま
た
旅
行
者
は
、
事
前
に
S
N
S
や
口

コ
ミ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
情
報
を
収
集
し
、

旅
先
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
を
行
い
、

帰
宅
後
に
は
評
価
を
投
稿
す
る
な
ど
、
旅
の

全
期
間
を
通
じ
て
「
能
動
的
な
情
報
の
受
発

信
者
」
と
し
て
行
動
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
観
光
地
経
営
に

お
い
て
は
、
ジ
ャ
ー
ニ
ー
全
体
を
一
つ
の
流

れ
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
旅
行

者
に
と
っ
て
最
適
な
情
報
提
供
、体
験
設
計
、

接
点
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、
満
足
度
の
向

上
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
、
さ
ら
に
は
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
構
築
に
直
結
す
る
。
以
下

で
は
、
各
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
行
動
と
デ
ー

タ
の
例
を
簡
潔
に
整
理
す
る
。

　こ
の
段
階
で
は
、
旅
行
先
を
「
知
る
」「
興

味
を
持
つ
」「
比
較
・
検
討
す
る
」
と
い
っ
た

行
動
が
中
心
に
な
る
。
旅
行
者
は
S
N
S
や

動
画
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
通
じ
て
自
分
に

合
っ
た
情
報
を
収
集
し
、
O
T
A
（
オ
ン
ラ

イ
ン
旅
行
代
理
店
）
等
で
プ
ラ
ン
を
比
較
・

検
討
す
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
・
旅
行
系
サ
イ
ト
で
の
検
索
・

閲
覧

〇
O
T
A
（
じ
ゃ
ら
ん
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
等
）
で
の
施
設
の
比
較
・

価
格
確
認

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
口
コ
ミ
情
報
の
チ
ェ
ッ

ク
、
ブ
ロ
グ
・
Y
o
u
T
u
b
e
の
視
聴

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
検
索
ト
レ
ン
ド
・
閲
覧
ロ
グ
の
調
査
、

S
N
S
分
析
、
流
入
経
路
の
分
析
な
ど

　旅
行
中
の
観
光
客
は
、
現
地
で
の
移
動
・

食
事
・
観
光
・
宿
泊
な
ど
を
通
じ
て
観
光
地

と
の
接
点
を
持
ち
、
ま
さ
に
そ
の
場
で
「
体

験
の
質
」
を
評
価
し
て
い
る
。
S
N
S
へ
の

投
稿
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
共
有
行
動

は
、他
の
旅
行
者
へ
の
影
響
力
も
持
つ
た
め
、

観
光
地
に
と
っ
て
は
重
要
な〝
発
信
の
タ
イ

ミ
ン
グ
〞で
も
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
訪
問
、
施
設
利
用
、
買

い
物
や
飲
食

〇
地
図
ア
プ
リ
や
乗
換
案
内
の
活
用
、
移
動

手
段
の
選
択

〇
S
N
S
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
投
稿
、
位
置

情
報
付
き
の
写
真
共
有

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
G
P
S
ロ
グ
、
W
i
‐
F
i
接
続
履
歴
、

施
設
の
入
退
場
ロ
グ
、
S
N
S
へ
の
位
置
情

報
付
き
投
稿
な
ど

　旅
行
後
は
、
旅
行
者
が
体
験
を
整
理
し
、

S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
に
投
稿
す
る
こ

と
で
記
録
・
評
価
を
行
う
段
階
で
あ
る
。

同
時
に
、
再
訪
や
次
回
旅
行
先
の
検
討
が

始
ま
る
こ
と
も
多
く
、「
フ
ァ
ン
化
」
や
「
情

報
の
拡
散
」
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な
フ
ェ
ー

ズ
で
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
、
レ

ビ
ュ
ー
の
記
入

〇
写
真
や
動
画
の
整
理
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

共
有

〇
次
の
旅
行
先
の
検
討
、
再
訪
意
向
の
醸
成

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
口
コ
ミ
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
、
再

検
索
ロ
グ
、
メ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ

の
反
応
な
ど

　こ
の
よ
う
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

を
段
階
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
観
光
施
策
の

「
ど
こ
で
・
誰
に
・
何
を
届
け
る
べ
き
か
」

が
明
確
に
な
り
、
観
光
地
と
し
て
の
施
策
設

 

「
観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
本
質
的
に

考
え
る
と
き
、
単
に
旅
行
中
の
移
動
状
況
や

来
訪
者
数
を
把
握
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観

光
客
の
行
動
・
意
識
・
感
情
の
変
化
を
含
め

た
、
よ
り
包
括
的
な
概
念
へ
と
視
野
を
広
げ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
動
態
を
捉
え
る

目
的
が
、
単
な
る
事
実
認
識
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
消
費
を
促
進
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

的
確
に
訴
求
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

的
視
点
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
観
光
地
経

営
を
実
現
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
視

点
と
不
可
分
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　で
は
、
な
ぜ
今
こ
の
テ
ー
マ
が
重
要
な
の

か
。
そ
れ
は
、
観
光
需
要
の
回
復
と
多
様
化
、

地
域
観
光
戦
略
の
高
度
化
、
そ
し
て
デ
ー
タ

駆
動
型
政
策
の
潮
流
が
、
同
時
並
行
的
に
進

行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

た
現
在
、
観
光
需
要
は
確
実
に
戻
り
つ
つ
あ

る
が
、
そ
の
構
造
は
か
つ
て
と
異
な
り
、
旅

行
者
の
ニ
ー
ズ
や
行
動
様
式
は
一
層
多
様
化

し
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら

も
、
旅
行
者
を
一
つ
の
大
き
な
集
団
と
し
て

扱
う
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
細
分
化
し
、
精
緻
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
需
要
の
複
雑
化
は
、
地
域
観
光

戦
略
の
あ
り
方
に
も
直
結
す
る
。
か
つ
て
は

観
光
統
計
や
基
本
指
標
を
押
さ
え
て
お
け
ば

一
定
の
施
策
立
案
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
今

日
で
は
旅
行
者
の
行
動
の
変
化
そ
の
も
の
を  

〝
動
態
〞と
し
て
捉
え
る
視
点
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
資
源
の
選
択
と
集
中

を
進
め
る
う
え
で
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
財
政
資
源
の
中
で
課
題
の
優
先
順

位
を
設
定
し
、
戦
略
的
に
施
策
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
観
光
客
の
実
態
を
可
視
化

し
、
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、「
現
状
の
把
握 

↓ 

課

題
の
抽
出 

↓ 

施
策
の
実
行 

↓ 

効
果
の
検

証
」
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
通
じ
て
、
政
策

の
質
を
高
め
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
機
能

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

E
B
P
M
（E

vid
en
ce-B

ased
 P
o
licy 

M
akin

g

／
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
の

考
え
方
と
も
一
致
す
る
。
E
B
P
M
の
実
践

に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
課
題
提

起
と
、
デ
ー
タ
に
よ
る
施
策
評
価
が
前
提
と

な
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な

政
策
運
営
と
言
え
る
。

　本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

観
光
に
お
け
る
「
消
費
・
購
買
行
動
＝
カ
ス

タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
種

別
の
体
系
化
と
課
題
整
理
を
試
み
る
。
そ
の

際
、
従
来
か
ら
整
備
さ
れ
て
き
た
観
光
統
計

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

蛯
澤
俊
典

2
．カ
ス
タ
マ
ー

ジ
ャ
ー
ニ
ー
の

観
光
へ
の
応
用

1
．は
じ
め
に

―
相
互
補
完
に
よ
る
価
値
の
最
大
化

　両
者
は
決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
点
を
補
い
合
う
形
で

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
統

計
指
標
に
よ
っ
て
「
特
定
の
月
に
来
訪
者
が

集
中
し
て
い
る
」
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
旅
行

者
デ
ー
タ
で
そ
の
時
期
の
回
遊
ル
ー
ト
や

滞
在
時
間
を
把
握
し
、
混
雑
緩
和
の
た
め

の
の
誘
導
や
施
設
配
置
の
改
善
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、「
マ
ク
ロ
の
地
図
（
観
光
統

計
統
計
）」
と
「
ミ
ク
ロ
の
レ
ン
ズ
（
旅
行
者

デ
ー
タ
）」
の
両
方
を
携
え
る
こ
と
が
、
デ
ー

タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
に
お
け
る
本
質

的
な
競
争
力
と
な
る
。
地
域
の
文
脈
に
応
じ

た
デ
ー
タ
活
用
の
設
計
と
、
分
析
か
ら
行
動

へ
の
橋
渡
し
が
今
後
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
だ

ろ
う
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
基
づ
い
て
旅

行
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
際
、
特
に
重
要
と

な
る
の
が
「
活
用
す
る
デ
ー
タ
の
種
別
」
と

「
対
象
旅
行
者
の
違
い
」
を
適
切
に
捉
え
る

視
点
で
あ
る
。
特
に
対
象
と
す
る
旅
行
者
が

「
国
内
旅
行
者
」
か
「
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

タ
ビ
マ
エ（
旅
行
前
）
関
心

検
討

予
約

タ
ビ
ナ
カ（
旅
行
中
）
移
動

体
験

消
費

タ
ビ
ア
ト（
旅
行
後
）
共
有

評
価

再
訪

現
れ
る
。
た
と
え
ば
、
D
M
P
を
導
入
し
て

も
、
担
当
部
門
だ
け
が
扱
い
、
現
場
と
連
動

し
て
い
な
け
れ
ば
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
は
持
っ
て
い
て
も
、
可
視
化
・

分
析
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
反
映
ま
で
が
一
気

通
貫
に
な
っ
て
い
な
い
例
も
多
い
。

　さ
ら
に
、
制
度
的
支
援
や
D
M
O
（
観
光

協
会
）
の
設
立
と
い
っ
た
外
部
条
件
が
整
備

さ
れ
て
も
、
地
域
内
で
の
役
割
分
担
や
運
用

ル
ー
ル
が
曖
昧
な
ま
ま
で
は
、
デ
ー
タ
は
活

用
さ
れ
ず
に
眠
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ

る
。
デ
ー
タ
活
用
の
本
質
は
「
技
術
」
で
は

な
く
、「
現
場
と
の
接
続
」
と
「
共
通
言
語
化
」

に
あ
る
。

展
望
…
統
合
・
共
創
・
個
別
最
適
の
時
代
へ

　今
後
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
デ
ー
タ

活
用
の
展
望
と
し
て
特
に
重
要
な
の
は
、
以

下
の
3
つ
の
方
向
性
で
あ
る
。

　観
光
統
計
、
G
P
S
ロ
グ
、
S
N
S
デ
ー

タ
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
多
様
な
デ
ー

タ
を
「
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
や
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
に

応
じ
て
横
断
的
に
統
合
し
、
意
思
決
定
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
デ
ー
タ
設
計
力
に
加
え
、
分
析
か

ら
可
視
化
・
運
用
へ
と
つ
な
げ
る
「
翻
訳
力
」

カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
基
づ
く
デ
ー
タ
種
別
の
整
理

1
観光客の動態を捉える視点と課題1

4



観
光
客
の

動
態
を
捉
え
る

視
点
と
課
題

が
求
め
ら
れ
る
。
自
治
体
や
D
M
O
は
、

D
M
P
や
B
I
ツ
ー
ル
※

を
活
用
し
な
が
ら
、

現
場
と
の
情
報
の
循
環
を
意
識
し
た
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　観
光
デ
ー
タ
は
単
独
の
組
織
で
は
完
結

し
な
い
。
地
域
住
民
、
宿
泊
業
者
、
交
通

事
業
者
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
関
係
者

が
「
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
文
化
」
を
育
む
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
自
治
体
の
持
つ
構
造

デ
ー
タ
と
、
民
間
事
業
者
の
持
つ
細
粒
度

の
顧
客
デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
リ
ア
ル
な
旅
行
者
像
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　今
や
「
一
律
の
観
光
案
内
」
で
は
響
か
な

い
。旅
行
者
の
属
性
・
行
動
・
関
心
に
応
じ
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
体
験
の
提
案
を
最
適
化
す

る
「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
リ

ピ
ー
タ
ー
に
は
限
定
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、
初

訪
問
者
に
は
基
本
ル
ー
ト
と
お
す
す
め
体
験

を
出
し
分
け
る
な
ど
、「
誰
に
、
い
つ
、
何

を
届
け
る
か
」
の
設
計
が
鍵
と
な
る
。

　観
光
地
に
と
っ
て
、デ
ー
タ
は
単
な
る「
管

理
の
道
具
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
を
支
え
る
た
め
の〝
地
域

共
有
財
〞で
あ
る
。
そ
の
活
用
は
点
的
で
は

な
く
、
地
域
全
体
を
つ
な
ぐ
「
情
報
の
生
態

系
」
と
し
て
設
計
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　組
織
や
部
署
、
事
業
者
間
の
分
断
を
乗
り

越
え
、
地
域
一
体
で
デ
ー
タ
を
育
て
・
使
い

こ
な
す
時
代
へ
。
本
質
的
な
観
光
価
値
を
高

め
る
た
め
に
こ
そ
、
デ
ー
タ
は〝
道
具
〞か
ら

〝
戦
略
資
源
〞へ
と
進
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

ビ
ア
ト
）、
デ
ー
タ
種
別
別
（
定
量
・
定
性
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
蓄
積
型
な
ど
）
に
整
理
す

る
こ
と
で
、
施
策
の
妥
当
性
や
優
先
順
位
を

明
確
に
し
、
柔
軟
か
つ
継
続
的
な
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　た
と
え
ば
、
あ
る
温
泉
地
で
は
、
タ
ビ

マ
エ
段
階
の
S
N
S
広
告
か
ら
タ
ビ
ナ
カ

の
交
通
デ
ー
タ
、
タ
ビ
ア
ト
の
口
コ
ミ
評

価
ま
で
を
統
合
的
に
収
集
・
可
視
化
。
20

代
女
性
客
の
流
入
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
要

因
を
「
ア
ク
セ
ス
情
報
の
分
か
り
に
く
さ
」

と
特
定
し
、
S
N
S
連
携
型
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
発
信
す
る
施
策
を
実
施
。

そ
の
結
果
、
ア
ク
セ
ス
離
脱
率
が
低
下
し
、

満
足
度
ス
コ
ア
も
上
昇
し
た
。

　ま
た
、
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
欧
米

豪
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
対
象
に
、
滞
在
中

の
移
動
デ
ー
タ
と
観
光
施
設
で
の
体
験
ア
ン

ケ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
。
多
く
の
訪

問
客
が
宿
泊
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移
動
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
英
語

対
応
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
た
。
結
果
と
し
て
滞
在
満
足
度
が
向
上

し
、
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
の
評
価
も
安
定
し
て

高
ま
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に

沿
っ
た
課
題
の
把
握
と
対
応
が
、
持
続
可
能

な
観
光
地
経
営
の
カ
ギ
と
な
る
。
こ
れ
か
ら

の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
多

層
的
・
多
軸
的
な
デ
ー
タ
活
用
と
改
善
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
が
、
地
域
の
競
争
力
を
高
め
る

決
定
的
要
素
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　近
年
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
は
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
、
位
置
情
報
を
把
握
す
る

技
術
の
普
及
に
よ
り
、
従
来
は
把
握
困
難
で

あ
っ
た
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
直

感
や
経
験
」
に
依
存
し
な
い
、
デ
ー
タ
に
基

づ
く
意
思
決
定
が
現
場
で
も
一
般
化
し
つ
つ

あ
る
。

　一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
は
「
持
っ
て
い
れ

ば
使
え
る
」
と
い
っ
た
単
純
な
も
の
で
は
な

い
。現
実
に
は
、技
術
面
・
人
材
面
・
制
度
面
・

文
化
面
に
わ
た
る
複
数
の
障
壁
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
を
解
消
で
き
な
け
れ
ば
、
持
続
的
で

実
効
性
の
あ
る
デ
ー
タ
利
活
用
体
制
の
構
築

に
は
至
ら
な
い
。

◇
デ
ー
タ
活
用
の
主
要
な
課
題（
表
3
）

　観
光
地
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
課
題

は
、
以
下
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。

　こ
れ
ら
の
課
題
は
、
し
ば
し
ば
複
合
的
に

行
者
」
か
に
よ
っ
て
、
使
用
可
能
な
デ
ー
タ

の
取
得
方
法
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
精
度

も
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ェ
ー

ズ
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ
ビ
ア
ト
）

×
デ
ー
タ
種
別
×
対
象
者
と
い
う
3
軸
の
整

理
が
、
戦
略
的
な
観
光
デ
ー
タ
設
計
の
出
発

点
と
な
る
。

◇
体
系
整
理
表（
表
2
）

　こ
れ
ら
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
×
2
種
別
の

デ
ー
タ
×
2
タ
イ
プ
の
旅
行
者
、
と
い
う
形

で
体
系
的
に
整
理
す
る
。

　国
内
旅
行
者
と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行

者
で
は
、
情
報
収
集
の
チ
ャ
ネ
ル
や
使
用
す

る
言
語
、
旅
先
で
の
行
動
傾
向
、
期
待
さ
れ

る
体
験
の
性
質
が
異
な
る
。
国
内
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
な
ど

を
通
じ
た
行
動
ロ
グ
が
比
較
的
取
得
し
や
す

い
一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、FF-D

ata

（
訪
日
外
国
人
流
動
デ
ー
タ
）
や
翻
訳
ア
プ

リ
の
使
用
履
歴
、T

ripA
dvisor

・G
oogle 

マ
ッ
プ
な
ど
の
多
言
語
レ
ビ
ュ
ー
が
有
効
な

デ
ー
タ
と
な
る
。

　ま
た
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
は
国
・

地
域
に
よ
っ
て
嗜
好
や
行
動
パ
タ
ー
ン
が
大

き
く
異
な
る
た
め
、
一
括
り
に
「
外
国
人
旅

行
者
」
と
し
て
扱
わ
ず
、
国
別
／
文
化
圏
別

の
行
動
差
を
前
提
に
分
析
・
設
計
す
る
視
点

が
求
め
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
地
域
や
自
治
体
が
カ

ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
分
析
を
行
う
際
に

は
、「
対
象
ご
と
に
使
え
る
デ
ー
タ
が
異
な

る
」
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

収
集
・
可
視
化
・
分
析
の
体
系
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
軸
に
し
た

デ
ー
タ
の
体
系
化
は
、
単
に
観
光
客
の
行
動

を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
P
D
C
A
（
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
を
回
す
た
め
の

基
盤
と
な
る
。
特
に
、
対
象
別
（
国
内
・
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
／
若
年
層
・
高
齢
層
な
ど
）、

フ
ェ
ー
ズ
別
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ

計
や
デ
ー
タ
活
用
の
方
向
性
が
具
体
化
す

る
。
次
章
以
降
で
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ム
に
基

づ
き
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー
タ
の

役
割
と
限
界
に
つ
い
て
の
整
理
を
進
め
る
。

　観
光
に
関
す
る
デ
ー
タ
活
用
が
高
度
化
・

多
様
化
す
る
中
で
、
代
表
的
な
デ
ー
タ
源

と
し
て「
観
光
統
計
指
標
」と「
旅
行
者
デ
ー

タ
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
）」
の
二
つ
が

あ
る
。
両
者
は
そ
の
性
質
・
粒
度
・
取
得

主
体
・
活
用
場
面
が
大
き
く
異
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
強
み
と
限
界
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
片
方
だ
け
で
は
観
光
地
経
営
に
お
け

る
戦
略
構
築
や
施
策
評
価
は
不
十
分
で
あ

り
、
相
互
に
補
完
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
立
体
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
可
能
と
な
る
。

　観
光
統
計
指
標
と
は
、
国
や
自
治
体
、
研

究
機
関
が
定
期
的
に
実
施
す
る
調
査
で
あ

り
、
訪
問
者
数
、
延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消

費
額
、
満
足
度
な
ど
を
マ
ク
ロ
な
視
点
で
把

握
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
で
あ
る
。例
え
ば
、

観
光
庁
の
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
や
「
訪

日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
（
現
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
消
費
動
向
調
査
）」
は
、
国
全
体
や
地
域

別
の
需
要
構
造
や
変
化
を
把
握
す
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
デ
ー
タ
で
あ
る
。
特
に
、
地
域

間
比
較
や
政
策
立
案
の
根
拠
と
し
て
強
い
信

頼
性
と
代
表
性
を
持
つ
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
地
域
観
光
の
構
造
的
な
把
握
（
誰
が
、
い

つ
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
）

〇
政
策
立
案
・
予
算
配
分
の
た
め
の
根
拠

〇
時
系
列
で
の
変
化
の
比
較
（
コ
ロ
ナ
禍
前

後
な
ど
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
発
表
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
（
速
報
性
に

欠
け
る
）

〇
粒
度
が
粗
い
（
月
単
位
・
都
道
府
県
単
位

な
ど
）

〇
感
情
や
行
動
の
詳
細
ま
で
は
摑
め
な
い

　こ
れ
ら
の
限
界
に
よ
り
、
観
光
統
計
指
標

は
「
中
長
期
的
な
傾
向
」
を
捉
え
る
た
め
に

は
有
効
だ
が
、
現
場
で
の
即
応
的
な
施
策
判

断
に
は
不
向
き
な
場
面
も
多
い
。

　一
方
、
G
P
S
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
・
交
通

系
I
C
カ
ー
ド
・
S
N
S
・
W
i
‐
F
i
ロ

グ
な
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
旅
行
者
デ
ー
タ

は
、
個
々
の
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
と
い
う
大
き
な
利

点
が
あ
る
。
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
や
A
I
解
析

の
進
化
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
単
な

る
「
ロ
グ
」
か
ら
、「
次
の
一
手
」
を
導
く
た

め
の
戦
略
的
イ
ン
サ
イ
ト
へ
と
転
換
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
実
際
の
回
遊
ル
ー
ト
や
滞
在
時
間
の
可

視
化

〇
S
N
S
分
析
に
よ
る
観
光
体
験
の
感
情
的

評
価

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
施
策
の
効
果
測
定
（
即
時

反
応
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
利
用
者
の
偏
り
（
特
定
の
属
性
に
偏
る

可
能
性
）

〇
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
同
意
取
得
が

前
提

〇
個
別
デ
ー
タ
の
た
め
地
域
全
体
像
の
理
解

に
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い

　し
た
が
っ
て
、
旅
行
者
デ
ー
タ
は
「
現
場

で
の
細
や
か
な
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
に
は
非
常

に
有
効
だ
が
、
そ
れ
単
独
で
は
政
策
全
体
の

構
想
を
描
く
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

両
者
の
比
較
と
補
完
関
係（
表
1
）

　以
下
に
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー

タ
の
違
い
を
ま
と
め
た
。

指
標
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
に
直
結
す

る
旅
行
者
デ
ー
タ
を
明
確
に
区
別
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現

場
で
の
実
践
的
活
用
に
向
け
た
整
理
を
行
い

た
い
。

　観
光
振
興
や
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推

進
す
る
う
え
で
、
旅
行
者
の
行
動
や
心
理
の

変
化
を
段
階
的
に
捉
え
る
「
カ
ス
タ
マ
ー

ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
視
点
は
不
可
欠
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
旅
行
前
（
タ
ビ
マ
エ
）、
旅
行

中
（
タ
ビ
ナ
カ
）、
旅
行
後
（
タ
ビ
ア
ト
）
の

3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
分
析
す
る
こ
と

で
、
情
報
収
集
か
ら
現
地
体
験
、
帰
宅
後
の

共
有
・
評
価
に
至
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
可

視
化
さ
れ
、
観
光
地
経
営
や
情
報
発
信
に
お

け
る
重
要
な
判
断
材
料
と
な
る
。

　観
光
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

は
、
一
般
的
な
商
品
購
買
行
動
と
異
な
り
、

「
非
日
常
性
が
高
い
」「
感
情
の
関
与
が
大
き

い
」「
複
数
の
事
業
者
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
接

点
が
複
雑
に
絡
む
」と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
。

旅
は
モ
ノ
の
購
入
で
は
な
く
、時
間
や
空
間
、

体
験
に
対
す
る
投
資
で
あ
り
、
そ
の
選
択
と

行
動
に
は
強
い
主
観
性
と
感
情
が
介
在
す

る
。
ま
た
旅
行
者
は
、
事
前
に
S
N
S
や
口

コ
ミ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
情
報
を
収
集
し
、

旅
先
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
を
行
い
、

帰
宅
後
に
は
評
価
を
投
稿
す
る
な
ど
、
旅
の

全
期
間
を
通
じ
て
「
能
動
的
な
情
報
の
受
発

信
者
」
と
し
て
行
動
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
観
光
地
経
営
に

お
い
て
は
、
ジ
ャ
ー
ニ
ー
全
体
を
一
つ
の
流

れ
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
旅
行

者
に
と
っ
て
最
適
な
情
報
提
供
、体
験
設
計
、

接
点
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、
満
足
度
の
向

上
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
、
さ
ら
に
は
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
構
築
に
直
結
す
る
。
以
下

で
は
、
各
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
行
動
と
デ
ー

タ
の
例
を
簡
潔
に
整
理
す
る
。

　こ
の
段
階
で
は
、
旅
行
先
を
「
知
る
」「
興

味
を
持
つ
」「
比
較
・
検
討
す
る
」
と
い
っ
た

行
動
が
中
心
に
な
る
。
旅
行
者
は
S
N
S
や

動
画
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
通
じ
て
自
分
に

合
っ
た
情
報
を
収
集
し
、
O
T
A
（
オ
ン
ラ

イ
ン
旅
行
代
理
店
）
等
で
プ
ラ
ン
を
比
較
・

検
討
す
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
・
旅
行
系
サ
イ
ト
で
の
検
索
・

閲
覧

〇
O
T
A
（
じ
ゃ
ら
ん
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
等
）
で
の
施
設
の
比
較
・

価
格
確
認

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
口
コ
ミ
情
報
の
チ
ェ
ッ

ク
、
ブ
ロ
グ
・
Y
o
u
T
u
b
e
の
視
聴

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
検
索
ト
レ
ン
ド
・
閲
覧
ロ
グ
の
調
査
、

S
N
S
分
析
、
流
入
経
路
の
分
析
な
ど

　旅
行
中
の
観
光
客
は
、
現
地
で
の
移
動
・

食
事
・
観
光
・
宿
泊
な
ど
を
通
じ
て
観
光
地

と
の
接
点
を
持
ち
、
ま
さ
に
そ
の
場
で
「
体

験
の
質
」
を
評
価
し
て
い
る
。
S
N
S
へ
の

投
稿
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
共
有
行
動

は
、他
の
旅
行
者
へ
の
影
響
力
も
持
つ
た
め
、

観
光
地
に
と
っ
て
は
重
要
な〝
発
信
の
タ
イ

ミ
ン
グ
〞で
も
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
訪
問
、
施
設
利
用
、
買

い
物
や
飲
食

〇
地
図
ア
プ
リ
や
乗
換
案
内
の
活
用
、
移
動

手
段
の
選
択

〇
S
N
S
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
投
稿
、
位
置

情
報
付
き
の
写
真
共
有

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
G
P
S
ロ
グ
、
W
i
‐
F
i
接
続
履
歴
、

施
設
の
入
退
場
ロ
グ
、
S
N
S
へ
の
位
置
情

報
付
き
投
稿
な
ど

　旅
行
後
は
、
旅
行
者
が
体
験
を
整
理
し
、

S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
に
投
稿
す
る
こ

と
で
記
録
・
評
価
を
行
う
段
階
で
あ
る
。

同
時
に
、
再
訪
や
次
回
旅
行
先
の
検
討
が

始
ま
る
こ
と
も
多
く
、「
フ
ァ
ン
化
」
や
「
情

報
の
拡
散
」
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な
フ
ェ
ー

ズ
で
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
、
レ

ビ
ュ
ー
の
記
入

〇
写
真
や
動
画
の
整
理
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

共
有

〇
次
の
旅
行
先
の
検
討
、
再
訪
意
向
の
醸
成

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
口
コ
ミ
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
、
再

検
索
ロ
グ
、
メ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ

の
反
応
な
ど

　こ
の
よ
う
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

を
段
階
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
観
光
施
策
の

「
ど
こ
で
・
誰
に
・
何
を
届
け
る
べ
き
か
」

が
明
確
に
な
り
、
観
光
地
と
し
て
の
施
策
設

 

「
観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
本
質
的
に

考
え
る
と
き
、
単
に
旅
行
中
の
移
動
状
況
や

来
訪
者
数
を
把
握
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観

光
客
の
行
動
・
意
識
・
感
情
の
変
化
を
含
め

た
、
よ
り
包
括
的
な
概
念
へ
と
視
野
を
広
げ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
動
態
を
捉
え
る

目
的
が
、
単
な
る
事
実
認
識
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
消
費
を
促
進
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

的
確
に
訴
求
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

的
視
点
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
観
光
地
経

営
を
実
現
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
視

点
と
不
可
分
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　で
は
、
な
ぜ
今
こ
の
テ
ー
マ
が
重
要
な
の

か
。
そ
れ
は
、
観
光
需
要
の
回
復
と
多
様
化
、

地
域
観
光
戦
略
の
高
度
化
、
そ
し
て
デ
ー
タ

駆
動
型
政
策
の
潮
流
が
、
同
時
並
行
的
に
進

行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

た
現
在
、
観
光
需
要
は
確
実
に
戻
り
つ
つ
あ

る
が
、
そ
の
構
造
は
か
つ
て
と
異
な
り
、
旅

行
者
の
ニ
ー
ズ
や
行
動
様
式
は
一
層
多
様
化

し
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら

も
、
旅
行
者
を
一
つ
の
大
き
な
集
団
と
し
て

扱
う
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
細
分
化
し
、
精
緻
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
需
要
の
複
雑
化
は
、
地
域
観
光

戦
略
の
あ
り
方
に
も
直
結
す
る
。
か
つ
て
は

観
光
統
計
や
基
本
指
標
を
押
さ
え
て
お
け
ば

一
定
の
施
策
立
案
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
今

日
で
は
旅
行
者
の
行
動
の
変
化
そ
の
も
の
を  

〝
動
態
〞と
し
て
捉
え
る
視
点
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
資
源
の
選
択
と
集
中

を
進
め
る
う
え
で
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
財
政
資
源
の
中
で
課
題
の
優
先
順

位
を
設
定
し
、
戦
略
的
に
施
策
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
観
光
客
の
実
態
を
可
視
化

し
、
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、「
現
状
の
把
握 

↓ 

課

題
の
抽
出 

↓ 

施
策
の
実
行 

↓ 

効
果
の
検

証
」
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
通
じ
て
、
政
策

の
質
を
高
め
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
機
能

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

E
B
P
M
（E

vid
en
ce-B

ased
 P
o
licy 

M
akin

g

／
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
の

考
え
方
と
も
一
致
す
る
。
E
B
P
M
の
実
践

に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
課
題
提

起
と
、
デ
ー
タ
に
よ
る
施
策
評
価
が
前
提
と

な
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な

政
策
運
営
と
言
え
る
。

　本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

観
光
に
お
け
る
「
消
費
・
購
買
行
動
＝
カ
ス

タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
種

別
の
体
系
化
と
課
題
整
理
を
試
み
る
。
そ
の

際
、
従
来
か
ら
整
備
さ
れ
て
き
た
観
光
統
計

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

蛯
澤
俊
典

2
．カ
ス
タ
マ
ー

ジ
ャ
ー
ニ
ー
の

観
光
へ
の
応
用

1
．は
じ
め
に

―
相
互
補
完
に
よ
る
価
値
の
最
大
化

　両
者
は
決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
点
を
補
い
合
う
形
で

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
統

計
指
標
に
よ
っ
て
「
特
定
の
月
に
来
訪
者
が

集
中
し
て
い
る
」
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
旅
行

者
デ
ー
タ
で
そ
の
時
期
の
回
遊
ル
ー
ト
や

滞
在
時
間
を
把
握
し
、
混
雑
緩
和
の
た
め

の
の
誘
導
や
施
設
配
置
の
改
善
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、「
マ
ク
ロ
の
地
図
（
観
光
統

計
統
計
）」
と
「
ミ
ク
ロ
の
レ
ン
ズ
（
旅
行
者

デ
ー
タ
）」
の
両
方
を
携
え
る
こ
と
が
、
デ
ー

タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
に
お
け
る
本
質

的
な
競
争
力
と
な
る
。
地
域
の
文
脈
に
応
じ

た
デ
ー
タ
活
用
の
設
計
と
、
分
析
か
ら
行
動

へ
の
橋
渡
し
が
今
後
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
だ

ろ
う
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
基
づ
い
て
旅

行
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
際
、
特
に
重
要
と

な
る
の
が
「
活
用
す
る
デ
ー
タ
の
種
別
」
と

「
対
象
旅
行
者
の
違
い
」
を
適
切
に
捉
え
る

視
点
で
あ
る
。
特
に
対
象
と
す
る
旅
行
者
が

「
国
内
旅
行
者
」
か
「
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

タ
ビ
マ
エ（
旅
行
前
）
関
心

検
討

予
約

タ
ビ
ナ
カ（
旅
行
中
）
移
動

体
験

消
費

タ
ビ
ア
ト（
旅
行
後
）
共
有

評
価

再
訪

現
れ
る
。
た
と
え
ば
、
D
M
P
を
導
入
し
て

も
、
担
当
部
門
だ
け
が
扱
い
、
現
場
と
連
動

し
て
い
な
け
れ
ば
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
は
持
っ
て
い
て
も
、
可
視
化
・

分
析
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
反
映
ま
で
が
一
気

通
貫
に
な
っ
て
い
な
い
例
も
多
い
。

　さ
ら
に
、
制
度
的
支
援
や
D
M
O
（
観
光

協
会
）
の
設
立
と
い
っ
た
外
部
条
件
が
整
備

さ
れ
て
も
、
地
域
内
で
の
役
割
分
担
や
運
用

ル
ー
ル
が
曖
昧
な
ま
ま
で
は
、
デ
ー
タ
は
活

用
さ
れ
ず
に
眠
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ

る
。
デ
ー
タ
活
用
の
本
質
は
「
技
術
」
で
は

な
く
、「
現
場
と
の
接
続
」
と
「
共
通
言
語
化
」

に
あ
る
。

展
望
…
統
合
・
共
創
・
個
別
最
適
の
時
代
へ

　今
後
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
デ
ー
タ

活
用
の
展
望
と
し
て
特
に
重
要
な
の
は
、
以

下
の
3
つ
の
方
向
性
で
あ
る
。

　観
光
統
計
、
G
P
S
ロ
グ
、
S
N
S
デ
ー

タ
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
多
様
な
デ
ー

タ
を
「
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
や
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
に

応
じ
て
横
断
的
に
統
合
し
、
意
思
決
定
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
デ
ー
タ
設
計
力
に
加
え
、
分
析
か

ら
可
視
化
・
運
用
へ
と
つ
な
げ
る
「
翻
訳
力
」

カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
基
づ
く
デ
ー
タ
種
別
の
整
理

1
観光客の動態を捉える視点と課題1
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比較軸 観光統計指標 旅行者データ

国・自治体・研究機関

地域単位・月単位が多い

傾向・構造的な変化を
把握できる、政策・
予算配分の根拠になる
即時性に乏しい、
更新頻度が低い
中長期の観光戦略の立案、
地域間の比較

民間事業者・SNS・
センサーデータ
個人単位・リアルタイム
が多い
行動実態や
感情に基づく
即応的施策が可能
属性の偏り・同意取得・
整備コストが課題
現場での施策の最適化、
プロモーションの設計

出典

粒度

長所

短所

活用
場面

表 1 両者の比較と補完関係

フェーズ

表 2 体系整理表
国内旅行者

・観光庁「旅行・観光消
費動向調査」・JTB総研
の旅行予定調査・都道
府県別の宿泊意向など
・Googleトレンドの検索
データ（日本語）・OTA
（楽天トラベル・じゃらん
等）の閲覧履歴・SNS投
稿・キャンペーンへの反応
・観光入込客統計（自治
体等）・交通・施設利用
実績・RESASによる観
光消費額

・GPSによる位置情報、
交通系IC利用・Wi-Fiの
接続ログ・地域通貨の
利用状況・SNSへの位
置情報付き投稿

・満足度調査や再訪意
向（観光庁／自治体）・
NPS（推奨度）や年間再
訪傾向の分析
・レビュー投稿（Google、
じゃらん）・宿泊後アン
ケート・SNS共有・リピー
ト予約・メルマガへの反
応

訪日インバウンド旅行者

・JNTOの訪日前意識調
査・国別旅行目的の傾
向分析・入国者数の動
向統計
・海外OTA（Trip.com、 
Expedia等）の閲覧履
歴・SNS分析（Insta-
gram、 Weibo等）・口コ
ミサイトの多言語評価
・出入国者統計（空港
データ）・観光庁「訪日
外国人消費動向調査」
・自治体による推計
・FF-Data（訪日外国人
流動データ）・ローミン
グデータ・レンタルWi-Fi
の位置ログ・検索/翻訳
アプリの使用状況・SNS
や口コミでの現地評価
・再訪率の国別分析・海
外現地機関による観光
評価調査・インバウンド
体験調査
・TripAdvisor・Google
レビュー（英語・中国
語）・再来訪の兆候（航空
券の再検索など）・次回
訪問意向のアンケート

データ種別

タビマエ

観光統計指標

旅行者データ

タビナカ

観光統計指標

旅行者データ

タビアト

観光統計指標

旅行者データ

が
求
め
ら
れ
る
。
自
治
体
や
D
M
O
は
、

D
M
P
や
B
I
ツ
ー
ル
※

を
活
用
し
な
が
ら
、

現
場
と
の
情
報
の
循
環
を
意
識
し
た
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　観
光
デ
ー
タ
は
単
独
の
組
織
で
は
完
結

し
な
い
。
地
域
住
民
、
宿
泊
業
者
、
交
通

事
業
者
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
関
係
者

が
「
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
文
化
」
を
育
む
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
自
治
体
の
持
つ
構
造

デ
ー
タ
と
、
民
間
事
業
者
の
持
つ
細
粒
度

の
顧
客
デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
リ
ア
ル
な
旅
行
者
像
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　今
や
「
一
律
の
観
光
案
内
」
で
は
響
か
な

い
。旅
行
者
の
属
性
・
行
動
・
関
心
に
応
じ
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
体
験
の
提
案
を
最
適
化
す

る
「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
リ

ピ
ー
タ
ー
に
は
限
定
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、
初

訪
問
者
に
は
基
本
ル
ー
ト
と
お
す
す
め
体
験

を
出
し
分
け
る
な
ど
、「
誰
に
、
い
つ
、
何

を
届
け
る
か
」
の
設
計
が
鍵
と
な
る
。

　観
光
地
に
と
っ
て
、デ
ー
タ
は
単
な
る「
管

理
の
道
具
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
を
支
え
る
た
め
の〝
地
域

共
有
財
〞で
あ
る
。
そ
の
活
用
は
点
的
で
は

な
く
、
地
域
全
体
を
つ
な
ぐ
「
情
報
の
生
態

系
」
と
し
て
設
計
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　組
織
や
部
署
、
事
業
者
間
の
分
断
を
乗
り

越
え
、
地
域
一
体
で
デ
ー
タ
を
育
て
・
使
い

こ
な
す
時
代
へ
。
本
質
的
な
観
光
価
値
を
高

め
る
た
め
に
こ
そ
、
デ
ー
タ
は〝
道
具
〞か
ら

〝
戦
略
資
源
〞へ
と
進
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

ビ
ア
ト
）、
デ
ー
タ
種
別
別
（
定
量
・
定
性
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
蓄
積
型
な
ど
）
に
整
理
す

る
こ
と
で
、
施
策
の
妥
当
性
や
優
先
順
位
を

明
確
に
し
、
柔
軟
か
つ
継
続
的
な
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　た
と
え
ば
、
あ
る
温
泉
地
で
は
、
タ
ビ

マ
エ
段
階
の
S
N
S
広
告
か
ら
タ
ビ
ナ
カ

の
交
通
デ
ー
タ
、
タ
ビ
ア
ト
の
口
コ
ミ
評

価
ま
で
を
統
合
的
に
収
集
・
可
視
化
。
20

代
女
性
客
の
流
入
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
要

因
を
「
ア
ク
セ
ス
情
報
の
分
か
り
に
く
さ
」

と
特
定
し
、
S
N
S
連
携
型
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
発
信
す
る
施
策
を
実
施
。

そ
の
結
果
、
ア
ク
セ
ス
離
脱
率
が
低
下
し
、

満
足
度
ス
コ
ア
も
上
昇
し
た
。

　ま
た
、
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
欧
米

豪
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
対
象
に
、
滞
在
中

の
移
動
デ
ー
タ
と
観
光
施
設
で
の
体
験
ア
ン

ケ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
。
多
く
の
訪

問
客
が
宿
泊
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移
動
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
英
語

対
応
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
た
。
結
果
と
し
て
滞
在
満
足
度
が
向
上

し
、
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
の
評
価
も
安
定
し
て

高
ま
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に

沿
っ
た
課
題
の
把
握
と
対
応
が
、
持
続
可
能

な
観
光
地
経
営
の
カ
ギ
と
な
る
。
こ
れ
か
ら

の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
多

層
的
・
多
軸
的
な
デ
ー
タ
活
用
と
改
善
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
が
、
地
域
の
競
争
力
を
高
め
る

決
定
的
要
素
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　近
年
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
は
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
、
位
置
情
報
を
把
握
す
る

技
術
の
普
及
に
よ
り
、
従
来
は
把
握
困
難
で

あ
っ
た
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
直

感
や
経
験
」
に
依
存
し
な
い
、
デ
ー
タ
に
基

づ
く
意
思
決
定
が
現
場
で
も
一
般
化
し
つ
つ

あ
る
。

　一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
は
「
持
っ
て
い
れ

ば
使
え
る
」
と
い
っ
た
単
純
な
も
の
で
は
な

い
。現
実
に
は
、技
術
面
・
人
材
面
・
制
度
面
・

文
化
面
に
わ
た
る
複
数
の
障
壁
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
を
解
消
で
き
な
け
れ
ば
、
持
続
的
で

実
効
性
の
あ
る
デ
ー
タ
利
活
用
体
制
の
構
築

に
は
至
ら
な
い
。

◇
デ
ー
タ
活
用
の
主
要
な
課
題（
表
3
）

　観
光
地
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
課
題

は
、
以
下
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。

　こ
れ
ら
の
課
題
は
、
し
ば
し
ば
複
合
的
に

行
者
」
か
に
よ
っ
て
、
使
用
可
能
な
デ
ー
タ

の
取
得
方
法
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
精
度

も
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ェ
ー

ズ
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ
ビ
ア
ト
）

×
デ
ー
タ
種
別
×
対
象
者
と
い
う
3
軸
の
整

理
が
、
戦
略
的
な
観
光
デ
ー
タ
設
計
の
出
発

点
と
な
る
。

◇
体
系
整
理
表（
表
2
）

　こ
れ
ら
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
×
2
種
別
の

デ
ー
タ
×
2
タ
イ
プ
の
旅
行
者
、
と
い
う
形

で
体
系
的
に
整
理
す
る
。

　国
内
旅
行
者
と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行

者
で
は
、
情
報
収
集
の
チ
ャ
ネ
ル
や
使
用
す

る
言
語
、
旅
先
で
の
行
動
傾
向
、
期
待
さ
れ

る
体
験
の
性
質
が
異
な
る
。
国
内
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
な
ど

を
通
じ
た
行
動
ロ
グ
が
比
較
的
取
得
し
や
す

い
一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、FF-D

ata

（
訪
日
外
国
人
流
動
デ
ー
タ
）
や
翻
訳
ア
プ

リ
の
使
用
履
歴
、T

ripA
dvisor

・G
oogle 

マ
ッ
プ
な
ど
の
多
言
語
レ
ビ
ュ
ー
が
有
効
な

デ
ー
タ
と
な
る
。

　ま
た
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
は
国
・

地
域
に
よ
っ
て
嗜
好
や
行
動
パ
タ
ー
ン
が
大

き
く
異
な
る
た
め
、
一
括
り
に
「
外
国
人
旅

行
者
」
と
し
て
扱
わ
ず
、
国
別
／
文
化
圏
別

の
行
動
差
を
前
提
に
分
析
・
設
計
す
る
視
点

が
求
め
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
地
域
や
自
治
体
が
カ

ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
分
析
を
行
う
際
に

は
、「
対
象
ご
と
に
使
え
る
デ
ー
タ
が
異
な

る
」
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

収
集
・
可
視
化
・
分
析
の
体
系
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
軸
に
し
た

デ
ー
タ
の
体
系
化
は
、
単
に
観
光
客
の
行
動

を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
P
D
C
A
（
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
を
回
す
た
め
の

基
盤
と
な
る
。
特
に
、
対
象
別
（
国
内
・
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
／
若
年
層
・
高
齢
層
な
ど
）、

フ
ェ
ー
ズ
別
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ

計
や
デ
ー
タ
活
用
の
方
向
性
が
具
体
化
す

る
。
次
章
以
降
で
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ム
に
基

づ
き
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー
タ
の

役
割
と
限
界
に
つ
い
て
の
整
理
を
進
め
る
。

　観
光
に
関
す
る
デ
ー
タ
活
用
が
高
度
化
・

多
様
化
す
る
中
で
、
代
表
的
な
デ
ー
タ
源

と
し
て「
観
光
統
計
指
標
」と「
旅
行
者
デ
ー

タ
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
）」
の
二
つ
が

あ
る
。
両
者
は
そ
の
性
質
・
粒
度
・
取
得

主
体
・
活
用
場
面
が
大
き
く
異
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
強
み
と
限
界
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
片
方
だ
け
で
は
観
光
地
経
営
に
お
け

る
戦
略
構
築
や
施
策
評
価
は
不
十
分
で
あ

り
、
相
互
に
補
完
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
立
体
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
可
能
と
な
る
。

　観
光
統
計
指
標
と
は
、
国
や
自
治
体
、
研

究
機
関
が
定
期
的
に
実
施
す
る
調
査
で
あ

り
、
訪
問
者
数
、
延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消

費
額
、
満
足
度
な
ど
を
マ
ク
ロ
な
視
点
で
把

握
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
で
あ
る
。例
え
ば
、

観
光
庁
の
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
や
「
訪

日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
（
現
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
消
費
動
向
調
査
）」
は
、
国
全
体
や
地
域

別
の
需
要
構
造
や
変
化
を
把
握
す
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
デ
ー
タ
で
あ
る
。
特
に
、
地
域

間
比
較
や
政
策
立
案
の
根
拠
と
し
て
強
い
信

頼
性
と
代
表
性
を
持
つ
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
地
域
観
光
の
構
造
的
な
把
握
（
誰
が
、
い

つ
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
）

〇
政
策
立
案
・
予
算
配
分
の
た
め
の
根
拠

〇
時
系
列
で
の
変
化
の
比
較
（
コ
ロ
ナ
禍
前

後
な
ど
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
発
表
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
（
速
報
性
に

欠
け
る
）

〇
粒
度
が
粗
い
（
月
単
位
・
都
道
府
県
単
位

な
ど
）

〇
感
情
や
行
動
の
詳
細
ま
で
は
摑
め
な
い

　こ
れ
ら
の
限
界
に
よ
り
、
観
光
統
計
指
標

は
「
中
長
期
的
な
傾
向
」
を
捉
え
る
た
め
に

は
有
効
だ
が
、
現
場
で
の
即
応
的
な
施
策
判

断
に
は
不
向
き
な
場
面
も
多
い
。

　一
方
、
G
P
S
・
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
・
交

通
系
I
C
カ
ー
ド
・
S
N
S
・
W
i
‐
F
i

ロ
グ
な
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
旅
行
者
デ
ー

タ
は
、
個
々
の
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
と
い
う
大
き
な

利
点
が
あ
る
。
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
や
A
I
解

析
の
進
化
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
単

な
る
「
ロ
グ
」
か
ら
、「
次
の
一
手
」
を
導
く
た

め
の
戦
略
的
イ
ン
サ
イ
ト
へ
と
転
換
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
実
際
の
回
遊
ル
ー
ト
や
滞
在
時
間
の
可

視
化

〇
S
N
S
分
析
に
よ
る
観
光
体
験
の
感
情
的

評
価

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
施
策
の
効
果
測
定
（
即
時

反
応
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
利
用
者
の
偏
り
（
特
定
の
属
性
に
偏
る

可
能
性
）

〇
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
同
意
取
得
が

前
提

〇
個
別
デ
ー
タ
の
た
め
地
域
全
体
像
の
理
解

に
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い

　し
た
が
っ
て
、
旅
行
者
デ
ー
タ
は
「
現
場

で
の
細
や
か
な
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
に
は
非
常

に
有
効
だ
が
、
そ
れ
単
独
で
は
政
策
全
体
の

構
想
を
描
く
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

両
者
の
比
較
と
補
完
関
係（
表
1
）

　以
下
に
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー

タ
の
違
い
を
ま
と
め
た
。

指
標
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
に
直
結
す

る
旅
行
者
デ
ー
タ
を
明
確
に
区
別
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現

場
で
の
実
践
的
活
用
に
向
け
た
整
理
を
行
い

た
い
。

　観
光
振
興
や
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推

進
す
る
う
え
で
、
旅
行
者
の
行
動
や
心
理
の

変
化
を
段
階
的
に
捉
え
る
「
カ
ス
タ
マ
ー

ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
視
点
は
不
可
欠
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
旅
行
前
（
タ
ビ
マ
エ
）、
旅
行

中
（
タ
ビ
ナ
カ
）、
旅
行
後
（
タ
ビ
ア
ト
）
の

3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
分
析
す
る
こ
と

で
、
情
報
収
集
か
ら
現
地
体
験
、
帰
宅
後
の

共
有
・
評
価
に
至
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
可

視
化
さ
れ
、
観
光
地
経
営
や
情
報
発
信
に
お

け
る
重
要
な
判
断
材
料
と
な
る
。

　観
光
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

は
、
一
般
的
な
商
品
購
買
行
動
と
異
な
り
、

「
非
日
常
性
が
高
い
」「
感
情
の
関
与
が
大
き

い
」「
複
数
の
事
業
者
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
接

点
が
複
雑
に
絡
む
」と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
。

旅
は
モ
ノ
の
購
入
で
は
な
く
、時
間
や
空
間
、

体
験
に
対
す
る
投
資
で
あ
り
、
そ
の
選
択
と

行
動
に
は
強
い
主
観
性
と
感
情
が
介
在
す

る
。
ま
た
旅
行
者
は
、
事
前
に
S
N
S
や
口

コ
ミ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
情
報
を
収
集
し
、

旅
先
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
を
行
い
、

帰
宅
後
に
は
評
価
を
投
稿
す
る
な
ど
、
旅
の

全
期
間
を
通
じ
て
「
能
動
的
な
情
報
の
受
発

信
者
」
と
し
て
行
動
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
観
光
地
経
営
に

お
い
て
は
、
ジ
ャ
ー
ニ
ー
全
体
を
一
つ
の
流

れ
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
旅
行

者
に
と
っ
て
最
適
な
情
報
提
供
、体
験
設
計
、

接
点
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、
満
足
度
の
向

上
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
、
さ
ら
に
は
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
構
築
に
直
結
す
る
。
以
下

で
は
、
各
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
行
動
と
デ
ー

タ
の
例
を
簡
潔
に
整
理
す
る
。

　こ
の
段
階
で
は
、
旅
行
先
を
「
知
る
」「
興

味
を
持
つ
」「
比
較
・
検
討
す
る
」
と
い
っ
た

行
動
が
中
心
に
な
る
。
旅
行
者
は
S
N
S
や

動
画
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
通
じ
て
自
分
に

合
っ
た
情
報
を
収
集
し
、
O
T
A
（
オ
ン
ラ

イ
ン
旅
行
代
理
店
）
等
で
プ
ラ
ン
を
比
較
・

検
討
す
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
・
旅
行
系
サ
イ
ト
で
の
検
索
・

閲
覧

〇
O
T
A
（
じ
ゃ
ら
ん
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
等
）
で
の
施
設
の
比
較
・

価
格
確
認

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
口
コ
ミ
情
報
の
チ
ェ
ッ

ク
、
ブ
ロ
グ
・
Y
o
u
T
u
b
e
の
視
聴

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
検
索
ト
レ
ン
ド
・
閲
覧
ロ
グ
の
調
査
、

S
N
S
分
析
、
流
入
経
路
の
分
析
な
ど

　旅
行
中
の
観
光
客
は
、
現
地
で
の
移
動
・

食
事
・
観
光
・
宿
泊
な
ど
を
通
じ
て
観
光
地

と
の
接
点
を
持
ち
、
ま
さ
に
そ
の
場
で
「
体

験
の
質
」
を
評
価
し
て
い
る
。
S
N
S
へ
の

投
稿
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
共
有
行
動

は
、他
の
旅
行
者
へ
の
影
響
力
も
持
つ
た
め
、

観
光
地
に
と
っ
て
は
重
要
な〝
発
信
の
タ
イ

ミ
ン
グ
〞で
も
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
訪
問
、
施
設
利
用
、
買

い
物
や
飲
食

〇
地
図
ア
プ
リ
や
乗
換
案
内
の
活
用
、
移
動

手
段
の
選
択

〇
S
N
S
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
投
稿
、
位
置

情
報
付
き
の
写
真
共
有

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
G
P
S
ロ
グ
、
W
i
‐
F
i
接
続
履
歴
、

施
設
の
入
退
場
ロ
グ
、
S
N
S
へ
の
位
置
情

報
付
き
投
稿
な
ど

　旅
行
後
は
、
旅
行
者
が
体
験
を
整
理
し
、

S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
に
投
稿
す
る
こ

と
で
記
録
・
評
価
を
行
う
段
階
で
あ
る
。

同
時
に
、
再
訪
や
次
回
旅
行
先
の
検
討
が

始
ま
る
こ
と
も
多
く
、「
フ
ァ
ン
化
」
や
「
情

報
の
拡
散
」
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な
フ
ェ
ー

ズ
で
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
、
レ

ビ
ュ
ー
の
記
入

〇
写
真
や
動
画
の
整
理
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

共
有

〇
次
の
旅
行
先
の
検
討
、
再
訪
意
向
の
醸
成

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
口
コ
ミ
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
、
再

検
索
ロ
グ
、
メ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ

の
反
応
な
ど

　こ
の
よ
う
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

を
段
階
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
観
光
施
策
の

「
ど
こ
で
・
誰
に
・
何
を
届
け
る
べ
き
か
」

が
明
確
に
な
り
、
観
光
地
と
し
て
の
施
策
設

 

「
観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
本
質
的
に

考
え
る
と
き
、
単
に
旅
行
中
の
移
動
状
況
や

来
訪
者
数
を
把
握
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観

光
客
の
行
動
・
意
識
・
感
情
の
変
化
を
含
め

た
、
よ
り
包
括
的
な
概
念
へ
と
視
野
を
広
げ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
動
態
を
捉
え
る

目
的
が
、
単
な
る
事
実
認
識
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
消
費
を
促
進
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

的
確
に
訴
求
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

的
視
点
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
観
光
地
経

営
を
実
現
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
視

点
と
不
可
分
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　で
は
、
な
ぜ
今
こ
の
テ
ー
マ
が
重
要
な
の

か
。
そ
れ
は
、
観
光
需
要
の
回
復
と
多
様
化
、

地
域
観
光
戦
略
の
高
度
化
、
そ
し
て
デ
ー
タ

駆
動
型
政
策
の
潮
流
が
、
同
時
並
行
的
に
進

行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

た
現
在
、
観
光
需
要
は
確
実
に
戻
り
つ
つ
あ

る
が
、
そ
の
構
造
は
か
つ
て
と
異
な
り
、
旅

行
者
の
ニ
ー
ズ
や
行
動
様
式
は
一
層
多
様
化

し
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら

も
、
旅
行
者
を
一
つ
の
大
き
な
集
団
と
し
て

扱
う
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
細
分
化
し
、
精
緻
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
需
要
の
複
雑
化
は
、
地
域
観
光

戦
略
の
あ
り
方
に
も
直
結
す
る
。
か
つ
て
は

観
光
統
計
や
基
本
指
標
を
押
さ
え
て
お
け
ば

一
定
の
施
策
立
案
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
今

日
で
は
旅
行
者
の
行
動
の
変
化
そ
の
も
の
を  

〝
動
態
〞と
し
て
捉
え
る
視
点
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
資
源
の
選
択
と
集
中

を
進
め
る
う
え
で
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
財
政
資
源
の
中
で
課
題
の
優
先
順

位
を
設
定
し
、
戦
略
的
に
施
策
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
観
光
客
の
実
態
を
可
視
化

し
、
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、「
現
状
の
把
握 

↓ 

課

題
の
抽
出 

↓ 

施
策
の
実
行 

↓ 

効
果
の
検

証
」
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
通
じ
て
、
政
策

の
質
を
高
め
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
機
能

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

E
B
P
M
（E

vid
en
ce-B

ased
 P
o
licy 

M
akin

g

／
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
の

考
え
方
と
も
一
致
す
る
。
E
B
P
M
の
実
践

に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
課
題
提

起
と
、
デ
ー
タ
に
よ
る
施
策
評
価
が
前
提
と

な
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な

政
策
運
営
と
言
え
る
。

　本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

観
光
に
お
け
る
「
消
費
・
購
買
行
動
＝
カ
ス

タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
種

別
の
体
系
化
と
課
題
整
理
を
試
み
る
。
そ
の

際
、
従
来
か
ら
整
備
さ
れ
て
き
た
観
光
統
計

3
．観
光
統
計
指
標
と

旅
行
者
デ
ー
タ
の

役
割
と
限
界

―
相
互
補
完
に
よ
る
価
値
の
最
大
化

　両
者
は
決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
点
を
補
い
合
う
形
で

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
統

計
指
標
に
よ
っ
て
「
特
定
の
月
に
来
訪
者
が

集
中
し
て
い
る
」
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
旅
行

者
デ
ー
タ
で
そ
の
時
期
の
回
遊
ル
ー
ト
や

滞
在
時
間
を
把
握
し
、
混
雑
緩
和
の
た
め

の
誘
導
や
施
設
配
置
の
改
善
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、「
マ
ク
ロ
の
地
図
（
観
光
統

計
統
計
）」
と
「
ミ
ク
ロ
の
レ
ン
ズ
（
旅
行
者

デ
ー
タ
）」
の
両
方
を
携
え
る
こ
と
が
、
デ
ー

タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
に
お
け
る
本
質

的
な
競
争
力
と
な
る
。
地
域
の
文
脈
に
応
じ

た
デ
ー
タ
活
用
の
設
計
と
、
分
析
か
ら
行
動

へ
の
橋
渡
し
が
今
後
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
だ

ろ
う
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
基
づ
い
て
旅

行
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
際
、
特
に
重
要
と

な
る
の
が
「
活
用
す
る
デ
ー
タ
の
種
別
」
と

「
対
象
旅
行
者
の
違
い
」
を
適
切
に
捉
え
る

視
点
で
あ
る
。
特
に
対
象
と
す
る
旅
行
者
が

「
国
内
旅
行
者
」
か
「
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

―
補
完
的
な
活
用
に
よ
る

観
光
理
解
の
深
化

観
光
統
計
指
標
の

役
割
と
限
界

（
1
） 

観
光
統
計
指
標
と

旅
行
者
デ
ー
タ
、

国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

横
断
す
る
視
点

（
1
） 

旅
行
者
デ
ー
タ
の

役
割
と
限
界

（
2
） 

対
象
別（
国
内
／

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）の
違
い

（
2
） 

観
光
振
興
に
お
け
る

P
D
C
A
と
デ
ー
タ
の
融
合
へ

（
3
） 

4
．カ
ス
タ
マ
ー

ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
基
づ
く

観
光
デ
ー
タ
の
体
系
化

現
れ
る
。
た
と
え
ば
、
D
M
P
を
導
入
し
て

も
、
担
当
部
門
だ
け
が
扱
い
、
現
場
と
連
動

し
て
い
な
け
れ
ば
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
は
持
っ
て
い
て
も
、
可
視
化
・

分
析
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
反
映
ま
で
が
一
気

通
貫
に
な
っ
て
い
な
い
例
も
多
い
。

　さ
ら
に
、
制
度
的
支
援
や
D
M
O
（
観
光

協
会
）
の
設
立
と
い
っ
た
外
部
条
件
が
整
備

さ
れ
て
も
、
地
域
内
で
の
役
割
分
担
や
運
用

ル
ー
ル
が
曖
昧
な
ま
ま
で
は
、
デ
ー
タ
は
活

用
さ
れ
ず
に
眠
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ

る
。
デ
ー
タ
活
用
の
本
質
は
「
技
術
」
で
は

な
く
、「
現
場
と
の
接
続
」
と
「
共
通
言
語
化
」

に
あ
る
。

展
望
…
統
合
・
共
創
・
個
別
最
適
の
時
代
へ

　今
後
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
デ
ー
タ

活
用
の
展
望
と
し
て
特
に
重
要
な
の
は
、
以

下
の
3
つ
の
方
向
性
で
あ
る
。

　観
光
統
計
、
G
P
S
ロ
グ
、
S
N
S
デ
ー

タ
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
多
様
な
デ
ー

タ
を
「
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
や
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
に

応
じ
て
横
断
的
に
統
合
し
、
意
思
決
定
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
デ
ー
タ
設
計
力
に
加
え
、
分
析
か

ら
可
視
化
・
運
用
へ
と
つ
な
げ
る
「
翻
訳
力
」

観光客の動態を捉える視点と課題1

6



比較軸 観光統計指標 旅行者データ

国・自治体・研究機関

地域単位・月単位が多い

傾向・構造的な変化を
把握できる、政策・
予算配分の根拠になる
即時性に乏しい、
更新頻度が低い
中長期の観光戦略の立案、
地域間の比較

民間事業者・SNS・
センサーデータ
個人単位・リアルタイム
が多い
行動実態や
感情に基づく
即応的施策が可能
属性の偏り・同意取得・
整備コストが課題
現場での施策の最適化、
プロモーションの設計

出典

粒度

長所

短所

活用
場面

表 1 両者の比較と補完関係

フェーズ

表 2 体系整理表
国内旅行者

・観光庁「旅行・観光消
費動向調査」・JTB総研
の旅行予定調査・都道
府県別の宿泊意向など
・Googleトレンドの検索
データ（日本語）・OTA
（楽天トラベル・じゃらん
等）の閲覧履歴・SNS投
稿・キャンペーンへの反応
・観光入込客統計（自治
体等）・交通・施設利用
実績・RESASによる観
光消費額

・GPSによる位置情報、
交通系IC利用・Wi-Fiの
接続ログ・地域通貨の
利用状況・SNSへの位
置情報付き投稿

・満足度調査や再訪意
向（観光庁／自治体）・
NPS（推奨度）や年間再
訪傾向の分析
・レビュー投稿（Google、
じゃらん）・宿泊後アン
ケート・SNS共有・リピー
ト予約・メルマガへの反
応

訪日インバウンド旅行者

・JNTOの訪日前意識調
査・国別旅行目的の傾
向分析・入国者数の動
向統計
・海外OTA（Trip.com、 
Expedia等）の閲覧履
歴・SNS分析（Insta-
gram、 Weibo等）・口コ
ミサイトの多言語評価
・出入国者統計（空港
データ）・観光庁「訪日
外国人消費動向調査」
・自治体による推計
・FF-Data（訪日外国人
流動データ）・ローミン
グデータ・レンタルWi-Fi
の位置ログ・検索/翻訳
アプリの使用状況・SNS
や口コミでの現地評価
・再訪率の国別分析・海
外現地機関による観光
評価調査・インバウンド
体験調査
・TripAdvisor・Google
レビュー（英語・中国
語）・再来訪の兆候（航空
券の再検索など）・次回
訪問意向のアンケート

データ種別

タビマエ

観光統計指標

旅行者データ

タビナカ

観光統計指標

旅行者データ

タビアト

観光統計指標

旅行者データ

が
求
め
ら
れ
る
。
自
治
体
や
D
M
O
は
、

D
M
P
や
B
I
ツ
ー
ル
※

を
活
用
し
な
が
ら
、

現
場
と
の
情
報
の
循
環
を
意
識
し
た
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　観
光
デ
ー
タ
は
単
独
の
組
織
で
は
完
結

し
な
い
。
地
域
住
民
、
宿
泊
業
者
、
交
通

事
業
者
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
関
係
者

が
「
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
文
化
」
を
育
む
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
自
治
体
の
持
つ
構
造

デ
ー
タ
と
、
民
間
事
業
者
の
持
つ
細
粒
度

の
顧
客
デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
リ
ア
ル
な
旅
行
者
像
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　今
や
「
一
律
の
観
光
案
内
」
で
は
響
か
な

い
。旅
行
者
の
属
性
・
行
動
・
関
心
に
応
じ
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
体
験
の
提
案
を
最
適
化
す

る
「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
リ

ピ
ー
タ
ー
に
は
限
定
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、
初

訪
問
者
に
は
基
本
ル
ー
ト
と
お
す
す
め
体
験

を
出
し
分
け
る
な
ど
、「
誰
に
、
い
つ
、
何

を
届
け
る
か
」
の
設
計
が
鍵
と
な
る
。

　観
光
地
に
と
っ
て
、デ
ー
タ
は
単
な
る「
管

理
の
道
具
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
を
支
え
る
た
め
の〝
地
域

共
有
財
〞で
あ
る
。
そ
の
活
用
は
点
的
で
は

な
く
、
地
域
全
体
を
つ
な
ぐ
「
情
報
の
生
態

系
」
と
し
て
設
計
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　組
織
や
部
署
、
事
業
者
間
の
分
断
を
乗
り

越
え
、
地
域
一
体
で
デ
ー
タ
を
育
て
・
使
い

こ
な
す
時
代
へ
。
本
質
的
な
観
光
価
値
を
高

め
る
た
め
に
こ
そ
、
デ
ー
タ
は〝
道
具
〞か
ら

〝
戦
略
資
源
〞へ
と
進
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

ビ
ア
ト
）、
デ
ー
タ
種
別
別
（
定
量
・
定
性
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
蓄
積
型
な
ど
）
に
整
理
す

る
こ
と
で
、
施
策
の
妥
当
性
や
優
先
順
位
を

明
確
に
し
、
柔
軟
か
つ
継
続
的
な
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　た
と
え
ば
、
あ
る
温
泉
地
で
は
、
タ
ビ

マ
エ
段
階
の
S
N
S
広
告
か
ら
タ
ビ
ナ
カ

の
交
通
デ
ー
タ
、
タ
ビ
ア
ト
の
口
コ
ミ
評

価
ま
で
を
統
合
的
に
収
集
・
可
視
化
。
20

代
女
性
客
の
流
入
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
要

因
を
「
ア
ク
セ
ス
情
報
の
分
か
り
に
く
さ
」

と
特
定
し
、
S
N
S
連
携
型
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
発
信
す
る
施
策
を
実
施
。

そ
の
結
果
、
ア
ク
セ
ス
離
脱
率
が
低
下
し
、

満
足
度
ス
コ
ア
も
上
昇
し
た
。

　ま
た
、
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
欧
米

豪
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
対
象
に
、
滞
在
中

の
移
動
デ
ー
タ
と
観
光
施
設
で
の
体
験
ア
ン

ケ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
。
多
く
の
訪

問
客
が
宿
泊
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移
動
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
英
語

対
応
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
た
。
結
果
と
し
て
滞
在
満
足
度
が
向
上

し
、
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
の
評
価
も
安
定
し
て

高
ま
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に

沿
っ
た
課
題
の
把
握
と
対
応
が
、
持
続
可
能

な
観
光
地
経
営
の
カ
ギ
と
な
る
。
こ
れ
か
ら

の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
多

層
的
・
多
軸
的
な
デ
ー
タ
活
用
と
改
善
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
が
、
地
域
の
競
争
力
を
高
め
る

決
定
的
要
素
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　近
年
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
は
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
、
位
置
情
報
を
把
握
す
る

技
術
の
普
及
に
よ
り
、
従
来
は
把
握
困
難
で

あ
っ
た
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
直

感
や
経
験
」
に
依
存
し
な
い
、
デ
ー
タ
に
基

づ
く
意
思
決
定
が
現
場
で
も
一
般
化
し
つ
つ

あ
る
。

　一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
は
「
持
っ
て
い
れ

ば
使
え
る
」
と
い
っ
た
単
純
な
も
の
で
は
な

い
。現
実
に
は
、技
術
面
・
人
材
面
・
制
度
面
・

文
化
面
に
わ
た
る
複
数
の
障
壁
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
を
解
消
で
き
な
け
れ
ば
、
持
続
的
で

実
効
性
の
あ
る
デ
ー
タ
利
活
用
体
制
の
構
築

に
は
至
ら
な
い
。

◇
デ
ー
タ
活
用
の
主
要
な
課
題（
表
3
）

　観
光
地
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
課
題

は
、
以
下
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。

　こ
れ
ら
の
課
題
は
、
し
ば
し
ば
複
合
的
に

行
者
」
か
に
よ
っ
て
、
使
用
可
能
な
デ
ー
タ

の
取
得
方
法
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
精
度

も
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ェ
ー

ズ
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ
ビ
ア
ト
）

×
デ
ー
タ
種
別
×
対
象
者
と
い
う
3
軸
の
整

理
が
、
戦
略
的
な
観
光
デ
ー
タ
設
計
の
出
発

点
と
な
る
。

◇
体
系
整
理
表（
表
2
）

　こ
れ
ら
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
×
2
種
別
の

デ
ー
タ
×
2
タ
イ
プ
の
旅
行
者
、
と
い
う
形

で
体
系
的
に
整
理
す
る
。

　国
内
旅
行
者
と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行

者
で
は
、
情
報
収
集
の
チ
ャ
ネ
ル
や
使
用
す

る
言
語
、
旅
先
で
の
行
動
傾
向
、
期
待
さ
れ

る
体
験
の
性
質
が
異
な
る
。
国
内
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
な
ど

を
通
じ
た
行
動
ロ
グ
が
比
較
的
取
得
し
や
す

い
一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、FF-D

ata

（
訪
日
外
国
人
流
動
デ
ー
タ
）
や
翻
訳
ア
プ

リ
の
使
用
履
歴
、T

ripA
dvisor

・G
oogle 

マ
ッ
プ
な
ど
の
多
言
語
レ
ビ
ュ
ー
が
有
効
な

デ
ー
タ
と
な
る
。

　ま
た
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
は
国
・

地
域
に
よ
っ
て
嗜
好
や
行
動
パ
タ
ー
ン
が
大

き
く
異
な
る
た
め
、
一
括
り
に
「
外
国
人
旅

行
者
」
と
し
て
扱
わ
ず
、
国
別
／
文
化
圏
別

の
行
動
差
を
前
提
に
分
析
・
設
計
す
る
視
点

が
求
め
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
地
域
や
自
治
体
が
カ

ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
分
析
を
行
う
際
に

は
、「
対
象
ご
と
に
使
え
る
デ
ー
タ
が
異
な

る
」
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

収
集
・
可
視
化
・
分
析
の
体
系
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
軸
に
し
た

デ
ー
タ
の
体
系
化
は
、
単
に
観
光
客
の
行
動

を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
P
D
C
A
（
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
を
回
す
た
め
の

基
盤
と
な
る
。
特
に
、
対
象
別
（
国
内
・
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
／
若
年
層
・
高
齢
層
な
ど
）、

フ
ェ
ー
ズ
別
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ

計
や
デ
ー
タ
活
用
の
方
向
性
が
具
体
化
す

る
。
次
章
以
降
で
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ム
に
基

づ
き
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー
タ
の

役
割
と
限
界
に
つ
い
て
の
整
理
を
進
め
る
。

　観
光
に
関
す
る
デ
ー
タ
活
用
が
高
度
化
・

多
様
化
す
る
中
で
、
代
表
的
な
デ
ー
タ
源

と
し
て「
観
光
統
計
指
標
」と「
旅
行
者
デ
ー

タ
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
）」
の
二
つ
が

あ
る
。
両
者
は
そ
の
性
質
・
粒
度
・
取
得

主
体
・
活
用
場
面
が
大
き
く
異
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
強
み
と
限
界
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
片
方
だ
け
で
は
観
光
地
経
営
に
お
け

る
戦
略
構
築
や
施
策
評
価
は
不
十
分
で
あ

り
、
相
互
に
補
完
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
立
体
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
可
能
と
な
る
。

　観
光
統
計
指
標
と
は
、
国
や
自
治
体
、
研

究
機
関
が
定
期
的
に
実
施
す
る
調
査
で
あ

り
、
訪
問
者
数
、
延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消

費
額
、
満
足
度
な
ど
を
マ
ク
ロ
な
視
点
で
把

握
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
で
あ
る
。例
え
ば
、

観
光
庁
の
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
や
「
訪

日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
（
現
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
消
費
動
向
調
査
）」
は
、
国
全
体
や
地
域

別
の
需
要
構
造
や
変
化
を
把
握
す
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
デ
ー
タ
で
あ
る
。
特
に
、
地
域

間
比
較
や
政
策
立
案
の
根
拠
と
し
て
強
い
信

頼
性
と
代
表
性
を
持
つ
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
地
域
観
光
の
構
造
的
な
把
握
（
誰
が
、
い

つ
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
）

〇
政
策
立
案
・
予
算
配
分
の
た
め
の
根
拠

〇
時
系
列
で
の
変
化
の
比
較
（
コ
ロ
ナ
禍
前

後
な
ど
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
発
表
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
（
速
報
性
に

欠
け
る
）

〇
粒
度
が
粗
い
（
月
単
位
・
都
道
府
県
単
位

な
ど
）

〇
感
情
や
行
動
の
詳
細
ま
で
は
摑
め
な
い

　こ
れ
ら
の
限
界
に
よ
り
、
観
光
統
計
指
標

は
「
中
長
期
的
な
傾
向
」
を
捉
え
る
た
め
に

は
有
効
だ
が
、
現
場
で
の
即
応
的
な
施
策
判

断
に
は
不
向
き
な
場
面
も
多
い
。

　一
方
、
G
P
S
・
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
・
交

通
系
I
C
カ
ー
ド
・
S
N
S
・
W
i
‐
F
i

ロ
グ
な
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
旅
行
者
デ
ー

タ
は
、
個
々
の
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
と
い
う
大
き
な

利
点
が
あ
る
。
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
や
A
I
解

析
の
進
化
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
単

な
る
「
ロ
グ
」
か
ら
、「
次
の
一
手
」
を
導
く
た

め
の
戦
略
的
イ
ン
サ
イ
ト
へ
と
転
換
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
実
際
の
回
遊
ル
ー
ト
や
滞
在
時
間
の
可

視
化

〇
S
N
S
分
析
に
よ
る
観
光
体
験
の
感
情
的

評
価

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
施
策
の
効
果
測
定
（
即
時

反
応
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
利
用
者
の
偏
り
（
特
定
の
属
性
に
偏
る

可
能
性
）

〇
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
同
意
取
得
が

前
提

〇
個
別
デ
ー
タ
の
た
め
地
域
全
体
像
の
理
解

に
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い

　し
た
が
っ
て
、
旅
行
者
デ
ー
タ
は
「
現
場

で
の
細
や
か
な
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
に
は
非
常

に
有
効
だ
が
、
そ
れ
単
独
で
は
政
策
全
体
の

構
想
を
描
く
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

両
者
の
比
較
と
補
完
関
係（
表
1
）

　以
下
に
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー

タ
の
違
い
を
ま
と
め
た
。

指
標
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
に
直
結
す

る
旅
行
者
デ
ー
タ
を
明
確
に
区
別
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現

場
で
の
実
践
的
活
用
に
向
け
た
整
理
を
行
い

た
い
。

　観
光
振
興
や
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推

進
す
る
う
え
で
、
旅
行
者
の
行
動
や
心
理
の

変
化
を
段
階
的
に
捉
え
る
「
カ
ス
タ
マ
ー

ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
視
点
は
不
可
欠
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
旅
行
前
（
タ
ビ
マ
エ
）、
旅
行

中
（
タ
ビ
ナ
カ
）、
旅
行
後
（
タ
ビ
ア
ト
）
の

3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
分
析
す
る
こ
と

で
、
情
報
収
集
か
ら
現
地
体
験
、
帰
宅
後
の

共
有
・
評
価
に
至
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
可

視
化
さ
れ
、
観
光
地
経
営
や
情
報
発
信
に
お

け
る
重
要
な
判
断
材
料
と
な
る
。

　観
光
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

は
、
一
般
的
な
商
品
購
買
行
動
と
異
な
り
、

「
非
日
常
性
が
高
い
」「
感
情
の
関
与
が
大
き

い
」「
複
数
の
事
業
者
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
接

点
が
複
雑
に
絡
む
」と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
。

旅
は
モ
ノ
の
購
入
で
は
な
く
、時
間
や
空
間
、

体
験
に
対
す
る
投
資
で
あ
り
、
そ
の
選
択
と

行
動
に
は
強
い
主
観
性
と
感
情
が
介
在
す

る
。
ま
た
旅
行
者
は
、
事
前
に
S
N
S
や
口

コ
ミ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
情
報
を
収
集
し
、

旅
先
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
を
行
い
、

帰
宅
後
に
は
評
価
を
投
稿
す
る
な
ど
、
旅
の

全
期
間
を
通
じ
て
「
能
動
的
な
情
報
の
受
発

信
者
」
と
し
て
行
動
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
観
光
地
経
営
に

お
い
て
は
、
ジ
ャ
ー
ニ
ー
全
体
を
一
つ
の
流

れ
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
旅
行

者
に
と
っ
て
最
適
な
情
報
提
供
、体
験
設
計
、

接
点
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、
満
足
度
の
向

上
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
、
さ
ら
に
は
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
構
築
に
直
結
す
る
。
以
下

で
は
、
各
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
行
動
と
デ
ー

タ
の
例
を
簡
潔
に
整
理
す
る
。

　こ
の
段
階
で
は
、
旅
行
先
を
「
知
る
」「
興

味
を
持
つ
」「
比
較
・
検
討
す
る
」
と
い
っ
た

行
動
が
中
心
に
な
る
。
旅
行
者
は
S
N
S
や

動
画
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
通
じ
て
自
分
に

合
っ
た
情
報
を
収
集
し
、
O
T
A
（
オ
ン
ラ

イ
ン
旅
行
代
理
店
）
等
で
プ
ラ
ン
を
比
較
・

検
討
す
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
・
旅
行
系
サ
イ
ト
で
の
検
索
・

閲
覧

〇
O
T
A
（
じ
ゃ
ら
ん
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
等
）
で
の
施
設
の
比
較
・

価
格
確
認

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
口
コ
ミ
情
報
の
チ
ェ
ッ

ク
、
ブ
ロ
グ
・
Y
o
u
T
u
b
e
の
視
聴

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
検
索
ト
レ
ン
ド
・
閲
覧
ロ
グ
の
調
査
、

S
N
S
分
析
、
流
入
経
路
の
分
析
な
ど

　旅
行
中
の
観
光
客
は
、
現
地
で
の
移
動
・

食
事
・
観
光
・
宿
泊
な
ど
を
通
じ
て
観
光
地

と
の
接
点
を
持
ち
、
ま
さ
に
そ
の
場
で
「
体

験
の
質
」
を
評
価
し
て
い
る
。
S
N
S
へ
の

投
稿
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
共
有
行
動

は
、他
の
旅
行
者
へ
の
影
響
力
も
持
つ
た
め
、

観
光
地
に
と
っ
て
は
重
要
な〝
発
信
の
タ
イ

ミ
ン
グ
〞で
も
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
訪
問
、
施
設
利
用
、
買

い
物
や
飲
食

〇
地
図
ア
プ
リ
や
乗
換
案
内
の
活
用
、
移
動

手
段
の
選
択

〇
S
N
S
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
投
稿
、
位
置

情
報
付
き
の
写
真
共
有

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
G
P
S
ロ
グ
、
W
i
‐
F
i
接
続
履
歴
、

施
設
の
入
退
場
ロ
グ
、
S
N
S
へ
の
位
置
情

報
付
き
投
稿
な
ど

　旅
行
後
は
、
旅
行
者
が
体
験
を
整
理
し
、

S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
に
投
稿
す
る
こ

と
で
記
録
・
評
価
を
行
う
段
階
で
あ
る
。

同
時
に
、
再
訪
や
次
回
旅
行
先
の
検
討
が

始
ま
る
こ
と
も
多
く
、「
フ
ァ
ン
化
」
や
「
情

報
の
拡
散
」
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な
フ
ェ
ー

ズ
で
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
、
レ

ビ
ュ
ー
の
記
入

〇
写
真
や
動
画
の
整
理
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

共
有

〇
次
の
旅
行
先
の
検
討
、
再
訪
意
向
の
醸
成

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
口
コ
ミ
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
、
再

検
索
ロ
グ
、
メ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ

の
反
応
な
ど

　こ
の
よ
う
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

を
段
階
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
観
光
施
策
の

「
ど
こ
で
・
誰
に
・
何
を
届
け
る
べ
き
か
」

が
明
確
に
な
り
、
観
光
地
と
し
て
の
施
策
設

 

「
観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
本
質
的
に

考
え
る
と
き
、
単
に
旅
行
中
の
移
動
状
況
や

来
訪
者
数
を
把
握
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観

光
客
の
行
動
・
意
識
・
感
情
の
変
化
を
含
め

た
、
よ
り
包
括
的
な
概
念
へ
と
視
野
を
広
げ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
動
態
を
捉
え
る

目
的
が
、
単
な
る
事
実
認
識
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
消
費
を
促
進
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

的
確
に
訴
求
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

的
視
点
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
観
光
地
経

営
を
実
現
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
視

点
と
不
可
分
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　で
は
、
な
ぜ
今
こ
の
テ
ー
マ
が
重
要
な
の

か
。
そ
れ
は
、
観
光
需
要
の
回
復
と
多
様
化
、

地
域
観
光
戦
略
の
高
度
化
、
そ
し
て
デ
ー
タ

駆
動
型
政
策
の
潮
流
が
、
同
時
並
行
的
に
進

行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

た
現
在
、
観
光
需
要
は
確
実
に
戻
り
つ
つ
あ

る
が
、
そ
の
構
造
は
か
つ
て
と
異
な
り
、
旅

行
者
の
ニ
ー
ズ
や
行
動
様
式
は
一
層
多
様
化

し
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら

も
、
旅
行
者
を
一
つ
の
大
き
な
集
団
と
し
て

扱
う
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
細
分
化
し
、
精
緻
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
需
要
の
複
雑
化
は
、
地
域
観
光

戦
略
の
あ
り
方
に
も
直
結
す
る
。
か
つ
て
は

観
光
統
計
や
基
本
指
標
を
押
さ
え
て
お
け
ば

一
定
の
施
策
立
案
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
今

日
で
は
旅
行
者
の
行
動
の
変
化
そ
の
も
の
を  

〝
動
態
〞と
し
て
捉
え
る
視
点
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
資
源
の
選
択
と
集
中

を
進
め
る
う
え
で
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
財
政
資
源
の
中
で
課
題
の
優
先
順

位
を
設
定
し
、
戦
略
的
に
施
策
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
観
光
客
の
実
態
を
可
視
化

し
、
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、「
現
状
の
把
握 

↓ 

課

題
の
抽
出 

↓ 

施
策
の
実
行 

↓ 

効
果
の
検

証
」
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
通
じ
て
、
政
策

の
質
を
高
め
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
機
能

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

E
B
P
M
（E

vid
en
ce-B

ased
 P
o
licy 

M
akin

g

／
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
の

考
え
方
と
も
一
致
す
る
。
E
B
P
M
の
実
践

に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
課
題
提

起
と
、
デ
ー
タ
に
よ
る
施
策
評
価
が
前
提
と

な
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な

政
策
運
営
と
言
え
る
。

　本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

観
光
に
お
け
る
「
消
費
・
購
買
行
動
＝
カ
ス

タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
種

別
の
体
系
化
と
課
題
整
理
を
試
み
る
。
そ
の

際
、
従
来
か
ら
整
備
さ
れ
て
き
た
観
光
統
計

3
．観
光
統
計
指
標
と

旅
行
者
デ
ー
タ
の

役
割
と
限
界

―
相
互
補
完
に
よ
る
価
値
の
最
大
化

　両
者
は
決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
点
を
補
い
合
う
形
で

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
統

計
指
標
に
よ
っ
て
「
特
定
の
月
に
来
訪
者
が

集
中
し
て
い
る
」
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
旅
行

者
デ
ー
タ
で
そ
の
時
期
の
回
遊
ル
ー
ト
や

滞
在
時
間
を
把
握
し
、
混
雑
緩
和
の
た
め

の
誘
導
や
施
設
配
置
の
改
善
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、「
マ
ク
ロ
の
地
図
（
観
光
統

計
統
計
）」
と
「
ミ
ク
ロ
の
レ
ン
ズ
（
旅
行
者

デ
ー
タ
）」
の
両
方
を
携
え
る
こ
と
が
、
デ
ー

タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
に
お
け
る
本
質

的
な
競
争
力
と
な
る
。
地
域
の
文
脈
に
応
じ

た
デ
ー
タ
活
用
の
設
計
と
、
分
析
か
ら
行
動

へ
の
橋
渡
し
が
今
後
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
だ

ろ
う
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
基
づ
い
て
旅

行
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
際
、
特
に
重
要
と

な
る
の
が
「
活
用
す
る
デ
ー
タ
の
種
別
」
と

「
対
象
旅
行
者
の
違
い
」
を
適
切
に
捉
え
る

視
点
で
あ
る
。
特
に
対
象
と
す
る
旅
行
者
が

「
国
内
旅
行
者
」
か
「
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

―
補
完
的
な
活
用
に
よ
る

観
光
理
解
の
深
化

観
光
統
計
指
標
の

役
割
と
限
界

（
1
） 

観
光
統
計
指
標
と

旅
行
者
デ
ー
タ
、

国
内
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

横
断
す
る
視
点

（
1
） 

旅
行
者
デ
ー
タ
の

役
割
と
限
界

（
2
） 

対
象
別（
国
内
／

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）の
違
い

（
2
） 

観
光
振
興
に
お
け
る

P
D
C
A
と
デ
ー
タ
の
融
合
へ

（
3
） 

4
．カ
ス
タ
マ
ー

ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
基
づ
く

観
光
デ
ー
タ
の
体
系
化

現
れ
る
。
た
と
え
ば
、
D
M
P
を
導
入
し
て

も
、
担
当
部
門
だ
け
が
扱
い
、
現
場
と
連
動

し
て
い
な
け
れ
ば
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
は
持
っ
て
い
て
も
、
可
視
化
・

分
析
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
反
映
ま
で
が
一
気

通
貫
に
な
っ
て
い
な
い
例
も
多
い
。

　さ
ら
に
、
制
度
的
支
援
や
D
M
O
（
観
光

協
会
）
の
設
立
と
い
っ
た
外
部
条
件
が
整
備

さ
れ
て
も
、
地
域
内
で
の
役
割
分
担
や
運
用

ル
ー
ル
が
曖
昧
な
ま
ま
で
は
、
デ
ー
タ
は
活

用
さ
れ
ず
に
眠
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ

る
。
デ
ー
タ
活
用
の
本
質
は
「
技
術
」
で
は

な
く
、「
現
場
と
の
接
続
」
と
「
共
通
言
語
化
」

に
あ
る
。

展
望
…
統
合
・
共
創
・
個
別
最
適
の
時
代
へ

　今
後
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
デ
ー
タ

活
用
の
展
望
と
し
て
特
に
重
要
な
の
は
、
以

下
の
3
つ
の
方
向
性
で
あ
る
。

　観
光
統
計
、
G
P
S
ロ
グ
、
S
N
S
デ
ー

タ
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
多
様
な
デ
ー

タ
を
「
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
や
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
に

応
じ
て
横
断
的
に
統
合
し
、
意
思
決
定
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
デ
ー
タ
設
計
力
に
加
え
、
分
析
か

ら
可
視
化
・
運
用
へ
と
つ
な
げ
る
「
翻
訳
力
」

観光客の動態を捉える視点と課題1
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図 1 DMPイメージ

分類 主な課題

・リアルタイムデータの取得・整備の負荷
・フォーマットや粒度のばらつき
・複数のデータフォーマットの連携
・データ統合自体の難しさ
・データを読み解く専門人材の不足
・DMP等のツールを導入しても活用されない（実務として活用されない現状）
・分析→意思決定→実行の連携が断絶
・自治体、DMO（観光協会）、民間事業者間でのデータ共有が進まない
・情報の囲い込み、プライバシー配慮への懸念
・同意取得やパーソナルデータ活用に対する慎重な姿勢
・個別体験と地域全体の戦略への整合が難しい

① 技術・データ基盤

② 人材・運用体制

④ 観光客との関係性

③ 組織間の連携・
　 ガバナンス

表 3 データ活用の主要な課題

が
求
め
ら
れ
る
。
自
治
体
や
D
M
O
は
、

D
M
P
や
B
I
ツ
ー
ル
※

を
活
用
し
な
が
ら
、

現
場
と
の
情
報
の
循
環
を
意
識
し
た
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　観
光
デ
ー
タ
は
単
独
の
組
織
で
は
完
結

し
な
い
。
地
域
住
民
、
宿
泊
業
者
、
交
通

事
業
者
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
関
係
者

が
「
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
文
化
」
を
育
む
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
自
治
体
の
持
つ
構
造

デ
ー
タ
と
、
民
間
事
業
者
の
持
つ
細
粒
度

の
顧
客
デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
リ
ア
ル
な
旅
行
者
像
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　今
や
「
一
律
の
観
光
案
内
」
で
は
響
か
な

い
。旅
行
者
の
属
性
・
行
動
・
関
心
に
応
じ
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
体
験
の
提
案
を
最
適
化
す

る
「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
リ

ピ
ー
タ
ー
に
は
限
定
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、
初

訪
問
者
に
は
基
本
ル
ー
ト
と
お
す
す
め
体
験

を
出
し
分
け
る
な
ど
、「
誰
に
、
い
つ
、
何

を
届
け
る
か
」
の
設
計
が
鍵
と
な
る
。

　観
光
地
に
と
っ
て
、デ
ー
タ
は
単
な
る「
管

理
の
道
具
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
を
支
え
る
た
め
の〝
地
域

共
有
財
〞で
あ
る
。
そ
の
活
用
は
点
的
で
は

な
く
、
地
域
全
体
を
つ
な
ぐ
「
情
報
の
生
態

系
」
と
し
て
設
計
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　組
織
や
部
署
、
事
業
者
間
の
分
断
を
乗
り

越
え
、
地
域
一
体
で
デ
ー
タ
を
育
て
・
使
い

こ
な
す
時
代
へ
。
本
質
的
な
観
光
価
値
を
高

め
る
た
め
に
こ
そ
、
デ
ー
タ
は〝
道
具
〞か
ら

〝
戦
略
資
源
〞へ
と
進
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

ビ
ア
ト
）、
デ
ー
タ
種
別
別
（
定
量
・
定
性
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
蓄
積
型
な
ど
）
に
整
理
す

る
こ
と
で
、
施
策
の
妥
当
性
や
優
先
順
位
を

明
確
に
し
、
柔
軟
か
つ
継
続
的
な
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　た
と
え
ば
、
あ
る
温
泉
地
で
は
、
タ
ビ

マ
エ
段
階
の
S
N
S
広
告
か
ら
タ
ビ
ナ
カ

の
交
通
デ
ー
タ
、
タ
ビ
ア
ト
の
口
コ
ミ
評

価
ま
で
を
統
合
的
に
収
集
・
可
視
化
。
20

代
女
性
客
の
流
入
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
要

因
を
「
ア
ク
セ
ス
情
報
の
分
か
り
に
く
さ
」

と
特
定
し
、
S
N
S
連
携
型
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
発
信
す
る
施
策
を
実
施
。

そ
の
結
果
、
ア
ク
セ
ス
離
脱
率
が
低
下
し
、

満
足
度
ス
コ
ア
も
上
昇
し
た
。

　ま
た
、
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
欧
米

豪
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
対
象
に
、
滞
在
中

の
移
動
デ
ー
タ
と
観
光
施
設
で
の
体
験
ア
ン

ケ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
。
多
く
の
訪

問
客
が
宿
泊
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移
動
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
英
語

対
応
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
た
。
結
果
と
し
て
滞
在
満
足
度
が
向
上

し
、
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
の
評
価
も
安
定
し
て

高
ま
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に

沿
っ
た
課
題
の
把
握
と
対
応
が
、
持
続
可
能

な
観
光
地
経
営
の
カ
ギ
と
な
る
。
こ
れ
か
ら

の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
多

層
的
・
多
軸
的
な
デ
ー
タ
活
用
と
改
善
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
が
、
地
域
の
競
争
力
を
高
め
る

決
定
的
要
素
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　近
年
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
は
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
、
位
置
情
報
を
把
握
す
る

技
術
の
普
及
に
よ
り
、
従
来
は
把
握
困
難
で

あ
っ
た
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
直

感
や
経
験
」
に
依
存
し
な
い
、
デ
ー
タ
に
基

づ
く
意
思
決
定
が
現
場
で
も
一
般
化
し
つ
つ

あ
る
。

　一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
は
「
持
っ
て
い
れ

ば
使
え
る
」
と
い
っ
た
単
純
な
も
の
で
は
な

い
。現
実
に
は
、技
術
面
・
人
材
面
・
制
度
面
・

文
化
面
に
わ
た
る
複
数
の
障
壁
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
を
解
消
で
き
な
け
れ
ば
、
持
続
的
で

実
効
性
の
あ
る
デ
ー
タ
利
活
用
体
制
の
構
築

に
は
至
ら
な
い
。

◇
デ
ー
タ
活
用
の
主
要
な
課
題（
表
3
）

　観
光
地
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
課
題

は
、
以
下
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。

　こ
れ
ら
の
課
題
は
、
し
ば
し
ば
複
合
的
に

行
者
」
か
に
よ
っ
て
、
使
用
可
能
な
デ
ー
タ

の
取
得
方
法
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
精
度

も
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ェ
ー

ズ
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ
ビ
ア
ト
）

×
デ
ー
タ
種
別
×
対
象
者
と
い
う
3
軸
の
整

理
が
、
戦
略
的
な
観
光
デ
ー
タ
設
計
の
出
発

点
と
な
る
。

◇
体
系
整
理
表（
表
2
）

　こ
れ
ら
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
×
2
種
別
の

デ
ー
タ
×
2
タ
イ
プ
の
旅
行
者
、
と
い
う
形

で
体
系
的
に
整
理
す
る
。

　国
内
旅
行
者
と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行

者
で
は
、
情
報
収
集
の
チ
ャ
ネ
ル
や
使
用
す

る
言
語
、
旅
先
で
の
行
動
傾
向
、
期
待
さ
れ

る
体
験
の
性
質
が
異
な
る
。
国
内
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
な
ど

を
通
じ
た
行
動
ロ
グ
が
比
較
的
取
得
し
や
す

い
一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、FF-D

ata

（
訪
日
外
国
人
流
動
デ
ー
タ
）
や
翻
訳
ア
プ

リ
の
使
用
履
歴
、T

ripA
dvisor

・G
oogle 

マ
ッ
プ
な
ど
の
多
言
語
レ
ビ
ュ
ー
が
有
効
な

デ
ー
タ
と
な
る
。

　ま
た
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
は
国
・

地
域
に
よ
っ
て
嗜
好
や
行
動
パ
タ
ー
ン
が
大

き
く
異
な
る
た
め
、
一
括
り
に
「
外
国
人
旅

行
者
」
と
し
て
扱
わ
ず
、
国
別
／
文
化
圏
別

の
行
動
差
を
前
提
に
分
析
・
設
計
す
る
視
点

が
求
め
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
地
域
や
自
治
体
が
カ

ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
分
析
を
行
う
際
に

は
、「
対
象
ご
と
に
使
え
る
デ
ー
タ
が
異
な

る
」
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

収
集
・
可
視
化
・
分
析
の
体
系
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
軸
に
し
た

デ
ー
タ
の
体
系
化
は
、
単
に
観
光
客
の
行
動

を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
P
D
C
A
（
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
を
回
す
た
め
の

基
盤
と
な
る
。
特
に
、
対
象
別
（
国
内
・
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
／
若
年
層
・
高
齢
層
な
ど
）、

フ
ェ
ー
ズ
別
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ

計
や
デ
ー
タ
活
用
の
方
向
性
が
具
体
化
す

る
。
次
章
以
降
で
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ム
に
基

づ
き
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー
タ
の

役
割
と
限
界
に
つ
い
て
の
整
理
を
進
め
る
。

　観
光
に
関
す
る
デ
ー
タ
活
用
が
高
度
化
・

多
様
化
す
る
中
で
、
代
表
的
な
デ
ー
タ
源

と
し
て「
観
光
統
計
指
標
」と「
旅
行
者
デ
ー

タ
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
）」
の
二
つ
が

あ
る
。
両
者
は
そ
の
性
質
・
粒
度
・
取
得

主
体
・
活
用
場
面
が
大
き
く
異
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
強
み
と
限
界
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
片
方
だ
け
で
は
観
光
地
経
営
に
お
け

る
戦
略
構
築
や
施
策
評
価
は
不
十
分
で
あ

り
、
相
互
に
補
完
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
立
体
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
可
能
と
な
る
。

　観
光
統
計
指
標
と
は
、
国
や
自
治
体
、
研

究
機
関
が
定
期
的
に
実
施
す
る
調
査
で
あ

り
、
訪
問
者
数
、
延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消

費
額
、
満
足
度
な
ど
を
マ
ク
ロ
な
視
点
で
把

握
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
で
あ
る
。例
え
ば
、

観
光
庁
の
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
や
「
訪

日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
（
現
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
消
費
動
向
調
査
）」
は
、
国
全
体
や
地
域

別
の
需
要
構
造
や
変
化
を
把
握
す
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
デ
ー
タ
で
あ
る
。
特
に
、
地
域

間
比
較
や
政
策
立
案
の
根
拠
と
し
て
強
い
信

頼
性
と
代
表
性
を
持
つ
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
地
域
観
光
の
構
造
的
な
把
握
（
誰
が
、
い

つ
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
）

〇
政
策
立
案
・
予
算
配
分
の
た
め
の
根
拠

〇
時
系
列
で
の
変
化
の
比
較
（
コ
ロ
ナ
禍
前

後
な
ど
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
発
表
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
（
速
報
性
に

欠
け
る
）

〇
粒
度
が
粗
い
（
月
単
位
・
都
道
府
県
単
位

な
ど
）

〇
感
情
や
行
動
の
詳
細
ま
で
は
摑
め
な
い

　こ
れ
ら
の
限
界
に
よ
り
、
観
光
統
計
指
標

は
「
中
長
期
的
な
傾
向
」
を
捉
え
る
た
め
に

は
有
効
だ
が
、
現
場
で
の
即
応
的
な
施
策
判

断
に
は
不
向
き
な
場
面
も
多
い
。

　一
方
、
G
P
S
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
・
交
通

系
I
C
カ
ー
ド
・
S
N
S
・
W
i
‐
F
i
ロ

グ
な
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
旅
行
者
デ
ー
タ

は
、
個
々
の
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
と
い
う
大
き
な
利

点
が
あ
る
。
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
や
A
I
解
析

の
進
化
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
単
な

る
「
ロ
グ
」
か
ら
、「
次
の
一
手
」
を
導
く
た

め
の
戦
略
的
イ
ン
サ
イ
ト
へ
と
転
換
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
実
際
の
回
遊
ル
ー
ト
や
滞
在
時
間
の
可

視
化

〇
S
N
S
分
析
に
よ
る
観
光
体
験
の
感
情
的

評
価

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
施
策
の
効
果
測
定
（
即
時

反
応
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
利
用
者
の
偏
り
（
特
定
の
属
性
に
偏
る

可
能
性
）

〇
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
同
意
取
得
が

前
提

〇
個
別
デ
ー
タ
の
た
め
地
域
全
体
像
の
理
解

に
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い

　し
た
が
っ
て
、
旅
行
者
デ
ー
タ
は
「
現
場

で
の
細
や
か
な
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
に
は
非
常

に
有
効
だ
が
、
そ
れ
単
独
で
は
政
策
全
体
の

構
想
を
描
く
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

両
者
の
比
較
と
補
完
関
係（
表
1
）

　以
下
に
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー

タ
の
違
い
を
ま
と
め
た
。

指
標
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
に
直
結
す

る
旅
行
者
デ
ー
タ
を
明
確
に
区
別
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現

場
で
の
実
践
的
活
用
に
向
け
た
整
理
を
行
い

た
い
。

　観
光
振
興
や
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推

進
す
る
う
え
で
、
旅
行
者
の
行
動
や
心
理
の

変
化
を
段
階
的
に
捉
え
る
「
カ
ス
タ
マ
ー

ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
視
点
は
不
可
欠
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
旅
行
前
（
タ
ビ
マ
エ
）、
旅
行

中
（
タ
ビ
ナ
カ
）、
旅
行
後
（
タ
ビ
ア
ト
）
の

3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
分
析
す
る
こ
と

で
、
情
報
収
集
か
ら
現
地
体
験
、
帰
宅
後
の

共
有
・
評
価
に
至
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
可

視
化
さ
れ
、
観
光
地
経
営
や
情
報
発
信
に
お

け
る
重
要
な
判
断
材
料
と
な
る
。

　観
光
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

は
、
一
般
的
な
商
品
購
買
行
動
と
異
な
り
、

「
非
日
常
性
が
高
い
」「
感
情
の
関
与
が
大
き

い
」「
複
数
の
事
業
者
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
接

点
が
複
雑
に
絡
む
」と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
。

旅
は
モ
ノ
の
購
入
で
は
な
く
、時
間
や
空
間
、

体
験
に
対
す
る
投
資
で
あ
り
、
そ
の
選
択
と

行
動
に
は
強
い
主
観
性
と
感
情
が
介
在
す

る
。
ま
た
旅
行
者
は
、
事
前
に
S
N
S
や
口

コ
ミ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
情
報
を
収
集
し
、

旅
先
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
を
行
い
、

帰
宅
後
に
は
評
価
を
投
稿
す
る
な
ど
、
旅
の

全
期
間
を
通
じ
て
「
能
動
的
な
情
報
の
受
発

信
者
」
と
し
て
行
動
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
観
光
地
経
営
に

お
い
て
は
、
ジ
ャ
ー
ニ
ー
全
体
を
一
つ
の
流

れ
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
旅
行

者
に
と
っ
て
最
適
な
情
報
提
供
、体
験
設
計
、

接
点
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、
満
足
度
の
向

上
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
、
さ
ら
に
は
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
構
築
に
直
結
す
る
。
以
下

で
は
、
各
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
行
動
と
デ
ー

タ
の
例
を
簡
潔
に
整
理
す
る
。

　こ
の
段
階
で
は
、
旅
行
先
を
「
知
る
」「
興

味
を
持
つ
」「
比
較
・
検
討
す
る
」
と
い
っ
た

行
動
が
中
心
に
な
る
。
旅
行
者
は
S
N
S
や

動
画
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
通
じ
て
自
分
に

合
っ
た
情
報
を
収
集
し
、
O
T
A
（
オ
ン
ラ

イ
ン
旅
行
代
理
店
）
等
で
プ
ラ
ン
を
比
較
・

検
討
す
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
・
旅
行
系
サ
イ
ト
で
の
検
索
・

閲
覧

〇
O
T
A
（
じ
ゃ
ら
ん
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
等
）
で
の
施
設
の
比
較
・

価
格
確
認

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
口
コ
ミ
情
報
の
チ
ェ
ッ

ク
、
ブ
ロ
グ
・
Y
o
u
T
u
b
e
の
視
聴

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
検
索
ト
レ
ン
ド
・
閲
覧
ロ
グ
の
調
査
、

S
N
S
分
析
、
流
入
経
路
の
分
析
な
ど

　旅
行
中
の
観
光
客
は
、
現
地
で
の
移
動
・

食
事
・
観
光
・
宿
泊
な
ど
を
通
じ
て
観
光
地

と
の
接
点
を
持
ち
、
ま
さ
に
そ
の
場
で
「
体

験
の
質
」
を
評
価
し
て
い
る
。
S
N
S
へ
の

投
稿
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
共
有
行
動

は
、他
の
旅
行
者
へ
の
影
響
力
も
持
つ
た
め
、

観
光
地
に
と
っ
て
は
重
要
な〝
発
信
の
タ
イ

ミ
ン
グ
〞で
も
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
訪
問
、
施
設
利
用
、
買

い
物
や
飲
食

〇
地
図
ア
プ
リ
や
乗
換
案
内
の
活
用
、
移
動

手
段
の
選
択

〇
S
N
S
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
投
稿
、
位
置

情
報
付
き
の
写
真
共
有

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
G
P
S
ロ
グ
、
W
i
‐
F
i
接
続
履
歴
、

施
設
の
入
退
場
ロ
グ
、
S
N
S
へ
の
位
置
情

報
付
き
投
稿
な
ど

　旅
行
後
は
、
旅
行
者
が
体
験
を
整
理
し
、

S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
に
投
稿
す
る
こ

と
で
記
録
・
評
価
を
行
う
段
階
で
あ
る
。

同
時
に
、
再
訪
や
次
回
旅
行
先
の
検
討
が

始
ま
る
こ
と
も
多
く
、「
フ
ァ
ン
化
」
や
「
情

報
の
拡
散
」
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な
フ
ェ
ー

ズ
で
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
、
レ

ビ
ュ
ー
の
記
入

〇
写
真
や
動
画
の
整
理
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

共
有

〇
次
の
旅
行
先
の
検
討
、
再
訪
意
向
の
醸
成

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
口
コ
ミ
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
、
再

検
索
ロ
グ
、
メ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ

の
反
応
な
ど

　こ
の
よ
う
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

を
段
階
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
観
光
施
策
の

「
ど
こ
で
・
誰
に
・
何
を
届
け
る
べ
き
か
」

が
明
確
に
な
り
、
観
光
地
と
し
て
の
施
策
設

 

「
観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
本
質
的
に

考
え
る
と
き
、
単
に
旅
行
中
の
移
動
状
況
や

来
訪
者
数
を
把
握
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観

光
客
の
行
動
・
意
識
・
感
情
の
変
化
を
含
め

た
、
よ
り
包
括
的
な
概
念
へ
と
視
野
を
広
げ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
動
態
を
捉
え
る

目
的
が
、
単
な
る
事
実
認
識
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
消
費
を
促
進
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

的
確
に
訴
求
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

的
視
点
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
観
光
地
経

営
を
実
現
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
視

点
と
不
可
分
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　で
は
、
な
ぜ
今
こ
の
テ
ー
マ
が
重
要
な
の

か
。
そ
れ
は
、
観
光
需
要
の
回
復
と
多
様
化
、

地
域
観
光
戦
略
の
高
度
化
、
そ
し
て
デ
ー
タ

駆
動
型
政
策
の
潮
流
が
、
同
時
並
行
的
に
進

行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

た
現
在
、
観
光
需
要
は
確
実
に
戻
り
つ
つ
あ

る
が
、
そ
の
構
造
は
か
つ
て
と
異
な
り
、
旅

行
者
の
ニ
ー
ズ
や
行
動
様
式
は
一
層
多
様
化

し
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら

も
、
旅
行
者
を
一
つ
の
大
き
な
集
団
と
し
て

扱
う
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
細
分
化
し
、
精
緻
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
需
要
の
複
雑
化
は
、
地
域
観
光

戦
略
の
あ
り
方
に
も
直
結
す
る
。
か
つ
て
は

観
光
統
計
や
基
本
指
標
を
押
さ
え
て
お
け
ば

一
定
の
施
策
立
案
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
今

日
で
は
旅
行
者
の
行
動
の
変
化
そ
の
も
の
を  

〝
動
態
〞と
し
て
捉
え
る
視
点
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
資
源
の
選
択
と
集
中

を
進
め
る
う
え
で
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
財
政
資
源
の
中
で
課
題
の
優
先
順

位
を
設
定
し
、
戦
略
的
に
施
策
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
観
光
客
の
実
態
を
可
視
化

し
、
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、「
現
状
の
把
握 

↓ 

課

題
の
抽
出 

↓ 

施
策
の
実
行 

↓ 

効
果
の
検

証
」
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
通
じ
て
、
政
策

の
質
を
高
め
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
機
能

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

E
B
P
M
（E

vid
en
ce-B

ased
 P
o
licy 

M
akin

g

／
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
の

考
え
方
と
も
一
致
す
る
。
E
B
P
M
の
実
践

に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
課
題
提

起
と
、
デ
ー
タ
に
よ
る
施
策
評
価
が
前
提
と

な
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な

政
策
運
営
と
言
え
る
。

　本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

観
光
に
お
け
る
「
消
費
・
購
買
行
動
＝
カ
ス

タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
種

別
の
体
系
化
と
課
題
整
理
を
試
み
る
。
そ
の

際
、
従
来
か
ら
整
備
さ
れ
て
き
た
観
光
統
計

5
．観
光
地
経
営
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
の

課
題
と
展
望

―
相
互
補
完
に
よ
る
価
値
の
最
大
化

　両
者
は
決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
点
を
補
い
合
う
形
で

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
統

計
指
標
に
よ
っ
て
「
特
定
の
月
に
来
訪
者
が

集
中
し
て
い
る
」
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
旅
行

者
デ
ー
タ
で
そ
の
時
期
の
回
遊
ル
ー
ト
や

滞
在
時
間
を
把
握
し
、
混
雑
緩
和
の
た
め

の
の
誘
導
や
施
設
配
置
の
改
善
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、「
マ
ク
ロ
の
地
図
（
観
光
統

計
統
計
）」
と
「
ミ
ク
ロ
の
レ
ン
ズ
（
旅
行
者

デ
ー
タ
）」
の
両
方
を
携
え
る
こ
と
が
、
デ
ー

タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
に
お
け
る
本
質

的
な
競
争
力
と
な
る
。
地
域
の
文
脈
に
応
じ

た
デ
ー
タ
活
用
の
設
計
と
、
分
析
か
ら
行
動

へ
の
橋
渡
し
が
今
後
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
だ

ろ
う
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
基
づ
い
て
旅

行
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
際
、
特
に
重
要
と

な
る
の
が
「
活
用
す
る
デ
ー
タ
の
種
別
」
と

「
対
象
旅
行
者
の
違
い
」
を
適
切
に
捉
え
る

視
点
で
あ
る
。
特
に
対
象
と
す
る
旅
行
者
が

「
国
内
旅
行
者
」
か
「
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

観
光
客
視
点
で
の

「
個
別
最
適
」へ

（
3
） 

デ
ー
タ
の「
統
合
的
活
用
」へ

（
1
） 

多
主
体
に
よ
る「
共
創
」へ

（
2
） 

現
れ
る
。
た
と
え
ば
、
D
M
P
を
導
入
し
て

も
、
担
当
部
門
だ
け
が
扱
い
、
現
場
と
連
動

し
て
い
な
け
れ
ば
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
は
持
っ
て
い
て
も
、
可
視
化
・

分
析
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
反
映
ま
で
が
一
気

通
貫
に
な
っ
て
い
な
い
例
も
多
い
。

　さ
ら
に
、
制
度
的
支
援
や
D
M
O
（
観
光

協
会
）
の
設
立
と
い
っ
た
外
部
条
件
が
整
備

さ
れ
て
も
、
地
域
内
で
の
役
割
分
担
や
運
用

ル
ー
ル
が
曖
昧
な
ま
ま
で
は
、
デ
ー
タ
は
活

用
さ
れ
ず
に
眠
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ

る
。
デ
ー
タ
活
用
の
本
質
は
「
技
術
」
で
は

な
く
、「
現
場
と
の
接
続
」
と
「
共
通
言
語
化
」

に
あ
る
。

展
望
…
統
合
・
共
創
・
個
別
最
適
の
時
代
へ

　今
後
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
デ
ー
タ

活
用
の
展
望
と
し
て
特
に
重
要
な
の
は
、
以

下
の
3
つ
の
方
向
性
で
あ
る
。

　観
光
統
計
、
G
P
S
ロ
グ
、
S
N
S
デ
ー

タ
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
多
様
な
デ
ー

タ
を
「
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
や
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
に

応
じ
て
横
断
的
に
統
合
し
、
意
思
決
定
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
デ
ー
タ
設
計
力
に
加
え
、
分
析
か

ら
可
視
化
・
運
用
へ
と
つ
な
げ
る
「
翻
訳
力
」

―
分
断
を
超
え
、

持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
へ

6
．む
す
び
に

―
未
来
の
観
光
地
は

「
情
報
の
生
態
系
」

※
B
I
ツ
ー
ル
：
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
ツ
ー
ル
の
略

で
、デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
と
同
義
。P
C
上
で
グ
ラ
フ
や
表

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
、分
析
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル

観光客の動態を捉える視点と課題1
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分類 主な課題

・リアルタイムデータの取得・整備の負荷
・フォーマットや粒度のばらつき
・複数のデータフォーマットの連携
・データ統合自体の難しさ
・データを読み解く専門人材の不足
・DMP等のツールを導入しても活用されない（実務として活用されない現状）
・分析→意思決定→実行の連携が断絶
・自治体、DMO（観光協会）、民間事業者間でのデータ共有が進まない
・情報の囲い込み、プライバシー配慮への懸念
・同意取得やパーソナルデータ活用に対する慎重な姿勢
・個別体験と地域全体の戦略への整合が難しい

① 技術・データ基盤

② 人材・運用体制

④ 観光客との関係性

③ 組織間の連携・
　 ガバナンス

表 3 データ活用の主要な課題

が
求
め
ら
れ
る
。
自
治
体
や
D
M
O
は
、

D
M
P
や
B
I
ツ
ー
ル
※

を
活
用
し
な
が
ら
、

現
場
と
の
情
報
の
循
環
を
意
識
し
た
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　観
光
デ
ー
タ
は
単
独
の
組
織
で
は
完
結

し
な
い
。
地
域
住
民
、
宿
泊
業
者
、
交
通

事
業
者
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
関
係
者

が
「
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
文
化
」
を
育
む
こ

と
が
前
提
と
な
る
。
自
治
体
の
持
つ
構
造

デ
ー
タ
と
、
民
間
事
業
者
の
持
つ
細
粒
度

の
顧
客
デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

よ
り
リ
ア
ル
な
旅
行
者
像
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　今
や
「
一
律
の
観
光
案
内
」
で
は
響
か
な

い
。旅
行
者
の
属
性
・
行
動
・
関
心
に
応
じ
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
体
験
の
提
案
を
最
適
化
す

る
「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
リ

ピ
ー
タ
ー
に
は
限
定
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
、
初

訪
問
者
に
は
基
本
ル
ー
ト
と
お
す
す
め
体
験

を
出
し
分
け
る
な
ど
、「
誰
に
、
い
つ
、
何

を
届
け
る
か
」
の
設
計
が
鍵
と
な
る
。

　観
光
地
に
と
っ
て
、デ
ー
タ
は
単
な
る「
管

理
の
道
具
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
を
支
え
る
た
め
の〝
地
域

共
有
財
〞で
あ
る
。
そ
の
活
用
は
点
的
で
は

な
く
、
地
域
全
体
を
つ
な
ぐ
「
情
報
の
生
態

系
」
と
し
て
設
計
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　組
織
や
部
署
、
事
業
者
間
の
分
断
を
乗
り

越
え
、
地
域
一
体
で
デ
ー
タ
を
育
て
・
使
い

こ
な
す
時
代
へ
。
本
質
的
な
観
光
価
値
を
高

め
る
た
め
に
こ
そ
、
デ
ー
タ
は〝
道
具
〞か
ら

〝
戦
略
資
源
〞へ
と
進
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

ビ
ア
ト
）、
デ
ー
タ
種
別
別
（
定
量
・
定
性
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
蓄
積
型
な
ど
）
に
整
理
す

る
こ
と
で
、
施
策
の
妥
当
性
や
優
先
順
位
を

明
確
に
し
、
柔
軟
か
つ
継
続
的
な
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　た
と
え
ば
、
あ
る
温
泉
地
で
は
、
タ
ビ

マ
エ
段
階
の
S
N
S
広
告
か
ら
タ
ビ
ナ
カ

の
交
通
デ
ー
タ
、
タ
ビ
ア
ト
の
口
コ
ミ
評

価
ま
で
を
統
合
的
に
収
集
・
可
視
化
。
20

代
女
性
客
の
流
入
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
要

因
を
「
ア
ク
セ
ス
情
報
の
分
か
り
に
く
さ
」

と
特
定
し
、
S
N
S
連
携
型
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
発
信
す
る
施
策
を
実
施
。

そ
の
結
果
、
ア
ク
セ
ス
離
脱
率
が
低
下
し
、

満
足
度
ス
コ
ア
も
上
昇
し
た
。

　ま
た
、
あ
る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
で
は
、
欧
米

豪
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
対
象
に
、
滞
在
中

の
移
動
デ
ー
タ
と
観
光
施
設
で
の
体
験
ア
ン

ケ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
。
多
く
の
訪

問
客
が
宿
泊
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
移
動
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
英
語

対
応
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
た
。
結
果
と
し
て
滞
在
満
足
度
が
向
上

し
、
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
の
評
価
も
安
定
し
て

高
ま
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に

沿
っ
た
課
題
の
把
握
と
対
応
が
、
持
続
可
能

な
観
光
地
経
営
の
カ
ギ
と
な
る
。
こ
れ
か
ら

の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
多

層
的
・
多
軸
的
な
デ
ー
タ
活
用
と
改
善
プ
ロ

セ
ス
の
構
築
が
、
地
域
の
競
争
力
を
高
め
る

決
定
的
要
素
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　近
年
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ー
タ
活

用
は
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
S
N
S
、
位
置
情
報
を
把
握
す
る

技
術
の
普
及
に
よ
り
、
従
来
は
把
握
困
難
で

あ
っ
た
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
直

感
や
経
験
」
に
依
存
し
な
い
、
デ
ー
タ
に
基

づ
く
意
思
決
定
が
現
場
で
も
一
般
化
し
つ
つ

あ
る
。

　一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
は
「
持
っ
て
い
れ

ば
使
え
る
」
と
い
っ
た
単
純
な
も
の
で
は
な

い
。現
実
に
は
、技
術
面
・
人
材
面
・
制
度
面
・

文
化
面
に
わ
た
る
複
数
の
障
壁
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
を
解
消
で
き
な
け
れ
ば
、
持
続
的
で

実
効
性
の
あ
る
デ
ー
タ
利
活
用
体
制
の
構
築

に
は
至
ら
な
い
。

◇
デ
ー
タ
活
用
の
主
要
な
課
題（
表
3
）

　観
光
地
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
課
題

は
、
以
下
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。

　こ
れ
ら
の
課
題
は
、
し
ば
し
ば
複
合
的
に

行
者
」
か
に
よ
っ
て
、
使
用
可
能
な
デ
ー
タ

の
取
得
方
法
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
精
度

も
大
き
く
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ェ
ー

ズ
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ
ビ
ア
ト
）

×
デ
ー
タ
種
別
×
対
象
者
と
い
う
3
軸
の
整

理
が
、
戦
略
的
な
観
光
デ
ー
タ
設
計
の
出
発

点
と
な
る
。

◇
体
系
整
理
表（
表
2
）

　こ
れ
ら
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
×
2
種
別
の

デ
ー
タ
×
2
タ
イ
プ
の
旅
行
者
、
と
い
う
形

で
体
系
的
に
整
理
す
る
。

　国
内
旅
行
者
と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行

者
で
は
、
情
報
収
集
の
チ
ャ
ネ
ル
や
使
用
す

る
言
語
、
旅
先
で
の
行
動
傾
向
、
期
待
さ
れ

る
体
験
の
性
質
が
異
な
る
。
国
内
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
な
ど

を
通
じ
た
行
動
ロ
グ
が
比
較
的
取
得
し
や
す

い
一
方
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、FF-D

ata

（
訪
日
外
国
人
流
動
デ
ー
タ
）
や
翻
訳
ア
プ

リ
の
使
用
履
歴
、T

ripA
dvisor

・G
oogle 

マ
ッ
プ
な
ど
の
多
言
語
レ
ビ
ュ
ー
が
有
効
な

デ
ー
タ
と
な
る
。

　ま
た
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
は
国
・

地
域
に
よ
っ
て
嗜
好
や
行
動
パ
タ
ー
ン
が
大

き
く
異
な
る
た
め
、
一
括
り
に
「
外
国
人
旅

行
者
」
と
し
て
扱
わ
ず
、
国
別
／
文
化
圏
別

の
行
動
差
を
前
提
に
分
析
・
設
計
す
る
視
点

が
求
め
ら
れ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
観
光
地
域
や
自
治
体
が
カ

ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
分
析
を
行
う
際
に

は
、「
対
象
ご
と
に
使
え
る
デ
ー
タ
が
異
な

る
」
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

収
集
・
可
視
化
・
分
析
の
体
系
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
を
軸
に
し
た

デ
ー
タ
の
体
系
化
は
、
単
に
観
光
客
の
行
動

を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
P
D
C
A
（
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
を
回
す
た
め
の

基
盤
と
な
る
。
特
に
、
対
象
別
（
国
内
・
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
／
若
年
層
・
高
齢
層
な
ど
）、

フ
ェ
ー
ズ
別
（
タ
ビ
マ
エ
・
タ
ビ
ナ
カ
・
タ

計
や
デ
ー
タ
活
用
の
方
向
性
が
具
体
化
す

る
。
次
章
以
降
で
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ム
に
基

づ
き
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー
タ
の

役
割
と
限
界
に
つ
い
て
の
整
理
を
進
め
る
。

　観
光
に
関
す
る
デ
ー
タ
活
用
が
高
度
化
・

多
様
化
す
る
中
で
、
代
表
的
な
デ
ー
タ
源

と
し
て「
観
光
統
計
指
標
」と「
旅
行
者
デ
ー

タ
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
）」
の
二
つ
が

あ
る
。
両
者
は
そ
の
性
質
・
粒
度
・
取
得

主
体
・
活
用
場
面
が
大
き
く
異
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
強
み
と
限
界
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
片
方
だ
け
で
は
観
光
地
経
営
に
お
け

る
戦
略
構
築
や
施
策
評
価
は
不
十
分
で
あ

り
、
相
互
に
補
完
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
立
体
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
意
思
決

定
が
可
能
と
な
る
。

　観
光
統
計
指
標
と
は
、
国
や
自
治
体
、
研

究
機
関
が
定
期
的
に
実
施
す
る
調
査
で
あ

り
、
訪
問
者
数
、
延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消

費
額
、
満
足
度
な
ど
を
マ
ク
ロ
な
視
点
で
把

握
す
る
た
め
の
基
礎
情
報
で
あ
る
。例
え
ば
、

観
光
庁
の
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
や
「
訪

日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
（
現
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
消
費
動
向
調
査
）」
は
、
国
全
体
や
地
域

別
の
需
要
構
造
や
変
化
を
把
握
す
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
デ
ー
タ
で
あ
る
。
特
に
、
地
域

間
比
較
や
政
策
立
案
の
根
拠
と
し
て
強
い
信

頼
性
と
代
表
性
を
持
つ
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
地
域
観
光
の
構
造
的
な
把
握
（
誰
が
、
い

つ
、
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
か
）

〇
政
策
立
案
・
予
算
配
分
の
た
め
の
根
拠

〇
時
系
列
で
の
変
化
の
比
較
（
コ
ロ
ナ
禍
前

後
な
ど
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
発
表
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
（
速
報
性
に

欠
け
る
）

〇
粒
度
が
粗
い
（
月
単
位
・
都
道
府
県
単
位

な
ど
）

〇
感
情
や
行
動
の
詳
細
ま
で
は
摑
め
な
い

　こ
れ
ら
の
限
界
に
よ
り
、
観
光
統
計
指
標

は
「
中
長
期
的
な
傾
向
」
を
捉
え
る
た
め
に

は
有
効
だ
が
、
現
場
で
の
即
応
的
な
施
策
判

断
に
は
不
向
き
な
場
面
も
多
い
。

　一
方
、
G
P
S
・
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
・
交

通
系
I
C
カ
ー
ド
・
S
N
S
・
W
i
‐
F
i

ロ
グ
な
ど
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
旅
行
者
デ
ー

タ
は
、
個
々
の
旅
行
者
の
行
動
や
感
情
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
と
い
う
大
き
な

利
点
が
あ
る
。
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
や
A
I
解

析
の
進
化
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
単

な
る
「
ロ
グ
」
か
ら
、「
次
の
一
手
」
を
導
く
た

め
の
戦
略
的
イ
ン
サ
イ
ト
へ
と
転
換
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

主
な
役
割
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
実
際
の
回
遊
ル
ー
ト
や
滞
在
時
間
の
可

視
化

〇
S
N
S
分
析
に
よ
る
観
光
体
験
の
感
情
的

評
価

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
施
策
の
効
果
測
定
（
即
時

反
応
）

限
界
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
利
用
者
の
偏
り
（
特
定
の
属
性
に
偏
る

可
能
性
）

〇
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
同
意
取
得
が

前
提

〇
個
別
デ
ー
タ
の
た
め
地
域
全
体
像
の
理
解

に
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い

　し
た
が
っ
て
、
旅
行
者
デ
ー
タ
は
「
現
場

で
の
細
や
か
な
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
に
は
非
常

に
有
効
だ
が
、
そ
れ
単
独
で
は
政
策
全
体
の

構
想
を
描
く
に
は
不
十
分
で
あ
る
。

両
者
の
比
較
と
補
完
関
係（
表
1
）

　以
下
に
、
観
光
統
計
指
標
と
旅
行
者
デ
ー

タ
の
違
い
を
ま
と
め
た
。

指
標
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
に
直
結
す

る
旅
行
者
デ
ー
タ
を
明
確
に
区
別
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現

場
で
の
実
践
的
活
用
に
向
け
た
整
理
を
行
い

た
い
。

　観
光
振
興
や
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
推

進
す
る
う
え
で
、
旅
行
者
の
行
動
や
心
理
の

変
化
を
段
階
的
に
捉
え
る
「
カ
ス
タ
マ
ー

ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
視
点
は
不
可
欠
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
旅
行
前
（
タ
ビ
マ
エ
）、
旅
行

中
（
タ
ビ
ナ
カ
）、
旅
行
後
（
タ
ビ
ア
ト
）
の

3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
分
析
す
る
こ
と

で
、
情
報
収
集
か
ら
現
地
体
験
、
帰
宅
後
の

共
有
・
評
価
に
至
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
可

視
化
さ
れ
、
観
光
地
経
営
や
情
報
発
信
に
お

け
る
重
要
な
判
断
材
料
と
な
る
。

　観
光
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

は
、
一
般
的
な
商
品
購
買
行
動
と
異
な
り
、

「
非
日
常
性
が
高
い
」「
感
情
の
関
与
が
大
き

い
」「
複
数
の
事
業
者
や
メ
デ
ィ
ア
と
の
接

点
が
複
雑
に
絡
む
」と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
。

旅
は
モ
ノ
の
購
入
で
は
な
く
、時
間
や
空
間
、

体
験
に
対
す
る
投
資
で
あ
り
、
そ
の
選
択
と

行
動
に
は
強
い
主
観
性
と
感
情
が
介
在
す

る
。
ま
た
旅
行
者
は
、
事
前
に
S
N
S
や
口

コ
ミ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
情
報
を
収
集
し
、

旅
先
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信
を
行
い
、

帰
宅
後
に
は
評
価
を
投
稿
す
る
な
ど
、
旅
の

全
期
間
を
通
じ
て
「
能
動
的
な
情
報
の
受
発

信
者
」
と
し
て
行
動
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
観
光
地
経
営
に

お
い
て
は
、
ジ
ャ
ー
ニ
ー
全
体
を
一
つ
の
流

れ
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
旅
行

者
に
と
っ
て
最
適
な
情
報
提
供
、体
験
設
計
、

接
点
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、
満
足
度
の
向

上
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
、
さ
ら
に
は
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
構
築
に
直
結
す
る
。
以
下

で
は
、
各
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
行
動
と
デ
ー

タ
の
例
を
簡
潔
に
整
理
す
る
。

　こ
の
段
階
で
は
、
旅
行
先
を
「
知
る
」「
興

味
を
持
つ
」「
比
較
・
検
討
す
る
」
と
い
っ
た

行
動
が
中
心
に
な
る
。
旅
行
者
は
S
N
S
や

動
画
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
通
じ
て
自
分
に

合
っ
た
情
報
を
収
集
し
、
O
T
A
（
オ
ン
ラ

イ
ン
旅
行
代
理
店
）
等
で
プ
ラ
ン
を
比
較
・

検
討
す
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
・
旅
行
系
サ
イ
ト
で
の
検
索
・

閲
覧

〇
O
T
A
（
じ
ゃ
ら
ん
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
、

る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
等
）
で
の
施
設
の
比
較
・

価
格
確
認

〇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
口
コ
ミ
情
報
の
チ
ェ
ッ

ク
、
ブ
ロ
グ
・
Y
o
u
T
u
b
e
の
視
聴

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
検
索
ト
レ
ン
ド
・
閲
覧
ロ
グ
の
調
査
、

S
N
S
分
析
、
流
入
経
路
の
分
析
な
ど

　旅
行
中
の
観
光
客
は
、
現
地
で
の
移
動
・

食
事
・
観
光
・
宿
泊
な
ど
を
通
じ
て
観
光
地

と
の
接
点
を
持
ち
、
ま
さ
に
そ
の
場
で
「
体

験
の
質
」
を
評
価
し
て
い
る
。
S
N
S
へ
の

投
稿
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
共
有
行
動

は
、他
の
旅
行
者
へ
の
影
響
力
も
持
つ
た
め
、

観
光
地
に
と
っ
て
は
重
要
な〝
発
信
の
タ
イ

ミ
ン
グ
〞で
も
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
訪
問
、
施
設
利
用
、
買

い
物
や
飲
食

〇
地
図
ア
プ
リ
や
乗
換
案
内
の
活
用
、
移
動

手
段
の
選
択

〇
S
N
S
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
投
稿
、
位
置

情
報
付
き
の
写
真
共
有

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
G
P
S
ロ
グ
、
W
i
‐
F
i
接
続
履
歴
、

施
設
の
入
退
場
ロ
グ
、
S
N
S
へ
の
位
置
情

報
付
き
投
稿
な
ど

　旅
行
後
は
、
旅
行
者
が
体
験
を
整
理
し
、

S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
に
投
稿
す
る
こ

と
で
記
録
・
評
価
を
行
う
段
階
で
あ
る
。

同
時
に
、
再
訪
や
次
回
旅
行
先
の
検
討
が

始
ま
る
こ
と
も
多
く
、「
フ
ァ
ン
化
」
や
「
情

報
の
拡
散
」
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な
フ
ェ
ー

ズ
で
あ
る
。

主
な
観
光
客
の
行
動
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
S
N
S
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
へ
の
投
稿
、
レ

ビ
ュ
ー
の
記
入

〇
写
真
や
動
画
の
整
理
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

共
有

〇
次
の
旅
行
先
の
検
討
、
再
訪
意
向
の
醸
成

主
な
デ
ー
タ
活
用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〇
口
コ
ミ
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
、
再

検
索
ロ
グ
、
メ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ

の
反
応
な
ど

　こ
の
よ
う
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー

を
段
階
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
観
光
施
策
の

「
ど
こ
で
・
誰
に
・
何
を
届
け
る
べ
き
か
」

が
明
確
に
な
り
、
観
光
地
と
し
て
の
施
策
設

 

「
観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
本
質
的
に

考
え
る
と
き
、
単
に
旅
行
中
の
移
動
状
況
や

来
訪
者
数
を
把
握
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観

光
客
の
行
動
・
意
識
・
感
情
の
変
化
を
含
め

た
、
よ
り
包
括
的
な
概
念
へ
と
視
野
を
広
げ

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
動
態
を
捉
え
る

目
的
が
、
単
な
る
事
実
認
識
で
は
な
く
、
よ

り
多
く
の
消
費
を
促
進
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

的
確
に
訴
求
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

的
視
点
、
あ
る
い
は
持
続
可
能
な
観
光
地
経

営
を
実
現
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
視

点
と
不
可
分
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　で
は
、
な
ぜ
今
こ
の
テ
ー
マ
が
重
要
な
の

か
。
そ
れ
は
、
観
光
需
要
の
回
復
と
多
様
化
、

地
域
観
光
戦
略
の
高
度
化
、
そ
し
て
デ
ー
タ

駆
動
型
政
策
の
潮
流
が
、
同
時
並
行
的
に
進

行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

た
現
在
、
観
光
需
要
は
確
実
に
戻
り
つ
つ
あ

る
が
、
そ
の
構
造
は
か
つ
て
と
異
な
り
、
旅

行
者
の
ニ
ー
ズ
や
行
動
様
式
は
一
層
多
様
化

し
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら

も
、
旅
行
者
を
一
つ
の
大
き
な
集
団
と
し
て

扱
う
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
セ
グ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
細
分
化
し
、
精
緻
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
需
要
の
複
雑
化
は
、
地
域
観
光

戦
略
の
あ
り
方
に
も
直
結
す
る
。
か
つ
て
は

観
光
統
計
や
基
本
指
標
を
押
さ
え
て
お
け
ば

一
定
の
施
策
立
案
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
今

日
で
は
旅
行
者
の
行
動
の
変
化
そ
の
も
の
を  

〝
動
態
〞と
し
て
捉
え
る
視
点
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
資
源
の
選
択
と
集
中

を
進
め
る
う
え
で
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
財
政
資
源
の
中
で
課
題
の
優
先
順

位
を
設
定
し
、
戦
略
的
に
施
策
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
観
光
客
の
実
態
を
可
視
化

し
、
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、「
現
状
の
把
握 

↓ 

課

題
の
抽
出 

↓ 

施
策
の
実
行 

↓ 

効
果
の
検

証
」
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
通
じ
て
、
政
策

の
質
を
高
め
る
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
機
能

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

E
B
P
M
（E

vid
en
ce-B

ased
 P
o
licy 

M
akin

g

／
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
の

考
え
方
と
も
一
致
す
る
。
E
B
P
M
の
実
践

に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
課
題
提

起
と
、
デ
ー
タ
に
よ
る
施
策
評
価
が
前
提
と

な
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な

政
策
運
営
と
言
え
る
。

　本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

観
光
に
お
け
る
「
消
費
・
購
買
行
動
＝
カ
ス

タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

観
光
客
の
動
態
を
捉
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
種

別
の
体
系
化
と
課
題
整
理
を
試
み
る
。
そ
の

際
、
従
来
か
ら
整
備
さ
れ
て
き
た
観
光
統
計

5
．観
光
地
経
営
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
の

課
題
と
展
望

―
相
互
補
完
に
よ
る
価
値
の
最
大
化

　両
者
は
決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弱
点
を
補
い
合
う
形
で

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
観
光
統

計
指
標
に
よ
っ
て
「
特
定
の
月
に
来
訪
者
が

集
中
し
て
い
る
」
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
旅
行

者
デ
ー
タ
で
そ
の
時
期
の
回
遊
ル
ー
ト
や

滞
在
時
間
を
把
握
し
、
混
雑
緩
和
の
た
め

の
誘
導
や
施
設
配
置
の
改
善
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　こ
の
よ
う
に
、「
マ
ク
ロ
の
地
図
（
観
光
統

計
統
計
）」
と
「
ミ
ク
ロ
の
レ
ン
ズ
（
旅
行
者

デ
ー
タ
）」
の
両
方
を
携
え
る
こ
と
が
、
デ
ー

タ
ド
リ
ブ
ン
な
観
光
地
経
営
に
お
け
る
本
質

的
な
競
争
力
と
な
る
。
地
域
の
文
脈
に
応
じ

た
デ
ー
タ
活
用
の
設
計
と
、
分
析
か
ら
行
動

へ
の
橋
渡
し
が
今
後
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
だ

ろ
う
。

　カ
ス
タ
マ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
基
づ
い
て
旅

行
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
際
、
特
に
重
要
と

な
る
の
が
「
活
用
す
る
デ
ー
タ
の
種
別
」
と

「
対
象
旅
行
者
の
違
い
」
を
適
切
に
捉
え
る

視
点
で
あ
る
。
特
に
対
象
と
す
る
旅
行
者
が

「
国
内
旅
行
者
」
か
「
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅

観
光
客
視
点
で
の

「
個
別
最
適
」へ

（
3
） 

デ
ー
タ
の「
統
合
的
活
用
」へ

（
1
） 

多
主
体
に
よ
る「
共
創
」へ

（
2
） 

現
れ
る
。
た
と
え
ば
、
D
M
P
を
導
入
し
て

も
、
担
当
部
門
だ
け
が
扱
い
、
現
場
と
連
動

し
て
い
な
け
れ
ば
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
は
持
っ
て
い
て
も
、
可
視
化
・

分
析
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
反
映
ま
で
が
一
気

通
貫
に
な
っ
て
い
な
い
例
も
多
い
。

　さ
ら
に
、
制
度
的
支
援
や
D
M
O
（
観
光

協
会
）
の
設
立
と
い
っ
た
外
部
条
件
が
整
備

さ
れ
て
も
、
地
域
内
で
の
役
割
分
担
や
運
用

ル
ー
ル
が
曖
昧
な
ま
ま
で
は
、
デ
ー
タ
は
活

用
さ
れ
ず
に
眠
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ

る
。
デ
ー
タ
活
用
の
本
質
は
「
技
術
」
で
は

な
く
、「
現
場
と
の
接
続
」
と
「
共
通
言
語
化
」

に
あ
る
。

展
望
…
統
合
・
共
創
・
個
別
最
適
の
時
代
へ

　今
後
の
観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
デ
ー
タ

活
用
の
展
望
と
し
て
特
に
重
要
な
の
は
、
以

下
の
3
つ
の
方
向
性
で
あ
る
。

　観
光
統
計
、
G
P
S
ロ
グ
、
S
N
S
デ
ー

タ
、
顧
客
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
多
様
な
デ
ー

タ
を
「
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
や
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
に

応
じ
て
横
断
的
に
統
合
し
、
意
思
決
定
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
デ
ー
タ
設
計
力
に
加
え
、
分
析
か

ら
可
視
化
・
運
用
へ
と
つ
な
げ
る
「
翻
訳
力
」

―
分
断
を
超
え
、

持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
へ

6
．む
す
び
に

―
未
来
の
観
光
地
は

「
情
報
の
生
態
系
」

※
B
I
ツ
ー
ル
：
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
ツ
ー
ル
の
略

で
、デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
と
同
義
。P
C
上
で
グ
ラ
フ
や
表

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
、分
析
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
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2
下
呂
温
泉
で
は
、特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
盤
に
、さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、P
D
C
A
を
継
続
的
に
回
す
観
光
地
経
営
を
実
践
し
て
き
た
。一
方
、倶
知
安
町
で
は
、世
界
的
な

マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
を
抱
え
、観
光
客・事
業
者・住
民
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の〝
最
適
解
〞を
模
索
し
つ
つ
、多
様
な
利
害
の
交
点
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。い
ず
れ
も
デ
ー
タ
活
用
の
先
進
地
と
い
え

る
。今
回
は
、両
地
域
に
お
け
る
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

「
持
続
的
進
化
モ
デ
ル
」
と
し
て
他
地
域
に
も

大
き
な
示
唆
を
与
え
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
取
り
組
み
の
特
徴

の
一
つ
は
、
急
激
に
変
化
す
る
外
部
環
境
に

対
し
、
柔
軟
か
つ
主
体
的
に
対
応
し
て
き
た

点
に
あ
る
。
自
然
災
害
、
制
度
変
更
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
っ
た
突
発
的
な
外
的
要
因
に
対
し

て
も
、
行
政
や
交
通
事
業
者
、
民
間
O
T
A

と
の
連
携
を
通
じ
て
、
現
場
主
導
で
の
戦
略

転
換
を
実
現
し
て
き
た
。

　た
と
え
ば
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震

災
直
後
は
観
光
需
要
が
急
減
し
、
従
来
の
団

体
旅
行
中
心
の
モ
デ
ル
が
機
能
し
づ
ら
く

な
っ
た
。
こ
の
状
況
下
で
、
協
会
は
地
元
自

治
体
や
宿
泊
業
者
と
連
携
し
、「
安
心
・
安
全
・

癒
し
」の
訴
求
を
中
心
と
し
た
情
報
発
信
へ
と

方
針
転
換
を
図
っ
た
。
同
時
に
、
観
光
庁
の

補
助
金
や
広
域
観
光
圏
事
業
も
活
用
し
、
近

隣
地
域
と
の
広
域
周
遊
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。

　2
0
1
5
年
以
降
は
、
L
C
C
の
拡
充
や

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
と
い
っ
た
観
光

環
境
の
構
造
変
化
を
受
け
、
セ
ン
ト
レ
ア
や

中
部
圏
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
連
携
を
強
化
。
中
国
語
・
英
語
で

の
対
応
の
拡
充
、
翻
訳
ア
プ
リ
の
導
入
支
援
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
整

備
な
ど
、
多
言
語
対
応
を
含
む
情
報
基
盤
の

整
備
を
進
め
た
。

　ま
た
、
2
0
2
0
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
感
染
対
策
情
報
の
発
信
に
加
え
、
G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
地
域
共
通
ク
ー
ポ

ン
に
即
応
す
る
形
で
、
O
T
A
各
社
と
連
携

し
、
電
子
ク
ー
ポ
ン
の
即
時
発
行
や
対
象
施

設
一
覧
の
整
理
を
進
め
た
。
加
え
て
、
地
域

の
小
売
・
飲
食
店
と
連
動
し
た
割
引
施
策
も

展
開
し
、
観
光
客
の〝
安
心
し
て
使
え
る
街
〞

と
い
う
印
象
づ
く
り
に
成
功
し
た
。

　こ
れ
ら
の
対
応
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き

は
、
外
部
と
の
協
働
が
単
な
る
「
受
動
的
な

対
応
」
で
は
な
く
、
地
域
の
強
み
と
合
致
す

る
形
で「
能
動
的
に
取
り
込
む
」姿
勢
を
持
っ

て
い
た
点
で
あ
る
。
観
光
協
会
が
ハ
ブ
と

な
っ
て
行
政
・
民
間
・
住
民
を
つ
な
ぐ
中
間

支
援
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
多
様
な

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
共
に
動
け
る
「
観
光
地
経
営

体
制
」
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

　こ
の
よ
う
な
外
部
環
境
と
の
協
働
の
蓄
積

は
、
地
域
の
対
応
力
そ
の
も
の
を
高
め
、
変

化
が
常
態
化
す
る
時
代
に
お
け
る
「
し
な
や

か
な
観
光
地
経
営
」
の
実
践
と
し
て
他
地
域

で
も
学
ぶ
べ
き
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
　下
呂
温
泉
観
光
協
会
が
長
年
に
わ
た
っ
て

実
践
し
て
き
た
デ
ー
タ
活
用
と
P
D
C
A
の

取
り
組
み
は
、
個
別
施
策
の
巧
拙
を
超
え
、

観
光
地
経
営
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
変
化
を

も
た
ら
し
て
き
た
。
こ
れ
は
今
後
、
人
口
減

少
・
気
候
変
動
・
社
会
構
造
の
転
換
が
進
む

中
で
、
地
域
が
自
ら
の
価
値
を
見
出
し
、
磨

き
、
伝
え
続
け
る
た
め
の
「
し
な
や
か
な
経

営
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
全
国
の
観
光
地
に
多

く
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　ま
ず
、今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
る
の
は「
構

造
変
化
に
即
応
す
る
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
の

強
化
」
で
あ
る
。
観
光
客
の
動
向
は
、
年
齢

や
地
域
に
よ
り
異
な
る
ど
こ
ろ
か
、
同
一
人

物
で
あ
っ
て
も
旅
行
目
的
に
よ
り
ニ
ー
ズ
が

変
化
す
る
。
そ
の
た
め
、
固
定
化
さ
れ
た「
典

型
的
旅
行
者
像
」
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
変
化
す
る
行
動
や
感
情
を
読
み
取
る
力

が
問
わ
れ
る
。
観
光
地
と
し
て
も
、
デ
ー
タ

を
取
得
・
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、「
読

み
解
く
」「
翻
訳
す
る
」「
行
動
に
移
す
」
と

い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。

　ま
た
、
観
光
協
会
や
D
M
O
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
、「
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
」
か
ら
「
地

域
全
体
の
意
思
決
定
支
援
機
関
」
へ
と
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
地
域
住
民
、
事
業
者
、
行
政

と
の
中
間
支
援
的
な
立
ち
位
置
を
活
か
し
、

情
報
と
感
性
の
ハ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
デ
ー
タ
に
裏
付

け
ら
れ
た
説
得
力
と
、
地
域
固
有
の
価
値
を

発
信
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
力
の
両

立
が
鍵
と
な
る
。

　さ
ら
に
、
持
続
可
能
性
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
）
と
い
う
観
点
か
ら
は
、「
短
期
的
集

客
の
最
大
化
」
か
ら
「
長
期
的
価
値
の
最
大

化
」
へ
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
・
文
化
・

暮
ら
し
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
、
観
光
地

と
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
る
。
た
と
え
ば
、

再
訪
者
と
の
関
係
性
強
化
、
観
光
客
の
地
域

参
画
（
体
験
・
交
流
型
コ
ン
テ
ン
ツ
）、
地

元
人
材
の
育
成
と
定
着
な
ど
が
中
長
期
的
な

テ
ー
マ
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
実
践
は
、
地
域
が

デ
ー
タ
を
通
じ
て
「
自
ら
を
見
つ
め
直
し
、

よ
り
よ
い
未
来
を
選
び
取
る
」
力
を
蓄
え
て

き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
こ
そ

が
、
変
化
の
時
代
に
お
け
る
観
光
地
経
営
の

本
質
的
な
競
争
力
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
応
し
た
宿

泊
プ
ラ
ン
や
ク
ー
ポ
ン
の
提
供
を
迅
速
に

実
施
。

〇
即
時
予
約
・
直
前
予
約
へ
の
対
応
：
宿

泊
施
設
の
予
約
可
能
期
限
を
延
長
し
、
当

日
予
約
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
、
直
前
予

約
の
需
要
を
取
り
込
む
体
制
を
整
備
し
た
。

〇
地
域
限
定
プ
ラ
ン
の
造
成
：
愛
知
県
民

向
け
の
特
典
付
き
プ
ラ
ン
な
ど
、
特
定
地

域
を
対
象
と
し
た
割
引
プ
ラ
ン
を
造
成

し
、特
定
地
域
か
ら
の
誘
客
を
強
化
し
た
。

課
題
：

〇
需
要
の
平
準
化
：
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
に
予
約
が
集
中
し
た
た
め
、
特
定
の
時

期
に
需
要
が
偏
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

〇
地
域
内
消
費
の
促
進
：
宿
泊
以
外
の
地

域
内
消
費
を
ど
の
よ
う
に
促
進
す
る
か
が

課
題
と
な
っ
た
。

　2
0
1
1
年
以
降
、
下
呂
温
泉
観
光
協

会
は
観
光
客
の
動
向
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
把
握
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
則
っ

た
施
策
展
開
を
続
け
て
き
た
。
特
に
「
P

（
P
l
a
n
：
計
画
）」「
D
（
D
o
：
実
行
）」

「
A
（
A
c
t
：
改
善
）」
の
3
段
階
に
お
け

る
変
化
と
積
み
重
ね
が
、
継
続
的
な
観
光

地
の
活
性
化
を
支
え
て
い
る
。

　協
会
で
は
毎
年
、
社
会
環
境
や
観
光
客
の

動
向
を
踏
ま
え
て
「
誰
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

何
を
重
視
す
る
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
設
定

し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
震
災
直
後
の

2
0
1
1
〜
2
0
1
3
年
は〝
安
心
・
安
全
〞

を
訴
求
軸
に
、
団
体
客
の
回
復
と
地
域
の
信

頼
再
構
築
を
狙
っ
た
。
2
0
1
6
年
頃
か
ら

は「
若
年
層
誘
客
」や「
平
日
稼
働
率
の
向
上
」

が
課
題
と
な
り
、
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
観

光
資
源
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
が
重
視
さ
れ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
2
0
2
0
年
以
降
は

「
密
を
避
け
た
個
人
旅
行
」「
東
海
圏
か
ら
の

マ
イ
カ
ー
来
訪
者
」
が
中
心
と
な
り
、
露
天

風
呂
め
ぐ
り
や
分
散
型
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
、時
勢
に
合
っ
た
テ
ー
マ
が
立
て
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
年
間
方
針
は
、
観
光
庁
の
統
計
や

自
前
の
宿
泊
者
デ
ー
タ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
も
と
に
設
定
さ
れ
る
。

　計
画
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、
紙
媒
体
、
デ
ジ

タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
、
施
設

連
携
な
ど
多
様
な
手
段
で
具
現
化
さ
れ
た
。

若
年
層
向
け
に
はIn

stagram

投
稿
を
促

す「
下
呂
に
恋
す
る
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
」や
、「
ご

当
地
ス
イ
ー
ツ
マ
ッ
プ
」な
ど
が
展
開
さ
れ
、

実
際
に
回
遊
行
動
や
滞
在
時
間
の
延
伸
が
観

察
さ
れ
た
。

　ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
宿
泊
予
約
の
動

向
に
応
じ
て
、
O
T
A
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
や

限
定
ク
ー
ポ
ン
配
布
を
柔
軟
に
実
施
。

2
0
2
0
年
の
G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
期
間

中
に
は
、
従
来
と
は
異
な
る
層
（
都
市
圏
の

テ
レ
ワ
ー
ク
層
な
ど
）
に
対
応
し
た
プ
ラ
ン

や
情
報
発
信
を
短
期
間
で
用
意
し
、
一
定
の

成
果
を
あ
げ
た
。

　実
行
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
協
会
単
独
で
は
な

く
、
宿
泊
業
者
・
商
店
街
・
交
通
事
業
者
な

ど
と
の
協
働
が
重
視
さ
れ
、
現
場
の
即
応
性

が
確
保
さ
れ
て
い
た
点
が
特
筆
に
値
す
る
。

　施
策
実
施
後
に
は
、
W
e
b
ア
ク
セ
ス
解

析
、
位
置
情
報
の
回
遊
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
S
N
S
投
稿
数
の
変
化
な
ど
、
多
角

的
な
観
点
か
ら
効
果
を
評
価
。
た
と
え
ば
、

あ
る
年
に
実
施
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

応
募
者
の
半
数
が
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
再
訪
誘
導
の
成
果
が
確
認
さ
れ
、
翌

年
度
の
施
策
に
リ
ピ
ー
タ
ー
限
定
の
特
典
企

画
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　ま
た
、「
平
日
誘
客
」
が
テ
ー
マ
だ
っ
た

年
に
、
施
設
の
稼
働
率
は
上
が
っ
た
も
の
の

滞
在
単
価
が
下
が
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、「
質

的
な
誘
客
」
を
次
の
テ
ー
マ
と
し
、
コ
ン
テ

ン
ツ
改
善
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
再
設
定
が
行
わ

れ
た
。
こ
う
し
た
評
価
↓
改
善
の
サ
イ
ク
ル

は
、
単
年
度
の
施
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
下
呂

温
泉
全
体
の
観
光
戦
略
の〝
骨
格
〞を
形
づ
く

る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
下
呂
温
泉
で
は
デ
ー
タ
を

活
用
し
な
が
ら
、
P
l
a
n
・
D
o
・
A
c
t

を
回
し
続
け
る
こ
と
で
、
観
光
地
と
し
て
の

価
値
と
柔
軟
性
を
同
時
に
高
め
て
き
た
。
こ

れ
は
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
P
D
C
A
の

●
交
通
イ
ン
フ
ラ
事
故
・
災
害
に
よ
る
動
線

の
変
化

（
関
越
道
事
故
、
熊
本
地
震
な
ど
）

　2
0
1
2
年
4
月
に
発
生
し
た
関
越
道

に
お
け
る
バ
ス
事
故
は
、
減
少
し
つ
つ

あ
っ
た
団
体
需
要
の
減
少
傾
向
に
さ
ら
に

拍
車
を
か
け
る
結
果
（
と
り
わ
け
関
東
方

面
か
ら
の
団
体
）
と
な
り
、
下
呂
温
泉
へ

の
団
体
客
も
翌
月
か
ら
11
月
ま
で
事
故
前

後
で
11
・
5
％
減
少
し
た
。

　ま
た
、
同
様
の
変
化
は
2
0
1
8
年
7

月
豪
雨
（
前
年
同
月
対
比
▲
23
・
3
％
）

お
よ
び
9
月
の
台
風
21
号
（
前
年
同
月
対

比
▲
6
・
8
％
）
に
よ
る
影
響
が
下
呂
温

泉
で
も
は
っ
き
り
出
て
お
り
、
災
害
が
観

光
地
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

●
法
制
度
等
の
変
更

（
E
T
C
割
引
、
消
費
増
税
）へ
の
対
応

　2
0
1
4
年
は
消
費
税
が
5
％
↓
8
％

に
引
き
上
げ
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、

E
T
C
割
引
の
大
幅
変
更
に
よ
り
、
各
種

割
引
の
廃
止
や
減
額
に
よ
っ
て
、
自
家
用

車
に
よ
る
訪
問
客
が
減
少
し
た

（
2
0
1
4
年
4
月
は
前
年
対
比
▲
4
・

9
％
）。

●
コ
ロ
ナ
禍
と
回
復
フ
ェ
ー
ズ
：

激
減
↓
個
人
旅
行
化
・
マ
イ
カ
ー
利
用
の

急
回
復

　2
0
2
0
年
初
頭
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
下
呂
温
泉
も
例
外
な
く
一
時
的
に
急

激
な
予
約
の
減
少
を
記
録
す
る
が
、
速
や

か
か
つ
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
効
果
で
、
全
国
で
も
例
が
な
い
回
復
を

見
せ
る
（
2
0
2
0
年
10
月
に
は
自
家
用

車
利
用
者
が
前
年
度
超
え
）。

●
初
期（
2
0
1
1
〜
2
0
1
5
）：

宿
泊
者
数
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
数
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
大
学
と
の
連
携
調
査

　相
次
ぐ
天
災
や
社
会
環
境
、
経
済
環
境

の
変
化
が
著
し
い
期
間
だ
っ
た
こ
と
で
、

団
体
↓
個
人
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
、
若
者
の

需
要
の
取
り
込
み
の
必
要
性
な
ど
の
高
ま

り
か
ら
O
T
A
予
約
の
情
報
取
得
や
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
大
学
と

の
連
携
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
、
デ
ー
タ

収
集
を
行
っ
た
。

●
中
期（
2
0
1
6
〜
2
0
1
9
）：

G
oogle A

nalytics

、
交
通
系
I
C
デ
ー

タ
、
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用

　D
M
O
と
し
て
本
格
的
な
法
人
化
を
行

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
旅
行
向
け
の
施
策

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
や
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
だ
。

●
後
期（
2
0
2
0
〜
現
在
）：

ア
ク
セ
ス
元（
ス
マ
ホ
）分
析
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
デ
ー
タ
分
析
、
世
代
別
・
エ
リ
ア
別
行

動
傾
向
の
検
証
、
宿
泊
デ
ー
タ
活
用

　コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
り
、
社

会
的
に
は
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
。

観
光
庁
主
導
の
宿
泊
デ
ー
タ
収
集
シ
ス
テ

ム
や
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
居
住
地

を
中
心
と
し
た
顧
客
の
属
性
の
精
緻
な

デ
ー
タ
を
取
得
し
、
ま
た
国
内
O
T
A
と

の
連
携
に
よ
る
送
客
を
実
現
し
た
。

●
事
例
：

若
者
向
け
「
下
呂
に
恋
す
る
フ
ォ
ト
ラ

リ
ー
」
の
効
果
測
定
と
改
善

成
果
：
S
N
S
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
特
に
20
代
か
ら
30
代
の
若
年

層
の
来
訪
が
増
加
し
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
が

延
び
、
地
域
内
の
飲
食
店
や
土
産
物
店
の

利
用
が
増
加
。

課
題
：
S
N
S
を
活
用
す
る
若
年
層
に

偏
っ
た
参
加
者
構
成
と
な
り
、
他
の
年
代

層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
課
題
に
な
っ
た
。

投
稿
さ
れ
た
写
真
の
質
や
内
容
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
統
一
感
の
あ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
難
し
い
面
が
出
た
。

●
事
例
：

G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
施
策
へ
の
柔
軟
な

対
応
（
O
T
A
で
の
ク
ー
ポ
ン
配
布
）

成
果
：

〇
O
T
A
と
の
連
携
強
化
：
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
や
じ
ゃ
ら
ん
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行

代
理
店
（
O
T
A
）
と
連
携
し
、
G
o 

T
o 

　観
光
地
経
営
に
お
け
る
施
策
は
効
果
検
証

に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
の
「
C
（
評
価
・
検
証
）」
が
お
ろ
そ
か
に

な
り
が
ち
だ
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
資
源（
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
）
を
最
大
限
に
活
用
し
、

厳
し
い
競
争
環
境
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、

ま
さ
に
こ
の「
C
」か
ら「
A（
改
善
・
実
行
）」

へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
客
観
的
な
検
証
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　観
光
地
は
、
自
然
災
害
、
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
）、
国
内
の
人
口
減
少
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
の
急
増
や
急
減
と
い
っ
た
社
会
環
境

の
激
し
い
変
化
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
不
確
実
性
の
高
い
状
況
下
に
お

い
て
は
、
勘
や
経
験
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
収
集
・
分
析
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
現
状
を
正
確
に
把
握
し
、
戦
略
的
な
意
思

決
定
を
行
う
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
を
実
現
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
で
は
、
10
年
以
上
に

わ
た
り
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
状
況
に
応
じ
て

計
画
・
施
策
を
改
善
し
て
き
た
。（
表
①
参
照
）

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
他
の
観
光
地
に

と
っ
て
も
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。こ
の
事
例
を
深
掘
り
す
る
こ
と
で
、

観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
具
体

的
な
意
義
が
見
え
て
く
る
。

●
東
日
本
大
震
災
の
イ
ン
パ
ク
ト
（
宿
泊
者

数
の
急
減
、
初
の
本
格
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
）　下

呂
温
泉
観
光
協
会
に
と
っ
て
も
東
日

本
大
震
災
は
、
大
き
な
爪
痕
を
残
す
天
災

だ
っ
た
。
2
0
1
1
年
4
月
の
宿
泊
者
数

は
前
年
比
13
・
6
％
の
減
少
。
こ
の
震
災

の
影
響
に
よ
っ
て
、
下
呂
温
泉
と
し
て

も
本
格
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。

1
．は
じ
め
に

デ
ー
タ
で
進
化
す
る
観
光
地
経
営
〜
下
呂
・
倶
知
安
の
挑
戦

2
．2
0
1
1
年
以
降
の

環
境
変
化
と

下
呂
温
泉
の
観
光
動
向

3
．デ
ー
タ
収
集
・

分
析
の
進
化

（
P
D
C
A
の「
C
」）と

そ
の
具
体
事
例

デ
ー
タ
と
と
も
に
歩
む

観
光
地
経
営

―
下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る

観
光
振
興
P
D
C
A

事
例
…
❶下

呂
温
泉

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員 

蛯
澤
俊
典

夜の下呂温泉の様子
〈
取
材
協
力
〉
瀧 

康
洋

（
下
呂
温
泉
観
光
協
会
会
長
）

データで進化する観光地経営～下呂・倶知安の挑戦…❶ 下呂温泉2
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2
下
呂
温
泉
で
は
、特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
盤
に
、さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、P
D
C
A
を
継
続
的
に
回
す
観
光
地
経
営
を
実
践
し
て
き
た
。一
方
、倶
知
安
町
で
は
、世
界
的
な

マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
を
抱
え
、観
光
客・事
業
者・住
民
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の〝
最
適
解
〞を
模
索
し
つ
つ
、多
様
な
利
害
の
交
点
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。い
ず
れ
も
デ
ー
タ
活
用
の
先
進
地
と
い
え

る
。今
回
は
、両
地
域
に
お
け
る
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

「
持
続
的
進
化
モ
デ
ル
」
と
し
て
他
地
域
に
も

大
き
な
示
唆
を
与
え
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
取
り
組
み
の
特
徴

の
一
つ
は
、
急
激
に
変
化
す
る
外
部
環
境
に

対
し
、
柔
軟
か
つ
主
体
的
に
対
応
し
て
き
た

点
に
あ
る
。
自
然
災
害
、
制
度
変
更
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
っ
た
突
発
的
な
外
的
要
因
に
対
し

て
も
、
行
政
や
交
通
事
業
者
、
民
間
O
T
A

と
の
連
携
を
通
じ
て
、
現
場
主
導
で
の
戦
略

転
換
を
実
現
し
て
き
た
。

　た
と
え
ば
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震

災
直
後
は
観
光
需
要
が
急
減
し
、
従
来
の
団

体
旅
行
中
心
の
モ
デ
ル
が
機
能
し
づ
ら
く

な
っ
た
。
こ
の
状
況
下
で
、
協
会
は
地
元
自

治
体
や
宿
泊
業
者
と
連
携
し
、「
安
心
・
安
全
・

癒
し
」の
訴
求
を
中
心
と
し
た
情
報
発
信
へ
と

方
針
転
換
を
図
っ
た
。
同
時
に
、
観
光
庁
の

補
助
金
や
広
域
観
光
圏
事
業
も
活
用
し
、
近

隣
地
域
と
の
広
域
周
遊
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。

　2
0
1
5
年
以
降
は
、
L
C
C
の
拡
充
や

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
と
い
っ
た
観
光

環
境
の
構
造
変
化
を
受
け
、
セ
ン
ト
レ
ア
や

中
部
圏
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
連
携
を
強
化
。
中
国
語
・
英
語
で

の
対
応
の
拡
充
、
翻
訳
ア
プ
リ
の
導
入
支
援
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
整

備
な
ど
、
多
言
語
対
応
を
含
む
情
報
基
盤
の

整
備
を
進
め
た
。

　ま
た
、
2
0
2
0
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
感
染
対
策
情
報
の
発
信
に
加
え
、
G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
地
域
共
通
ク
ー
ポ

ン
に
即
応
す
る
形
で
、
O
T
A
各
社
と
連
携

し
、
電
子
ク
ー
ポ
ン
の
即
時
発
行
や
対
象
施

設
一
覧
の
整
理
を
進
め
た
。
加
え
て
、
地
域

の
小
売
・
飲
食
店
と
連
動
し
た
割
引
施
策
も

展
開
し
、
観
光
客
の〝
安
心
し
て
使
え
る
街
〞

と
い
う
印
象
づ
く
り
に
成
功
し
た
。

　こ
れ
ら
の
対
応
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き

は
、
外
部
と
の
協
働
が
単
な
る
「
受
動
的
な

対
応
」
で
は
な
く
、
地
域
の
強
み
と
合
致
す

る
形
で「
能
動
的
に
取
り
込
む
」姿
勢
を
持
っ

て
い
た
点
で
あ
る
。
観
光
協
会
が
ハ
ブ
と

な
っ
て
行
政
・
民
間
・
住
民
を
つ
な
ぐ
中
間

支
援
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
多
様
な

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
共
に
動
け
る
「
観
光
地
経
営

体
制
」
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

　こ
の
よ
う
な
外
部
環
境
と
の
協
働
の
蓄
積

は
、
地
域
の
対
応
力
そ
の
も
の
を
高
め
、
変

化
が
常
態
化
す
る
時
代
に
お
け
る
「
し
な
や

か
な
観
光
地
経
営
」
の
実
践
と
し
て
他
地
域

で
も
学
ぶ
べ
き
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
　下
呂
温
泉
観
光
協
会
が
長
年
に
わ
た
っ
て

実
践
し
て
き
た
デ
ー
タ
活
用
と
P
D
C
A
の

取
り
組
み
は
、
個
別
施
策
の
巧
拙
を
超
え
、

観
光
地
経
営
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
変
化
を

も
た
ら
し
て
き
た
。
こ
れ
は
今
後
、
人
口
減

少
・
気
候
変
動
・
社
会
構
造
の
転
換
が
進
む

中
で
、
地
域
が
自
ら
の
価
値
を
見
出
し
、
磨

き
、
伝
え
続
け
る
た
め
の
「
し
な
や
か
な
観

光
地
経
営
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
全
国
の
観
光

地
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　ま
ず
、今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
る
の
は「
構

造
変
化
に
即
応
す
る
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
の

強
化
」
で
あ
る
。
観
光
客
の
動
向
は
、
年
齢

や
地
域
に
よ
り
異
な
る
ど
こ
ろ
か
、
同
一
人

物
で
あ
っ
て
も
旅
行
目
的
に
よ
り
ニ
ー
ズ
が

変
化
す
る
。
そ
の
た
め
、
固
定
化
さ
れ
た「
典

型
的
旅
行
者
像
」
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
変
化
す
る
行
動
や
感
情
を
読
み
取
る
力

が
問
わ
れ
る
。
観
光
地
と
し
て
も
、
デ
ー
タ

を
取
得
・
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、「
読

み
解
く
」「
翻
訳
す
る
」「
行
動
に
移
す
」
と

い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。

　ま
た
、
観
光
協
会
や
D
M
O
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
、「
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
」
か
ら
「
地

域
全
体
の
意
思
決
定
支
援
機
関
」
へ
と
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
地
域
住
民
、
事
業
者
、
行
政

と
の
中
間
支
援
的
な
立
ち
位
置
を
活
か
し
、

情
報
と
感
性
の
ハ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
デ
ー
タ
に
裏
付

け
ら
れ
た
説
得
力
と
、
地
域
固
有
の
価
値
を

発
信
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
力
の
両

立
が
鍵
と
な
る
。

　さ
ら
に
、
持
続
可
能
性
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
）
と
い
う
観
点
か
ら
は
、「
短
期
的
集

客
の
最
大
化
」
か
ら
「
長
期
的
価
値
の
最
大

化
」
へ
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
・
文
化
・

暮
ら
し
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
、
観
光
地

と
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
実
践
は
、
地
域
が

デ
ー
タ
を
通
じ
て
「
自
ら
を
見
つ
め
直
し
、

よ
り
よ
い
未
来
を
選
び
取
る
」
力
を
蓄
え
て

き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
こ
そ

が
、
変
化
の
時
代
に
お
け
る
観
光
地
経
営
の

本
質
的
な
競
争
力
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

〈
取
材
協
力
〉
瀧 

康
洋

（
下
呂
温
泉
観
光
協
会
会
長
）

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
応
し
た
宿

泊
プ
ラ
ン
や
ク
ー
ポ
ン
の
提
供
を
迅
速
に

実
施
。

〇
即
時
予
約
・
直
前
予
約
へ
の
対
応
：
宿

泊
施
設
の
予
約
可
能
期
限
を
延
長
し
、
当

日
予
約
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
、
直
前
予

約
の
需
要
を
取
り
込
む
体
制
を
整
備
し
た
。

〇
地
域
限
定
プ
ラ
ン
の
造
成
：
愛
知
県
民

向
け
の
特
典
付
き
プ
ラ
ン
な
ど
、
特
定
地

域
を
対
象
と
し
た
割
引
プ
ラ
ン
を
造
成

し
、特
定
地
域
か
ら
の
誘
客
を
強
化
し
た
。

課
題
：

〇
需
要
の
平
準
化
：
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
に
予
約
が
集
中
し
た
た
め
、
特
定
の
時

期
に
需
要
が
偏
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

〇
地
域
内
消
費
の
促
進
：
宿
泊
以
外
の
地

域
内
消
費
を
ど
の
よ
う
に
促
進
す
る
か
が

課
題
と
な
っ
た
。

　2
0
1
1
年
以
降
、
下
呂
温
泉
観
光
協

会
は
観
光
客
の
動
向
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
把
握
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
則
っ

た
施
策
展
開
を
続
け
て
き
た
。
特
に
「
P

（
P
l
a
n
：
計
画
）」「
D
（
D
o
：
実
行
）」

「
A
（
A
c
t
：
改
善
）」
の
3
段
階
に
お
け

る
変
化
と
積
み
重
ね
が
、
継
続
的
な
観
光

地
の
活
性
化
を
支
え
て
い
る
。

　協
会
で
は
毎
年
、
社
会
環
境
や
観
光
客
の

動
向
を
踏
ま
え
て
「
誰
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

何
を
重
視
す
る
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
設
定

し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
震
災
直
後
の

2
0
1
1
〜
2
0
1
3
年
は〝
安
心
・
安
全
〞

を
訴
求
軸
に
、
団
体
客
の
回
復
と
地
域
の
信

頼
再
構
築
を
狙
っ
た
。
2
0
1
6
年
頃
か
ら

は「
若
年
層
誘
客
」や「
平
日
稼
働
率
の
向
上
」

が
課
題
と
な
り
、
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
観

光
資
源
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
が
重
視
さ
れ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
2
0
2
0
年
以
降
は

「
密
を
避
け
た
個
人
旅
行
」「
東
海
圏
か
ら
の

マ
イ
カ
ー
来
訪
者
」
が
中
心
と
な
り
、
露
天

風
呂
め
ぐ
り
や
分
散
型
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
、時
勢
に
合
っ
た
テ
ー
マ
が
立
て
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
年
間
方
針
は
、
観
光
庁
の
統
計
や

自
前
の
宿
泊
者
デ
ー
タ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
も
と
に
設
定
さ
れ
る
。

　計
画
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、
紙
媒
体
、
デ
ジ

タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
、
施
設

連
携
な
ど
多
様
な
手
段
で
具
現
化
さ
れ
た
。

若
年
層
向
け
に
はIn

stagram

投
稿
を
促

す「
下
呂
に
恋
す
る
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
」や
、「
ご

当
地
ス
イ
ー
ツ
マ
ッ
プ
」な
ど
が
展
開
さ
れ
、

実
際
に
回
遊
行
動
や
滞
在
時
間
の
延
伸
が
観

察
さ
れ
た
。

　ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
宿
泊
予
約
の
動

向
に
応
じ
て
、
O
T
A
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
や

限
定
ク
ー
ポ
ン
配
布
を
柔
軟
に
実
施
。

2
0
2
0
年
の
G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
期
間

中
に
は
、
従
来
と
は
異
な
る
層
（
都
市
圏
の

テ
レ
ワ
ー
ク
層
な
ど
）
に
対
応
し
た
プ
ラ
ン

や
情
報
発
信
を
短
期
間
で
用
意
し
、
一
定
の

成
果
を
あ
げ
た
。

　実
行
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
協
会
単
独
で
は
な

く
、
宿
泊
業
者
・
商
店
街
・
交
通
事
業
者
な

ど
と
の
協
働
が
重
視
さ
れ
、
現
場
の
即
応
性

が
確
保
さ
れ
て
い
た
点
が
特
筆
に
値
す
る
。

　施
策
実
施
後
に
は
、
W
e
b
ア
ク
セ
ス
解

析
、
位
置
情
報
の
回
遊
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
S
N
S
投
稿
数
の
変
化
な
ど
、
多
角

的
な
観
点
か
ら
効
果
を
評
価
。
た
と
え
ば
、

あ
る
年
に
実
施
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

応
募
者
の
半
数
が
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
再
訪
誘
導
の
成
果
が
確
認
さ
れ
、
翌

年
度
の
施
策
に
リ
ピ
ー
タ
ー
限
定
の
特
典
企

画
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　ま
た
、「
平
日
誘
客
」
が
テ
ー
マ
だ
っ
た

年
に
、
施
設
の
稼
働
率
は
上
が
っ
た
も
の
の

滞
在
単
価
が
下
が
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、「
質

的
な
誘
客
」
を
次
の
テ
ー
マ
と
し
、
コ
ン
テ

ン
ツ
改
善
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
再
設
定
が
行
わ

れ
た
。
こ
う
し
た
評
価
↓
改
善
の
サ
イ
ク
ル

は
、
単
年
度
の
施
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
下
呂

温
泉
全
体
の
観
光
戦
略
の〝
骨
格
〞を
形
づ
く

る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
下
呂
温
泉
で
は
デ
ー
タ
を

活
用
し
な
が
ら
、
P
l
a
n
・
D
o
・
A
c
t

を
回
し
続
け
る
こ
と
で
、
観
光
地
と
し
て
の

価
値
と
柔
軟
性
を
同
時
に
高
め
て
き
た
。
こ

れ
は
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
P
D
C
A
の

●
交
通
イ
ン
フ
ラ
事
故
・
災
害
に
よ
る
動
線

の
変
化

（
関
越
道
事
故
、
熊
本
地
震
な
ど
）

　2
0
1
2
年
4
月
に
発
生
し
た
関
越
道

に
お
け
る
バ
ス
事
故
は
、
減
少
し
つ
つ

あ
っ
た
団
体
需
要
の
減
少
傾
向
に
さ
ら
に

拍
車
を
か
け
る
結
果
（
と
り
わ
け
関
東
方

面
か
ら
の
団
体
）
と
な
り
、
下
呂
温
泉
へ

の
団
体
客
も
翌
月
か
ら
11
月
ま
で
事
故
前

後
で
11
・
5
％
減
少
し
た
。

　ま
た
、
同
様
の
変
化
は
2
0
1
8
年
7

月
豪
雨
（
前
年
同
月
対
比
▲
23
・
3
％
）

お
よ
び
9
月
の
台
風
21
号
（
前
年
同
月
対

比
▲
6
・
8
％
）
に
よ
る
影
響
が
下
呂
温

泉
で
も
は
っ
き
り
出
て
お
り
、
災
害
が
観

光
地
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

●
法
制
度
等
の
変
更

（
E
T
C
割
引
、
消
費
増
税
）へ
の
対
応

　2
0
1
4
年
は
消
費
税
が
5
％
↓
8
％

に
引
き
上
げ
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、

E
T
C
割
引
の
大
幅
変
更
に
よ
り
、
各
種

割
引
の
廃
止
や
減
額
に
よ
っ
て
、
自
家
用

車
に
よ
る
訪
問
客
が
減
少
し
た

（
2
0
1
4
年
4
月
は
前
年
対
比
▲
4
・

9
％
）。

●
コ
ロ
ナ
禍
と
回
復
フ
ェ
ー
ズ
：

激
減
↓
個
人
旅
行
化
・
マ
イ
カ
ー
利
用
の

急
回
復

　2
0
2
0
年
初
頭
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
下
呂
温
泉
も
例
外
な
く
一
時
的
に
急

激
な
予
約
の
減
少
を
記
録
す
る
が
、
速
や

か
か
つ
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
効
果
で
、
全
国
で
も
例
が
な
い
回
復
を

見
せ
る
（
2
0
2
0
年
10
月
に
は
自
家
用

車
利
用
者
が
前
年
度
超
え
）。

●
初
期（
2
0
1
1
〜
2
0
1
5
）：

宿
泊
者
数
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
数
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
大
学
と
の
連
携
調
査

　相
次
ぐ
天
災
や
社
会
環
境
、
経
済
環
境

の
変
化
が
著
し
い
期
間
だ
っ
た
こ
と
で
、

団
体
↓
個
人
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
、
若
者
の

需
要
の
取
り
込
み
の
必
要
性
な
ど
の
高
ま

り
か
ら
O
T
A
予
約
の
情
報
取
得
や
イ
ベ

ン
ト
参
加
数
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
大
学
と

の
連
携
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
、
デ
ー
タ

収
集
を
行
っ
た
。

●
中
期（
2
0
1
6
〜
2
0
1
9
）：

G
oogle A

nalytics

、
交
通
系
I
C
デ
ー

タ
、
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用

　D
M
O
と
し
て
本
格
的
な
法
人
化
を
行

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
旅
行
向
け
の
施
策

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
や
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
だ
。

●
後
期（
2
0
2
0
〜
現
在
）：

ア
ク
セ
ス
元（
ス
マ
ホ
）分
析
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
デ
ー
タ
分
析
、
世
代
別
・
エ
リ
ア
別
行

動
傾
向
の
検
証
、
宿
泊
デ
ー
タ
活
用

　コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
り
、
社

会
的
に
は
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
。

観
光
庁
主
導
の
宿
泊
デ
ー
タ
収
集
シ
ス
テ

ム
や
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
居
住
地

を
中
心
と
し
た
顧
客
の
属
性
の
精
緻
な

デ
ー
タ
を
取
得
し
、
ま
た
国
内
O
T
A
と

の
連
携
に
よ
る
送
客
を
実
現
し
た
。

●
事
例
：

若
者
向
け
「
下
呂
に
恋
す
る
フ
ォ
ト
ラ

リ
ー
」
の
効
果
測
定
と
改
善

成
果
：
S
N
S
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
特
に
20
代
か
ら
30
代
の
若
年

層
の
来
訪
が
増
加
し
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
が

延
び
、
地
域
内
の
飲
食
店
や
土
産
物
店
の

利
用
が
増
加
。

課
題
：
S
N
S
を
活
用
す
る
若
年
層
に

偏
っ
た
参
加
者
構
成
と
な
り
、
他
の
年
代

層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
課
題
に
な
っ
た
。

投
稿
さ
れ
た
写
真
の
質
や
内
容
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
統
一
感
の
あ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
難
し
い
面
が
出
た
。

●
事
例
：

G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
施
策
へ
の
柔
軟
な

対
応
（
O
T
A
で
の
ク
ー
ポ
ン
配
布
）

成
果
：

〇
O
T
A
と
の
連
携
強
化
：
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
や
じ
ゃ
ら
ん
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行

代
理
店
（
O
T
A
）
と
連
携
し
、
G
o 

T
o 

　観
光
地
経
営
に
お
け
る
施
策
は
効
果
検
証

に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
の
「
C
（
評
価
・
検
証
）」
が
お
ろ
そ
か
に

な
り
が
ち
だ
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
資
源（
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
）
を
最
大
限
に
活
用
し
、

厳
し
い
競
争
環
境
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、

ま
さ
に
こ
の「
C
」か
ら「
A（
改
善
・
実
行
）」

へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
客
観
的
な
検
証
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　観
光
地
は
、
自
然
災
害
、
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
）、
国
内
の
人
口
減
少
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
の
急
増
や
急
減
と
い
っ
た
社
会
環
境

の
激
し
い
変
化
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
不
確
実
性
の
高
い
状
況
下
に
お

い
て
は
、
勘
や
経
験
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
収
集
・
分
析
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
現
状
を
正
確
に
把
握
し
、
戦
略
的
な
意
思

決
定
を
行
う
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
を
実
現
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
で
は
、
10
年
以
上
に

わ
た
り
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
状
況
に
応
じ
て

計
画
・
施
策
を
改
善
し
て
き
た
。（
表
①
参
照
）

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
他
の
観
光
地
に

と
っ
て
も
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。こ
の
事
例
を
深
掘
り
す
る
こ
と
で
、

観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
具
体

的
な
意
義
が
見
え
て
く
る
。

●
東
日
本
大
震
災
の
イ
ン
パ
ク
ト
（
宿
泊
者

数
の
急
減
、
初
の
本
格
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
）　下

呂
温
泉
観
光
協
会
に
と
っ
て
も
東
日

本
大
震
災
は
、
大
き
な
爪
痕
を
残
す
天
災

だ
っ
た
。
2
0
1
1
年
4
月
の
宿
泊
者
数

は
前
年
比
13
・
6
％
の
減
少
。
こ
の
震
災

の
影
響
に
よ
っ
て
、
下
呂
温
泉
と
し
て

も
本
格
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。

1
．は
じ
め
に

デ
ー
タ
で
進
化
す
る
観
光
地
経
営
〜
下
呂
・
倶
知
安
の
挑
戦

2
．2
0
1
1
年
以
降
の

環
境
変
化
と

下
呂
温
泉
の
観
光
動
向

3
．デ
ー
タ
収
集
・

分
析
の
進
化

（
P
D
C
A
の「
C
」）と

そ
の
具
体
事
例

デ
ー
タ
と
と
も
に
歩
む

観
光
地
経
営

―
下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る

観
光
振
興
P
D
C
A

事
例
…
❶下

呂
温
泉

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員 

蛯
澤
俊
典

夜の下呂温泉の様子

データで進化する観光地経営～下呂・倶知安の挑戦…❶ 下呂温泉2



「
持
続
的
進
化
モ
デ
ル
」
と
し
て
他
地
域
に
も

大
き
な
示
唆
を
与
え
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
取
り
組
み
の
特
徴

の
一
つ
は
、
急
激
に
変
化
す
る
外
部
環
境
に

対
し
、
柔
軟
か
つ
主
体
的
に
対
応
し
て
き
た

点
に
あ
る
。
自
然
災
害
、
制
度
変
更
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
っ
た
突
発
的
な
外
的
要
因
に
対
し

て
も
、
行
政
や
交
通
事
業
者
、
民
間
O
T
A

と
の
連
携
を
通
じ
て
、
現
場
主
導
で
の
戦
略

転
換
を
実
現
し
て
き
た
。

　た
と
え
ば
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震

災
直
後
は
観
光
需
要
が
急
減
し
、
従
来
の
団

体
旅
行
中
心
の
モ
デ
ル
が
機
能
し
づ
ら
く

な
っ
た
。
こ
の
状
況
下
で
、
協
会
は
地
元
自

治
体
や
宿
泊
業
者
と
連
携
し
、「
安
心
・
安
全
・

癒
し
」の
訴
求
を
中
心
と
し
た
情
報
発
信
へ
と

方
針
転
換
を
図
っ
た
。
同
時
に
、
観
光
庁
の

補
助
金
や
広
域
観
光
圏
事
業
も
活
用
し
、
近

隣
地
域
と
の
広
域
周
遊
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。

　2
0
1
5
年
以
降
は
、
L
C
C
の
拡
充
や

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
と
い
っ
た
観
光

環
境
の
構
造
変
化
を
受
け
、
セ
ン
ト
レ
ア
や

中
部
圏
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
連
携
を
強
化
。
中
国
語
・
英
語
で

の
対
応
の
拡
充
、
翻
訳
ア
プ
リ
の
導
入
支
援
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
整

備
な
ど
、
多
言
語
対
応
を
含
む
情
報
基
盤
の

整
備
を
進
め
た
。

　ま
た
、
2
0
2
0
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
感
染
対
策
情
報
の
発
信
に
加
え
、
G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
地
域
共
通
ク
ー
ポ

ン
に
即
応
す
る
形
で
、
O
T
A
各
社
と
連
携

し
、
電
子
ク
ー
ポ
ン
の
即
時
発
行
や
対
象
施

設
一
覧
の
整
理
を
進
め
た
。
加
え
て
、
地
域

の
小
売
・
飲
食
店
と
連
動
し
た
割
引
施
策
も

展
開
し
、
観
光
客
の〝
安
心
し
て
使
え
る
街
〞

と
い
う
印
象
づ
く
り
に
成
功
し
た
。

　こ
れ
ら
の
対
応
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き

は
、
外
部
と
の
協
働
が
単
な
る
「
受
動
的
な

対
応
」
で
は
な
く
、
地
域
の
強
み
と
合
致
す

る
形
で「
能
動
的
に
取
り
込
む
」姿
勢
を
持
っ

て
い
た
点
で
あ
る
。
観
光
協
会
が
ハ
ブ
と

な
っ
て
行
政
・
民
間
・
住
民
を
つ
な
ぐ
中
間

支
援
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
多
様
な

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
共
に
動
け
る
「
観
光
地
経
営

体
制
」
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

　こ
の
よ
う
な
外
部
環
境
と
の
協
働
の
蓄
積

は
、
地
域
の
対
応
力
そ
の
も
の
を
高
め
、
変

化
が
常
態
化
す
る
時
代
に
お
け
る
「
し
な
や

か
な
観
光
地
経
営
」
の
実
践
と
し
て
他
地
域

で
も
学
ぶ
べ
き
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
　下
呂
温
泉
観
光
協
会
が
長
年
に
わ
た
っ
て

実
践
し
て
き
た
デ
ー
タ
活
用
と
P
D
C
A
の

取
り
組
み
は
、
個
別
施
策
の
巧
拙
を
超
え
、

観
光
地
経
営
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
変
化
を

も
た
ら
し
て
き
た
。
こ
れ
は
今
後
、
人
口
減

少
・
気
候
変
動
・
社
会
構
造
の
転
換
が
進
む

中
で
、
地
域
が
自
ら
の
価
値
を
見
出
し
、
磨

き
、
伝
え
続
け
る
た
め
の
「
し
な
や
か
な
経

営
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
全
国
の
観
光
地
に
多

く
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　ま
ず
、今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
る
の
は「
構

造
変
化
に
即
応
す
る
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
の

強
化
」
で
あ
る
。
観
光
客
の
動
向
は
、
年
齢

や
地
域
に
よ
り
異
な
る
ど
こ
ろ
か
、
同
一
人

物
で
あ
っ
て
も
旅
行
目
的
に
よ
り
ニ
ー
ズ
が

変
化
す
る
。
そ
の
た
め
、
固
定
化
さ
れ
た「
典

型
的
旅
行
者
像
」
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
変
化
す
る
行
動
や
感
情
を
読
み
取
る
力

が
問
わ
れ
る
。
観
光
地
と
し
て
も
、
デ
ー
タ

を
取
得
・
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、「
読

み
解
く
」「
翻
訳
す
る
」「
行
動
に
移
す
」
と

い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。

　ま
た
、
観
光
協
会
や
D
M
O
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
、「
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
」
か
ら
「
地

域
全
体
の
意
思
決
定
支
援
機
関
」
へ
と
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
地
域
住
民
、
事
業
者
、
行
政

と
の
中
間
支
援
的
な
立
ち
位
置
を
活
か
し
、

情
報
と
感
性
の
ハ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
デ
ー
タ
に
裏
付

け
ら
れ
た
説
得
力
と
、
地
域
固
有
の
価
値
を

発
信
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
力
の
両

立
が
鍵
と
な
る
。

　さ
ら
に
、
持
続
可
能
性
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
）
と
い
う
観
点
か
ら
は
、「
短
期
的
集

客
の
最
大
化
」
か
ら
「
長
期
的
価
値
の
最
大

化
」
へ
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
・
文
化
・

暮
ら
し
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
、
観
光
地

と
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
る
。
た
と
え
ば
、

再
訪
者
と
の
関
係
性
強
化
、
観
光
客
の
地
域

参
画
（
体
験
・
交
流
型
コ
ン
テ
ン
ツ
）、
地

元
人
材
の
育
成
と
定
着
な
ど
が
中
長
期
的
な

テ
ー
マ
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
実
践
は
、
地
域
が

デ
ー
タ
を
通
じ
て
「
自
ら
を
見
つ
め
直
し
、

よ
り
よ
い
未
来
を
選
び
取
る
」
力
を
蓄
え
て

き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
こ
そ

が
、
変
化
の
時
代
に
お
け
る
観
光
地
経
営
の

本
質
的
な
競
争
力
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
応
し
た
宿

泊
プ
ラ
ン
や
ク
ー
ポ
ン
の
提
供
を
迅
速
に

実
施
。

〇
即
時
予
約
・
直
前
予
約
へ
の
対
応
：
宿

泊
施
設
の
予
約
可
能
期
限
を
延
長
し
、
当

日
予
約
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
、
直
前
予

約
の
需
要
を
取
り
込
む
体
制
を
整
備
し
た
。

〇
地
域
限
定
プ
ラ
ン
の
造
成
：
愛
知
県
民

向
け
の
特
典
付
き
プ
ラ
ン
な
ど
、
特
定
地

域
を
対
象
と
し
た
割
引
プ
ラ
ン
を
造
成

し
、特
定
地
域
か
ら
の
誘
客
を
強
化
し
た
。

課
題
：

〇
需
要
の
平
準
化
：
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
に
予
約
が
集
中
し
た
た
め
、
特
定
の
時

期
に
需
要
が
偏
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

〇
地
域
内
消
費
の
促
進
：
宿
泊
以
外
の
地

域
内
消
費
を
ど
の
よ
う
に
促
進
す
る
か
が

課
題
と
な
っ
た
。

　2
0
1
1
年
以
降
、
下
呂
温
泉
観
光
協

会
は
観
光
客
の
動
向
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
把
握
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
則
っ

た
施
策
展
開
を
続
け
て
き
た
。
特
に
「
P

（
P
l
a
n
：
計
画
）」「
D
（
D
o
：
実
行
）」

「
A
（
A
c
t
：
改
善
）」
の
3
段
階
に
お
け

る
変
化
と
積
み
重
ね
が
、
継
続
的
な
観
光

地
の
活
性
化
を
支
え
て
い
る
。

　協
会
で
は
毎
年
、
社
会
環
境
や
観
光
客
の

動
向
を
踏
ま
え
て
「
誰
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

何
を
重
視
す
る
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
設
定

し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
震
災
直
後
の

2
0
1
1
〜
2
0
1
3
年
は〝
安
心
・
安
全
〞

を
訴
求
軸
に
、
団
体
客
の
回
復
と
地
域
の
信

頼
再
構
築
を
狙
っ
た
。
2
0
1
6
年
頃
か
ら

は「
若
年
層
誘
客
」や「
平
日
稼
働
率
の
向
上
」

が
課
題
と
な
り
、
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
観

光
資
源
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
が
重
視
さ
れ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
2
0
2
0
年
以
降
は

「
密
を
避
け
た
個
人
旅
行
」「
東
海
圏
か
ら
の

マ
イ
カ
ー
来
訪
者
」
が
中
心
と
な
り
、
露
天

風
呂
め
ぐ
り
や
分
散
型
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
、時
勢
に
合
っ
た
テ
ー
マ
が
立
て
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
年
間
方
針
は
、
観
光
庁
の
統
計
や

自
前
の
宿
泊
者
デ
ー
タ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
も
と
に
設
定
さ
れ
る
。

　計
画
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、
紙
媒
体
、
デ
ジ

タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
、
施
設

連
携
な
ど
多
様
な
手
段
で
具
現
化
さ
れ
た
。

若
年
層
向
け
に
はIn

stagram

投
稿
を
促

す「
下
呂
に
恋
す
る
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
」や
、「
ご

当
地
ス
イ
ー
ツ
マ
ッ
プ
」な
ど
が
展
開
さ
れ
、

実
際
に
回
遊
行
動
や
滞
在
時
間
の
延
伸
が
観

察
さ
れ
た
。

　ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
宿
泊
予
約
の
動

向
に
応
じ
て
、
O
T
A
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
や

限
定
ク
ー
ポ
ン
配
布
を
柔
軟
に
実
施
。

2
0
2
0
年
の
G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
期
間

中
に
は
、
従
来
と
は
異
な
る
層
（
都
市
圏
の

テ
レ
ワ
ー
ク
層
な
ど
）
に
対
応
し
た
プ
ラ
ン

や
情
報
発
信
を
短
期
間
で
用
意
し
、
一
定
の

成
果
を
あ
げ
た
。

　実
行
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
協
会
単
独
で
は
な

く
、
宿
泊
業
者
・
商
店
街
・
交
通
事
業
者
な

ど
と
の
協
働
が
重
視
さ
れ
、
現
場
の
即
応
性

が
確
保
さ
れ
て
い
た
点
が
特
筆
に
値
す
る
。

　施
策
実
施
後
に
は
、
W
e
b
ア
ク
セ
ス
解

析
、
位
置
情
報
の
回
遊
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
S
N
S
投
稿
数
の
変
化
な
ど
、
多
角

的
な
観
点
か
ら
効
果
を
評
価
。
た
と
え
ば
、

あ
る
年
に
実
施
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

応
募
者
の
半
数
が
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
再
訪
誘
導
の
成
果
が
確
認
さ
れ
、
翌

年
度
の
施
策
に
リ
ピ
ー
タ
ー
限
定
の
特
典
企

画
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　ま
た
、「
平
日
誘
客
」
が
テ
ー
マ
だ
っ
た

年
に
、
施
設
の
稼
働
率
は
上
が
っ
た
も
の
の

滞
在
単
価
が
下
が
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、「
質

的
な
誘
客
」
を
次
の
テ
ー
マ
と
し
、
コ
ン
テ

ン
ツ
改
善
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
再
設
定
が
行
わ

れ
た
。
こ
う
し
た
評
価
↓
改
善
の
サ
イ
ク
ル

は
、
単
年
度
の
施
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
下
呂

温
泉
全
体
の
観
光
戦
略
の〝
骨
格
〞を
形
づ
く

る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
下
呂
温
泉
で
は
デ
ー
タ
を

活
用
し
な
が
ら
、
P
l
a
n
・
D
o
・
A
c
t

を
回
し
続
け
る
こ
と
で
、
観
光
地
と
し
て
の

価
値
と
柔
軟
性
を
同
時
に
高
め
て
き
た
。
こ

れ
は
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
P
D
C
A
の

●
交
通
イ
ン
フ
ラ
事
故
・
災
害
に
よ
る
動
線

の
変
化

（
関
越
道
事
故
、
熊
本
地
震
な
ど
）

　2
0
1
2
年
4
月
に
発
生
し
た
関
越
道

に
お
け
る
バ
ス
事
故
は
、
減
少
し
つ
つ

あ
っ
た
団
体
需
要
の
減
少
傾
向
に
さ
ら
に

拍
車
を
か
け
る
結
果
（
と
り
わ
け
関
東
方

面
か
ら
の
団
体
）
と
な
り
、
下
呂
温
泉
へ

の
団
体
客
も
翌
月
か
ら
11
月
ま
で
事
故
前

後
で
11
・
5
％
減
少
し
た
。

　ま
た
、
同
様
の
変
化
は
2
0
1
8
年
7

月
豪
雨
（
前
年
同
月
対
比
▲
23
・
3
％
）

お
よ
び
9
月
の
台
風
21
号
（
前
年
同
月
対

比
▲
6
・
8
％
）
に
よ
る
影
響
が
下
呂
温

泉
で
も
は
っ
き
り
出
て
お
り
、
災
害
が
観

光
地
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

●
法
制
度
等
の
変
更

（
E
T
C
割
引
、
消
費
増
税
）へ
の
対
応

　2
0
1
4
年
は
消
費
税
が
5
％
↓
8
％

に
引
き
上
げ
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、

E
T
C
割
引
の
大
幅
変
更
に
よ
り
、
各
種

割
引
の
廃
止
や
減
額
に
よ
っ
て
、
自
家
用

車
に
よ
る
訪
問
客
が
減
少
し
た

（
2
0
1
4
年
4
月
は
前
年
対
比
▲
4
・

9
％
）。

●
コ
ロ
ナ
禍
と
回
復
フ
ェ
ー
ズ
：

激
減
↓
個
人
旅
行
化
・
マ
イ
カ
ー
利
用
の

急
回
復

　2
0
2
0
年
初
頭
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
下
呂
温
泉
も
例
外
な
く
一
時
的
に
急

激
な
予
約
の
減
少
を
記
録
す
る
が
、
速
や

か
か
つ
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
効
果
で
、
全
国
で
も
例
が
な
い
回
復
を

見
せ
る
（
2
0
2
0
年
10
月
に
は
自
家
用

車
利
用
者
が
前
年
度
超
え
）。

●
初
期（
2
0
1
1
〜
2
0
1
5
）：

宿
泊
者
数
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
数
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
大
学
と
の
連
携
調
査

　相
次
ぐ
天
災
や
社
会
環
境
、
経
済
環
境

の
変
化
が
著
し
い
期
間
だ
っ
た
こ
と
で
、

団
体
↓
個
人
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
、
若
者
の

需
要
の
取
り
込
み
の
必
要
性
な
ど
の
高
ま

り
か
ら
O
T
A
予
約
の
情
報
取
得
や
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
大
学
と

の
連
携
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
、
デ
ー
タ

収
集
を
行
っ
た
。

●
中
期（
2
0
1
6
〜
2
0
1
9
）：

G
oogle A

nalytics

、
交
通
系
I
C
デ
ー

タ
、
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用

　D
M
O
と
し
て
本
格
的
な
法
人
化
を
行

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
旅
行
向
け
の
施
策

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
や
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
だ
。

●
後
期（
2
0
2
0
〜
現
在
）：

ア
ク
セ
ス
元（
ス
マ
ホ
）分
析
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
デ
ー
タ
分
析
、
世
代
別
・
エ
リ
ア
別
行

動
傾
向
の
検
証
、
宿
泊
デ
ー
タ
活
用

　コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
り
、
社

会
的
に
は
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
。

観
光
庁
主
導
の
宿
泊
デ
ー
タ
収
集
シ
ス
テ

ム
や
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
居
住
地

を
中
心
と
し
た
顧
客
の
属
性
の
精
緻
な

デ
ー
タ
を
取
得
し
、
ま
た
国
内
O
T
A
と

の
連
携
に
よ
る
送
客
を
実
現
し
た
。

●
事
例
：

若
者
向
け
「
下
呂
に
恋
す
る
フ
ォ
ト
ラ

リ
ー
」
の
効
果
測
定
と
改
善

成
果
：
S
N
S
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
特
に
20
代
か
ら
30
代
の
若
年

層
の
来
訪
が
増
加
し
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
が

延
び
、
地
域
内
の
飲
食
店
や
土
産
物
店
の

利
用
が
増
加
。

課
題
：
S
N
S
を
活
用
す
る
若
年
層
に

偏
っ
た
参
加
者
構
成
と
な
り
、
他
の
年
代

層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
課
題
に
な
っ
た
。

投
稿
さ
れ
た
写
真
の
質
や
内
容
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
統
一
感
の
あ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
難
し
い
面
が
出
た
。

●
事
例
：

G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
施
策
へ
の
柔
軟
な

対
応
（
O
T
A
で
の
ク
ー
ポ
ン
配
布
）

成
果
：

〇
O
T
A
と
の
連
携
強
化
：
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
や
じ
ゃ
ら
ん
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行

代
理
店
（
O
T
A
）
と
連
携
し
、
G
o 

T
o 

　観
光
地
経
営
に
お
け
る
施
策
は
効
果
検
証

に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
の
「
C
（
評
価
・
検
証
）」
が
お
ろ
そ
か
に

な
り
が
ち
だ
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
資
源（
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
）
を
最
大
限
に
活
用
し
、

厳
し
い
競
争
環
境
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、

ま
さ
に
こ
の「
C
」か
ら「
A（
改
善
・
実
行
）」

へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
客
観
的
な
検
証
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　観
光
地
は
、
自
然
災
害
、
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
）、
国
内
の
人
口
減
少
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
の
急
増
や
急
減
と
い
っ
た
社
会
環
境

の
激
し
い
変
化
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
不
確
実
性
の
高
い
状
況
下
に
お

い
て
は
、
勘
や
経
験
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
収
集
・
分
析
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
現
状
を
正
確
に
把
握
し
、
戦
略
的
な
意
思

決
定
を
行
う
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
を
実
現
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
で
は
、
10
年
以
上
に

わ
た
り
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
状
況
に
応
じ
て

計
画
・
施
策
を
改
善
し
て
き
た
。（
表
①
参
照
）

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
他
の
観
光
地
に

と
っ
て
も
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。こ
の
事
例
を
深
掘
り
す
る
こ
と
で
、

観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
具
体

的
な
意
義
が
見
え
て
く
る
。

●
東
日
本
大
震
災
の
イ
ン
パ
ク
ト
（
宿
泊
者

数
の
急
減
、
初
の
本
格
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
）　下

呂
温
泉
観
光
協
会
に
と
っ
て
も
東
日

本
大
震
災
は
、
大
き
な
爪
痕
を
残
す
天
災

だ
っ
た
。
2
0
1
1
年
4
月
の
宿
泊
者
数

は
前
年
比
13
・
6
％
の
減
少
。
こ
の
震
災

の
影
響
に
よ
っ
て
、
下
呂
温
泉
と
し
て

も
本
格
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。

5
．外
部
環
境
と
の

対
応
と
協
働
：

柔
軟
性
と
共
創
に
よ
る

地
域
力
の
維
持

6
．デ
ー
タ
と

協
働
を
基
盤
と
し
た

「
持
続
可
能
な

観
光
地
経
営
」へ

4
．下
呂
温
泉
に
お
け
る

P
D
C
A
の
実
践
：

施
策
の
変
遷
と

実
行
プ
ロ
セ
ス

P
l
a
n（
計
画
）：

年
次
ご
と
の
重
点
テ
ー
マ

設
計

（
1
） 

D
o（
実
行
）：

柔
軟
な
施
策
展
開
と

現
場
連
携

（
2
） 

A
c
t（
改
善
）：

デ
ー
タ
に
基
づ
く
評
価
と

翌
年
へ
の
反
映

（
3
） 

〈
取
材
協
力
〉
瀧 

康
洋

（
下
呂
温
泉
観
光
協
会
会
長
）

データで進化する観光地経営～下呂・倶知安の挑戦…❶ 下呂温泉2
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「
持
続
的
進
化
モ
デ
ル
」
と
し
て
他
地
域
に
も

大
き
な
示
唆
を
与
え
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
取
り
組
み
の
特
徴

の
一
つ
は
、
急
激
に
変
化
す
る
外
部
環
境
に

対
し
、
柔
軟
か
つ
主
体
的
に
対
応
し
て
き
た

点
に
あ
る
。
自
然
災
害
、
制
度
変
更
、
コ
ロ

ナ
禍
と
い
っ
た
突
発
的
な
外
的
要
因
に
対
し

て
も
、
行
政
や
交
通
事
業
者
、
民
間
O
T
A

と
の
連
携
を
通
じ
て
、
現
場
主
導
で
の
戦
略

転
換
を
実
現
し
て
き
た
。

　た
と
え
ば
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震

災
直
後
は
観
光
需
要
が
急
減
し
、
従
来
の
団

体
旅
行
中
心
の
モ
デ
ル
が
機
能
し
づ
ら
く

な
っ
た
。
こ
の
状
況
下
で
、
協
会
は
地
元
自

治
体
や
宿
泊
業
者
と
連
携
し
、「
安
心
・
安
全
・

癒
し
」の
訴
求
を
中
心
と
し
た
情
報
発
信
へ
と

方
針
転
換
を
図
っ
た
。
同
時
に
、
観
光
庁
の

補
助
金
や
広
域
観
光
圏
事
業
も
活
用
し
、
近

隣
地
域
と
の
広
域
周
遊
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。

　2
0
1
5
年
以
降
は
、
L
C
C
の
拡
充
や

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
と
い
っ
た
観
光

環
境
の
構
造
変
化
を
受
け
、
セ
ン
ト
レ
ア
や

中
部
圏
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
連
携
を
強
化
。
中
国
語
・
英
語
で

の
対
応
の
拡
充
、
翻
訳
ア
プ
リ
の
導
入
支
援
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
整

備
な
ど
、
多
言
語
対
応
を
含
む
情
報
基
盤
の

整
備
を
進
め
た
。

　ま
た
、
2
0
2
0
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
感
染
対
策
情
報
の
発
信
に
加
え
、
G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
事
業
や
地
域
共
通
ク
ー
ポ

ン
に
即
応
す
る
形
で
、
O
T
A
各
社
と
連
携

し
、
電
子
ク
ー
ポ
ン
の
即
時
発
行
や
対
象
施

設
一
覧
の
整
理
を
進
め
た
。
加
え
て
、
地
域

の
小
売
・
飲
食
店
と
連
動
し
た
割
引
施
策
も

展
開
し
、
観
光
客
の〝
安
心
し
て
使
え
る
街
〞

と
い
う
印
象
づ
く
り
に
成
功
し
た
。

　こ
れ
ら
の
対
応
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き

は
、
外
部
と
の
協
働
が
単
な
る
「
受
動
的
な

対
応
」
で
は
な
く
、
地
域
の
強
み
と
合
致
す

る
形
で「
能
動
的
に
取
り
込
む
」姿
勢
を
持
っ

て
い
た
点
で
あ
る
。
観
光
協
会
が
ハ
ブ
と

な
っ
て
行
政
・
民
間
・
住
民
を
つ
な
ぐ
中
間

支
援
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
多
様
な

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
共
に
動
け
る
「
観
光
地
経
営

体
制
」
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

　こ
の
よ
う
な
外
部
環
境
と
の
協
働
の
蓄
積

は
、
地
域
の
対
応
力
そ
の
も
の
を
高
め
、
変

化
が
常
態
化
す
る
時
代
に
お
け
る
「
し
な
や

か
な
観
光
地
経
営
」
の
実
践
と
し
て
他
地
域

で
も
学
ぶ
べ
き
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
　下
呂
温
泉
観
光
協
会
が
長
年
に
わ
た
っ
て

実
践
し
て
き
た
デ
ー
タ
活
用
と
P
D
C
A
の

取
り
組
み
は
、
個
別
施
策
の
巧
拙
を
超
え
、

観
光
地
経
営
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
変
化
を

も
た
ら
し
て
き
た
。
こ
れ
は
今
後
、
人
口
減

少
・
気
候
変
動
・
社
会
構
造
の
転
換
が
進
む

中
で
、
地
域
が
自
ら
の
価
値
を
見
出
し
、
磨

き
、
伝
え
続
け
る
た
め
の
「
し
な
や
か
な
観

光
地
経
営
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
全
国
の
観
光

地
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　ま
ず
、今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
る
の
は「
構

造
変
化
に
即
応
す
る
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
の

強
化
」
で
あ
る
。
観
光
客
の
動
向
は
、
年
齢

や
地
域
に
よ
り
異
な
る
ど
こ
ろ
か
、
同
一
人

物
で
あ
っ
て
も
旅
行
目
的
に
よ
り
ニ
ー
ズ
が

変
化
す
る
。
そ
の
た
め
、
固
定
化
さ
れ
た「
典

型
的
旅
行
者
像
」
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
変
化
す
る
行
動
や
感
情
を
読
み
取
る
力

が
問
わ
れ
る
。
観
光
地
と
し
て
も
、
デ
ー
タ

を
取
得
・
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、「
読

み
解
く
」「
翻
訳
す
る
」「
行
動
に
移
す
」
と

い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。

　ま
た
、
観
光
協
会
や
D
M
O
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
、「
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
」
か
ら
「
地

域
全
体
の
意
思
決
定
支
援
機
関
」
へ
と
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
地
域
住
民
、
事
業
者
、
行
政

と
の
中
間
支
援
的
な
立
ち
位
置
を
活
か
し
、

情
報
と
感
性
の
ハ
ブ
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
デ
ー
タ
に
裏
付

け
ら
れ
た
説
得
力
と
、
地
域
固
有
の
価
値
を

発
信
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
力
の
両

立
が
鍵
と
な
る
。

　さ
ら
に
、
持
続
可
能
性
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
）
と
い
う
観
点
か
ら
は
、「
短
期
的
集

客
の
最
大
化
」
か
ら
「
長
期
的
価
値
の
最
大

化
」
へ
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
に

よ
る
経
済
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
・
文
化
・

暮
ら
し
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
、
観
光
地

と
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
実
践
は
、
地
域
が

デ
ー
タ
を
通
じ
て
「
自
ら
を
見
つ
め
直
し
、

よ
り
よ
い
未
来
を
選
び
取
る
」
力
を
蓄
え
て

き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
こ
そ

が
、
変
化
の
時
代
に
お
け
る
観
光
地
経
営
の

本
質
的
な
競
争
力
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

〈
取
材
協
力
〉
瀧 

康
洋

（
下
呂
温
泉
観
光
協
会
会
長
）

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
応
し
た
宿

泊
プ
ラ
ン
や
ク
ー
ポ
ン
の
提
供
を
迅
速
に

実
施
。

〇
即
時
予
約
・
直
前
予
約
へ
の
対
応
：
宿

泊
施
設
の
予
約
可
能
期
限
を
延
長
し
、
当

日
予
約
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
、
直
前
予

約
の
需
要
を
取
り
込
む
体
制
を
整
備
し
た
。

〇
地
域
限
定
プ
ラ
ン
の
造
成
：
愛
知
県
民

向
け
の
特
典
付
き
プ
ラ
ン
な
ど
、
特
定
地

域
を
対
象
と
し
た
割
引
プ
ラ
ン
を
造
成

し
、特
定
地
域
か
ら
の
誘
客
を
強
化
し
た
。

課
題
：

〇
需
要
の
平
準
化
：
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
に
予
約
が
集
中
し
た
た
め
、
特
定
の
時

期
に
需
要
が
偏
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

〇
地
域
内
消
費
の
促
進
：
宿
泊
以
外
の
地

域
内
消
費
を
ど
の
よ
う
に
促
進
す
る
か
が

課
題
と
な
っ
た
。

　2
0
1
1
年
以
降
、
下
呂
温
泉
観
光
協

会
は
観
光
客
の
動
向
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
把
握
し
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
則
っ

た
施
策
展
開
を
続
け
て
き
た
。
特
に
「
P

（
P
l
a
n
：
計
画
）」「
D
（
D
o
：
実
行
）」

「
A
（
A
c
t
：
改
善
）」
の
3
段
階
に
お
け

る
変
化
と
積
み
重
ね
が
、
継
続
的
な
観
光

地
の
活
性
化
を
支
え
て
い
る
。

　協
会
で
は
毎
年
、
社
会
環
境
や
観
光
客
の

動
向
を
踏
ま
え
て
「
誰
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

何
を
重
視
す
る
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
設
定

し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
震
災
直
後
の

2
0
1
1
〜
2
0
1
3
年
は〝
安
心
・
安
全
〞

を
訴
求
軸
に
、
団
体
客
の
回
復
と
地
域
の
信

頼
再
構
築
を
狙
っ
た
。
2
0
1
6
年
頃
か
ら

は「
若
年
層
誘
客
」や「
平
日
稼
働
率
の
向
上
」

が
課
題
と
な
り
、
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
観

光
資
源
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
が
重
視
さ
れ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
2
0
2
0
年
以
降
は

「
密
を
避
け
た
個
人
旅
行
」「
東
海
圏
か
ら
の

マ
イ
カ
ー
来
訪
者
」
が
中
心
と
な
り
、
露
天

風
呂
め
ぐ
り
や
分
散
型
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
、時
勢
に
合
っ
た
テ
ー
マ
が
立
て
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
年
間
方
針
は
、
観
光
庁
の
統
計
や

自
前
の
宿
泊
者
デ
ー
タ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
も
と
に
設
定
さ
れ
る
。

　計
画
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、
紙
媒
体
、
デ
ジ

タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
、
施
設

連
携
な
ど
多
様
な
手
段
で
具
現
化
さ
れ
た
。

若
年
層
向
け
に
はIn

stagram

投
稿
を
促

す「
下
呂
に
恋
す
る
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
」や
、「
ご

当
地
ス
イ
ー
ツ
マ
ッ
プ
」な
ど
が
展
開
さ
れ
、

実
際
に
回
遊
行
動
や
滞
在
時
間
の
延
伸
が
観

察
さ
れ
た
。

　ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
宿
泊
予
約
の
動

向
に
応
じ
て
、
O
T
A
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
や

限
定
ク
ー
ポ
ン
配
布
を
柔
軟
に
実
施
。

2
0
2
0
年
の
G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
期
間

中
に
は
、
従
来
と
は
異
な
る
層
（
都
市
圏
の

テ
レ
ワ
ー
ク
層
な
ど
）
に
対
応
し
た
プ
ラ
ン

や
情
報
発
信
を
短
期
間
で
用
意
し
、
一
定
の

成
果
を
あ
げ
た
。

　実
行
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
協
会
単
独
で
は
な

く
、
宿
泊
業
者
・
商
店
街
・
交
通
事
業
者
な

ど
と
の
協
働
が
重
視
さ
れ
、
現
場
の
即
応
性

が
確
保
さ
れ
て
い
た
点
が
特
筆
に
値
す
る
。

　施
策
実
施
後
に
は
、
W
e
b
ア
ク
セ
ス
解

析
、
位
置
情
報
の
回
遊
分
析
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
S
N
S
投
稿
数
の
変
化
な
ど
、
多
角

的
な
観
点
か
ら
効
果
を
評
価
。
た
と
え
ば
、

あ
る
年
に
実
施
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

応
募
者
の
半
数
が
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
再
訪
誘
導
の
成
果
が
確
認
さ
れ
、
翌

年
度
の
施
策
に
リ
ピ
ー
タ
ー
限
定
の
特
典
企

画
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　ま
た
、「
平
日
誘
客
」
が
テ
ー
マ
だ
っ
た

年
に
、
施
設
の
稼
働
率
は
上
が
っ
た
も
の
の

滞
在
単
価
が
下
が
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、「
質

的
な
誘
客
」
を
次
の
テ
ー
マ
と
し
、
コ
ン
テ

ン
ツ
改
善
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
再
設
定
が
行
わ

れ
た
。
こ
う
し
た
評
価
↓
改
善
の
サ
イ
ク
ル

は
、
単
年
度
の
施
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
下
呂

温
泉
全
体
の
観
光
戦
略
の〝
骨
格
〞を
形
づ
く

る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
下
呂
温
泉
で
は
デ
ー
タ
を

活
用
し
な
が
ら
、
P
l
a
n
・
D
o
・
A
c
t

を
回
し
続
け
る
こ
と
で
、
観
光
地
と
し
て
の

価
値
と
柔
軟
性
を
同
時
に
高
め
て
き
た
。
こ

れ
は
、
観
光
地
経
営
に
お
け
る
P
D
C
A
の

●
交
通
イ
ン
フ
ラ
事
故
・
災
害
に
よ
る
動
線

の
変
化

（
関
越
道
事
故
、
熊
本
地
震
な
ど
）

　2
0
1
2
年
4
月
に
発
生
し
た
関
越
道

に
お
け
る
バ
ス
事
故
は
、
減
少
し
つ
つ

あ
っ
た
団
体
需
要
の
減
少
傾
向
に
さ
ら
に

拍
車
を
か
け
る
結
果
（
と
り
わ
け
関
東
方

面
か
ら
の
団
体
）
と
な
り
、
下
呂
温
泉
へ

の
団
体
客
も
翌
月
か
ら
11
月
ま
で
事
故
前

後
で
11
・
5
％
減
少
し
た
。

　ま
た
、
同
様
の
変
化
は
2
0
1
8
年
7

月
豪
雨
（
前
年
同
月
対
比
▲
23
・
3
％
）

お
よ
び
9
月
の
台
風
21
号
（
前
年
同
月
対

比
▲
6
・
8
％
）
に
よ
る
影
響
が
下
呂
温

泉
で
も
は
っ
き
り
出
て
お
り
、
災
害
が
観

光
地
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

●
法
制
度
等
の
変
更

（
E
T
C
割
引
、
消
費
増
税
）へ
の
対
応

　2
0
1
4
年
は
消
費
税
が
5
％
↓
8
％

に
引
き
上
げ
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、

E
T
C
割
引
の
大
幅
変
更
に
よ
り
、
各
種

割
引
の
廃
止
や
減
額
に
よ
っ
て
、
自
家
用

車
に
よ
る
訪
問
客
が
減
少
し
た

（
2
0
1
4
年
4
月
は
前
年
対
比
▲
4
・

9
％
）。

●
コ
ロ
ナ
禍
と
回
復
フ
ェ
ー
ズ
：

激
減
↓
個
人
旅
行
化
・
マ
イ
カ
ー
利
用
の

急
回
復

　2
0
2
0
年
初
頭
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
下
呂
温
泉
も
例
外
な
く
一
時
的
に
急

激
な
予
約
の
減
少
を
記
録
す
る
が
、
速
や

か
か
つ
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
効
果
で
、
全
国
で
も
例
が
な
い
回
復
を

見
せ
る
（
2
0
2
0
年
10
月
に
は
自
家
用

車
利
用
者
が
前
年
度
超
え
）。

●
初
期（
2
0
1
1
〜
2
0
1
5
）：

宿
泊
者
数
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
数
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
大
学
と
の
連
携
調
査

　相
次
ぐ
天
災
や
社
会
環
境
、
経
済
環
境

の
変
化
が
著
し
い
期
間
だ
っ
た
こ
と
で
、

団
体
↓
個
人
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
、
若
者
の

需
要
の
取
り
込
み
の
必
要
性
な
ど
の
高
ま

り
か
ら
O
T
A
予
約
の
情
報
取
得
や
イ
ベ

ン
ト
参
加
数
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
大
学
と

の
連
携
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
、
デ
ー
タ

収
集
を
行
っ
た
。

●
中
期（
2
0
1
6
〜
2
0
1
9
）：

G
oogle A

nalytics

、
交
通
系
I
C
デ
ー

タ
、
観
光
客
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用

　D
M
O
と
し
て
本
格
的
な
法
人
化
を
行

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
旅
行
向
け
の
施
策

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
や
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
だ
。

●
後
期（
2
0
2
0
〜
現
在
）：

ア
ク
セ
ス
元（
ス
マ
ホ
）分
析
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
デ
ー
タ
分
析
、
世
代
別
・
エ
リ
ア
別
行

動
傾
向
の
検
証
、
宿
泊
デ
ー
タ
活
用

　コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
り
、
社

会
的
に
は
急
激
な
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
。

観
光
庁
主
導
の
宿
泊
デ
ー
タ
収
集
シ
ス
テ

ム
や
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
居
住
地

を
中
心
と
し
た
顧
客
の
属
性
の
精
緻
な

デ
ー
タ
を
取
得
し
、
ま
た
国
内
O
T
A
と

の
連
携
に
よ
る
送
客
を
実
現
し
た
。

●
事
例
：

若
者
向
け
「
下
呂
に
恋
す
る
フ
ォ
ト
ラ

リ
ー
」
の
効
果
測
定
と
改
善

成
果
：
S
N
S
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
、
特
に
20
代
か
ら
30
代
の
若
年

層
の
来
訪
が
増
加
し
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
が

延
び
、
地
域
内
の
飲
食
店
や
土
産
物
店
の

利
用
が
増
加
。

課
題
：
S
N
S
を
活
用
す
る
若
年
層
に

偏
っ
た
参
加
者
構
成
と
な
り
、
他
の
年
代

層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
課
題
に
な
っ
た
。

投
稿
さ
れ
た
写
真
の
質
や
内
容
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
統
一
感
の
あ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
難
し
い
面
が
出
た
。

●
事
例
：

G
o 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
施
策
へ
の
柔
軟
な

対
応
（
O
T
A
で
の
ク
ー
ポ
ン
配
布
）

成
果
：

〇
O
T
A
と
の
連
携
強
化
：
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
や
じ
ゃ
ら
ん
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行

代
理
店
（
O
T
A
）
と
連
携
し
、
G
o 

T
o 

　観
光
地
経
営
に
お
け
る
施
策
は
効
果
検
証

に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
の
「
C
（
評
価
・
検
証
）」
が
お
ろ
そ
か
に

な
り
が
ち
だ
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
資
源（
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
）
を
最
大
限
に
活
用
し
、

厳
し
い
競
争
環
境
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、

ま
さ
に
こ
の「
C
」か
ら「
A（
改
善
・
実
行
）」

へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
客
観
的
な
検
証
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　観
光
地
は
、
自
然
災
害
、
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
）、
国
内
の
人
口
減
少
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
の
急
増
や
急
減
と
い
っ
た
社
会
環
境

の
激
し
い
変
化
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
不
確
実
性
の
高
い
状
況
下
に
お

い
て
は
、
勘
や
経
験
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
収
集
・
分
析
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
現
状
を
正
確
に
把
握
し
、
戦
略
的
な
意
思

決
定
を
行
う
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
観
光
地

経
営
を
実
現
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
。

　下
呂
温
泉
観
光
協
会
で
は
、
10
年
以
上
に

わ
た
り
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
状
況
に
応
じ
て

計
画
・
施
策
を
改
善
し
て
き
た
。（
表
①
参
照
）

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
他
の
観
光
地
に

と
っ
て
も
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。こ
の
事
例
を
深
掘
り
す
る
こ
と
で
、

観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
具
体

的
な
意
義
が
見
え
て
く
る
。

●
東
日
本
大
震
災
の
イ
ン
パ
ク
ト
（
宿
泊
者

数
の
急
減
、
初
の
本
格
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
）　下

呂
温
泉
観
光
協
会
に
と
っ
て
も
東
日

本
大
震
災
は
、
大
き
な
爪
痕
を
残
す
天
災

だ
っ
た
。
2
0
1
1
年
4
月
の
宿
泊
者
数

は
前
年
比
13
・
6
％
の
減
少
。
こ
の
震
災

の
影
響
に
よ
っ
て
、
下
呂
温
泉
と
し
て

も
本
格
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。

5
．外
部
環
境
と
の

対
応
と
協
働
：

柔
軟
性
と
共
創
に
よ
る

地
域
力
の
維
持

6
．デ
ー
タ
と

協
働
を
基
盤
と
し
た

「
持
続
可
能
な

観
光
地
経
営
」へ

4
．下
呂
温
泉
に
お
け
る

P
D
C
A
の
実
践
：

施
策
の
変
遷
と

実
行
プ
ロ
セ
ス

P
l
a
n（
計
画
）：

年
次
ご
と
の
重
点
テ
ー
マ

設
計

（
1
） 

D
o（
実
行
）：

柔
軟
な
施
策
展
開
と

現
場
連
携

（
2
） 

A
c
t（
改
善
）：

デ
ー
タ
に
基
づ
く
評
価
と

翌
年
へ
の
反
映

（
3
） 
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表 1 2011年から2024年までの下呂温泉観光協会の取り組み（環境変化とデータ関連）情
を
生
む
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の

課
題
に
対
し
俱
知
安
観
光
協
会
は
、
事
業
者

が
商
品
の
価
格
に
コ
ス
ト
の
高
騰
を
反
映
さ

せ
つ
つ
も
、
地
元
住
民
は
割
引
な
ど
の
優
待

制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
方
法
を
生
み
出
し

た
。
そ
れ
が
、
2
0
2
4
年
か
ら
導
入
さ
れ

た「K
u
tch
an
 ID

+
」（
図
3
）で
あ
る
。ま
ず
、

倶
知
安
町
民
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
認
証
を
行

う
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
住
民
証
明
を
取
得
で

き
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、「K

utchan ID

+
」

に
協
力
し
て
い
る
店
舗
で
デ
ジ
タ
ル
住
民
証

明
を
提
示
す
る
か
、
W
E
B
サ
イ
ト
で
I
D

認
証
を
行
う
こ
と
で
、
割
引
な
ど
の
優
待
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
リ
フ
ト

券
や
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
飲
食
店
、
地

元
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
の
割
引
で

あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
な
り
す
ま
し
や
使
い
回
し
の
抑
止

に
つ
な
が
る
う
え
、
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
を
そ
の
都
度
提
示
す
る
際
に
比
べ
て
、

個
人
情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク
も
低
減
す
る
。

　こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
生

活
コ
ス
ト
の
上
昇
を
抑
え
な
が
ら
、
事
業
者

は
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
従
業
員
の
賃

金
ア
ッ
プ
や
地
域
へ
の
定
着
を
促
す
こ
と

で
、
さ
ら
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

つ
な
が
る
「
好
循
環
」
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、
利
用
者
は
増
え

続
け
て
お
り
、
本
稿
執
筆
時
点
の
登
録

ア
カ
ウ
ン
ト
数
は
、

倶
知
安
町
の
人
口
約

1
万
5
0
0
0
人（
約

8
0
0
0
世
帯
）に

対
し
て
、
約
1
5
0
0

に
達
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
「K

u
tch
an
 ID

+
」
の
基

盤
は
、
他
の
地
域
還
元
施
策
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
町
民
限
定
で
1
万
円
分

の
飲
食
チ
ケ
ッ
ト
を
5
0
0
0
円
で
購
入
で

き
る
「
マ
ジ
カ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
」（
図
4
）
と

い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
住
民
は
町
内
の
人
気
店
で
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
観
光

地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
差
額
の

5
0
0
0
円
分
は
倶
知
安
観
光
協
会
が
財
源

を
確
保
し
て
お
り
、
利
用
さ
れ
た
店
舗
に
対

し
て
支
払
わ
れ
る
。
発
売
後
10
日
程
度
で

9
0
0
枚
が
完
売
す
る
な
ど
、
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。

 

「K
utchan ID

+
」の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

観
光
客
の
動
態
デ
ー
タ
と
は
直
接
的
な
関

わ
り
が
薄
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地

域
社
会
の
持
続
性
な
く
し
て
、
観
光
地
の

持
続
的
な
発
展
は
あ
り
得
な
い
。
住
民
が

観
光
の
恩
恵
を
実
感
し
、
誇
り
を
持
て
る

地
域
で
あ
っ
て
こ
そ
、
観
光
や
観
光
産
業

に
対
す
る
理
解
や
、
観
光
客
に
対
す
る
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が

観
光
客
の
満
足
度
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
。
デ
ー
タ
は
、
そ
の
「
好
循
環
」

を
生
み
出
す
た
め
の
触
媒
と
な
り
得
る
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
観
光
D
X

の
取
り
組
み
は
、
単
に
最
新
技
術
を
導
入
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
課
題
認
識
と
、「
倶

知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
描
か

れ
た
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
と
い
う
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
出
発
し
、
様
々
な
目
的
・

視
点
か
ら
、
デ
ー
タ
活
用
の
仕
組
み
が
構
築

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
複
合
的
な
デ
ー

タ
活
用
の
有
効
性
が
見
え
て
く
る
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
情
報
に
よ
る
現
在
の
最
適
化
、
蓄
積

デ
ー
タ
に
よ
る
未
来
へ
の
対
策
、
そ
し
て
住

民
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
地
域
と
の
共
生
。

こ
れ
ら
の
異
な
る
レ
イ
ヤ
ー
の
デ
ー
タ
活
用

を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
が
可
能
に
な
る
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
取
り
組
み

は
、「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

が
描
く
2
0
3
1
年
度
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向

け
、
今
後
も
進
化
を
続
け
る
。
そ
の
挑
戦
は
、

他
の
地
域
に
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

〈
取
材
協
力
〉

鈴
木
紀
彦
（
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導
入
か
ら
4
年
以

上
が
経
過
し
、
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
分
析
の
幅
も
広
が
っ
て
き
た
。
過
去

の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
直
近
の

2
0
2
4
‐
2
5
年
の
冬
シ
ー
ズ
ン
で
は
、

年
末
年
始
後
の
一
時
的
な
落
ち
込
み
は
ほ
ぼ

解
消
さ
れ
、
冬
期
を
通
し
て
安
定
的
に
誘
客

で
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
夏
期
は
日
本
人
観
光
客
が
7
割
を
占
め

る
た
め
、
依
然
と
し
て
週
末
や
祝
日
に
利
用

が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
徐
々
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
で
、

全
体
の
底
上
げ
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
見

て
取
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
宿
泊
者
数

の
変
化
な
ど
も
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
施
策
の
効
果
測
定
や
次
年
度
計
画
の

精
度
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導

入
後
、
地
域
か
ら
は
「
直
近
の
傾
向
だ
け
で

は
な
く
、
も
っ
と
先
の
状
況
を
知
り
た
い
」

と
の
声
が
上
が
り
、新
た
に「
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
」（
図
2
）
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

P
M
S
か
ら
得
ら
れ
る
今
後
の
予
約
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
最
長
6
カ
月
先
ま
で

の
傾
向
（
前
年
比
）
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
D
M
O
の
会
員
で
あ
れ

ば
誰
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
例
え
ば
3
月
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

の
終
わ
り
が
い
つ
頃
に
な
る
か
、
あ
る
い
は

好
調
な
時
期
は
い
つ
頃
か
、
な
ど
と
い
っ
た

先
の
情
報
が
、
シ
ー
ズ
ン
開
始
前
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
時
期
に
よ
っ

て
異
な
る
国
籍
の
傾
向
（
例
え
ば
、
シ
ー
ズ

ン
初
期
は
ア
ジ
ア
系
、
1
月
頃
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
系
、
3
月
頃
は
再
び
ア
ジ
ア
系
が
増

加
す
る
な
ど
）
も
分
か
る
た
め
、
飲
食
店
な

ど
が
メ
ニ
ュ
ー
構
成
や
多
言
語
対
応
を
検
討

す
る
際
の
参
考
情
報
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、

D
M
O
が
循
環
バ
ス
の
運
行
計
画
や

M
I
C
E
誘
致
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
時
期
を

検
討
す
る
際
の
重
要
な
判
断
材
料
に
も
な
っ

て
い
る
。

　し
か
し
、
事
業
者
に
と
っ
て
自
社
の
経
営

デ
ー
タ
は
気
密
性
の
高
い
情
報
で
あ
り
、
そ

の
共
有
に
は
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
伴
う
。

事
業
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
に
、

デ
ー
タ
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
個
々

の
事
業
者
の
懸
念
に
配
慮
し
な
が
ら
信
頼
関

係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
、
仕
組
み
の
実

現
に
至
っ
て
い
る
。

　観
光
客
の
満
足
度
向
上
と
事
業
者
の
生
産

性
向
上
は
観
光
D
X
の
重
要
な
目
標
で
あ
る

が
、
倶
知
安
町
・
俱
知
安
観
光
協
会
の
挑
戦

は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、「
住
民
の

Q
O
L
を
高
め
る
環
境
」
の
整
備
も
柱
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
観
光
の
恩
恵

を
地
域
住
民
に
も
還
元
し
、
共
存
共
栄
の
関

係
を
築
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。近
年
、

国
際
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
急
速
な
発
展
を
遂
げ

る
中
で
、
特
に
物
価
の
問
題
は
地
域
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
同
エ
リ
ア
で
は
観
光
客
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
し
、
観
光
と
住
民
生
活
の
よ
り
良
い
関

係
を
築
く
た
め
の
デ
ー
タ
活
用
へ
と
舵
を
切

り
始
め
て
い
る
。

　昨
今
の
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
、
地
域
の

事
業
者
と
し
て
は
仕
入
れ
や
人
件
費
な
ど
の

コ
ス
ト
上
昇
分
を
価
格
に
反
映
さ
せ
た
い
と

い
う
意
向
が
あ
る
も
の
の
、
日
本
人
、
特
に

地
元
住
民
の
感
じ
る
適
正
価
格
に
配
慮
す
る

と
、
大
胆
な
値
上
げ
が
難
し
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
て
い
た
。
価
格
の
上
昇
は
、
外

国
人
観
光
客
に
と
っ
て
は
許
容
範
囲
で
も
、

地
元
住
民
に
と
っ
て
は
「
リ
ゾ
ー
ト
価
格
」

と
映
り
、
観
光
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

の
役
割
を
担
う
。

　そ
し
て
三
つ
目
が
、
地

域
の
事
業
者
と
地
域
住
民

双
方
の
満
足
度
を
高
め
、

持
続
可
能
な
観
光
地
経
営

を
実
現
す
る
た
め
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

リ
ゾ
ー
ト
構
想
で
は
「
住

民
Q
O
L
の
向
上
」
も
重

要
な
要
素
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
は
地
域
住

民
向
け
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「K
u
tch
an
 ID

+
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
連

携
し
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
基
盤
が
多
様
な
目

的
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

　リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
提
供
が
観
光
客
の

「
今
」
の
行
動
を
最
適
化
す
る
試
み
だ
と
す

れ
ば
、
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
、

少
し
先
の
未
来
の
予
約
状
況
を
読
み
解
く
こ

と
は
、
よ
り
戦
略
的
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ

は
、「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
お
け
る
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
観
光
政
策
の
実
現
や
、

エ
リ
ア
の
価
値
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
の

中
核
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

　従
来
は
、
行
政
が
宿
泊
事
業
者
に
対
し
て

実
施
す
る
、
半
年
に
一
度
の
統
計
調
査
が
主

な
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
即
時
性
に

欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

へ
の
活
用
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
特
に
ニ
セ

コ
エ
リ
ア
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
多
く
、

個
々
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
も
絡
む
た
め
、
エ

リ
ア
全
体
の
宿
泊
動
態
を
正
確
か
つ
迅
速
に

把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
宿
泊
施
設
は
、
自
社
の
予
約
状
況
か
ら

あ
る
程
度
は
先
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
も

の
の
、
飲
食
店
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
客
層
が

多
く
訪
れ
る
の
か
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
仕
入
れ
や
人
員
配
置
の
最
適
化

が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

2
0
2
0
年
度
の
観
光
庁
実
証
事
業
を
契
機

に「
デ
ー
タ
収
集
分
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
、
エ
リ
ア
内
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

「R
o
o
m
B
o
ss

」
な
ど
の
宿
泊
施
設
管
理
シ

ス
テ
ム
（
P
M
S
）
と
A
P
I
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
別
の
宿
泊
者
数
、
国
籍
、
宿

泊
単
価
、
客
室
稼
働
率
と
い
っ
た

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
収
集
・
蓄
積

す
る
も
の
で
あ
る
。
P
M
S
と

A
P
I
連
携
し
て
い
な
い
宿
泊
施

設
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の

P
M
S
か
ら
出
力
し
た
デ
ー
タ
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
は
匿
名
化
さ
れ
た

上
で
集
計
・
分
析
さ
れ
、ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
可
視
化
さ
れ
る
。
行
政

や
D
M
O
、
そ
し
て
デ
ー
タ
提
供

に
合
意
し
た
事
業
者
は
、
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
を
通
じ
て
エ
リ
ア
全

体
の
観
光
動
態
を
詳
細
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
は
、
極
上
の
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
世
界
中
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
魅
了
す
る
国
際
的
な
リ

ゾ
ー
ト
で
あ
る
。
近
年
は
、
夏
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
通
年
型
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
の
性
格
も
強
め
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
人
気
と
成
長
に
よ
り
、
訪
日

外
国
人
の
急
増
と
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
回
復
、

そ
れ
に
伴
う
季
節
や
曜
日
に
よ
る
需
要
の
変

動
、
地
域
住
民
の
生
活
と
の
調
和
な
ど
、
多

く
の
課
題
に
も
直
面
し
て
き
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
同
エ
リ
ア
の
倶

知
安
町
で
は
2
0
2
0
年
度
か
ら
2
0
3
1

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
そ
の
中
で

「
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」を
掲
げ
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
構
想
は
、
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）
や
デ
ー
タ
を
最
大
限
に

活
用
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
シ
ー
ム
レ
ス

で
質
の
高
い
体
験
を
、
事
業
者
に
と
っ
て
は

効
率
的
で
戦
略
的
な
経
営
を
、
そ
し
て
地
域

住
民
に
と
っ
て
は
観
光
と
の
共
存
共
栄
に
よ

る
生
活
の
質
の
向
上
（
Q
O
L
向
上
）
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
構
想
の
根
底
に
は
、
収
集
し
た
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
デ
ー
タ
を
事
業
者
側
の

生
産
性
向
上
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
繋

げ
、
最
終
的
に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
と
住

民
生
活
の
質
の
向
上
と
い
う
「
好
循
環
」
を

生
み
出
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

　本
稿
で
は
、こ
の
理
念
に
基
づ
き
、ス
マ
ー

ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
、
倶

知
安
町
と
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会

（
地
域
D
M
O
）
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い

る
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
一
連
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
観
光
D
X

は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
側
面
か
ら
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　一
つ
目
は
、
観
光
客
の
体
験
価
値
の
向
上

を
目
的
と
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供

で
あ
る
。
こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想

に
お
け
る
「
来
訪
者
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
体
験

と
、
事
業
者
と
来
訪
者
間
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
や
り
取
り
の
実
現
」
と
い
う
目
標
に
直
結

す
る
。
広
大
な
エ
リ
ア
に
点
在
す
る
ス
キ
ー

場
の
リ
フ
ト
運
行
状
況
や
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
、
飲
食
店
や
駐
車
場
の
混
雑
具
合
、

エ
リ
ア
内
を
巡
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
現
在
位

置
と
い
っ
た
情
報
は
、
観
光
客
が
限
ら
れ
た

時
間
を
有
効
に
使
い
、
ス
ト
レ
ス
な
く
滞
在

を
楽
し
む
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
に

応
え
る
た
め
、「
ニ
セ
コ
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
」

や
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
」（
図

1
）
と
い
っ
た
情
報
集
約
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
開
発
・
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

A
I
カ
メ
ラ
や
G
P
S
な
ど
の
技
術
を
用
い

て
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
観
光
客
が
必
要

と
す
る
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
直
感

的
に
把
握
で
き
る
よ
う
構
築
さ
れ
た
。
観
光

客
の
行
動
変
容
を
促
し
、
混
雑
の
平
準
化
や

満
足
度
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
倶
知
安
町
と
俱
知
安
観
光

協
会
に
加
え
、
株
式
会
社
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー

ト
観
光
協
会
や
民
間
企
業
な
ど
で
構
成
す

る
「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
推

進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
た
。

　二
つ
目
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
客
観
的

な
意
思
決
定
を
支
援
し
、
事
業
者
の
生
産

性
向
上
や
D
M
O
の
戦
略
策
定
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
リ

ゾ
ー
ト
構
想
が
目
指
す
「
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
観
光
政
策
」
の
核
と
な
る
部
分
で
あ
り
、

後
述
す
る
「
デ
ー
タ
収
集
分
析
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
や
「
先
予
約
レ
ポ
ー
ト
」
が
そ

1
．は
じ
め
に

2
．倶
知
安
町
に
お
け
る

観
光
D
X
の
全
体
像

デ
ー
タ
で
動
か
す
、観
光
客
の

満
足
度・事
業
者
の
生
産
性・

住
民
Q
O
L
の
好
循
環

〜
ニセコエ
リ
ア・倶
知
安
町
の
挑
戦
〜

事
例
…
❷

ニ
セ
コ

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員 

川
村
竜
之
介

西暦 環境変化 データ 主な施策

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

東日本大震災（3月）

関越自動車道バス事故
（4月）

TDR30周年（4月）
伊勢神宮式年遷宮（10月）

北陸新幹線開通（3月）

熊本地震（4月）
九州ふっこう割（7月）
東アジアからの個人旅行者
の急増、LCCのシェア拡大

九州北部豪雨（7月）

7月豪雨、9月台風

消費税が10％に（10月）
韓国でNoJapan
キャンペーン

2020
新型コロナウイルス感染症
のパンデミック（2月～）
Go To トラベル（7月～）

2021
ワクチン接種開始（2月）
東京五輪を無観客で実施
（7月～）
熱海で土石流発生（7月）

2022
JRひだ号に新型車登場
（7月）
西九州新幹線開業（9月）

2023

新型コロナウイルス
感染症が5類分類に（5月）
ガソリン価格が
過去最高値に（9月）

2024

能登半島地震（1月）
北陸新幹線敦賀延伸
（3月）
34年ぶりに米ドル160円
（4月）

震災で4月の宿泊者数は前年同月比
13.6％減
バス事故→バス利用者減
（関東からの利用者減）
自家用車・鉄道利用者は増加
個人旅行へのシフト、インバウンド急増
（前年比106％増）、
バス利用者急減（8,273名減）
　

若者の増加
鉄道・自家用車利用者大幅増、
インバウンド急伸（前年比130％増）
バス送客増（10～12月は前年超え）→
合掌村事業が黒字化

自家用車・電車利用者が増加
（個人化加速）
夏の落ち込み（7月は前年比：23.3％減）
※回復のタームは4ヶ月程度かかる
ことが判明

夏はやや回復（7月は前年比：13.0％増）

急激な回復
近場からの客へシフト、3月急回復
男性：デスクトップでの閲覧の比率が
増加

観光展のパンフレットの配布数が
増傾向

東京からのアクセス数増
（スマホで増加）

過去最高のアクセス数
（東京他大都市）
全世代がまんべんなくアクセスし、
全都道府県で増加（中部除く）

一泊朝食付き・素泊まり化傾向発生

はじめての本格的なプロモーション施策実施

OTA・ネット予約情報取得開始（月別）

キャラバン活動を主とした営業活動（個人客向け）　
団体向け含むプロモーション活動

インバウンド誘致活動、プロモーション活動

地域限定スイーツの対応6店舗、
下呂に恋するフォトラリー（若者）

DMOへの登録、スイーツ開発
Google Analytics分析開始

九州ふっこう割→九州へ集中
地域内アンケート→食べ歩きの要望が
強い

OTAでクーポンを配布
LCC路線別の対応

観光協会、連絡協議会、コンベンションビューローを
統合し下呂温泉観光協会に一本化
外国語でFacebook開始
YouTubeプロモーション動画
Googleデータポータルにデータを集約（会議体で共有）
キャッシュレス化事業
下呂の映像を流し続ける（遠距離へ）、近場ではビラを配布
ゆこゆこ利用→観光庁長官賞
男性へのプロモーション強化
宿泊データ収集システム＋アプリ開始
県×広域連携DMOとのデータ共有・連携
リピーター向け施策、若者へのPR強化、
湯めぐりスタンプラリー、体験一元化ウェブサイト構築事業
高付加価値化推進事業（ワーケーション）
地域の観光資源の磨き上げを通じた域内連携促進事業
アドベンチャーツーリズムのモデルツアー造成事業等
全国47都道府県別データ
中小エージェントへのセールス強化
プロモーション動画を宿泊から周辺含む内容に変更
観光ステークホルダー調査、歴史的景観まちづくり事業
下呂温泉郷湯めぐりマイスター研修、
観光戦略人材育成事業
位置情報を活用した広告効果検証、エコミュージアム構想
サステナブルな観光コンテンツ造成と提供
ナイトタイムエコノミー（地歌舞伎）、リアル宝探し、
花火を活用したインバウンド誘客事業
デジタルマーケティング・プロモーション・ホームページ
アクセス解析と人流解析
温泉寺・合掌村のライトアップ開始
観光DXによる地域経済活性化に関する先進的な
観光地の創出に向けた実証事業
地域観光新発見事業
宿泊消費額取得
産業連関表の作成により経済波及効果を検証

消費税が8％に（4月）、
ETC割引減額（4月）、
貸切バスは新料金体系に
（4月）、御嶽山噴火（9月）
大型台風上陸（7月・10月）

近隣は伸長するも、遠方（関東、中国・
四国、九州・沖縄）は軒並みダウン
インバウンド急伸（前年比40％増）

会
事
務
局
長
）

沼
田
尚
也
（
倶
知
安
町
観
光
商
工
課
主
幹
）

データで進化する観光地経営～下呂・倶知安の挑戦…❷ ニセコ2
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表 1 2011年から2024年までの下呂温泉観光協会の取り組み（環境変化とデータ関連）情
を
生
む
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の

課
題
に
対
し
俱
知
安
観
光
協
会
は
、
事
業
者

が
商
品
の
価
格
に
コ
ス
ト
の
高
騰
を
反
映
さ

せ
つ
つ
も
、
地
元
住
民
は
割
引
な
ど
の
優
待

制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
方
法
を
生
み
出
し

た
。
そ
れ
が
、
2
0
2
4
年
か
ら
導
入
さ
れ

た「K
u
tch
an
 ID

+
」（
図
3
）で
あ
る
。ま
ず
、

倶
知
安
町
民
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
認
証
を
行

う
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
住
民
証
明
を
取
得
で

き
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、「K

utchan ID

+
」

に
協
力
し
て
い
る
店
舗
で
デ
ジ
タ
ル
住
民
証

明
を
提
示
す
る
か
、
W
E
B
サ
イ
ト
で
I
D

認
証
を
行
う
こ
と
で
、
割
引
な
ど
の
優
待
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
リ
フ
ト

券
や
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
飲
食
店
、
地

元
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
の
割
引
で

あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
な
り
す
ま
し
や
使
い
回
し
の
抑
止

に
つ
な
が
る
う
え
、
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
を
そ
の
都
度
提
示
す
る
際
に
比
べ
て
、

個
人
情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク
も
低
減
す
る
。

　こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
生

活
コ
ス
ト
の
上
昇
を
抑
え
な
が
ら
、
事
業
者

は
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
従
業
員
の
賃

金
ア
ッ
プ
や
地
域
へ
の
定
着
を
促
す
こ
と

で
、
さ
ら
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

つ
な
が
る
「
好
循
環
」
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、
利
用
者
は
増
え

続
け
て
お
り
、
本
稿
執
筆
時
点
の
登
録

ア
カ
ウ
ン
ト
数
は
、

倶
知
安
町
の
人
口
約

1
万
5
0
0
0
人（
約

8
0
0
0
世
帯
）に

対
し
て
、
約
1
5
0
0

に
達
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
「K

u
tch
an
 ID

+
」
の
基

盤
は
、
他
の
地
域
還
元
施
策
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
町
民
限
定
で
1
万
円
分

の
飲
食
チ
ケ
ッ
ト
を
5
0
0
0
円
で
購
入
で

き
る
「
マ
ジ
カ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
」（
図
4
）
と

い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
住
民
は
町
内
の
人
気
店
で
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
観
光

地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
差
額
の

5
0
0
0
円
分
は
倶
知
安
観
光
協
会
が
財
源

を
確
保
し
て
お
り
、
利
用
さ
れ
た
店
舗
に
対

し
て
支
払
わ
れ
る
。
発
売
後
10
日
程
度
で

9
0
0
枚
が
完
売
す
る
な
ど
、
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。

 

「K
utchan ID

+
」の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

観
光
客
の
動
態
デ
ー
タ
と
は
直
接
的
な
関

わ
り
が
薄
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地

域
社
会
の
持
続
性
な
く
し
て
、
観
光
地
の

持
続
的
な
発
展
は
あ
り
得
な
い
。
住
民
が

観
光
の
恩
恵
を
実
感
し
、
誇
り
を
持
て
る

地
域
で
あ
っ
て
こ
そ
、
観
光
や
観
光
産
業

に
対
す
る
理
解
や
、
観
光
客
に
対
す
る
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が

観
光
客
の
満
足
度
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
。
デ
ー
タ
は
、
そ
の
「
好
循
環
」

を
生
み
出
す
た
め
の
触
媒
と
な
り
得
る
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
観
光
D
X

の
取
り
組
み
は
、
単
に
最
新
技
術
を
導
入
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
課
題
認
識
と
、「
倶

知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
描
か

れ
た
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
と
い
う
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
出
発
し
、
様
々
な
目
的
・

視
点
か
ら
、
デ
ー
タ
活
用
の
仕
組
み
が
構
築

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
複
合
的
な
デ
ー

タ
活
用
の
有
効
性
が
見
え
て
く
る
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
情
報
に
よ
る
現
在
の
最
適
化
、
蓄
積

デ
ー
タ
に
よ
る
未
来
へ
の
対
策
、
そ
し
て
住

民
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
地
域
と
の
共
生
。

こ
れ
ら
の
異
な
る
レ
イ
ヤ
ー
の
デ
ー
タ
活
用

を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
が
可
能
に
な
る
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
取
り
組
み

は
、「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

が
描
く
2
0
3
1
年
度
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向

け
、
今
後
も
進
化
を
続
け
る
。
そ
の
挑
戦
は
、

他
の
地
域
に
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

〈
取
材
協
力
〉

鈴
木
紀
彦
（
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導
入
か
ら
4
年
以

上
が
経
過
し
、
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
分
析
の
幅
も
広
が
っ
て
き
た
。
過
去

の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
直
近
の

2
0
2
4
‐
2
5
年
の
冬
シ
ー
ズ
ン
で
は
、

年
末
年
始
後
の
一
時
的
な
落
ち
込
み
は
ほ
ぼ

解
消
さ
れ
、
冬
期
を
通
し
て
安
定
的
に
誘
客

で
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
夏
期
は
日
本
人
観
光
客
が
7
割
を
占
め

る
た
め
、
依
然
と
し
て
週
末
や
祝
日
に
利
用

が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
徐
々
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
で
、

全
体
の
底
上
げ
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
見

て
取
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
宿
泊
者
数

の
変
化
な
ど
も
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
施
策
の
効
果
測
定
や
次
年
度
計
画
の

精
度
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導

入
後
、
地
域
か
ら
は
「
直
近
の
傾
向
だ
け
で

は
な
く
、
も
っ
と
先
の
状
況
を
知
り
た
い
」

と
の
声
が
上
が
り
、新
た
に「
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
」（
図
2
）
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

P
M
S
か
ら
得
ら
れ
る
今
後
の
予
約
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
最
長
6
カ
月
先
ま
で

の
傾
向
（
前
年
比
）
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
D
M
O
の
会
員
で
あ
れ

ば
誰
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
例
え
ば
3
月
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

の
終
わ
り
が
い
つ
頃
に
な
る
か
、
あ
る
い
は

好
調
な
時
期
は
い
つ
頃
か
、
な
ど
と
い
っ
た

先
の
情
報
が
、
シ
ー
ズ
ン
開
始
前
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
時
期
に
よ
っ

て
異
な
る
国
籍
の
傾
向
（
例
え
ば
、
シ
ー
ズ

ン
初
期
は
ア
ジ
ア
系
、
1
月
頃
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
系
、
3
月
頃
は
再
び
ア
ジ
ア
系
が
増

加
す
る
な
ど
）
も
分
か
る
た
め
、
飲
食
店
な

ど
が
メ
ニ
ュ
ー
構
成
や
多
言
語
対
応
を
検
討

す
る
際
の
参
考
情
報
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、

D
M
O
が
循
環
バ
ス
の
運
行
計
画
や

M
I
C
E
誘
致
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
時
期
を

検
討
す
る
際
の
重
要
な
判
断
材
料
に
も
な
っ

て
い
る
。

　し
か
し
、
事
業
者
に
と
っ
て
自
社
の
経
営

デ
ー
タ
は
気
密
性
の
高
い
情
報
で
あ
り
、
そ

の
共
有
に
は
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
伴
う
。

事
業
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
に
、

デ
ー
タ
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
個
々

の
事
業
者
の
懸
念
に
配
慮
し
な
が
ら
信
頼
関

係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
、
仕
組
み
の
実

現
に
至
っ
て
い
る
。

　観
光
客
の
満
足
度
向
上
と
事
業
者
の
生
産

性
向
上
は
観
光
D
X
の
重
要
な
目
標
で
あ
る

が
、
倶
知
安
町
・
俱
知
安
観
光
協
会
の
挑
戦

は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、「
住
民
の

Q
O
L
を
高
め
る
環
境
」
の
整
備
も
柱
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
観
光
の
恩
恵

を
地
域
住
民
に
も
還
元
し
、
共
存
共
栄
の
関

係
を
築
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。近
年
、

国
際
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
急
速
な
発
展
を
遂
げ

る
中
で
、
特
に
物
価
の
問
題
は
地
域
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
同
エ
リ
ア
で
は
観
光
客
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
し
、
観
光
と
住
民
生
活
の
よ
り
良
い
関

係
を
築
く
た
め
の
デ
ー
タ
活
用
へ
と
舵
を
切

り
始
め
て
い
る
。

　昨
今
の
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
、
地
域
の

事
業
者
と
し
て
は
仕
入
れ
や
人
件
費
な
ど
の

コ
ス
ト
上
昇
分
を
価
格
に
反
映
さ
せ
た
い
と

い
う
意
向
が
あ
る
も
の
の
、
日
本
人
、
特
に

地
元
住
民
の
感
じ
る
適
正
価
格
に
配
慮
す
る

と
、
大
胆
な
値
上
げ
が
難
し
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
て
い
た
。
価
格
の
上
昇
は
、
外

国
人
観
光
客
に
と
っ
て
は
許
容
範
囲
で
も
、

地
元
住
民
に
と
っ
て
は
「
リ
ゾ
ー
ト
価
格
」

と
映
り
、
観
光
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

の
役
割
を
担
う
。

　そ
し
て
三
つ
目
が
、
地

域
の
事
業
者
と
地
域
住
民

双
方
の
満
足
度
を
高
め
、

持
続
可
能
な
観
光
地
経
営

を
実
現
す
る
た
め
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

リ
ゾ
ー
ト
構
想
で
は
「
住

民
Q
O
L
の
向
上
」
も
重

要
な
要
素
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
は
地
域
住

民
向
け
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「K
u
tch
an
 ID

+
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
連

携
し
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
基
盤
が
多
様
な
目

的
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

　リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
提
供
が
観
光
客
の

「
今
」
の
行
動
を
最
適
化
す
る
試
み
だ
と
す

れ
ば
、
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
、

少
し
先
の
未
来
の
予
約
状
況
を
読
み
解
く
こ

と
は
、
よ
り
戦
略
的
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ

は
、「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
お
け
る
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
観
光
政
策
の
実
現
や
、

エ
リ
ア
の
価
値
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
の

中
核
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

　従
来
は
、
行
政
が
宿
泊
事
業
者
に
対
し
て

実
施
す
る
、
半
年
に
一
度
の
統
計
調
査
が
主

な
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
即
時
性
に

欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

へ
の
活
用
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
特
に
ニ
セ

コ
エ
リ
ア
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
多
く
、

個
々
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
も
絡
む
た
め
、
エ

リ
ア
全
体
の
宿
泊
動
態
を
正
確
か
つ
迅
速
に

把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
宿
泊
施
設
は
、
自
社
の
予
約
状
況
か
ら

あ
る
程
度
は
先
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
も

の
の
、
飲
食
店
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
客
層
が

多
く
訪
れ
る
の
か
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
仕
入
れ
や
人
員
配
置
の
最
適
化

が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

2
0
2
0
年
度
の
観
光
庁
実
証
事
業
を
契
機

に「
デ
ー
タ
収
集
分
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
、
エ
リ
ア
内
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

「R
o
o
m
B
o
ss

」
な
ど
の
宿
泊
施
設
管
理
シ

ス
テ
ム
（
P
M
S
）
と
A
P
I
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
別
の
宿
泊
者
数
、
国
籍
、
宿

泊
単
価
、
客
室
稼
働
率
と
い
っ
た

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
収
集
・
蓄
積

す
る
も
の
で
あ
る
。
P
M
S
と

A
P
I
連
携
し
て
い
な
い
宿
泊
施

設
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の

P
M
S
か
ら
出
力
し
た
デ
ー
タ
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
は
匿
名
化
さ
れ
た

上
で
集
計
・
分
析
さ
れ
、ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
可
視
化
さ
れ
る
。
行
政

や
D
M
O
、
そ
し
て
デ
ー
タ
提
供

に
合
意
し
た
事
業
者
は
、
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
を
通
じ
て
エ
リ
ア
全

体
の
観
光
動
態
を
詳
細
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
は
、
極
上
の
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
世
界
中
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
魅
了
す
る
国
際
的
な
リ

ゾ
ー
ト
で
あ
る
。
近
年
は
、
夏
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
通
年
型
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
の
性
格
も
強
め
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
人
気
と
成
長
に
よ
り
、
訪
日

外
国
人
の
急
増
と
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
回
復
、

そ
れ
に
伴
う
季
節
や
曜
日
に
よ
る
需
要
の
変

動
、
地
域
住
民
の
生
活
と
の
調
和
な
ど
、
多

く
の
課
題
に
も
直
面
し
て
き
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
同
エ
リ
ア
の
倶

知
安
町
で
は
2
0
2
0
年
度
か
ら
2
0
3
1

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
そ
の
中
で

「
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」を
掲
げ
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
構
想
は
、
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）
や
デ
ー
タ
を
最
大
限
に

活
用
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
シ
ー
ム
レ
ス

で
質
の
高
い
体
験
を
、
事
業
者
に
と
っ
て
は

効
率
的
で
戦
略
的
な
経
営
を
、
そ
し
て
地
域

住
民
に
と
っ
て
は
観
光
と
の
共
存
共
栄
に
よ

る
生
活
の
質
の
向
上
（
Q
O
L
向
上
）
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
構
想
の
根
底
に
は
、
収
集
し
た
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
デ
ー
タ
を
事
業
者
側
の

生
産
性
向
上
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
繋

げ
、
最
終
的
に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
と
住

民
生
活
の
質
の
向
上
と
い
う
「
好
循
環
」
を

生
み
出
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

　本
稿
で
は
、こ
の
理
念
に
基
づ
き
、ス
マ
ー

ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
、
倶

知
安
町
と
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会

（
地
域
D
M
O
）
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い

る
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
一
連
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
観
光
D
X

は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
側
面
か
ら
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　一
つ
目
は
、
観
光
客
の
体
験
価
値
の
向
上

を
目
的
と
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供

で
あ
る
。
こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想

に
お
け
る
「
来
訪
者
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
体
験

と
、
事
業
者
と
来
訪
者
間
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
や
り
取
り
の
実
現
」
と
い
う
目
標
に
直
結

す
る
。
広
大
な
エ
リ
ア
に
点
在
す
る
ス
キ
ー

場
の
リ
フ
ト
運
行
状
況
や
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
、
飲
食
店
や
駐
車
場
の
混
雑
具
合
、

エ
リ
ア
内
を
巡
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
現
在
位

置
と
い
っ
た
情
報
は
、
観
光
客
が
限
ら
れ
た

時
間
を
有
効
に
使
い
、
ス
ト
レ
ス
な
く
滞
在

を
楽
し
む
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
に

応
え
る
た
め
、「
ニ
セ
コ
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
」

や
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
」（
図

1
）
と
い
っ
た
情
報
集
約
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
開
発
・
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

A
I
カ
メ
ラ
や
G
P
S
な
ど
の
技
術
を
用
い

て
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
観
光
客
が
必
要

と
す
る
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
直
感

的
に
把
握
で
き
る
よ
う
構
築
さ
れ
た
。
観
光

客
の
行
動
変
容
を
促
し
、
混
雑
の
平
準
化
や

満
足
度
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
倶
知
安
町
と
俱
知
安
観
光

協
会
に
加
え
、
株
式
会
社
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー

ト
観
光
協
会
や
民
間
企
業
な
ど
で
構
成
す

る
「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
推

進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
た
。

　二
つ
目
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
客
観
的

な
意
思
決
定
を
支
援
し
、
事
業
者
の
生
産

性
向
上
や
D
M
O
の
戦
略
策
定
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
リ

ゾ
ー
ト
構
想
が
目
指
す
「
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
観
光
政
策
」
の
核
と
な
る
部
分
で
あ
り
、

後
述
す
る
「
デ
ー
タ
収
集
分
析
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
や
「
先
予
約
レ
ポ
ー
ト
」
が
そ

1
．は
じ
め
に

2
．倶
知
安
町
に
お
け
る

観
光
D
X
の
全
体
像

デ
ー
タ
で
動
か
す
、観
光
客
の

満
足
度・事
業
者
の
生
産
性・

住
民
Q
O
L
の
好
循
環

〜
ニセコエ
リ
ア・倶
知
安
町
の
挑
戦
〜

事
例
…
❷

ニ
セ
コ

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員 

川
村
竜
之
介

西暦 環境変化 データ 主な施策

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

東日本大震災（3月）

関越自動車道バス事故
（4月）

TDR30周年（4月）
伊勢神宮式年遷宮（10月）

北陸新幹線開通（3月）

熊本地震（4月）
九州ふっこう割（7月）
東アジアからの個人旅行者
の急増、LCCのシェア拡大

九州北部豪雨（7月）

7月豪雨、9月台風

消費税が10％に（10月）
韓国でNoJapan
キャンペーン

2020
新型コロナウイルス感染症
のパンデミック（2月～）
Go To トラベル（7月～）

2021
ワクチン接種開始（2月）
東京五輪を無観客で実施
（7月～）
熱海で土石流発生（7月）

2022
JRひだ号に新型車登場
（7月）
西九州新幹線開業（9月）

2023

新型コロナウイルス
感染症が5類分類（5月）
ガソリン価格が
過去最高値に（9月）

2024

能登半島地震（1月）
北陸新幹線敦賀延伸
（3月）
34年ぶりに米ドル160円
（4月）

震災で4月の宿泊者数は前年同月比
13.6％減
バス事故→バス利用者減
（関東からの利用者減）
自家用車・鉄道利用者は増加
個人旅行へのシフト、インバウンド急増
（前年比106％増）、
バス利用者急減（8,273名減）
　

若者の増加
鉄道・自家用車利用者大幅増、
インバウンド急伸（前年比130％増）
バス送客増（10～12月は前年超え）→
合掌村事業が黒字化

自家用車・電車利用者が増加
（個人化加速）
夏の落ち込み（7月は前年比：23.3％減）
※回復のタームは4ヶ月程度かかる
ことが判明

夏はやや回復（7月は前年比：13.0％増）

急激な回復
近場からの客へシフト、3月急回復
男性：デスクトップでの閲覧の比率が
増加

観光展パンフレット配布増傾向

東京からのアクセス数増
（スマホで増加）

過去最高のアクセス数
（東京他大都市）
全世代がまんべんなくアクセスし、
全都道府県で増加（中部除く）

一泊朝食付き・素泊まり化傾向発生

はじめての本格的なプロモーション施策実施

OTA・ネット予約情報取得開始（月別）

キャラバン活動を主とした営業活動（個人客向け）　
団体向け含むプロモーション活動

インバウンド誘致活動、プロモーション活動

地域限定スイーツの対応6店舗、
下呂に恋するフォトラリー（若者）

DMOへの登録、スイーツ開発
Google Analytics分析開始

九州ふっこう割→九州へ集中
地域内アンケート→食べ歩きの要望が
強い

OTAでクーポンを配布
LCC路線別の対応

観光協会、連絡協議会、コンベンションビューローを
統合し下呂温泉観光協会に一本化
外国語でFacebook開始
YouTubeプロモーション動画
Googleデータポータルにデータを集約（会議体で共有）
キャッシュレス化事業
下呂の映像を流し続ける（遠距離へ）、近場ではビラを配布
ゆこゆこ利用→観光庁長官賞
男性へのプロモーション強化
宿泊データ収集システム＋アプリ開始
県×広域連携DMOとのデータ共有・連携
リピーター向け施策、若者へのPR強化、
湯めぐりスタンプラリー、体験一元化ウェブサイト構築事業
高付加価値化推進事業（ワーケーション）
地域の観光資源の磨き上げを通じた域内連携促進事業
アドベンチャーツーリズムのモデルツアー造成事業等
全国47都道府県別データ
中小エージェントへのセールス強化
プロモーション動画を宿泊から周辺含む内容に変更
観光ステークホルダー調査、歴史的景観まちづくり事業
下呂温泉郷湯めぐりマイスター研修、
観光戦略人材育成事業
位置情報を活用した広告効果検証、エコミュージアム構想
サステナブルな観光コンテンツ造成と提供
ナイトタイムエコノミー（地歌舞伎）、リアル宝探し、
花火を活用したインバウンド誘客事業
デジタルマーケティング・プロモーション・ホームページ
アクセス解析と人流解析
温泉寺・合掌村のライトアップ開始
観光DXによる地域経済活性化に関する先進的な
観光地の創出に向けた実証事業
地域観光新発見事業
宿泊消費額取得
産業連関表の作成により経済波及効果を検証

消費税が8％に（4月）、
ETC割引減額（4月）、
貸切バスは新料金体系に
（4月）、御嶽山噴火（9月）
大型台風上陸（7月・10月）

近隣は伸長するも、遠方は（関東、中国・
四国、九州・沖縄）軒並みダウン
インバウンド急伸（前年比40％増）

会
事
務
局
長
）

沼
田
尚
也
（
倶
知
安
町
観
光
商
工
課
主
幹
）
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情
を
生
む
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の

課
題
に
対
し
俱
知
安
観
光
協
会
は
、
事
業
者

が
商
品
の
価
格
に
コ
ス
ト
の
高
騰
を
反
映
さ

せ
つ
つ
も
、
地
元
住
民
は
割
引
な
ど
の
優
待

制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
方
法
を
生
み
出
し

た
。
そ
れ
が
、
2
0
2
4
年
か
ら
導
入
さ
れ

た「K
u
tch
an
 ID

+
」（
図
3
）で
あ
る
。ま
ず
、

倶
知
安
町
民
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
認
証
を
行

う
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
住
民
証
明
を
取
得
で

き
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、「K

utchan ID

+
」

に
協
力
し
て
い
る
店
舗
で
デ
ジ
タ
ル
住
民
証

明
を
提
示
す
る
か
、
W
E
B
サ
イ
ト
で
I
D

認
証
を
行
う
こ
と
で
、
割
引
な
ど
の
優
待
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
リ
フ
ト

券
や
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
飲
食
店
、
地

元
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
の
割
引
で

あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
な
り
す
ま
し
や
使
い
回
し
の
抑
止

に
つ
な
が
る
う
え
、
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
を
そ
の
都
度
提
示
す
る
際
に
比
べ
て
、

個
人
情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク
も
低
減
す
る
。

　こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
生

活
コ
ス
ト
の
上
昇
を
抑
え
な
が
ら
、
事
業
者

は
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
従
業
員
の
賃

金
ア
ッ
プ
や
地
域
へ
の
定
着
を
促
す
こ
と

で
、
さ
ら
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

つ
な
が
る
「
好
循
環
」
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、
利
用
者
は
増
え

続
け
て
お
り
、
本
稿
執
筆
時
点
の
登
録

ア
カ
ウ
ン
ト
数
は
、

倶
知
安
町
の
人
口
約

1
万
5
0
0
0
人（
約

8
0
0
0
世
帯
）に

対
し
て
、
約
1
5
0
0

に
達
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
「K

u
tch
an
 ID

+
」
の
基

盤
は
、
他
の
地
域
還
元
施
策
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
町
民
限
定
で
1
万
円
分

の
飲
食
チ
ケ
ッ
ト
を
5
0
0
0
円
で
購
入
で

き
る
「
マ
ジ
カ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
」（
図
4
）
と

い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
住
民
は
町
内
の
人
気
店
で
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
観
光

地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
差
額
の

5
0
0
0
円
分
は
倶
知
安
観
光
協
会
が
財
源

を
確
保
し
て
お
り
、
利
用
さ
れ
た
店
舗
に
対

し
て
支
払
わ
れ
る
。
発
売
後
10
日
程
度
で

9
0
0
枚
が
完
売
す
る
な
ど
、
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。

 

「K
utchan ID

+
」の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

観
光
客
の
動
態
デ
ー
タ
と
は
直
接
的
な
関

わ
り
が
薄
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地

域
社
会
の
持
続
性
な
く
し
て
、
観
光
地
の

持
続
的
な
発
展
は
あ
り
得
な
い
。
住
民
が

観
光
の
恩
恵
を
実
感
し
、
誇
り
を
持
て
る

地
域
で
あ
っ
て
こ
そ
、
観
光
や
観
光
産
業

に
対
す
る
理
解
や
、
観
光
客
に
対
す
る
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が

観
光
客
の
満
足
度
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
。
デ
ー
タ
は
、
そ
の
「
好
循
環
」

を
生
み
出
す
た
め
の
触
媒
と
な
り
得
る
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
観
光
D
X

の
取
り
組
み
は
、
単
に
最
新
技
術
を
導
入
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
課
題
認
識
と
、「
倶

知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
描
か

れ
た
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
と
い
う
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
出
発
し
、
様
々
な
目
的
・

視
点
か
ら
、
デ
ー
タ
活
用
の
仕
組
み
が
構
築

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
複
合
的
な
デ
ー

タ
活
用
の
有
効
性
が
見
え
て
く
る
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
情
報
に
よ
る
現
在
の
最
適
化
、
蓄
積

デ
ー
タ
に
よ
る
未
来
へ
の
対
策
、
そ
し
て
住

民
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
地
域
と
の
共
生
。

こ
れ
ら
の
異
な
る
レ
イ
ヤ
ー
の
デ
ー
タ
活
用

を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
が
可
能
に
な
る
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
取
り
組
み

は
、「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

が
描
く
2
0
3
1
年
度
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向

け
、
今
後
も
進
化
を
続
け
る
。
そ
の
挑
戦
は
、

他
の
地
域
に
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

〈
取
材
協
力
〉

鈴
木
紀
彦
（
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導
入
か
ら
4
年
以

上
が
経
過
し
、
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
分
析
の
幅
も
広
が
っ
て
き
た
。
過
去

の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
直
近
の

2
0
2
4
‐
2
5
年
の
冬
シ
ー
ズ
ン
で
は
、

年
末
年
始
後
の
一
時
的
な
落
ち
込
み
は
ほ
ぼ

解
消
さ
れ
、
冬
期
を
通
し
て
安
定
的
に
誘
客

で
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
夏
期
は
日
本
人
観
光
客
が
7
割
を
占
め

る
た
め
、
依
然
と
し
て
週
末
や
祝
日
に
利
用

が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
徐
々
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
で
、

全
体
の
底
上
げ
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
見

て
取
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
宿
泊
者
数

の
変
化
な
ど
も
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
施
策
の
効
果
測
定
や
次
年
度
計
画
の

精
度
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導

入
後
、
地
域
か
ら
は
「
直
近
の
傾
向
だ
け
で

は
な
く
、
も
っ
と
先
の
状
況
を
知
り
た
い
」

と
の
声
が
上
が
り
、新
た
に「
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
」（
図
2
）
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

P
M
S
か
ら
得
ら
れ
る
今
後
の
予
約
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
最
長
6
カ
月
先
ま
で

の
傾
向
（
前
年
比
）
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
D
M
O
の
会
員
で
あ
れ

ば
誰
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
例
え
ば
3
月
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

の
終
わ
り
が
い
つ
頃
に
な
る
か
、
あ
る
い
は

好
調
な
時
期
は
い
つ
頃
か
、
な
ど
と
い
っ
た

先
の
情
報
が
、
シ
ー
ズ
ン
開
始
前
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
時
期
に
よ
っ

て
異
な
る
国
籍
の
傾
向
（
例
え
ば
、
シ
ー
ズ

ン
初
期
は
ア
ジ
ア
系
、
1
月
頃
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
系
、
3
月
頃
は
再
び
ア
ジ
ア
系
が
増

加
す
る
な
ど
）
も
分
か
る
た
め
、
飲
食
店
な

ど
が
メ
ニ
ュ
ー
構
成
や
多
言
語
対
応
を
検
討

す
る
際
の
参
考
情
報
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て

い
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、

D
M
O
が
循
環
バ
ス
の
運
行
計
画
や

M
I
C
E
誘
致
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
時
期
を

検
討
す
る
際
の
重
要
な
判
断
材
料
に
も
な
っ

て
い
る
。

　し
か
し
、
事
業
者
に
と
っ
て
自
社
の
経
営

デ
ー
タ
は
気
密
性
の
高
い
情
報
で
あ
り
、
そ

の
共
有
に
は
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
伴
う
。

事
業
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
に
、

デ
ー
タ
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
個
々

の
事
業
者
の
懸
念
に
配
慮
し
な
が
ら
信
頼
関

係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
、
仕
組
み
の
実

現
に
至
っ
て
い
る
。

　観
光
客
の
満
足
度
向
上
と
事
業
者
の
生
産

性
向
上
は
観
光
D
X
の
重
要
な
目
標
で
あ
る

が
、
倶
知
安
町
・
俱
知
安
観
光
協
会
の
挑
戦

は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、「
住
民
の

Q
O
L
を
高
め
る
環
境
」
の
整
備
も
柱
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
観
光
の
恩
恵

を
地
域
住
民
に
も
還
元
し
、
共
存
共
栄
の
関

係
を
築
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。近
年
、

国
際
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
急
速
な
発
展
を
遂
げ

る
中
で
、
特
に
物
価
の
問
題
は
地
域
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
同
エ
リ
ア
で
は
観
光
客
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
し
、
観
光
と
住
民
生
活
の
よ
り
良
い
関

係
を
築
く
た
め
の
デ
ー
タ
活
用
へ
と
舵
を
切

り
始
め
て
い
る
。

　昨
今
の
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
、
地
域
の

事
業
者
と
し
て
は
仕
入
れ
や
人
件
費
な
ど
の

コ
ス
ト
上
昇
分
を
価
格
に
反
映
さ
せ
た
い
と

い
う
意
向
が
あ
る
も
の
の
、
日
本
人
、
特
に

地
元
住
民
の
感
じ
る
適
正
価
格
に
配
慮
す
る

と
、
大
胆
な
値
上
げ
が
難
し
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
て
い
た
。
価
格
の
上
昇
は
、
外

国
人
観
光
客
に
と
っ
て
は
許
容
範
囲
で
も
、

地
元
住
民
に
と
っ
て
は
「
リ
ゾ
ー
ト
価
格
」

と
映
り
、
観
光
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

の
役
割
を
担
う
。

　そ
し
て
三
つ
目
が
、
地

域
の
事
業
者
と
地
域
住
民

双
方
の
満
足
度
を
高
め
、

持
続
可
能
な
観
光
地
経
営

を
実
現
す
る
た
め
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

リ
ゾ
ー
ト
構
想
で
は
「
住

民
Q
O
L
の
向
上
」
も
重

要
な
要
素
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
は
地
域
住

民
向
け
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「K
u
tch
an
 ID

+
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
連

携
し
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
基
盤
が
多
様
な
目

的
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

　リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
提
供
が
観
光
客
の

「
今
」
の
行
動
を
最
適
化
す
る
試
み
だ
と
す

れ
ば
、
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
、

少
し
先
の
未
来
の
予
約
状
況
を
読
み
解
く
こ

と
は
、
よ
り
戦
略
的
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ

は
、「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
お
け
る
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
観
光
政
策
の
実
現
や
、

エ
リ
ア
の
価
値
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
の

中
核
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

　従
来
は
、
行
政
が
宿
泊
事
業
者
に
対
し
て

実
施
す
る
、
半
年
に
一
度
の
統
計
調
査
が
主

な
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
即
時
性
に

欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

へ
の
活
用
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
特
に
ニ
セ

コ
エ
リ
ア
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
多
く
、

個
々
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
も
絡
む
た
め
、
エ

リ
ア
全
体
の
宿
泊
動
態
を
正
確
か
つ
迅
速
に

把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
宿
泊
施
設
は
、
自
社
の
予
約
状
況
か
ら

あ
る
程
度
は
先
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
も

の
の
、
飲
食
店
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
客
層
が

多
く
訪
れ
る
の
か
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
仕
入
れ
や
人
員
配
置
の
最
適
化

が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

2
0
2
0
年
度
の
観
光
庁
実
証
事
業
を
契
機

に「
デ
ー
タ
収
集
分
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
、
エ
リ
ア
内
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

「R
o
o
m
B
o
ss

」
な
ど
の
宿
泊
施
設
管
理
シ

ス
テ
ム
（
P
M
S
）
と
A
P
I
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
別
の
宿
泊
者
数
、
国
籍
、
宿

泊
単
価
、
客
室
稼
働
率
と
い
っ
た

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
収
集
・
蓄
積

す
る
も
の
で
あ
る
。
P
M
S
と

A
P
I
連
携
し
て
い
な
い
宿
泊
施

設
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の

P
M
S
か
ら
出
力
し
た
デ
ー
タ
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
は
匿
名
化
さ
れ
た

上
で
集
計
・
分
析
さ
れ
、ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
可
視
化
さ
れ
る
。
行
政

や
D
M
O
、
そ
し
て
デ
ー
タ
提
供

に
合
意
し
た
事
業
者
は
、
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
を
通
じ
て
エ
リ
ア
全

体
の
観
光
動
態
を
詳
細
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
は
、
極
上
の
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
世
界
中
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
魅
了
す
る
国
際
的
な
リ

ゾ
ー
ト
で
あ
る
。
近
年
は
、
夏
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
通
年
型
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
の
性
格
も
強
め
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
人
気
と
成
長
に
よ
り
、
訪
日

外
国
人
の
急
増
と
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
回
復
、

そ
れ
に
伴
う
季
節
や
曜
日
に
よ
る
需
要
の
変

動
、
地
域
住
民
の
生
活
と
の
調
和
な
ど
、
多

く
の
課
題
に
も
直
面
し
て
き
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
同
エ
リ
ア
の
倶

知
安
町
で
は
2
0
2
0
年
度
か
ら
2
0
3
1

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
そ
の
中
で

「
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」を
掲
げ
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
構
想
は
、
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）
や
デ
ー
タ
を
最
大
限
に

活
用
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
シ
ー
ム
レ
ス

で
質
の
高
い
体
験
を
、
事
業
者
に
と
っ
て
は

効
率
的
で
戦
略
的
な
経
営
を
、
そ
し
て
地
域

住
民
に
と
っ
て
は
観
光
と
の
共
存
共
栄
に
よ

る
生
活
の
質
の
向
上
（
Q
O
L
向
上
）
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
構
想
の
根
底
に
は
、
収
集
し
た
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
デ
ー
タ
を
事
業
者
側
の

生
産
性
向
上
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
繋

げ
、
最
終
的
に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
と
住

民
生
活
の
質
の
向
上
と
い
う
「
好
循
環
」
を

生
み
出
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

　本
稿
で
は
、こ
の
理
念
に
基
づ
き
、ス
マ
ー

ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
、
倶

知
安
町
と
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会

（
地
域
D
M
O
）
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い

る
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
一
連
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
観
光
D
X

は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
側
面
か
ら
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　一
つ
目
は
、
観
光
客
の
体
験
価
値
の
向
上

を
目
的
と
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供

で
あ
る
。
こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想

に
お
け
る
「
来
訪
者
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
体
験

と
、
事
業
者
と
来
訪
者
間
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
や
り
取
り
の
実
現
」
と
い
う
目
標
に
直
結

す
る
。
広
大
な
エ
リ
ア
に
点
在
す
る
ス
キ
ー

場
の
リ
フ
ト
運
行
状
況
や
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
、
飲
食
店
や
駐
車
場
の
混
雑
具
合
、

エ
リ
ア
内
を
巡
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
現
在
位

置
と
い
っ
た
情
報
は
、
観
光
客
が
限
ら
れ
た

時
間
を
有
効
に
使
い
、
ス
ト
レ
ス
な
く
滞
在

を
楽
し
む
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
に

応
え
る
た
め
、「
ニ
セ
コ
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
」

や
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
」（
図

1
）
と
い
っ
た
情
報
集
約
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
開
発
・
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

A
I
カ
メ
ラ
や
G
P
S
な
ど
の
技
術
を
用
い

て
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
観
光
客
が
必
要

と
す
る
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
直
感

的
に
把
握
で
き
る
よ
う
構
築
さ
れ
た
。
観
光

客
の
行
動
変
容
を
促
し
、
混
雑
の
平
準
化
や

満
足
度
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
倶
知
安
町
と
俱
知
安
観
光

協
会
に
加
え
、
株
式
会
社
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー

ト
観
光
協
会
や
民
間
企
業
な
ど
で
構
成
す

る
「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
推

進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
た
。

　二
つ
目
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
客
観
的

な
意
思
決
定
を
支
援
し
、
事
業
者
の
生
産

性
向
上
や
D
M
O
の
戦
略
策
定
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
リ

ゾ
ー
ト
構
想
が
目
指
す
「
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
観
光
政
策
」
の
核
と
な
る
部
分
で
あ
り
、

後
述
す
る
「
デ
ー
タ
収
集
分
析
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
や
「
先
予
約
レ
ポ
ー
ト
」
が
そ

　　 リアルタイムトレイルマップの画面例
※画像：倶知安町 沼田氏提供

先予約レポート
の画面例
※画像引用：ニセコ
エリアスマートリ
ゾート推進コンソー
シアム プレスリリー
ス「データ集約・分
析と精度の高い予
想により、消費行動
の促進につなげる
実証プロジェクトを
開始します」（2023
年1月）

　　 Kutchan ID+
利用までの流れ
※画像引用：一般社団法人
倶知安観光協会 プレスリ
リース「住民優待サービス
『Kutchan ID+』リリースの
お知らせ」（2024年11月）

4
．「Kutchan

 ID
+

」に
見
る
、

観
光
と
住
民
生
活
の

よ
り
良
い
関
係
づ
く
り

3
．未
来
の
情
報
か
ら

戦
略
を
磨
く 

〜
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
先
予
約
レ
ポ
ー
ト
の
実
装
〜

図1

図2

図3

会
事
務
局
長
）

沼
田
尚
也
（
倶
知
安
町
観
光
商
工
課
主
幹
）
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情
を
生
む
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の

課
題
に
対
し
俱
知
安
観
光
協
会
は
、
事
業
者

が
商
品
の
価
格
に
コ
ス
ト
の
高
騰
を
反
映
さ

せ
つ
つ
も
、
地
元
住
民
は
割
引
な
ど
の
優
待

制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
方
法
を
生
み
出
し

た
。
そ
れ
が
、
2
0
2
4
年
か
ら
導
入
さ
れ

た「K
u
tch
an
 ID

+
」（
図
3
）で
あ
る
。ま
ず
、

倶
知
安
町
民
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
認
証
を
行

う
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
住
民
証
明
を
取
得
で

き
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、「K

utchan ID

+
」

に
協
力
し
て
い
る
店
舗
で
デ
ジ
タ
ル
住
民
証

明
を
提
示
す
る
か
、
W
E
B
サ
イ
ト
で
I
D

認
証
を
行
う
こ
と
で
、
割
引
な
ど
の
優
待
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
リ
フ
ト

券
や
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
飲
食
店
、
地

元
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
の
割
引
で

あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
な
り
す
ま
し
や
使
い
回
し
の
抑
止

に
つ
な
が
る
う
え
、
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
を
そ
の
都
度
提
示
す
る
際
に
比
べ
て
、

個
人
情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク
も
低
減
す
る
。

　こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
生

活
コ
ス
ト
の
上
昇
を
抑
え
な
が
ら
、
事
業
者

は
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
従
業
員
の
賃

金
ア
ッ
プ
や
地
域
へ
の
定
着
を
促
す
こ
と

で
、
さ
ら
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

つ
な
が
る
「
好
循
環
」
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、
利
用
者
は
増
え

続
け
て
お
り
、
本
稿
執
筆
時
点
の
登
録

ア
カ
ウ
ン
ト
数
は
、

倶
知
安
町
の
人
口
約

1
万
5
0
0
0
人（
約

8
0
0
0
世
帯
）に

対
し
て
、
約
1
5
0
0

に
達
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
「K

u
tch
an
 ID

+
」
の
基

盤
は
、
他
の
地
域
還
元
施
策
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
町
民
限
定
で
1
万
円
分

の
飲
食
チ
ケ
ッ
ト
を
5
0
0
0
円
で
購
入
で

き
る
「
マ
ジ
カ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
」（
図
4
）
と

い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
住
民
は
町
内
の
人
気
店
で
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
観
光

地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
差
額
の

5
0
0
0
円
分
は
倶
知
安
観
光
協
会
が
財
源

を
確
保
し
て
お
り
、
利
用
さ
れ
た
店
舗
に
対

し
て
支
払
わ
れ
る
。
発
売
後
10
日
程
度
で

9
0
0
枚
が
完
売
す
る
な
ど
、
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。

 

「K
utchan ID

+
」の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

観
光
客
の
動
態
デ
ー
タ
と
は
直
接
的
な
関

わ
り
が
薄
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地

域
社
会
の
持
続
性
な
く
し
て
、
観
光
地
の

持
続
的
な
発
展
は
あ
り
得
な
い
。
住
民
が

観
光
の
恩
恵
を
実
感
し
、
誇
り
を
持
て
る

地
域
で
あ
っ
て
こ
そ
、
観
光
や
観
光
産
業

に
対
す
る
理
解
や
、
観
光
客
に
対
す
る
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が

観
光
客
の
満
足
度
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
。
デ
ー
タ
は
、
そ
の
「
好
循
環
」

を
生
み
出
す
た
め
の
触
媒
と
な
り
得
る
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
観
光
D
X

の
取
り
組
み
は
、
単
に
最
新
技
術
を
導
入
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
課
題
認
識
と
、「
倶

知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
描
か

れ
た
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
と
い
う
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
出
発
し
、
様
々
な
目
的
・

視
点
か
ら
、
デ
ー
タ
活
用
の
仕
組
み
が
構
築

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
複
合
的
な
デ
ー

タ
活
用
の
有
効
性
が
見
え
て
く
る
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
情
報
に
よ
る
現
在
の
最
適
化
、
蓄
積

デ
ー
タ
に
よ
る
未
来
へ
の
対
策
、
そ
し
て
住

民
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
地
域
と
の
共
生
。

こ
れ
ら
の
異
な
る
レ
イ
ヤ
ー
の
デ
ー
タ
活
用

を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
が
可
能
に
な
る
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
取
り
組
み

は
、「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

が
描
く
2
0
3
1
年
度
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向

け
、
今
後
も
進
化
を
続
け
る
。
そ
の
挑
戦
は
、

他
の
地
域
に
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

〈
取
材
協
力
〉

鈴
木
紀
彦
（
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導
入
か
ら
4
年

以
上
が
経
過
し
、
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て

き
た
こ
と
で
分
析
の
幅
も
広
が
っ
て
き
た
。

過
去
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
直
近
の

2
0
2
4
‐
2
5
年
の
冬
シ
ー
ズ
ン
で
は
、

年
末
年
始
後
の
一
時
的
な
落
ち
込
み
は
ほ
ぼ

解
消
さ
れ
、
冬
期
を
通
し
て
安
定
的
に
誘
客

で
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
夏
期
は
日
本
人
観
光
客
が
7
割
を
占
め

る
た
め
、
依
然
と
し
て
週
末
や
祝
日
に
利
用

が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
徐
々
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
で
、

全
体
の
底
上
げ
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
見

て
取
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
宿
泊
者
数

の
変
化
な
ど
も
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
施
策
の
効
果
測
定
や
次
年
度
計
画
の

精
度
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導

入
後
、
地
域
か
ら
は
「
直
近
の
傾
向
だ
け
で

は
な
く
、
も
っ
と
先
の
状
況
を
知
り
た
い
」

と
の
声
が
上
が
り
、新
た
に「
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
」（
図
2
）
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

P
M
S
か
ら
得
ら
れ
る
今
後
の
予
約
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
最
長
6
カ
月
先
ま
で

の
傾
向
（
前
年
比
）
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
D
M
O
の
会
員
で
あ
れ

ば
誰
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
例
え
ば
3
月
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

の
終
わ
り
が
い
つ
頃
に
な
る
か
、
あ
る
い
は

好
調
な
時
期
は
い
つ
頃
か
、
な
ど
と
い
っ
た

先
の
情
報
が
、
シ
ー
ズ
ン
開
始
前
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
時
期
に
よ
っ

て
異
な
る
国
籍
の
傾
向
（
例
え
ば
、
シ
ー
ズ
ン

初
期
は
ア
ジ
ア
系
、
1
月
頃
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
系
、
3
月
頃
は
再
び
ア
ジ
ア
系
が
増
加

す
る
な
ど
）
も
分
か
る
た
め
、
飲
食
店
な
ど

が
メ
ニ
ュ
ー
構
成
や
多
言
語
対
応
を
検
討
す

る
際
の
参
考
情
報
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
D
M
O
が

循
環
バ
ス
の
運
行
計
画
や
M
I
C
E
誘
致
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
時
期
を
検
討
す
る
際
の
重

要
な
判
断
材
料
に
も
な
っ
て
い
る
。

　し
か
し
、
事
業
者
に
と
っ
て
自
社
の
経
営

デ
ー
タ
は
機
密
性
の
高
い
情
報
で
あ
り
、
そ

の
共
有
に
は
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
伴
う
。

事
業
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
に
、

デ
ー
タ
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
個
々

の
事
業
者
の
懸
念
に
配
慮
し
な
が
ら
信
頼
関

係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
、
仕
組
み
の
実

現
に
至
っ
て
い
る
。

　観
光
客
の
満
足
度
向
上
と
事
業
者
の
生
産

性
向
上
は
観
光
D
X
の
重
要
な
目
標
で
あ
る

が
、
倶
知
安
町
・
俱
知
安
観
光
協
会
の
挑
戦

は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、「
住
民
の

Q
O
L
を
高
め
る
環
境
」
の
整
備
も
柱
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
観
光
の
恩
恵

を
地
域
住
民
に
も
還
元
し
、
共
存
共
栄
の
関

係
を
築
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。近
年
、

国
際
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
急
速
な
発
展
を
遂
げ

る
中
で
、
特
に
物
価
の
問
題
は
地
域
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
同
エ
リ
ア
で
は
観
光
客
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
し
、
観
光
と
住
民
生
活
の
よ
り
良
い
関

係
を
築
く
た
め
の
デ
ー
タ
活
用
へ
と
舵
を
切

り
始
め
て
い
る
。

　昨
今
の
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
、
地
域
の

事
業
者
と
し
て
は
仕
入
れ
や
人
件
費
な
ど
の

コ
ス
ト
上
昇
分
を
価
格
に
反
映
さ
せ
た
い
と

い
う
意
向
が
あ
る
も
の
の
、
日
本
人
、
特
に

地
元
住
民
の
感
じ
る
適
正
価
格
に
配
慮
す
る

と
、
大
胆
な
値
上
げ
が
難
し
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
て
い
た
。
価
格
の
上
昇
は
、
外

国
人
観
光
客
に
と
っ
て
は
許
容
範
囲
で
も
、

地
元
住
民
に
と
っ
て
は
「
リ
ゾ
ー
ト
価
格
」

と
映
り
、
観
光
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

の
役
割
を
担
う
。

　そ
し
て
三
つ
目
が
、
地

域
の
事
業
者
と
地
域
住
民

双
方
の
満
足
度
を
高
め
、

持
続
可
能
な
観
光
地
経
営

を
実
現
す
る
た
め
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

リ
ゾ
ー
ト
構
想
で
は
「
住

民
Q
O
L
の
向
上
」
も
重

要
な
要
素
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
は
地
域
住

民
向
け
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「K
u
tch
an
 ID

+
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
連

携
し
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
基
盤
が
多
様
な
目

的
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

　リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
提
供
が
観
光
客
の

「
今
」
の
行
動
を
最
適
化
す
る
試
み
だ
と
す

れ
ば
、
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
、

少
し
先
の
未
来
の
予
約
状
況
を
読
み
解
く
こ

と
は
、
よ
り
戦
略
的
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ

は
、「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
お
け
る
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
観
光
政
策
の
実
現
や
、

エ
リ
ア
の
価
値
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
の

中
核
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

　従
来
は
、
行
政
が
宿
泊
事
業
者
に
対
し
て

実
施
す
る
、
半
年
に
一
度
の
統
計
調
査
が
主

な
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
即
時
性
に

欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

へ
の
活
用
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
特
に
ニ
セ

コ
エ
リ
ア
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
多
く
、

個
々
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
も
絡
む
た
め
、
エ

リ
ア
全
体
の
宿
泊
動
態
を
正
確
か
つ
迅
速
に

把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
宿
泊
施
設
は
、
自
社
の
予
約
状
況
か
ら

あ
る
程
度
は
先
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
も

の
の
、
飲
食
店
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
客
層
が

多
く
訪
れ
る
の
か
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
仕
入
れ
や
人
員
配
置
の
最
適
化

が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

2
0
2
0
年
度
の
観
光
庁
実
証
事
業
を
契
機

に「
デ
ー
タ
収
集
分
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
、
エ
リ
ア
内
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

「R
o
o
m
B
o
ss

」
な
ど
の
宿
泊
施
設
管
理
シ

ス
テ
ム
（
P
M
S
）
と
A
P
I
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
別
の
宿
泊
者
数
、
国
籍
、
宿

泊
単
価
、
客
室
稼
働
率
と
い
っ
た

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
収
集
・
蓄
積

す
る
も
の
で
あ
る
。
P
M
S
と

A
P
I
連
携
し
て
い
な
い
宿
泊
施

設
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の

P
M
S
か
ら
出
力
し
た
デ
ー
タ
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
は
匿
名
化
さ
れ
た

上
で
集
計
・
分
析
さ
れ
、ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
可
視
化
さ
れ
る
。
行
政

や
D
M
O
、
そ
し
て
デ
ー
タ
提
供

に
合
意
し
た
事
業
者
は
、
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
を
通
じ
て
エ
リ
ア
全

体
の
観
光
動
態
を
詳
細
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
は
、
極
上
の
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
世
界
中
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
魅
了
す
る
国
際
的
な
リ

ゾ
ー
ト
で
あ
る
。
近
年
は
、
夏
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
通
年
型
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
の
性
格
も
強
め
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
人
気
と
成
長
に
よ
り
、
訪
日

外
国
人
の
急
増
と
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
回
復
、

そ
れ
に
伴
う
季
節
や
曜
日
に
よ
る
需
要
の
変

動
、
地
域
住
民
の
生
活
と
の
調
和
な
ど
、
多

く
の
課
題
に
も
直
面
し
て
き
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
同
エ
リ
ア
の
倶

知
安
町
で
は
2
0
2
0
年
度
か
ら
2
0
3
1

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
そ
の
中
で

「
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」を
掲
げ
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
構
想
は
、
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）
や
デ
ー
タ
を
最
大
限
に

活
用
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
シ
ー
ム
レ
ス

で
質
の
高
い
体
験
を
、
事
業
者
に
と
っ
て
は

効
率
的
で
戦
略
的
な
経
営
を
、
そ
し
て
地
域

住
民
に
と
っ
て
は
観
光
と
の
共
存
共
栄
に
よ

る
生
活
の
質
の
向
上
（
Q
O
L
向
上
）
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
構
想
の
根
底
に
は
、
収
集
し
た
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
デ
ー
タ
を
事
業
者
側
の

生
産
性
向
上
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
繋

げ
、
最
終
的
に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
と
住

民
生
活
の
質
の
向
上
と
い
う
「
好
循
環
」
を

生
み
出
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

　本
稿
で
は
、こ
の
理
念
に
基
づ
き
、ス
マ
ー

ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
、
倶

知
安
町
と
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会

（
地
域
D
M
O
）
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い

る
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
一
連
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
観
光
D
X

は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
側
面
か
ら
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　一
つ
目
は
、
観
光
客
の
体
験
価
値
の
向
上

を
目
的
と
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供

で
あ
る
。
こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想

に
お
け
る
「
来
訪
者
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
体
験

と
、
事
業
者
と
来
訪
者
間
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
や
り
取
り
の
実
現
」
と
い
う
目
標
に
直
結

す
る
。
広
大
な
エ
リ
ア
に
点
在
す
る
ス
キ
ー

場
の
リ
フ
ト
運
行
状
況
や
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
、
飲
食
店
や
駐
車
場
の
混
雑
具
合
、

エ
リ
ア
内
を
巡
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
現
在
位

置
と
い
っ
た
情
報
は
、
観
光
客
が
限
ら
れ
た

時
間
を
有
効
に
使
い
、
ス
ト
レ
ス
な
く
滞
在

を
楽
し
む
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
に

応
え
る
た
め
、「
ニ
セ
コ
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
」

や
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
」（
図

1
）
と
い
っ
た
情
報
集
約
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
開
発
・
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

A
I
カ
メ
ラ
や
G
P
S
な
ど
の
技
術
を
用
い

て
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
観
光
客
が
必
要

と
す
る
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
直
感

的
に
把
握
で
き
る
よ
う
構
築
さ
れ
た
。
観
光

客
の
行
動
変
容
を
促
し
、
混
雑
の
平
準
化
や

満
足
度
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
倶
知
安
町
と
俱
知
安
観
光

協
会
に
加
え
、
株
式
会
社
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー

ト
観
光
協
会
や
民
間
企
業
な
ど
で
構
成
す

る
「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
推

進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
た
。

　二
つ
目
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
客
観
的

な
意
思
決
定
を
支
援
し
、
事
業
者
の
生
産

性
向
上
や
D
M
O
の
戦
略
策
定
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
リ

ゾ
ー
ト
構
想
が
目
指
す
「
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
観
光
政
策
」
の
核
と
な
る
部
分
で
あ
り
、

後
述
す
る
「
デ
ー
タ
収
集
分
析
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
や
「
先
予
約
レ
ポ
ー
ト
」
が
そ

　　 リアルタイムトレイルマップの画面例
※画像：倶知安町 沼田氏提供

先予約レポート
の画面例
※画像引用：ニセコ
エリアスマートリ
ゾート推進コンソー
シアム プレスリリー
ス「データ集約・分
析と精度の高い予
想により、消費行動
の促進につなげる
実証プロジェクトを
開始します」（2023
年1月）

　　 Kutchan ID+
利用までの流れ
※画像引用：一般社団法人
倶知安観光協会 プレスリ
リース「住民優待サービス
『Kutchan ID+』リリースの
お知らせ」（2024年11月）

4
．「Kutchan

 ID
+

」に
見
る
、

観
光
と
住
民
生
活
の

よ
り
良
い
関
係
づ
く
り

3
．未
来
の
情
報
か
ら

戦
略
を
磨
く 

〜
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
先
予
約
レ
ポ
ー
ト
の
実
装
〜

図1

図2

図3

会
事
務
局
長
）

沼
田
尚
也
（
倶
知
安
町
観
光
商
工
課
主
幹
）
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情
を
生
む
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の

課
題
に
対
し
俱
知
安
観
光
協
会
は
、
事
業
者

が
商
品
の
価
格
に
コ
ス
ト
の
高
騰
を
反
映
さ

せ
つ
つ
も
、
地
元
住
民
は
割
引
な
ど
の
優
待

制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
方
法
を
生
み
出
し

た
。
そ
れ
が
、
2
0
2
4
年
か
ら
導
入
さ
れ

た「K
u
tch
an
 ID

+
」（
図
3
）で
あ
る
。ま
ず
、

倶
知
安
町
民
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
認
証
を
行

う
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
住
民
証
明
を
取
得
で

き
る
。
こ
れ
を
用
い
て
、「K

utchan ID

+
」

に
協
力
し
て
い
る
店
舗
で
デ
ジ
タ
ル
住
民
証

明
を
提
示
す
る
か
、
W
E
B
サ
イ
ト
で
I
D

認
証
を
行
う
こ
と
で
、
割
引
な
ど
の
優
待
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
リ
フ
ト

券
や
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
飲
食
店
、
地

元
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
の
割
引
で

あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
な
り
す
ま
し
や
使
い
回
し
の
抑
止

に
つ
な
が
る
う
え
、
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
を
そ
の
都
度
提
示
す
る
際
に
比
べ
て
、

個
人
情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク
も
低
減
す
る
。

　こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
生

活
コ
ス
ト
の
上
昇
を
抑
え
な
が
ら
、
事
業
者

は
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
従
業
員
の
賃

金
ア
ッ
プ
や
地
域
へ
の
定
着
を
促
す
こ
と

で
、
さ
ら
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

つ
な
が
る
「
好
循
環
」
を
生
み
出
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
、
利
用
者
は
増
え

続
け
て
お
り
、
本
稿
執
筆
時
点
の
登
録

ア
カ
ウ
ン
ト
数
は
、

倶
知
安
町
の
人
口
約

1
万
5
0
0
0
人（
約

8
0
0
0
世
帯
）に

対
し
て
、
約
1
5
0
0

に
達
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
「K

u
tch
an
 ID

+
」
の
基

盤
は
、
他
の
地
域
還
元
施
策
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
町
民
限
定
で
1
万
円
分

の
飲
食
チ
ケ
ッ
ト
を
5
0
0
0
円
で
購
入
で

き
る
「
マ
ジ
カ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
」（
図
4
）
と

い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
住
民
は
町
内
の
人
気
店
で
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
観
光

地
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
差
額
の

5
0
0
0
円
分
は
倶
知
安
観
光
協
会
が
財
源

を
確
保
し
て
お
り
、
利
用
さ
れ
た
店
舗
に
対

し
て
支
払
わ
れ
る
。
発
売
後
10
日
程
度
で

9
0
0
枚
が
完
売
す
る
な
ど
、
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。

 

「K
utchan ID

+
」の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、

観
光
客
の
動
態
デ
ー
タ
と
は
直
接
的
な
関

わ
り
が
薄
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
地

域
社
会
の
持
続
性
な
く
し
て
、
観
光
地
の

持
続
的
な
発
展
は
あ
り
得
な
い
。
住
民
が

観
光
の
恩
恵
を
実
感
し
、
誇
り
を
持
て
る

地
域
で
あ
っ
て
こ
そ
、
観
光
や
観
光
産
業

に
対
す
る
理
解
や
、
観
光
客
に
対
す
る
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が

観
光
客
の
満
足
度
向
上
に
も
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
。
デ
ー
タ
は
、
そ
の
「
好
循
環
」

を
生
み
出
す
た
め
の
触
媒
と
な
り
得
る
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
観
光
D
X

の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
課
題
認
識
と
、「
倶

知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
描
か

れ
た
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
と
い
う
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
出
発
し
、
様
々
な
目
的
・

視
点
か
ら
、
デ
ー
タ
活
用
の
仕
組
み
が
構
築

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
複
合
的
な
デ
ー

タ
活
用
の
有
効
性
が
見
え
て
く
る
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
情
報
に
よ
る
現
在
の
最
適
化
、
蓄
積

デ
ー
タ
に
よ
る
未
来
へ
の
対
策
、
そ
し
て
住

民
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
地
域
と
の
共
生
。

こ
れ
ら
の
異
な
る
レ
イ
ヤ
ー
の
デ
ー
タ
活
用

を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
観
光
地
経
営
が
可
能
に
な
る
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
取
り
組
み

は
、「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

が
描
く
2
0
3
1
年
度
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向

け
、
今
後
も
進
化
を
続
け
る
。
そ
の
挑
戦
は
、

他
の
地
域
に
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

〈
取
材
協
力
〉

鈴
木
紀
彦
（
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協

会
事
務
局
長
）

沼
田
尚
也
（
倶
知
安
町
観
光
商
工
課
主
幹
）

　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導
入
か
ら
4
年

以
上
が
経
過
し
、
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て

き
た
こ
と
で
分
析
の
幅
も
広
が
っ
て
き
た
。

過
去
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、
直
近
の

2
0
2
4
‐
2
5
年
の
冬
シ
ー
ズ
ン
で
は
、

年
末
年
始
後
の
一
時
的
な
落
ち
込
み
は
ほ
ぼ

解
消
さ
れ
、
冬
期
を
通
し
て
安
定
的
に
誘
客

で
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
夏
期
は
日
本
人
観
光
客
が
7
割
を
占
め

る
た
め
、
依
然
と
し
て
週
末
や
祝
日
に
利
用

が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
徐
々
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
で
、

全
体
の
底
上
げ
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も
見

て
取
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
宿
泊
者
数

の
変
化
な
ど
も
明
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
施
策
の
効
果
測
定
や
次
年
度
計
画
の

精
度
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導

入
後
、
地
域
か
ら
は
「
直
近
の
傾
向
だ
け
で

は
な
く
、
も
っ
と
先
の
状
況
を
知
り
た
い
」

と
の
声
が
上
が
り
、新
た
に「
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
」（
図
2
）
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

P
M
S
か
ら
得
ら
れ
る
今
後
の
予
約
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
最
長
6
カ
月
先
ま
で

の
傾
向
（
前
年
比
）
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
D
M
O
の
会
員
で
あ
れ

ば
誰
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
例
え
ば
3
月
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

の
終
わ
り
が
い
つ
頃
に
な
る
か
、
あ
る
い
は

好
調
な
時
期
は
い
つ
頃
か
、
な
ど
と
い
っ
た

先
の
情
報
が
、
シ
ー
ズ
ン
開
始
前
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
時
期
に
よ
っ

て
異
な
る
国
籍
の
傾
向
（
例
え
ば
、
シ
ー
ズ
ン

初
期
は
ア
ジ
ア
系
、
1
月
頃
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
系
、
3
月
頃
は
再
び
ア
ジ
ア
系
が
増
加

す
る
な
ど
）
も
分
か
る
た
め
、
飲
食
店
な
ど

が
メ
ニ
ュ
ー
構
成
や
多
言
語
対
応
を
検
討
す

る
際
の
参
考
情
報
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
D
M
O
が

循
環
バ
ス
の
運
行
計
画
や
M
I
C
E
誘
致
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
時
期
を
検
討
す
る
際
の
重

要
な
判
断
材
料
に
も
な
っ
て
い
る
。

　し
か
し
、
事
業
者
に
と
っ
て
自
社
の
経
営

デ
ー
タ
は
機
密
性
の
高
い
情
報
で
あ
り
、
そ

の
共
有
に
は
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
伴
う
。

事
業
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
に
、

デ
ー
タ
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
個
々

の
事
業
者
の
懸
念
に
配
慮
し
な
が
ら
信
頼
関

係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
、
仕
組
み
の
実

現
に
至
っ
て
い
る
。

　観
光
客
の
満
足
度
向
上
と
事
業
者
の
生
産

性
向
上
は
観
光
D
X
の
重
要
な
目
標
で
あ
る

が
、
倶
知
安
町
・
俱
知
安
観
光
協
会
の
挑
戦

は
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、「
住
民
の

Q
O
L
を
高
め
る
環
境
」
の
整
備
も
柱
の
一

つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
観
光
の
恩
恵

を
地
域
住
民
に
も
還
元
し
、
共
存
共
栄
の
関

係
を
築
く
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。近
年
、

国
際
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
急
速
な
発
展
を
遂
げ

る
中
で
、
特
に
物
価
の
問
題
は
地
域
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
同
エ
リ
ア
で
は
観
光
客
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
し
、
観
光
と
住
民
生
活
の
よ
り
良
い
関

係
を
築
く
た
め
の
デ
ー
タ
活
用
へ
と
舵
を
切

り
始
め
て
い
る
。

　昨
今
の
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
、
地
域
の

事
業
者
と
し
て
は
仕
入
れ
や
人
件
費
な
ど
の

コ
ス
ト
上
昇
分
を
価
格
に
反
映
さ
せ
た
い
と

い
う
意
向
が
あ
る
も
の
の
、
日
本
人
、
特
に

地
元
住
民
の
感
じ
る
適
正
価
格
に
配
慮
す
る

と
、
大
胆
な
値
上
げ
が
難
し
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
て
い
た
。
価
格
の
上
昇
は
、
外

国
人
観
光
客
に
と
っ
て
は
許
容
範
囲
で
も
、

地
元
住
民
に
と
っ
て
は
「
リ
ゾ
ー
ト
価
格
」

と
映
り
、
観
光
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

の
役
割
を
担
う
。

　そ
し
て
三
つ
目
が
、
地

域
の
事
業
者
と
地
域
住
民

双
方
の
満
足
度
を
高
め
、

持
続
可
能
な
観
光
地
経
営

を
実
現
す
る
た
め
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

リ
ゾ
ー
ト
構
想
で
は
「
住

民
Q
O
L
の
向
上
」
も
重

要
な
要
素
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
は
地
域
住

民
向
け
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「K
u
tch
an
 ID

+
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。

　こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
連

携
し
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
基
盤
が
多
様
な
目

的
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

　リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
提
供
が
観
光
客
の

「
今
」
の
行
動
を
最
適
化
す
る
試
み
だ
と
す

れ
ば
、
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
と
、

少
し
先
の
未
来
の
予
約
状
況
を
読
み
解
く
こ

と
は
、
よ
り
戦
略
的
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ

は
、「
倶
知
安
町
観
光
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
お
け
る
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
観
光
政
策
の
実
現
や
、

エ
リ
ア
の
価
値
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
の

中
核
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

　従
来
は
、
行
政
が
宿
泊
事
業
者
に
対
し
て

実
施
す
る
、
半
年
に
一
度
の
統
計
調
査
が
主

な
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
即
時
性
に

欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

へ
の
活
用
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
特
に
ニ
セ

コ
エ
リ
ア
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
多
く
、

個
々
の
オ
ー
ナ
ー
の
意
向
も
絡
む
た
め
、
エ

リ
ア
全
体
の
宿
泊
動
態
を
正
確
か
つ
迅
速
に

把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
宿
泊
施
設
は
、
自
社
の
予
約
状
況
か
ら

あ
る
程
度
は
先
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
も

の
の
、
飲
食
店
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
客
層
が

多
く
訪
れ
る
の
か
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
仕
入
れ
や
人
員
配
置
の
最
適
化

が
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

2
0
2
0
年
度
の
観
光
庁
実
証
事
業
を
契
機

に「
デ
ー
タ
収
集
分
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
、
エ
リ
ア
内
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る

「R
o
o
m
B
o
ss

」
な
ど
の
宿
泊
施
設
管
理
シ

ス
テ
ム
（
P
M
S
）
と
A
P
I
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
別
の
宿
泊
者
数
、
国
籍
、
宿

泊
単
価
、
客
室
稼
働
率
と
い
っ
た

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
収
集
・
蓄
積

す
る
も
の
で
あ
る
。
P
M
S
と

A
P
I
連
携
し
て
い
な
い
宿
泊
施

設
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の

P
M
S
か
ら
出
力
し
た
デ
ー
タ
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
は
匿
名
化
さ
れ
た

上
で
集
計
・
分
析
さ
れ
、ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
で
可
視
化
さ
れ
る
。
行
政

や
D
M
O
、
そ
し
て
デ
ー
タ
提
供

に
合
意
し
た
事
業
者
は
、
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
を
通
じ
て
エ
リ
ア
全

体
の
観
光
動
態
を
詳
細
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
は
、
極
上
の
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
世
界
中
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
や

ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
魅
了
す
る
国
際
的
な
リ

ゾ
ー
ト
で
あ
る
。
近
年
は
、
夏
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
通
年
型
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
の
性
格
も
強
め
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
人
気
と
成
長
に
よ
り
、
訪
日

外
国
人
の
急
増
と
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
回
復
、

そ
れ
に
伴
う
季
節
や
曜
日
に
よ
る
需
要
の
変

動
、
地
域
住
民
の
生
活
と
の
調
和
な
ど
、
多

く
の
課
題
に
も
直
面
し
て
き
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
同
エ
リ
ア
の
倶

知
安
町
で
は
2
0
2
0
年
度
か
ら
2
0
3
1

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る「
倶
知
安
町
観
光

地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
そ
の
中
で

「
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」を
掲
げ
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
構
想
は
、
I
C
T

（
情
報
通
信
技
術
）
や
デ
ー
タ
を
最
大
限
に

活
用
し
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
シ
ー
ム
レ
ス

で
質
の
高
い
体
験
を
、
事
業
者
に
と
っ
て
は

効
率
的
で
戦
略
的
な
経
営
を
、
そ
し
て
地
域

住
民
に
と
っ
て
は
観
光
と
の
共
存
共
栄
に
よ

る
生
活
の
質
の
向
上
（
Q
O
L
向
上
）
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　こ
の
構
想
の
根
底
に
は
、
収
集
し
た
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
デ
ー
タ
を
事
業
者
側
の

生
産
性
向
上
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
繋

げ
、
最
終
的
に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
と
住

民
生
活
の
質
の
向
上
と
い
う
「
好
循
環
」
を

生
み
出
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

　本
稿
で
は
、こ
の
理
念
に
基
づ
き
、ス
マ
ー

ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
、
倶

知
安
町
と
一
般
社
団
法
人
倶
知
安
観
光
協
会

（
地
域
D
M
O
）
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い

る
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
一
連
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　ニ
セ
コ
エ
リ
ア
・
倶
知
安
町
の
観
光
D
X

は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
側
面
か
ら
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　一
つ
目
は
、
観
光
客
の
体
験
価
値
の
向
上

を
目
的
と
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供

で
あ
る
。
こ
れ
は
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
構
想

に
お
け
る
「
来
訪
者
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
体
験

と
、
事
業
者
と
来
訪
者
間
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
や
り
取
り
の
実
現
」
と
い
う
目
標
に
直
結

す
る
。
広
大
な
エ
リ
ア
に
点
在
す
る
ス
キ
ー

場
の
リ
フ
ト
運
行
状
況
や
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
、
飲
食
店
や
駐
車
場
の
混
雑
具
合
、

エ
リ
ア
内
を
巡
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
現
在
位

置
と
い
っ
た
情
報
は
、
観
光
客
が
限
ら
れ
た

時
間
を
有
効
に
使
い
、
ス
ト
レ
ス
な
く
滞
在

を
楽
し
む
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
に

応
え
る
た
め
、「
ニ
セ
コ
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
」

や
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ト
レ
イ
ル
マ
ッ
プ
」（
図

1
）
と
い
っ
た
情
報
集
約
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
が
開
発
・
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

A
I
カ
メ
ラ
や
G
P
S
な
ど
の
技
術
を
用
い

て
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
観
光
客
が
必
要

と
す
る
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
直
感

的
に
把
握
で
き
る
よ
う
構
築
さ
れ
た
。
観
光

客
の
行
動
変
容
を
促
し
、
混
雑
の
平
準
化
や

満
足
度
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
倶
知
安
町
と
俱
知
安
観
光

協
会
に
加
え
、
株
式
会
社
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー

ト
観
光
協
会
や
民
間
企
業
な
ど
で
構
成
す

る
「
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
推

進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
ら
れ
た
。

　二
つ
目
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
客
観
的

な
意
思
決
定
を
支
援
し
、
事
業
者
の
生
産

性
向
上
や
D
M
O
の
戦
略
策
定
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
リ

ゾ
ー
ト
構
想
が
目
指
す
「
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
観
光
政
策
」
の
核
と
な
る
部
分
で
あ
り
、

後
述
す
る
「
デ
ー
タ
収
集
分
析
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
や
「
先
予
約
レ
ポ
ー
ト
」
が
そ

5
．お
わ
り
に

マジカルダイニングの
パンフレット
※画像：一般社団法人
倶知安観光協会
鈴木氏提供

図4
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G
P
S
や
通
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
動
態
デ
ー
タ
の
観
光
活
用
や
、宿
泊
者
の
属
性
情
報
な
ど
を
地
域
全
体
で
収
集・利
活
用
す
る
取
り
組
み
が
各
地
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、観
光
客
の
回
遊
状
況
や

滞
在
傾
向
を
可
視
化
し
、課
題
の
把
握
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
の
最
適
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
。関
係
者
間
で
の
デ
ー
タ
共
有
や
分
析
体
制
の
整
備
が
進
む
こ
と
で
、よ
り
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
が
実
現
し

つ
つ
あ
る
。こ
う
し
た
実
践
は
、デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
地
域
づ
く
り
の
可
能
性
を
力
強
く
示
し
て
い
る
。今
回
は
、こ
う
し
た
取
り
組
み
を
先
進
的
に
進
め
る
4
社
に
話
を
伺
っ
た
。

観
光
に
お
け
る

位
置
情
報
利
用
の

課
題
と
未
来

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
や
携
帯
電
話
基
地
局
の
運
用
デ
ー
タ
、

W
i‒

F
i
な
ど
を
通
じ
て
人
々
の
移
動
や
滞
在
に
関
す
る
現
象
を
収
集・分
析
し
、

人
の
流
れ
を
数
値
化
し
た
人
流
デ
ー
タ
は
、

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
、交
通
、防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

地
域
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る一方
で
、

取
り
扱
い
の
難
し
さ
な
ど
、

活
用
時
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
も
多
い
。

観
光
に
お
い
て
人
流
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

活
用
す
る
う
え
で
の
課
題
と
可
能
性
と
は
何
か
。

観
光
客
の
動
態
を
デ
ー
タ
化
し
、活
用
を
進
め
る
2
社
に
話
を
伺
っ
た
。

株
式
会
社
ド
コ
モ・イ
ン
サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
。博
士（
工
学
）。1
9
9
8
年
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

に
て
ｉ
モ
ー
ド
用
交
換
機
、仮
想
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
研
究
開
発
、

2
0
0
8
年
よ
り「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」の
研
究
立
ち
上
げ
か
ら
参
画
。2
0
1
3
年
よ
り
ド
コ
モ・イ
ン
サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
て「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」の
事
業
推
進
に
従
事
。Ｇ
20
観
光
大
臣
会
合
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、前
島
密
賞
、総
務
大
臣
賞
、文

部
科
学
大
臣
表
彰
な
ど
受
賞
、国
交
省
総
政
局「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
る
旅
客
流
動
把
握
の
高
度
化
に
関
す
る
W
G
」委
員
な
ど
を
歴
任
。

鈴
木
俊
博
（
す
ず
き
・
と
し
ひ
ろ
）

株
式
会
社
ナ
ビ
タ
イ
ム
ジャ
パン 

移
動
デ
ー
タ
事
業
部 

事
業
部
長
。２
０
１
３
年
、ナ
ビ
タ
イ

ム
ジ
ャ
パン
入
社
。ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョン
ア
プ
リ
開
発
お
よ
び
研
究
開
発
の
品
質
保
証
に
従
事
。

２
０
１
９
年
、Ｍａａ
Ｓ
事
業
部
プ
ロ
ジェク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
就
任
、２
０
２
０
年
か
ら
は
地

域
交
通
の
最
適
化
と
観
光
活
性
化
を
目
指
し
、Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
Ｍａａ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
運
営・開
発
に

従
事
。２
０
２
４
年
、Ｍａａ
Ｓ
／
移
動
デ
ー
タ
事
業
部
部
長
に
就
任
、2
0
2
5
年
よ
り
現
職
。

甲
斐
沼
大
輔
（
か
い
ぬ
ま
・
だ
い
す
け
）

座
談
会
撮
影
○

村
岡
栄
治

構
成
・
文
○

成
田
美
友

出席者

蛯
澤
俊
典
（
え
び
さ
わ
・
と
し
の
り
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部

副
主
任
研
究
員

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

川
村
竜
之
介
（
か
わ
む
ら
・
り
ゅ
う
の
す
け
）

3

座
談
会

1
❶

観
光
に
お
け
る
位
置
情
報
利
用
の
課
題
と
未
来

❷

戦
略
的
観
光
地マ
ネ
ジメン
ト
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
と
地
域
連
携
の
可
能
性

宿
泊
・
回
遊
デ
ー
タ
の
最
前
線
、観
光
客
の
足
跡
を
語
る

事
業
者
の
事
例

○
株
式
会
社
ドコモ・イン
サ
イ
トマ
ー
ケ
テ
ィン
グ

○
株
式
会
社
ナビ
タ
イ
ム
ジャパン

○
株
式
会
社
J
T
B

○
株
式
会
社
オ
ー
プン
ト
ーン

宿泊・回遊データの最前線、観光客の足跡を語る…座談会 ❶3



る
期
待
感
を
含
め
、
理
解
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の

先
輩
で
も
あ
る
鈴
木
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち

と
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
き
た
中
で
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
し
ま
う

と
い
う
方
も
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
、
ど
う
や
っ
て
デ
ー
タ
の
価
値
を

提
示
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
モ
バ

イ
ル
空
間
統
計
」
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
由

来
の
人
流
デ
ー
タ
な
の
で
、
単
体
の
地
理
解

像
度
で
い
う
と
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
で
、
こ

れ
は
必
ず
問
わ
れ
る
部
分
で
す
。た
と
え
ば
、

個
店
の
方
が
「
来
店
者
数
を
知
り
た
い
」
と

い
っ
て
も
、
こ
の
解
像
度
だ
と
個
々
の
商
店

の
数
字
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
の
数
字
を
知
る
こ

と
に
よ
る
個
店
へ
の
価
値
を
訴
求
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
個
店
で
の
来
店
者
数
と
購

入
者
数
は
大
体
同
じ
と
考
え
る
と
、
来
店
者

数
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売

時
点
情
報
管
理
）
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
な

ど
、
売
り
上
げ
の

デ
ー
タ
で
大
体
分
か

る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
」

で
は
、
売
り
上
げ

デ
ー
タ
で
は
分
か
ら

な
い
、
周
辺
の
い
わ

ゆ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

カ
ス
タ
マ
ー
（
見
込

み
客
）
に
成
り
得
る

人
数
が
分
か
り
ま

す
。例
を
挙
げ
る
と
、

個
店
Ａ
と
個
店
Ｂ
は

ど
ち
ら
も
来
店
者
数
が
1
0
0
人
で
、
売
り

上
げ
も
同
じ
で
す
。
た
だ
、
周
辺
を
見
る
と
、

個
店
Ａ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
1
0
0
0
人
い

て
、
個
店
Ｂ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
2
0
0
人

し
か
い
な
い
。
そ
れ
が
分
か
る
と
、
1
0
0
0

人
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
個
店
Ａ
の
売
り
上
げ

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
彼
ら
も
決
し
て
来
店
者
数
が
知
り
た
い
わ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
と
い

う
の
が
本
来
の
目
標
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う

し
て
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

最
適
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴
木
　
デ
ー
タ
だ
け
で
は
1
0
0
％
の
解
答

は
出
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か
ら
10
年
く
ら
い

経
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
人
流
デ
ー
タ
の

横
断
的
に
デ
ー
タ
取
得
・
分
析
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
た
ち
の
路
線
を
利
用
し
た
人
は
ど
こ
か

ら
来
て
、
そ
の
後
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
も
と

に
分
析
す
る
こ
と
で
、
路
線
周
辺
の
観
光
に

対
す
る
取
り
組
み
や
広
告
、
観
光
商
材
の
検

討
に
役
立
て
て
い
る
と
い
う
例
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
つ
ま
り
人
流
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、

経
路
検
索
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
、Ｇ
Ｐ

Ｓ
で
は
分
か
ら
な
い
移
動
手
段
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
す
る
と
、

そ
の
結
果
、
他
社
の
情
報
を
得
や
す
く
な
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
経
路
検
索
の
技
術

を
応
用
す
る
こ
と
で
、
使
用
し
た
移
動
手
段
の

路
線
を
推
定
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
補

足
し
ま
す
と
、
検
索
デ
ー
タ
を
使
え
ば
利
用

者
の
も
と
も
と
の
関
心
も
分
か
り
ま
す
し
、

た
と
え
ば
2
種
類
の
経
路
が
あ
っ
た
と
き

に
、
国
籍
の
分
析
を
か
け
る
と
国
籍
に
よ
る

違
い
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
結
果
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
施
策
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鈴
木
　
私
ど
も
か
ら
自
治
体
で
の
活
用
例
を

挙
げ
る
と
す
る
と
、
長
崎
市
は
「
モ
バ
イ
ル

空
間
統
計
」
を
使
っ
て
、
日
本
人
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
を
季
節
変
動
や
居
住
地
・
国

籍
別
の
強
弱
な
ど
を
定
点
的
に
追
い
な
が

ら
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
崎
市
に
観
光
に
訪
れ
た
方
が
、

市
内
の
ど
こ
に
足
を
運
ん
で
い
る
の
か
と
い

う
分
布
分
析
や
、
市
外
の
ど
こ
を
周
遊
し
て

い
る
の
か
と
い
う
移

動
分
析
も
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
で
よ
く
見
ら

れ
る
の
で
す
が
、
長

崎
市
に
来
た
方
は
広

島
市
に
も
行
っ
て
い

る
と
い
っ
た
こ
と
も

数
字
で
分
か
り
ま
す

の
で
、
地
域
間
連
携

と
い
う
意
味
で
も
ご

活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
あ
と
最
近
の
事
例

で
い
い
ま
す
と
、
面

的
に
き
ち
ん
と
数
字

が
と
れ
る
と
い
う
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

の
特
徴
を
生
か
し
て
、
宿
泊
税
の
分
配
と
い

う
点
で
ご
活
用
い
た
だ
く
自
治
体
も
出
始
め

て
い
ま
す
ね
。

蛯
澤
　
人
流
デ
ー
タ
の
有
用
性
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、
も
と
も
と
想
定
し
て
い
た
使

い
方
に
加
え
て
、
社
会
変
化
に
応
じ
て
新
た

な
使
わ
れ
方
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

川
村
　
そ
う
し
た
新
た
な
使
わ
れ
方
を
含

め
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
の
変
化

や
進
化
し
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の

は
2
0
1
3
年
で
す
か
ら
、
今
年
で
12
年
に

な
り
ま
す
。
人
流
デ
ー
タ
で
は
な
く
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
言
っ
て
い
た
最
初
の
頃
は
、「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
っ
て
何
？
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

時
代
。
そ
こ
か
ら
、
最
初
の
ス
モ
ー
ル
サ
ク

セ
ス
を
つ
く
る
の
が
と
に
か
く
大
変
で
し

た
。
行
政
で
も
民
間
企
業
で
も
、
ス
モ
ー
ル

サ
ク
セ
ス
が
あ
る
と
次
々
に
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
が
、
最
初
の
一
歩
が
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
で
も
12
年
経
っ
て
、
最
近
で
は
人
流
デ
ー

タ
、「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
理
解
し
て

く
だ
さ
っ
た
う
え
で
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
流
デ
ー
タ
に
対
す

ま
う
と
、
デ
ー
タ
を
買
う
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
。

鈴
木
　
そ
の
と
お
り
で
し
て
、
私
は
常
々
、

デ
ー
タ
は
売
る
・
買
う
も
の
で
は
な
く
、

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
買
っ
て
終
わ
り
、

手
元
に
あ
る
か
ら
よ
し
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ず
に
、
活
用
す
る
こ
と
に
き
ち
ん
と

フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
行
政
機
関
の
場
合
は
、
担
当
者
が
2

〜
3
年
で
変
わ
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上
げ
る
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
。
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と

思
っ
た
ら
別
の
方
に
担
当
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
私
た
ち
と
し
て
は
、

行
政
で
も
民
間
で
も
変
わ
ら

ず
、
普
及
活
動
と
い
い
ま
す

か
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
と
こ
う
い
う
効
率
化
が
で

き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
定
期

的
に
発
信
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
、せ
っ

か
く
ご
購
入
い
た
だ
い
て
い

る
の
に
、
2
〜
3
年
で
償
却
す
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
組
織
と
し
て
継
続
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

川
村
　
継
続
す
る
た
め
に
は
、
投
資
対
効
果

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
も
な
り
そ
う
で
す

が
、
自
治
体
か
ら
す
る
と
決
し
て
安
く
な
い

買
物
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
こ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
状
で
い
う
と
月
額
9
万
円
ま
で
下
げ
た
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
伴
走
し
て
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
提

言
を
し
な
が
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
は
、
内
容
と
価
格
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
大
規
模

な
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
数
百
万
円
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
範
囲
が
必
要
な

の
か
を
ご
判
断
い
た
だ
く
た
め
に
、
先
ほ
ど

お
話
し
し
た
、
セ
ル
フ
で
分
析
で
き
る
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
の
ご
利
用

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
月
額
数
十
万
円

で
全
国
の
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
本
当
に
必
要
な
範
囲
の
デ
ー

タ
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
全
体
の
コ
ス

ト
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
簡
易
的
な

も
の
を
と
い
う
声
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、

月
次
の
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
か
た
ち
で
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
月
額
5
万
円
以
下
で
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
情
報
収
集
と
し
て

デ
ー
タ
を
見
る
習
慣
を
つ
け
な
が
ら
、
個
々

の
ケ
ー
ス
に
合
っ
た
課
題
を
見
つ
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
簡
易
的
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
直

接
的
に
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
フ
ル
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ま
で
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
含
め
て
、
皆
様

の
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
行
政
、
民
間
を
問
わ
ず
い
え
る
こ
と
で
す

が
、
投
資
対
効
果
を
す
ぐ
に
実
感
す
る
と
い

活
用
場
面
が
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
い
う

と
、
弊
社
の
場
合
、
い
ま
ま
で
は
情
報
収
集

の
た
め
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
方
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
か
ら
、

こ
う
い
う
こ
と
が
分
か
る
デ
ー
タ
が
ほ
し
い

と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
具
体
的
な
課
題
感

を
も
っ
た
う
え
で
、
解
決
の
た
め
に
活
用
し

た
い
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川
村
　
戦
略
の
中
に
組
み
込
む
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
い
方
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
実
際
に
会
社
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
方
針
が
定
ま

っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
ど
の
デ
ー
タ
を

使
え
ば
い
い
の
か
を
試
し
て
い
る
方
た
ち
が

多
い
で
す
ね
。
先
行
的
に
取
り
組
ま
れ
た
方

た
ち
は
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
受
け
て
自
分
た
ち
も
や
ら
な
く
て
は

と
い
う
空
気
感
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

人
流
デ
ー
タ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル

蛯
澤
　
実
際
に
人
流
デ
ー
タ
の
活
用
へ
の

関
心
は
高
ま
っ

て
い
ま
し
て
、

西
日
本
を
中
心

と
す
る
全
国

1
0
0
自
治
体

を
対
象
に
、
株

式
会
社
地
域
創

生
C
o
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
と
、

株
式
会
社
う
る

る
が
運
営
す
る

「
入
札
Ｂ
Ｐ
Ｏ
」

と
が
共
同
で

行
っ
た
「
観
光
活
性
化
の
課
題
と
デ
ー
タ
活

用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
調
査
期

間
：
2
0
2
5
年
1
月
17
日
〜
2
月
14
日
）

の
結
果
に
よ
る
と
、
今
後
活
用
し
た
い
デ
ー

タ
と
し
て
最
も
多
く
の
自
治
体
が
挙
げ
た
の

は
「
人
流
デ
ー
タ
」
で
し
た
。
そ
の
割
合
は

74
％
で
、
続
く
「
観
光
庁
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
」（
51
%
）、「
消
費
デ
ー
タ
」（
48
％
）

と
比
べ
る
と
、
ニ
ー
ズ
が
圧
倒
的
に
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
に
お
け
る
課

題
と
し
て
、「
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
」（
69
%
）、

「
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
具
体
的
な
施
策
の
立

案
」（
65
%
）、「
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の

人
材
」（
59
%
）
な
ど
が
挙
が
っ
て
お
り
、
活

用
に
際
し
て
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
地
域
課
題
を
解
決
に
導
く
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
、
有
効
な
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
も
そ
も
人
流
デ
ー
タ
そ
の
も
の

は
最
終
ゴ
ー
ル
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
観

光
で
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
観
光
産
業

の
発
展
や
観
光
客
の
満
足
度
向
上
、
地
域

の
活
性
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
最
終
ゴ
ー

ル
で
あ
っ
て
、
人
流
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で

ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
。
私
た
ち
が

地
域
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
3
の
方
々
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
共

に
考
え
る
と
い
う
営
み
を
す
る
際
、
ま
ず
最

終
ゴ
ー
ル
を
定
め
て
、
そ
こ
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
に
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
と
、
話
が
進
み
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
も
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使
う
・
使
わ
な
い
、

そ
し
て
結
果
を
ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う

判
断
は
自
分
た
ち
で
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　
活
用
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に

は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
実
は
私

た
ち
は
日
々
、
そ
れ
を
読
み
解
き
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
天
気
予
報
。
予

報
を
自
分
な
り
に
分
析
し
て
、
そ
の
日
の
服

装
や
傘
を
持
っ
て
い
く
か
ど
う
か
を
決
め
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
も
課
題
が
大
き
い
と
難

し
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
組
織
で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
と
き
に
や

は
り
、
何
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
使
う
の
か
を

見
失
わ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
の
話
か
ら
、
デ
ー
タ
は
目
的

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
手
法
で
あ
っ
て
、

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
活
用
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
を
間
違
え
て
し

ギ
は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
り
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、甲
斐
沼
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
は
じ
め
、

人
流
デ
ー
タ
を
扱
う
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
い
い
も
の
を

つ
く
り
あ
げ
て
き
た
の
が
こ
の
10
年
だ
と
し

た
ら
、
個
人
的
に
や
り
た
い
の
は
、
い
ま
の

レ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
一
個
上
の
レ

イ
ヤ
ー
で
み
ん
な
で
勝
負
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。

蛯
澤
　
レ
イ
ヤ
ー
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

鈴
木
　
え
え
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
が
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
を
考
え
る
よ
う
な
世
界
に
な
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
レ
イ
ヤ
ー
を

一
段
上
げ
て
業
界

が
動
き
出
す
と
、

私
た
ち
が
思
い
描

い
て
い
る
よ
う
な

世
界
の
実
現
も
早

く
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
気
が
し
ま

す
。

甲
斐
沼
　
私
は
、

こ
の
10
年
で
の

A
I
の
驚
異
的
な

進
化
を
考
え
る

と
、
技
術
的
な
課

題
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
重
要
な
の
は
、
進
化
し
続
け
る
A
I
に

対
し
て
、
使
い
手
の
利
便
性
を
ど
う
高
め
る

か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ど
ん
な
に
便
利
な
も

の
を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
使
う
人
が
便
利

だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
た
と
え
ば
現
状
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
ツ
ー

ル
が
い
い
の
か
、
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
ほ
う
が

が
い
い
の
か
な
ど
、
そ
も
そ
も
の
と
こ
ろ
を

含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
方
た
ち
と
一
緒

に
成
長
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
が
描
い
て
い
る
世
界
観
は
似

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
業
界

全
体
で
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い
の
強
み
を
生

か
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
進
む
こ
と
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
業
界
全
体
が

成
長
で
き
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
そ
ら
く
共
通
見
解
と
し
て
は
、
技

術
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
そ
う
高
く
な
く
て
、
競

合
関
係
で
あ
っ
た
り
、
レ
イ
ヤ
ー
の
問
題
で

あ
っ
た
り
と
、
人
間
側
の
問
題
が
多
分
に
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
使
い
手
が
大
き
な
目
的
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
よ
ね
。
た

と
え
ば
、
使
い
手
の
サ
ク
セ
ス
を
共
有
す
る

場
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
一
社
一
社
で

難
し
い
こ
と
も
、
取
り
ま
と
め
る
場
が
あ
る

こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
が
こ
う
い

う
こ
と
を
や
れ
た
ら
い
い
よ
ね
と
い
う
の

は
、
ど
う
し
て
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
目
線
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
疑

問
を
は
じ
め
、
使
い
手
の
皆
様
か
ら
声
を
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
2
社
様
に
限
ら
ず
、
人
流
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
会
社
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
同
時
に
、
会
社

間
の
連
携
を
含
め
て
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な

可
能
性
を
感
じ
る
お
話
で
し
た
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
実
際
に

使
っ
た
結
果
、
自
分
た
ち
の
意
思
決
定
に
役

に
立
っ
た
か
と
い
う
観
点
で
考
え
て
い
た
だ

け
る
と
、
そ
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
私

た
ち
に
は
価
値
が
き
ち
ん
と

伝
わ
る
よ
う
に
設
計
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
が

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が

使
え
る

サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て

川
村
　
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
と
い
う
点
で
い
う

と
、
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
あ
る
分
析
手
法
や
活

用
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
も
、
技
術

的
に
解
決
で
き
る
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

私
た
ち
が
、
使
い
方
が
分
か

ら
な
く
て
も
使
え
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
内
側
に
人
流
デ
ー
タ

が
あ
る
け
れ
ど
、
使
う
側
は
そ
れ
を
意
識
し

な
く
と
も
、
最
終
的
に
求
め
て
い
る
も
の
を

得
ら
れ
る
。
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
た
と
え
ば
A
I
が
情
報
を
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
そ
の
中
で
考
え
ら
れ
る
合
理

的
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
近
い
将
来
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
観
点
で
思
い
描

い
て
い
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

鈴
木
　
そ
う
し
た
観
点
で
い
う
と
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
ナ
イ
ト
レ
イ
に
、

私
た
ち
の
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
使
っ

て
、
観
光
の
課
題
を
入
力
す
る
と
提
言
を

し
て
く
れ
る
と
い
う
生
成
A
I
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
い

う
と
、
た
と
え
ば
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
や
デ
ー
タ
の
信
頼
性
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
で
は
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
単
体
の
地
理
解
像

度
で
い
う
と
1
2
5
m
の
グ
リ
ッ
ド
が
限
界

で
す
。
そ
こ
で
、
他
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
道
路
単
位
や
50
m
単
位
で
の
人
流

デ
ー
タ
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
単
体

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
、
人
流
デ
ー
タ
が
表
に
出
て
は
い
な
く
て

も
き
ち
ん
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
私

た
ち
が
直
近
で
目
指
し
て
い
る
世
界
観
と
し

て
は
、
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
だ
れ
も

が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
現
状
の

よ
う
に
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
て
提

供
す
る
場
合
、
あ
る
程
度
の
専
門
的
な
知
識

が
な
い
と
、
解
釈
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
も
う
少
し
と
ら
え
や
す

く
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、最
終
的
な
未
来
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
決
済
を
す
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と

を
意
識
せ
ず
と
も
、
投
げ
か
け
た
課
題
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て

解
決
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と
を
読
み
取
っ
て

整
理
し
、
気
づ
い
た
ら
施
策
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
思
い
描
い
て
い
る
も
の
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
技
術
的
な
課
題
は
も

ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
番
の
ハ
ー

ド
ル
に
な
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
実
現
の
た
め
に
必
要
な
カ

倫
理
的
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
今
度

は
世
の
中
に
広
め
る
た
め
に
広
報
活
動
で

あ
っ
た
り
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り

と
い
う
活
動
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
観
光
地
域
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ

の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
意
義
を
ど

の
よ
う
に
意
味
づ
け
、
伝
え
て
こ
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
人
流

デ
ー
タ
を
使
う
意
義
を
端
的
に
い
う
と
、Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
＊
1 

を
回
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
立
案
す
る
と
き
に
、
強
弱
を

つ
け
る
意
味
で
も
役
立
ち
ま
す
し
、
施
策
を

立
案
し
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
も

大
き
い
で
す
ね
。

　
特
に
地
域
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
勘
と
経
験
で
ま
か
な
っ
て
い
た
部
分
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
数
字
に
基

づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
計

画
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
人
が
増
え
て

い
る
の
か
、
周
遊
が
活
性
化
さ
れ
て
い
る
の

か
な
ど
を
見
え
る
化
し
、
関
わ
る
人
た
ち
が

同
じ
目
線
で
評
価
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
勘
や
経
験
に
頼
っ
て
い
た
部
分
を
デ
ー

タ
で
補
完
す
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
勘
や
経
験
も
と
て

も
重
要
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
局
所
的
に
な

り
が
ち
で
す
し
、
結
果
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
た
め
の
組
織
が
醸
成
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
価
値
観
を
デ
ー

タ
に
置
き
換
え
て
組
織
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
が
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
原
動
力

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
得

た
局
所
的
な
デ
ー
タ
や
古
い
デ
ー
タ
を
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
よ

り
普
遍
的
で
、
俯
瞰
的
な
こ
と
が
見
え
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。視
野
が
広
が
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
何
と
な
く
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
や
、
見
え
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
く

ら
い
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
を
判
断
で
き

ま
す
し
、
も
し
そ
の
優
先
順
位
が
間
違
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が
デ
ー
タ
と
し

て
現
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
ま
た
改
善

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
業
務
や
プ
ロ
セ
ス
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。
そ
れ
が
デ
ー
タ

の
活
用
に
限
ら
ず
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
変
化
に
応
じ
て

活
用
場
面
も
拡
大

蛯
澤
　
お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
人

の
営
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
観
光
で
は
、

デ
ー
タ
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
部
分
も
あ

り
、
勘
や
経
験
も
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ

だ
け
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
経
験
と
勘
が
よ
り
生
き

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
回
り
や

す
く
な
り
、
日
々
の
業
務
の
改
善
、
効
率
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
か
ら
考
え
て
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
地
域
課
題
を
解
決

し
た
具
体
例
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

甲
斐
沼
　
自
治
体
で
い
う
と
、「Japan T

ravel 

by N
A
V
IT
IM
E

」で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
観

光
向
け
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
＊
2 

で
ご
活
用
い
た
だ
い

て
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
地
域

の
観
光
を
よ
く
す
る
た
め
の
一
次
デ
ー
タ

と
し
た
り
、
そ
の
地
域
が
も
っ
て
い
る
他

の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
観
光
地
域
の
状
況
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。

　
地
域
と
い
う
目
線
か
ら
は
少
し
外
れ
ま
す

が
、
私
た
ち
の
場
合
は
、
実
際
に
移
動
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
と
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
鉄
道
事
業
者
か

ら
の
お
声
が
け
が
多
い
の
が
特
徴
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ど
の
路
線

で
移
動
し
た
か
と
い
う
分
析
は
他
社
で
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
経
路
検
索

エ
ン
ジ
ン
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
路
線

を
使
っ
て
移
動
し
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
分
析
で
き
ま
す
。
自
社
以
外
の
路
線
の
動

向
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
複
数
の
路
線
を

頭
を
悩
ま
せ
た
の
は

技
術
よ
り
も
法
律
と
倫
理

蛯
澤
　
そ
れ
ぞ
れ
観
光
地
域
な
ど
で
人
流

デ
ー
タ
を
提
供
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た

経
緯
と
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
ご

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
提
供
し
て
い
ま
す
の
は

「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
と
い
い
ま
し
て
、

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
も
と
に
し
て
、
位
置
情
報
な
ど
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
人
流
デ
ー
タ
で
す
。

　
導
入
経
緯
で
い
い
ま
す
と
、
か
な
り
さ
か

の
ぼ
っ
て
2
0
0
8
年
。
通
信
事
業
で
生
ま

れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
何
か
し
ら
社
会
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
着
想
し
ま
し
た
。
5
年
ほ
ど
か
け
て

研
究
開
発
を
進
め
、
2
0
1
3
年
の
10
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
日

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

に
関
し
て
も
同
じ
基
準
で
分
析
で
き
る
の
が

強
み
で
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ビ
タ

イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
が
取
り
扱
う
人
流
デ
ー
タ

は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
ナ

ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
し
て
い
る
訪
日

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
リ
「Japan T

ravel by N
A
V
IT
IM
E

」
で

得
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
、

そ
し
て「
自
転
車N

A
V
IT
IM
E

」や「
カ
ー
ナ
ビ

タ
イ
ム
」な
ど
の
利
用
者
か
ら
得
ら
れ
る
プ
ロ

ー
ブ
（
車
流
）
デ
ー
タ
で
す
。

　
私
た
ち
は
自
社
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
か
ら
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
分
析

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
複
雑

な
処
理
を
せ
ず
に
セ
ル
フ
で
訪
日
外
国
人
旅

行
客
の
動
態
を
分
析
で
き
る
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
や
「
自
転
車
プ
ロ
フ

ァ
イ
ラ
ー
」
な
ど
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
シ

リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
人
流
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
化
す
る
に
あ

た
っ
て
は
ご
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
あ
た
り
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
先
ほ
ど
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
着
想
か
ら
実
際
の
ロ
ー
ン
チ
ま
で
5
年

か
か
っ
て
い
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
技
術

的
な
課
題
が
解
決
で
き
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
ロ
ー
ン
チ
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

人
流
デ
ー
タ
の
場
合
は
技
術
的
な
課
題
以
外

の
と
こ
ろ
が
大
変
で
し
た
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
位
置
情
報
を
マ
ネ
タ

イ
ズ
し
て
い
い
の
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し

て
い
い
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
、
法
律
も
き

ち
ん
と
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
と
い
っ
て
も
、

そ
も
そ
も
社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
意
味
で
、
そ
こ
が
難
し
か
っ
た
の
と
同

時
に
、
面
白
か
っ
た
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
技
術
的

な
課
題
よ
り
も
、
法
的
も
し
く
は
倫
理
的
な

部
分
を
ク
リ
ア
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

鈴
木
　
そ
う
で
す
ね
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ

ん
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
現
状
で
は
24
時
間
3
6
5
日
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
人
流
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
ま
す

が
、
ロ
ー
ン
チ
し
た
2
0
1
3
年
の
時
点
で

は
、
デ
ー
タ
推
計
に
1
〜
2
か
月
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
技
術
的
な
課
題
も
ク

リ
ア
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
も
同
じ
で
、
法
的
な
部
分

に
は
十
二
分
に
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
位
置

情
報
は
個
人
情
報
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
に
ラ
イ
ン
を
引
き
、
提
供
で

き
る
デ
ー
タ
の
範
囲
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質

レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
最
初
の
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
取
得
し
た
位
置
情
報
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ラ
イ
ン
に
即

し
た
品
質
レ
ベ
ル
に
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の

精
査
も
必
要
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
常
々

す
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

勘
と
経
験
頼
み
の

観
光
施
策
を
最
適
化

蛯
澤
　
そ
う
や
っ
て
、
技
術
的
か
つ
法
的
、
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る
期
待
感
を
含
め
、
理
解
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の

先
輩
で
も
あ
る
鈴
木
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち

と
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
き
た
中
で
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
し
ま
う

と
い
う
方
も
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
、
ど
う
や
っ
て
デ
ー
タ
の
価
値
を

提
示
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
モ
バ

イ
ル
空
間
統
計
」
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
由

来
の
人
流
デ
ー
タ
な
の
で
、
単
体
の
地
理
解

像
度
で
い
う
と
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
で
、
こ

れ
は
必
ず
問
わ
れ
る
部
分
で
す
。た
と
え
ば
、

個
店
の
方
が
「
来
店
者
数
を
知
り
た
い
」
と

い
っ
て
も
、
こ
の
解
像
度
だ
と
個
々
の
商
店

の
数
字
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
の
数
字
を
知
る
こ

と
に
よ
る
個
店
へ
の
価
値
を
訴
求
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
個
店
で
の
来
店
者
数
と
購

入
者
数
は
大
体
同
じ
と
考
え
る
と
、
来
店
者

数
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売

時
点
情
報
管
理
）
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
な

ど
、
売
り
上
げ
の

デ
ー
タ
で
大
体
分
か

る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
」

で
は
、
売
り
上
げ

デ
ー
タ
で
は
分
か
ら

な
い
、
周
辺
の
い
わ

ゆ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

カ
ス
タ
マ
ー
（
見
込

み
客
）
に
成
り
得
る

人
数
が
分
か
り
ま

す
。例
を
挙
げ
る
と
、

個
店
Ａ
と
個
店
Ｂ
は

ど
ち
ら
も
来
店
者
数
が
1
0
0
人
で
、
売
り

上
げ
も
同
じ
で
す
。
た
だ
、
周
辺
を
見
る
と
、

個
店
Ａ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
1
0
0
0
人
い

て
、
個
店
Ｂ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
2
0
0
人

し
か
い
な
い
。
そ
れ
が
分
か
る
と
、
1
0
0
0

人
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
個
店
Ａ
の
売
り
上
げ

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
彼
ら
も
決
し
て
来
店
者
数
が
知
り
た
い
わ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
と
い

う
の
が
本
来
の
目
標
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う

し
て
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

最
適
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴
木
　
デ
ー
タ
だ
け
で
は
1
0
0
％
の
解
答

は
出
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か
ら
10
年
く
ら
い

経
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
人
流
デ
ー
タ
の

横
断
的
に
デ
ー
タ
取
得
・
分
析
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
た
ち
の
路
線
を
利
用
し
た
人
は
ど
こ
か

ら
来
て
、
そ
の
後
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
も
と

に
分
析
す
る
こ
と
で
、
路
線
周
辺
の
観
光
に

対
す
る
取
り
組
み
や
広
告
、
観
光
商
材
の
検

討
に
役
立
て
て
い
る
と
い
う
例
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
つ
ま
り
人
流
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、

経
路
検
索
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
、Ｇ
Ｐ

Ｓ
で
は
分
か
ら
な
い
移
動
手
段
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
す
る
と
、

そ
の
結
果
、
他
社
の
情
報
を
得
や
す
く
な
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
経
路
検
索
の
技
術

を
応
用
す
る
こ
と
で
、
使
用
し
た
移
動
手
段
の

路
線
を
推
定
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
補

足
し
ま
す
と
、
検
索
デ
ー
タ
を
使
え
ば
利
用

者
の
も
と
も
と
の
関
心
も
分
か
り
ま
す
し
、

た
と
え
ば
2
種
類
の
経
路
が
あ
っ
た
と
き

に
、
国
籍
の
分
析
を
か
け
る
と
国
籍
に
よ
る

違
い
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
結
果
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
施
策
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鈴
木
　
私
ど
も
か
ら
自
治
体
で
の
活
用
例
を

挙
げ
る
と
す
る
と
、
長
崎
市
は
「
モ
バ
イ
ル

空
間
統
計
」
を
使
っ
て
、
日
本
人
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
を
季
節
変
動
や
居
住
地
・
国

籍
別
の
強
弱
な
ど
を
定
点
的
に
追
い
な
が

ら
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
崎
市
に
観
光
に
訪
れ
た
方
が
、

市
内
の
ど
こ
に
足
を
運
ん
で
い
る
の
か
と
い

う
分
布
分
析
や
、
市
外
の
ど
こ
を
周
遊
し
て

い
る
の
か
と
い
う
移

動
分
析
も
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
で
よ
く
見
ら

れ
る
の
で
す
が
、
長

崎
市
に
来
た
方
は
広

島
市
に
も
行
っ
て
い

る
と
い
っ
た
こ
と
も

数
字
で
分
か
り
ま
す

の
で
、
地
域
間
連
携

と
い
う
意
味
で
も
ご

活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
あ
と
最
近
の
事
例

で
い
い
ま
す
と
、
面

的
に
き
ち
ん
と
数
字

が
と
れ
る
と
い
う
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

の
特
徴
を
生
か
し
て
、
宿
泊
税
の
分
配
と
い

う
点
で
ご
活
用
い
た
だ
く
自
治
体
も
出
始
め

て
い
ま
す
ね
。

蛯
澤
　
人
流
デ
ー
タ
の
有
用
性
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、
も
と
も
と
想
定
し
て
い
た
使

い
方
に
加
え
て
、
社
会
変
化
に
応
じ
て
新
た

な
使
わ
れ
方
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

川
村
　
そ
う
し
た
新
た
な
使
わ
れ
方
を
含

め
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
の
変
化

や
進
化
し
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の

は
2
0
1
3
年
で
す
か
ら
、
今
年
で
12
年
に

な
り
ま
す
。
人
流
デ
ー
タ
で
は
な
く
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
言
っ
て
い
た
最
初
の
頃
は
、「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
っ
て
何
？
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

時
代
。
そ
こ
か
ら
、
最
初
の
ス
モ
ー
ル
サ
ク

セ
ス
を
つ
く
る
の
が
と
に
か
く
大
変
で
し

た
。
行
政
で
も
民
間
企
業
で
も
、
ス
モ
ー
ル

サ
ク
セ
ス
が
あ
る
と
次
々
に
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
が
、
最
初
の
一
歩
が
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
で
も
12
年
経
っ
て
、
最
近
で
は
人
流
デ
ー

タ
、「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
理
解
し
て

く
だ
さ
っ
た
う
え
で
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
流
デ
ー
タ
に
対
す

ま
う
と
、
デ
ー
タ
を
買
う
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
常
々
、

デ
ー
タ
は
売
る
・
買
う
も
の
で
は
な
く
、

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
買
っ
て
終
わ
り
、

手
元
に
あ
る
か
ら
よ
し
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ず
に
、
活
用
す
る
こ
と
に
き
ち
ん
と

フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
行
政
機
関
の
場
合
は
、
担
当
者
が
2

〜
3
年
で
変
わ
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上
げ
る
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
。
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と

思
っ
た
ら
別
の
方
に
担
当
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
私
た
ち
と
し
て
は
、

行
政
で
も
民
間
で
も
変
わ
ら

ず
、
普
及
活
動
と
い
い
ま
す

か
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
と
こ
う
い
う
効
率
化
が
で

き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
定
期

的
に
発
信
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
、せ
っ

か
く
ご
購
入
い
た
だ
い
て
い

る
の
に
、
2
〜
3
年
で
償
却
す
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
組
織
と
し
て
継
続
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

川
村
　
継
続
す
る
た
め
に
は
、
投
資
対
効
果

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
も
な
り
そ
う
で
す

が
、
自
治
体
か
ら
す
る
と
決
し
て
安
く
な
い

買
物
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
こ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
状
で
い
う
と
月
額
9
万
円
ま
で
下
げ
た
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
伴
走
し
て
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
提

言
を
し
な
が
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
の
は
、
内
容
と
価
格
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
大
規
模

な
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
数
百
万
円
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
範
囲
が
必
要
な

の
か
を
ご
判
断
い
た
だ
く
た
め
に
、
先
ほ
ど

お
話
し
し
た
、
セ
ル
フ
で
分
析
で
き
る
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
の
ご
利
用

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
月
額
数
十
万
円

で
全
国
の
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
本
当
に
必
要
な
範
囲
の
デ
ー

タ
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
全
体
の
コ
ス

ト
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
簡
易
的
な

も
の
を
と
い
う
声
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、

月
次
の
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
か
た
ち
で
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
月
額
5
万
円
以
下
で
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
情
報
収
集
と
し
て

デ
ー
タ
を
見
る
習
慣
を
つ
け
な
が
ら
、
個
々

の
ケ
ー
ス
に
合
っ
た
課
題
を
見
つ
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
簡
易
的
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
直

接
的
に
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
フ
ル
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ま
で
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
含
め
て
、
皆
様

の
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
行
政
、
民
間
を
問
わ
ず
い
え
る
こ
と
で
す

が
、
投
資
対
効
果
を
す
ぐ
に
実
感
す
る
と
い

活
用
場
面
が
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
い
う

と
、
弊
社
の
場
合
、
い
ま
ま
で
は
情
報
収
集

の
た
め
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
方
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
か
ら
、

こ
う
い
う
こ
と
が
分
か
る
デ
ー
タ
が
ほ
し
い

と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
具
体
的
な
課
題
感

を
も
っ
た
う
え
で
、
解
決
の
た
め
に
活
用
し

た
い
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川
村
　
戦
略
の
中
に
組
み
込
む
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
い
方
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
実
際
に
会
社
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
方
針
が
定
ま

っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
ど
の
デ
ー
タ
を

使
え
ば
い
い
の
か
を
試
し
て
い
る
方
た
ち
が

多
い
で
す
ね
。
先
行
的
に
取
り
組
ま
れ
た
方

た
ち
は
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
受
け
て
自
分
た
ち
も
や
ら
な
く
て
は

と
い
う
空
気
感
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

人
流
デ
ー
タ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル

蛯
澤
　
実
際
に
人
流
デ
ー
タ
の
活
用
へ
の

関
心
は
高
ま
っ

て
い
ま
し
て
、

西
日
本
を
中
心

と
す
る
全
国

1
0
0
自
治
体

を
対
象
に
、
株

式
会
社
地
域
創

生
C
o
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
と
、

株
式
会
社
う
る

る
が
運
営
す
る

「
入
札
Ｂ
Ｐ
Ｏ
」

と
が
共
同
で

行
っ
た
「
観
光
活
性
化
の
課
題
と
デ
ー
タ
活

用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
調
査
期

間
：
2
0
2
5
年
1
月
17
日
〜
2
月
14
日
）

の
結
果
に
よ
る
と
、
今
後
活
用
し
た
い
デ
ー

タ
と
し
て
最
も
多
く
の
自
治
体
が
挙
げ
た
の

は
「
人
流
デ
ー
タ
」
で
し
た
。
そ
の
割
合
は

74
％
で
、
続
く
「
観
光
庁
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
」（
51
%
）、「
消
費
デ
ー
タ
」（
48
％
）

と
比
べ
る
と
、
ニ
ー
ズ
が
圧
倒
的
に
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
に
お
け
る
課

題
と
し
て
、「
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
」（
69
%
）、

「
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
具
体
的
な
施
策
の
立

案
」（
65
%
）、「
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の

人
材
」（
59
%
）
な
ど
が
挙
が
っ
て
お
り
、
活

用
に
際
し
て
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
地
域
課
題
を
解
決
に
導
く
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
、
有
効
な
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
も
そ
も
人
流
デ
ー
タ
そ
の
も
の

は
最
終
ゴ
ー
ル
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
観

光
で
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
観
光
産
業

の
発
展
や
観
光
客
の
満
足
度
向
上
、
地
域

の
活
性
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
最
終
ゴ
ー

ル
で
あ
っ
て
、
人
流
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で

ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
。
私
た
ち
が

地
域
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
3
の
方
々
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
共

に
考
え
る
と
い
う
営
み
を
す
る
際
、
ま
ず
最

終
ゴ
ー
ル
を
定
め
て
、
そ
こ
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
に
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
と
、
話
が
進
み
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
も
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使
う
・
使
わ
な
い
、

そ
し
て
結
果
を
ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う

判
断
は
自
分
た
ち
で
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　
活
用
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に

は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
実
は
私

た
ち
は
日
々
、
そ
れ
を
読
み
解
き
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
天
気
予
報
。
予

報
を
自
分
な
り
に
分
析
し
て
、
そ
の
日
の
服

装
や
傘
を
持
っ
て
い
く
か
ど
う
か
を
決
め
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
も
課
題
が
大
き
い
と
難

し
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
組
織
で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
と
き
に
や

は
り
、
何
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
使
う
の
か
を

見
失
わ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
の
話
か
ら
、
デ
ー
タ
は
目
的

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
手
法
で
あ
っ
て
、

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
活
用
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
を
間
違
え
て
し

ギ
は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
り
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、甲
斐
沼
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
は
じ
め
、

人
流
デ
ー
タ
を
扱
う
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
い
い
も
の
を

つ
く
り
あ
げ
て
き
た
の
が
こ
の
10
年
だ
と
し

た
ら
、
個
人
的
に
や
り
た
い
の
は
、
い
ま
の

レ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
一
個
上
の
レ

イ
ヤ
ー
で
み
ん
な
で
勝
負
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。

蛯
澤
　
レ
イ
ヤ
ー
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

鈴
木
　
え
え
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
が
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
を
考
え
る
よ
う
な
世
界
に
な
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
レ
イ
ヤ
ー
を

一
段
上
げ
て
業
界

が
動
き
出
す
と
、

私
た
ち
が
思
い
描

い
て
い
る
よ
う
な

世
界
の
実
現
も
早

く
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
気
が
し
ま

す
。

甲
斐
沼
　
私
は
、

こ
の
10
年
で
の

A
I
の
驚
異
的
な

進
化
を
考
え
る

と
、
技
術
的
な
課

題
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
重
要
な
の
は
、
進
化
し
続
け
る
A
I
に

対
し
て
、
使
い
手
の
利
便
性
を
ど
う
高
め
る

か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ど
ん
な
に
便
利
な
も

の
を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
使
う
人
が
便
利

だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
た
と
え
ば
現
状
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
ツ
ー

ル
が
い
い
の
か
、
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
ほ
う
が

が
い
い
の
か
な
ど
、
そ
も
そ
も
の
と
こ
ろ
を

含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
方
た
ち
と
一
緒

に
成
長
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
が
描
い
て
い
る
世
界
観
は
似

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
業
界

全
体
で
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い
の
強
み
を
生

か
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
進
む
こ
と
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
業
界
全
体
が

成
長
で
き
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
そ
ら
く
共
通
見
解
と
し
て
は
、
技

術
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
そ
う
高
く
な
く
て
、
競

合
関
係
で
あ
っ
た
り
、
レ
イ
ヤ
ー
の
問
題
で

あ
っ
た
り
と
、
人
間
側
の
問
題
が
多
分
に
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
使
い
手
が
大
き
な
目
的
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
よ
ね
。
た

と
え
ば
、
使
い
手
の
サ
ク
セ
ス
を
共
有
す
る

場
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
一
社
一
社
で

難
し
い
こ
と
も
、
取
り
ま
と
め
る
場
が
あ
る

こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
が
こ
う
い

う
こ
と
を
や
れ
た
ら
い
い
よ
ね
と
い
う
の

は
、
ど
う
し
て
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
目
線
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
疑

問
を
は
じ
め
、
使
い
手
の
皆
様
か
ら
声
を
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
2
社
様
に
限
ら
ず
、
人
流
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
会
社
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
同
時
に
、
会
社

間
の
連
携
を
含
め
て
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な

可
能
性
を
感
じ
る
お
話
で
し
た
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
実
際
に

使
っ
た
結
果
、
自
分
た
ち
の
意
思
決
定
に
役

に
立
っ
た
か
と
い
う
観
点
で
考
え
て
い
た
だ

け
る
と
、
そ
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
私

た
ち
に
は
価
値
が
き
ち
ん
と

伝
わ
る
よ
う
に
設
計
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
が

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が

使
え
る

サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て

川
村
　
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
と
い
う
点
で
い
う

と
、
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
あ
る
分
析
手
法
や
活

用
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
も
、
技
術

的
に
解
決
で
き
る
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

私
た
ち
が
、
使
い
方
が
分
か

ら
な
く
て
も
使
え
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
内
側
に
人
流
デ
ー
タ

が
あ
る
け
れ
ど
、
使
う
側
は
そ
れ
を
意
識
し

な
く
と
も
、
最
終
的
に
求
め
て
い
る
も
の
を

得
ら
れ
る
。
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
た
と
え
ば
A
I
が
情
報
を
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
そ
の
中
で
考
え
ら
れ
る
合
理

的
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
近
い
将
来
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
観
点
で
思
い
描

い
て
い
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

鈴
木
　
そ
う
し
た
観
点
で
い
う
と
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
ナ
イ
ト
レ
イ
に
、

私
た
ち
の
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
使
っ

て
、
観
光
の
課
題
を
入
力
す
る
と
提
言
を

し
て
く
れ
る
と
い
う
生
成
A
I
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
い

う
と
、
た
と
え
ば
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
や
デ
ー
タ
の
信
頼
性
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
で
は
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
単
体
の
地
理
解
像

度
で
い
う
と
1
2
5
m
の
グ
リ
ッ
ド
が
限
界

で
す
。
そ
こ
で
、
他
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
道
路
単
位
や
50
m
単
位
で
の
人
流

デ
ー
タ
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
単
体

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
、
人
流
デ
ー
タ
が
表
に
出
て
は
い
な
く
て

も
き
ち
ん
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
私

た
ち
が
直
近
で
目
指
し
て
い
る
世
界
観
と
し

て
は
、
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
だ
れ
も

が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
現
状
の

よ
う
に
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
て
提

供
す
る
場
合
、
あ
る
程
度
の
専
門
的
な
知
識

が
な
い
と
、
解
釈
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
も
う
少
し
と
ら
え
や
す

く
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、最
終
的
な
未
来
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
決
済
を
す
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と

を
意
識
せ
ず
と
も
、
投
げ
か
け
た
課
題
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て

解
決
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と
を
読
み
取
っ
て

整
理
し
、
気
づ
い
た
ら
施
策
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
思
い
描
い
て
い
る
も
の
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
技
術
的
な
課
題
は
も

ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
番
の
ハ
ー

ド
ル
に
な
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
実
現
の
た
め
に
必
要
な
カ

倫
理
的
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
今
度

は
世
の
中
に
広
め
る
た
め
に
広
報
活
動
で

あ
っ
た
り
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り

と
い
う
活
動
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
観
光
地
域
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ

の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
意
義
を
ど

の
よ
う
に
意
味
づ
け
、
伝
え
て
こ
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
人
流

デ
ー
タ
を
使
う
意
義
を
端
的
に
い
う
と
、Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
＊
1 

を
回
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
立
案
す
る
と
き
に
、
強
弱
を

つ
け
る
意
味
で
も
役
立
ち
ま
す
し
、
施
策
を

立
案
し
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
も

大
き
い
で
す
ね
。

　
特
に
地
域
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
勘
と
経
験
で
ま
か
な
っ
て
い
た
部
分
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
数
字
に
基

づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
計

画
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
人
が
増
え
て

い
る
の
か
、
周
遊
が
活
性
化
さ
れ
て
い
る
の

か
な
ど
を
見
え
る
化
し
、
関
わ
る
人
た
ち
が

同
じ
目
線
で
評
価
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
勘
や
経
験
に
頼
っ
て
い
た
部
分
を
デ
ー

タ
で
補
完
す
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
勘
や
経
験
も
と
て

も
重
要
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
局
所
的
に
な

り
が
ち
で
す
し
、
結
果
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
た
め
の
組
織
が
醸
成
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
価
値
観
を
デ
ー

タ
に
置
き
換
え
て
組
織
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
が
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
原
動
力

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
得

た
局
所
的
な
デ
ー
タ
や
古
い
デ
ー
タ
を
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
よ

り
普
遍
的
で
、
俯
瞰
的
な
こ
と
が
見
え
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。視
野
が
広
が
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
何
と
な
く
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
や
、
見
え
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
く

ら
い
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
を
判
断
で
き

ま
す
し
、
も
し
そ
の
優
先
順
位
が
間
違
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が
デ
ー
タ
と
し

て
現
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
ま
た
改
善

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
業
務
や
プ
ロ
セ
ス
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。
そ
れ
が
デ
ー
タ

の
活
用
に
限
ら
ず
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
変
化
に
応
じ
て

活
用
場
面
も
拡
大

蛯
澤
　
お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
人

の
営
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
観
光
で
は
、

デ
ー
タ
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
部
分
も
あ

り
、
勘
や
経
験
も
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ

だ
け
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
経
験
と
勘
が
よ
り
生
き

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
回
り
や

す
く
な
り
、
日
々
の
業
務
の
改
善
、
効
率
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
か
ら
考
え
て
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
地
域
課
題
を
解
決

し
た
具
体
例
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

甲
斐
沼
　
自
治
体
で
い
う
と
、「Japan T

ravel 

by N
A
V
IT
IM
E

」で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
観

光
向
け
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
＊
2 

で
ご
活
用
い
た
だ
い

て
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
地
域

の
観
光
を
よ
く
す
る
た
め
の
一
次
デ
ー
タ

と
し
た
り
、
そ
の
地
域
が
も
っ
て
い
る
他

の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
観
光
地
域
の
状
況
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。

　
地
域
と
い
う
目
線
か
ら
は
少
し
外
れ
ま
す

が
、
私
た
ち
の
場
合
は
、
実
際
に
移
動
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
と
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
鉄
道
事
業
者
か

ら
の
お
声
が
け
が
多
い
の
が
特
徴
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ど
の
路
線

で
移
動
し
た
か
と
い
う
分
析
は
他
社
で
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
経
路
検
索

エ
ン
ジ
ン
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
路
線

を
使
っ
て
移
動
し
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
分
析
で
き
ま
す
。
自
社
以
外
の
路
線
の
動

向
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
複
数
の
路
線
を

頭
を
悩
ま
せ
た
の
は

技
術
よ
り
も
法
律
と
倫
理

蛯
澤
　
そ
れ
ぞ
れ
観
光
地
域
な
ど
で
人
流

デ
ー
タ
を
提
供
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た

経
緯
と
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
ご

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
提
供
し
て
い
ま
す
の
は

「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
と
い
い
ま
し
て
、

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
も
と
に
し
て
、
位
置
情
報
な
ど
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
人
流
デ
ー
タ
で
す
。

　
導
入
経
緯
で
い
い
ま
す
と
、
か
な
り
さ
か

の
ぼ
っ
て
2
0
0
8
年
。
通
信
事
業
で
生
ま

れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
何
か
し
ら
社
会
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
着
想
し
ま
し
た
。
5
年
ほ
ど
か
け
て

研
究
開
発
を
進
め
、
2
0
1
3
年
の
10
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
日

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

に
関
し
て
も
同
じ
基
準
で
分
析
で
き
る
の
が

強
み
で
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ビ
タ

イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
が
取
り
扱
う
人
流
デ
ー
タ

は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
ナ

ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
し
て
い
る
訪
日

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
リ
「Japan T

ravel by N
A
V
IT
IM
E

」
で

得
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
、

そ
し
て「
自
転
車N

A
V
IT
IM
E

」や「
カ
ー
ナ
ビ

タ
イ
ム
」な
ど
の
利
用
者
か
ら
得
ら
れ
る
プ
ロ

ー
ブ
（
車
流
）
デ
ー
タ
で
す
。

　
私
た
ち
は
自
社
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
か
ら
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
分
析

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
複
雑

な
処
理
を
せ
ず
に
セ
ル
フ
で
訪
日
外
国
人
旅

行
客
の
動
態
を
分
析
で
き
る
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
や
「
自
転
車
プ
ロ
フ

ァ
イ
ラ
ー
」
な
ど
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
シ

リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
人
流
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
化
す
る
に
あ

た
っ
て
は
ご
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
あ
た
り
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
先
ほ
ど
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
着
想
か
ら
実
際
の
ロ
ー
ン
チ
ま
で
5
年

か
か
っ
て
い
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
技
術

的
な
課
題
が
解
決
で
き
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
ロ
ー
ン
チ
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

人
流
デ
ー
タ
の
場
合
は
技
術
的
な
課
題
以
外

の
と
こ
ろ
が
大
変
で
し
た
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
位
置
情
報
を
マ
ネ
タ

イ
ズ
し
て
い
い
の
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し

て
い
い
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
、
法
律
も
き

ち
ん
と
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
と
い
っ
て
も
、

そ
も
そ
も
社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
意
味
で
、
そ
こ
が
難
し
か
っ
た
の
と
同

時
に
、
面
白
か
っ
た
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
技
術
的

な
課
題
よ
り
も
、
法
的
も
し
く
は
倫
理
的
な

部
分
を
ク
リ
ア
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

鈴
木
　
そ
う
で
す
ね
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ

ん
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
現
状
で
は
24
時
間
3
6
5
日
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
人
流
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
ま
す

が
、
ロ
ー
ン
チ
し
た
2
0
1
3
年
の
時
点
で

は
、
デ
ー
タ
推
計
に
1
〜
2
か
月
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
技
術
的
な
課
題
も
ク

リ
ア
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
も
同
じ
で
、
法
的
な
部
分

に
は
十
二
分
に
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
位
置

情
報
は
個
人
情
報
に
な
り
得
ま
す
か
ら
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
ラ
イ
ン
を
引
き
、
提
供

で
き
る
デ
ー
タ
の
範
囲
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
最
初
の
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
取
得
し
た
位
置
情
報
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ラ
イ
ン
に
即

し
た
品
質
レ
ベ
ル
に
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の

精
査
も
必
要
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
常
々

す
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

勘
と
経
験
頼
み
の

観
光
施
策
を
最
適
化

蛯
澤
　
そ
う
や
っ
て
、
技
術
的
か
つ
法
的
、
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る
期
待
感
を
含
め
、
理
解
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の

先
輩
で
も
あ
る
鈴
木
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち

と
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
き
た
中
で
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
し
ま
う

と
い
う
方
も
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
、
ど
う
や
っ
て
デ
ー
タ
の
価
値
を

提
示
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
モ
バ

イ
ル
空
間
統
計
」
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
由

来
の
人
流
デ
ー
タ
な
の
で
、
単
体
の
地
理
解

像
度
で
い
う
と
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
で
、
こ

れ
は
必
ず
問
わ
れ
る
部
分
で
す
。た
と
え
ば
、

個
店
の
方
が
「
来
店
者
数
を
知
り
た
い
」
と

い
っ
て
も
、
こ
の
解
像
度
だ
と
個
々
の
商
店

の
数
字
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
の
数
字
を
知
る
こ

と
に
よ
る
個
店
へ
の
価
値
を
訴
求
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
個
店
で
の
来
店
者
数
と
購

入
者
数
は
大
体
同
じ
と
考
え
る
と
、
来
店
者

数
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売

時
点
情
報
管
理
）
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
な

ど
、
売
り
上
げ
の

デ
ー
タ
で
大
体
分
か

る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
」

で
は
、
売
り
上
げ

デ
ー
タ
で
は
分
か
ら

な
い
、
周
辺
の
い
わ

ゆ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

カ
ス
タ
マ
ー
（
見
込

み
客
）
に
成
り
得
る

人
数
が
分
か
り
ま

す
。例
を
挙
げ
る
と
、

個
店
Ａ
と
個
店
Ｂ
は

ど
ち
ら
も
来
店
者
数
が
1
0
0
人
で
、
売
り

上
げ
も
同
じ
で
す
。
た
だ
、
周
辺
を
見
る
と
、

個
店
Ａ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
1
0
0
0
人
い

て
、
個
店
Ｂ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
2
0
0
人

し
か
い
な
い
。
そ
れ
が
分
か
る
と
、
1
0
0
0

人
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
個
店
Ａ
の
売
り
上
げ

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
彼
ら
も
決
し
て
来
店
者
数
が
知
り
た
い
わ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
と
い

う
の
が
本
来
の
目
標
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う

し
て
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

最
適
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴
木
　
デ
ー
タ
だ
け
で
は
1
0
0
％
の
解
答

は
出
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か
ら
10
年
く
ら
い

経
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
人
流
デ
ー
タ
の

横
断
的
に
デ
ー
タ
取
得
・
分
析
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
た
ち
の
路
線
を
利
用
し
た
人
は
ど
こ
か

ら
来
て
、
そ
の
後
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
も
と

に
分
析
す
る
こ
と
で
、
路
線
周
辺
の
観
光
に

対
す
る
取
り
組
み
や
広
告
、
観
光
商
材
の
検

討
に
役
立
て
て
い
る
と
い
う
例
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
つ
ま
り
人
流
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、

経
路
検
索
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
、Ｇ
Ｐ

Ｓ
で
は
分
か
ら
な
い
移
動
手
段
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
す
る
と
、

そ
の
結
果
、
他
社
の
情
報
を
得
や
す
く
な
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
経
路
検
索
の
技
術

を
応
用
す
る
こ
と
で
、
使
用
し
た
移
動
手
段
の

路
線
を
推
定
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
補

足
し
ま
す
と
、
検
索
デ
ー
タ
を
使
え
ば
利
用

者
の
も
と
も
と
の
関
心
も
分
か
り
ま
す
し
、

た
と
え
ば
2
種
類
の
経
路
が
あ
っ
た
と
き

に
、
国
籍
の
分
析
を
か
け
る
と
国
籍
に
よ
る

違
い
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
結
果
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
施
策
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鈴
木
　
私
ど
も
か
ら
自
治
体
で
の
活
用
例
を

挙
げ
る
と
す
る
と
、
長
崎
市
は
「
モ
バ
イ
ル

空
間
統
計
」
を
使
っ
て
、
日
本
人
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
を
季
節
変
動
や
居
住
地
・
国

籍
別
の
強
弱
な
ど
を
定
点
的
に
追
い
な
が

ら
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
崎
市
に
観
光
に
訪
れ
た
方
が
、

市
内
の
ど
こ
に
足
を
運
ん
で
い
る
の
か
と
い

う
分
布
分
析
や
、
市
外
の
ど
こ
を
周
遊
し
て

い
る
の
か
と
い
う
移

動
分
析
も
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
で
よ
く
見
ら

れ
る
の
で
す
が
、
長

崎
市
に
来
た
方
は
広

島
市
に
も
行
っ
て
い

る
と
い
っ
た
こ
と
も

数
字
で
分
か
り
ま
す

の
で
、
地
域
間
連
携

と
い
う
意
味
で
も
ご

活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
あ
と
最
近
の
事
例

で
い
い
ま
す
と
、
面

的
に
き
ち
ん
と
数
字

が
と
れ
る
と
い
う
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

の
特
徴
を
生
か
し
て
、
宿
泊
税
の
分
配
と
い

う
点
で
ご
活
用
い
た
だ
く
自
治
体
も
出
始
め

て
い
ま
す
ね
。

蛯
澤
　
人
流
デ
ー
タ
の
有
用
性
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、
も
と
も
と
想
定
し
て
い
た
使

い
方
に
加
え
て
、
社
会
変
化
に
応
じ
て
新
た

な
使
わ
れ
方
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

川
村
　
そ
う
し
た
新
た
な
使
わ
れ
方
を
含

め
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
の
変
化

や
進
化
し
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の

は
2
0
1
3
年
で
す
か
ら
、
今
年
で
12
年
に

な
り
ま
す
。
人
流
デ
ー
タ
で
は
な
く
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
言
っ
て
い
た
最
初
の
頃
は
、「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
っ
て
何
？
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

時
代
。
そ
こ
か
ら
、
最
初
の
ス
モ
ー
ル
サ
ク

セ
ス
を
つ
く
る
の
が
と
に
か
く
大
変
で
し

た
。
行
政
で
も
民
間
企
業
で
も
、
ス
モ
ー
ル

サ
ク
セ
ス
が
あ
る
と
次
々
に
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
が
、
最
初
の
一
歩
が
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
で
も
12
年
経
っ
て
、
最
近
で
は
人
流
デ
ー

タ
、「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
理
解
し
て

く
だ
さ
っ
た
う
え
で
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
流
デ
ー
タ
に
対
す

ま
う
と
、
デ
ー
タ
を
買
う
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
常
々
、

デ
ー
タ
は
売
る
・
買
う
も
の
で
は
な
く
、

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
買
っ
て
終
わ
り
、

手
元
に
あ
る
か
ら
よ
し
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ず
に
、
活
用
す
る
こ
と
に
き
ち
ん
と

フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
行
政
機
関
の
場
合
は
、
担
当
者
が
2

〜
3
年
で
変
わ
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上
げ
る
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
。
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と

思
っ
た
ら
別
の
方
に
担
当
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
私
た
ち
と
し
て
は
、

行
政
で
も
民
間
で
も
変
わ
ら

ず
、
普
及
活
動
と
い
い
ま
す

か
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
と
こ
う
い
う
効
率
化
が
で

き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
定
期

的
に
発
信
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
、せ
っ

か
く
ご
購
入
い
た
だ
い
て
い

る
の
に
、
2
〜
3
年
で
償
却
す
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
組
織
と
し
て
継
続
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

川
村
　
継
続
す
る
た
め
に
は
、
投
資
対
効
果

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
も
な
り
そ
う
で
す

が
、
自
治
体
か
ら
す
る
と
決
し
て
安
く
な
い

買
物
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
こ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
状
で
い
う
と
月
額
9
万
円
ま
で
下
げ
た
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
伴
走
し
て
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
提

言
を
し
な
が
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
の
は
、
内
容
と
価
格
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
大
規
模

な
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
数
百
万
円
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
範
囲
が
必
要
な

の
か
を
ご
判
断
い
た
だ
く
た
め
に
、
先
ほ
ど

お
話
し
し
た
、
セ
ル
フ
で
分
析
で
き
る
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
の
ご
利
用

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
月
額
数
十
万
円

で
全
国
の
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
本
当
に
必
要
な
範
囲
の
デ
ー

タ
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
全
体
の
コ
ス

ト
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
簡
易
的
な

も
の
を
と
い
う
声
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、

月
次
の
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
か
た
ち
で
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
月
額
5
万
円
以
下
で
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
情
報
収
集
と
し
て

デ
ー
タ
を
見
る
習
慣
を
つ
け
な
が
ら
、
個
々

の
ケ
ー
ス
に
合
っ
た
課
題
を
見
つ
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
簡
易
的
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
直

接
的
に
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
フ
ル
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ま
で
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
含
め
て
、
皆
様

の
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
行
政
、
民
間
を
問
わ
ず
い
え
る
こ
と
で
す

が
、
投
資
対
効
果
を
す
ぐ
に
実
感
す
る
と
い

活
用
場
面
が
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
い
う

と
、
弊
社
の
場
合
、
い
ま
ま
で
は
情
報
収
集

の
た
め
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
方
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
か
ら
、

こ
う
い
う
こ
と
が
分
か
る
デ
ー
タ
が
ほ
し
い

と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
具
体
的
な
課
題
感

を
も
っ
た
う
え
で
、
解
決
の
た
め
に
活
用
し

た
い
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川
村
　
戦
略
の
中
に
組
み
込
む
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
い
方
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
実
際
に
会
社
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
方
針
が
定
ま

っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
ど
の
デ
ー
タ
を

使
え
ば
い
い
の
か
を
試
し
て
い
る
方
た
ち
が

多
い
で
す
ね
。
先
行
的
に
取
り
組
ま
れ
た
方

た
ち
は
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
受
け
て
自
分
た
ち
も
や
ら
な
く
て
は

と
い
う
空
気
感
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

人
流
デ
ー
タ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル

蛯
澤
　
実
際
に
人
流
デ
ー
タ
の
活
用
へ
の

関
心
は
高
ま
っ

て
い
ま
し
て
、

西
日
本
を
中
心

と
す
る
全
国

1
0
0
自
治
体

を
対
象
に
、
株

式
会
社
地
域
創

生
C
o
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
と
、

株
式
会
社
う
る

る
が
運
営
す
る

「
入
札
Ｂ
Ｐ
Ｏ
」

と
が
共
同
で

行
っ
た
「
観
光
活
性
化
の
課
題
と
デ
ー
タ
活

用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
調
査
期

間
：
2
0
2
5
年
1
月
17
日
〜
2
月
14
日
）

の
結
果
に
よ
る
と
、
今
後
活
用
し
た
い
デ
ー

タ
と
し
て
最
も
多
く
の
自
治
体
が
挙
げ
た
の

は
「
人
流
デ
ー
タ
」
で
し
た
。
そ
の
割
合
は

74
％
で
、
続
く
「
観
光
庁
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
」（
51
%
）、「
消
費
デ
ー
タ
」（
48
％
）

と
比
べ
る
と
、
ニ
ー
ズ
が
圧
倒
的
に
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
に
お
け
る
課

題
と
し
て
、「
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
」（
69
%
）、

「
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
具
体
的
な
施
策
の
立

案
」（
65
%
）、「
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の

人
材
」（
59
%
）
な
ど
が
挙
が
っ
て
お
り
、
活

用
に
際
し
て
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
地
域
課
題
を
解
決
に
導
く
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
、
有
効
な
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
も
そ
も
人
流
デ
ー
タ
そ
の
も
の

は
最
終
ゴ
ー
ル
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
観

光
で
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
観
光
産
業

の
発
展
や
観
光
客
の
満
足
度
向
上
、
地
域

の
活
性
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
最
終
ゴ
ー

ル
で
あ
っ
て
、
人
流
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で

ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
。
私
た
ち
が

地
域
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
3
の
方
々
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
共

に
考
え
る
と
い
う
営
み
を
す
る
際
、
ま
ず
最

終
ゴ
ー
ル
を
定
め
て
、
そ
こ
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
に
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
と
、
話
が
進
み
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
も
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使
う
・
使
わ
な
い
、

そ
し
て
結
果
を
ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う

判
断
は
自
分
た
ち
で
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　
活
用
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に

は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
実
は
私

た
ち
は
日
々
、
そ
れ
を
読
み
解
き
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
天
気
予
報
。
予

報
を
自
分
な
り
に
分
析
し
て
、
そ
の
日
の
服

装
や
傘
を
持
っ
て
い
く
か
ど
う
か
を
決
め
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
も
課
題
が
大
き
い
と
難

し
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
組
織
で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
と
き
に
や

は
り
、
何
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
使
う
の
か
を

見
失
わ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
の
話
か
ら
、
デ
ー
タ
は
目
的

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
手
法
で
あ
っ
て
、

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
活
用
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
を
間
違
え
て
し

ギ
は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
り
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、甲
斐
沼
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
は
じ
め
、

人
流
デ
ー
タ
を
扱
う
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
い
い
も
の
を

つ
く
り
あ
げ
て
き
た
の
が
こ
の
10
年
だ
と
し

た
ら
、
個
人
的
に
や
り
た
い
の
は
、
い
ま
の

レ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
一
個
上
の
レ

イ
ヤ
ー
で
み
ん
な
で
勝
負
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。

蛯
澤
　
レ
イ
ヤ
ー
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

鈴
木
　
え
え
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
が
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
を
考
え
る
よ
う
な
世
界
に
な
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
レ
イ
ヤ
ー
を

一
段
上
げ
て
業
界

が
動
き
出
す
と
、

私
た
ち
が
思
い
描

い
て
い
る
よ
う
な

世
界
の
実
現
も
早

く
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
気
が
し
ま

す
。

甲
斐
沼
　
私
は
、

こ
の
10
年
で
の

A
I
の
驚
異
的
な

進
化
を
考
え
る

と
、
技
術
的
な
課

題
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
重
要
な
の
は
、
進
化
し
続
け
る
A
I
に

対
し
て
、
使
い
手
の
利
便
性
を
ど
う
高
め
る

か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ど
ん
な
に
便
利
な
も

の
を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
使
う
人
が
便
利

だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
た
と
え
ば
現
状
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
ツ
ー

ル
が
い
い
の
か
、
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
ほ
う
が

が
い
い
の
か
な
ど
、
そ
も
そ
も
の
と
こ
ろ
を

含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
方
た
ち
と
一
緒

に
成
長
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
が
描
い
て
い
る
世
界
観
は
似

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
業
界

全
体
で
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い
の
強
み
を
生

か
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
進
む
こ
と
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
業
界
全
体
が

成
長
で
き
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
そ
ら
く
共
通
見
解
と
し
て
は
、
技

術
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
そ
う
高
く
な
く
て
、
競

合
関
係
で
あ
っ
た
り
、
レ
イ
ヤ
ー
の
問
題
で

あ
っ
た
り
と
、
人
間
側
の
問
題
が
多
分
に
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
使
い
手
が
大
き
な
目
的
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
よ
ね
。
た

と
え
ば
、
使
い
手
の
サ
ク
セ
ス
を
共
有
す
る

場
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
一
社
一
社
で

難
し
い
こ
と
も
、
取
り
ま
と
め
る
場
が
あ
る

こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
が
こ
う
い

う
こ
と
を
や
れ
た
ら
い
い
よ
ね
と
い
う
の

は
、
ど
う
し
て
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
目
線
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
疑

問
を
は
じ
め
、
使
い
手
の
皆
様
か
ら
声
を
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
2
社
様
に
限
ら
ず
、
人
流
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
会
社
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
同
時
に
、
会
社

間
の
連
携
を
含
め
て
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な

可
能
性
を
感
じ
る
お
話
で
し
た
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
実
際
に

使
っ
た
結
果
、
自
分
た
ち
の
意
思
決
定
に
役

に
立
っ
た
か
と
い
う
観
点
で
考
え
て
い
た
だ

け
る
と
、
そ
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
私

た
ち
に
は
価
値
が
き
ち
ん
と

伝
わ
る
よ
う
に
設
計
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
が

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が

使
え
る

サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て

川
村
　
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
と
い
う
点
で
い
う

と
、
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
あ
る
分
析
手
法
や
活

用
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
も
、
技
術

的
に
解
決
で
き
る
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

私
た
ち
が
、
使
い
方
が
分
か

ら
な
く
て
も
使
え
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
内
側
に
人
流
デ
ー
タ

が
あ
る
け
れ
ど
、
使
う
側
は
そ
れ
を
意
識
し

な
く
と
も
、
最
終
的
に
求
め
て
い
る
も
の
を

得
ら
れ
る
。
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
た
と
え
ば
A
I
が
情
報
を
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
そ
の
中
で
考
え
ら
れ
る
合
理

的
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
近
い
将
来
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
観
点
で
思
い
描

い
て
い
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

鈴
木
　
そ
う
し
た
観
点
で
い
う
と
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
ナ
イ
ト
レ
イ
に
、

私
た
ち
の
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
使
っ

て
、
観
光
の
課
題
を
入
力
す
る
と
提
言
を

し
て
く
れ
る
と
い
う
生
成
A
I
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
い

う
と
、
た
と
え
ば
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
や
デ
ー
タ
の
信
頼
性
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
で
は
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
単
体
の
地
理
解
像

度
で
い
う
と
1
2
5
m
の
グ
リ
ッ
ド
が
限
界

で
す
。
そ
こ
で
、
他
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
道
路
単
位
や
50
m
単
位
で
の
人
流

デ
ー
タ
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
単
体

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
、
人
流
デ
ー
タ
が
表
に
出
て
は
い
な
く
て

も
き
ち
ん
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
私

た
ち
が
直
近
で
目
指
し
て
い
る
世
界
観
と
し

て
は
、
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
だ
れ
も

が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
現
状
の

よ
う
に
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
て
提

供
す
る
場
合
、
あ
る
程
度
の
専
門
的
な
知
識

が
な
い
と
、
解
釈
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
も
う
少
し
と
ら
え
や
す

く
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、最
終
的
な
未
来
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
決
済
を
す
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と

を
意
識
せ
ず
と
も
、
投
げ
か
け
た
課
題
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て

解
決
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と
を
読
み
取
っ
て

整
理
し
、
気
づ
い
た
ら
施
策
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
思
い
描
い
て
い
る
も
の
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
技
術
的
な
課
題
は
も

ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
番
の
ハ
ー

ド
ル
に
な
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
実
現
の
た
め
に
必
要
な
カ

倫
理
的
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
今
度

は
世
の
中
に
広
め
る
た
め
に
広
報
活
動
で

あ
っ
た
り
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り

と
い
う
活
動
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
観
光
地
域
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ

の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
意
義
を
ど

の
よ
う
に
意
味
づ
け
、
伝
え
て
こ
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
人
流

デ
ー
タ
を
使
う
意
義
を
端
的
に
い
う
と
、Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
＊
1 

を
回
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
立
案
す
る
と
き
に
、
強
弱
を

つ
け
る
意
味
で
も
役
立
ち
ま
す
し
、
施
策
を

立
案
し
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
も

大
き
い
で
す
ね
。

　
特
に
地
域
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
勘
と
経
験
で
ま
か
な
っ
て
い
た
部
分
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
数
字
に
基

づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
計

画
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
人
が
増
え
て

い
る
の
か
、
周
遊
が
活
性
化
さ
れ
て
い
る
の

か
な
ど
を
見
え
る
化
し
、
関
わ
る
人
た
ち
が

同
じ
目
線
で
評
価
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
勘
や
経
験
に
頼
っ
て
い
た
部
分
を
デ
ー

タ
で
補
完
す
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
勘
や
経
験
も
と
て

も
重
要
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
局
所
的
に
な

り
が
ち
で
す
し
、
結
果
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
た
め
の
組
織
が
醸
成
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
価
値
観
を
デ
ー

タ
に
置
き
換
え
て
組
織
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
が
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
原
動
力

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
得

た
局
所
的
な
デ
ー
タ
や
古
い
デ
ー
タ
を
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
よ

り
普
遍
的
で
、
俯
瞰
的
な
こ
と
が
見
え
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。視
野
が
広
が
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
何
と
な
く
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
や
、
見
え
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
く

ら
い
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
を
判
断
で
き

ま
す
し
、
も
し
そ
の
優
先
順
位
が
間
違
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が
デ
ー
タ
と
し

て
現
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
ま
た
改
善

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
業
務
や
プ
ロ
セ
ス
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。
そ
れ
が
デ
ー
タ

の
活
用
に
限
ら
ず
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
変
化
に
応
じ
て

活
用
場
面
も
拡
大

蛯
澤
　
お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
人

の
営
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
観
光
で
は
、

デ
ー
タ
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
部
分
も
あ

り
、
勘
や
経
験
も
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ

だ
け
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
経
験
と
勘
が
よ
り
生
き

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
回
り
や

す
く
な
り
、
日
々
の
業
務
の
改
善
、
効
率
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
か
ら
考
え
て
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
地
域
課
題
を
解
決

し
た
具
体
例
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

甲
斐
沼
　
自
治
体
で
い
う
と
、「Japan T

ravel 

by N
A
V
IT
IM
E

」で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
観

光
向
け
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
＊
2 

で
ご
活
用
い
た
だ
い

て
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
地
域

の
観
光
を
よ
く
す
る
た
め
の
一
次
デ
ー
タ

と
し
た
り
、
そ
の
地
域
が
も
っ
て
い
る
他

の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
観
光
地
域
の
状
況
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。

　
地
域
と
い
う
目
線
か
ら
は
少
し
外
れ
ま
す

が
、
私
た
ち
の
場
合
は
、
実
際
に
移
動
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
と
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
鉄
道
事
業
者
か

ら
の
お
声
が
け
が
多
い
の
が
特
徴
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ど
の
路
線

で
移
動
し
た
か
と
い
う
分
析
は
他
社
で
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
経
路
検
索

エ
ン
ジ
ン
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
路
線

を
使
っ
て
移
動
し
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
分
析
で
き
ま
す
。
自
社
以
外
の
路
線
の
動

向
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
複
数
の
路
線
を

頭
を
悩
ま
せ
た
の
は

技
術
よ
り
も
法
律
と
倫
理

蛯
澤
　
そ
れ
ぞ
れ
観
光
地
域
な
ど
で
人
流

デ
ー
タ
を
提
供
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た

経
緯
と
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
ご

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
提
供
し
て
い
ま
す
の
は

「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
と
い
い
ま
し
て
、

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
も
と
に
し
て
、
位
置
情
報
な
ど
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
人
流
デ
ー
タ
で
す
。

　
導
入
経
緯
で
い
い
ま
す
と
、
か
な
り
さ
か

の
ぼ
っ
て
2
0
0
8
年
。
通
信
事
業
で
生
ま

れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
何
か
し
ら
社
会
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
着
想
し
ま
し
た
。
5
年
ほ
ど
か
け
て

研
究
開
発
を
進
め
、
2
0
1
3
年
の
10
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
日

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

に
関
し
て
も
同
じ
基
準
で
分
析
で
き
る
の
が

強
み
で
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ビ
タ

イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
が
取
り
扱
う
人
流
デ
ー
タ

は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
ナ

ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
し
て
い
る
訪
日

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
リ
「Japan T

ravel by N
A
V
IT
IM
E

」
で

得
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
、

そ
し
て「
自
転
車N

A
V
IT
IM
E

」や「
カ
ー
ナ
ビ

タ
イ
ム
」な
ど
の
利
用
者
か
ら
得
ら
れ
る
プ
ロ

ー
ブ
（
車
流
）
デ
ー
タ
で
す
。

　
私
た
ち
は
自
社
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
か
ら
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
分
析

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
複
雑

な
処
理
を
せ
ず
に
セ
ル
フ
で
訪
日
外
国
人
旅

行
客
の
動
態
を
分
析
で
き
る
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
や
「
自
転
車
プ
ロ
フ

ァ
イ
ラ
ー
」
な
ど
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
シ

リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
人
流
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
化
す
る
に
あ

た
っ
て
は
ご
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
あ
た
り
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
先
ほ
ど
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
着
想
か
ら
実
際
の
ロ
ー
ン
チ
ま
で
5
年

か
か
っ
て
い
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
技
術

的
な
課
題
が
解
決
で
き
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
ロ
ー
ン
チ
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

人
流
デ
ー
タ
の
場
合
は
技
術
的
な
課
題
以
外

の
と
こ
ろ
が
大
変
で
し
た
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
位
置
情
報
を
マ
ネ
タ

イ
ズ
し
て
い
い
の
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し

て
い
い
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
、
法
律
も
き

ち
ん
と
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
と
い
っ
て
も
、

そ
も
そ
も
社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
意
味
で
、
そ
こ
が
難
し
か
っ
た
の
と
同

時
に
、
面
白
か
っ
た
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
技
術
的

な
課
題
よ
り
も
、
法
的
も
し
く
は
倫
理
的
な

部
分
を
ク
リ
ア
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

鈴
木
　
そ
う
で
す
ね
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ

ん
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
現
状
で
は
24
時
間
3
6
5
日
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
人
流
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
ま
す

が
、
ロ
ー
ン
チ
し
た
2
0
1
3
年
の
時
点
で

は
、
デ
ー
タ
推
計
に
1
〜
2
か
月
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
技
術
的
な
課
題
も
ク

リ
ア
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
も
同
じ
で
、
法
的
な
部
分

に
は
十
二
分
に
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
位
置

情
報
は
個
人
情
報
に
な
り
得
ま
す
か
ら
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
ラ
イ
ン
を
引
き
、
提
供

で
き
る
デ
ー
タ
の
範
囲
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
最
初
の
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
取
得
し
た
位
置
情
報
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ラ
イ
ン
に
即

し
た
品
質
レ
ベ
ル
に
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の

精
査
も
必
要
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
常
々

す
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

勘
と
経
験
頼
み
の

観
光
施
策
を
最
適
化

蛯
澤
　
そ
う
や
っ
て
、
技
術
的
か
つ
法
的
、
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る
期
待
感
を
含
め
、
理
解
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の

先
輩
で
も
あ
る
鈴
木
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち

と
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
き
た
中
で
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
し
ま
う

と
い
う
方
も
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
、
ど
う
や
っ
て
デ
ー
タ
の
価
値
を

提
示
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
モ
バ

イ
ル
空
間
統
計
」
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
由

来
の
人
流
デ
ー
タ
な
の
で
、
単
体
の
地
理
解

像
度
で
い
う
と
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
で
、
こ

れ
は
必
ず
問
わ
れ
る
部
分
で
す
。た
と
え
ば
、

個
店
の
方
が
「
来
店
者
数
を
知
り
た
い
」
と

い
っ
て
も
、
こ
の
解
像
度
だ
と
個
々
の
商
店

の
数
字
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
の
数
字
を
知
る
こ

と
に
よ
る
個
店
へ
の
価
値
を
訴
求
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
個
店
で
の
来
店
者
数
と
購

入
者
数
は
大
体
同
じ
と
考
え
る
と
、
来
店
者

数
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売

時
点
情
報
管
理
）
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
な

ど
、
売
り
上
げ
の

デ
ー
タ
で
大
体
分
か

る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
」

で
は
、
売
り
上
げ

デ
ー
タ
で
は
分
か
ら

な
い
、
周
辺
の
い
わ

ゆ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

カ
ス
タ
マ
ー
（
見
込

み
客
）
に
成
り
得
る

人
数
が
分
か
り
ま

す
。例
を
挙
げ
る
と
、

個
店
Ａ
と
個
店
Ｂ
は

ど
ち
ら
も
来
店
者
数
が
1
0
0
人
で
、
売
り

上
げ
も
同
じ
で
す
。
た
だ
、
周
辺
を
見
る
と
、

個
店
Ａ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
1
0
0
0
人
い

て
、
個
店
Ｂ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
2
0
0
人

し
か
い
な
い
。
そ
れ
が
分
か
る
と
、
1
0
0
0

人
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
個
店
Ａ
の
売
り
上
げ

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
彼
ら
も
決
し
て
来
店
者
数
が
知
り
た
い
わ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
と
い

う
の
が
本
来
の
目
標
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う

し
て
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

最
適
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴
木
　
デ
ー
タ
だ
け
で
は
1
0
0
％
の
解
答

は
出
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か
ら
10
年
く
ら
い

経
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
人
流
デ
ー
タ
の

横
断
的
に
デ
ー
タ
取
得
・
分
析
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
た
ち
の
路
線
を
利
用
し
た
人
は
ど
こ
か

ら
来
て
、
そ
の
後
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
も
と

に
分
析
す
る
こ
と
で
、
路
線
周
辺
の
観
光
に

対
す
る
取
り
組
み
や
広
告
、
観
光
商
材
の
検

討
に
役
立
て
て
い
る
と
い
う
例
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
つ
ま
り
人
流
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、

経
路
検
索
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
、Ｇ
Ｐ

Ｓ
で
は
分
か
ら
な
い
移
動
手
段
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
す
る
と
、

そ
の
結
果
、
他
社
の
情
報
を
得
や
す
く
な
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
経
路
検
索
の
技
術

を
応
用
す
る
こ
と
で
、
使
用
し
た
移
動
手
段
の

路
線
を
推
定
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
補

足
し
ま
す
と
、
検
索
デ
ー
タ
を
使
え
ば
利
用

者
の
も
と
も
と
の
関
心
も
分
か
り
ま
す
し
、

た
と
え
ば
2
種
類
の
経
路
が
あ
っ
た
と
き

に
、
国
籍
の
分
析
を
か
け
る
と
国
籍
に
よ
る

違
い
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
結
果
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
施
策
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鈴
木
　
私
ど
も
か
ら
自
治
体
で
の
活
用
例
を

挙
げ
る
と
す
る
と
、
長
崎
市
は
「
モ
バ
イ
ル

空
間
統
計
」
を
使
っ
て
、
日
本
人
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
を
季
節
変
動
や
居
住
地
・
国

籍
別
の
強
弱
な
ど
を
定
点
的
に
追
い
な
が

ら
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
崎
市
に
観
光
に
訪
れ
た
方
が
、

市
内
の
ど
こ
に
足
を
運
ん
で
い
る
の
か
と
い

う
分
布
分
析
や
、
市
外
の
ど
こ
を
周
遊
し
て

い
る
の
か
と
い
う
移

動
分
析
も
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
で
よ
く
見
ら

れ
る
の
で
す
が
、
長

崎
市
に
来
た
方
は
広

島
市
に
も
行
っ
て
い

る
と
い
っ
た
こ
と
も

数
字
で
分
か
り
ま
す

の
で
、
地
域
間
連
携

と
い
う
意
味
で
も
ご

活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
あ
と
最
近
の
事
例

で
い
い
ま
す
と
、
面

的
に
き
ち
ん
と
数
字

が
と
れ
る
と
い
う
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

の
特
徴
を
生
か
し
て
、
宿
泊
税
の
分
配
と
い

う
点
で
ご
活
用
い
た
だ
く
自
治
体
も
出
始
め

て
い
ま
す
ね
。

蛯
澤
　
人
流
デ
ー
タ
の
有
用
性
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、
も
と
も
と
想
定
し
て
い
た
使

い
方
に
加
え
て
、
社
会
変
化
に
応
じ
て
新
た

な
使
わ
れ
方
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

川
村
　
そ
う
し
た
新
た
な
使
わ
れ
方
を
含

め
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
の
変
化

や
進
化
し
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の

は
2
0
1
3
年
で
す
か
ら
、
今
年
で
12
年
に

な
り
ま
す
。
人
流
デ
ー
タ
で
は
な
く
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
言
っ
て
い
た
最
初
の
頃
は
、「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
っ
て
何
？
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

時
代
。
そ
こ
か
ら
、
最
初
の
ス
モ
ー
ル
サ
ク

セ
ス
を
つ
く
る
の
が
と
に
か
く
大
変
で
し

た
。
行
政
で
も
民
間
企
業
で
も
、
ス
モ
ー
ル

サ
ク
セ
ス
が
あ
る
と
次
々
に
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
が
、
最
初
の
一
歩
が
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
で
も
12
年
経
っ
て
、
最
近
で
は
人
流
デ
ー

タ
、「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
理
解
し
て

く
だ
さ
っ
た
う
え
で
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
流
デ
ー
タ
に
対
す

ま
う
と
、
デ
ー
タ
を
買
う
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
常
々
、

デ
ー
タ
は
売
る
・
買
う
も
の
で
は
な
く
、

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
買
っ
て
終
わ
り
、

手
元
に
あ
る
か
ら
よ
し
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ず
に
、
活
用
す
る
こ
と
に
き
ち
ん
と

フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
行
政
機
関
の
場
合
は
、
担
当
者
が
2

〜
3
年
で
変
わ
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上
げ
る
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
。
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と

思
っ
た
ら
別
の
方
に
担
当
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
私
た
ち
と
し
て
は
、

行
政
で
も
民
間
で
も
変
わ
ら

ず
、
普
及
活
動
と
い
い
ま
す

か
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
と
こ
う
い
う
効
率
化
が
で

き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
定
期

的
に
発
信
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
、せ
っ

か
く
ご
購
入
い
た
だ
い
て
い

る
の
に
、
2
〜
3
年
で
償
却
す
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
組
織
と
し
て
継
続
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

川
村
　
継
続
す
る
た
め
に
は
、
投
資
対
効
果

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
も
な
り
そ
う
で
す

が
、
自
治
体
か
ら
す
る
と
決
し
て
安
く
な
い

買
物
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
こ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
状
で
い
う
と
月
額
9
万
円
ま
で
下
げ
た
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
伴
走
し
て
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
提

言
を
し
な
が
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
の
は
、
内
容
と
価
格
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
大
規
模

な
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
数
百
万
円
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
範
囲
が
必
要
な

の
か
を
ご
判
断
い
た
だ
く
た
め
に
、
先
ほ
ど

お
話
し
し
た
、
セ
ル
フ
で
分
析
で
き
る
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
の
ご
利
用

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
月
額
数
十
万
円

で
全
国
の
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
本
当
に
必
要
な
範
囲
の
デ
ー

タ
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
全
体
の
コ
ス

ト
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
簡
易
的
な

も
の
を
と
い
う
声
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、

月
次
の
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
か
た
ち
で
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
月
額
5
万
円
以
下
で
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
情
報
収
集
と
し
て

デ
ー
タ
を
見
る
習
慣
を
つ
け
な
が
ら
、
個
々

の
ケ
ー
ス
に
合
っ
た
課
題
を
見
つ
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
簡
易
的
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
直

接
的
に
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
フ
ル
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ま
で
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
含
め
て
、
皆
様

の
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
行
政
、
民
間
を
問
わ
ず
い
え
る
こ
と
で
す

が
、
投
資
対
効
果
を
す
ぐ
に
実
感
す
る
と
い

活
用
場
面
が
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
い
う

と
、
弊
社
の
場
合
、
い
ま
ま
で
は
情
報
収
集

の
た
め
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
方
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
か
ら
、

こ
う
い
う
こ
と
が
分
か
る
デ
ー
タ
が
ほ
し
い

と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
具
体
的
な
課
題
感

を
も
っ
た
う
え
で
、
解
決
の
た
め
に
活
用
し

た
い
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川
村
　
戦
略
の
中
に
組
み
込
む
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
い
方
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
実
際
に
会
社
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
方
針
が
定
ま

っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
ど
の
デ
ー
タ
を

使
え
ば
い
い
の
か
を
試
し
て
い
る
方
た
ち
が

多
い
で
す
ね
。
先
行
的
に
取
り
組
ま
れ
た
方

た
ち
は
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
受
け
て
自
分
た
ち
も
や
ら
な
く
て
は

と
い
う
空
気
感
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

人
流
デ
ー
タ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル

蛯
澤
　
実
際
に
人
流
デ
ー
タ
の
活
用
へ
の

関
心
は
高
ま
っ

て
い
ま
し
て
、

西
日
本
を
中
心

と
す
る
全
国

1
0
0
自
治
体

を
対
象
に
、
株

式
会
社
地
域
創

生
C
o
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
と
、

株
式
会
社
う
る

る
が
運
営
す
る

「
入
札
Ｂ
Ｐ
Ｏ
」

と
が
共
同
で

行
っ
た
「
観
光
活
性
化
の
課
題
と
デ
ー
タ
活

用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
調
査
期

間
：
2
0
2
5
年
1
月
17
日
〜
2
月
14
日
）

の
結
果
に
よ
る
と
、
今
後
活
用
し
た
い
デ
ー

タ
と
し
て
最
も
多
く
の
自
治
体
が
挙
げ
た
の

は
「
人
流
デ
ー
タ
」
で
し
た
。
そ
の
割
合
は

74
％
で
、
続
く
「
観
光
庁
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
」（
51
%
）、「
消
費
デ
ー
タ
」（
48
％
）

と
比
べ
る
と
、
ニ
ー
ズ
が
圧
倒
的
に
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
に
お
け
る
課

題
と
し
て
、「
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
」（
69
%
）、

「
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
具
体
的
な
施
策
の
立

案
」（
65
%
）、「
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の

人
材
」（
59
%
）
な
ど
が
挙
が
っ
て
お
り
、
活

用
に
際
し
て
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
地
域
課
題
を
解
決
に
導
く
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
、
有
効
な
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
も
そ
も
人
流
デ
ー
タ
そ
の
も
の

は
最
終
ゴ
ー
ル
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
観

光
で
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
観
光
産
業

の
発
展
や
観
光
客
の
満
足
度
向
上
、
地
域

の
活
性
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
最
終
ゴ
ー

ル
で
あ
っ
て
、
人
流
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で

ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
。
私
た
ち
が

地
域
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
3
の
方
々
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
共

に
考
え
る
と
い
う
営
み
を
す
る
際
、
ま
ず
最

終
ゴ
ー
ル
を
定
め
て
、
そ
こ
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
に
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
と
、
話
が
進
み
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
も
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使
う
・
使
わ
な
い
、

そ
し
て
結
果
を
ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う

判
断
は
自
分
た
ち
で
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　
活
用
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に

は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
実
は
私

た
ち
は
日
々
、
そ
れ
を
読
み
解
き
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
天
気
予
報
。
予

報
を
自
分
な
り
に
分
析
し
て
、
そ
の
日
の
服

装
や
傘
を
持
っ
て
い
く
か
ど
う
か
を
決
め
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
も
課
題
が
大
き
い
と
難

し
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
組
織
で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
と
き
に
や

は
り
、
何
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
使
う
の
か
を

見
失
わ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
の
話
か
ら
、
デ
ー
タ
は
目
的

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
手
法
で
あ
っ
て
、

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
活
用
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
を
間
違
え
て
し

ギ
は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
り
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、甲
斐
沼
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
は
じ
め
、

人
流
デ
ー
タ
を
扱
う
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
い
い
も
の
を

つ
く
り
あ
げ
て
き
た
の
が
こ
の
10
年
だ
と
し

た
ら
、
個
人
的
に
や
り
た
い
の
は
、
い
ま
の

レ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
一
個
上
の
レ

イ
ヤ
ー
で
み
ん
な
で
勝
負
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。

蛯
澤
　
レ
イ
ヤ
ー
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

鈴
木
　
え
え
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
が
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
を
考
え
る
よ
う
な
世
界
に
な
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
レ
イ
ヤ
ー
を

一
段
上
げ
て
業
界

が
動
き
出
す
と
、

私
た
ち
が
思
い
描

い
て
い
る
よ
う
な

世
界
の
実
現
も
早

く
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
気
が
し
ま

す
。

甲
斐
沼
　
私
は
、

こ
の
10
年
で
の

A
I
の
驚
異
的
な

進
化
を
考
え
る

と
、
技
術
的
な
課

題
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
重
要
な
の
は
、
進
化
し
続
け
る
A
I
に

対
し
て
、
使
い
手
の
利
便
性
を
ど
う
高
め
る

か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ど
ん
な
に
便
利
な
も

の
を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
使
う
人
が
便
利

だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
た
と
え
ば
現
状
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
ツ
ー

ル
が
い
い
の
か
、
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
ほ
う
が

が
い
い
の
か
な
ど
、
そ
も
そ
も
の
と
こ
ろ
を

含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
方
た
ち
と
一
緒

に
成
長
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
が
描
い
て
い
る
世
界
観
は
似

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
業
界

全
体
で
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い
の
強
み
を
生

か
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
進
む
こ
と
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
業
界
全
体
が

成
長
で
き
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
そ
ら
く
共
通
見
解
と
し
て
は
、
技

術
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
そ
う
高
く
な
く
て
、
競

合
関
係
で
あ
っ
た
り
、
レ
イ
ヤ
ー
の
問
題
で

あ
っ
た
り
と
、
人
間
側
の
問
題
が
多
分
に
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
使
い
手
が
大
き
な
目
的
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
よ
ね
。
た

と
え
ば
、
使
い
手
の
サ
ク
セ
ス
を
共
有
す
る

場
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
一
社
一
社
で

難
し
い
こ
と
も
、
取
り
ま
と
め
る
場
が
あ
る

こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
が
こ
う
い

う
こ
と
を
や
れ
た
ら
い
い
よ
ね
と
い
う
の

は
、
ど
う
し
て
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
目
線
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
疑

問
を
は
じ
め
、
使
い
手
の
皆
様
か
ら
声
を
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
2
社
様
に
限
ら
ず
、
人
流
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
会
社
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
同
時
に
、
会
社

間
の
連
携
を
含
め
て
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な

可
能
性
を
感
じ
る
お
話
で
し
た
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
実
際
に

使
っ
た
結
果
、
自
分
た
ち
の
意
思
決
定
に
役

に
立
っ
た
か
と
い
う
観
点
で
考
え
て
い
た
だ

け
る
と
、
そ
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
私

た
ち
に
は
価
値
が
き
ち
ん
と

伝
わ
る
よ
う
に
設
計
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
が

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が

使
え
る

サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て

川
村
　
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
と
い
う
点
で
い
う

と
、
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
あ
る
分
析
手
法
や
活

用
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
も
、
技
術

的
に
解
決
で
き
る
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

私
た
ち
が
、
使
い
方
が
分
か

ら
な
く
て
も
使
え
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
内
側
に
人
流
デ
ー
タ

が
あ
る
け
れ
ど
、
使
う
側
は
そ
れ
を
意
識
し

な
く
と
も
、
最
終
的
に
求
め
て
い
る
も
の
を

得
ら
れ
る
。
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
た
と
え
ば
A
I
が
情
報
を
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
そ
の
中
で
考
え
ら
れ
る
合
理

的
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
近
い
将
来
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
観
点
で
思
い
描

い
て
い
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

鈴
木
　
そ
う
し
た
観
点
で
い
う
と
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
ナ
イ
ト
レ
イ
に
、

私
た
ち
の
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
使
っ

て
、
観
光
の
課
題
を
入
力
す
る
と
提
言
を

し
て
く
れ
る
と
い
う
生
成
A
I
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
い

う
と
、
た
と
え
ば
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
や
デ
ー
タ
の
信
頼
性
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
で
は
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
単
体
の
地
理
解
像

度
で
い
う
と
1
2
5
m
の
グ
リ
ッ
ド
が
限
界

で
す
。
そ
こ
で
、
他
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
道
路
単
位
や
50
m
単
位
で
の
人
流

デ
ー
タ
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
単
体

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
、
人
流
デ
ー
タ
が
表
に
出
て
は
い
な
く
て

も
き
ち
ん
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
私

た
ち
が
直
近
で
目
指
し
て
い
る
世
界
観
と
し

て
は
、
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
だ
れ
も

が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
現
状
の

よ
う
に
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
て
提

供
す
る
場
合
、
あ
る
程
度
の
専
門
的
な
知
識

が
な
い
と
、
解
釈
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
も
う
少
し
と
ら
え
や
す

く
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、最
終
的
な
未
来
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
決
済
を
す
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と

を
意
識
せ
ず
と
も
、
投
げ
か
け
た
課
題
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て

解
決
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と
を
読
み
取
っ
て

整
理
し
、
気
づ
い
た
ら
施
策
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
思
い
描
い
て
い
る
も
の
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
技
術
的
な
課
題
は
も

ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
番
の
ハ
ー

ド
ル
に
な
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
実
現
の
た
め
に
必
要
な
カ

倫
理
的
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
今
度

は
世
の
中
に
広
め
る
た
め
に
広
報
活
動
で

あ
っ
た
り
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り

と
い
う
活
動
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
観
光
地
域
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ

の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
意
義
を
ど

の
よ
う
に
意
味
づ
け
、
伝
え
て
こ
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
人
流

デ
ー
タ
を
使
う
意
義
を
端
的
に
い
う
と
、Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
＊
1 

を
回
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
立
案
す
る
と
き
に
、
強
弱
を

つ
け
る
意
味
で
も
役
立
ち
ま
す
し
、
施
策
を

立
案
し
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
も

大
き
い
で
す
ね
。

　
特
に
地
域
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
勘
と
経
験
で
ま
か
な
っ
て
い
た
部
分
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
数
字
に
基

づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
計

画
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
人
が
増
え
て

い
る
の
か
、
周
遊
が
活
性
化
さ
れ
て
い
る
の

か
な
ど
を
見
え
る
化
し
、
関
わ
る
人
た
ち
が

同
じ
目
線
で
評
価
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
勘
や
経
験
に
頼
っ
て
い
た
部
分
を
デ
ー

タ
で
補
完
す
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
勘
や
経
験
も
と
て

も
重
要
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
局
所
的
に
な

り
が
ち
で
す
し
、
結
果
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
た
め
の
組
織
が
醸
成
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
価
値
観
を
デ
ー

タ
に
置
き
換
え
て
組
織
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
が
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
原
動
力

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
得

た
局
所
的
な
デ
ー
タ
や
古
い
デ
ー
タ
を
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
よ

り
普
遍
的
で
、
俯
瞰
的
な
こ
と
が
見
え
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。視
野
が
広
が
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
何
と
な
く
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
や
、
見
え
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
く

ら
い
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
を
判
断
で
き

ま
す
し
、
も
し
そ
の
優
先
順
位
が
間
違
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が
デ
ー
タ
と
し

て
現
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
ま
た
改
善

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
業
務
や
プ
ロ
セ
ス
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。
そ
れ
が
デ
ー
タ

の
活
用
に
限
ら
ず
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
変
化
に
応
じ
て

活
用
場
面
も
拡
大

蛯
澤
　
お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
人

の
営
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
観
光
で
は
、

デ
ー
タ
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
部
分
も
あ

り
、
勘
や
経
験
も
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ

だ
け
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
経
験
と
勘
が
よ
り
生
き

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
回
り
や

す
く
な
り
、
日
々
の
業
務
の
改
善
、
効
率
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
か
ら
考
え
て
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
地
域
課
題
を
解
決

し
た
具
体
例
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

甲
斐
沼
　
自
治
体
で
い
う
と
、「Japan T

ravel 

by N
A
V
IT
IM
E

」で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
観

光
向
け
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
＊
2 

で
ご
活
用
い
た
だ
い

て
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
地
域

の
観
光
を
よ
く
す
る
た
め
の
一
次
デ
ー
タ

と
し
た
り
、
そ
の
地
域
が
も
っ
て
い
る
他

の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
観
光
地
域
の
状
況
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。

　
地
域
と
い
う
目
線
か
ら
は
少
し
外
れ
ま
す

が
、
私
た
ち
の
場
合
は
、
実
際
に
移
動
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
と
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
鉄
道
事
業
者
か

ら
の
お
声
が
け
が
多
い
の
が
特
徴
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ど
の
路
線

で
移
動
し
た
か
と
い
う
分
析
は
他
社
で
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
経
路
検
索

エ
ン
ジ
ン
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
路
線

を
使
っ
て
移
動
し
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
分
析
で
き
ま
す
。
自
社
以
外
の
路
線
の
動

向
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
複
数
の
路
線
を

頭
を
悩
ま
せ
た
の
は

技
術
よ
り
も
法
律
と
倫
理

蛯
澤
　
そ
れ
ぞ
れ
観
光
地
域
な
ど
で
人
流

デ
ー
タ
を
提
供
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た

経
緯
と
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
ご

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
提
供
し
て
い
ま
す
の
は

「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
と
い
い
ま
し
て
、

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
も
と
に
し
て
、
位
置
情
報
な
ど
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
人
流
デ
ー
タ
で
す
。

　
導
入
経
緯
で
い
い
ま
す
と
、
か
な
り
さ
か

の
ぼ
っ
て
2
0
0
8
年
。
通
信
事
業
で
生
ま

れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
何
か
し
ら
社
会
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
着
想
し
ま
し
た
。
5
年
ほ
ど
か
け
て

研
究
開
発
を
進
め
、
2
0
1
3
年
の
10
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
日

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

に
関
し
て
も
同
じ
基
準
で
分
析
で
き
る
の
が

強
み
で
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ビ
タ

イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
が
取
り
扱
う
人
流
デ
ー
タ

は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
ナ

ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
し
て
い
る
訪
日

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
リ
「Japan T

ravel by N
A
V
IT
IM
E

」
で

得
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
、

そ
し
て「
自
転
車N

A
V
IT
IM
E

」や「
カ
ー
ナ
ビ

タ
イ
ム
」な
ど
の
利
用
者
か
ら
得
ら
れ
る
プ
ロ

ー
ブ
（
車
流
）
デ
ー
タ
で
す
。

　
私
た
ち
は
自
社
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
か
ら
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
分
析

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
複
雑

な
処
理
を
せ
ず
に
セ
ル
フ
で
訪
日
外
国
人
旅

行
客
の
動
態
を
分
析
で
き
る
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
や
「
自
転
車
プ
ロ
フ

ァ
イ
ラ
ー
」
な
ど
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
シ

リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
人
流
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
化
す
る
に
あ

た
っ
て
は
ご
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
あ
た
り
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
先
ほ
ど
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
着
想
か
ら
実
際
の
ロ
ー
ン
チ
ま
で
5
年

か
か
っ
て
い
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
技
術

的
な
課
題
が
解
決
で
き
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
ロ
ー
ン
チ
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

人
流
デ
ー
タ
の
場
合
は
技
術
的
な
課
題
以
外

の
と
こ
ろ
が
大
変
で
し
た
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
位
置
情
報
を
マ
ネ
タ

イ
ズ
し
て
い
い
の
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し

て
い
い
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
、
法
律
も
き

ち
ん
と
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
と
い
っ
て
も
、

そ
も
そ
も
社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
意
味
で
、
そ
こ
が
難
し
か
っ
た
の
と
同

時
に
、
面
白
か
っ
た
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
技
術
的

な
課
題
よ
り
も
、
法
的
も
し
く
は
倫
理
的
な

部
分
を
ク
リ
ア
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

鈴
木
　
そ
う
で
す
ね
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ

ん
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
現
状
で
は
24
時
間
3
6
5
日
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
人
流
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
ま
す

が
、
ロ
ー
ン
チ
し
た
2
0
1
3
年
の
時
点
で

は
、
デ
ー
タ
推
計
に
1
〜
2
か
月
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
技
術
的
な
課
題
も
ク

リ
ア
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
も
同
じ
で
、
法
的
な
部
分

に
は
十
二
分
に
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
位
置

情
報
は
個
人
情
報
に
な
り
得
ま
す
か
ら
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
ラ
イ
ン
を
引
き
、
提
供

で
き
る
デ
ー
タ
の
範
囲
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
最
初
の
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
取
得
し
た
位
置
情
報
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ラ
イ
ン
に
即

し
た
品
質
レ
ベ
ル
に
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の

精
査
も
必
要
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
常
々

す
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

勘
と
経
験
頼
み
の

観
光
施
策
を
最
適
化

蛯
澤
　
そ
う
や
っ
て
、
技
術
的
か
つ
法
的
、
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る
期
待
感
を
含
め
、
理
解
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の

先
輩
で
も
あ
る
鈴
木
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち

と
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
き
た
中
で
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
し
ま
う

と
い
う
方
も
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
、
ど
う
や
っ
て
デ
ー
タ
の
価
値
を

提
示
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
モ
バ

イ
ル
空
間
統
計
」
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
由

来
の
人
流
デ
ー
タ
な
の
で
、
単
体
の
地
理
解

像
度
で
い
う
と
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
で
、
こ

れ
は
必
ず
問
わ
れ
る
部
分
で
す
。た
と
え
ば
、

個
店
の
方
が
「
来
店
者
数
を
知
り
た
い
」
と

い
っ
て
も
、
こ
の
解
像
度
だ
と
個
々
の
商
店

の
数
字
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
の
数
字
を
知
る
こ

と
に
よ
る
個
店
へ
の
価
値
を
訴
求
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
個
店
で
の
来
店
者
数
と
購

入
者
数
は
大
体
同
じ
と
考
え
る
と
、
来
店
者

数
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売

時
点
情
報
管
理
）
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
な

ど
、
売
り
上
げ
の

デ
ー
タ
で
大
体
分
か

る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
」

で
は
、
売
り
上
げ

デ
ー
タ
で
は
分
か
ら

な
い
、
周
辺
の
い
わ

ゆ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

カ
ス
タ
マ
ー
（
見
込

み
客
）
に
成
り
得
る

人
数
が
分
か
り
ま

す
。例
を
挙
げ
る
と
、

個
店
Ａ
と
個
店
Ｂ
は

ど
ち
ら
も
来
店
者
数
が
1
0
0
人
で
、
売
り

上
げ
も
同
じ
で
す
。
た
だ
、
周
辺
を
見
る
と
、

個
店
Ａ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
1
0
0
0
人
い

て
、
個
店
Ｂ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
2
0
0
人

し
か
い
な
い
。
そ
れ
が
分
か
る
と
、
1
0
0
0

人
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
個
店
Ａ
の
売
り
上
げ

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
彼
ら
も
決
し
て
来
店
者
数
が
知
り
た
い
わ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
と
い

う
の
が
本
来
の
目
標
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う

し
て
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

最
適
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴
木
　
デ
ー
タ
だ
け
で
は
1
0
0
％
の
解
答

は
出
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か
ら
10
年
く
ら
い

経
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
人
流
デ
ー
タ
の

横
断
的
に
デ
ー
タ
取
得
・
分
析
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
た
ち
の
路
線
を
利
用
し
た
人
は
ど
こ
か

ら
来
て
、
そ
の
後
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
も
と

に
分
析
す
る
こ
と
で
、
路
線
周
辺
の
観
光
に

対
す
る
取
り
組
み
や
広
告
、
観
光
商
材
の
検

討
に
役
立
て
て
い
る
と
い
う
例
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
つ
ま
り
人
流
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、

経
路
検
索
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
、Ｇ
Ｐ

Ｓ
で
は
分
か
ら
な
い
移
動
手
段
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
す
る
と
、

そ
の
結
果
、
他
社
の
情
報
を
得
や
す
く
な
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
経
路
検
索
の
技
術

を
応
用
す
る
こ
と
で
、
使
用
し
た
移
動
手
段
の

路
線
を
推
定
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
補

足
し
ま
す
と
、
検
索
デ
ー
タ
を
使
え
ば
利
用

者
の
も
と
も
と
の
関
心
も
分
か
り
ま
す
し
、

た
と
え
ば
2
種
類
の
経
路
が
あ
っ
た
と
き

に
、
国
籍
の
分
析
を
か
け
る
と
国
籍
に
よ
る

違
い
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
結
果
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
施
策
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鈴
木
　
私
ど
も
か
ら
自
治
体
で
の
活
用
例
を

挙
げ
る
と
す
る
と
、
長
崎
市
は
「
モ
バ
イ
ル

空
間
統
計
」
を
使
っ
て
、
日
本
人
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
を
季
節
変
動
や
居
住
地
・
国

籍
別
の
強
弱
な
ど
を
定
点
的
に
追
い
な
が

ら
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
崎
市
に
観
光
に
訪
れ
た
方
が
、

市
内
の
ど
こ
に
足
を
運
ん
で
い
る
の
か
と
い

う
分
布
分
析
や
、
市
外
の
ど
こ
を
周
遊
し
て

い
る
の
か
と
い
う
移

動
分
析
も
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
で
よ
く
見
ら

れ
る
の
で
す
が
、
長

崎
市
に
来
た
方
は
広

島
市
に
も
行
っ
て
い

る
と
い
っ
た
こ
と
も

数
字
で
分
か
り
ま
す

の
で
、
地
域
間
連
携

と
い
う
意
味
で
も
ご

活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
あ
と
最
近
の
事
例

で
い
い
ま
す
と
、
面

的
に
き
ち
ん
と
数
字

が
と
れ
る
と
い
う
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

の
特
徴
を
生
か
し
て
、
宿
泊
税
の
分
配
と
い

う
点
で
ご
活
用
い
た
だ
く
自
治
体
も
出
始
め

て
い
ま
す
ね
。

蛯
澤
　
人
流
デ
ー
タ
の
有
用
性
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、
も
と
も
と
想
定
し
て
い
た
使

い
方
に
加
え
て
、
社
会
変
化
に
応
じ
て
新
た

な
使
わ
れ
方
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

川
村
　
そ
う
し
た
新
た
な
使
わ
れ
方
を
含

め
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
の
変
化

や
進
化
し
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の

は
2
0
1
3
年
で
す
か
ら
、
今
年
で
12
年
に

な
り
ま
す
。
人
流
デ
ー
タ
で
は
な
く
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
言
っ
て
い
た
最
初
の
頃
は
、「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
っ
て
何
？
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

時
代
。
そ
こ
か
ら
、
最
初
の
ス
モ
ー
ル
サ
ク

セ
ス
を
つ
く
る
の
が
と
に
か
く
大
変
で
し

た
。
行
政
で
も
民
間
企
業
で
も
、
ス
モ
ー
ル

サ
ク
セ
ス
が
あ
る
と
次
々
に
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
が
、
最
初
の
一
歩
が
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
で
も
12
年
経
っ
て
、
最
近
で
は
人
流
デ
ー

タ
、「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
理
解
し
て

く
だ
さ
っ
た
う
え
で
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
流
デ
ー
タ
に
対
す

ま
う
と
、
デ
ー
タ
を
買
う
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
常
々
、

デ
ー
タ
は
売
る
・
買
う
も
の
で
は
な
く
、

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
買
っ
て
終
わ
り
、

手
元
に
あ
る
か
ら
よ
し
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ず
に
、
活
用
す
る
こ
と
に
き
ち
ん
と

フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
行
政
機
関
の
場
合
は
、
担
当
者
が
2

〜
3
年
で
変
わ
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上
げ
る
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
。
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と

思
っ
た
ら
別
の
方
に
担
当
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
私
た
ち
と
し
て
は
、

行
政
で
も
民
間
で
も
変
わ
ら

ず
、
普
及
活
動
と
い
い
ま
す

か
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
と
こ
う
い
う
効
率
化
が
で

き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
定
期

的
に
発
信
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
、せ
っ

か
く
ご
購
入
い
た
だ
い
て
い

る
の
に
、
2
〜
3
年
で
償
却
す
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
組
織
と
し
て
継
続
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

川
村
　
継
続
す
る
た
め
に
は
、
投
資
対
効
果

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
も
な
り
そ
う
で
す

が
、
自
治
体
か
ら
す
る
と
決
し
て
安
く
な
い

買
物
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
こ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
状
で
い
う
と
月
額
9
万
円
ま
で
下
げ
た
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
伴
走
し
て
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
提

言
を
し
な
が
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
の
は
、
内
容
と
価
格
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
大
規
模

な
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
数
百
万
円
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
範
囲
が
必
要
な

の
か
を
ご
判
断
い
た
だ
く
た
め
に
、
先
ほ
ど

お
話
し
し
た
、
セ
ル
フ
で
分
析
で
き
る
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
の
ご
利
用

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
月
額
数
十
万
円

で
全
国
の
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
本
当
に
必
要
な
範
囲
の
デ
ー

タ
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
全
体
の
コ
ス

ト
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
簡
易
的
な

も
の
を
と
い
う
声
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、

月
次
の
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
か
た
ち
で
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
月
額
5
万
円
以
下
で
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
情
報
収
集
と
し
て

デ
ー
タ
を
見
る
習
慣
を
つ
け
な
が
ら
、
個
々

の
ケ
ー
ス
に
合
っ
た
課
題
を
見
つ
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
簡
易
的
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
直

接
的
に
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
フ
ル
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ま
で
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
含
め
て
、
皆
様

の
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
行
政
、
民
間
を
問
わ
ず
い
え
る
こ
と
で
す

が
、
投
資
対
効
果
を
す
ぐ
に
実
感
す
る
と
い

活
用
場
面
が
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
い
う

と
、
弊
社
の
場
合
、
い
ま
ま
で
は
情
報
収
集

の
た
め
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
方
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
か
ら
、

こ
う
い
う
こ
と
が
分
か
る
デ
ー
タ
が
ほ
し
い

と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
具
体
的
な
課
題
感

を
も
っ
た
う
え
で
、
解
決
の
た
め
に
活
用
し

た
い
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川
村
　
戦
略
の
中
に
組
み
込
む
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
い
方
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
実
際
に
会
社
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
方
針
が
定
ま

っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
ど
の
デ
ー
タ
を

使
え
ば
い
い
の
か
を
試
し
て
い
る
方
た
ち
が

多
い
で
す
ね
。
先
行
的
に
取
り
組
ま
れ
た
方

た
ち
は
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
受
け
て
自
分
た
ち
も
や
ら
な
く
て
は

と
い
う
空
気
感
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

人
流
デ
ー
タ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル

蛯
澤
　
実
際
に
人
流
デ
ー
タ
の
活
用
へ
の

関
心
は
高
ま
っ

て
い
ま
し
て
、

西
日
本
を
中
心

と
す
る
全
国

1
0
0
自
治
体

を
対
象
に
、
株

式
会
社
地
域
創

生
C
o
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
と
、

株
式
会
社
う
る

る
が
運
営
す
る

「
入
札
Ｂ
Ｐ
Ｏ
」

と
が
共
同
で

行
っ
た
「
観
光
活
性
化
の
課
題
と
デ
ー
タ
活

用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
調
査
期

間
：
2
0
2
5
年
1
月
17
日
〜
2
月
14
日
）

の
結
果
に
よ
る
と
、
今
後
活
用
し
た
い
デ
ー

タ
と
し
て
最
も
多
く
の
自
治
体
が
挙
げ
た
の

は
「
人
流
デ
ー
タ
」
で
し
た
。
そ
の
割
合
は

74
％
で
、
続
く
「
観
光
庁
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
」（
51
%
）、「
消
費
デ
ー
タ
」（
48
％
）

と
比
べ
る
と
、
ニ
ー
ズ
が
圧
倒
的
に
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
に
お
け
る
課

題
と
し
て
、「
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
」（
69
%
）、

「
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
具
体
的
な
施
策
の
立

案
」（
65
%
）、「
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の

人
材
」（
59
%
）
な
ど
が
挙
が
っ
て
お
り
、
活

用
に
際
し
て
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
地
域
課
題
を
解
決
に
導
く
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
、
有
効
な
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
も
そ
も
人
流
デ
ー
タ
そ
の
も
の

は
最
終
ゴ
ー
ル
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
観

光
で
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
観
光
産
業

の
発
展
や
観
光
客
の
満
足
度
向
上
、
地
域

の
活
性
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
最
終
ゴ
ー

ル
で
あ
っ
て
、
人
流
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で

ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
。
私
た
ち
が

地
域
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
3
の
方
々
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
共

に
考
え
る
と
い
う
営
み
を
す
る
際
、
ま
ず
最

終
ゴ
ー
ル
を
定
め
て
、
そ
こ
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
に
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
と
、
話
が
進
み
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
も
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使
う
・
使
わ
な
い
、

そ
し
て
結
果
を
ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う

判
断
は
自
分
た
ち
で
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　
活
用
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に

は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
実
は
私

た
ち
は
日
々
、
そ
れ
を
読
み
解
き
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
天
気
予
報
。
予

報
を
自
分
な
り
に
分
析
し
て
、
そ
の
日
の
服

装
や
傘
を
持
っ
て
い
く
か
ど
う
か
を
決
め
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
も
課
題
が
大
き
い
と
難

し
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
組
織
で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
と
き
に
や

は
り
、
何
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
使
う
の
か
を

見
失
わ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
の
話
か
ら
、
デ
ー
タ
は
目
的

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
手
法
で
あ
っ
て
、

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
活
用
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
を
間
違
え
て
し

ギ
は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
り
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、甲
斐
沼
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
は
じ
め
、

人
流
デ
ー
タ
を
扱
う
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
い
い
も
の
を

つ
く
り
あ
げ
て
き
た
の
が
こ
の
10
年
だ
と
し

た
ら
、
個
人
的
に
や
り
た
い
の
は
、
い
ま
の

レ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
一
個
上
の
レ

イ
ヤ
ー
で
み
ん
な
で
勝
負
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。

蛯
澤
　
レ
イ
ヤ
ー
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

鈴
木
　
え
え
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
が
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
を
考
え
る
よ
う
な
世
界
に
な
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
レ
イ
ヤ
ー
を

一
段
上
げ
て
業
界

が
動
き
出
す
と
、

私
た
ち
が
思
い
描

い
て
い
る
よ
う
な

世
界
の
実
現
も
早

く
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
気
が
し
ま

す
。

甲
斐
沼
　
私
は
、

こ
の
10
年
で
の

A
I
の
驚
異
的
な

進
化
を
考
え
る

と
、
技
術
的
な
課

題
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
重
要
な
の
は
、
進
化
し
続
け
る
A
I
に

対
し
て
、
使
い
手
の
利
便
性
を
ど
う
高
め
る

か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ど
ん
な
に
便
利
な
も

の
を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
使
う
人
が
便
利

だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
た
と
え
ば
現
状
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
ツ
ー

ル
が
い
い
の
か
、
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
ほ
う
が

が
い
い
の
か
な
ど
、
そ
も
そ
も
の
と
こ
ろ
を

含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
方
た
ち
と
一
緒

に
成
長
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
が
描
い
て
い
る
世
界
観
は
似

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
業
界

全
体
で
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い
の
強
み
を
生

か
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
進
む
こ
と
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
業
界
全
体
が

成
長
で
き
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
そ
ら
く
共
通
見
解
と
し
て
は
、
技

術
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
そ
う
高
く
な
く
て
、
競

合
関
係
で
あ
っ
た
り
、
レ
イ
ヤ
ー
の
問
題
で

あ
っ
た
り
と
、
人
間
側
の
問
題
が
多
分
に
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
使
い
手
が
大
き
な
目
的
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
よ
ね
。
た

と
え
ば
、
使
い
手
の
サ
ク
セ
ス
を
共
有
す
る

場
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
一
社
一
社
で

難
し
い
こ
と
も
、
取
り
ま
と
め
る
場
が
あ
る

こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
が
こ
う
い

う
こ
と
を
や
れ
た
ら
い
い
よ
ね
と
い
う
の

は
、
ど
う
し
て
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
目
線
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
疑

問
を
は
じ
め
、
使
い
手
の
皆
様
か
ら
声
を
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
2
社
様
に
限
ら
ず
、
人
流
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
会
社
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
同
時
に
、
会
社

間
の
連
携
を
含
め
て
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な

可
能
性
を
感
じ
る
お
話
で
し
た
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
実
際
に

使
っ
た
結
果
、
自
分
た
ち
の
意
思
決
定
に
役

に
立
っ
た
か
と
い
う
観
点
で
考
え
て
い
た
だ

け
る
と
、
そ
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
私

た
ち
に
は
価
値
が
き
ち
ん
と

伝
わ
る
よ
う
に
設
計
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
が

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が

使
え
る

サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て

川
村
　
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
と
い
う
点
で
い
う

と
、
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
あ
る
分
析
手
法
や
活

用
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
も
、
技
術

的
に
解
決
で
き
る
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

私
た
ち
が
、
使
い
方
が
分
か

ら
な
く
て
も
使
え
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
内
側
に
人
流
デ
ー
タ

が
あ
る
け
れ
ど
、
使
う
側
は
そ
れ
を
意
識
し

な
く
と
も
、
最
終
的
に
求
め
て
い
る
も
の
を

得
ら
れ
る
。
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
た
と
え
ば
A
I
が
情
報
を
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
そ
の
中
で
考
え
ら
れ
る
合
理

的
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
近
い
将
来
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
観
点
で
思
い
描

い
て
い
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

鈴
木
　
そ
う
し
た
観
点
で
い
う
と
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
ナ
イ
ト
レ
イ
に
、

私
た
ち
の
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
使
っ

て
、
観
光
の
課
題
を
入
力
す
る
と
提
言
を

し
て
く
れ
る
と
い
う
生
成
A
I
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
い

う
と
、
た
と
え
ば
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
や
デ
ー
タ
の
信
頼
性
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
で
は
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
単
体
の
地
理
解
像

度
で
い
う
と
1
2
5
m
の
グ
リ
ッ
ド
が
限
界

で
す
。
そ
こ
で
、
他
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
道
路
単
位
や
50
m
単
位
で
の
人
流

デ
ー
タ
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
単
体

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
、
人
流
デ
ー
タ
が
表
に
出
て
は
い
な
く
て

も
き
ち
ん
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
私

た
ち
が
直
近
で
目
指
し
て
い
る
世
界
観
と
し

て
は
、
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
だ
れ
も

が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
現
状
の

よ
う
に
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
て
提

供
す
る
場
合
、
あ
る
程
度
の
専
門
的
な
知
識

が
な
い
と
、
解
釈
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
も
う
少
し
と
ら
え
や
す

く
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、最
終
的
な
未
来
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
決
済
を
す
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と

を
意
識
せ
ず
と
も
、
投
げ
か
け
た
課
題
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て

解
決
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と
を
読
み
取
っ
て

整
理
し
、
気
づ
い
た
ら
施
策
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
思
い
描
い
て
い
る
も
の
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
技
術
的
な
課
題
は
も

ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
番
の
ハ
ー

ド
ル
に
な
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
実
現
の
た
め
に
必
要
な
カ

倫
理
的
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
今
度

は
世
の
中
に
広
め
る
た
め
に
広
報
活
動
で

あ
っ
た
り
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り

と
い
う
活
動
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
観
光
地
域
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ

の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
意
義
を
ど

の
よ
う
に
意
味
づ
け
、
伝
え
て
こ
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
人
流

デ
ー
タ
を
使
う
意
義
を
端
的
に
い
う
と
、Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
＊
1 

を
回
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
立
案
す
る
と
き
に
、
強
弱
を

つ
け
る
意
味
で
も
役
立
ち
ま
す
し
、
施
策
を

立
案
し
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
も

大
き
い
で
す
ね
。

　
特
に
地
域
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
勘
と
経
験
で
ま
か
な
っ
て
い
た
部
分
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
数
字
に
基

づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
計

画
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
人
が
増
え
て

い
る
の
か
、
周
遊
が
活
性
化
さ
れ
て
い
る
の

か
な
ど
を
見
え
る
化
し
、
関
わ
る
人
た
ち
が

同
じ
目
線
で
評
価
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
勘
や
経
験
に
頼
っ
て
い
た
部
分
を
デ
ー

タ
で
補
完
す
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
勘
や
経
験
も
と
て

も
重
要
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
局
所
的
に
な

り
が
ち
で
す
し
、
結
果
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
た
め
の
組
織
が
醸
成
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
価
値
観
を
デ
ー

タ
に
置
き
換
え
て
組
織
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
が
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
原
動
力

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
得

た
局
所
的
な
デ
ー
タ
や
古
い
デ
ー
タ
を
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
よ

り
普
遍
的
で
、
俯
瞰
的
な
こ
と
が
見
え
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。視
野
が
広
が
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
何
と
な
く
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
や
、
見
え
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
く

ら
い
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
を
判
断
で
き

ま
す
し
、
も
し
そ
の
優
先
順
位
が
間
違
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が
デ
ー
タ
と
し

て
現
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
ま
た
改
善

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
業
務
や
プ
ロ
セ
ス
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。
そ
れ
が
デ
ー
タ

の
活
用
に
限
ら
ず
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
変
化
に
応
じ
て

活
用
場
面
も
拡
大

蛯
澤
　
お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
人

の
営
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
観
光
で
は
、

デ
ー
タ
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
部
分
も
あ

り
、
勘
や
経
験
も
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ

だ
け
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
経
験
と
勘
が
よ
り
生
き

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
回
り
や

す
く
な
り
、
日
々
の
業
務
の
改
善
、
効
率
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
か
ら
考
え
て
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
地
域
課
題
を
解
決

し
た
具
体
例
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

甲
斐
沼
　
自
治
体
で
い
う
と
、「Japan T

ravel 

by N
A
V
IT
IM
E

」で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
観

光
向
け
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
＊
2 

で
ご
活
用
い
た
だ
い

て
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
地
域

の
観
光
を
よ
く
す
る
た
め
の
一
次
デ
ー
タ

と
し
た
り
、
そ
の
地
域
が
も
っ
て
い
る
他

の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
観
光
地
域
の
状
況
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。

　
地
域
と
い
う
目
線
か
ら
は
少
し
外
れ
ま
す

が
、
私
た
ち
の
場
合
は
、
実
際
に
移
動
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
と
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
鉄
道
事
業
者
か

ら
の
お
声
が
け
が
多
い
の
が
特
徴
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ど
の
路
線

で
移
動
し
た
か
と
い
う
分
析
は
他
社
で
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
経
路
検
索

エ
ン
ジ
ン
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
路
線

を
使
っ
て
移
動
し
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
分
析
で
き
ま
す
。
自
社
以
外
の
路
線
の
動

向
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
複
数
の
路
線
を

頭
を
悩
ま
せ
た
の
は

技
術
よ
り
も
法
律
と
倫
理

蛯
澤
　
そ
れ
ぞ
れ
観
光
地
域
な
ど
で
人
流

デ
ー
タ
を
提
供
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た

経
緯
と
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
ご

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
提
供
し
て
い
ま
す
の
は

「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
と
い
い
ま
し
て
、

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
も
と
に
し
て
、
位
置
情
報
な
ど
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
人
流
デ
ー
タ
で
す
。

　
導
入
経
緯
で
い
い
ま
す
と
、
か
な
り
さ
か

の
ぼ
っ
て
2
0
0
8
年
。
通
信
事
業
で
生
ま

れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
何
か
し
ら
社
会
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
着
想
し
ま
し
た
。
5
年
ほ
ど
か
け
て

研
究
開
発
を
進
め
、
2
0
1
3
年
の
10
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
日

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

に
関
し
て
も
同
じ
基
準
で
分
析
で
き
る
の
が

強
み
で
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ビ
タ

イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
が
取
り
扱
う
人
流
デ
ー
タ

は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
ナ

ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
し
て
い
る
訪
日

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
リ
「Japan T

ravel by N
A
V
IT
IM
E

」
で

得
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
、

そ
し
て「
自
転
車N

A
V
IT
IM
E

」や「
カ
ー
ナ
ビ

タ
イ
ム
」な
ど
の
利
用
者
か
ら
得
ら
れ
る
プ
ロ

ー
ブ
（
車
流
）
デ
ー
タ
で
す
。

　
私
た
ち
は
自
社
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
か
ら
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
分
析

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
複
雑

な
処
理
を
せ
ず
に
セ
ル
フ
で
訪
日
外
国
人
旅

行
客
の
動
態
を
分
析
で
き
る
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
や
「
自
転
車
プ
ロ
フ

ァ
イ
ラ
ー
」
な
ど
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
シ

リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
人
流
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
化
す
る
に
あ

た
っ
て
は
ご
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
あ
た
り
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
先
ほ
ど
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
着
想
か
ら
実
際
の
ロ
ー
ン
チ
ま
で
5
年

か
か
っ
て
い
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
技
術

的
な
課
題
が
解
決
で
き
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
ロ
ー
ン
チ
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

人
流
デ
ー
タ
の
場
合
は
技
術
的
な
課
題
以
外

の
と
こ
ろ
が
大
変
で
し
た
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
位
置
情
報
を
マ
ネ
タ

イ
ズ
し
て
い
い
の
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し

て
い
い
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
、
法
律
も
き

ち
ん
と
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
と
い
っ
て
も
、

そ
も
そ
も
社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
意
味
で
、
そ
こ
が
難
し
か
っ
た
の
と
同

時
に
、
面
白
か
っ
た
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
技
術
的

な
課
題
よ
り
も
、
法
的
も
し
く
は
倫
理
的
な

部
分
を
ク
リ
ア
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

鈴
木
　
そ
う
で
す
ね
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ

ん
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
現
状
で
は
24
時
間
3
6
5
日
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
人
流
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
ま
す

が
、
ロ
ー
ン
チ
し
た
2
0
1
3
年
の
時
点
で

は
、
デ
ー
タ
推
計
に
1
〜
2
か
月
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
技
術
的
な
課
題
も
ク

リ
ア
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
も
同
じ
で
、
法
的
な
部
分

に
は
十
二
分
に
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
位
置

情
報
は
個
人
情
報
に
な
り
得
ま
す
か
ら
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
ラ
イ
ン
を
引
き
、
提
供

で
き
る
デ
ー
タ
の
範
囲
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
最
初
の
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
取
得
し
た
位
置
情
報
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ラ
イ
ン
に
即

し
た
品
質
レ
ベ
ル
に
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の

精
査
も
必
要
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
常
々

す
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

勘
と
経
験
頼
み
の

観
光
施
策
を
最
適
化

蛯
澤
　
そ
う
や
っ
て
、
技
術
的
か
つ
法
的
、
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る
期
待
感
を
含
め
、
理
解
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の

先
輩
で
も
あ
る
鈴
木
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち

と
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
き
た
中
で
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
し
ま
う

と
い
う
方
も
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
、
ど
う
や
っ
て
デ
ー
タ
の
価
値
を

提
示
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
モ
バ

イ
ル
空
間
統
計
」
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
由

来
の
人
流
デ
ー
タ
な
の
で
、
単
体
の
地
理
解

像
度
で
い
う
と
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
で
、
こ

れ
は
必
ず
問
わ
れ
る
部
分
で
す
。た
と
え
ば
、

個
店
の
方
が
「
来
店
者
数
を
知
り
た
い
」
と

い
っ
て
も
、
こ
の
解
像
度
だ
と
個
々
の
商
店

の
数
字
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
の
数
字
を
知
る
こ

と
に
よ
る
個
店
へ
の
価
値
を
訴
求
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
個
店
で
の
来
店
者
数
と
購

入
者
数
は
大
体
同
じ
と
考
え
る
と
、
来
店
者

数
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売

時
点
情
報
管
理
）
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
な

ど
、
売
り
上
げ
の

デ
ー
タ
で
大
体
分
か

る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
」

で
は
、
売
り
上
げ

デ
ー
タ
で
は
分
か
ら

な
い
、
周
辺
の
い
わ

ゆ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

カ
ス
タ
マ
ー
（
見
込

み
客
）
に
成
り
得
る

人
数
が
分
か
り
ま

す
。例
を
挙
げ
る
と
、

個
店
Ａ
と
個
店
Ｂ
は

ど
ち
ら
も
来
店
者
数
が
1
0
0
人
で
、
売
り

上
げ
も
同
じ
で
す
。
た
だ
、
周
辺
を
見
る
と
、

個
店
Ａ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
1
0
0
0
人
い

て
、
個
店
Ｂ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
2
0
0
人

し
か
い
な
い
。
そ
れ
が
分
か
る
と
、
1
0
0
0

人
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
個
店
Ａ
の
売
り
上
げ

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
彼
ら
も
決
し
て
来
店
者
数
が
知
り
た
い
わ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
と
い

う
の
が
本
来
の
目
標
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う

し
て
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

最
適
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴
木
　
デ
ー
タ
だ
け
で
は
1
0
0
％
の
解
答

は
出
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か
ら
10
年
く
ら
い

経
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
人
流
デ
ー
タ
の

横
断
的
に
デ
ー
タ
取
得
・
分
析
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
た
ち
の
路
線
を
利
用
し
た
人
は
ど
こ
か

ら
来
て
、
そ
の
後
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
も
と

に
分
析
す
る
こ
と
で
、
路
線
周
辺
の
観
光
に

対
す
る
取
り
組
み
や
広
告
、
観
光
商
材
の
検

討
に
役
立
て
て
い
る
と
い
う
例
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
つ
ま
り
人
流
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、

経
路
検
索
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
、Ｇ
Ｐ

Ｓ
で
は
分
か
ら
な
い
移
動
手
段
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
す
る
と
、

そ
の
結
果
、
他
社
の
情
報
を
得
や
す
く
な
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
経
路
検
索
の
技
術

を
応
用
す
る
こ
と
で
、
使
用
し
た
移
動
手
段
の

路
線
を
推
定
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
補

足
し
ま
す
と
、
検
索
デ
ー
タ
を
使
え
ば
利
用

者
の
も
と
も
と
の
関
心
も
分
か
り
ま
す
し
、

た
と
え
ば
2
種
類
の
経
路
が
あ
っ
た
と
き

に
、
国
籍
の
分
析
を
か
け
る
と
国
籍
に
よ
る

違
い
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
結
果
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
施
策
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鈴
木
　
私
ど
も
か
ら
自
治
体
で
の
活
用
例
を

挙
げ
る
と
す
る
と
、
長
崎
市
は
「
モ
バ
イ
ル

空
間
統
計
」
を
使
っ
て
、
日
本
人
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
を
季
節
変
動
や
居
住
地
・
国

籍
別
の
強
弱
な
ど
を
定
点
的
に
追
い
な
が

ら
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
崎
市
に
観
光
に
訪
れ
た
方
が
、

市
内
の
ど
こ
に
足
を
運
ん
で
い
る
の
か
と
い

う
分
布
分
析
や
、
市
外
の
ど
こ
を
周
遊
し
て

い
る
の
か
と
い
う
移

動
分
析
も
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
で
よ
く
見
ら

れ
る
の
で
す
が
、
長

崎
市
に
来
た
方
は
広

島
市
に
も
行
っ
て
い

る
と
い
っ
た
こ
と
も

数
字
で
分
か
り
ま
す

の
で
、
地
域
間
連
携

と
い
う
意
味
で
も
ご

活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
あ
と
最
近
の
事
例

で
い
い
ま
す
と
、
面

的
に
き
ち
ん
と
数
字

が
と
れ
る
と
い
う
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

の
特
徴
を
生
か
し
て
、
宿
泊
税
の
分
配
と
い

う
点
で
ご
活
用
い
た
だ
く
自
治
体
も
出
始
め

て
い
ま
す
ね
。

蛯
澤
　
人
流
デ
ー
タ
の
有
用
性
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、
も
と
も
と
想
定
し
て
い
た
使

い
方
に
加
え
て
、
社
会
変
化
に
応
じ
て
新
た

な
使
わ
れ
方
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

川
村
　
そ
う
し
た
新
た
な
使
わ
れ
方
を
含

め
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
の
変
化

や
進
化
し
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の

は
2
0
1
3
年
で
す
か
ら
、
今
年
で
12
年
に

な
り
ま
す
。
人
流
デ
ー
タ
で
は
な
く
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
言
っ
て
い
た
最
初
の
頃
は
、「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
っ
て
何
？
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

時
代
。
そ
こ
か
ら
、
最
初
の
ス
モ
ー
ル
サ
ク

セ
ス
を
つ
く
る
の
が
と
に
か
く
大
変
で
し

た
。
行
政
で
も
民
間
企
業
で
も
、
ス
モ
ー
ル

サ
ク
セ
ス
が
あ
る
と
次
々
に
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
が
、
最
初
の
一
歩
が
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
で
も
12
年
経
っ
て
、
最
近
で
は
人
流
デ
ー

タ
、「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
理
解
し
て

く
だ
さ
っ
た
う
え
で
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
流
デ
ー
タ
に
対
す

ま
う
と
、
デ
ー
タ
を
買
う
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
。

鈴
木
　
そ
の
と
お
り
で
し
て
、
私
は
常
々
、

デ
ー
タ
は
売
る
・
買
う
も
の
で
は
な
く
、

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
買
っ
て
終
わ
り
、

手
元
に
あ
る
か
ら
よ
し
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ず
に
、
活
用
す
る
こ
と
に
き
ち
ん
と

フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
行
政
機
関
の
場
合
は
、
担
当
者
が
2

〜
3
年
で
変
わ
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上
げ
る
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
。
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と

思
っ
た
ら
別
の
方
に
担
当
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
私
た
ち
と
し
て
は
、

行
政
で
も
民
間
で
も
変
わ
ら

ず
、
普
及
活
動
と
い
い
ま
す

か
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
と
こ
う
い
う
効
率
化
が
で

き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
定
期

的
に
発
信
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
、せ
っ

か
く
ご
購
入
い
た
だ
い
て
い

る
の
に
、
2
〜
3
年
で
償
却
す
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
組
織
と
し
て
継
続
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

川
村
　
継
続
す
る
た
め
に
は
、
投
資
対
効
果

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
も
な
り
そ
う
で
す

が
、
自
治
体
か
ら
す
る
と
決
し
て
安
く
な
い

買
物
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
こ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
状
で
い
う
と
月
額
9
万
円
ま
で
下
げ
た
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
伴
走
し
て
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
提

言
を
し
な
が
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
は
、
内
容
と
価
格
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
大
規
模

な
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
数
百
万
円
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
範
囲
が
必
要
な

の
か
を
ご
判
断
い
た
だ
く
た
め
に
、
先
ほ
ど

お
話
し
し
た
、
セ
ル
フ
で
分
析
で
き
る
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
の
ご
利
用

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
月
額
数
十
万
円

で
全
国
の
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
本
当
に
必
要
な
範
囲
の
デ
ー

タ
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
全
体
の
コ
ス

ト
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
簡
易
的
な

も
の
を
と
い
う
声
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、

月
次
の
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
か
た
ち
で
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
月
額
5
万
円
以
下
で
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
情
報
収
集
と
し
て

デ
ー
タ
を
見
る
習
慣
を
つ
け
な
が
ら
、
個
々

の
ケ
ー
ス
に
合
っ
た
課
題
を
見
つ
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
簡
易
的
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
直

接
的
に
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
フ
ル
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ま
で
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
含
め
て
、
皆
様

の
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
行
政
、
民
間
を
問
わ
ず
い
え
る
こ
と
で
す

が
、
投
資
対
効
果
を
す
ぐ
に
実
感
す
る
と
い

活
用
場
面
が
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
い
う

と
、
弊
社
の
場
合
、
い
ま
ま
で
は
情
報
収
集

の
た
め
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
方
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
か
ら
、

こ
う
い
う
こ
と
が
分
か
る
デ
ー
タ
が
ほ
し
い

と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
具
体
的
な
課
題
感

を
も
っ
た
う
え
で
、
解
決
の
た
め
に
活
用
し

た
い
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川
村
　
戦
略
の
中
に
組
み
込
む
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
い
方
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
実
際
に
会
社
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
方
針
が
定
ま

っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
ど
の
デ
ー
タ
を

使
え
ば
い
い
の
か
を
試
し
て
い
る
方
た
ち
が

多
い
で
す
ね
。
先
行
的
に
取
り
組
ま
れ
た
方

た
ち
は
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
受
け
て
自
分
た
ち
も
や
ら
な
く
て
は

と
い
う
空
気
感
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

人
流
デ
ー
タ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル

蛯
澤
　
実
際
に
人
流
デ
ー
タ
の
活
用
へ
の

関
心
は
高
ま
っ

て
い
ま
し
て
、

西
日
本
を
中
心

と
す
る
全
国

1
0
0
自
治
体

を
対
象
に
、
株

式
会
社
地
域
創

生
C
o
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
と
、

株
式
会
社
う
る

る
が
運
営
す
る

「
入
札
Ｂ
Ｐ
Ｏ
」

と
が
共
同
で

行
っ
た
「
観
光
活
性
化
の
課
題
と
デ
ー
タ
活

用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
調
査
期

間
：
2
0
2
5
年
1
月
17
日
〜
2
月
14
日
）

の
結
果
に
よ
る
と
、
今
後
活
用
し
た
い
デ
ー

タ
と
し
て
最
も
多
く
の
自
治
体
が
挙
げ
た
の

は
「
人
流
デ
ー
タ
」
で
し
た
。
そ
の
割
合
は

74
％
で
、
続
く
「
観
光
庁
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
」（
51
%
）、「
消
費
デ
ー
タ
」（
48
％
）

と
比
べ
る
と
、
ニ
ー
ズ
が
圧
倒
的
に
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
に
お
け
る
課

題
と
し
て
、「
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
」（
69
%
）、

「
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
具
体
的
な
施
策
の
立

案
」（
65
%
）、「
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の

人
材
」（
59
%
）
な
ど
が
挙
が
っ
て
お
り
、
活

用
に
際
し
て
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
地
域
課
題
を
解
決
に
導
く
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
、
有
効
な
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
も
そ
も
人
流
デ
ー
タ
そ
の
も
の

は
最
終
ゴ
ー
ル
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
観

光
で
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
観
光
産
業

の
発
展
や
観
光
客
の
満
足
度
向
上
、
地
域

の
活
性
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
最
終
ゴ
ー

ル
で
あ
っ
て
、
人
流
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で

ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
。
私
た
ち
が

地
域
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
3
の
方
々
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
共

に
考
え
る
と
い
う
営
み
を
す
る
際
、
ま
ず
最

終
ゴ
ー
ル
を
定
め
て
、
そ
こ
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
に
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
と
、
話
が
進
み
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
も
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使
う
・
使
わ
な
い
、

そ
し
て
結
果
を
ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う

判
断
は
自
分
た
ち
で
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　
活
用
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に

は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
実
は
私

た
ち
は
日
々
、
そ
れ
を
読
み
解
き
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
天
気
予
報
。
予

報
を
自
分
な
り
に
分
析
し
て
、
そ
の
日
の
服

装
や
傘
を
持
っ
て
い
く
か
ど
う
か
を
決
め
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
も
課
題
が
大
き
い
と
難

し
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
組
織
で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
と
き
に
や

は
り
、
何
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
使
う
の
か
を

見
失
わ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
の
話
か
ら
、
デ
ー
タ
は
目
的

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
手
法
で
あ
っ
て
、

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
活
用
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
を
間
違
え
て
し

ギ
は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
り
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、甲
斐
沼
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
は
じ
め
、

人
流
デ
ー
タ
を
扱
う
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
い
い
も
の
を

つ
く
り
あ
げ
て
き
た
の
が
こ
の
10
年
だ
と
し

た
ら
、
個
人
的
に
や
り
た
い
の
は
、
い
ま
の

レ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
一
個
上
の
レ

イ
ヤ
ー
で
み
ん
な
で
勝
負
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。

蛯
澤
　
レ
イ
ヤ
ー
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

鈴
木
　
え
え
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
が
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
を
考
え
る
よ
う
な
世
界
に
な
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
レ
イ
ヤ
ー
を

一
段
上
げ
て
業
界

が
動
き
出
す
と
、

私
た
ち
が
思
い
描

い
て
い
る
よ
う
な

世
界
の
実
現
も
早

く
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
気
が
し
ま

す
。

甲
斐
沼
　
私
は
、

こ
の
10
年
で
の

A
I
の
驚
異
的
な

進
化
を
考
え
る

と
、
技
術
的
な
課

題
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
重
要
な
の
は
、
進
化
し
続
け
る
A
I
に

対
し
て
、
使
い
手
の
利
便
性
を
ど
う
高
め
る

か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ど
ん
な
に
便
利
な
も

の
を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
使
う
人
が
便
利

だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
た
と
え
ば
現
状
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
ツ
ー

ル
が
い
い
の
か
、
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
ほ
う
が

が
い
い
の
か
な
ど
、
そ
も
そ
も
の
と
こ
ろ
を

含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
方
た
ち
と
一
緒

に
成
長
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
が
描
い
て
い
る
世
界
観
は
似

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
業
界

全
体
で
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い
の
強
み
を
生

か
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
進
む
こ
と
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
業
界
全
体
が

成
長
で
き
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
そ
ら
く
共
通
見
解
と
し
て
は
、
技

術
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
そ
う
高
く
な
く
て
、
競

合
関
係
で
あ
っ
た
り
、
レ
イ
ヤ
ー
の
問
題
で

あ
っ
た
り
と
、
人
間
側
の
問
題
が
多
分
に
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
使
い
手
が
大
き
な
目
的
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
よ
ね
。
た

と
え
ば
、
使
い
手
の
サ
ク
セ
ス
を
共
有
す
る

場
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
一
社
一
社
で

難
し
い
こ
と
も
、
取
り
ま
と
め
る
場
が
あ
る

こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
が
こ
う
い

う
こ
と
を
や
れ
た
ら
い
い
よ
ね
と
い
う
の

は
、
ど
う
し
て
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
目
線
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
疑

問
を
は
じ
め
、
使
い
手
の
皆
様
か
ら
声
を
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
2
社
様
に
限
ら
ず
、
人
流
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
会
社
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
同
時
に
、
会
社

間
の
連
携
を
含
め
て
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な

可
能
性
を
感
じ
る
お
話
で
し
た
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
実
際
に

使
っ
た
結
果
、
自
分
た
ち
の
意
思
決
定
に
役

に
立
っ
た
か
と
い
う
観
点
で
考
え
て
い
た
だ

け
る
と
、
そ
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
私

た
ち
に
は
価
値
が
き
ち
ん
と

伝
わ
る
よ
う
に
設
計
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
が

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が

使
え
る

サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て

川
村
　
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
と
い
う
点
で
い
う

と
、
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
あ
る
分
析
手
法
や
活

用
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
も
、
技
術

的
に
解
決
で
き
る
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

私
た
ち
が
、
使
い
方
が
分
か

ら
な
く
て
も
使
え
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
内
側
に
人
流
デ
ー
タ

が
あ
る
け
れ
ど
、
使
う
側
は
そ
れ
を
意
識
し

な
く
と
も
、
最
終
的
に
求
め
て
い
る
も
の
を

得
ら
れ
る
。
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
た
と
え
ば
A
I
が
情
報
を
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
そ
の
中
で
考
え
ら
れ
る
合
理

的
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
近
い
将
来
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
観
点
で
思
い
描

い
て
い
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

鈴
木
　
そ
う
し
た
観
点
で
い
う
と
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
ナ
イ
ト
レ
イ
に
、

私
た
ち
の
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
使
っ

て
、
観
光
の
課
題
を
入
力
す
る
と
提
言
を

し
て
く
れ
る
と
い
う
生
成
A
I
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
い

う
と
、
た
と
え
ば
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
や
デ
ー
タ
の
信
頼
性
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
で
は
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
単
体
の
地
理
解
像

度
で
い
う
と
1
2
5
m
の
グ
リ
ッ
ド
が
限
界

で
す
。
そ
こ
で
、
他
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
道
路
単
位
や
50
m
単
位
で
の
人
流

デ
ー
タ
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
単
体

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
、
人
流
デ
ー
タ
が
表
に
出
て
は
い
な
く
て

も
き
ち
ん
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
私

た
ち
が
直
近
で
目
指
し
て
い
る
世
界
観
と
し

て
は
、
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
だ
れ
も

が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
現
状
の

よ
う
に
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
て
提

供
す
る
場
合
、
あ
る
程
度
の
専
門
的
な
知
識

が
な
い
と
、
解
釈
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
も
う
少
し
と
ら
え
や
す

く
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、最
終
的
な
未
来
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
決
済
を
す
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と

を
意
識
せ
ず
と
も
、
投
げ
か
け
た
課
題
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て

解
決
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と
を
読
み
取
っ
て

整
理
し
、
気
づ
い
た
ら
施
策
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
思
い
描
い
て
い
る
も
の
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
技
術
的
な
課
題
は
も

ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
番
の
ハ
ー

ド
ル
に
な
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
実
現
の
た
め
に
必
要
な
カ

倫
理
的
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
今
度

は
世
の
中
に
広
め
る
た
め
に
広
報
活
動
で

あ
っ
た
り
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り

と
い
う
活
動
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
観
光
地
域
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ

の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
意
義
を
ど

の
よ
う
に
意
味
づ
け
、
伝
え
て
こ
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
人
流

デ
ー
タ
を
使
う
意
義
を
端
的
に
い
う
と
、Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
＊
1 

を
回
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
立
案
す
る
と
き
に
、
強
弱
を

つ
け
る
意
味
で
も
役
立
ち
ま
す
し
、
施
策
を

立
案
し
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
も

大
き
い
で
す
ね
。

　
特
に
地
域
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
勘
と
経
験
で
ま
か
な
っ
て
い
た
部
分
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
数
字
に
基

づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
計

画
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
人
が
増
え
て

い
る
の
か
、
周
遊
が
活
性
化
さ
れ
て
い
る
の

か
な
ど
を
見
え
る
化
し
、
関
わ
る
人
た
ち
が

同
じ
目
線
で
評
価
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
勘
や
経
験
に
頼
っ
て
い
た
部
分
を
デ
ー

タ
で
補
完
す
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
勘
や
経
験
も
と
て

も
重
要
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
局
所
的
に
な

り
が
ち
で
す
し
、
結
果
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
た
め
の
組
織
が
醸
成
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
価
値
観
を
デ
ー

タ
に
置
き
換
え
て
組
織
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
が
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
原
動
力

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
得

た
局
所
的
な
デ
ー
タ
や
古
い
デ
ー
タ
を
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
よ

り
普
遍
的
で
、
俯
瞰
的
な
こ
と
が
見
え
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。視
野
が
広
が
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
何
と
な
く
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
や
、
見
え
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
く

ら
い
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
を
判
断
で
き

ま
す
し
、
も
し
そ
の
優
先
順
位
が
間
違
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が
デ
ー
タ
と
し

て
現
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
ま
た
改
善

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
業
務
や
プ
ロ
セ
ス
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。
そ
れ
が
デ
ー
タ

の
活
用
に
限
ら
ず
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
変
化
に
応
じ
て

活
用
場
面
も
拡
大

蛯
澤
　
お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
人

の
営
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
観
光
で
は
、

デ
ー
タ
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
部
分
も
あ

り
、
勘
や
経
験
も
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ

だ
け
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
経
験
と
勘
が
よ
り
生
き

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
回
り
や

す
く
な
り
、
日
々
の
業
務
の
改
善
、
効
率
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
か
ら
考
え
て
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
地
域
課
題
を
解
決

し
た
具
体
例
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

甲
斐
沼
　
自
治
体
で
い
う
と
、「Japan T

ravel 

by N
A
V
IT
IM
E

」で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
観

光
向
け
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
＊
2 

で
ご
活
用
い
た
だ
い

て
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
地
域

の
観
光
を
よ
く
す
る
た
め
の
一
次
デ
ー
タ

と
し
た
り
、
そ
の
地
域
が
も
っ
て
い
る
他

の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
観
光
地
域
の
状
況
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。

　
地
域
と
い
う
目
線
か
ら
は
少
し
外
れ
ま
す

が
、
私
た
ち
の
場
合
は
、
実
際
に
移
動
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
と
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
鉄
道
事
業
者
か

ら
の
お
声
が
け
が
多
い
の
が
特
徴
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ど
の
路
線

で
移
動
し
た
か
と
い
う
分
析
は
他
社
で
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
経
路
検
索

エ
ン
ジ
ン
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
路
線

を
使
っ
て
移
動
し
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
分
析
で
き
ま
す
。
自
社
以
外
の
路
線
の
動

向
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
複
数
の
路
線
を

頭
を
悩
ま
せ
た
の
は

技
術
よ
り
も
法
律
と
倫
理

蛯
澤
　
そ
れ
ぞ
れ
観
光
地
域
な
ど
で
人
流

デ
ー
タ
を
提
供
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た

経
緯
と
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
ご

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
提
供
し
て
い
ま
す
の
は

「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
と
い
い
ま
し
て
、

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
も
と
に
し
て
、
位
置
情
報
な
ど
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
人
流
デ
ー
タ
で
す
。

　
導
入
経
緯
で
い
い
ま
す
と
、
か
な
り
さ
か

の
ぼ
っ
て
2
0
0
8
年
。
通
信
事
業
で
生
ま

れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
何
か
し
ら
社
会
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
着
想
し
ま
し
た
。
5
年
ほ
ど
か
け
て

研
究
開
発
を
進
め
、
2
0
1
3
年
の
10
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
日

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

に
関
し
て
も
同
じ
基
準
で
分
析
で
き
る
の
が

強
み
で
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ビ
タ

イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
が
取
り
扱
う
人
流
デ
ー
タ

は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
ナ

ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
し
て
い
る
訪
日

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
リ
「Japan T

ravel by N
A
V
IT
IM
E

」
で

得
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
、

そ
し
て「
自
転
車N

A
V
IT
IM
E

」や「
カ
ー
ナ
ビ

タ
イ
ム
」な
ど
の
利
用
者
か
ら
得
ら
れ
る
プ
ロ

ー
ブ
（
車
流
）
デ
ー
タ
で
す
。

　
私
た
ち
は
自
社
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
か
ら
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
分
析

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
複
雑

な
処
理
を
せ
ず
に
セ
ル
フ
で
訪
日
外
国
人
旅

行
客
の
動
態
を
分
析
で
き
る
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
や
「
自
転
車
プ
ロ
フ

ァ
イ
ラ
ー
」
な
ど
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
シ

リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
人
流
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
化
す
る
に
あ

た
っ
て
は
ご
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
あ
た
り
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
先
ほ
ど
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
着
想
か
ら
実
際
の
ロ
ー
ン
チ
ま
で
5
年

か
か
っ
て
い
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
技
術

的
な
課
題
が
解
決
で
き
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
ロ
ー
ン
チ
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

人
流
デ
ー
タ
の
場
合
は
技
術
的
な
課
題
以
外

の
と
こ
ろ
が
大
変
で
し
た
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
位
置
情
報
を
マ
ネ
タ

イ
ズ
し
て
い
い
の
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し

て
い
い
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
、
法
律
も
き

ち
ん
と
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
と
い
っ
て
も
、

そ
も
そ
も
社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
意
味
で
、
そ
こ
が
難
し
か
っ
た
の
と
同

時
に
、
面
白
か
っ
た
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
技
術
的

な
課
題
よ
り
も
、
法
的
も
し
く
は
倫
理
的
な

部
分
を
ク
リ
ア
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

鈴
木
　
そ
う
で
す
ね
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ

ん
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
現
状
で
は
24
時
間
3
6
5
日
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
人
流
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
ま
す

が
、
ロ
ー
ン
チ
し
た
2
0
1
3
年
の
時
点
で

は
、
デ
ー
タ
推
計
に
1
〜
2
か
月
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
技
術
的
な
課
題
も
ク

リ
ア
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
も
同
じ
で
、
法
的
な
部
分

に
は
十
二
分
に
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
位
置

情
報
は
個
人
情
報
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
に
ラ
イ
ン
を
引
き
、
提
供
で

き
る
デ
ー
タ
の
範
囲
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質

レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
最
初
の
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
取
得
し
た
位
置
情
報
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ラ
イ
ン
に
即

し
た
品
質
レ
ベ
ル
に
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の

精
査
も
必
要
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
常
々

す
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

勘
と
経
験
頼
み
の

観
光
施
策
を
最
適
化

蛯
澤
　
そ
う
や
っ
て
、
技
術
的
か
つ
法
的
、
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る
期
待
感
を
含
め
、
理
解
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の

先
輩
で
も
あ
る
鈴
木
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち

と
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
き
た
中
で
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
し
ま
う

と
い
う
方
も
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
に
、
ど
う
や
っ
て
デ
ー
タ
の
価
値
を

提
示
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
モ
バ

イ
ル
空
間
統
計
」
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
由

来
の
人
流
デ
ー
タ
な
の
で
、
単
体
の
地
理
解

像
度
で
い
う
と
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
で
、
こ

れ
は
必
ず
問
わ
れ
る
部
分
で
す
。た
と
え
ば
、

個
店
の
方
が
「
来
店
者
数
を
知
り
た
い
」
と

い
っ
て
も
、
こ
の
解
像
度
だ
と
個
々
の
商
店

の
数
字
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
の
数
字
を
知
る
こ

と
に
よ
る
個
店
へ
の
価
値
を
訴
求
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
個
店
で
の
来
店
者
数
と
購

入
者
数
は
大
体
同
じ
と
考
え
る
と
、
来
店
者

数
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売

時
点
情
報
管
理
）
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
な

ど
、
売
り
上
げ
の

デ
ー
タ
で
大
体
分
か

る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
」

で
は
、
売
り
上
げ

デ
ー
タ
で
は
分
か
ら

な
い
、
周
辺
の
い
わ

ゆ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

カ
ス
タ
マ
ー
（
見
込

み
客
）
に
成
り
得
る

人
数
が
分
か
り
ま

す
。例
を
挙
げ
る
と
、

個
店
Ａ
と
個
店
Ｂ
は

ど
ち
ら
も
来
店
者
数
が
1
0
0
人
で
、
売
り

上
げ
も
同
じ
で
す
。
た
だ
、
周
辺
を
見
る
と
、

個
店
Ａ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
1
0
0
0
人
い

て
、
個
店
Ｂ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
2
0
0
人

し
か
い
な
い
。
そ
れ
が
分
か
る
と
、
1
0
0
0

人
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
カ
ス
タ
マ
ー
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
個
店
Ａ
の
売
り
上
げ

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
彼
ら
も
決
し
て
来
店
者
数
が
知
り
た
い
わ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
と
い

う
の
が
本
来
の
目
標
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う

し
て
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

最
適
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴
木
　
デ
ー
タ
だ
け
で
は
1
0
0
％
の
解
答

は
出
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か
ら
10
年
く
ら
い

経
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
人
流
デ
ー
タ
の

横
断
的
に
デ
ー
タ
取
得
・
分
析
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
た
ち
の
路
線
を
利
用
し
た
人
は
ど
こ
か

ら
来
て
、
そ
の
後
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
も
と

に
分
析
す
る
こ
と
で
、
路
線
周
辺
の
観
光
に

対
す
る
取
り
組
み
や
広
告
、
観
光
商
材
の
検

討
に
役
立
て
て
い
る
と
い
う
例
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
つ
ま
り
人
流
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、

経
路
検
索
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
、Ｇ
Ｐ

Ｓ
で
は
分
か
ら
な
い
移
動
手
段
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
す
る
と
、

そ
の
結
果
、
他
社
の
情
報
を
得
や
す
く
な
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
経
路
検
索
の
技
術

を
応
用
す
る
こ
と
で
、
使
用
し
た
移
動
手
段
の

路
線
を
推
定
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
補

足
し
ま
す
と
、
検
索
デ
ー
タ
を
使
え
ば
利
用

者
の
も
と
も
と
の
関
心
も
分
か
り
ま
す
し
、

た
と
え
ば
2
種
類
の
経
路
が
あ
っ
た
と
き

に
、
国
籍
の
分
析
を
か
け
る
と
国
籍
に
よ
る

違
い
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
結
果
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
施
策
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鈴
木
　
私
ど
も
か
ら
自
治
体
で
の
活
用
例
を

挙
げ
る
と
す
る
と
、
長
崎
市
は
「
モ
バ
イ
ル

空
間
統
計
」
を
使
っ
て
、
日
本
人
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
を
季
節
変
動
や
居
住
地
・
国

籍
別
の
強
弱
な
ど
を
定
点
的
に
追
い
な
が

ら
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
崎
市
に
観
光
に
訪
れ
た
方
が
、

市
内
の
ど
こ
に
足
を
運
ん
で
い
る
の
か
と
い

う
分
布
分
析
や
、
市
外
の
ど
こ
を
周
遊
し
て

い
る
の
か
と
い
う
移

動
分
析
も
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
で
よ
く
見
ら

れ
る
の
で
す
が
、
長

崎
市
に
来
た
方
は
広

島
市
に
も
行
っ
て
い

る
と
い
っ
た
こ
と
も

数
字
で
分
か
り
ま
す

の
で
、
地
域
間
連
携

と
い
う
意
味
で
も
ご

活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
あ
と
最
近
の
事
例

で
い
い
ま
す
と
、
面

的
に
き
ち
ん
と
数
字

が
と
れ
る
と
い
う
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

の
特
徴
を
生
か
し
て
、
宿
泊
税
の
分
配
と
い

う
点
で
ご
活
用
い
た
だ
く
自
治
体
も
出
始
め

て
い
ま
す
ね
。

蛯
澤
　
人
流
デ
ー
タ
の
有
用
性
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、
も
と
も
と
想
定
し
て
い
た
使

い
方
に
加
え
て
、
社
会
変
化
に
応
じ
て
新
た

な
使
わ
れ
方
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

川
村
　
そ
う
し
た
新
た
な
使
わ
れ
方
を
含

め
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
の
変
化

や
進
化
し
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の

は
2
0
1
3
年
で
す
か
ら
、
今
年
で
12
年
に

な
り
ま
す
。
人
流
デ
ー
タ
で
は
な
く
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
言
っ
て
い
た
最
初
の
頃
は
、「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
っ
て
何
？
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

時
代
。
そ
こ
か
ら
、
最
初
の
ス
モ
ー
ル
サ
ク

セ
ス
を
つ
く
る
の
が
と
に
か
く
大
変
で
し

た
。
行
政
で
も
民
間
企
業
で
も
、
ス
モ
ー
ル

サ
ク
セ
ス
が
あ
る
と
次
々
に
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
が
、
最
初
の
一
歩
が
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
で
も
12
年
経
っ
て
、
最
近
で
は
人
流
デ
ー

タ
、「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
理
解
し
て

く
だ
さ
っ
た
う
え
で
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
流
デ
ー
タ
に
対
す

ま
う
と
、
デ
ー
タ
を
買
う
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
常
々
、

デ
ー
タ
は
売
る
・
買
う
も
の
で
は
な
く
、

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
買
っ
て
終
わ
り
、

手
元
に
あ
る
か
ら
よ
し
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ず
に
、
活
用
す
る
こ
と
に
き
ち
ん
と

フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
行
政
機
関
の
場
合
は
、
担
当
者
が
2

〜
3
年
で
変
わ
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上
げ
る
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
。
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と

思
っ
た
ら
別
の
方
に
担
当
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
私
た
ち
と
し
て
は
、

行
政
で
も
民
間
で
も
変
わ
ら

ず
、
普
及
活
動
と
い
い
ま
す

か
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
と
こ
う
い
う
効
率
化
が
で

き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
定
期

的
に
発
信
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
、せ
っ

か
く
ご
購
入
い
た
だ
い
て
い

る
の
に
、
2
〜
3
年
で
償
却
す
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
組
織
と
し
て
継
続
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

川
村
　
継
続
す
る
た
め
に
は
、
投
資
対
効
果

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
も
な
り
そ
う
で
す

が
、
自
治
体
か
ら
す
る
と
決
し
て
安
く
な
い

買
物
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
こ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
状
で
い
う
と
月
額
9
万
円
ま
で
下
げ
た
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
伴
走
し
て
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
提

言
を
し
な
が
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
の
は
、
内
容
と
価
格
に
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
大
規
模

な
デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
数
百
万
円
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
の
範
囲
が
必
要
な

の
か
を
ご
判
断
い
た
だ
く
た
め
に
、
先
ほ
ど

お
話
し
し
た
、
セ
ル
フ
で
分
析
で
き
る
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
の
ご
利
用

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
月
額
数
十
万
円

で
全
国
の
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
本
当
に
必
要
な
範
囲
の
デ
ー

タ
を
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
全
体
の
コ
ス

ト
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
簡
易
的
な

も
の
を
と
い
う
声
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、

月
次
の
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
か
た
ち
で
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
月
額
5
万
円
以
下
で
用
意

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
情
報
収
集
と
し
て

デ
ー
タ
を
見
る
習
慣
を
つ
け
な
が
ら
、
個
々

の
ケ
ー
ス
に
合
っ
た
課
題
を
見
つ
け
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
簡
易
的
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
直

接
的
に
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
フ
ル
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ま
で
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
含
め
て
、
皆
様

の
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
行
政
、
民
間
を
問
わ
ず
い
え
る
こ
と
で
す

が
、
投
資
対
効
果
を
す
ぐ
に
実
感
す
る
と
い

活
用
場
面
が
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
い
う

と
、
弊
社
の
場
合
、
い
ま
ま
で
は
情
報
収
集

の
た
め
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
方
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
か
ら
、

こ
う
い
う
こ
と
が
分
か
る
デ
ー
タ
が
ほ
し
い

と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
具
体
的
な
課
題
感

を
も
っ
た
う
え
で
、
解
決
の
た
め
に
活
用
し

た
い
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川
村
　
戦
略
の
中
に
組
み
込
む
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
い
方
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
実
際
に
会
社
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
方
針
が
定
ま

っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
中
で
ど
の
デ
ー
タ
を

使
え
ば
い
い
の
か
を
試
し
て
い
る
方
た
ち
が

多
い
で
す
ね
。
先
行
的
に
取
り
組
ま
れ
た
方

た
ち
は
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
受
け
て
自
分
た
ち
も
や
ら
な
く
て
は

と
い
う
空
気
感
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

人
流
デ
ー
タ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル

蛯
澤
　
実
際
に
人
流
デ
ー
タ
の
活
用
へ
の

関
心
は
高
ま
っ

て
い
ま
し
て
、

西
日
本
を
中
心

と
す
る
全
国

1
0
0
自
治
体

を
対
象
に
、
株

式
会
社
地
域
創

生
C
o
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
と
、

株
式
会
社
う
る

る
が
運
営
す
る

「
入
札
Ｂ
Ｐ
Ｏ
」

と
が
共
同
で

行
っ
た
「
観
光
活
性
化
の
課
題
と
デ
ー
タ
活

用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
調
査
期

間
：
2
0
2
5
年
1
月
17
日
〜
2
月
14
日
）

の
結
果
に
よ
る
と
、
今
後
活
用
し
た
い
デ
ー

タ
と
し
て
最
も
多
く
の
自
治
体
が
挙
げ
た
の

は
「
人
流
デ
ー
タ
」
で
し
た
。
そ
の
割
合
は

74
％
で
、
続
く
「
観
光
庁
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
」（
51
%
）、「
消
費
デ
ー
タ
」（
48
％
）

と
比
べ
る
と
、
ニ
ー
ズ
が
圧
倒
的
に
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
に
お
け
る
課

題
と
し
て
、「
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
」（
69
%
）、

「
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
具
体
的
な
施
策
の
立

案
」（
65
%
）、「
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の

人
材
」（
59
%
）
な
ど
が
挙
が
っ
て
お
り
、
活

用
に
際
し
て
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
地
域
課
題
を
解
決
に
導
く
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
、
有
効
な
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
も
そ
も
人
流
デ
ー
タ
そ
の
も
の

は
最
終
ゴ
ー
ル
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
観

光
で
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
観
光
産
業

の
発
展
や
観
光
客
の
満
足
度
向
上
、
地
域

の
活
性
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
最
終
ゴ
ー

ル
で
あ
っ
て
、
人
流
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で

ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
。
私
た
ち
が

地
域
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
3
の
方
々
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
共

に
考
え
る
と
い
う
営
み
を
す
る
際
、
ま
ず
最

終
ゴ
ー
ル
を
定
め
て
、
そ
こ
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
に
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
と
、
話
が
進
み
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
も
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使
う
・
使
わ
な
い
、

そ
し
て
結
果
を
ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う

判
断
は
自
分
た
ち
で
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　
活
用
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に

は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
実
は
私

た
ち
は
日
々
、
そ
れ
を
読
み
解
き
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
天
気
予
報
。
予

報
を
自
分
な
り
に
分
析
し
て
、
そ
の
日
の
服

装
や
傘
を
持
っ
て
い
く
か
ど
う
か
を
決
め
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
も
課
題
が
大
き
い
と
難

し
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
組
織
で

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
と
き
に
や

は
り
、
何
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
使
う
の
か
を

見
失
わ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
の
話
か
ら
、
デ
ー
タ
は
目
的

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
手
法
で
あ
っ
て
、

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
活
用
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
を
間
違
え
て
し

ギ
は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
り
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、甲
斐
沼
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
は
じ
め
、

人
流
デ
ー
タ
を
扱
う
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
い
い
も
の
を

つ
く
り
あ
げ
て
き
た
の
が
こ
の
10
年
だ
と
し

た
ら
、
個
人
的
に
や
り
た
い
の
は
、
い
ま
の

レ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
一
個
上
の
レ

イ
ヤ
ー
で
み
ん
な
で
勝
負
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。

蛯
澤
　
レ
イ
ヤ
ー
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

鈴
木
　
え
え
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
が
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
を
考
え
る
よ
う
な
世
界
に
な
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
レ
イ
ヤ
ー
を

一
段
上
げ
て
業
界

が
動
き
出
す
と
、

私
た
ち
が
思
い
描

い
て
い
る
よ
う
な

世
界
の
実
現
も
早

く
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
気
が
し
ま

す
。

甲
斐
沼
　
私
は
、

こ
の
10
年
で
の

A
I
の
驚
異
的
な

進
化
を
考
え
る

と
、
技
術
的
な
課

題
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
重
要
な
の
は
、
進
化
し
続
け
る
A
I
に

対
し
て
、
使
い
手
の
利
便
性
を
ど
う
高
め
る

か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ど
ん
な
に
便
利
な
も

の
を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
使
う
人
が
便
利

だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
た
と
え
ば
現
状
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
ツ
ー

ル
が
い
い
の
か
、
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
ほ
う
が

が
い
い
の
か
な
ど
、
そ
も
そ
も
の
と
こ
ろ
を

含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
方
た
ち
と
一
緒

に
成
長
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
が
描
い
て
い
る
世
界
観
は
似

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
業
界

全
体
で
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い
の
強
み
を
生

か
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
進
む
こ
と
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
業
界
全
体
が

成
長
で
き
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
そ
ら
く
共
通
見
解
と
し
て
は
、
技

術
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
そ
う
高
く
な
く
て
、
競

合
関
係
で
あ
っ
た
り
、
レ
イ
ヤ
ー
の
問
題
で

あ
っ
た
り
と
、
人
間
側
の
問
題
が
多
分
に
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
使
い
手
が
大
き
な
目
的
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
よ
ね
。
た

と
え
ば
、
使
い
手
の
サ
ク
セ
ス
を
共
有
す
る

場
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
一
社
一
社
で

難
し
い
こ
と
も
、
取
り
ま
と
め
る
場
が
あ
る

こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
が
こ
う
い

う
こ
と
を
や
れ
た
ら
い
い
よ
ね
と
い
う
の

は
、
ど
う
し
て
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
目
線
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
疑

問
を
は
じ
め
、
使
い
手
の
皆
様
か
ら
声
を
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
2
社
様
に
限
ら
ず
、
人
流
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
会
社
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
同
時
に
、
会
社

間
の
連
携
を
含
め
て
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な

可
能
性
を
感
じ
る
お
話
で
し
た
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
実
際
に

使
っ
た
結
果
、
自
分
た
ち
の
意
思
決
定
に
役

に
立
っ
た
か
と
い
う
観
点
で
考
え
て
い
た
だ

け
る
と
、
そ
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
私

た
ち
に
は
価
値
が
き
ち
ん
と

伝
わ
る
よ
う
に
設
計
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
が

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が

使
え
る

サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て

川
村
　
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
と
い
う
点
で
い
う

と
、
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
あ
る
分
析
手
法
や
活

用
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
も
、
技
術

的
に
解
決
で
き
る
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

私
た
ち
が
、
使
い
方
が
分
か

ら
な
く
て
も
使
え
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
内
側
に
人
流
デ
ー
タ

が
あ
る
け
れ
ど
、
使
う
側
は
そ
れ
を
意
識
し

な
く
と
も
、
最
終
的
に
求
め
て
い
る
も
の
を

得
ら
れ
る
。
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
た
と
え
ば
A
I
が
情
報
を
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
そ
の
中
で
考
え
ら
れ
る
合
理

的
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
近
い
将
来
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
観
点
で
思
い
描

い
て
い
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

鈴
木
　
そ
う
し
た
観
点
で
い
う
と
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
ナ
イ
ト
レ
イ
に
、

私
た
ち
の
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
使
っ

て
、
観
光
の
課
題
を
入
力
す
る
と
提
言
を

し
て
く
れ
る
と
い
う
生
成
A
I
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
い

う
と
、
た
と
え
ば
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
や
デ
ー
タ
の
信
頼
性
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
で
は
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
単
体
の
地
理
解
像

度
で
い
う
と
1
2
5
m
の
グ
リ
ッ
ド
が
限
界

で
す
。
そ
こ
で
、
他
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
道
路
単
位
や
50
m
単
位
で
の
人
流

デ
ー
タ
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
単
体

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
、
人
流
デ
ー
タ
が
表
に
出
て
は
い
な
く
て

も
き
ち
ん
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
私

た
ち
が
直
近
で
目
指
し
て
い
る
世
界
観
と
し

て
は
、
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
だ
れ
も

が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
現
状
の

よ
う
に
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
て
提

供
す
る
場
合
、
あ
る
程
度
の
専
門
的
な
知
識

が
な
い
と
、
解
釈
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
も
う
少
し
と
ら
え
や
す

く
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、最
終
的
な
未
来
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
決
済
を
す
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と

を
意
識
せ
ず
と
も
、
投
げ
か
け
た
課
題
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て

解
決
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と
を
読
み
取
っ
て

整
理
し
、
気
づ
い
た
ら
施
策
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
思
い
描
い
て
い
る
も
の
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
技
術
的
な
課
題
は
も

ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
番
の
ハ
ー

ド
ル
に
な
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
実
現
の
た
め
に
必
要
な
カ

倫
理
的
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
今
度

は
世
の
中
に
広
め
る
た
め
に
広
報
活
動
で

あ
っ
た
り
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り

と
い
う
活
動
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
観
光
地
域
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ

の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
意
義
を
ど

の
よ
う
に
意
味
づ
け
、
伝
え
て
こ
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
人
流

デ
ー
タ
を
使
う
意
義
を
端
的
に
い
う
と
、Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
＊
1 

を
回
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
立
案
す
る
と
き
に
、
強
弱
を

つ
け
る
意
味
で
も
役
立
ち
ま
す
し
、
施
策
を

立
案
し
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
も

大
き
い
で
す
ね
。

　
特
に
地
域
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
勘
と
経
験
で
ま
か
な
っ
て
い
た
部
分
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
数
字
に
基

づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
計

画
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
人
が
増
え
て

い
る
の
か
、
周
遊
が
活
性
化
さ
れ
て
い
る
の

か
な
ど
を
見
え
る
化
し
、
関
わ
る
人
た
ち
が

同
じ
目
線
で
評
価
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
勘
や
経
験
に
頼
っ
て
い
た
部
分
を
デ
ー

タ
で
補
完
す
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
勘
や
経
験
も
と
て

も
重
要
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
局
所
的
に
な

り
が
ち
で
す
し
、
結
果
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
た
め
の
組
織
が
醸
成
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
価
値
観
を
デ
ー

タ
に
置
き
換
え
て
組
織
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
が
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
原
動
力

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
得

た
局
所
的
な
デ
ー
タ
や
古
い
デ
ー
タ
を
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
よ

り
普
遍
的
で
、
俯
瞰
的
な
こ
と
が
見
え
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。視
野
が
広
が
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
何
と
な
く
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
や
、
見
え
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
く

ら
い
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
を
判
断
で
き

ま
す
し
、
も
し
そ
の
優
先
順
位
が
間
違
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が
デ
ー
タ
と
し

て
現
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
ま
た
改
善

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
業
務
や
プ
ロ
セ
ス
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。
そ
れ
が
デ
ー
タ

の
活
用
に
限
ら
ず
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
変
化
に
応
じ
て

活
用
場
面
も
拡
大

蛯
澤
　
お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
人

の
営
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
観
光
で
は
、

デ
ー
タ
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
部
分
も
あ

り
、
勘
や
経
験
も
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ

だ
け
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
経
験
と
勘
が
よ
り
生
き

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
回
り
や

す
く
な
り
、
日
々
の
業
務
の
改
善
、
効
率
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
か
ら
考
え
て
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
地
域
課
題
を
解
決

し
た
具
体
例
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

甲
斐
沼
　
自
治
体
で
い
う
と
、「Japan T

ravel 

by N
A
V
IT
IM
E

」で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
観

光
向
け
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
＊
2 

で
ご
活
用
い
た
だ
い

て
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
地
域

の
観
光
を
よ
く
す
る
た
め
の
一
次
デ
ー
タ

と
し
た
り
、
そ
の
地
域
が
も
っ
て
い
る
他

の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
観
光
地
域
の
状
況
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。

　
地
域
と
い
う
目
線
か
ら
は
少
し
外
れ
ま
す

が
、
私
た
ち
の
場
合
は
、
実
際
に
移
動
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
と
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
鉄
道
事
業
者
か

ら
の
お
声
が
け
が
多
い
の
が
特
徴
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ど
の
路
線

で
移
動
し
た
か
と
い
う
分
析
は
他
社
で
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
経
路
検
索

エ
ン
ジ
ン
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
路
線

を
使
っ
て
移
動
し
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
分
析
で
き
ま
す
。
自
社
以
外
の
路
線
の
動

向
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
複
数
の
路
線
を

頭
を
悩
ま
せ
た
の
は

技
術
よ
り
も
法
律
と
倫
理

蛯
澤
　
そ
れ
ぞ
れ
観
光
地
域
な
ど
で
人
流

デ
ー
タ
を
提
供
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た

経
緯
と
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
ご

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
提
供
し
て
い
ま
す
の
は

「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
と
い
い
ま
し
て
、

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
も
と
に
し
て
、
位
置
情
報
な
ど
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
人
流
デ
ー
タ
で
す
。

　
導
入
経
緯
で
い
い
ま
す
と
、
か
な
り
さ
か

の
ぼ
っ
て
2
0
0
8
年
。
通
信
事
業
で
生
ま

れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
何
か
し
ら
社
会
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
着
想
し
ま
し
た
。
5
年
ほ
ど
か
け
て

研
究
開
発
を
進
め
、
2
0
1
3
年
の
10
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
日

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

に
関
し
て
も
同
じ
基
準
で
分
析
で
き
る
の
が

強
み
で
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ビ
タ

イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
が
取
り
扱
う
人
流
デ
ー
タ

は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
ナ

ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
が
提
供
し
て
い
る
訪
日

外
国
人
旅
行
客
向
け
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
リ
「Japan T

ravel by N
A
V
IT
IM
E

」
で

得
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
、

そ
し
て「
自
転
車N

A
V
IT
IM
E

」や「
カ
ー
ナ
ビ

タ
イ
ム
」な
ど
の
利
用
者
か
ら
得
ら
れ
る
プ
ロ

ー
ブ
（
車
流
）
デ
ー
タ
で
す
。

　
私
た
ち
は
自
社
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
か
ら
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
分
析

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
複
雑

な
処
理
を
せ
ず
に
セ
ル
フ
で
訪
日
外
国
人
旅

行
客
の
動
態
を
分
析
で
き
る
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
や
「
自
転
車
プ
ロ
フ

ァ
イ
ラ
ー
」
な
ど
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
シ

リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
人
流
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
化
す
る
に
あ

た
っ
て
は
ご
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
あ
た
り
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
先
ほ
ど
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
着
想
か
ら
実
際
の
ロ
ー
ン
チ
ま
で
5
年

か
か
っ
て
い
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
技
術

的
な
課
題
が
解
決
で
き
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
ロ
ー
ン
チ
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

人
流
デ
ー
タ
の
場
合
は
技
術
的
な
課
題
以
外

の
と
こ
ろ
が
大
変
で
し
た
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
位
置
情
報
を
マ
ネ
タ

イ
ズ
し
て
い
い
の
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し

て
い
い
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
、
法
律
も
き

ち
ん
と
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
と
い
っ
て
も
、

そ
も
そ
も
社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
意
味
で
、
そ
こ
が
難
し
か
っ
た
の
と
同

時
に
、
面
白
か
っ
た
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
技
術
的

な
課
題
よ
り
も
、
法
的
も
し
く
は
倫
理
的
な

部
分
を
ク
リ
ア
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

鈴
木
　
そ
う
で
す
ね
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ

ん
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
現
状
で
は
24
時
間
3
6
5
日
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
人
流
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
ま
す

が
、
ロ
ー
ン
チ
し
た
2
0
1
3
年
の
時
点
で

は
、
デ
ー
タ
推
計
に
1
〜
2
か
月
か
か
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
技
術
的
な
課
題
も
ク

リ
ア
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
も
同
じ
で
、
法
的
な
部
分

に
は
十
二
分
に
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
位
置

情
報
は
個
人
情
報
に
な
り
得
ま
す
か
ら
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
ラ
イ
ン
を
引
き
、
提
供

で
き
る
デ
ー
タ
の
範
囲
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
最
初
の
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
取
得
し
た
位
置
情
報
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ラ
イ
ン
に
即

し
た
品
質
レ
ベ
ル
に
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の

精
査
も
必
要
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
常
々

す
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

勘
と
経
験
頼
み
の

観
光
施
策
を
最
適
化

蛯
澤
　
そ
う
や
っ
て
、
技
術
的
か
つ
法
的
、

＊
1
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／
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／
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で
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ク

＊
2
…
D
M
P
：D

ata M
anagem

ent P
latform

／
さ
ま

ざ
ま
な
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
を
収
集
・
整
理
し
、分

析
・
活
用
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

＊
3
…
D
M
O
：D

estination 
M
arketing/M

anage-
m
ent O

rganization

／
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
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な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
人
流
デ
ー
タ
に
対
す

る
期
待
感
を
含
め
、
理
解
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の

先
輩
で
も
あ
る
鈴
木
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち

と
お
仕
事
を
な
さ
っ
て
き
た
中
で
、
で
き
な

い
と
こ
ろ
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
し
ま
う

と
い
う
方
も
い
た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
ん
な

と
き
に
、
ど
う
や
っ
て
デ
ー
タ
の
価
値
を
提

示
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
モ
バ

イ
ル
空
間
統
計
」
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
由

来
の
人
流
デ
ー
タ
な
の
で
、
単
体
の
地
理
解

像
度
で
い
う
と
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
で
、
こ

れ
は
必
ず
問
わ
れ
る
部
分
で
す
。た
と
え
ば
、

個
店
の
方
が
「
来
店
者
数
を
知
り
た
い
」
と

い
っ
て
も
、
こ
の
解
像
度
だ
と
個
々
の
商
店

の
数
字
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
1
2
5
ｍ
グ
リ
ッ
ド
の
数
字
を
知
る
こ

と
に
よ
る
個
店
へ
の
価
値
を
訴
求
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
個
店
で
の
来
店
者
数
と
購

入
者
数
は
大
体
同
じ

と
考
え
る
と
、
来
店

者
数
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー

タ
な
ど
売
り
上
げ
の

デ
ー
タ
で
大
体
分
か

る
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
モ

バ
イ
ル
空
間
統
計
」

で
は
、
売
り
上
げ

デ
ー
タ
で
は
分
か
ら

な
い
、
周
辺
の
い
わ

ゆ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

カ
ス
タ
マ
ー
（
見
込

み
客
）
に
成
り
得
る

人
数
が
分
か
り
ま

す
。例
を
挙
げ
る
と
、

個
店
Ａ
と
個
店
Ｂ
は

ど
ち
ら
も
来
店
者
数
が
1
0
0
人
で
、
売
り

上
げ
も
同
じ
で
す
。
た
だ
、
周
辺
を
見
る
と
、

個
店
Ａ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
1
0
0
0
人
い

て
、
個
店
Ｂ
の
あ
る
エ
リ
ア
に
は
2
0
0
人

し
か
い
な
い
。
そ
れ
が
分
か
る
と
、

1
0
0
0
人
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
カ
ス
タ

マ
ー
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
個
店
Ａ

の
売
り
上
げ
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
彼
ら
も
決
し
て
来
店
者
数
が
知
り
た
い
わ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
売
り
上
げ
を
上
げ
る
と
い

う
の
が
本
来
の
目
標
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う

し
て
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

最
適
な
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

鈴
木
　
デ
ー
タ
だ
け
で
は
1
0
0
％
の
解
答

は
出
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
活
用
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か
ら
10
年
く
ら
い

経
っ
て
い
て
、
最
近
、
人
流
デ
ー
タ
の
活
用

ち
は
そ
の
デ
ー
タ
を
フ
ラ
ッ
ト
に
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
自
分
た
ち
の
路
線
を
利

用
し
た
人
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
そ
の
後
ど
こ

に
行
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
を
も
と
に
分
析
す
る
こ
と
で
、

路
線
周
辺
の
観
光
に
対
す
る
取
り
組
み
や

広
告
、
観
光
商
材
の
検
討
に
役
立
て
て
い

る
と
い
う
例
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
つ
ま
り
人
流
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な

く
、経
路
検
索
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
は
分
か
ら
な
い
移
動
手
段
を
推
定

す
る
こ
と
が
で
き
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
す
る

と
、
そ
の
結
果
、
他
社
の
情
報
を
得
や
す
く

な
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
の
経
路
で
行
っ

た
確
率
が
高
い
か
を
想
定
し
、
移
動
手
段
の

路
線
を
推
定
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
補

足
し
ま
す
と
、
検
索
デ
ー
タ
を
使
え
ば
利
用

者
の
も
と
も
と
の
関
心
も
分
か
り
ま
す
し
、

た
と
え
ば
2
種
類
の
経
路
が
あ
っ
た
と
き

に
、
国
籍
の
分
析
を
か
け
る
と
国
籍
に
よ
る

違
い
が
分
か
り
ま
す
。そ
の
結
果
を
も
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
施
策
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鈴
木
　
私
ど
も
か
ら
自
治
体
で
の
活
用
例
を

挙
げ
る
と
す
る
と
、
長
崎
市
は
「
モ
バ
イ
ル

空
間
統
計
」
を
使
っ
て
、
日
本
人
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
を
季
節
変
動
や
居
住
地
・
国

籍
別
の
強
弱
な
ど
を
定
点
的
に
追
い
な
が

ら
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
設
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
崎
市
に
観
光
に
訪
れ
た
方
が
、

市
内
の
ど
こ
に
足
を
運
ん
で
い
る
の
か
と
い

う
分
布
分
析
や
、
市

外
の
ど
こ
を
周
遊
し

て
い
る
の
か
と
い
う

移
動
分
析
も
見
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
客
で
よ
く
見

ら
れ
る
の
で
す
が
、

長
崎
市
に
来
た
方
は

広
島
市
に
も
行
っ
て

い
る
と
い
っ
た
こ
と

も
数
字
で
分
か
り
ま

す
の
で
、
地
域
間
連

携
と
い
う
意
味
で
も

ご
活
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
あ
と
最
近
の
事
例

で
い
い
ま
す
と
、
面
的
に
き
ち
ん
と
数
字
が

と
れ
る
と
い
う
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
の

特
徴
を
生
か
し
て
、
宿
泊
税
の
分
配
と
い
う

点
で
ご
活
用
い
た
だ
く
自
治
体
も
出
始
め
て

い
ま
す
ね
。

蛯
澤
　
人
流
デ
ー
タ
の
有
用
性
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、
も
と
も
と
想
定
し
て
い
た
使

い
方
に
加
え
て
、
社
会
変
化
に
応
じ
て
新
た

な
使
わ
れ
方
が
生
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

川
村
　
そ
う
し
た
新
た
な
使
わ
れ
方
を
含

め
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
て
の
変
化

や
進
化
し
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の

は
2
0
1
3
年
で
す
か
ら
、
今
年
で
12
年
に

な
り
ま
す
。
人
流
デ
ー
タ
で
は
な
く
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
言
っ
て
い
た
最
初
の
頃
は
、「
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
っ
て
何
？
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

時
代
。
そ
こ
か
ら
、
最
初
の
ス
モ
ー
ル
サ
ク

セ
ス
を
つ
く
る
の
が
と
に
か
く
大
変
で
し

た
。
行
政
で
も
民
間
企
業
で
も
、
ス
モ
ー
ル

サ
ク
セ
ス
が
あ
る
と
次
々
に
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
が
、
最
初
の
一
歩
が
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
で
も
12
年
経
っ
て
、
最
近
で
は
人
流
デ
ー

タ
、「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
理
解
し
て

く
だ
さ
っ
た
う
え
で
話
が
で
き
る
よ
う
に

ま
う
と
、
デ
ー
タ
を
買
う
だ
け
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
常
々
、

デ
ー
タ
は
売
る
・
買
う
も
の
で
は
な
く
、

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
買
っ
て
終
わ
り
、

手
元
に
あ
る
か
ら
よ
し
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ず
に
、
活
用
す
る
こ
と
に
き
ち
ん
と

フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
行
政
機
関
の
場
合
は
、
担
当
者
が
2

〜
3
年
で
変
わ
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
上
げ
る
に

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
。
ご
理
解
い
た
だ
い
た
と

思
っ
た
ら
別
の
方
に
担
当
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
私
た
ち
と
し
て
は
、

行
政
で
も
民
間
で
も
変
わ
ら

ず
、
普
及
活
動
と
い
い
ま
す

か
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
と
こ
う
い
う
効
率
化
が
で

き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
定
期

的
に
発
信
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
、せ
っ

か
く
ご
購
入
い
た
だ
い
て
い

る
の
に
、
2
〜
3
年
で
償
却
す
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
組
織
と
し
て
継
続
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

川
村
　
継
続
す
る
た
め
に
は
、
投
資
対
効
果

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
も
な
り
そ
う
で
す

が
、
自
治
体
か
ら
す
る
と
決
し
て
安
く
な
い

買
物
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
こ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
側
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
え
る
よ
う
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

コ
ス
ト
を
下
げ
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
状
で
い
う
と
月
額
9
万
円
ま
で
下
げ
た
サ

ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
伴
走
し
て
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
提

言
を
し
な
が
ら
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
の
場
合
は
、
デ
ー
タ
の
範

囲
を
少
し
ず
つ
変
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
幅
で

価
格
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
大
規
模
な
デ
ー

タ
で
あ
れ
ば
数
百
万
円
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
本
当
に
そ
の
範
囲
が
必
要
な
の
か
を

ご
判
断
い
た
だ
く
た
め
に
、
先
ほ
ど
お
話
し

し
た
、
セ
ル
フ
で
分
析
で
き
る
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
の
ご
利
用
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。
月
額
数
十
万
円
で
全
国

の
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

う
え
で
、
本
当
に
必
要
な
範
囲
の
デ
ー
タ
を

購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
全
体
の
コ
ス
ト
が

変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
簡
易
的
な
も
の

を
と
い
う
声
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、
月
次

の
レ
ポ
ー
ト
の
よ
う
な
か
た
ち
で
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
月
額
5
万
円
以
下
で
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
情
報
収
集
と
し
て
デ
ー
タ

を
見
る
習
慣
を
つ
け
な
が
ら
、
個
々
の
ケ
ー

ス
に
合
っ
た
課
題
を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
簡
易
的
な
サ
ー
ビ
ス
か
ら
直
接
的
に

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ま

で
、カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
含
め
て
、皆
様
の
デ
ー

タ
活
用
の
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
行
政
、
民
間
を
問
わ
ず
い
え
る
こ
と
で
す

が
、
投
資
対
効
果
を
す
ぐ
に
実
感
す
る
と
い

場
面
が
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
い
う
と
、

弊
社
の
場
合
、
情
報
収
集
と
し
て
使
う
方
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
最
近
は
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
で
こ
う
い
う
課
題
が
あ
る
か

ら
、
こ
う
い
う
こ
と
が
分
か
る
デ
ー
タ
が
ほ

し
い
と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
具
体
的
な
課

題
感
を
も
っ
た
う
え
で
、
解
決
の
た
め
に
活

用
し
た
い
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
く
ケ
ー
ス

が
増
え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

川
村
　
戦
略
の
中
に
組
み
込
む
と
い
う
意
識

を
も
っ
て
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
い
方
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
実
際
に
会
社
と
し

て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
し
て
マ
ー
キ
ン
グ

し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ

て
き
て
い
て
、
そ
の
中
で
ど
の
デ
ー
タ
を
使

え
ば
い
い
の
か
を
試
し
て
い
る
方
た
ち
が
多

い
で
す
ね
。
先
行
的
に
取
り
組
ま
れ
た
方
た

ち
は
次
の
段
階
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
受
け
て
自
分
た
ち
も
や
ら
な
く
て
は
と

い
う
空
気
感
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

人
流
デ
ー
タ
は

あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル

蛯
澤
　
実
際
に
人
流
デ
ー
タ
の
活
用
へ
の

関
心
は
高
ま
っ

て
い
ま
し
て
、

西
日
本
を
中
心

と
す
る
全
国

1
0
0
自
治
体

を
対
象
に
、
株

式
会
社
地
域
創

生
C
o
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
と
、

株
式
会
社
う
る

る
が
運
営
す
る

「
入
札
Ｂ
Ｐ
Ｏ
」

と
が
共
同
で

行
っ
た
「
観
光
活
性
化
の
課
題
と
デ
ー
タ
活

用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
調
査
期

間
：
2
0
2
5
年
1
月
17
日
〜
2
月
14
日
）

の
結
果
に
よ
る
と
、
今
後
活
用
し
た
い
デ
ー

タ
と
し
て
最
も
多
く
の
自
治
体
が
挙
げ
た
の

は
「
人
流
デ
ー
タ
」
で
し
た
。
そ
の
割
合
は

74
％
で
、
続
く
「
観
光
庁
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
」（
51
%
）、「
消
費
デ
ー
タ
」（
48
％
）

と
比
べ
る
と
、
ニ
ー
ズ
が
圧
倒
的
に
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
デ
ー
タ
活
用
に
お
け
る
課

題
と
し
て
、「
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
」（
69
%
）、

「
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
具
体
的
な
施
策
の
立

案
」（
65
%
）、「
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
た
め
の

人
材
」（
59
%
）
な
ど
が
挙
が
っ
て
お
り
、
活

用
に
際
し
て
の
根
本
的
な
と
こ
ろ
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
地
域
課
題
を
解
決
に
導
く
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
、
有
効
な
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
も
そ
も
人
流
デ
ー
タ
そ
の
も
の

は
最
終
ゴ
ー
ル
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
観

光
で
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
観
光
産
業

の
発
展
や
観
光
客
の
満
足
度
向
上
、
地
域

の
活
性
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
最
終
ゴ
ー

ル
で
あ
っ
て
、
人
流
デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で

ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
な
ん
で
す
。
私
た
ち
が

地
域
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
3
の
方
々
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
共

に
考
え
る
と
い
う
営
み
を
す
る
際
、
ま
ず
最

終
ゴ
ー
ル
を
定
め
て
、
そ
こ
が
ぶ
れ
な
い
よ

う
に
デ
ー
タ
の
活
用
法
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
と
、
話
が
進
み
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
も
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使
う
・
使
わ
な
い
、

そ
し
て
結
果
を
ど
う
活
用
す
る
か
と
い
う

判
断
は
自
分
た
ち
で
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　
活
用
に
あ
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に

は
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
実
は
私

た
ち
は
日
々
、
そ
れ
を
読
み
解
き
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
天
気
予
報
。
予

報
を
自
分
な
り
に
分
析
し
て
、
そ
の
日
の
服

装
や
傘
を
持
っ
て
い
く
か
ど
う
か
を
決
め
て

い
る
わ
け
で
す
。
で
も
課
題
が
大
き
い
と
難

し
く
感
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
を
組
織

で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
と
き
に
や

は
り
、
何
の
た
め
に
デ
ー
タ
を
使
う
の
か
を

見
失
わ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
の
話
か
ら
、
デ
ー
タ
は
目
的

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
手
法
で
あ
っ
て
、

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
活
用
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
を
間
違
え
て
し

ギ
は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
い
ろ
い
ろ
課
題
は
あ
り
そ
う
で
す
け

れ
ど
も
、甲
斐
沼
さ
ん
の
と
こ
ろ
を
は
じ
め
、

人
流
デ
ー
タ
を
扱
う
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
い
い
も
の
を

つ
く
り
あ
げ
て
き
た
の
が
こ
の
10
年
だ
と
し

た
ら
、
個
人
的
に
や
り
た
い
の
は
、
い
ま
の

レ
イ
ヤ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
一
個
上
の
レ

イ
ヤ
ー
で
み
ん
な
で
勝
負
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。

蛯
澤
　
レ
イ
ヤ
ー
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

鈴
木
　
え
え
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん
な
が
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
を
考
え
る
よ
う
な
世
界
に
な
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
レ
イ
ヤ
ー
を

一
段
上
げ
て
業
界

が
動
き
出
す
と
、

私
た
ち
が
思
い
描

い
て
い
る
よ
う
な

世
界
の
実
現
も
早

く
な
る
だ
ろ
う
と

い
う
気
が
し
ま

す
。

甲
斐
沼
　
私
は
、

こ
の
10
年
で
の

A
I
の
驚
異
的
な

進
化
を
考
え
る

と
、
技
術
的
な
課

題
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
重
要
な
の
は
、
進
化
し
続
け
る
A
I
に

対
し
て
、
使
い
手
の
利
便
性
を
ど
う
高
め
る

か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ど
ん
な
に
便
利
な
も

の
を
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
使
う
人
が
便
利

だ
と
思
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
た
と
え
ば
現
状
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
ツ
ー

ル
が
い
い
の
か
、
チ
ャ
ッ
ト
形
式
の
ほ
う
が

が
い
い
の
か
な
ど
、
そ
も
そ
も
の
と
こ
ろ
を

含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
る
方
た
ち
と
一
緒

に
成
長
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
が
描
い
て
い
る
世
界
観
は
似

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
業
界

全
体
で
切
磋
琢
磨
し
、
お
互
い
の
強
み
を
生

か
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に
進
む
こ
と
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
業
界
全
体
が

成
長
で
き
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
そ
ら
く
共
通
見
解
と
し
て
は
、
技

術
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
そ
う
高
く
な
く
て
、
競

合
関
係
で
あ
っ
た
り
、
レ
イ
ヤ
ー
の
問
題
で

あ
っ
た
り
と
、
人
間
側
の
問
題
が
多
分
に
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
使
い
手
が
大
き
な
目
的
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
よ
ね
。
た

と
え
ば
、
使
い
手
の
サ
ク
セ
ス
を
共
有
す
る

場
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
一
社
一
社
で

難
し
い
こ
と
も
、
取
り
ま
と
め
る
場
が
あ
る

こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
広
が
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

甲
斐
沼
　
そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
が
こ
う
い

う
こ
と
を
や
れ
た
ら
い
い
よ
ね
と
い
う
の

は
、
ど
う
し
て
も
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
目
線
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
疑

問
を
は
じ
め
、
使
い
手
の
皆
様
か
ら
声
を
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
2
社
様
に
限
ら
ず
、
人
流
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
会
社
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
同
時
に
、
会
社

間
の
連
携
を
含
め
て
、
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な

可
能
性
を
感
じ
る
お
話
で
し
た
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
実
際
に

使
っ
た
結
果
、
自
分
た
ち
の
意
思
決
定
に
役

に
立
っ
た
か
と
い
う
観
点
で
考
え
て
い
た
だ

け
る
と
、
そ
の
デ
ー
タ
の
価
値
を
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
私

た
ち
に
は
価
値
が
き
ち
ん
と

伝
わ
る
よ
う
に
設
計
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
が

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が

使
え
る

サ
ー
ビ
ス
を

目
指
し
て

川
村
　
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し

て
の
役
割
と
い
う
点
で
い
う

と
、
先
ほ
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
あ
る
分
析
手
法
や
活

用
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
も
、
技
術

的
に
解
決
で
き
る
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

私
た
ち
が
、
使
い
方
が
分
か

ら
な
く
て
も
使
え
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
を
用
意
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
実
は
内
側
に
人
流
デ
ー
タ

が
あ
る
け
れ
ど
、
使
う
側
は
そ
れ
を
意
識
し

な
く
と
も
、
最
終
的
に
求
め
て
い
る
も
の
を

得
ら
れ
る
。
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
た
と
え
ば
A
I
が
情
報
を
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
、
そ
の
中
で
考
え
ら
れ
る
合
理

的
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
近
い
将
来
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
観
点
で
思
い
描

い
て
い
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

鈴
木
　
そ
う
し
た
観
点
で
い
う
と
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
ナ
イ
ト
レ
イ
に
、

私
た
ち
の
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
を
使
っ

て
、
観
光
の
課
題
を
入
力
す
る
と
提
言
を

し
て
く
れ
る
と
い
う
生
成
A
I
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
い

う
と
、
た
と
え
ば
「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
や
デ
ー
タ
の
信
頼
性
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
で
は
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
単
体
の
地
理
解
像

度
で
い
う
と
1
2
5
m
の
グ
リ
ッ
ド
が
限
界

で
す
。
そ
こ
で
、
他
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
道
路
単
位
や
50
m
単
位
で
の
人
流

デ
ー
タ
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
単
体

で
は
で
き
な
い
こ
と
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
、
人
流
デ
ー
タ
が
表
に
出
て
は
い
な
く
て

も
き
ち
ん
と
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
私

た
ち
が
直
近
で
目
指
し
て
い
る
世
界
観
と
し

て
は
、
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
だ
れ
も

が
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
現
状
の
よ
う

に
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
て
提
供
す

る
場
合
、
あ
る
程
度
の
専
門
的
な
知
識
が
な

い
と
、
解
釈
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
も
う
少
し
と
ら
え
や
す
く
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
う
え
で
、最
終
的
な
未
来
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
決
済
を
す
る
の
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と

を
意
識
せ
ず
と
も
、
投
げ
か
け
た
課
題
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て

解
決
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と
を
読
み
取
っ
て

整
理
し
、
気
づ
い
た
ら
施
策
に
落
と
し
込
ま

れ
て
い
る
よ
う
な
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
思
い
描
い
て
い
る
も
の
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
技
術
的
な
課
題
は
も

ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
番
の
ハ
ー

ド
ル
に
な
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

言
い
換
え
れ
ば
、
実
現
の
た
め
に
必
要
な
カ

倫
理
的
な
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
今
度

は
世
の
中
に
広
め
る
た
め
に
広
報
活
動
で

あ
っ
た
り
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
り

と
い
う
活
動
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
観
光
地
域
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ

の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
意
義
を
ど

の
よ
う
に
意
味
づ
け
、
伝
え
て
こ
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
人
流

デ
ー
タ
を
使
う
意
義
を
端
的
に
い
う
と
、Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
＊
1 

を
回
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
立
案
す
る
と
き
に
、
強
弱
を

つ
け
る
意
味
で
も
役
立
ち
ま
す
し
、
施
策
を

立
案
し
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
も

大
き
い
で
す
ね
。

　
特
に
地
域
の
観
光
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
勘
と
経
験
で
ま
か
な
っ
て
い
た
部
分
も
大

き
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
数
字
に
基

づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
計

画
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
人
が
増
え
て

い
る
の
か
、
周
遊
が
活
性
化
さ
れ
て
い
る
の

か
な
ど
を
見
え
る
化
し
、
関
わ
る
人
た
ち
が

同
じ
目
線
で
評
価
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
地

域
に
と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

甲
斐
沼
　
鈴
木
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
勘
や
経
験
に
頼
っ
て
い
た
部
分
を
デ
ー

タ
で
補
完
す
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
勘
や
経
験
も
と
て

も
重
要
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
局
所
的
に
な

り
が
ち
で
す
し
、
結
果
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
回
す
た
め
の
組
織
が
醸
成
さ
れ
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
価
値
観
を
デ
ー

タ
に
置
き
換
え
て
組
織
全
体
で
共
有
す
る
こ

と
が
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
原
動
力

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
得

た
局
所
的
な
デ
ー
タ
や
古
い
デ
ー
タ
を
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
よ

り
普
遍
的
で
、
俯
瞰
的
な
こ
と
が
見
え
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。視
野
が
広
が
る
こ
と
で
、

い
ま
ま
で
何
と
な
く
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
や
、
見
え
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で

優
先
順
位
を
つ
け
て
、
ど
こ
か
ら
、
ど
の
く

ら
い
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
を
判
断
で
き

ま
す
し
、
も
し
そ
の
優
先
順
位
が
間
違
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
が
デ
ー
タ
と
し

て
現
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
ま
た
改
善

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、
業
務
や
プ
ロ
セ
ス
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
。
そ
れ
が
デ
ー
タ

の
活
用
に
限
ら
ず
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
変
化
に
応
じ
て

活
用
場
面
も
拡
大

蛯
澤
　
お
二
人
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
人

の
営
み
の
延
長
線
上
に
あ
る
観
光
で
は
、

デ
ー
タ
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
部
分
も
あ

り
、
勘
や
経
験
も
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ

だ
け
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
経
験
と
勘
が
よ
り
生
き

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
も
回
り
や

す
く
な
り
、
日
々
の
業
務
の
改
善
、
効
率
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
か
ら
考
え
て
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
地
域
課
題
を
解
決

し
た
具
体
例
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

甲
斐
沼
　
自
治
体
で
い
う
と
、「Japan T

ravel 

by N
A
V
IT
IM
E

」で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
観

光
向
け
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
＊
2 

で
ご
活
用
い
た
だ
い

て
、
私
た
ち
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
地
域

の
観
光
を
よ
く
す
る
た
め
の
一
次
デ
ー
タ

と
し
た
り
、
そ
の
地
域
が
も
っ
て
い
る
他

の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
観
光
地
域
の
状
況
を
読
み

取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。

　
地
域
と
い
う
目
線
か
ら
は
少
し
外
れ
ま
す

が
、
私
た
ち
の
場
合
は
、
実
際
に
移
動
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
と
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
鉄
道
事
業
者
か

ら
の
お
声
が
け
が
多
い
の
が
特
徴
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ど
の
路
線

で
移
動
し
た
か
と
い
う
分
析
は
他
社
で
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
も
っ
て
い
る
の

で
、
自
分
た
ち
の
路
線
か
ら
ど
の
鉄
道
に
移

動
し
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
分
析
で
き

ま
す
。
自
分
た
ち
の
デ
ー
タ
だ
け
だ
と
他
社

の
路
線
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
た

頭
を
悩
ま
せ
た
の
は

技
術
よ
り
も
法
律
と
倫
理

蛯
澤
　
そ
れ
ぞ
れ
観
光
地
域
な
ど
で
人
流

デ
ー
タ
を
提
供
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た

経
緯
と
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
ご

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
　
私
た
ち
が
提
供
し
て
い
ま
す
の
は

「
モ
バ
イ
ル
空
間
統
計
」
と
い
い
ま
し
て
、

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
を
も
と
に
し
て
、
位
置
情
報
な
ど
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
人
流
デ
ー
タ
で
す
。

　
導
入
経
緯
で
い
い
ま
す
と
、
か
な
り
さ
か

の
ぼ
っ
て
2
0
0
8
年
。
通
信
事
業
で
生
ま

れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
、
何
か
し
ら
社
会
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
着
想
し
ま
し
た
。
5
年
ほ
ど
か
け
て

研
究
開
発
を
進
め
、
2
0
1
3
年
の
10
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
日

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

に
関
し
て
も
同
じ
基
準
で
分
析
で
き
る
の
が

強
み
で
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ナ
ビ
タ

イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
さ
ん
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
が
取
り
扱
う
人
流
デ
ー
タ

は
大
き
く
分
け
て
3
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
向
け
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
ア
プ
リ「Japan T

ravel by N
A
V
IT
IM
E

」

で
得
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
デ
ー

タ
、
そ
し
て「
自
転
車N

A
V
IT
IM
E

」、「
カ
ー

ナ
ビ
タ
イ
ム
」
の
利
用
者
か
ら
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
で
す
。

　
私
た
ち
は
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
者
で

す
の
で
、
そ
れ
を
主
軸
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
か

ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
に
落
と
し

込
ん
で
い
ま
す
。
可
視
化
ま
で
を
セ
ル
フ
で

分
析
で
き
る
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ

ラ
ー
」
や
「
自
転
車
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
」
な

ど
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
人
流
デ
ー
タ
を
サ
ー
ビ
ス
化
す
る
に
あ

た
っ
て
は
ご
苦
労
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
あ
た
り
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　
先
ほ
ど
の
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
着
想
か
ら
実
際
の
ロ
ー
ン
チ
ま
で
5
年

か
か
っ
て
い
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
技
術

的
な
課
題
が
解
決
で
き
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
ロ
ー
ン
チ
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

人
流
デ
ー
タ
の
場
合
は
技
術
的
な
課
題
以
外

の
と
こ
ろ
が
大
変
で
し
た
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
位
置
情
報
を
マ
ネ
タ

イ
ズ
し
て
い
い
の
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
し

て
い
い
の
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
、
法
律
も
き

ち
ん
と
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
と
い
っ
て
も
、

そ
も
そ
も
社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
の

か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
意
味
で
、
そ
こ
が
難
し
か
っ
た
の
と
同

時
に
、
面
白
か
っ
た
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
技
術
的

な
課
題
よ
り
も
、
法
的
も
し
く
は
倫
理
的
な

部
分
を
ク
リ
ア
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

鈴
木
　
そ
う
で
す
ね
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ

ん
技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
現
状
で
は
24
時
間
3
6

5
日
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
人
流
デ
ー
タ
を
得

ら
れ
ま
す
が
、
ロ
ー
ン
チ
し
た
2
0
1
3
年

の
時
点
で
は
、
デ
ー
タ
推
計
に
1
〜
2
か
月

か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
技
術
的
な

課
題
も
ク
リ
ア
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

甲
斐
沼
　
私
た
ち
も
同
じ
で
、
法
的
な
部
分

に
は
十
二
分
に
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
位
置

情
報
は
個
人
情
報
に
な
り
得
ま
す
か
ら
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
ラ
イ
ン
を
引
き
、
提
供

で
き
る
デ
ー
タ
の
範
囲
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
レ
ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
最
初
の
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
取
得
し
た
位
置
情
報
を
そ
の
ま
ま

使
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ラ
イ
ン
に
即

し
た
品
質
レ
ベ
ル
に
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の

精
査
も
必
要
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
常
々

す
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

勘
と
経
験
頼
み
の

観
光
施
策
を
最
適
化

蛯
澤
　
そ
う
や
っ
て
、
技
術
的
か
つ
法
的
、
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戦
略
的
観
光
地

マ
ネ
ジメン
ト
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
と

地
域
連
携
の
可
能
性

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
が
共
同
で
開
発
し
、

提
供
す
る「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」＊
1
は
、

宿
泊
施
設
ご
と
、ま
た
地
域
ご
と
に
観
光
客
の
傾
向
を
可
視
化
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

地
域
全
体
の
観
光
施
策
の
精
度
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

他
分
野
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
充
や

活
用
支
援
に
取
り
組
む
2
社
に
、戦
略
的
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
と
地
域
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
た

め
、
そ
う
し
た
活
用
法
を
提
示
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
得
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

畑
中
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
が
何
も
な

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
2
年
目
以
降
は
、
入
湯
税
の
計
算
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
機
能
拡
張
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
う
し
て
4
〜
5
年
が
経
っ
た
い

ま
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
県
や
市
町

単
位
の
自
治
体
な
ど
、
全
国
で
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
地
域
に
ど
ん
な
効
果
が
出
て
い

る
と
実
感
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

畑
中
　
2
0
2
5
年
6
月
時
点
で
、
導
入
地

域
は
28
と
な
り
ま
し
た
。
効
果
に
は
、
デ
ー

タ
や
数
値
で
確
認
で
き
る
「
目
に
見
え
る
も

の
」
と
、
意
識
の
変
化
や
連
携
強
化
と
い
っ

た
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
で
の
目
に
見
え
る

効
果
と
し
て
、
月
次
で
の
宿
泊
実
績
や
予
約

状
況
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
施
策
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す

る
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な

い
効
果
と
し
て
は
、勘
や
経
験
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
現
状
把
握
や
意
思
決
定

へ
の
意
識
が
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
共
通
の
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
関
係
者
間
の
共
通
認
識
醸
成
や
連

携
強
化
に
も
つ
な
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
自
施
設
の
顧
客
層
や
地

域
全
体
と
の
比
較
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
宿
泊

プ
ラ
ン
の
見
直
し
な
ど
に
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
予

約
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
効
果
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
心
理
的

な
抵
抗
が
徐
々
に
薄
れ
、
デ
ー
タ
活
用
と
い

う
概
念
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
お
い
て
、
よ
り
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
選
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
全
体
で
観
光
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
や
可
能
性
に
対
す
る
認
識
が

広
ま
り
、
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
向
け

た
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

風
見
　
特
に
活
用
が
進
ん
で
い
る
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
、
下
呂
温
泉
で
は
、
独
自
の
機
能
改
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、

6
か
月
先
の
予
約
状
況
ま
で
分
か
る
よ
う
に

し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
情
報
を
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
飲
食
店
や
小
売
店
と
い
っ
た
観
光
事
業
者

に
も
共
有
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
配
置
や
在

庫
管
理
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
消

費
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
下
呂
温
泉
で
は
、50
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
全
施
設
が
宿
泊
統
計
調
査
を
下
呂
市
役

所
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
未
参
画
施
設
分
の

宿
泊
統
計
調
査
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
で
は
、
全
施
設

分
の
デ
ー
タ
を
傾
向
値
で
は
な
く
統
計
値
と

し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
な
ど

は
、
使
い
続
け
る
こ
と
で
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
は
予
測
と
検
証
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
先
行
す
る
地
域
が
広
報
と

な
っ
て
、
他
地
域
で
の
導
入
が
進
ん
だ
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
か
。

風
見
　
あ
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
現
在
、
岐

阜
県
で
は
県
全
域
で
導
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
下
呂
温
泉
で

の
活
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
た

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
会
長
が
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

自
動
連
携
の
ほ
か
に
手
入
力
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
連
携
す
る
「
か

ん
た
ん
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」
と
、
施
設
の
状
況

に
合
わ
せ
た
多
様
な
提
出
方
法
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
手
順
も
詳
細
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

風
見
　
ま
た
、
参
画
施
設
に
は
、
地
域
に
お

け
る
自
施
設
の
立
ち
位
置
、
強
み
や
弱
み
が

分
か
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
項
目
ご
と
に
地
域

全
体
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
強
み
を
し
っ
か

り
と
伸
ば
し
、
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

畑
中
　
さ
ら
に
、「
提
出
し
た
デ
ー
タ
か
ら

何
が
読
み
取
れ
る
か
」、「
ど
ん
な
活
用
が
で

き
る
か
」
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
活
用
の
意
義

や
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
の
説

明
会
や
勉
強
会
を
地
域
で
開
催
し
、
デ
ー
タ

か
ら
問
い
を
立
て
、
施
策
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

セ
ス
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
合
意
形
成
が

欠
か
せ
な
い

蛯
澤
　
ま
さ
に
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
部
分

が
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
デ
ー
タ
収
集
の
意
義
に
つ
い

て
地
域
で
の
合
意
形
成
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
対
応
な

さ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
の
事
業

は
地
域
の
合
意
形
成
が
な
い
と
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
実
証
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

比
較
的
、
合
意
形
成
を
得
や
す
か
っ
た
の
は

温
泉
地
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
源
泉
を
複
数

の
施
設
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う
温

泉
地
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宿
泊
デ
ー
タ
に
関
し
て
も
、源
泉
と
同
じ
よ

う
に
地
域
で
共
有
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
風
を
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
が
多
い
地
域
で
は
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
で
働
い
て

お
ら
れ
る
支
配
人
に
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
自
社
の

デ
ー
タ
を
地
域
に
提
供
す
る
場
合
に
は
本
社

の
承
認
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
容
易
に

承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多

い
で
す
。

　
温
泉
地
の
よ
う
に
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ

で
、
デ
ー
タ
を
う
ま
く
収
集
で
き
る
地
域
は
、

デ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
を
活
用
す
る
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い

き
や
す
い
で
す
ね
。
逆
に
合
意
形
成
が
難
し

く
、
協
力
施
設
が
増
え
な
い
地
域
で
は
継
続

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
を
得
て
い
な
い
状
態
で
相

談
が
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
合
意
形
成
が
ゼ
ロ
の
状
態
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
あ
る
程
度

で
き
て
い
る
状
態
で
も
、
地
域
に
あ
る
全
施

設
の
同
意
が
と
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。
実
証
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

下
呂
温
泉
に
関
し
て
も
、
当
初
の
協
力
施
設

は
全
体
の
半
数
以
下
で
し
た
。
た
だ
、
大
規

模
旅
館
の
協
力
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
地

域
の
総
部
屋
数
か
ら
す
る
と
8
割
以
上
の
デ

ー
タ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
の
た
め
に
は
、
説
明
会
な

ど
で
施
設
に
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
と
い

う
段
階
を
踏
む
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
施
設

側
が
一
番
気
に
す
る
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配
事
に
な
る

と
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
先
に
説
明
を
す

る
の
で
、
そ
こ
に
関
し
て
は
確
認
で
済
む
の

で
す
が
、
一
番
の
関
心
事
は
、
宿
泊
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
宿

泊
デ
ー
タ
を
地
域
全
体
で
把
握
し
よ
う
と
い

う
の
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、
自
社
が
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
こ
と
で
は
た
し
て
自
分
た
ち
に

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
質

問
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
1
年
目
は
観
光
庁
の

事
業
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
が
非

常
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
2
年

目
以
降
は
そ
の
実
績
で
、
施
設
側
に
ど
う
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
提
示
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
目
は
施
設
が
自
分

の
デ
ー
タ
と
地
域
の
デ
ー
タ
を
比
較
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
析
か
ら
地
域
来
訪
者

に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
予
約

デ
モ
版
は
す
で
に
用
意
で
き
て
い
て
、
た
と

え
ば
そ
の
地
域
固
有
の
観
光
資
源
や
観
光
計

画
な
ど
を
加
味
さ
せ
て
、
現
状
を
分
析
し
、

ど
う
い
う
施
策
が
い
い
の
か
と
い
う
、
プ
ラ

ン
生
成
ま
で
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
議
論
の
た
た
き
台
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
合
い
の

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
分

析
・
観
光
政
策
提
案
レ

ポ
ー
ト
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る

自
動
生
成
支
援
や
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
観

光
戦
略
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
活

用
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
デ
ー
タ
分
析
に

不
慣
れ
な
地
域
で
も

デ
ー
タ
を
活
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
支
援
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
そ
の
デ
モ
版
で

は
、
個
々
の
施
設
レ
ベ

ル
で
の
プ
ラ
ン
作
成
も

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
仕
組
み
上
は
可

能
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
地
域
に
対
し

て
提
供
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
あ
る
程
度
、
精
度
が
上
が
っ
た
ら
、
次

は
個
別
施
設
向
け
に
と
い
う
発
展
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

川
村
　
次
の
フ
ェ
ー
ズ
で
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
実
現
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の

施
設
側
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
つ
な
が
り

そ
う
で
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
と
き
に
は
、
ベ
ー

ス
と
な
る
デ
ー
タ
に
、
地
域
の
デ
ー
タ
を
加

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
地
域
が
用
意
す
べ
き

デ
ー
タ
、
地
域
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
デ
ー

タ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
そ
も
そ
も
観
光
資
源
の
情
報
を
Ａ
Ｉ

に
渡
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め

の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
観
光

資
源
の
棚
卸
し
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
整
理
を
す

る
の
に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、Ａ
Ｉ

が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
を
深
く
理
解
し
て
、
質

の
高
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
く
れ
る
デ
ィ
ー

プ
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
と
い
う
機
能
を
追
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
流
れ
を

定
期
的
に
追
う
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
入

込
情
報
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」

で
そ
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
に
流
し
込
む
こ
と

で
、
精
度
の
高
い
予
測
や
施
策
立
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
と
し
て
の
観
光
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
、
こ
う
い
う
魅
力
を
押
し
出
し
て
い
き

た
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
、Ａ
Ｉ

も
そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
考
え
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
観
光
資
源
の
棚
卸
し
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
デ
ー
タ
と
考
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
た
と
え
ば
季
節
ご
と
の
客
数
、
で
き

れ
ば
年
間
の
客
数
が
分
か
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

蛯
澤
　
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
人

が
ど
う
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
、
ど
の
く
ら

い
の
時
期
に
来
て
い
る
の
か
と
い
う
、
観
光

資
源
に
付
随
す
る
定
量
的
な
基
礎
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
精
度

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
そ
う
し
て
今
後
、
観
光
分
野
で
の

デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
だ
先
に
思
い
描
い
て
お

ら
れ
る
も
の
、
今
後
の
あ
る
べ
き
展
開
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
今
後
あ
る
べ
き
展
開
と
し
て
は
、
単

に
デ
ー
タ
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
に

関
わ
る
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
よ
り
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な
観

で
し
た
。

　
ま
た
島
根
県
で
は
、
最
初
に
松
江
市
に
導

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
出
雲
市
で
も

導
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
県
内
で

デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
互
い
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
広
域
の
周
遊
状
況
を
お
互
い

が
把
握
し
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

畑
中
　
岐
阜
県
で
い
う
と
、
当
初
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
自
分
の
地
域
の
デ
ー
タ
し
か
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
地
域
ご
と
に
個

別
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
県
全
体
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域
と
地
域

を
比
較
す
る
広
域
連
携
分
析
と
い
う
機
能
も

追
加
し
ま
し
た
。

川
村
　
先
ほ
ど
入
湯
税
の
計
算
に
つ
い
て
の

機
能
拡
充
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ

よ
う
に
地
域
全
体
で
あ
る
程
度
ま
と
め
て

デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

最
近
の
大
き
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
宿
泊
税

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
の
動
き
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

ひ
と
つ
に
、
神
奈
川
県
の
湯
河
原
町
が
あ
り

ま
し
て
、
追
加
機
能
と
し
て
入
湯
税
の
申
告

支
援
機
能
を
実
装
し
て
い
ま
す
。
そ
の
湯
河

原
町
で
は
、
宿
泊
税
に
つ
い
て
2
0
2
6

年
4
月
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
入
湯

税
と
同
じ
よ
う
に
申
告
支
援
機
能
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
、
宿
泊
税
導
入
に
関
わ
る
施
設
側
の
負

担
を
極
力
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

も
、
宿
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

川
村
　
宿
泊
税
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
と
あ
わ

せ
て
提
案
す
る
こ
と
で
、「
宿
泊
デ
ー
タ
分

析
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

デ
ー
タ
の「
収
集
」か
ら

デ
ー
タ
の「
活
用
」へ

蛯
澤
　
そ
う
し
て
、
使
う
と
こ
ろ
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
相
乗
効
果
で
デ
ー

タ
と
デ
ー
タ
の
連
携
や
新
た
な
活
用
法
な

ど
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
高
ま
り
そ
う
で

す
が
、
拡
大
す
る
う
え
で
の
課
題
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
最
大
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
収

集
の
継
続
性
・
網
羅
率
向
上
と
、
そ
の
た
め

の
地
域
主
体
の
働
き
か
け
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
が
デ
ー
タ
収
集
・

蓄
積
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
提

出
が
滞
っ
た
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
の
不

明
率
が
高
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
が

十
分
に
揃
わ
ず
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
活
用
が

進
み
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
れ
は
や
は
り
人
為
的
な
作
業
と
し

て
落
と
し
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の

原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
っ
て
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

日
々
意
識
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
デ
ー
タ
の

精
度
は
確
実
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ

提
出
状
況
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
強
化

や
、
未
提
出
施
設
へ
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル

自
動
送
信
機
能
な
ど
を
通
じ
て
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

デ
ー
タ
収
集
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
い
か
に

「
見
る
」
か
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
観
光
戦

略
策
定
や
宿
泊
施
設
の
経
営
改
善
に「
活
用
」

す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
人

材
不
足
も
課
題
で
す
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
自
治
体
で
も
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
施

策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
育
成
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。
年
に
1
〜
2
回
、
開
催
し
て
い
る

導
入
地
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
会
で
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見

は
必
ず
挙
が
り
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
施
策
を
示
唆
で
き
る
よ

う
に
し
、
導
入
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
他
の
デ
ー
タ
活

用
で
も
話
題
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
る

側
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
現
に

向
け
て
、
現
状
は
ど
う
い
っ
た
段
階
な
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
実
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
進
め
て
い
る

光
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
規
格
と
し
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
や
連
携
方

法
が
異
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
統
合

す
る
際
の
労
力
と
コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
関
連
デ
ー

タ
の
標
準
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
官
民
連

携
に
よ
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
流
通
ス
キ
ー
ム

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
は
集
め
る
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
か
ら
地
域
の
現
状

や
課
題
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解
き
、

具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
視
点
や

分
析
手
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

風
見
　
本
当
は
、
国
で
ひ
と
つ
決
ま
っ
た
収

集
ツ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
ど
の
地
域
も
そ
れ
を

使
え
ば
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
自
動
連
携
で
き

る
と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
実
現
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
で
は
地

域
同
士
の
連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
ま
た
ぐ
周
遊
観
光
客
を
取
り
込
む

に
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
地
域
の
観
光
客
の
属
性
を
も
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。実
際
に「
宿

泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
地
域
同
士
で
も
、
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
こ
と
で
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

と
考
え
て
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
活
用
が
で
き
た
ら

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中

で
、
日
本
の
観
光
を
支
え
る
の
は
や
は
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
。
2
0
2
4
年
時
点
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
は
、
自
動
車
（
完

成
品
）
に
次
ぐ
8
・
1
兆
円
で
、
観
光
庁
は

2
0
3
0
年
目
標
と
し
て
15
兆
円
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
戦

略
的
な
取
り
組
み
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

が
今
後
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

畑
中
　
観
光
デ
ー
タ
は
、
観
光
分
野
は
も
ち

ろ
ん
地
域
経
済
、ま
ち
づ
く
り
、防
災
、交
通
、

環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題
解

決
に
も
貢
献
し
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
地
域
同
士
の
連
携
に

加
え
て
、
他
分
野
の
デ
ー
タ
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
視
点
で
の
地
域
活
性

化
や
地
域
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
と
も
思

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
展
開
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
が
日

本
の
観
光
地
経
営
の
共
通
言
語
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
デ
ー
タ
と
い
う
羅
針
盤
を

手
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
は
国
全
体
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能

で
質
の
高
い
観
光
立
国
と
し
て
の
成
熟
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
国
が
整
え
る
べ
き
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
現
実
に
対

し
て
、
皆
が
同
じ
目
的
の
下
で
、
活
用
で
き

る
各
地
の
地
盤
、
も
し
く
は
全
国
の
地
盤
を

つ
く
っ
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体

が
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
を
含
め
て
、
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。
私
た
ち

の
研
究
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
性
を
、
地
域
や
施
設
の
方
々
に
丁
寧
に
説

明
し
、
デ
ー
タ
提
供
へ
の
安
心
感
を
得
て
い

た
だ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
苦
労
し
た

点
で
す
。

　
最
後
の
3
点
目
は
、
デ
ー
タ
が
よ
う
や
く

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ふ
た
を
開
け
て
み

た
ら
デ
ー
タ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で

す
。Ｐ
Ｍ
Ｓ
＊
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、Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
連
携
対
象
と
な

る
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
形
式
に
標
準
が
な
く

各
社
各
様
で
し
た
し
、
手
作
業
な
ど
で
作
成

さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
も
施
設
ご
と
に
バ

ラ
バ
ラ
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
に
取

り
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
統
計
に

す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
形
式
の
統
一
化
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
施
設
側
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
し
ま
う
と
協
力
を
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

施
設
側
か
ら
は
簡
単
に
提
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
手
間
が
か
か
る
も
の
は
シ
ス
テ
ム
に

隠
す
と
い
う
、
そ
の
複
雑
な
設
計
・
開
発
に

苦
労
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
体
系
だ
っ
て
い
な
い
無
秩
序
な
デ
ー

タ
を
い
か
に
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
苦
心
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

畑
中
　
そ
う
な
ん
で
す
。
実
は
「
観
光
予
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
複
数
の
会
社
か
ら
デ
ー

タ
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
当
然
バ
ラ
バ
ラ

で
。で
も
い
ま
思
え
ば
、バ
ラ
バ
ラ
と
は
い
っ

て
も
エ
ク
セ
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
る
の
で

デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
も
そ
も
表
に
な
っ
て
い
な
い
、
紙
し
か

な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

蛯
澤
　
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
次
元

の
話
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
特
に
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
た
め
に
工
夫
し
た
点
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
ま
ず
、
デ
ー
タ
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
を

極
力
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
見
て

い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
特
に
宿
泊
施

設
向
け
に
は
、
基
本
的
に
は
「
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
」
と
い
う
画
面
の
み
で
、
異
な
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
デ
ー
タ
提
出
が
完
了
す

る
仕
組
み
を
開
発
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
観

光
庁
に
提
出
し
た
最
初
の
も
の
は
、
自
分
の

デ
ー
タ
を
い
っ
た
ん
登
録
す
る
、
プ
ル
ダ
ウ

ン
で
選
択
す
る
、
提
出
す
る
と
い
う
3
つ
く

ら
い
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
画
面
に
ボ
ッ
ク
ス
が
ひ
と
つ
だ
け

あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
れ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
直
感
的
に
で
き
る
作
業
で
、
施
設
側

の
負
担
は
最
小
限
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

畑
中
　
は
い
。
そ
う
し
て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
結
果
、
初
期
の
段
階
か
ら
こ
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
は
ク
リ
ア
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
し

た
も
う
ひ
と
つ
の
工
夫
が
、Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
＊
7 

と
の
自
動
連
携
の

仕
組
み
で
す
。
デ
ー
タ
提
供
へ
の
同
意
さ
え

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
は

何
も
す
る
必
要
が
な
く
、
シ
ス
テ
ム
間
で

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
連
携
し
ま
す
。

　
た
だ
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
日
本
中
に
あ
る

す
べ
て
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
種
類
以

上
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
最
初
に
実
証
事
業
を
行
っ
た
4

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
、
自
動
連
携
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
で
は
７
〜
8
割
の
宿
泊
施
設
の
デ
ー

タ
収
集
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

観
光
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

共
通
基
盤
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
い
ま
、
宿
泊
税
を
導
入
ま
た
は
導
入

を
検
討
す
る
自
治
体
が
全
国
で
増
え
て
お

す
ね
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
実

際
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

畑
中
　
先
ほ
ど
風
見
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
当
時
の
背
景
と
し
て
、
観
光
地
域

づ
く
り
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
の
多
く

は
、
必
ず
し
も
デ
ー
タ
活
用
に
長
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
や
効
果
測

定
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
た
め
の
ツ
ー
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
た
状
態
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
事
業
者
も
、
日
々
の
業
務

に
加
え
て
デ
ー
タ
提
出
を
行
う
こ
と
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
単
な
る
実
証
事
業
の

シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
活
用
さ
れ
る
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
観
光
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
共
通
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
事
業
を
経
て
シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
地
域
で

の
試
行
や
機
能
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
全
国

へ
の
普
及
・
展
開
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

宿
泊
施
設
の
手
間
を

極
力
ゼ
ロ
に

蛯
澤
　
最
初
の
実
証
事
業
は
2
0
2
0
年

度
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
、
福
島
県
福

島
市
、
埼
玉
県
の
秩
父
エ
リ
ア
、
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
で
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
今
年
で
6
年
目
と
な
り
ま

す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
と
共

に
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
大
き
く
分
け
て
3
点
あ
り
ま
す
。
1

点
目
は
、
そ
も
そ
も「
デ
ー
タ
を
見
る
と
は
」、

「
デ
ー
タ
と
は
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
そ
こ
が
ま
ず
一
番
大

変
で
し
た
。
そ
こ
は
観
光
庁
も
同
じ
で
、
画

面
の
操
作
方
法
や
表
示
さ
れ
る
文
言
な
ど
、

私
た
ち
に
す
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
や
り
と

り
を
非
常
に
丁
寧
に
進
め
ま
し
た
。
た
だ
、

シ
ス
テ
ム
側
が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
苦
労
し
た

と
同
時
に
、
大
変
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
集
め
る
と

な
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
し
て
多
く
の
宿
泊

施
設
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の

デ
ー
タ
網
羅
率
を
高
め
る
か
、
そ
し
て
宿
泊

施
設
に
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
個
人
情
報
や
自
身
の
経
営
情

報
が
漏
洩
し
た
り
、
他
の
施
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

見
ら
れ
た
り
し
な
い
か
と
い
う
心
理
的
な
懸

念
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
提
供
の
同
意
を
得
る
う
え
で
も
、
こ
の
点

は
重
要
な
壁
で
し
た
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
提
出
デ
ー
タ
か

ら
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
削
除
す

る
匿
名
加
工
処
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
さ

ら
に
、
シ
ス
テ
ム
上
で
の
閲
覧
範
囲
の
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
仕
組
み
と
安

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

霞
が
関
事
業
部 

観
光
Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ー
ム 

営
業
担
当
課
長
。1
9
9
3
年
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
入
社
。法
人
を
対
象
に
旅
行
業
務
全
般
に
携
わ
り
、2
0
1
3
年
以
降
は
中
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
業
務
に
従
事
。2
0
1
8
年
4
月
に
霞
が
関
事
業
部
へ
帰
任
。観
光

庁
の「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設
等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集・分
析
事
業
」の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
担
当
し
た
こ
と
を
機
に「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」の
主
担
当
と
し
て
、

現
在
で
は
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
る
観
光
地
域
の
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

風
見
幸
太
朗
（
か
ざ
み
・
こ
う
た
ろ
う
）

株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
取
締
役
、観
光
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
事
業
部・I
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業

部 

部
長
。2
0
0
8
年
、オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
入
社
。大
手
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
ベ
ン
ダ
ー
側
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
2
0
0
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い
る
。「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」ロ
ー
ン
チ
、「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
推
進
協
議
会
」参
画
な
ど
、各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
り
、2
0
2
1
年
か
ら
は「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」の
構
築・推
進
、2
0
2
3
年
か

ら
は「
日
本
観
光
振
興
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
構
築・推
進
に
取
り
組
む
。共
著
に『
シ
ス

テ
ム
開
発
の
た
め
の
見
積
り
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本
』（
翔
泳
社
）が
あ
る
。

畑
中
貴
之
（
は
た
な
か
・
た
か
ゆ
き
）

座
談
会
撮
影
○

村
岡
栄
治

構
成
・
文
○

成
田
美
友

出席者

蛯
澤
俊
典
（
え
び
さ
わ
・
と
し
の
り
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

川
村
竜
之
介
（
か
わ
む
ら
・
り
ゅ
う
の
す
け
）

座
談
会

2

り
、
私
た
ち
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

で
は
、
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊

税
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
精
緻
な

統
計
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
宿
泊
客
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ー
タ
＊
2 

、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー

タ
＊
3 

が
必
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宿
泊
施
設
が
保
有
し
て
い
る
観
光

客
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る「
宿
泊
デ
ー

タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
で
開
発
し
、
自

治
体
に
提
供
な
さ
っ
て
い
る
2
社
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
宿
泊
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す

る
意
義
、
そ
の
た
め
の
課
題
、
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
は
も
と
も

と
、
2
0
2
0
年
度
に
観
光
庁
が
公
募
し
た

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設

等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」

と
い
う
実
証
事
業
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

宿
泊
費
、
飲
食
費
、
土
産
物
代
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
や
は
り
最
も
大
き
い
の
は
宿
泊

費
で
す
。
日
帰
り
よ
り
も
1
泊
、
1
泊
よ
り

も
連
泊
し
た
ほ
う
が
消
費
額
も
割
合
も
大
き

く
な
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
宿
泊
デ
ー
タ
か

ら
収
集
・
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
然
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
し
て
も
当
然
、
や
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
以
降
、Ｏ
Ｔ
Ａ
＊
5 

が
発

展
し
て
き
た
こ
と
で
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。
旅
行

代
理
店
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
課
題
を
基
点
と
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

よ
っ
て
課
題
を
解
決
し
て
観
光
地
域
を
盛
り

上
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
す
る
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

も
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
観
光
庁
の
事
業
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
や

る
べ
き
意
義
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
、
応
札

を
行
い
、
無
事
に
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

蛯
澤
　
旅
行
に
関
わ
る
一
事
業
体
と
し
て
、

関
わ
る
べ
き
案
件
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

風
見
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
4 

が
主
体
と
な
っ
て
宿
泊
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
事
業
者
を
取
り
ま
と

め
、
来
訪
者
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。
と
い

う
の
も
、
い
ま
や
っ
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
2
0
2
0
年
当
時
は
、
地
域
の
宿
泊
施

設
で
自
社
の
顧
客
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る

例
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
全
体
で
集
約
で
き

て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
担
い
手
の
不
在

で
、
そ
こ
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
べ
き
と
い
う
こ

と
で
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
に

お
い
て
は
、
勘
や
経
験
に
よ
っ
て
意
思
決
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
勘
や
経
験
も
大
事
で
す
が
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
・
実
施

す
る
こ
と
で
、
成
功
率
は
間
違
い
な
く
高
く

な
り
ま
す
。
仮
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ

こ
を
き
ち
ん
と
検
証
で
き
る
と
い
う
強
み
も

あ
り
ま
す
。ま
し
て
、人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
税
収
も
減
り
、
観
光
に
資
す
る
予
算
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
う

有
効
に
使
う
か
を
考
え
る
に
は
や
は
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ

か
り
し
て
、
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
事
業
の
背
景
に
は
、
そ
う
い
う
動
き

を
国
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
中
　
私
た
ち
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
さ
ん
を
主
体
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

応
募
し
ま
し
た
。
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
2
0
1
5
年
の
末
に
、

経
済
産
業
省
の
事
業
と
し
て
一
緒
に
開
発
し

た
、
日
本
全
国
の
市
町
村
単
位
で
宿
泊
動
向

を
把
握
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
は

じ
め
、
複
数
の
デ
ー
タ
関
連
事
業
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

さ
ん
と
連
携
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

を
担
っ
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

と
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
社
会
に

実
装
し
て
い
く
こ
と
へ
の
共
通
認
識
が
あ
り

ま
し
た
。

蛯
澤
　
宿
泊
費
は
、
個
人
単
体
消
費
額
の
中

で
大
部
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
の
で
、

数
あ
る
デ
ー
タ
の
中
で
も
観
光
庁
が
宿
泊
の

デ
ー
タ
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。
観
光
事
業
の
3
つ
の

軸
「
タ
ビ
マ
エ
／
タ
ビ
ナ
カ
／
タ
ビ
ア
ト
」

で
い
う
と
、
観
光
地
域
で
の
消
費
は
タ
ビ
ナ

カ
に
当
た
り
ま
す
。
タ
ビ
ナ
カ
の
消
費
に
は

宿泊・回遊データの最前線、観光客の足跡を語る…座談会 ❷3
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戦
略
的
観
光
地

マ
ネ
ジメン
ト
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
と

地
域
連
携
の
可
能
性

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
が
共
同
で
開
発
し
、

提
供
す
る「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」※
1
は
、

宿
泊
施
設
ご
と
、ま
た
地
域
ご
と
に
観
光
客
の
傾
向
を
可
視
化
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

地
域
全
体
の
観
光
施
策
の
精
度
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

他
分
野
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
充
や

活
用
支
援
に
取
り
組
む
2
社
に
、戦
略
的
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

デ
ー
タ
活
用
と
地
域
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
た

め
、
そ
う
し
た
活
用
法
を
提
示
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
得
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

畑
中
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
が
何
も
な

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
2
年
目
以
降
は
、
入
湯
税
の
計
算
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
機
能
拡
張
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
う
し
て
4
〜
5
年
が
経
っ
た
い

ま
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
県
や
市
町

単
位
の
自
治
体
な
ど
、
全
国
で
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
地
域
に
ど
ん
な
効
果
が
出
て
い

る
と
実
感
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

畑
中
　
2
0
2
5
年
6
月
時
点
で
、
導
入
地

域
は
28
と
な
り
ま
し
た
。
効
果
に
は
、
デ
ー

タ
や
数
値
で
確
認
で
き
る
「
目
に
見
え
る
も

の
」
と
、
意
識
の
変
化
や
連
携
強
化
と
い
っ

た
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
で
の
目
に
見
え
る

効
果
と
し
て
、
月
次
で
の
宿
泊
実
績
や
予
約

状
況
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
施
策
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す

る
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な

い
効
果
と
し
て
は
、勘
や
経
験
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
現
状
把
握
や
意
思
決
定

へ
の
意
識
が
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
共
通
の
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
関
係
者
間
の
共
通
認
識
醸
成
や
連

携
強
化
に
も
つ
な
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
自
施
設
の
顧
客
層
や
地

域
全
体
と
の
比
較
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
宿
泊

プ
ラ
ン
の
見
直
し
な
ど
に
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
予

約
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
効
果
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
心
理
的

な
抵
抗
が
徐
々
に
薄
れ
、
デ
ー
タ
活
用
と
い

う
概
念
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
お
い
て
、
よ
り
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
選
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
全
体
で
観
光
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
や
可
能
性
に
対
す
る
認
識
が

広
ま
り
、
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
向
け

た
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

風
見
　
特
に
活
用
が
進
ん
で
い
る
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
、
下
呂
温
泉
で
は
、
独
自
の
機
能
改
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、

6
か
月
先
の
予
約
状
況
ま
で
分
か
る
よ
う
に

し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
情
報
を
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
飲
食
店
や
小
売
店
と
い
っ
た
観
光
事
業
者

に
も
共
有
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
配
置
や
在

庫
管
理
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
消

費
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
下
呂
温
泉
で
は
、50
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
全
施
設
が
宿
泊
統
計
調
査
を
下
呂
市
役

所
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
未
参
画
施
設
分
の

宿
泊
統
計
調
査
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
で
は
、
全
施
設

分
の
デ
ー
タ
を
傾
向
値
で
は
な
く
統
計
値
と

し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
な
ど

は
、
使
い
続
け
る
こ
と
で
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
は
予
測
と
検
証
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
先
行
す
る
地
域
が
広
報
と

な
っ
て
、
他
地
域
で
の
導
入
が
進
ん
だ
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
か
。

風
見
　
あ
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
現
在
、
岐

阜
県
で
は
県
全
域
で
導
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
下
呂
温
泉
で

の
活
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
た

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
会
長
が
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

自
動
連
携
の
ほ
か
に
手
入
力
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
連
携
す
る
「
か

ん
た
ん
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」
と
、
施
設
の
状
況

に
合
わ
せ
た
多
様
な
提
出
方
法
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
手
順
も
詳
細
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

風
見
　
ま
た
、
参
画
施
設
に
は
、
地
域
に
お

け
る
自
施
設
の
立
ち
位
置
、
強
み
や
弱
み
が

分
か
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
項
目
ご
と
に
地
域

全
体
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
強
み
を
し
っ
か

り
と
伸
ば
し
、
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

畑
中
　
さ
ら
に
、「
提
出
し
た
デ
ー
タ
か
ら

何
が
読
み
取
れ
る
か
」、「
ど
ん
な
活
用
が
で

き
る
か
」
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
活
用
の
意
義

や
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
の
説

明
会
や
勉
強
会
を
地
域
で
開
催
し
、
デ
ー
タ

か
ら
問
い
を
立
て
、
施
策
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

セ
ス
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
合
意
形
成
が

欠
か
せ
な
い

蛯
澤
　
ま
さ
に
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
部
分

が
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
デ
ー
タ
収
集
の
意
義
に
つ
い

て
地
域
で
の
合
意
形
成
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
対
応
な

さ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
の
事
業

は
地
域
の
合
意
形
成
が
な
い
と
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
実
証
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

比
較
的
、
合
意
形
成
を
得
や
す
か
っ
た
の
は

温
泉
地
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
源
泉
を
複
数

の
施
設
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う
温

泉
地
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宿
泊
デ
ー
タ
に
関
し
て
も
、源
泉
と
同
じ
よ

う
に
地
域
で
共
有
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
風
を
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
が
多
い
地
域
で
は
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
で
働
い
て

お
ら
れ
る
支
配
人
に
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
自
社
の

デ
ー
タ
を
地
域
に
提
供
す
る
場
合
に
は
本
社

の
承
認
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
容
易
に

承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多

い
で
す
。

　
温
泉
地
の
よ
う
に
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ

で
、
デ
ー
タ
を
う
ま
く
収
集
で
き
る
地
域
は
、

デ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
を
活
用
す
る
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い

き
や
す
い
で
す
ね
。
逆
に
合
意
形
成
が
難
し

く
、
協
力
施
設
が
増
え
な
い
地
域
で
は
継
続

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
を
得
て
い
な
い
状
態
で
相

談
が
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
合
意
形
成
が
ゼ
ロ
の
状
態
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
あ
る
程
度

で
き
て
い
る
状
態
で
も
、
地
域
に
あ
る
全
施

設
の
同
意
が
と
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。
実
証
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

下
呂
温
泉
に
関
し
て
も
、
当
初
の
協
力
施
設

は
全
体
の
半
数
以
下
で
し
た
。
た
だ
、
大
規

模
旅
館
の
協
力
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
地

域
の
総
部
屋
数
か
ら
す
る
と
8
割
以
上
の
デ

ー
タ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
の
た
め
に
は
、
説
明
会
な

ど
で
施
設
に
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
と
い

う
段
階
を
踏
む
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
施
設

側
が
一
番
気
に
す
る
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配
事
に
な
る

と
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
先
に
説
明
を
す

る
の
で
、
そ
こ
に
関
し
て
は
確
認
で
済
む
の

で
す
が
、
一
番
の
関
心
事
は
、
宿
泊
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
宿

泊
デ
ー
タ
を
地
域
全
体
で
把
握
し
よ
う
と
い

う
の
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、
自
社
が
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
こ
と
で
は
た
し
て
自
分
た
ち
に

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
質

問
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
1
年
目
は
観
光
庁
の

事
業
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
が
非

常
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
2
年

目
以
降
は
そ
の
実
績
で
、
施
設
側
に
ど
う
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
提
示
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
目
は
施
設
が
自
分

の
デ
ー
タ
と
地
域
の
デ
ー
タ
を
比
較
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
析
か
ら
地
域
来
訪
者

に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
予
約

デ
モ
版
は
す
で
に
用
意
で
き
て
い
て
、
た
と

え
ば
そ
の
地
域
固
有
の
観
光
資
源
や
観
光
計

画
な
ど
を
加
味
さ
せ
て
、
現
状
を
分
析
し
、

ど
う
い
う
施
策
が
い
い
の
か
と
い
う
、
プ
ラ

ン
生
成
ま
で
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
議
論
の
た
た
き
台
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
合
い
の

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
分

析
・
観
光
政
策
提
案
レ

ポ
ー
ト
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る

自
動
生
成
支
援
や
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
観

光
戦
略
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
活

用
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
デ
ー
タ
分
析
に

不
慣
れ
な
地
域
で
も

デ
ー
タ
を
活
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
支
援
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
そ
の
デ
モ
版
で

は
、
個
々
の
施
設
レ
ベ

ル
で
の
プ
ラ
ン
作
成
も

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
仕
組
み
上
は
可

能
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
地
域
に
対
し

て
提
供
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
あ
る
程
度
、
精
度
が
上
が
っ
た
ら
、
次

は
個
別
施
設
向
け
に
と
い
う
発
展
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

川
村
　
次
の
フ
ェ
ー
ズ
で
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
実
現
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の

施
設
側
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
つ
な
が
り

そ
う
で
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
と
き
に
は
、
ベ
ー

ス
と
な
る
デ
ー
タ
に
、
地
域
の
デ
ー
タ
を
加

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
地
域
が
用
意
す
べ
き

デ
ー
タ
、
地
域
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
デ
ー

タ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
そ
も
そ
も
観
光
資
源
の
情
報
を
Ａ
Ｉ

に
渡
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め

の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
観
光

資
源
の
棚
卸
し
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
整
理
を
す

る
の
に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、Ａ
Ｉ

が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
を
深
く
理
解
し
て
、
質

の
高
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
く
れ
る
デ
ィ
ー

プ
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
と
い
う
機
能
を
追
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
流
れ
を

定
期
的
に
追
う
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
入

込
情
報
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」

で
そ
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
に
流
し
込
む
こ
と

で
、
精
度
の
高
い
予
測
や
施
策
立
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
と
し
て
の
観
光
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
、
こ
う
い
う
魅
力
を
押
し
出
し
て
い
き

た
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
、Ａ
Ｉ

も
そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
考
え
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
観
光
資
源
の
棚
卸
し
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
デ
ー
タ
と
考
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
た
と
え
ば
季
節
ご
と
の
客
数
、
で
き

れ
ば
年
間
の
客
数
が
分
か
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

蛯
澤
　
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
人

が
ど
う
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
、
ど
の
く
ら

い
の
時
期
に
来
て
い
る
の
か
と
い
う
、
観
光

資
源
に
付
随
す
る
定
量
的
な
基
礎
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
精
度

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
そ
う
し
て
今
後
、
観
光
分
野
で
の

デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
だ
先
に
思
い
描
い
て
お

ら
れ
る
も
の
、
今
後
の
あ
る
べ
き
展
開
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
今
後
あ
る
べ
き
展
開
と
し
て
は
、
単

に
デ
ー
タ
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
に

関
わ
る
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
よ
り
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な
観

で
し
た
。

　
ま
た
島
根
県
で
は
、
最
初
に
松
江
市
に
導

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
出
雲
市
で
も

導
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
県
内
で

デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
互
い
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
広
域
の
周
遊
状
況
を
お
互
い

が
把
握
し
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

畑
中
　
岐
阜
県
で
い
う
と
、
当
初
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
自
分
の
地
域
の
デ
ー
タ
し
か
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
地
域
ご
と
に
個

別
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
県
全
体
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域
と
地
域

を
比
較
す
る
広
域
連
携
分
析
と
い
う
機
能
も

追
加
し
ま
し
た
。

川
村
　
先
ほ
ど
入
湯
税
の
計
算
に
つ
い
て
の

機
能
拡
充
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ

よ
う
に
地
域
全
体
で
あ
る
程
度
ま
と
め
て

デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

最
近
の
大
き
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
宿
泊
税

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
の
動
き
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

ひ
と
つ
に
、
神
奈
川
県
の
湯
河
原
町
が
あ
り

ま
し
て
、
追
加
機
能
と
し
て
入
湯
税
の
申
告

支
援
機
能
を
実
装
し
て
い
ま
す
。
そ
の
湯
河

原
町
で
は
、
宿
泊
税
に
つ
い
て
2
0
2
6

年
4
月
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
入
湯

税
と
同
じ
よ
う
に
申
告
支
援
機
能
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
、
宿
泊
税
導
入
に
関
わ
る
施
設
側
の
負

担
を
極
力
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

も
、
宿
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

川
村
　
宿
泊
税
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
と
あ
わ

せ
て
提
案
す
る
こ
と
で
、「
宿
泊
デ
ー
タ
分

析
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

デ
ー
タ
の「
収
集
」か
ら

デ
ー
タ
の「
活
用
」へ

蛯
澤
　
そ
う
し
て
、
使
う
と
こ
ろ
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
相
乗
効
果
で
デ
ー

タ
と
デ
ー
タ
の
連
携
や
新
た
な
活
用
法
な

ど
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
高
ま
り
そ
う
で

す
が
、
拡
大
す
る
う
え
で
の
課
題
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
最
大
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
収

集
の
継
続
性
・
網
羅
率
向
上
と
、
そ
の
た
め

の
地
域
主
体
の
働
き
か
け
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
が
デ
ー
タ
収
集
・

蓄
積
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
提

出
が
滞
っ
た
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
の
不

明
率
が
高
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
が

十
分
に
揃
わ
ず
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
活
用
が

進
み
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
れ
は
や
は
り
人
為
的
な
作
業
と
し

て
落
と
し
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の

原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
っ
て
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

日
々
意
識
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
デ
ー
タ
の

精
度
は
確
実
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ

提
出
状
況
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
強
化

や
、
未
提
出
施
設
へ
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル

自
動
送
信
機
能
な
ど
を
通
じ
て
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

デ
ー
タ
収
集
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
い
か
に

「
見
る
」
か
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
観
光
戦

略
策
定
や
宿
泊
施
設
の
経
営
改
善
に「
活
用
」

す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
人

材
不
足
も
課
題
で
す
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
自
治
体
で
も
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
施

策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
育
成
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。
年
に
1
〜
2
回
、
開
催
し
て
い
る

導
入
地
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
で
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見

は
必
ず
挙
が
り
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
施
策
を
示
唆
で
き
る
よ

う
に
し
、
導
入
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
他
の
デ
ー
タ
活

用
で
も
話
題
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
る

側
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
現
に

向
け
て
、
現
状
は
ど
う
い
っ
た
段
階
な
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
実
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
進
め
て
い
る

光
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
規
格
と
し
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
や
連
携
方

法
が
異
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
統
合

す
る
際
の
労
力
と
コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
関
連
デ
ー

タ
の
標
準
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
官
民
連

携
に
よ
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
流
通
ス
キ
ー
ム

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
は
集
め
る
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
か
ら
地
域
の
現
状

や
課
題
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解
き
、

具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
視
点
や

分
析
手
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

風
見
　
本
当
は
、
国
で
ひ
と
つ
決
ま
っ
た
収

集
ツ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
ど
の
地
域
も
そ
れ
を

使
え
ば
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
自
動
連
携
で
き

る
と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
実
現
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
で
は
地

域
同
士
の
連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
ま
た
ぐ
周
遊
観
光
客
を
取
り
込
む

に
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
地
域
の
観
光
客
の
属
性
を
も
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。実
際
に「
宿

泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
地
域
同
士
で
も
、
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
こ
と
で
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

と
考
え
て
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
活
用
が
で
き
た
ら

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中

で
、
日
本
の
観
光
を
支
え
る
の
は
や
は
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
。
2
0
2
4
年
時
点
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
は
、
自
動
車
（
完

成
品
）
に
次
ぐ
8
・
1
兆
円
で
、
観
光
庁
は

2
0
3
0
年
目
標
と
し
て
15
兆
円
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
戦

略
的
な
取
り
組
み
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

が
今
後
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

畑
中
　
観
光
デ
ー
タ
は
、
観
光
分
野
は
も
ち

ろ
ん
地
域
経
済
、ま
ち
づ
く
り
、防
災
、交
通
、

環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題
解

決
に
も
貢
献
し
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
地
域
同
士
の
連
携
に

加
え
て
、
他
分
野
の
デ
ー
タ
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
視
点
で
の
地
域
活
性

化
や
地
域
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
と
も
思

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
展
開
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
が
日

本
の
観
光
地
経
営
の
共
通
言
語
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
デ
ー
タ
と
い
う
羅
針
盤
を

手
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
は
国
全
体
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能

で
質
の
高
い
観
光
立
国
と
し
て
の
成
熟
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
国
が
整
え
る
べ
き
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
現
実
に
対

し
て
、
皆
が
同
じ
目
的
の
下
で
、
活
用
で
き

る
各
地
の
地
盤
、
も
し
く
は
全
国
の
地
盤
を

つ
く
っ
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体

が
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
を
含
め
て
、
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。
私
た
ち

の
研
究
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
性
を
、
地
域
や
施
設
の
方
々
に
丁
寧
に
説

明
し
、
デ
ー
タ
提
供
へ
の
安
心
感
を
得
て
い

た
だ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
苦
労
し
た

点
で
す
。

　
最
後
の
3
点
目
は
、
デ
ー
タ
が
よ
う
や
く

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ふ
た
を
開
け
て
み

た
ら
デ
ー
タ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で

す
。Ｐ
Ｍ
Ｓ
＊
6 

、Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
連
携
対
象
と
な

る
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
形
式
に
標
準
が
な
く

各
社
各
様
で
し
た
し
、
手
作
業
な
ど
で
作
成

さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
も
施
設
ご
と
に
バ

ラ
バ
ラ
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
に
取

り
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
統
計
に

す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
形
式
の
統
一
化
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
施
設
側
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
し
ま
う
と
協
力
を
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

施
設
側
か
ら
は
簡
単
に
提
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
手
間
が
か
か
る
も
の
は
シ
ス
テ
ム
に

隠
す
と
い
う
、
そ
の
複
雑
な
設
計
・
開
発
に

苦
労
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
体
系
だ
っ
て
い
な
い
無
秩
序
な
デ
ー

タ
を
い
か
に
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
苦
心
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

畑
中
　
そ
う
な
ん
で
す
。
実
は
「
観
光
予
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
複
数
の
会
社
か
ら
デ
ー

タ
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
当
然
バ
ラ
バ
ラ

で
。で
も
い
ま
思
え
ば
、バ
ラ
バ
ラ
と
は
い
っ

て
も
エ
ク
セ
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
る
の
で

デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
も
そ
も
表
に
な
っ
て
い
な
い
、
紙
し
か

な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

蛯
澤
　
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
次
元

の
話
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
特
に
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
た
め
に
工
夫
し
た
点
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
ま
ず
、
デ
ー
タ
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
を

極
力
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
見
て

い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
特
に
宿
泊
施

設
向
け
に
は
、
基
本
的
に
は
「
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
」
と
い
う
画
面
の
み
で
、
異
な
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
デ
ー
タ
提
出
が
完
了
す

る
仕
組
み
を
開
発
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
観

光
庁
に
提
出
し
た
最
初
の
も
の
は
、
自
分
の

デ
ー
タ
を
い
っ
た
ん
登
録
す
る
、
プ
ル
ダ
ウ

ン
で
選
択
す
る
、
提
出
す
る
と
い
う
3
つ
く

ら
い
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
画
面
に
ボ
ッ
ク
ス
が
ひ
と
つ
だ
け

あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
れ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
直
感
的
に
で
き
る
作
業
で
、
施
設
側

の
負
担
は
最
小
限
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

畑
中
　
は
い
。
そ
う
し
て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
結
果
、
初
期
の
段
階
か
ら
こ
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
は
ク
リ
ア
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
し

た
も
う
ひ
と
つ
の
工
夫
が
、Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
＊
7 

と
の
自
動
連
携
の

仕
組
み
で
す
。
デ
ー
タ
提
供
へ
の
同
意
さ
え

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
は

何
も
す
る
必
要
が
な
く
、
シ
ス
テ
ム
間
で

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
連
携
し
ま
す
。

　
た
だ
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
日
本
中
に
あ
る

す
べ
て
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
種
類
以

上
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
最
初
に
実
証
事
業
を
行
っ
た
4

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
、
自
動
連
携
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
で
は
７
〜
8
割
の
宿
泊
施
設
の
デ
ー

タ
収
集
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

観
光
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

共
通
基
盤
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
い
ま
、
宿
泊
税
を
導
入
ま
た
は
導
入

を
検
討
す
る
自
治
体
が
全
国
で
増
え
て
お

す
ね
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
実

際
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

畑
中
　
先
ほ
ど
風
見
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
当
時
の
背
景
と
し
て
、
観
光
地
域

づ
く
り
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
の
多
く

は
、
必
ず
し
も
デ
ー
タ
活
用
に
長
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
や
効
果
測

定
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
た
め
の
ツ
ー
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
た
状
態
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
事
業
者
も
、
日
々
の
業
務

に
加
え
て
デ
ー
タ
提
出
を
行
う
こ
と
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
単
な
る
実
証
事
業
の

シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
活
用
さ
れ
る
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
観
光
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
共
通
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
事
業
を
経
て
シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
地
域
で

の
試
行
や
機
能
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
全
国

へ
の
普
及
・
展
開
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

宿
泊
施
設
の
手
間
を

極
力
ゼ
ロ
に

蛯
澤
　
最
初
の
実
証
事
業
は
2
0
2
0
年

度
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
、
福
島
県
福

島
市
、
埼
玉
県
の
秩
父
エ
リ
ア
、
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
で
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
今
年
で
6
年
目
と
な
り
ま

す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
と
共

に
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
大
き
く
分
け
て
3
点
あ
り
ま
す
。
1

点
目
は
、
そ
も
そ
も「
デ
ー
タ
を
見
る
と
は
」、

「
デ
ー
タ
と
は
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
そ
こ
が
ま
ず
一
番
大

変
で
し
た
。
そ
こ
は
観
光
庁
も
同
じ
で
、
画

面
の
操
作
方
法
や
表
示
さ
れ
る
文
言
な
ど
、

私
た
ち
に
す
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
や
り
と

り
を
非
常
に
丁
寧
に
進
め
ま
し
た
。
た
だ
、

シ
ス
テ
ム
側
が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
苦
労
し
た

と
同
時
に
、
大
変
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
集
め
る
と

な
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
し
て
多
く
の
宿
泊

施
設
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の

デ
ー
タ
網
羅
率
を
高
め
る
か
、
そ
し
て
宿
泊

施
設
に
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
個
人
情
報
や
自
身
の
経
営
情

報
が
漏
洩
し
た
り
、
他
の
施
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

見
ら
れ
た
り
し
な
い
か
と
い
う
心
理
的
な
懸

念
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
提
供
の
同
意
を
得
る
う
え
で
も
、
こ
の
点

は
重
要
な
壁
で
し
た
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
提
出
デ
ー
タ
か

ら
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
削
除
す

る
匿
名
加
工
処
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
さ

ら
に
、
シ
ス
テ
ム
上
で
の
閲
覧
範
囲
の
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
仕
組
み
と
安

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

霞
が
関
事
業
部 

観
光
Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ー
ム 

営
業
担
当
課
長
。1
9
9
3
年
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
入
社
。法
人
を
対
象
に
旅
行
業
務
全
般
に
携
わ
り
、2
0
1
3
年
以
降
は
中
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
業
務
に
従
事
。2
0
1
8
年
4
月
に
霞
が
関
事
業
部
へ
帰
任
。観
光

庁
の「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設
等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集・分
析
事
業
」の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
担
当
し
た
こ
と
を
機
に「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」の
主
担
当
と
し
て
、

現
在
で
は
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
る
観
光
地
域
の
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

風
見
幸
太
朗
（
か
ざ
み
・
こ
う
た
ろ
う
）

株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
取
締
役
、観
光
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
事
業
部・I
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業

部 

部
長
。2
0
0
8
年
、オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
入
社
。大
手
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
ベ
ン
ダ
ー
側
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
2
0
0
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い
る
。「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」ロ
ー
ン
チ
、「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
推
進
協
議
会
」参
画
な
ど
、各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
り
、2
0
2
1
年
か
ら
は「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」の
構
築・推
進
、2
0
2
3
年
か

ら
は「
日
本
観
光
振
興
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」の
構
築・推
進
に
取
り
組
む
。共
著
に『
シ
ス

テ
ム
開
発
の
た
め
の
見
積
り
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本
』（
翔
泳
社
）が
あ
る
。

畑
中
貴
之
（
は
た
な
か
・
た
か
ゆ
き
）

座
談
会
撮
影
○

村
岡
栄
治

構
成
・
文
○

成
田
美
友

出席者

蛯
澤
俊
典
（
え
び
さ
わ
・
と
し
の
り
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

川
村
竜
之
介
（
か
わ
む
ら
・
り
ゅ
う
の
す
け
）

座
談
会

2

り
、
私
た
ち
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

で
は
、
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊

税
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
精
緻
な

統
計
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
宿
泊
客
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ー
タ
＊
2 

、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー

タ
＊
3 

が
必
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宿
泊
施
設
が
保
有
し
て
い
る
観
光

客
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る「
宿
泊
デ
ー

タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
で
開
発
し
、
自

治
体
に
提
供
な
さ
っ
て
い
る
2
社
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
宿
泊
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す

る
意
義
、
そ
の
た
め
の
課
題
、
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
は
も
と
も

と
、
2
0
2
0
年
度
に
観
光
庁
が
公
募
し
た

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設

等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」

と
い
う
実
証
事
業
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

宿
泊
費
、
飲
食
費
、
土
産
物
代
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
や
は
り
最
も
大
き
い
の
は
宿
泊

費
で
す
。
日
帰
り
よ
り
も
1
泊
、
1
泊
よ
り

も
連
泊
し
た
ほ
う
が
消
費
額
も
割
合
も
大
き

く
な
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
宿
泊
デ
ー
タ
か

ら
収
集
・
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
然
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
し
て
も
当
然
、
や
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
以
降
、Ｏ
Ｔ
Ａ
＊
5 

が
発

展
し
て
き
た
こ
と
で
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。
旅
行

代
理
店
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
課
題
を
基
点
と
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

よ
っ
て
課
題
を
解
決
し
て
観
光
地
域
を
盛
り

上
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
す
る
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

も
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
観
光
庁
の
事
業
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
や

る
べ
き
意
義
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
、
応
札

を
行
い
、
無
事
に
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

蛯
澤
　
旅
行
に
関
わ
る
一
事
業
体
と
し
て
、

関
わ
る
べ
き
案
件
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

風
見
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
4 

が
主
体
と
な
っ
て
宿
泊
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
事
業
者
を
取
り
ま
と

め
、
来
訪
者
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。
と
い

う
の
も
、
い
ま
や
っ
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
2
0
2
0
年
当
時
は
、
地
域
の
宿
泊
施

設
で
自
社
の
顧
客
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る

例
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
全
体
で
集
約
で
き

て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
担
い
手
の
不
在

で
、
そ
こ
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
べ
き
と
い
う
こ

と
で
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
に

お
い
て
は
、
勘
や
経
験
に
よ
っ
て
意
思
決
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
勘
や
経
験
も
大
事
で
す
が
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
・
実
施

す
る
こ
と
で
、
成
功
率
は
間
違
い
な
く
高
く

な
り
ま
す
。
仮
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ

こ
を
き
ち
ん
と
検
証
で
き
る
と
い
う
強
み
も

あ
り
ま
す
。ま
し
て
、人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
税
収
も
減
り
、
観
光
に
資
す
る
予
算
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
う

有
効
に
使
う
か
を
考
え
る
に
は
や
は
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ

か
り
し
て
、
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
事
業
の
背
景
に
は
、
そ
う
い
う
動
き

を
国
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
中
　
私
た
ち
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
さ
ん
を
主
体
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

応
募
し
ま
し
た
。
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
2
0
1
5
年
の
末
に
、

経
済
産
業
省
の
事
業
と
し
て
一
緒
に
開
発
し

た
、
日
本
全
国
の
市
町
村
単
位
で
宿
泊
動
向

を
把
握
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
は

じ
め
、
複
数
の
デ
ー
タ
関
連
事
業
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

さ
ん
と
連
携
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

を
担
っ
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

と
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
社
会
に

実
装
し
て
い
く
こ
と
へ
の
共
通
認
識
が
あ
り

ま
し
た
。

蛯
澤
　
宿
泊
費
は
、
個
人
単
体
消
費
額
の
中

で
大
部
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
の
で
、

数
あ
る
デ
ー
タ
の
中
で
も
観
光
庁
が
宿
泊
の

デ
ー
タ
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。
観
光
事
業
の
3
つ
の

軸
「
タ
ビ
マ
エ
／
タ
ビ
ナ
カ
／
タ
ビ
ア
ト
」

で
い
う
と
、
観
光
地
域
で
の
消
費
は
タ
ビ
ナ

カ
に
当
た
り
ま
す
。
タ
ビ
ナ
カ
の
消
費
に
は
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に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
た

め
、
そ
う
し
た
活
用
法
を
提
示
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
得
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

畑
中
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
が
何
も
な

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
2
年
目
以
降
は
、
入
湯
税
の
計
算
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
機
能
拡
張
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
う
し
て
4
〜
5
年
が
経
っ
た
い

ま
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
県
や
市
町

単
位
の
自
治
体
な
ど
、
全
国
で
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
地
域
に
ど
ん
な
効
果
が
出
て
い

る
と
実
感
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

畑
中
　
2
0
2
5
年
6
月
時
点
で
、
導
入
地

域
は
28
と
な
り
ま
し
た
。
効
果
に
は
、
デ
ー

タ
や
数
値
で
確
認
で
き
る
「
目
に
見
え
る
も

の
」
と
、
意
識
の
変
化
や
連
携
強
化
と
い
っ

た
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
で
の
目
に
見
え
る

効
果
と
し
て
、
月
次
で
の
宿
泊
実
績
や
予
約

状
況
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
施
策
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す

る
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な

い
効
果
と
し
て
は
、勘
や
経
験
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
現
状
把
握
や
意
思
決
定

へ
の
意
識
が
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
共
通
の
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
関
係
者
間
の
共
通
認
識
醸
成
や
連

携
強
化
に
も
つ
な
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
自
施
設
の
顧
客
層
や
地

域
全
体
と
の
比
較
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
宿
泊

プ
ラ
ン
の
見
直
し
な
ど
に
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
予

約
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
効
果
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
心
理
的

な
抵
抗
が
徐
々
に
薄
れ
、
デ
ー
タ
活
用
と
い

う
概
念
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
お
い
て
、
よ
り
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
選
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
全
体
で
観
光
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
や
可
能
性
に
対
す
る
認
識
が

広
ま
り
、
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
向
け

た
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

風
見
　
特
に
活
用
が
進
ん
で
い
る
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
、
下
呂
温
泉
で
は
、
独
自
の
機
能
改
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、

6
か
月
先
の
予
約
状
況
ま
で
分
か
る
よ
う
に

し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
情
報
を
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
飲
食
店
や
小
売
店
と
い
っ
た
観
光
事
業
者

に
も
共
有
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
配
置
や
在

庫
管
理
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
消

費
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
下
呂
温
泉
で
は
、50
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
全
施
設
が
宿
泊
統
計
調
査
を
下
呂
市
役

所
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
未
参
画
施
設
分
の

宿
泊
統
計
調
査
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
で
は
、
全
施
設

分
の
デ
ー
タ
を
傾
向
値
で
は
な
く
統
計
値
と

し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
な
ど

は
、
使
い
続
け
る
こ
と
で
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
は
予
測
と
検
証
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
先
行
す
る
地
域
が
広
報
と

な
っ
て
、
他
地
域
で
の
導
入
が
進
ん
だ
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
か
。

風
見
　
あ
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
現
在
、
岐

阜
県
で
は
県
全
域
で
導
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
下
呂
温
泉
で

の
活
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
た

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
会
長
が
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

自
動
連
携
の
ほ
か
に
手
入
力
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
連
携
す
る
「
か

ん
た
ん
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」
と
、
施
設
の
状
況

に
合
わ
せ
た
多
様
な
提
出
方
法
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
手
順
も
詳
細
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

風
見
　
ま
た
、
参
画
施
設
に
は
、
地
域
に
お

け
る
自
施
設
の
立
ち
位
置
、
強
み
や
弱
み
が

分
か
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
項
目
ご
と
に
地
域

全
体
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
強
み
を
し
っ
か

り
と
伸
ば
し
、
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

畑
中
　
さ
ら
に
、「
提
出
し
た
デ
ー
タ
か
ら

何
が
読
み
取
れ
る
か
」、「
ど
ん
な
活
用
が
で

き
る
か
」
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
活
用
の
意
義

や
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
の
説

明
会
や
勉
強
会
を
地
域
で
開
催
し
、
デ
ー
タ

か
ら
問
い
を
立
て
、
施
策
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

セ
ス
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
合
意
形
成
が

欠
か
せ
な
い

蛯
澤
　
ま
さ
に
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
部
分

が
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
デ
ー
タ
収
集
の
意
義
に
つ
い

て
地
域
で
の
合
意
形
成
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
対
応
な

さ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
の
事
業

は
地
域
の
合
意
形
成
が
な
い
と
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
実
証
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

比
較
的
、
合
意
形
成
を
得
や
す
か
っ
た
の
は

温
泉
地
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
源
泉
を
複
数

の
施
設
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う
温

泉
地
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宿
泊
デ
ー
タ
に
関
し
て
も
、源
泉
と
同
じ
よ

う
に
地
域
で
共
有
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
風
を
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
が
多
い
地
域
で
は
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
で
働
い
て

お
ら
れ
る
支
配
人
に
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
自
社
の

デ
ー
タ
を
地
域
に
提
供
す
る
場
合
に
は
本
社

の
承
認
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
容
易
に

承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多

い
で
す
。

　
温
泉
地
の
よ
う
に
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ

で
、
デ
ー
タ
を
う
ま
く
収
集
で
き
る
地
域
は
、

デ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
を
活
用
す
る
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い

き
や
す
い
で
す
ね
。
逆
に
合
意
形
成
が
難
し

く
、
協
力
施
設
が
増
え
な
い
地
域
で
は
継
続

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
を
得
て
い
な
い
状
態
で
相

談
が
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
合
意
形
成
が
ゼ
ロ
の
状
態
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
あ
る
程
度

で
き
て
い
る
状
態
で
も
、
地
域
に
あ
る
全
施

設
の
同
意
が
と
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。
実
証
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

下
呂
温
泉
に
関
し
て
も
、
当
初
の
協
力
施
設

は
全
体
の
半
数
以
下
で
し
た
。
た
だ
、
大
規

模
旅
館
の
協
力
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
地

域
の
総
部
屋
数
か
ら
す
る
と
8
割
以
上
の
デ

ー
タ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
の
た
め
に
は
、
説
明
会
な

ど
で
施
設
に
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
と
い

う
段
階
を
踏
む
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
施
設

側
が
一
番
気
に
す
る
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配
事
に
な
る

と
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
先
に
説
明
を
す

る
の
で
、
そ
こ
に
関
し
て
は
確
認
で
済
む
の

で
す
が
、
一
番
の
関
心
事
は
、
宿
泊
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
宿

泊
デ
ー
タ
を
地
域
全
体
で
把
握
し
よ
う
と
い

う
の
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、
自
社
が
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
こ
と
で
は
た
し
て
自
分
た
ち
に

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
質

問
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
1
年
目
は
観
光
庁
の

事
業
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
が
非

常
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
2
年

目
以
降
は
そ
の
実
績
で
、
施
設
側
に
ど
う
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
提
示
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
目
は
施
設
が
自
分

の
デ
ー
タ
と
地
域
の
デ
ー
タ
を
比
較
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
析
か
ら
地
域
来
訪
者

に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
予
約

デ
モ
版
は
す
で
に
用
意
で
き
て
い
て
、
た
と

え
ば
そ
の
地
域
固
有
の
観
光
資
源
や
観
光
計

画
な
ど
を
加
味
さ
せ
て
、
現
状
を
分
析
し
、

ど
う
い
う
施
策
が
い
い
の
か
と
い
う
、
プ
ラ

ン
生
成
ま
で
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
議
論
の
た
た
き
台
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
合
い
の

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
分

析
・
観
光
政
策
提
案
レ

ポ
ー
ト
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る

自
動
生
成
支
援
や
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
観

光
戦
略
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
活

用
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
デ
ー
タ
分
析
に

不
慣
れ
な
地
域
で
も

デ
ー
タ
を
活
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
支
援
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
そ
の
デ
モ
版
で

は
、
個
々
の
施
設
レ
ベ

ル
で
の
プ
ラ
ン
作
成
も

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
仕
組
み
上
は
可

能
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
地
域
に
対
し

て
提
供
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
あ
る
程
度
、
精
度
が
上
が
っ
た
ら
、
次

は
個
別
施
設
向
け
に
と
い
う
発
展
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

川
村
　
次
の
フ
ェ
ー
ズ
で
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
実
現
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の

施
設
側
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
つ
な
が
り

そ
う
で
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
と
き
に
は
、
ベ
ー

ス
と
な
る
デ
ー
タ
に
、
地
域
の
デ
ー
タ
を
加

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
地
域
が
用
意
す
べ
き

デ
ー
タ
、
地
域
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
デ
ー

タ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
そ
も
そ
も
観
光
資
源
の
情
報
を
Ａ
Ｉ

に
渡
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め

の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
観
光

資
源
の
棚
卸
し
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
整
理
を
す

る
の
に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、Ａ
Ｉ

が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
を
深
く
理
解
し
て
、
質

の
高
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
く
れ
る
デ
ィ
ー

プ
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
と
い
う
機
能
を
追
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
流
れ
を

定
期
的
に
追
う
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
入

込
情
報
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」

で
そ
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
に
流
し
込
む
こ
と

で
、
精
度
の
高
い
予
測
や
施
策
立
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
と
し
て
の
観
光
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
、
こ
う
い
う
魅
力
を
押
し
出
し
て
い
き

た
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
、Ａ
Ｉ

も
そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
考
え
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
観
光
資
源
の
棚
卸
し
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
デ
ー
タ
と
考
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
た
と
え
ば
季
節
ご
と
の
客
数
、
で
き

れ
ば
年
間
の
客
数
が
分
か
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

蛯
澤
　
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
人

が
ど
う
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
、
ど
の
く
ら

い
の
時
期
に
来
て
い
る
の
か
と
い
う
、
観
光

資
源
に
付
随
す
る
定
量
的
な
基
礎
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
精
度

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
そ
う
し
て
今
後
、
観
光
分
野
で
の

デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
だ
先
に
思
い
描
い
て
お

ら
れ
る
も
の
、
今
後
の
あ
る
べ
き
展
開
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
今
後
あ
る
べ
き
展
開
と
し
て
は
、
単

に
デ
ー
タ
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
に

関
わ
る
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
よ
り
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な
観

で
し
た
。

　
ま
た
島
根
県
で
は
、
最
初
に
松
江
市
に
導

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
出
雲
市
で
も

導
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
県
内
で

デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
互
い
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
広
域
の
周
遊
状
況
を
お
互
い

が
把
握
し
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

畑
中
　
岐
阜
県
で
い
う
と
、
当
初
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
自
分
の
地
域
の
デ
ー
タ
し
か
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
地
域
ご
と
に
個

別
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
県
全
体
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域
と
地
域

を
比
較
す
る
広
域
連
携
分
析
と
い
う
機
能
も

追
加
し
ま
し
た
。

川
村
　
先
ほ
ど
入
湯
税
の
計
算
に
つ
い
て
の

機
能
拡
充
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ

よ
う
に
地
域
全
体
で
あ
る
程
度
ま
と
め
て

デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

最
近
の
大
き
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
宿
泊
税

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
の
動
き
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

ひ
と
つ
に
、
神
奈
川
県
の
湯
河
原
町
が
あ
り

ま
し
て
、
追
加
機
能
と
し
て
入
湯
税
の
申
告

支
援
機
能
を
実
装
し
て
い
ま
す
。
そ
の
湯
河

原
町
で
は
、
宿
泊
税
に
つ
い
て
2
0
2
6

年
4
月
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
入
湯

税
と
同
じ
よ
う
に
申
告
支
援
機
能
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
、
宿
泊
税
導
入
に
関
わ
る
施
設
側
の
負

担
を
極
力
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

も
、
宿
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

川
村
　
宿
泊
税
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
と
あ
わ

せ
て
提
案
す
る
こ
と
で
、「
宿
泊
デ
ー
タ
分

析
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

デ
ー
タ
の「
収
集
」か
ら

デ
ー
タ
の「
活
用
」へ

蛯
澤
　
そ
う
し
て
、
使
う
と
こ
ろ
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
相
乗
効
果
で
デ
ー

タ
と
デ
ー
タ
の
連
携
や
新
た
な
活
用
法
な

ど
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
高
ま
り
そ
う
で

す
が
、
拡
大
す
る
う
え
で
の
課
題
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
最
大
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
収

集
の
継
続
性
・
網
羅
率
向
上
と
、
そ
の
た
め

の
地
域
主
体
の
働
き
か
け
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
が
デ
ー
タ
収
集
・

蓄
積
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
提

出
が
滞
っ
た
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
の
不

明
率
が
高
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
が

十
分
に
揃
わ
ず
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
活
用
が

進
み
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
れ
は
や
は
り
人
為
的
な
作
業
と
し

て
落
と
し
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の

原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
っ
て
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

日
々
意
識
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
デ
ー
タ
の

精
度
は
確
実
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ

提
出
状
況
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
強
化

や
、
未
提
出
施
設
へ
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル

自
動
送
信
機
能
な
ど
を
通
じ
て
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

デ
ー
タ
収
集
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
い
か
に

「
見
る
」
か
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
観
光
戦

略
策
定
や
宿
泊
施
設
の
経
営
改
善
に「
活
用
」

す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
人

材
不
足
も
課
題
で
す
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
自
治
体
で
も
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
施

策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
育
成
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。
年
に
1
〜
2
回
、
開
催
し
て
い
る

導
入
地
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
で
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見

は
必
ず
挙
が
り
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
施
策
を
示
唆
で
き
る
よ

う
に
し
、
導
入
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
他
の
デ
ー
タ
活

用
で
も
話
題
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
る

側
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
現
に

向
け
て
、
現
状
は
ど
う
い
っ
た
段
階
な
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
実
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
進
め
て
い
る

光
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
規
格
と
し
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
や
連
携
方

法
が
異
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
統
合

す
る
際
の
労
力
と
コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
関
連
デ
ー

タ
の
標
準
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
官
民
連

携
に
よ
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
流
通
ス
キ
ー
ム

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
は
集
め
る
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
か
ら
地
域
の
現
状

や
課
題
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解
き
、

具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
視
点
や

分
析
手
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

風
見
　
本
当
は
、
国
で
ひ
と
つ
決
ま
っ
た
収

集
ツ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
ど
の
地
域
も
そ
れ
を

使
え
ば
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
自
動
連
携
で
き

る
と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
実
現
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
で
は
地

域
同
士
の
連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
ま
た
ぐ
周
遊
観
光
客
を
取
り
込
む

に
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
地
域
の
観
光
客
の
属
性
を
も
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。実
際
に「
宿

泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
地
域
同
士
で
も
、
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
こ
と
で
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

と
考
え
て
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
活
用
が
で
き
た
ら

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中

で
、
日
本
の
観
光
を
支
え
る
の
は
や
は
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
。
2
0
2
4
年
時
点
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
は
、
自
動
車
（
完

成
品
）
に
次
ぐ
8
・
1
兆
円
で
、
観
光
庁
は

2
0
3
0
年
目
標
と
し
て
15
兆
円
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
戦

略
的
な
取
り
組
み
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

が
今
後
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

畑
中
　
観
光
デ
ー
タ
は
、
観
光
分
野
は
も
ち

ろ
ん
地
域
経
済
、ま
ち
づ
く
り
、防
災
、交
通
、

環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題
解

決
に
も
貢
献
し
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
地
域
同
士
の
連
携
に

加
え
て
、
他
分
野
の
デ
ー
タ
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
視
点
で
の
地
域
活
性

化
や
地
域
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
と
も
思

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
展
開
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
が
日

本
の
観
光
地
経
営
の
共
通
言
語
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
デ
ー
タ
と
い
う
羅
針
盤
を

手
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
は
国
全
体
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能

で
質
の
高
い
観
光
立
国
と
し
て
の
成
熟
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
国
が
整
え
る
べ
き
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
現
実
に
対

し
て
、
皆
が
同
じ
目
的
の
下
で
、
活
用
で
き

る
各
地
の
地
盤
、
も
し
く
は
全
国
の
地
盤
を

つ
く
っ
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体

が
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
を
含
め
て
、
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。
私
た
ち

の
研
究
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
性
を
、
地
域
や
施
設
の
方
々
に
丁
寧
に
説

明
し
、
デ
ー
タ
提
供
へ
の
安
心
感
を
得
て
い

た
だ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
苦
労
し
た

点
で
す
。

　
最
後
の
3
点
目
は
、
デ
ー
タ
が
よ
う
や
く

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ふ
た
を
開
け
て
み

た
ら
デ
ー
タ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で

す
。Ｐ
Ｍ
Ｓ
＊
6 

、Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
連
携
対
象
と
な

る
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
形
式
に
標
準
が
な
く

各
社
各
様
で
し
た
し
、
手
作
業
な
ど
で
作
成

さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
も
施
設
ご
と
に
バ

ラ
バ
ラ
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
に
取

り
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
統
計
に

す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
形
式
の
統
一
化
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
施
設
側
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
し
ま
う
と
協
力
を
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

施
設
側
か
ら
は
簡
単
に
提
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
手
間
が
か
か
る
も
の
は
シ
ス
テ
ム
に

隠
す
と
い
う
、
そ
の
複
雑
な
設
計
・
開
発
に

苦
労
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
体
系
だ
っ
て
い
な
い
無
秩
序
な
デ
ー

タ
を
い
か
に
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
苦
心
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

畑
中
　
そ
う
な
ん
で
す
。
実
は
「
観
光
予
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
複
数
の
会
社
か
ら
デ
ー

タ
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
当
然
バ
ラ
バ
ラ

で
。で
も
い
ま
思
え
ば
、バ
ラ
バ
ラ
と
は
い
っ

て
も
エ
ク
セ
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
る
の
で

デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
も
そ
も
表
に
な
っ
て
い
な
い
、
紙
し
か

な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

蛯
澤
　
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
次
元

の
話
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
特
に
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
た
め
に
工
夫
し
た
点
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
ま
ず
、
デ
ー
タ
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
を

極
力
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
見
て

い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
特
に
宿
泊
施

設
向
け
に
は
、
基
本
的
に
は
「
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
」
と
い
う
画
面
の
み
で
、
異
な
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
デ
ー
タ
提
出
が
完
了
す

る
仕
組
み
を
開
発
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
観

光
庁
に
提
出
し
た
最
初
の
も
の
は
、
自
分
の

デ
ー
タ
を
い
っ
た
ん
登
録
す
る
、
プ
ル
ダ
ウ

ン
で
選
択
す
る
、
提
出
す
る
と
い
う
3
つ
く

ら
い
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
画
面
に
ボ
ッ
ク
ス
が
ひ
と
つ
だ
け

あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
れ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
直
感
的
に
で
き
る
作
業
で
、
施
設
側

の
負
担
は
最
小
限
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

畑
中
　
は
い
。
そ
う
し
て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
結
果
、
初
期
の
段
階
か
ら
こ
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
は
ク
リ
ア
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
し

た
も
う
ひ
と
つ
の
工
夫
が
、Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
＊
7 

と
の
自
動
連
携
の

仕
組
み
で
す
。
デ
ー
タ
提
供
へ
の
同
意
さ
え

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
は

何
も
す
る
必
要
が
な
く
、
シ
ス
テ
ム
間
で

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
連
携
し
ま
す
。

　
た
だ
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
日
本
中
に
あ
る

す
べ
て
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
種
類
以

上
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
最
初
に
実
証
事
業
を
行
っ
た
4

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
、
自
動
連
携
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
で
は
７
〜
8
割
の
宿
泊
施
設
の
デ
ー

タ
収
集
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

観
光
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

共
通
基
盤
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
い
ま
、
宿
泊
税
を
導
入
ま
た
は
導
入

を
検
討
す
る
自
治
体
が
全
国
で
増
え
て
お

す
ね
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
実

際
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

畑
中
　
先
ほ
ど
風
見
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
当
時
の
背
景
と
し
て
、
観
光
地
域

づ
く
り
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
の
多
く

は
、
必
ず
し
も
デ
ー
タ
活
用
に
長
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
や
効
果
測

定
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
た
め
の
ツ
ー
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
た
状
態
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
事
業
者
も
、
日
々
の
業
務

に
加
え
て
デ
ー
タ
提
出
を
行
う
こ
と
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
単
な
る
実
証
事
業
の

シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
活
用
さ
れ
る
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
観
光
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
共
通
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
事
業
を
経
て
シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
地
域
で

の
試
行
や
機
能
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
全
国

へ
の
普
及
・
展
開
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

宿
泊
施
設
の
手
間
を

極
力
ゼ
ロ
に

蛯
澤
　
最
初
の
実
証
事
業
は
2
0
2
0
年

度
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
、
福
島
県
福

島
市
、
埼
玉
県
の
秩
父
エ
リ
ア
、
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
で
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
今
年
で
6
年
目
と
な
り
ま

す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
と
共

に
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
大
き
く
分
け
て
3
点
あ
り
ま
す
。
1

点
目
は
、
そ
も
そ
も「
デ
ー
タ
を
見
る
と
は
」、

「
デ
ー
タ
と
は
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
そ
こ
が
ま
ず
一
番
大

変
で
し
た
。
そ
こ
は
観
光
庁
も
同
じ
で
、
画

面
の
操
作
方
法
や
表
示
さ
れ
る
文
言
な
ど
、

私
た
ち
に
す
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
や
り
と

り
を
非
常
に
丁
寧
に
進
め
ま
し
た
。
た
だ
、

シ
ス
テ
ム
側
が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
苦
労
し
た

と
同
時
に
、
大
変
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
集
め
る
と

な
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
し
て
多
く
の
宿
泊

施
設
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の

デ
ー
タ
網
羅
率
を
高
め
る
か
、
そ
し
て
宿
泊

施
設
に
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
個
人
情
報
や
自
身
の
経
営
情

報
が
漏
洩
し
た
り
、
他
の
施
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

見
ら
れ
た
り
し
な
い
か
と
い
う
心
理
的
な
懸

念
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
提
供
の
同
意
を
得
る
う
え
で
も
、
こ
の
点

は
重
要
な
壁
で
し
た
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
提
出
デ
ー
タ
か

ら
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
削
除
す

る
匿
名
加
工
処
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
さ

ら
に
、
シ
ス
テ
ム
上
で
の
閲
覧
範
囲
の
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
仕
組
み
と
安

り
、
私
た
ち
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

で
は
、
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊

税
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
精
緻
な

統
計
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
宿
泊
客
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ー
タ
＊
2 

、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー

タ
＊
3 

が
必
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宿
泊
施
設
が
保
有
し
て
い
る
観
光

客
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る「
宿
泊
デ
ー

タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
で
開
発
し
、
自

治
体
に
提
供
な
さ
っ
て
い
る
2
社
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
宿
泊
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す

る
意
義
、
そ
の
た
め
の
課
題
、
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
は
も
と
も

と
、
2
0
2
0
年
度
に
観
光
庁
が
公
募
し
た

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設

等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」

と
い
う
実
証
事
業
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

宿
泊
費
、
飲
食
費
、
土
産
物
代
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
や
は
り
最
も
大
き
い
の
は
宿
泊

費
で
す
。
日
帰
り
よ
り
も
1
泊
、
1
泊
よ
り

も
連
泊
し
た
ほ
う
が
消
費
額
も
割
合
も
大
き

く
な
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
宿
泊
デ
ー
タ
か

ら
収
集
・
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
然
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
し
て
も
当
然
、
や
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
以
降
、Ｏ
Ｔ
Ａ
＊
5 

が
発

展
し
て
き
た
こ
と
で
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。
旅
行

代
理
店
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
課
題
を
基
点
と
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

よ
っ
て
課
題
を
解
決
し
て
観
光
地
域
を
盛
り

上
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
す
る
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

も
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
観
光
庁
の
事
業
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
や

る
べ
き
意
義
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
、
応
札

を
行
い
、
無
事
に
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

蛯
澤
　
旅
行
に
関
わ
る
一
事
業
体
と
し
て
、

関
わ
る
べ
き
案
件
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

風
見
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
4 

が
主
体
と
な
っ
て
宿
泊
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
事
業
者
を
取
り
ま
と

め
、
来
訪
者
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。
と
い

う
の
も
、
い
ま
や
っ
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
2
0
2
0
年
当
時
は
、
地
域
の
宿
泊
施

設
で
自
社
の
顧
客
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る

例
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
全
体
で
集
約
で
き

て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
担
い
手
の
不
在

で
、
そ
こ
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
べ
き
と
い
う
こ

と
で
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
に

お
い
て
は
、
勘
や
経
験
に
よ
っ
て
意
思
決
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
勘
や
経
験
も
大
事
で
す
が
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
・
実
施

す
る
こ
と
で
、
成
功
率
は
間
違
い
な
く
高
く

な
り
ま
す
。
仮
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ

こ
を
き
ち
ん
と
検
証
で
き
る
と
い
う
強
み
も

あ
り
ま
す
。ま
し
て
、人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
税
収
も
減
り
、
観
光
に
資
す
る
予
算
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
う

有
効
に
使
う
か
を
考
え
る
に
は
や
は
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ

か
り
し
て
、
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
事
業
の
背
景
に
は
、
そ
う
い
う
動
き

を
国
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
中
　
私
た
ち
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
さ
ん
を
主
体
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

応
募
し
ま
し
た
。
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
2
0
1
5
年
の
末
に
、

経
済
産
業
省
の
事
業
と
し
て
一
緒
に
開
発
し

た
、
日
本
全
国
の
市
町
村
単
位
で
宿
泊
動
向

を
把
握
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
は

じ
め
、
複
数
の
デ
ー
タ
関
連
事
業
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

さ
ん
と
連
携
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

を
担
っ
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

と
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
社
会
に

実
装
し
て
い
く
こ
と
へ
の
共
通
認
識
が
あ
り

ま
し
た
。

蛯
澤
　
宿
泊
費
は
、
個
人
単
体
消
費
額
の
中

で
大
部
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
の
で
、

数
あ
る
デ
ー
タ
の
中
で
も
観
光
庁
が
宿
泊
の

デ
ー
タ
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。
観
光
事
業
の
3
つ
の

軸
「
タ
ビ
マ
エ
／
タ
ビ
ナ
カ
／
タ
ビ
ア
ト
」

で
い
う
と
、
観
光
地
域
で
の
消
費
は
タ
ビ
ナ

カ
に
当
た
り
ま
す
。
タ
ビ
ナ
カ
の
消
費
に
は
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に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
た

め
、
そ
う
し
た
活
用
法
を
提
示
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
得
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

畑
中
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
が
何
も
な

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
2
年
目
以
降
は
、
入
湯
税
の
計
算
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
機
能
拡
張
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
う
し
て
4
〜
5
年
が
経
っ
た
い

ま
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
県
や
市
町

単
位
の
自
治
体
な
ど
、
全
国
で
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
地
域
に
ど
ん
な
効
果
が
出
て
い

る
と
実
感
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

畑
中
　
2
0
2
5
年
6
月
時
点
で
、
導
入
地

域
は
28
と
な
り
ま
し
た
。
効
果
に
は
、
デ
ー

タ
や
数
値
で
確
認
で
き
る
「
目
に
見
え
る
も

の
」
と
、
意
識
の
変
化
や
連
携
強
化
と
い
っ

た
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
で
の
目
に
見
え
る

効
果
と
し
て
、
月
次
で
の
宿
泊
実
績
や
予
約

状
況
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
施
策
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す

る
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な

い
効
果
と
し
て
は
、勘
や
経
験
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
現
状
把
握
や
意
思
決
定

へ
の
意
識
が
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
共
通
の
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
関
係
者
間
の
共
通
認
識
醸
成
や
連

携
強
化
に
も
つ
な
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
自
施
設
の
顧
客
層
や
地

域
全
体
と
の
比
較
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
宿
泊

プ
ラ
ン
の
見
直
し
な
ど
に
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
予

約
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
効
果
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
心
理
的

な
抵
抗
が
徐
々
に
薄
れ
、
デ
ー
タ
活
用
と
い

う
概
念
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
お
い
て
、
よ
り
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
選
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
全
体
で
観
光
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
や
可
能
性
に
対
す
る
認
識
が

広
ま
り
、
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
向
け

た
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

風
見
　
特
に
活
用
が
進
ん
で
い
る
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
、
下
呂
温
泉
で
は
、
独
自
の
機
能
改
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、

6
か
月
先
の
予
約
状
況
ま
で
分
か
る
よ
う
に

し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
情
報
を
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
飲
食
店
や
小
売
店
と
い
っ
た
観
光
事
業
者

に
も
共
有
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
配
置
や
在

庫
管
理
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
消

費
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
下
呂
温
泉
で
は
、50
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
全
施
設
が
宿
泊
統
計
調
査
を
下
呂
市
役

所
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
未
参
画
施
設
分
の

宿
泊
統
計
調
査
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
で
は
、
全
施
設

分
の
デ
ー
タ
を
傾
向
値
で
は
な
く
統
計
値
と

し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
な
ど

は
、
使
い
続
け
る
こ
と
で
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
は
予
測
と
検
証
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
先
行
す
る
地
域
が
広
報
と

な
っ
て
、
他
地
域
で
の
導
入
が
進
ん
だ
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
か
。

風
見
　
あ
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
現
在
、
岐

阜
県
で
は
県
全
域
で
導
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
下
呂
温
泉
で

の
活
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
た

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
会
長
が
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

自
動
連
携
の
ほ
か
に
手
入
力
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
連
携
す
る
「
か

ん
た
ん
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」
と
、
施
設
の
状
況

に
合
わ
せ
た
多
様
な
提
出
方
法
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
手
順
も
詳
細
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

風
見
　
ま
た
、
参
画
施
設
に
は
、
地
域
に
お

け
る
自
施
設
の
立
ち
位
置
、
強
み
や
弱
み
が

分
か
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
項
目
ご
と
に
地
域

全
体
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
強
み
を
し
っ
か

り
と
伸
ば
し
、
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

畑
中
　
さ
ら
に
、「
提
出
し
た
デ
ー
タ
か
ら

何
が
読
み
取
れ
る
か
」、「
ど
ん
な
活
用
が
で

き
る
か
」
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
活
用
の
意
義

や
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
の
説

明
会
や
勉
強
会
を
地
域
で
開
催
し
、
デ
ー
タ

か
ら
問
い
を
立
て
、
施
策
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

セ
ス
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
合
意
形
成
が

欠
か
せ
な
い

蛯
澤
　
ま
さ
に
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
部
分

が
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
デ
ー
タ
収
集
の
意
義
に
つ
い

て
地
域
で
の
合
意
形
成
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
対
応
な

さ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
の
事
業

は
地
域
の
合
意
形
成
が
な
い
と
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
実
証
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

比
較
的
、
合
意
形
成
を
得
や
す
か
っ
た
の
は

温
泉
地
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
源
泉
を
複
数

の
施
設
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う
温

泉
地
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宿
泊
デ
ー
タ
に
関
し
て
も
、源
泉
と
同
じ
よ

う
に
地
域
で
共
有
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
風
を
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
が
多
い
地
域
で
は
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
で
働
い
て

お
ら
れ
る
支
配
人
に
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
自
社
の

デ
ー
タ
を
地
域
に
提
供
す
る
場
合
に
は
本
社

の
承
認
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
容
易
に

承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多

い
で
す
。

　
温
泉
地
の
よ
う
に
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ

で
、
デ
ー
タ
を
う
ま
く
収
集
で
き
る
地
域
は
、

デ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
を
活
用
す
る
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い

き
や
す
い
で
す
ね
。
逆
に
合
意
形
成
が
難
し

く
、
協
力
施
設
が
増
え
な
い
地
域
で
は
継
続

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
を
得
て
い
な
い
状
態
で
相

談
が
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
合
意
形
成
が
ゼ
ロ
の
状
態
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
あ
る
程
度

で
き
て
い
る
状
態
で
も
、
地
域
に
あ
る
全
施

設
の
同
意
が
と
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。
実
証
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

下
呂
温
泉
に
関
し
て
も
、
当
初
の
協
力
施
設

は
全
体
の
半
数
以
下
で
し
た
。
た
だ
、
大
規

模
旅
館
の
協
力
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
地

域
の
総
部
屋
数
か
ら
す
る
と
8
割
以
上
の
デ

ー
タ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
の
た
め
に
は
、
説
明
会
な

ど
で
施
設
に
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
と
い

う
段
階
を
踏
む
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
施
設

側
が
一
番
気
に
す
る
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配
事
に
な
る

と
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
先
に
説
明
を
す

る
の
で
、
そ
こ
に
関
し
て
は
確
認
で
済
む
の

で
す
が
、
一
番
の
関
心
事
は
、
宿
泊
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
宿

泊
デ
ー
タ
を
地
域
全
体
で
把
握
し
よ
う
と
い

う
の
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、
自
社
が
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
こ
と
で
は
た
し
て
自
分
た
ち
に

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
質

問
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
1
年
目
は
観
光
庁
の

事
業
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
が
非

常
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
2
年

目
以
降
は
そ
の
実
績
で
、
施
設
側
に
ど
う
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
提
示
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
目
は
施
設
が
自
分

の
デ
ー
タ
と
地
域
の
デ
ー
タ
を
比
較
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
析
か
ら
地
域
来
訪
者

に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
予
約

デ
モ
版
は
す
で
に
用
意
で
き
て
い
て
、
た
と

え
ば
そ
の
地
域
固
有
の
観
光
資
源
や
観
光
計

画
な
ど
を
加
味
さ
せ
て
、
現
状
を
分
析
し
、

ど
う
い
う
施
策
が
い
い
の
か
と
い
う
、
プ
ラ

ン
生
成
ま
で
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
議
論
の
た
た
き
台
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
合
い
の

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
分

析
・
観
光
政
策
提
案
レ

ポ
ー
ト
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る

自
動
生
成
支
援
や
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
観

光
戦
略
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
活

用
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
デ
ー
タ
分
析
に

不
慣
れ
な
地
域
で
も

デ
ー
タ
を
活
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
支
援
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
そ
の
デ
モ
版
で

は
、
個
々
の
施
設
レ
ベ

ル
で
の
プ
ラ
ン
作
成
も

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
仕
組
み
上
は
可

能
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
地
域
に
対
し

て
提
供
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
あ
る
程
度
、
精
度
が
上
が
っ
た
ら
、
次

は
個
別
施
設
向
け
に
と
い
う
発
展
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

川
村
　
次
の
フ
ェ
ー
ズ
で
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
実
現
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の

施
設
側
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
つ
な
が
り

そ
う
で
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
と
き
に
は
、
ベ
ー

ス
と
な
る
デ
ー
タ
に
、
地
域
の
デ
ー
タ
を
加

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
地
域
が
用
意
す
べ
き

デ
ー
タ
、
地
域
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
デ
ー

タ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
そ
も
そ
も
観
光
資
源
の
情
報
を
Ａ
Ｉ

に
渡
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め

の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
観
光

資
源
の
棚
卸
し
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
整
理
を
す

る
の
に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、Ａ
Ｉ

が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
を
深
く
理
解
し
て
、
質

の
高
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
く
れ
る
デ
ィ
ー

プ
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
と
い
う
機
能
を
追
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
流
れ
を

定
期
的
に
追
う
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
入

込
情
報
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」

で
そ
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
に
流
し
込
む
こ
と

で
、
精
度
の
高
い
予
測
や
施
策
立
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
と
し
て
の
観
光
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
、
こ
う
い
う
魅
力
を
押
し
出
し
て
い
き

た
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
、Ａ
Ｉ

も
そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
考
え
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
観
光
資
源
の
棚
卸
し
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
デ
ー
タ
と
考
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
た
と
え
ば
季
節
ご
と
の
客
数
、
で
き

れ
ば
年
間
の
客
数
が
分
か
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

蛯
澤
　
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
人

が
ど
う
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
、
ど
の
く
ら

い
の
時
期
に
来
て
い
る
の
か
と
い
う
、
観
光

資
源
に
付
随
す
る
定
量
的
な
基
礎
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
精
度

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
そ
う
し
て
今
後
、
観
光
分
野
で
の

デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
だ
先
に
思
い
描
い
て
お

ら
れ
る
も
の
、
今
後
の
あ
る
べ
き
展
開
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
今
後
あ
る
べ
き
展
開
と
し
て
は
、
単

に
デ
ー
タ
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
に

関
わ
る
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
よ
り
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な
観

で
し
た
。

　
ま
た
島
根
県
で
は
、
最
初
に
松
江
市
に
導

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
出
雲
市
で
も

導
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
県
内
で

デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
互
い
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
広
域
の
周
遊
状
況
を
お
互
い

が
把
握
し
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

畑
中
　
岐
阜
県
で
い
う
と
、
当
初
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
自
分
の
地
域
の
デ
ー
タ
し
か
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
地
域
ご
と
に
個

別
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
県
全
体
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域
と
地
域

を
比
較
す
る
広
域
連
携
分
析
と
い
う
機
能
も

追
加
し
ま
し
た
。

川
村
　
先
ほ
ど
入
湯
税
の
計
算
に
つ
い
て
の

機
能
拡
充
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ

よ
う
に
地
域
全
体
で
あ
る
程
度
ま
と
め
て

デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

最
近
の
大
き
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
宿
泊
税

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
の
動
き
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

ひ
と
つ
に
、
神
奈
川
県
の
湯
河
原
町
が
あ
り

ま
し
て
、
追
加
機
能
と
し
て
入
湯
税
の
申
告

支
援
機
能
を
実
装
し
て
い
ま
す
。
そ
の
湯
河

原
町
で
は
、
宿
泊
税
に
つ
い
て
2
0
2
6

年
4
月
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
入
湯

税
と
同
じ
よ
う
に
申
告
支
援
機
能
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
、
宿
泊
税
導
入
に
関
わ
る
施
設
側
の
負

担
を
極
力
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

も
、
宿
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

川
村
　
宿
泊
税
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
と
あ
わ

せ
て
提
案
す
る
こ
と
で
、「
宿
泊
デ
ー
タ
分

析
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

デ
ー
タ
の「
収
集
」か
ら

デ
ー
タ
の「
活
用
」へ

蛯
澤
　
そ
う
し
て
、
使
う
と
こ
ろ
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
相
乗
効
果
で
デ
ー

タ
と
デ
ー
タ
の
連
携
や
新
た
な
活
用
法
な

ど
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
高
ま
り
そ
う
で

す
が
、
拡
大
す
る
う
え
で
の
課
題
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
最
大
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
収

集
の
継
続
性
・
網
羅
率
向
上
と
、
そ
の
た
め

の
地
域
主
体
の
働
き
か
け
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
が
デ
ー
タ
収
集
・

蓄
積
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
提

出
が
滞
っ
た
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
の
不

明
率
が
高
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
が

十
分
に
揃
わ
ず
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
活
用
が

進
み
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
れ
は
や
は
り
人
為
的
な
作
業
と
し

て
落
と
し
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の

原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
っ
て
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

日
々
意
識
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
デ
ー
タ
の

精
度
は
確
実
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ

提
出
状
況
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
強
化

や
、
未
提
出
施
設
へ
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル

自
動
送
信
機
能
な
ど
を
通
じ
て
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

デ
ー
タ
収
集
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
い
か
に

「
見
る
」
か
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
観
光
戦

略
策
定
や
宿
泊
施
設
の
経
営
改
善
に「
活
用
」

す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
人

材
不
足
も
課
題
で
す
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
自
治
体
で
も
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
施

策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
育
成
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。
年
に
1
〜
2
回
、
開
催
し
て
い
る

導
入
地
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
で
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見

は
必
ず
挙
が
り
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
施
策
を
示
唆
で
き
る
よ

う
に
し
、
導
入
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
他
の
デ
ー
タ
活

用
で
も
話
題
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
る

側
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
現
に

向
け
て
、
現
状
は
ど
う
い
っ
た
段
階
な
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
実
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
進
め
て
い
る

光
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
規
格
と
し
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
や
連
携
方

法
が
異
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
統
合

す
る
際
の
労
力
と
コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
関
連
デ
ー

タ
の
標
準
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
官
民
連

携
に
よ
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
流
通
ス
キ
ー
ム

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
は
集
め
る
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
か
ら
地
域
の
現
状

や
課
題
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解
き
、

具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
視
点
や

分
析
手
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

風
見
　
本
当
は
、
国
で
ひ
と
つ
決
ま
っ
た
収

集
ツ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
ど
の
地
域
も
そ
れ
を

使
え
ば
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
自
動
連
携
で
き

る
と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
実
現
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
で
は
地

域
同
士
の
連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
ま
た
ぐ
周
遊
観
光
客
を
取
り
込
む

に
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
地
域
の
観
光
客
の
属
性
を
も
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。実
際
に「
宿

泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
地
域
同
士
で
も
、
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
こ
と
で
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

と
考
え
て
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
活
用
が
で
き
た
ら

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中

で
、
日
本
の
観
光
を
支
え
る
の
は
や
は
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
。
2
0
2
4
年
時
点
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
は
、
自
動
車
（
完

成
品
）
に
次
ぐ
8
・
1
兆
円
で
、
観
光
庁
は

2
0
3
0
年
目
標
と
し
て
15
兆
円
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
戦

略
的
な
取
り
組
み
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

が
今
後
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

畑
中
　
観
光
デ
ー
タ
は
、
観
光
分
野
は
も
ち

ろ
ん
地
域
経
済
、ま
ち
づ
く
り
、防
災
、交
通
、

環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題
解

決
に
も
貢
献
し
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
地
域
同
士
の
連
携
に

加
え
て
、
他
分
野
の
デ
ー
タ
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
視
点
で
の
地
域
活
性

化
や
地
域
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
と
も
思

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
展
開
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
が
日

本
の
観
光
地
経
営
の
共
通
言
語
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
デ
ー
タ
と
い
う
羅
針
盤
を

手
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
は
国
全
体
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能

で
質
の
高
い
観
光
立
国
と
し
て
の
成
熟
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
国
が
整
え
る
べ
き
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
現
実
に
対

し
て
、
皆
が
同
じ
目
的
の
下
で
、
活
用
で
き

る
各
地
の
地
盤
、
も
し
く
は
全
国
の
地
盤
を

つ
く
っ
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体

が
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
を
含
め
て
、
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。
私
た
ち

の
研
究
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
性
を
、
地
域
や
施
設
の
方
々
に
丁
寧
に
説

明
し
、
デ
ー
タ
提
供
へ
の
安
心
感
を
得
て
い

た
だ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
苦
労
し
た

点
で
す
。

　
最
後
の
3
点
目
は
、
デ
ー
タ
が
よ
う
や
く

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ふ
た
を
開
け
て
み

た
ら
デ
ー
タ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で

す
。Ｐ
Ｍ
Ｓ
＊
6 

、Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
連
携
対
象
と
な

る
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
形
式
に
標
準
が
な
く

各
社
各
様
で
し
た
し
、
手
作
業
な
ど
で
作
成

さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
も
施
設
ご
と
に
バ

ラ
バ
ラ
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
に
取

り
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
統
計
に

す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
形
式
の
統
一
化
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
施
設
側
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
し
ま
う
と
協
力
を
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

施
設
側
か
ら
は
簡
単
に
提
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
手
間
が
か
か
る
も
の
は
シ
ス
テ
ム
に

隠
す
と
い
う
、
そ
の
複
雑
な
設
計
・
開
発
に

苦
労
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
体
系
だ
っ
て
い
な
い
無
秩
序
な
デ
ー

タ
を
い
か
に
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
苦
心
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

畑
中
　
そ
う
な
ん
で
す
。
実
は
「
観
光
予
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
複
数
の
会
社
か
ら
デ
ー

タ
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
当
然
バ
ラ
バ
ラ

で
。で
も
い
ま
思
え
ば
、バ
ラ
バ
ラ
と
は
い
っ

て
も
エ
ク
セ
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
る
の
で

デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
も
そ
も
表
に
な
っ
て
い
な
い
、
紙
し
か

な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

蛯
澤
　
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
次
元

の
話
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
特
に
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
た
め
に
工
夫
し
た
点
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
ま
ず
、
デ
ー
タ
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
を

極
力
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
見
て

い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
特
に
宿
泊
施

設
向
け
に
は
、
基
本
的
に
は
「
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
」
と
い
う
画
面
の
み
で
、
異
な
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
デ
ー
タ
提
出
が
完
了
す

る
仕
組
み
を
開
発
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
観

光
庁
に
提
出
し
た
最
初
の
も
の
は
、
自
分
の

デ
ー
タ
を
い
っ
た
ん
登
録
す
る
、
プ
ル
ダ
ウ

ン
で
選
択
す
る
、
提
出
す
る
と
い
う
3
つ
く

ら
い
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
画
面
に
ボ
ッ
ク
ス
が
ひ
と
つ
だ
け

あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
れ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
直
感
的
に
で
き
る
作
業
で
、
施
設
側

の
負
担
は
最
小
限
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

畑
中
　
は
い
。
そ
う
し
て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
結
果
、
初
期
の
段
階
か
ら
こ
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
は
ク
リ
ア
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
し

た
も
う
ひ
と
つ
の
工
夫
が
、Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
＊
7 

と
の
自
動
連
携
の

仕
組
み
で
す
。
デ
ー
タ
提
供
へ
の
同
意
さ
え

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
は

何
も
す
る
必
要
が
な
く
、
シ
ス
テ
ム
間
で

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
連
携
し
ま
す
。

　
た
だ
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
日
本
中
に
あ
る

す
べ
て
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
種
類
以

上
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
最
初
に
実
証
事
業
を
行
っ
た
4

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
、
自
動
連
携
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
で
は
７
〜
8
割
の
宿
泊
施
設
の
デ
ー

タ
収
集
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

観
光
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

共
通
基
盤
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
い
ま
、
宿
泊
税
を
導
入
ま
た
は
導
入

を
検
討
す
る
自
治
体
が
全
国
で
増
え
て
お

す
ね
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
実

際
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

畑
中
　
先
ほ
ど
風
見
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
当
時
の
背
景
と
し
て
、
観
光
地
域

づ
く
り
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
の
多
く

は
、
必
ず
し
も
デ
ー
タ
活
用
に
長
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
や
効
果
測

定
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
た
め
の
ツ
ー
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
た
状
態
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
事
業
者
も
、
日
々
の
業
務

に
加
え
て
デ
ー
タ
提
出
を
行
う
こ
と
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
単
な
る
実
証
事
業
の

シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
活
用
さ
れ
る
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
観
光
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
共
通
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
事
業
を
経
て
シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
地
域
で

の
試
行
や
機
能
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
全
国

へ
の
普
及
・
展
開
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

宿
泊
施
設
の
手
間
を

極
力
ゼ
ロ
に

蛯
澤
　
最
初
の
実
証
事
業
は
2
0
2
0
年

度
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
、
福
島
県
福

島
市
、
埼
玉
県
の
秩
父
エ
リ
ア
、
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
で
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
今
年
で
6
年
目
と
な
り
ま

す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
と
共

に
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
大
き
く
分
け
て
3
点
あ
り
ま
す
。
1

点
目
は
、
そ
も
そ
も「
デ
ー
タ
を
見
る
と
は
」、

「
デ
ー
タ
と
は
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
そ
こ
が
ま
ず
一
番
大

変
で
し
た
。
そ
こ
は
観
光
庁
も
同
じ
で
、
画

面
の
操
作
方
法
や
表
示
さ
れ
る
文
言
な
ど
、

私
た
ち
に
す
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
や
り
と

り
を
非
常
に
丁
寧
に
進
め
ま
し
た
。
た
だ
、

シ
ス
テ
ム
側
が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
苦
労
し
た

と
同
時
に
、
大
変
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
集
め
る
と

な
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
し
て
多
く
の
宿
泊

施
設
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の

デ
ー
タ
網
羅
率
を
高
め
る
か
、
そ
し
て
宿
泊

施
設
に
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
個
人
情
報
や
自
身
の
経
営
情

報
が
漏
洩
し
た
り
、
他
の
施
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

見
ら
れ
た
り
し
な
い
か
と
い
う
心
理
的
な
懸

念
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
提
供
の
同
意
を
得
る
う
え
で
も
、
こ
の
点

は
重
要
な
壁
で
し
た
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
提
出
デ
ー
タ
か

ら
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
削
除
す

る
匿
名
加
工
処
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
さ

ら
に
、
シ
ス
テ
ム
上
で
の
閲
覧
範
囲
の
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
仕
組
み
と
安

り
、
私
た
ち
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

で
は
、
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊

税
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
精
緻
な

統
計
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
宿
泊
客
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ー
タ
＊
2 

、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー

タ
＊
3 

が
必
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宿
泊
施
設
が
保
有
し
て
い
る
観
光

客
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る「
宿
泊
デ
ー

タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
で
開
発
し
、
自

治
体
に
提
供
な
さ
っ
て
い
る
2
社
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
宿
泊
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す

る
意
義
、
そ
の
た
め
の
課
題
、
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
は
も
と
も

と
、
2
0
2
0
年
度
に
観
光
庁
が
公
募
し
た

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設

等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」

と
い
う
実
証
事
業
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

宿
泊
費
、
飲
食
費
、
土
産
物
代
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
や
は
り
最
も
大
き
い
の
は
宿
泊

費
で
す
。
日
帰
り
よ
り
も
1
泊
、
1
泊
よ
り

も
連
泊
し
た
ほ
う
が
消
費
額
も
割
合
も
大
き

く
な
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
宿
泊
デ
ー
タ
か

ら
収
集
・
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
然
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
し
て
も
当
然
、
や
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
以
降
、Ｏ
Ｔ
Ａ
＊
5 

が
発

展
し
て
き
た
こ
と
で
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。
旅
行

代
理
店
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
課
題
を
基
点
と
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

よ
っ
て
課
題
を
解
決
し
て
観
光
地
域
を
盛
り

上
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
す
る
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

も
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
観
光
庁
の
事
業
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
や

る
べ
き
意
義
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
、
応
札

を
行
い
、
無
事
に
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

蛯
澤
　
旅
行
に
関
わ
る
一
事
業
体
と
し
て
、

関
わ
る
べ
き
案
件
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

風
見
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
4 

が
主
体
と
な
っ
て
宿
泊
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
事
業
者
を
取
り
ま
と

め
、
来
訪
者
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。
と
い

う
の
も
、
い
ま
や
っ
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
2
0
2
0
年
当
時
は
、
地
域
の
宿
泊
施

設
で
自
社
の
顧
客
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る

例
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
全
体
で
集
約
で
き

て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
担
い
手
の
不
在

で
、
そ
こ
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
べ
き
と
い
う
こ

と
で
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
に

お
い
て
は
、
勘
や
経
験
に
よ
っ
て
意
思
決
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
勘
や
経
験
も
大
事
で
す
が
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
・
実
施

す
る
こ
と
で
、
成
功
率
は
間
違
い
な
く
高
く

な
り
ま
す
。
仮
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ

こ
を
き
ち
ん
と
検
証
で
き
る
と
い
う
強
み
も

あ
り
ま
す
。ま
し
て
、人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
税
収
も
減
り
、
観
光
に
資
す
る
予
算
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
う

有
効
に
使
う
か
を
考
え
る
に
は
や
は
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ

か
り
し
て
、
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
事
業
の
背
景
に
は
、
そ
う
い
う
動
き

を
国
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
中
　
私
た
ち
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
さ
ん
を
主
体
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

応
募
し
ま
し
た
。
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
2
0
1
5
年
の
末
に
、

経
済
産
業
省
の
事
業
と
し
て
一
緒
に
開
発
し

た
、
日
本
全
国
の
市
町
村
単
位
で
宿
泊
動
向

を
把
握
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
は

じ
め
、
複
数
の
デ
ー
タ
関
連
事
業
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

さ
ん
と
連
携
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

を
担
っ
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

と
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
社
会
に

実
装
し
て
い
く
こ
と
へ
の
共
通
認
識
が
あ
り

ま
し
た
。

蛯
澤
　
宿
泊
費
は
、
個
人
単
体
消
費
額
の
中

で
大
部
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
の
で
、

数
あ
る
デ
ー
タ
の
中
で
も
観
光
庁
が
宿
泊
の

デ
ー
タ
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。
観
光
事
業
の
3
つ
の

軸
「
タ
ビ
マ
エ
／
タ
ビ
ナ
カ
／
タ
ビ
ア
ト
」

で
い
う
と
、
観
光
地
域
で
の
消
費
は
タ
ビ
ナ

カ
に
当
た
り
ま
す
。
タ
ビ
ナ
カ
の
消
費
に
は
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に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
た

め
、
そ
う
し
た
活
用
法
を
提
示
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
得
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

畑
中
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
が
何
も
な

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
2
年
目
以
降
は
、
入
湯
税
の
計
算
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
機
能
拡
張
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
う
し
て
4
〜
5
年
が
経
っ
た
い

ま
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
県
や
市
町

単
位
の
自
治
体
な
ど
、
全
国
で
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
地
域
に
ど
ん
な
効
果
が
出
て
い

る
と
実
感
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

畑
中
　
2
0
2
5
年
6
月
時
点
で
、
導
入
地

域
は
28
と
な
り
ま
し
た
。
効
果
に
は
、
デ
ー

タ
や
数
値
で
確
認
で
き
る
「
目
に
見
え
る
も

の
」
と
、
意
識
の
変
化
や
連
携
強
化
と
い
っ

た
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
で
の
目
に
見
え
る

効
果
と
し
て
、
月
次
で
の
宿
泊
実
績
や
予
約

状
況
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
施
策
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す

る
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な

い
効
果
と
し
て
は
、勘
や
経
験
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
現
状
把
握
や
意
思
決
定

へ
の
意
識
が
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
共
通
の
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
関
係
者
間
の
共
通
認
識
醸
成
や
連

携
強
化
に
も
つ
な
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
自
施
設
の
顧
客
層
や
地

域
全
体
と
の
比
較
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
宿
泊

プ
ラ
ン
の
見
直
し
な
ど
に
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
予

約
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
効
果
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
心
理
的

な
抵
抗
が
徐
々
に
薄
れ
、
デ
ー
タ
活
用
と
い

う
概
念
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
お
い
て
、
よ
り
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
選
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
全
体
で
観
光
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
や
可
能
性
に
対
す
る
認
識
が

広
ま
り
、
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
向
け

た
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

風
見
　
特
に
活
用
が
進
ん
で
い
る
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
、
下
呂
温
泉
で
は
、
独
自
の
機
能
改
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、

6
か
月
先
の
予
約
状
況
ま
で
分
か
る
よ
う
に

し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
情
報
を
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
飲
食
店
や
小
売
店
と
い
っ
た
観
光
事
業
者

に
も
共
有
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
配
置
や
在

庫
管
理
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
消

費
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
下
呂
温
泉
で
は
、50
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
全
施
設
が
宿
泊
統
計
調
査
を
下
呂
市
役

所
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
未
参
画
施
設
分
の

宿
泊
統
計
調
査
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
で
は
、
全
施
設

分
の
デ
ー
タ
を
傾
向
値
で
は
な
く
統
計
値
と

し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
な
ど

は
、
使
い
続
け
る
こ
と
で
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
は
予
測
と
検
証
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
先
行
す
る
地
域
が
広
報
と

な
っ
て
、
他
地
域
で
の
導
入
が
進
ん
だ
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
か
。

風
見
　
あ
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
現
在
、
岐

阜
県
で
は
県
全
域
で
導
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
下
呂
温
泉
で

の
活
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
た

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
会
長
が
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

自
動
連
携
の
ほ
か
に
手
入
力
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
連
携
す
る
「
か

ん
た
ん
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」
と
、
施
設
の
状
況

に
合
わ
せ
た
多
様
な
提
出
方
法
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
手
順
も
詳
細
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

風
見
　
ま
た
、
参
画
施
設
に
は
、
地
域
に
お

け
る
自
施
設
の
立
ち
位
置
、
強
み
や
弱
み
が

分
か
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
項
目
ご
と
に
地
域

全
体
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
強
み
を
し
っ
か

り
と
伸
ば
し
、
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

畑
中
　
さ
ら
に
、「
提
出
し
た
デ
ー
タ
か
ら

何
が
読
み
取
れ
る
か
」、「
ど
ん
な
活
用
が
で

き
る
か
」
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
活
用
の
意
義

や
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
の
説

明
会
や
勉
強
会
を
地
域
で
開
催
し
、
デ
ー
タ

か
ら
問
い
を
立
て
、
施
策
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

セ
ス
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
合
意
形
成
が

欠
か
せ
な
い

蛯
澤
　
ま
さ
に
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
部
分

が
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
デ
ー
タ
収
集
の
意
義
に
つ
い

て
地
域
で
の
合
意
形
成
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
対
応
な

さ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
の
事
業

は
地
域
の
合
意
形
成
が
な
い
と
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
実
証
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

比
較
的
、
合
意
形
成
を
得
や
す
か
っ
た
の
は

温
泉
地
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
源
泉
を
複
数

の
施
設
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う
温

泉
地
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宿
泊
デ
ー
タ
に
関
し
て
も
、源
泉
と
同
じ
よ

う
に
地
域
で
共
有
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
風
を
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
が
多
い
地
域
で
は
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
で
働
い
て

お
ら
れ
る
支
配
人
に
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
自
社
の

デ
ー
タ
を
地
域
に
提
供
す
る
場
合
に
は
本
社

の
承
認
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
容
易
に

承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多

い
で
す
。

　
温
泉
地
の
よ
う
に
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ

で
、
デ
ー
タ
を
う
ま
く
収
集
で
き
る
地
域
は
、

デ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
を
活
用
す
る
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い

き
や
す
い
で
す
ね
。
逆
に
合
意
形
成
が
難
し

く
、
協
力
施
設
が
増
え
な
い
地
域
で
は
継
続

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
を
得
て
い
な
い
状
態
で
相

談
が
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
合
意
形
成
が
ゼ
ロ
の
状
態
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
あ
る
程
度

で
き
て
い
る
状
態
で
も
、
地
域
に
あ
る
全
施

設
の
同
意
が
と
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。
実
証
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

下
呂
温
泉
に
関
し
て
も
、
当
初
の
協
力
施
設

は
全
体
の
半
数
以
下
で
し
た
。
た
だ
、
大
規

模
旅
館
の
協
力
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
地

域
の
総
部
屋
数
か
ら
す
る
と
8
割
以
上
の
デ

ー
タ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
の
た
め
に
は
、
説
明
会
な

ど
で
施
設
に
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
と
い

う
段
階
を
踏
む
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
施
設

側
が
一
番
気
に
す
る
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配
事
に
な
る

と
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
先
に
説
明
を
す

る
の
で
、
そ
こ
に
関
し
て
は
確
認
で
済
む
の

で
す
が
、
一
番
の
関
心
事
は
、
宿
泊
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
宿

泊
デ
ー
タ
を
地
域
全
体
で
把
握
し
よ
う
と
い

う
の
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、
自
社
が
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
こ
と
で
は
た
し
て
自
分
た
ち
に

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
質

問
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
1
年
目
は
観
光
庁
の

事
業
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
が
非

常
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
2
年

目
以
降
は
そ
の
実
績
で
、
施
設
側
に
ど
う
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
提
示
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
目
は
施
設
が
自
分

の
デ
ー
タ
と
地
域
の
デ
ー
タ
を
比
較
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
析
か
ら
地
域
来
訪
者

に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
予
約

デ
モ
版
は
す
で
に
用
意
で
き
て
い
て
、
た
と

え
ば
そ
の
地
域
固
有
の
観
光
資
源
や
観
光
計

画
な
ど
を
加
味
さ
せ
て
、
現
状
を
分
析
し
、

ど
う
い
う
施
策
が
い
い
の
か
と
い
う
、
プ
ラ

ン
生
成
ま
で
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
議
論
の
た
た
き
台
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
合
い
の

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
分

析
・
観
光
政
策
提
案
レ

ポ
ー
ト
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る

自
動
生
成
支
援
や
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
観

光
戦
略
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
活

用
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
デ
ー
タ
分
析
に

不
慣
れ
な
地
域
で
も

デ
ー
タ
を
活
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
支
援
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
そ
の
デ
モ
版
で

は
、
個
々
の
施
設
レ
ベ

ル
で
の
プ
ラ
ン
作
成
も

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
仕
組
み
上
は
可

能
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
地
域
に
対
し

て
提
供
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
あ
る
程
度
、
精
度
が
上
が
っ
た
ら
、
次

は
個
別
施
設
向
け
に
と
い
う
発
展
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

川
村
　
次
の
フ
ェ
ー
ズ
で
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
実
現
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の

施
設
側
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
つ
な
が
り

そ
う
で
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
と
き
に
は
、
ベ
ー

ス
と
な
る
デ
ー
タ
に
、
地
域
の
デ
ー
タ
を
加

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
地
域
が
用
意
す
べ
き

デ
ー
タ
、
地
域
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
デ
ー

タ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
そ
も
そ
も
観
光
資
源
の
情
報
を
Ａ
Ｉ

に
渡
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め

の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
観
光

資
源
の
棚
卸
し
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
整
理
を
す

る
の
に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、Ａ
Ｉ

が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
を
深
く
理
解
し
て
、
質

の
高
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
く
れ
る
デ
ィ
ー

プ
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
と
い
う
機
能
を
追
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
流
れ
を

定
期
的
に
追
う
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
入

込
情
報
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」

で
そ
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
に
流
し
込
む
こ
と

で
、
精
度
の
高
い
予
測
や
施
策
立
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
と
し
て
の
観
光
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
、
こ
う
い
う
魅
力
を
押
し
出
し
て
い
き

た
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
、Ａ
Ｉ

も
そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
考
え
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
観
光
資
源
の
棚
卸
し
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
デ
ー
タ
と
考
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
た
と
え
ば
季
節
ご
と
の
客
数
、
で
き

れ
ば
年
間
の
客
数
が
分
か
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

蛯
澤
　
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
人

が
ど
う
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
、
ど
の
く
ら

い
の
時
期
に
来
て
い
る
の
か
と
い
う
、
観
光

資
源
に
付
随
す
る
定
量
的
な
基
礎
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
精
度

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
そ
う
し
て
今
後
、
観
光
分
野
で
の

デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
だ
先
に
思
い
描
い
て
お

ら
れ
る
も
の
、
今
後
の
あ
る
べ
き
展
開
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
今
後
あ
る
べ
き
展
開
と
し
て
は
、
単

に
デ
ー
タ
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
に

関
わ
る
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
よ
り
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な
観

で
し
た
。

　
ま
た
島
根
県
で
は
、
最
初
に
松
江
市
に
導

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
出
雲
市
で
も

導
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
県
内
で

デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
互
い
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
広
域
の
周
遊
状
況
を
お
互
い

が
把
握
し
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

畑
中
　
岐
阜
県
で
い
う
と
、
当
初
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
自
分
の
地
域
の
デ
ー
タ
し
か
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
地
域
ご
と
に
個

別
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
県
全
体
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域
と
地
域

を
比
較
す
る
広
域
連
携
分
析
と
い
う
機
能
も

追
加
し
ま
し
た
。

川
村
　
先
ほ
ど
入
湯
税
の
計
算
に
つ
い
て
の

機
能
拡
充
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ

よ
う
に
地
域
全
体
で
あ
る
程
度
ま
と
め
て

デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

最
近
の
大
き
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
宿
泊
税

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
の
動
き
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

ひ
と
つ
に
、
神
奈
川
県
の
湯
河
原
町
が
あ
り

ま
し
て
、
追
加
機
能
と
し
て
入
湯
税
の
申
告

支
援
機
能
を
実
装
し
て
い
ま
す
。
そ
の
湯
河

原
町
で
は
、
宿
泊
税
に
つ
い
て
2
0
2
6

年
4
月
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
入
湯

税
と
同
じ
よ
う
に
申
告
支
援
機
能
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
、
宿
泊
税
導
入
に
関
わ
る
施
設
側
の
負

担
を
極
力
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

も
、
宿
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

川
村
　
宿
泊
税
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
と
あ
わ

せ
て
提
案
す
る
こ
と
で
、「
宿
泊
デ
ー
タ
分

析
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

デ
ー
タ
の「
収
集
」か
ら

デ
ー
タ
の「
活
用
」へ

蛯
澤
　
そ
う
し
て
、
使
う
と
こ
ろ
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
相
乗
効
果
で
デ
ー

タ
と
デ
ー
タ
の
連
携
や
新
た
な
活
用
法
な

ど
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
高
ま
り
そ
う
で

す
が
、
拡
大
す
る
う
え
で
の
課
題
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
最
大
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
収

集
の
継
続
性
・
網
羅
率
向
上
と
、
そ
の
た
め

の
地
域
主
体
の
働
き
か
け
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
が
デ
ー
タ
収
集
・

蓄
積
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
提

出
が
滞
っ
た
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
の
不

明
率
が
高
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
が

十
分
に
揃
わ
ず
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
活
用
が

進
み
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
れ
は
や
は
り
人
為
的
な
作
業
と
し

て
落
と
し
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の

原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
っ
て
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

日
々
意
識
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
デ
ー
タ
の

精
度
は
確
実
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ

提
出
状
況
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
強
化

や
、
未
提
出
施
設
へ
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル

自
動
送
信
機
能
な
ど
を
通
じ
て
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

デ
ー
タ
収
集
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
い
か
に

「
見
る
」
か
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
観
光
戦

略
策
定
や
宿
泊
施
設
の
経
営
改
善
に「
活
用
」

す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
人

材
不
足
も
課
題
で
す
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
自
治
体
で
も
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
施

策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
育
成
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。
年
に
1
〜
2
回
、
開
催
し
て
い
る

導
入
地
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
で
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見

は
必
ず
挙
が
り
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
施
策
を
示
唆
で
き
る
よ

う
に
し
、
導
入
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
他
の
デ
ー
タ
活

用
で
も
話
題
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
る

側
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
現
に

向
け
て
、
現
状
は
ど
う
い
っ
た
段
階
な
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
実
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
進
め
て
い
る

光
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
規
格
と
し
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
や
連
携
方

法
が
異
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
統
合

す
る
際
の
労
力
と
コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
関
連
デ
ー

タ
の
標
準
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
官
民
連

携
に
よ
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
流
通
ス
キ
ー
ム

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
は
集
め
る
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
か
ら
地
域
の
現
状

や
課
題
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解
き
、

具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
視
点
や

分
析
手
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

風
見
　
本
当
は
、
国
で
ひ
と
つ
決
ま
っ
た
収

集
ツ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
ど
の
地
域
も
そ
れ
を

使
え
ば
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
自
動
連
携
で
き

る
と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
実
現
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
で
は
地

域
同
士
の
連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
ま
た
ぐ
周
遊
観
光
客
を
取
り
込
む

に
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
地
域
の
観
光
客
の
属
性
を
も
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。実
際
に「
宿

泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
地
域
同
士
で
も
、
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
こ
と
で
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

と
考
え
て
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
活
用
が
で
き
た
ら

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中

で
、
日
本
の
観
光
を
支
え
る
の
は
や
は
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
。
2
0
2
4
年
時
点
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
は
、
自
動
車
（
完

成
品
）
に
次
ぐ
8
・
1
兆
円
で
、
観
光
庁
は

2
0
3
0
年
目
標
と
し
て
15
兆
円
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
戦

略
的
な
取
り
組
み
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

が
今
後
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

畑
中
　
観
光
デ
ー
タ
は
、
観
光
分
野
は
も
ち

ろ
ん
地
域
経
済
、ま
ち
づ
く
り
、防
災
、交
通
、

環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題
解

決
に
も
貢
献
し
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
地
域
同
士
の
連
携
に

加
え
て
、
他
分
野
の
デ
ー
タ
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
視
点
で
の
地
域
活
性

化
や
地
域
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
と
も
思

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
展
開
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
が
日

本
の
観
光
地
経
営
の
共
通
言
語
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
デ
ー
タ
と
い
う
羅
針
盤
を

手
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
は
国
全
体
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能

で
質
の
高
い
観
光
立
国
と
し
て
の
成
熟
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
国
が
整
え
る
べ
き
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
現
実
に
対

し
て
、
皆
が
同
じ
目
的
の
下
で
、
活
用
で
き

る
各
地
の
地
盤
、
も
し
く
は
全
国
の
地
盤
を

つ
く
っ
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体

が
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
を
含
め
て
、
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。
私
た
ち

の
研
究
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
性
を
、
地
域
や
施
設
の
方
々
に
丁
寧
に
説

明
し
、
デ
ー
タ
提
供
へ
の
安
心
感
を
得
て
い

た
だ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
苦
労
し
た

点
で
す
。

　
最
後
の
3
点
目
は
、
デ
ー
タ
が
よ
う
や
く

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ふ
た
を
開
け
て
み

た
ら
デ
ー
タ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で

す
。Ｐ
Ｍ
Ｓ
＊
6 

、Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
連
携
対
象
と
な

る
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
形
式
に
標
準
が
な
く

各
社
各
様
で
し
た
し
、
手
作
業
な
ど
で
作
成

さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
も
施
設
ご
と
に
バ

ラ
バ
ラ
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
に
取

り
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
統
計
に

す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
形
式
の
統
一
化
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
施
設
側
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
し
ま
う
と
協
力
を
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

施
設
側
か
ら
は
簡
単
に
提
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
手
間
が
か
か
る
も
の
は
シ
ス
テ
ム
に

隠
す
と
い
う
、
そ
の
複
雑
な
設
計
・
開
発
に

苦
労
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
体
系
だ
っ
て
い
な
い
無
秩
序
な
デ
ー

タ
を
い
か
に
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
苦
心
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

畑
中
　
そ
う
な
ん
で
す
。
実
は
「
観
光
予
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
複
数
の
会
社
か
ら
デ
ー

タ
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
当
然
バ
ラ
バ
ラ

で
。で
も
い
ま
思
え
ば
、バ
ラ
バ
ラ
と
は
い
っ

て
も
エ
ク
セ
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
る
の
で

デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
も
そ
も
表
に
な
っ
て
い
な
い
、
紙
し
か

な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

蛯
澤
　
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
次
元

の
話
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
特
に
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
た
め
に
工
夫
し
た
点
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
ま
ず
、
デ
ー
タ
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
を

極
力
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
見
て

い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
特
に
宿
泊
施

設
向
け
に
は
、
基
本
的
に
は
「
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
」
と
い
う
画
面
の
み
で
、
異
な
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
デ
ー
タ
提
出
が
完
了
す

る
仕
組
み
を
開
発
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
観

光
庁
に
提
出
し
た
最
初
の
も
の
は
、
自
分
の

デ
ー
タ
を
い
っ
た
ん
登
録
す
る
、
プ
ル
ダ
ウ

ン
で
選
択
す
る
、
提
出
す
る
と
い
う
3
つ
く

ら
い
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
画
面
に
ボ
ッ
ク
ス
が
ひ
と
つ
だ
け

あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
れ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
直
感
的
に
で
き
る
作
業
で
、
施
設
側

の
負
担
は
最
小
限
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

畑
中
　
は
い
。
そ
う
し
て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
結
果
、
初
期
の
段
階
か
ら
こ
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
は
ク
リ
ア
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
し

た
も
う
ひ
と
つ
の
工
夫
が
、Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
＊
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と
の
自
動
連
携
の

仕
組
み
で
す
。
デ
ー
タ
提
供
へ
の
同
意
さ
え

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
は

何
も
す
る
必
要
が
な
く
、
シ
ス
テ
ム
間
で

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
連
携
し
ま
す
。

　
た
だ
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
日
本
中
に
あ
る

す
べ
て
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
種
類
以

上
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
最
初
に
実
証
事
業
を
行
っ
た
4

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
、
自
動
連
携
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
で
は
７
〜
8
割
の
宿
泊
施
設
の
デ
ー

タ
収
集
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

観
光
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

共
通
基
盤
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
い
ま
、
宿
泊
税
を
導
入
ま
た
は
導
入

を
検
討
す
る
自
治
体
が
全
国
で
増
え
て
お

す
ね
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
実

際
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

畑
中
　
先
ほ
ど
風
見
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
当
時
の
背
景
と
し
て
、
観
光
地
域

づ
く
り
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
の
多
く

は
、
必
ず
し
も
デ
ー
タ
活
用
に
長
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
や
効
果
測

定
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
た
め
の
ツ
ー
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
た
状
態
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
事
業
者
も
、
日
々
の
業
務

に
加
え
て
デ
ー
タ
提
出
を
行
う
こ
と
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
単
な
る
実
証
事
業
の

シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
活
用
さ
れ
る
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
観
光
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
共
通
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
事
業
を
経
て
シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
地
域
で

の
試
行
や
機
能
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
全
国

へ
の
普
及
・
展
開
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

宿
泊
施
設
の
手
間
を

極
力
ゼ
ロ
に

蛯
澤
　
最
初
の
実
証
事
業
は
2
0
2
0
年

度
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
、
福
島
県
福

島
市
、
埼
玉
県
の
秩
父
エ
リ
ア
、
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
で
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
今
年
で
6
年
目
と
な
り
ま

す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
と
共

に
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
大
き
く
分
け
て
3
点
あ
り
ま
す
。
1

点
目
は
、
そ
も
そ
も「
デ
ー
タ
を
見
る
と
は
」、

「
デ
ー
タ
と
は
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
そ
こ
が
ま
ず
一
番
大

変
で
し
た
。
そ
こ
は
観
光
庁
も
同
じ
で
、
画

面
の
操
作
方
法
や
表
示
さ
れ
る
文
言
な
ど
、

私
た
ち
に
す
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
や
り
と

り
を
非
常
に
丁
寧
に
進
め
ま
し
た
。
た
だ
、

シ
ス
テ
ム
側
が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
苦
労
し
た

と
同
時
に
、
大
変
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
集
め
る
と

な
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
し
て
多
く
の
宿
泊

施
設
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の

デ
ー
タ
網
羅
率
を
高
め
る
か
、
そ
し
て
宿
泊

施
設
に
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
個
人
情
報
や
自
身
の
経
営
情

報
が
漏
洩
し
た
り
、
他
の
施
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

見
ら
れ
た
り
し
な
い
か
と
い
う
心
理
的
な
懸

念
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
提
供
の
同
意
を
得
る
う
え
で
も
、
こ
の
点

は
重
要
な
壁
で
し
た
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
提
出
デ
ー
タ
か

ら
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
削
除
す

る
匿
名
加
工
処
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
さ

ら
に
、
シ
ス
テ
ム
上
で
の
閲
覧
範
囲
の
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
仕
組
み
と
安

り
、
私
た
ち
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

で
は
、
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊

税
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
精
緻
な

統
計
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
宿
泊
客
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ー
タ
＊
2 

、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー

タ
＊
3 

が
必
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宿
泊
施
設
が
保
有
し
て
い
る
観
光

客
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る「
宿
泊
デ
ー

タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
で
開
発
し
、
自

治
体
に
提
供
な
さ
っ
て
い
る
2
社
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
宿
泊
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す

る
意
義
、
そ
の
た
め
の
課
題
、
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
は
も
と
も

と
、
2
0
2
0
年
度
に
観
光
庁
が
公
募
し
た

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設

等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」

と
い
う
実
証
事
業
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

宿
泊
費
、
飲
食
費
、
土
産
物
代
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
や
は
り
最
も
大
き
い
の
は
宿
泊

費
で
す
。
日
帰
り
よ
り
も
1
泊
、
1
泊
よ
り

も
連
泊
し
た
ほ
う
が
消
費
額
も
割
合
も
大
き

く
な
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
宿
泊
デ
ー
タ
か

ら
収
集
・
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
然
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
し
て
も
当
然
、
や
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
以
降
、Ｏ
Ｔ
Ａ
＊
5 

が
発

展
し
て
き
た
こ
と
で
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。
旅
行

代
理
店
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
課
題
を
基
点
と
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

よ
っ
て
課
題
を
解
決
し
て
観
光
地
域
を
盛
り

上
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
す
る
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

も
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
観
光
庁
の
事
業
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
や

る
べ
き
意
義
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
、
応
札

を
行
い
、
無
事
に
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

蛯
澤
　
旅
行
に
関
わ
る
一
事
業
体
と
し
て
、

関
わ
る
べ
き
案
件
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

風
見
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
4 

が
主
体
と
な
っ
て
宿
泊
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
事
業
者
を
取
り
ま
と

め
、
来
訪
者
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。
と
い

う
の
も
、
い
ま
や
っ
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
2
0
2
0
年
当
時
は
、
地
域
の
宿
泊
施

設
で
自
社
の
顧
客
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る

例
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
全
体
で
集
約
で
き

て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
担
い
手
の
不
在

で
、
そ
こ
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
べ
き
と
い
う
こ

と
で
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
に

お
い
て
は
、
勘
や
経
験
に
よ
っ
て
意
思
決
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
勘
や
経
験
も
大
事
で
す
が
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
・
実
施

す
る
こ
と
で
、
成
功
率
は
間
違
い
な
く
高
く

な
り
ま
す
。
仮
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ

こ
を
き
ち
ん
と
検
証
で
き
る
と
い
う
強
み
も

あ
り
ま
す
。ま
し
て
、人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
税
収
も
減
り
、
観
光
に
資
す
る
予
算
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
う

有
効
に
使
う
か
を
考
え
る
に
は
や
は
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ

か
り
し
て
、
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
事
業
の
背
景
に
は
、
そ
う
い
う
動
き

を
国
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
中
　
私
た
ち
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
さ
ん
を
主
体
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

応
募
し
ま
し
た
。
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
2
0
1
5
年
の
末
に
、

経
済
産
業
省
の
事
業
と
し
て
一
緒
に
開
発
し

た
、
日
本
全
国
の
市
町
村
単
位
で
宿
泊
動
向

を
把
握
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
は

じ
め
、
複
数
の
デ
ー
タ
関
連
事
業
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

さ
ん
と
連
携
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

を
担
っ
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

と
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
社
会
に

実
装
し
て
い
く
こ
と
へ
の
共
通
認
識
が
あ
り

ま
し
た
。

蛯
澤
　
宿
泊
費
は
、
個
人
単
体
消
費
額
の
中

で
大
部
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
の
で
、

数
あ
る
デ
ー
タ
の
中
で
も
観
光
庁
が
宿
泊
の

デ
ー
タ
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。
観
光
事
業
の
3
つ
の

軸
「
タ
ビ
マ
エ
／
タ
ビ
ナ
カ
／
タ
ビ
ア
ト
」

で
い
う
と
、
観
光
地
域
で
の
消
費
は
タ
ビ
ナ

カ
に
当
た
り
ま
す
。
タ
ビ
ナ
カ
の
消
費
に
は
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に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
た

め
、
そ
う
し
た
活
用
法
を
提
示
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
得
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

畑
中
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
が
何
も
な

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
2
年
目
以
降
は
、
入
湯
税
の
計
算
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
機
能
拡
張
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
う
し
て
4
〜
5
年
が
経
っ
た
い

ま
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
県
や
市
町

単
位
の
自
治
体
な
ど
、
全
国
で
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
地
域
に
ど
ん
な
効
果
が
出
て
い

る
と
実
感
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

畑
中
　
2
0
2
5
年
6
月
時
点
で
、
導
入
地

域
は
28
と
な
り
ま
し
た
。
効
果
に
は
、
デ
ー

タ
や
数
値
で
確
認
で
き
る
「
目
に
見
え
る
も

の
」
と
、
意
識
の
変
化
や
連
携
強
化
と
い
っ

た
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
で
の
目
に
見
え
る

効
果
と
し
て
、
月
次
で
の
宿
泊
実
績
や
予
約

状
況
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
施
策
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す

る
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な

い
効
果
と
し
て
は
、勘
や
経
験
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
現
状
把
握
や
意
思
決
定

へ
の
意
識
が
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
共
通
の
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
関
係
者
間
の
共
通
認
識
醸
成
や
連

携
強
化
に
も
つ
な
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
自
施
設
の
顧
客
層
や
地

域
全
体
と
の
比
較
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
宿
泊

プ
ラ
ン
の
見
直
し
な
ど
に
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
予

約
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
効
果
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
心
理
的

な
抵
抗
が
徐
々
に
薄
れ
、
デ
ー
タ
活
用
と
い

う
概
念
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
お
い
て
、
よ
り
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
選
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
全
体
で
観
光
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
や
可
能
性
に
対
す
る
認
識
が

広
ま
り
、
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
向
け

た
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

風
見
　
特
に
活
用
が
進
ん
で
い
る
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
、
下
呂
温
泉
で
は
、
独
自
の
機
能
改
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、

6
か
月
先
の
予
約
状
況
ま
で
分
か
る
よ
う
に

し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
情
報
を
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
飲
食
店
や
小
売
店
と
い
っ
た
観
光
事
業
者

に
も
共
有
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
配
置
や
在

庫
管
理
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
消

費
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
下
呂
温
泉
で
は
、50
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
全
施
設
が
宿
泊
統
計
調
査
を
下
呂
市
役

所
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
未
参
画
施
設
分
の

宿
泊
統
計
調
査
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
で
は
、
全
施
設

分
の
デ
ー
タ
を
傾
向
値
で
は
な
く
統
計
値
と

し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
な
ど

は
、
使
い
続
け
る
こ
と
で
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
は
予
測
と
検
証
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
先
行
す
る
地
域
が
広
報
と

な
っ
て
、
他
地
域
で
の
導
入
が
進
ん
だ
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
か
。

風
見
　
あ
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
現
在
、
岐

阜
県
で
は
県
全
域
で
導
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
下
呂
温
泉
で

の
活
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
た

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
会
長
が
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

自
動
連
携
の
ほ
か
に
手
入
力
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
連
携
す
る
「
か

ん
た
ん
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」
と
、
施
設
の
状
況

に
合
わ
せ
た
多
様
な
提
出
方
法
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
手
順
も
詳
細
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

風
見
　
ま
た
、
参
画
施
設
に
は
、
地
域
に
お

け
る
自
施
設
の
立
ち
位
置
、
強
み
や
弱
み
が

分
か
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
項
目
ご
と
に
地
域

全
体
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
強
み
を
し
っ
か

り
と
伸
ば
し
、
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

畑
中
　
さ
ら
に
、「
提
出
し
た
デ
ー
タ
か
ら

何
が
読
み
取
れ
る
か
」、「
ど
ん
な
活
用
が
で

き
る
か
」
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
活
用
の
意
義

や
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
の
説

明
会
や
勉
強
会
を
地
域
で
開
催
し
、
デ
ー
タ

か
ら
問
い
を
立
て
、
施
策
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

セ
ス
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
合
意
形
成
が

欠
か
せ
な
い

蛯
澤
　
ま
さ
に
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
部
分

が
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
デ
ー
タ
収
集
の
意
義
に
つ
い

て
地
域
で
の
合
意
形
成
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
対
応
な

さ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
の
事
業

は
地
域
の
合
意
形
成
が
な
い
と
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
実
証
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

比
較
的
、
合
意
形
成
を
得
や
す
か
っ
た
の
は

温
泉
地
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
源
泉
を
複
数

の
施
設
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う
温

泉
地
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宿
泊
デ
ー
タ
に
関
し
て
も
、源
泉
と
同
じ
よ

う
に
地
域
で
共
有
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
風
を
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
が
多
い
地
域
で
は
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
で
働
い
て

お
ら
れ
る
支
配
人
に
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
自
社
の

デ
ー
タ
を
地
域
に
提
供
す
る
場
合
に
は
本
社

の
承
認
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
容
易
に

承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多

い
で
す
。

　
温
泉
地
の
よ
う
に
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ

で
、
デ
ー
タ
を
う
ま
く
収
集
で
き
る
地
域
は
、

デ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
を
活
用
す
る
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い

き
や
す
い
で
す
ね
。
逆
に
合
意
形
成
が
難
し

く
、
協
力
施
設
が
増
え
な
い
地
域
で
は
継
続

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
を
得
て
い
な
い
状
態
で
相

談
が
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
合
意
形
成
が
ゼ
ロ
の
状
態
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
あ
る
程
度

で
き
て
い
る
状
態
で
も
、
地
域
に
あ
る
全
施

設
の
同
意
が
と
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。
実
証
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

下
呂
温
泉
に
関
し
て
も
、
当
初
の
協
力
施
設

は
全
体
の
半
数
以
下
で
し
た
。
た
だ
、
大
規

模
旅
館
の
協
力
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
地

域
の
総
部
屋
数
か
ら
す
る
と
8
割
以
上
の
デ

ー
タ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
の
た
め
に
は
、
説
明
会
な

ど
で
施
設
に
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
と
い

う
段
階
を
踏
む
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
施
設

側
が
一
番
気
に
す
る
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配
事
に
な
る

と
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
先
に
説
明
を
す

る
の
で
、
そ
こ
に
関
し
て
は
確
認
で
済
む
の

で
す
が
、
一
番
の
関
心
事
は
、
宿
泊
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
宿

泊
デ
ー
タ
を
地
域
全
体
で
把
握
し
よ
う
と
い

う
の
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、
自
社
が
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
こ
と
で
は
た
し
て
自
分
た
ち
に

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
質

問
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
1
年
目
は
観
光
庁
の

事
業
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
が
非

常
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
2
年

目
以
降
は
そ
の
実
績
で
、
施
設
側
に
ど
う
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
提
示
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
目
は
施
設
が
自
分

の
デ
ー
タ
と
地
域
の
デ
ー
タ
を
比
較
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
析
か
ら
地
域
来
訪
者

に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
予
約

デ
モ
版
は
す
で
に
用
意
で
き
て
い
て
、
た
と

え
ば
そ
の
地
域
固
有
の
観
光
資
源
や
観
光
計

画
な
ど
を
加
味
さ
せ
て
、
現
状
を
分
析
し
、

ど
う
い
う
施
策
が
い
い
の
か
と
い
う
、
プ
ラ

ン
生
成
ま
で
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
議
論
の
た
た
き
台
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
合
い
の

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
分

析
・
観
光
政
策
提
案
レ

ポ
ー
ト
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る

自
動
生
成
支
援
や
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
観

光
戦
略
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
活

用
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
デ
ー
タ
分
析
に

不
慣
れ
な
地
域
で
も

デ
ー
タ
を
活
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
支
援
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
そ
の
デ
モ
版
で

は
、
個
々
の
施
設
レ
ベ

ル
で
の
プ
ラ
ン
作
成
も

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
仕
組
み
上
は
可

能
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
地
域
に
対
し

て
提
供
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
あ
る
程
度
、
精
度
が
上
が
っ
た
ら
、
次

は
個
別
施
設
向
け
に
と
い
う
発
展
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

川
村
　
次
の
フ
ェ
ー
ズ
で
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
実
現
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の

施
設
側
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
つ
な
が
り

そ
う
で
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
と
き
に
は
、
ベ
ー

ス
と
な
る
デ
ー
タ
に
、
地
域
の
デ
ー
タ
を
加

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
地
域
が
用
意
す
べ
き

デ
ー
タ
、
地
域
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
デ
ー

タ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
そ
も
そ
も
観
光
資
源
の
情
報
を
Ａ
Ｉ

に
渡
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め

の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
観
光

資
源
の
棚
卸
し
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
整
理
を
す

る
の
に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、Ａ
Ｉ

が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
を
深
く
理
解
し
て
、
質

の
高
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
く
れ
る
デ
ィ
ー

プ
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
と
い
う
機
能
を
追
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
流
れ
を

定
期
的
に
追
う
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
入

込
情
報
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」

で
そ
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
に
流
し
込
む
こ
と

で
、
精
度
の
高
い
予
測
や
施
策
立
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
と
し
て
の
観
光
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
、
こ
う
い
う
魅
力
を
押
し
出
し
て
い
き

た
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
、Ａ
Ｉ

も
そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
考
え
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
観
光
資
源
の
棚
卸
し
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
デ
ー
タ
と
考
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
た
と
え
ば
季
節
ご
と
の
客
数
、
で
き

れ
ば
年
間
の
客
数
が
分
か
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

蛯
澤
　
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
人

が
ど
う
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
、
ど
の
く
ら

い
の
時
期
に
来
て
い
る
の
か
と
い
う
、
観
光

資
源
に
付
随
す
る
定
量
的
な
基
礎
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
精
度

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
そ
う
し
て
今
後
、
観
光
分
野
で
の

デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
だ
先
に
思
い
描
い
て
お

ら
れ
る
も
の
、
今
後
の
あ
る
べ
き
展
開
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
今
後
あ
る
べ
き
展
開
と
し
て
は
、
単

に
デ
ー
タ
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
に

関
わ
る
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
よ
り
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な
観

で
し
た
。

　
ま
た
島
根
県
で
は
、
最
初
に
松
江
市
に
導

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
出
雲
市
で
も

導
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
県
内
で

デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
互
い
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
広
域
の
周
遊
状
況
を
お
互
い

が
把
握
し
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

畑
中
　
岐
阜
県
で
い
う
と
、
当
初
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
自
分
の
地
域
の
デ
ー
タ
し
か
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
地
域
ご
と
に
個

別
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
県
全
体
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域
と
地
域

を
比
較
す
る
広
域
連
携
分
析
と
い
う
機
能
も

追
加
し
ま
し
た
。

川
村
　
先
ほ
ど
入
湯
税
の
計
算
に
つ
い
て
の

機
能
拡
充
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ

よ
う
に
地
域
全
体
で
あ
る
程
度
ま
と
め
て

デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

最
近
の
大
き
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
宿
泊
税

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
の
動
き
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

ひ
と
つ
に
、
神
奈
川
県
の
湯
河
原
町
が
あ
り

ま
し
て
、
追
加
機
能
と
し
て
入
湯
税
の
申
告

支
援
機
能
を
実
装
し
て
い
ま
す
。
そ
の
湯
河

原
町
で
は
、
宿
泊
税
に
つ
い
て
2
0
2
6

年
4
月
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
入
湯

税
と
同
じ
よ
う
に
申
告
支
援
機
能
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
、
宿
泊
税
導
入
に
関
わ
る
施
設
側
の
負

担
を
極
力
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

も
、
宿
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

川
村
　
宿
泊
税
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
と
あ
わ

せ
て
提
案
す
る
こ
と
で
、「
宿
泊
デ
ー
タ
分

析
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

デ
ー
タ
の「
収
集
」か
ら

デ
ー
タ
の「
活
用
」へ

蛯
澤
　
そ
う
し
て
、
使
う
と
こ
ろ
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
相
乗
効
果
で
デ
ー

タ
と
デ
ー
タ
の
連
携
や
新
た
な
活
用
法
な

ど
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
高
ま
り
そ
う
で

す
が
、
拡
大
す
る
う
え
で
の
課
題
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
最
大
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
収

集
の
継
続
性
・
網
羅
率
向
上
と
、
そ
の
た
め

の
地
域
主
体
の
働
き
か
け
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
が
デ
ー
タ
収
集
・

蓄
積
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
提

出
が
滞
っ
た
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
の
不

明
率
が
高
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
が

十
分
に
揃
わ
ず
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
活
用
が

進
み
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
れ
は
や
は
り
人
為
的
な
作
業
と
し

て
落
と
し
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の

原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
っ
て
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

日
々
意
識
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
デ
ー
タ
の

精
度
は
確
実
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ

提
出
状
況
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
強
化

や
、
未
提
出
施
設
へ
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル

自
動
送
信
機
能
な
ど
を
通
じ
て
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

デ
ー
タ
収
集
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
い
か
に

「
見
る
」
か
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
観
光
戦

略
策
定
や
宿
泊
施
設
の
経
営
改
善
に「
活
用
」

す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
人

材
不
足
も
課
題
で
す
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
自
治
体
で
も
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
施

策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
育
成
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。
年
に
1
〜
2
回
、
開
催
し
て
い
る

導
入
地
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
で
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見

は
必
ず
挙
が
り
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
施
策
を
示
唆
で
き
る
よ

う
に
し
、
導
入
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
他
の
デ
ー
タ
活

用
で
も
話
題
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
る

側
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
現
に

向
け
て
、
現
状
は
ど
う
い
っ
た
段
階
な
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
実
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
進
め
て
い
る

光
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
規
格
と
し
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
や
連
携
方

法
が
異
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
統
合

す
る
際
の
労
力
と
コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
関
連
デ
ー

タ
の
標
準
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
官
民
連

携
に
よ
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
流
通
ス
キ
ー
ム

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
は
集
め
る
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
か
ら
地
域
の
現
状

や
課
題
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解
き
、

具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
視
点
や

分
析
手
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

風
見
　
本
当
は
、
国
で
ひ
と
つ
決
ま
っ
た
収

集
ツ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
ど
の
地
域
も
そ
れ
を

使
え
ば
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
自
動
連
携
で
き

る
と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
実
現
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
で
は
地

域
同
士
の
連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
ま
た
ぐ
周
遊
観
光
客
を
取
り
込
む

に
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
地
域
の
観
光
客
の
属
性
を
も
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。実
際
に「
宿

泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
地
域
同
士
で
も
、
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
こ
と
で
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

と
考
え
て
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
活
用
が
で
き
た
ら

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中

で
、
日
本
の
観
光
を
支
え
る
の
は
や
は
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
。
2
0
2
4
年
時
点
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
は
、
自
動
車
（
完

成
品
）
に
次
ぐ
8
・
1
兆
円
で
、
観
光
庁
は

2
0
3
0
年
目
標
と
し
て
15
兆
円
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
戦

略
的
な
取
り
組
み
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

が
今
後
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

畑
中
　
観
光
デ
ー
タ
は
、
観
光
分
野
は
も
ち

ろ
ん
地
域
経
済
、ま
ち
づ
く
り
、防
災
、交
通
、

環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題
解

決
に
も
貢
献
し
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
地
域
同
士
の
連
携
に

加
え
て
、
他
分
野
の
デ
ー
タ
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
視
点
で
の
地
域
活
性

化
や
地
域
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
と
も
思

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
展
開
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
が
日

本
の
観
光
地
経
営
の
共
通
言
語
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
デ
ー
タ
と
い
う
羅
針
盤
を

手
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
は
国
全
体
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能

で
質
の
高
い
観
光
立
国
と
し
て
の
成
熟
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
国
が
整
え
る
べ
き
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
現
実
に
対

し
て
、
皆
が
同
じ
目
的
の
下
で
、
活
用
で
き

る
各
地
の
地
盤
、
も
し
く
は
全
国
の
地
盤
を

つ
く
っ
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体

が
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
を
含
め
て
、
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。
私
た
ち

の
研
究
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
性
を
、
地
域
や
施
設
の
方
々
に
丁
寧
に
説

明
し
、
デ
ー
タ
提
供
へ
の
安
心
感
を
得
て
い

た
だ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
苦
労
し
た

点
で
す
。

　
最
後
の
3
点
目
は
、
デ
ー
タ
が
よ
う
や
く

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ふ
た
を
開
け
て
み

た
ら
デ
ー
タ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で

す
。Ｐ
Ｍ
Ｓ
＊
6 

、Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
連
携
対
象
と
な

る
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
形
式
に
標
準
が
な
く

各
社
各
様
で
し
た
し
、
手
作
業
な
ど
で
作
成

さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
も
施
設
ご
と
に
バ

ラ
バ
ラ
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
に
取

り
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
統
計
に

す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
形
式
の
統
一
化
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
施
設
側
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
し
ま
う
と
協
力
を
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

施
設
側
か
ら
は
簡
単
に
提
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
手
間
が
か
か
る
も
の
は
シ
ス
テ
ム
に

隠
す
と
い
う
、
そ
の
複
雑
な
設
計
・
開
発
に

苦
労
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
体
系
だ
っ
て
い
な
い
無
秩
序
な
デ
ー

タ
を
い
か
に
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
苦
心
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

畑
中
　
そ
う
な
ん
で
す
。
実
は
「
観
光
予
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
複
数
の
会
社
か
ら
デ
ー

タ
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
当
然
バ
ラ
バ
ラ

で
。で
も
い
ま
思
え
ば
、バ
ラ
バ
ラ
と
は
い
っ

て
も
エ
ク
セ
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
る
の
で

デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
も
そ
も
表
に
な
っ
て
い
な
い
、
紙
し
か

な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

蛯
澤
　
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
次
元

の
話
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
特
に
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
た
め
に
工
夫
し
た
点
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
ま
ず
、
デ
ー
タ
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
を

極
力
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
見
て

い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
特
に
宿
泊
施

設
向
け
に
は
、
基
本
的
に
は
「
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
」
と
い
う
画
面
の
み
で
、
異
な
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
デ
ー
タ
提
出
が
完
了
す

る
仕
組
み
を
開
発
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
観

光
庁
に
提
出
し
た
最
初
の
も
の
は
、
自
分
の

デ
ー
タ
を
い
っ
た
ん
登
録
す
る
、
プ
ル
ダ
ウ

ン
で
選
択
す
る
、
提
出
す
る
と
い
う
3
つ
く

ら
い
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
画
面
に
ボ
ッ
ク
ス
が
ひ
と
つ
だ
け

あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
れ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
直
感
的
に
で
き
る
作
業
で
、
施
設
側

の
負
担
は
最
小
限
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

畑
中
　
は
い
。
そ
う
し
て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
結
果
、
初
期
の
段
階
か
ら
こ
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
は
ク
リ
ア
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
し

た
も
う
ひ
と
つ
の
工
夫
が
、Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
＊
7 

と
の
自
動
連
携
の

仕
組
み
で
す
。
デ
ー
タ
提
供
へ
の
同
意
さ
え

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
は

何
も
す
る
必
要
が
な
く
、
シ
ス
テ
ム
間
で

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
連
携
し
ま
す
。

　
た
だ
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
日
本
中
に
あ
る

す
べ
て
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
種
類
以

上
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
最
初
に
実
証
事
業
を
行
っ
た
4

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
、
自
動
連
携
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
で
は
７
〜
8
割
の
宿
泊
施
設
の
デ
ー

タ
収
集
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

観
光
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

共
通
基
盤
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
い
ま
、
宿
泊
税
を
導
入
ま
た
は
導
入

を
検
討
す
る
自
治
体
が
全
国
で
増
え
て
お

す
ね
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
実

際
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

畑
中
　
先
ほ
ど
風
見
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
当
時
の
背
景
と
し
て
、
観
光
地
域

づ
く
り
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
の
多
く

は
、
必
ず
し
も
デ
ー
タ
活
用
に
長
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
や
効
果
測

定
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
た
め
の
ツ
ー
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
た
状
態
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
事
業
者
も
、
日
々
の
業
務

に
加
え
て
デ
ー
タ
提
出
を
行
う
こ
と
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
単
な
る
実
証
事
業
の

シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
活
用
さ
れ
る
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
観
光
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
共
通
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
事
業
を
経
て
シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
地
域
で

の
試
行
や
機
能
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
全
国

へ
の
普
及
・
展
開
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

宿
泊
施
設
の
手
間
を

極
力
ゼ
ロ
に

蛯
澤
　
最
初
の
実
証
事
業
は
2
0
2
0
年

度
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
、
福
島
県
福

島
市
、
埼
玉
県
の
秩
父
エ
リ
ア
、
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
で
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
今
年
で
6
年
目
と
な
り
ま

す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
と
共

に
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
大
き
く
分
け
て
3
点
あ
り
ま
す
。
1

点
目
は
、
そ
も
そ
も「
デ
ー
タ
を
見
る
と
は
」、

「
デ
ー
タ
と
は
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
そ
こ
が
ま
ず
一
番
大

変
で
し
た
。
そ
こ
は
観
光
庁
も
同
じ
で
、
画

面
の
操
作
方
法
や
表
示
さ
れ
る
文
言
な
ど
、

私
た
ち
に
す
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
や
り
と

り
を
非
常
に
丁
寧
に
進
め
ま
し
た
。
た
だ
、

シ
ス
テ
ム
側
が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
苦
労
し
た

と
同
時
に
、
大
変
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
集
め
る
と

な
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
し
て
多
く
の
宿
泊

施
設
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の

デ
ー
タ
網
羅
率
を
高
め
る
か
、
そ
し
て
宿
泊

施
設
に
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
個
人
情
報
や
自
身
の
経
営
情

報
が
漏
洩
し
た
り
、
他
の
施
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

見
ら
れ
た
り
し
な
い
か
と
い
う
心
理
的
な
懸

念
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
提
供
の
同
意
を
得
る
う
え
で
も
、
こ
の
点

は
重
要
な
壁
で
し
た
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
提
出
デ
ー
タ
か

ら
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
削
除
す

る
匿
名
加
工
処
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
さ

ら
に
、
シ
ス
テ
ム
上
で
の
閲
覧
範
囲
の
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
仕
組
み
と
安

り
、
私
た
ち
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

で
は
、
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊

税
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
精
緻
な

統
計
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
宿
泊
客
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ー
タ
＊
2 

、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー

タ
＊
3 

が
必
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宿
泊
施
設
が
保
有
し
て
い
る
観
光

客
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る「
宿
泊
デ
ー

タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
で
開
発
し
、
自

治
体
に
提
供
な
さ
っ
て
い
る
2
社
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
宿
泊
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す

る
意
義
、
そ
の
た
め
の
課
題
、
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
は
も
と
も

と
、
2
0
2
0
年
度
に
観
光
庁
が
公
募
し
た

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設

等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」

と
い
う
実
証
事
業
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

宿
泊
費
、
飲
食
費
、
土
産
物
代
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
や
は
り
最
も
大
き
い
の
は
宿
泊

費
で
す
。
日
帰
り
よ
り
も
1
泊
、
1
泊
よ
り

も
連
泊
し
た
ほ
う
が
消
費
額
も
割
合
も
大
き

く
な
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
宿
泊
デ
ー
タ
か

ら
収
集
・
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
然
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
し
て
も
当
然
、
や
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
以
降
、Ｏ
Ｔ
Ａ
＊
5 

が
発

展
し
て
き
た
こ
と
で
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。
旅
行

代
理
店
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
課
題
を
基
点
と
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

よ
っ
て
課
題
を
解
決
し
て
観
光
地
域
を
盛
り

上
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
す
る
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

も
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
観
光
庁
の
事
業
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
や

る
べ
き
意
義
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
、
応
札

を
行
い
、
無
事
に
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

蛯
澤
　
旅
行
に
関
わ
る
一
事
業
体
と
し
て
、

関
わ
る
べ
き
案
件
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

風
見
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
4 

が
主
体
と
な
っ
て
宿
泊
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
事
業
者
を
取
り
ま
と

め
、
来
訪
者
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。
と
い

う
の
も
、
い
ま
や
っ
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
2
0
2
0
年
当
時
は
、
地
域
の
宿
泊
施

設
で
自
社
の
顧
客
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る

例
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
全
体
で
集
約
で
き

て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
担
い
手
の
不
在

で
、
そ
こ
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
べ
き
と
い
う
こ

と
で
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
に

お
い
て
は
、
勘
や
経
験
に
よ
っ
て
意
思
決
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
勘
や
経
験
も
大
事
で
す
が
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
・
実
施

す
る
こ
と
で
、
成
功
率
は
間
違
い
な
く
高
く

な
り
ま
す
。
仮
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ

こ
を
き
ち
ん
と
検
証
で
き
る
と
い
う
強
み
も

あ
り
ま
す
。ま
し
て
、人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
税
収
も
減
り
、
観
光
に
資
す
る
予
算
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
う

有
効
に
使
う
か
を
考
え
る
に
は
や
は
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ

か
り
し
て
、
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
事
業
の
背
景
に
は
、
そ
う
い
う
動
き

を
国
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
中
　
私
た
ち
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
さ
ん
を
主
体
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

応
募
し
ま
し
た
。
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
2
0
1
5
年
の
末
に
、

経
済
産
業
省
の
事
業
と
し
て
一
緒
に
開
発
し

た
、
日
本
全
国
の
市
町
村
単
位
で
宿
泊
動
向

を
把
握
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
は

じ
め
、
複
数
の
デ
ー
タ
関
連
事
業
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

さ
ん
と
連
携
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

を
担
っ
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

と
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
社
会
に

実
装
し
て
い
く
こ
と
へ
の
共
通
認
識
が
あ
り

ま
し
た
。

蛯
澤
　
宿
泊
費
は
、
個
人
単
体
消
費
額
の
中

で
大
部
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
の
で
、

数
あ
る
デ
ー
タ
の
中
で
も
観
光
庁
が
宿
泊
の

デ
ー
タ
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。
観
光
事
業
の
3
つ
の

軸
「
タ
ビ
マ
エ
／
タ
ビ
ナ
カ
／
タ
ビ
ア
ト
」

で
い
う
と
、
観
光
地
域
で
の
消
費
は
タ
ビ
ナ

カ
に
当
た
り
ま
す
。
タ
ビ
ナ
カ
の
消
費
に
は

宿泊・回遊データの最前線、観光客の足跡を語る…座談会 ❷3



に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
た

め
、
そ
う
し
た
活
用
法
を
提
示
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
得
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

畑
中
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
が
何
も
な

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
2
年
目
以
降
は
、
入
湯
税
の
計
算
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
機
能
拡
張
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
う
し
て
4
〜
5
年
が
経
っ
た
い

ま
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
県
や
市
町

単
位
の
自
治
体
な
ど
、
全
国
で
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
地
域
に
ど
ん
な
効
果
が
出
て
い

る
と
実
感
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

畑
中
　
2
0
2
5
年
6
月
時
点
で
、
導
入
地

域
は
28
と
な
り
ま
し
た
。
効
果
に
は
、
デ
ー

タ
や
数
値
で
確
認
で
き
る
「
目
に
見
え
る
も

の
」
と
、
意
識
の
変
化
や
連
携
強
化
と
い
っ

た
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
で
の
目
に
見
え
る

効
果
と
し
て
、
月
次
で
の
宿
泊
実
績
や
予
約

状
況
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
施
策
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す

る
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な

い
効
果
と
し
て
は
、勘
や
経
験
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
現
状
把
握
や
意
思
決
定

へ
の
意
識
が
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
共
通
の
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
関
係
者
間
の
共
通
認
識
醸
成
や
連

携
強
化
に
も
つ
な
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
自
施
設
の
顧
客
層
や
地

域
全
体
と
の
比
較
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
宿
泊

プ
ラ
ン
の
見
直
し
な
ど
に
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
予

約
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
効
果
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
心
理
的

な
抵
抗
が
徐
々
に
薄
れ
、
デ
ー
タ
活
用
と
い

う
概
念
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
お
い
て
、
よ
り
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
選
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
全
体
で
観
光
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
や
可
能
性
に
対
す
る
認
識
が

広
ま
り
、
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
向
け

た
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

風
見
　
特
に
活
用
が
進
ん
で
い
る
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
、
下
呂
温
泉
で
は
、
独
自
の
機
能
改
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、

6
か
月
先
の
予
約
状
況
ま
で
分
か
る
よ
う
に

し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
情
報
を
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
飲
食
店
や
小
売
店
と
い
っ
た
観
光
事
業
者

に
も
共
有
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
配
置
や
在

庫
管
理
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
消

費
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
下
呂
温
泉
で
は
、50
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
全
施
設
が
宿
泊
統
計
調
査
を
下
呂
市
役

所
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
未
参
画
施
設
分
の

宿
泊
統
計
調
査
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
で
は
、
全
施
設

分
の
デ
ー
タ
を
傾
向
値
で
は
な
く
統
計
値
と

し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
な
ど

は
、
使
い
続
け
る
こ
と
で
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
は
予
測
と
検
証
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
先
行
す
る
地
域
が
広
報
と

な
っ
て
、
他
地
域
で
の
導
入
が
進
ん
だ
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
か
。

風
見
　
あ
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
現
在
、
岐

阜
県
で
は
県
全
域
で
導
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
下
呂
温
泉
で

の
活
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
た

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
会
長
が
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

自
動
連
携
の
ほ
か
に
手
入
力
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
連
携
す
る
「
か

ん
た
ん
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」
と
、
施
設
の
状
況

に
合
わ
せ
た
多
様
な
提
出
方
法
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
手
順
も
詳
細
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

風
見
　
ま
た
、
参
画
施
設
に
は
、
地
域
に
お

け
る
自
施
設
の
立
ち
位
置
、
強
み
や
弱
み
が

分
か
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
項
目
ご
と
に
地
域

全
体
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
強
み
を
し
っ
か

り
と
伸
ば
し
、
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

畑
中
　
さ
ら
に
、「
提
出
し
た
デ
ー
タ
か
ら

何
が
読
み
取
れ
る
か
」、「
ど
ん
な
活
用
が
で

き
る
か
」
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
活
用
の
意
義

や
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
の
説

明
会
や
勉
強
会
を
地
域
で
開
催
し
、
デ
ー
タ

か
ら
問
い
を
立
て
、
施
策
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

セ
ス
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
合
意
形
成
が

欠
か
せ
な
い

蛯
澤
　
ま
さ
に
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
部
分

が
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
デ
ー
タ
収
集
の
意
義
に
つ
い

て
地
域
で
の
合
意
形
成
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
対
応
な

さ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
の
事
業

は
地
域
の
合
意
形
成
が
な
い
と
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
実
証
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

比
較
的
、
合
意
形
成
を
得
や
す
か
っ
た
の
は

温
泉
地
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
源
泉
を
複
数

の
施
設
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う
温

泉
地
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宿
泊
デ
ー
タ
に
関
し
て
も
、源
泉
と
同
じ
よ

う
に
地
域
で
共
有
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
風
を
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
が
多
い
地
域
で
は
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
で
働
い
て

お
ら
れ
る
支
配
人
に
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
自
社
の

デ
ー
タ
を
地
域
に
提
供
す
る
場
合
に
は
本
社

の
承
認
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
容
易
に

承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多

い
で
す
。

　
温
泉
地
の
よ
う
に
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ

で
、
デ
ー
タ
を
う
ま
く
収
集
で
き
る
地
域
は
、

デ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
を
活
用
す
る
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い

き
や
す
い
で
す
ね
。
逆
に
合
意
形
成
が
難
し

く
、
協
力
施
設
が
増
え
な
い
地
域
で
は
継
続

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
を
得
て
い
な
い
状
態
で
相

談
が
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
合
意
形
成
が
ゼ
ロ
の
状
態
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
あ
る
程
度

で
き
て
い
る
状
態
で
も
、
地
域
に
あ
る
全
施

設
の
同
意
が
と
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。
実
証
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

下
呂
温
泉
に
関
し
て
も
、
当
初
の
協
力
施
設

は
全
体
の
半
数
以
下
で
し
た
。
た
だ
、
大
規

模
旅
館
の
協
力
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
地

域
の
総
部
屋
数
か
ら
す
る
と
8
割
以
上
の
デ

ー
タ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
の
た
め
に
は
、
説
明
会
な

ど
で
施
設
に
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
と
い

う
段
階
を
踏
む
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
施
設

側
が
一
番
気
に
す
る
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配
事
に
な
る

と
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
先
に
説
明
を
す

る
の
で
、
そ
こ
に
関
し
て
は
確
認
で
済
む
の

で
す
が
、
一
番
の
関
心
事
は
、
宿
泊
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
宿

泊
デ
ー
タ
を
地
域
全
体
で
把
握
し
よ
う
と
い

う
の
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、
自
社
が
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
こ
と
で
は
た
し
て
自
分
た
ち
に

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
質

問
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
1
年
目
は
観
光
庁
の

事
業
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
が
非

常
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
2
年

目
以
降
は
そ
の
実
績
で
、
施
設
側
に
ど
う
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
提
示
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
目
は
施
設
が
自
分

の
デ
ー
タ
と
地
域
の
デ
ー
タ
を
比
較
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
析
か
ら
地
域
来
訪
者

に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
予
約

デ
モ
版
は
す
で
に
用
意
で
き
て
い
て
、
た
と

え
ば
そ
の
地
域
固
有
の
観
光
資
源
や
観
光
計

画
な
ど
を
加
味
さ
せ
て
、
現
状
を
分
析
し
、

ど
う
い
う
施
策
が
い
い
の
か
と
い
う
、
プ
ラ

ン
生
成
ま
で
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
議
論
の
た
た
き
台
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
合
い
の

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
分

析
・
観
光
政
策
提
案
レ

ポ
ー
ト
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る

自
動
生
成
支
援
や
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
観

光
戦
略
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
活

用
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
デ
ー
タ
分
析
に

不
慣
れ
な
地
域
で
も

デ
ー
タ
を
活
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
支
援
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
そ
の
デ
モ
版
で

は
、
個
々
の
施
設
レ
ベ

ル
で
の
プ
ラ
ン
作
成
も

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
仕
組
み
上
は
可

能
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
地
域
に
対
し

て
提
供
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
あ
る
程
度
、
精
度
が
上
が
っ
た
ら
、
次

は
個
別
施
設
向
け
に
と
い
う
発
展
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

川
村
　
次
の
フ
ェ
ー
ズ
で
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
実
現
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の

施
設
側
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
つ
な
が
り

そ
う
で
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
と
き
に
は
、
ベ
ー

ス
と
な
る
デ
ー
タ
に
、
地
域
の
デ
ー
タ
を
加

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
地
域
が
用
意
す
べ
き

デ
ー
タ
、
地
域
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
デ
ー

タ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
そ
も
そ
も
観
光
資
源
の
情
報
を
Ａ
Ｉ

に
渡
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め

の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
観
光

資
源
の
棚
卸
し
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
整
理
を
す

る
の
に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、Ａ
Ｉ

が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
を
深
く
理
解
し
て
、
質

の
高
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
く
れ
る
デ
ィ
ー

プ
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
と
い
う
機
能
を
追
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
流
れ
を

定
期
的
に
追
う
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
入

込
情
報
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」

で
そ
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
に
流
し
込
む
こ
と

で
、
精
度
の
高
い
予
測
や
施
策
立
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
と
し
て
の
観
光
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
、
こ
う
い
う
魅
力
を
押
し
出
し
て
い
き

た
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
、Ａ
Ｉ

も
そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
考
え
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
観
光
資
源
の
棚
卸
し
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
デ
ー
タ
と
考
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
た
と
え
ば
季
節
ご
と
の
客
数
、
で
き

れ
ば
年
間
の
客
数
が
分
か
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

蛯
澤
　
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
人

が
ど
う
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
、
ど
の
く
ら

い
の
時
期
に
来
て
い
る
の
か
と
い
う
、
観
光

資
源
に
付
随
す
る
定
量
的
な
基
礎
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
精
度

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
そ
う
し
て
今
後
、
観
光
分
野
で
の

デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
だ
先
に
思
い
描
い
て
お

ら
れ
る
も
の
、
今
後
の
あ
る
べ
き
展
開
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
今
後
あ
る
べ
き
展
開
と
し
て
は
、
単

に
デ
ー
タ
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
に

関
わ
る
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
よ
り
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な
観

で
し
た
。

　
ま
た
島
根
県
で
は
、
最
初
に
松
江
市
に
導

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
出
雲
市
で
も

導
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
県
内
で

デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
互
い
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
広
域
の
周
遊
状
況
を
お
互
い

が
把
握
し
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

畑
中
　
岐
阜
県
で
い
う
と
、
当
初
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
自
分
の
地
域
の
デ
ー
タ
し
か
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
地
域
ご
と
に
個

別
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
県
全
体
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域
と
地
域

を
比
較
す
る
広
域
連
携
分
析
と
い
う
機
能
も

追
加
し
ま
し
た
。

川
村
　
先
ほ
ど
入
湯
税
の
計
算
に
つ
い
て
の

機
能
拡
充
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ

よ
う
に
地
域
全
体
で
あ
る
程
度
ま
と
め
て

デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

最
近
の
大
き
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
宿
泊
税

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
の
動
き
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

ひ
と
つ
に
、
神
奈
川
県
の
湯
河
原
町
が
あ
り

ま
し
て
、
追
加
機
能
と
し
て
入
湯
税
の
申
告

支
援
機
能
を
実
装
し
て
い
ま
す
。
そ
の
湯
河

原
町
で
は
、
宿
泊
税
に
つ
い
て
2
0
2
6

年
4
月
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
入
湯

税
と
同
じ
よ
う
に
申
告
支
援
機
能
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
、
宿
泊
税
導
入
に
関
わ
る
施
設
側
の
負

担
を
極
力
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

も
、
宿
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

川
村
　
宿
泊
税
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
と
あ
わ

せ
て
提
案
す
る
こ
と
で
、「
宿
泊
デ
ー
タ
分

析
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

デ
ー
タ
の「
収
集
」か
ら

デ
ー
タ
の「
活
用
」へ

蛯
澤
　
そ
う
し
て
、
使
う
と
こ
ろ
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
相
乗
効
果
で
デ
ー

タ
と
デ
ー
タ
の
連
携
や
新
た
な
活
用
法
な

ど
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
高
ま
り
そ
う
で

す
が
、
拡
大
す
る
う
え
で
の
課
題
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
最
大
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
収

集
の
継
続
性
・
網
羅
率
向
上
と
、
そ
の
た
め

の
地
域
主
体
の
働
き
か
け
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
が
デ
ー
タ
収
集
・

蓄
積
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
提

出
が
滞
っ
た
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
の
不

明
率
が
高
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
が

十
分
に
揃
わ
ず
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
活
用
が

進
み
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
れ
は
や
は
り
人
為
的
な
作
業
と
し

て
落
と
し
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の

原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
っ
て
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

日
々
意
識
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
デ
ー
タ
の

精
度
は
確
実
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ

提
出
状
況
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
強
化

や
、
未
提
出
施
設
へ
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル

自
動
送
信
機
能
な
ど
を
通
じ
て
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

デ
ー
タ
収
集
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
い
か
に

「
見
る
」
か
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
観
光
戦

略
策
定
や
宿
泊
施
設
の
経
営
改
善
に「
活
用
」

す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
人

材
不
足
も
課
題
で
す
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
自
治
体
で
も
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
施

策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
育
成
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。
年
に
1
〜
2
回
、
開
催
し
て
い
る

導
入
地
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
会
で
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見

は
必
ず
挙
が
り
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
施
策
を
示
唆
で
き
る
よ

う
に
し
、
導
入
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
他
の
デ
ー
タ
活

用
で
も
話
題
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
る

側
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
現
に

向
け
て
、
現
状
は
ど
う
い
っ
た
段
階
な
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
実
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
進
め
て
い
る

光
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
規
格
と
し
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
や
連
携
方

法
が
異
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
統
合

す
る
際
の
労
力
と
コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
関
連
デ
ー

タ
の
標
準
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
官
民
連

携
に
よ
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
流
通
ス
キ
ー
ム

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
は
集
め
る
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
か
ら
地
域
の
現
状

や
課
題
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解
き
、

具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
視
点
や

分
析
手
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

風
見
　
本
当
は
、
国
で
ひ
と
つ
決
ま
っ
た
収

集
ツ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
ど
の
地
域
も
そ
れ
を

使
え
ば
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
自
動
連
携
で
き

る
と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
実
現
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
で
は
地

域
同
士
の
連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
ま
た
ぐ
周
遊
観
光
客
を
取
り
込
む

に
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
地
域
の
観
光
客
の
属
性
を
も
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。実
際
に「
宿

泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
地
域
同
士
で
も
、
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
こ
と
で
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

と
考
え
て
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
活
用
が
で
き
た
ら

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中

で
、
日
本
の
観
光
を
支
え
る
の
は
や
は
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
。
2
0
2
4
年
時
点
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
は
、
自
動
車
（
完

成
品
）
に
次
ぐ
8
・
1
兆
円
で
、
観
光
庁
は

2
0
3
0
年
目
標
と
し
て
15
兆
円
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
戦

略
的
な
取
り
組
み
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

が
今
後
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

畑
中
　
観
光
デ
ー
タ
は
、
観
光
分
野
は
も
ち

ろ
ん
地
域
経
済
、ま
ち
づ
く
り
、防
災
、交
通
、

環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題
解

決
に
も
貢
献
し
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
地
域
同
士
の
連
携
に

加
え
て
、
他
分
野
の
デ
ー
タ
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
視
点
で
の
地
域
活
性

化
や
地
域
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
と
も
思

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
展
開
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
が
日

本
の
観
光
地
経
営
の
共
通
言
語
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
デ
ー
タ
と
い
う
羅
針
盤
を

手
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
は
国
全
体
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能

で
質
の
高
い
観
光
立
国
と
し
て
の
成
熟
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
国
が
整
え
る
べ
き
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
現
実
に
対

し
て
、
皆
が
同
じ
目
的
の
下
で
、
活
用
で
き

る
各
地
の
地
盤
、
も
し
く
は
全
国
の
地
盤
を

つ
く
っ
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体

が
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
を
含
め
て
、
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。
私
た
ち

の
研
究
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
性
を
、
地
域
や
施
設
の
方
々
に
丁
寧
に
説

明
し
、
デ
ー
タ
提
供
へ
の
安
心
感
を
得
て
い

た
だ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
苦
労
し
た

点
で
す
。

　
最
後
の
3
点
目
は
、
デ
ー
タ
が
よ
う
や
く

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ふ
た
を
開
け
て
み

た
ら
デ
ー
タ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で

す
。Ｐ
Ｍ
Ｓ
＊
6 

、Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
連
携
対
象
と
な

る
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
形
式
に
標
準
が
な
く

各
社
各
様
で
し
た
し
、
手
作
業
な
ど
で
作
成

さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
も
施
設
ご
と
に
バ

ラ
バ
ラ
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
に
取

り
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
統
計
に

す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
形
式
の
統
一
化
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
施
設
側
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
し
ま
う
と
協
力
を
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

施
設
側
か
ら
は
簡
単
に
提
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
手
間
が
か
か
る
も
の
は
シ
ス
テ
ム
に

隠
す
と
い
う
、
そ
の
複
雑
な
設
計
・
開
発
に

苦
労
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
体
系
だ
っ
て
い
な
い
無
秩
序
な
デ
ー

タ
を
い
か
に
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
苦
心
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

畑
中
　
そ
う
な
ん
で
す
。
実
は
「
観
光
予
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
複
数
の
会
社
か
ら
デ
ー

タ
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
当
然
バ
ラ
バ
ラ

で
。で
も
い
ま
思
え
ば
、バ
ラ
バ
ラ
と
は
い
っ

て
も
エ
ク
セ
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
る
の
で

デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
も
そ
も
表
に
な
っ
て
い
な
い
、
紙
し
か

な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

蛯
澤
　
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
次
元

の
話
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
特
に
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
た
め
に
工
夫
し
た
点
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
ま
ず
、
デ
ー
タ
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
を

極
力
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
見
て

い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
特
に
宿
泊
施

設
向
け
に
は
、
基
本
的
に
は
「
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
」
と
い
う
画
面
の
み
で
、
異
な
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
デ
ー
タ
提
出
が
完
了
す

る
仕
組
み
を
開
発
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
観

光
庁
に
提
出
し
た
最
初
の
も
の
は
、
自
分
の

デ
ー
タ
を
い
っ
た
ん
登
録
す
る
、
プ
ル
ダ
ウ

ン
で
選
択
す
る
、
提
出
す
る
と
い
う
3
つ
く

ら
い
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
画
面
に
ボ
ッ
ク
ス
が
ひ
と
つ
だ
け

あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
れ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
直
感
的
に
で
き
る
作
業
で
、
施
設
側

の
負
担
は
最
小
限
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

畑
中
　
は
い
。
そ
う
し
て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
結
果
、
初
期
の
段
階
か
ら
こ
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
は
ク
リ
ア
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
し

た
も
う
ひ
と
つ
の
工
夫
が
、Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
＊
7 

と
の
自
動
連
携
の

仕
組
み
で
す
。
デ
ー
タ
提
供
へ
の
同
意
さ
え

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
は

何
も
す
る
必
要
が
な
く
、
シ
ス
テ
ム
間
で

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
連
携
し
ま
す
。

　
た
だ
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
日
本
中
に
あ
る

す
べ
て
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
種
類
以

上
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
最
初
に
実
証
事
業
を
行
っ
た
4

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
、
自
動
連
携
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
で
は
７
〜
8
割
の
宿
泊
施
設
の
デ
ー

タ
収
集
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

観
光
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

共
通
基
盤
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
い
ま
、
宿
泊
税
を
導
入
ま
た
は
導
入

を
検
討
す
る
自
治
体
が
全
国
で
増
え
て
お

す
ね
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
実

際
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

畑
中
　
先
ほ
ど
風
見
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
当
時
の
背
景
と
し
て
、
観
光
地
域

づ
く
り
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
の
多
く

は
、
必
ず
し
も
デ
ー
タ
活
用
に
長
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
や
効
果
測

定
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
た
め
の
ツ
ー
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
た
状
態
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
事
業
者
も
、
日
々
の
業
務

に
加
え
て
デ
ー
タ
提
出
を
行
う
こ
と
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
単
な
る
実
証
事
業
の

シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
活
用
さ
れ
る
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
観
光
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
共
通
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
事
業
を
経
て
シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
地
域
で

の
試
行
や
機
能
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
全
国

へ
の
普
及
・
展
開
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

宿
泊
施
設
の
手
間
を

極
力
ゼ
ロ
に

蛯
澤
　
最
初
の
実
証
事
業
は
2
0
2
0
年

度
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
、
福
島
県
福

島
市
、
埼
玉
県
の
秩
父
エ
リ
ア
、
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
で
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
今
年
で
6
年
目
と
な
り
ま

す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
と
共

に
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
大
き
く
分
け
て
3
点
あ
り
ま
す
。
1

点
目
は
、
そ
も
そ
も「
デ
ー
タ
を
見
る
と
は
」、

「
デ
ー
タ
と
は
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
そ
こ
が
ま
ず
一
番
大

変
で
し
た
。
そ
こ
は
観
光
庁
も
同
じ
で
、
画

面
の
操
作
方
法
や
表
示
さ
れ
る
文
言
な
ど
、

私
た
ち
に
す
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
や
り
と

り
を
非
常
に
丁
寧
に
進
め
ま
し
た
。
た
だ
、

シ
ス
テ
ム
側
が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
苦
労
し
た

と
同
時
に
、
大
変
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
集
め
る
と

な
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
し
て
多
く
の
宿
泊

施
設
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の

デ
ー
タ
網
羅
率
を
高
め
る
か
、
そ
し
て
宿
泊

施
設
に
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
個
人
情
報
や
自
身
の
経
営
情

報
が
漏
洩
し
た
り
、
他
の
施
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

見
ら
れ
た
り
し
な
い
か
と
い
う
心
理
的
な
懸

念
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
提
供
の
同
意
を
得
る
う
え
で
も
、
こ
の
点

は
重
要
な
壁
で
し
た
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
提
出
デ
ー
タ
か

ら
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
削
除
す

る
匿
名
加
工
処
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
さ

ら
に
、
シ
ス
テ
ム
上
で
の
閲
覧
範
囲
の
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
仕
組
み
と
安

り
、
私
た
ち
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

で
は
、
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊

税
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
精
緻
な

統
計
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
宿
泊
客
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ー
タ
＊
2 

、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー

タ
＊
3 

が
必
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宿
泊
施
設
が
保
有
し
て
い
る
観
光

客
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る「
宿
泊
デ
ー

タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
で
開
発
し
、
自

治
体
に
提
供
な
さ
っ
て
い
る
2
社
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
宿
泊
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す

る
意
義
、
そ
の
た
め
の
課
題
、
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
は
も
と
も

と
、
2
0
2
0
年
度
に
観
光
庁
が
公
募
し
た

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設

等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」

と
い
う
実
証
事
業
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

宿
泊
費
、
飲
食
費
、
土
産
物
代
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
や
は
り
最
も
大
き
い
の
は
宿
泊

費
で
す
。
日
帰
り
よ
り
も
1
泊
、
1
泊
よ
り

も
連
泊
し
た
ほ
う
が
消
費
額
も
割
合
も
大
き

く
な
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
宿
泊
デ
ー
タ
か

ら
収
集
・
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
然
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
し
て
も
当
然
、
や
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
以
降
、Ｏ
Ｔ
Ａ
＊
5 

が
発

展
し
て
き
た
こ
と
で
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。
旅
行

代
理
店
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
課
題
を
基
点
と
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

よ
っ
て
課
題
を
解
決
し
て
観
光
地
域
を
盛
り

上
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
す
る
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

も
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
観
光
庁
の
事
業
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
や

る
べ
き
意
義
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
、
応
札

を
行
い
、
無
事
に
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

蛯
澤
　
旅
行
に
関
わ
る
一
事
業
体
と
し
て
、

関
わ
る
べ
き
案
件
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

風
見
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
4 

が
主
体
と
な
っ
て
宿
泊
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
事
業
者
を
取
り
ま
と

め
、
来
訪
者
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。
と
い

う
の
も
、
い
ま
や
っ
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
2
0
2
0
年
当
時
は
、
地
域
の
宿
泊
施

設
で
自
社
の
顧
客
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る

例
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
全
体
で
集
約
で
き

て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
担
い
手
の
不
在

で
、
そ
こ
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
べ
き
と
い
う
こ

と
で
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
に

お
い
て
は
、
勘
や
経
験
に
よ
っ
て
意
思
決
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
勘
や
経
験
も
大
事
で
す
が
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
・
実
施

す
る
こ
と
で
、
成
功
率
は
間
違
い
な
く
高
く

な
り
ま
す
。
仮
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ

こ
を
き
ち
ん
と
検
証
で
き
る
と
い
う
強
み
も

あ
り
ま
す
。ま
し
て
、人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
税
収
も
減
り
、
観
光
に
資
す
る
予
算
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
う

有
効
に
使
う
か
を
考
え
る
に
は
や
は
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ

か
り
し
て
、
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
事
業
の
背
景
に
は
、
そ
う
い
う
動
き

を
国
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
中
　
私
た
ち
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
さ
ん
を
主
体
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

応
募
し
ま
し
た
。
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
2
0
1
5
年
の
末
に
、

経
済
産
業
省
の
事
業
と
し
て
一
緒
に
開
発
し

た
、
日
本
全
国
の
市
町
村
単
位
で
宿
泊
動
向

を
把
握
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
は

じ
め
、
複
数
の
デ
ー
タ
関
連
事
業
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

さ
ん
と
連
携
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

を
担
っ
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

と
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
社
会
に

実
装
し
て
い
く
こ
と
へ
の
共
通
認
識
が
あ
り

ま
し
た
。

蛯
澤
　
宿
泊
費
は
、
個
人
単
体
消
費
額
の
中

で
大
部
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
の
で
、

数
あ
る
デ
ー
タ
の
中
で
も
観
光
庁
が
宿
泊
の

デ
ー
タ
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。
観
光
事
業
の
3
つ
の

軸
「
タ
ビ
マ
エ
／
タ
ビ
ナ
カ
／
タ
ビ
ア
ト
」

で
い
う
と
、
観
光
地
域
で
の
消
費
は
タ
ビ
ナ

カ
に
当
た
り
ま
す
。
タ
ビ
ナ
カ
の
消
費
に
は
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に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
た

め
、
そ
う
し
た
活
用
法
を
提
示
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
得
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

畑
中
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
が
何
も
な

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
2
年
目
以
降
は
、
入
湯
税
の
計
算
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
機
能
拡
張
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
う
し
て
4
〜
5
年
が
経
っ
た
い

ま
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
県
や
市
町

単
位
の
自
治
体
な
ど
、
全
国
で
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
地
域
に
ど
ん
な
効
果
が
出
て
い

る
と
実
感
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

畑
中
　
2
0
2
5
年
6
月
時
点
で
、
導
入
地

域
は
28
と
な
り
ま
し
た
。
効
果
に
は
、
デ
ー

タ
や
数
値
で
確
認
で
き
る
「
目
に
見
え
る
も

の
」
と
、
意
識
の
変
化
や
連
携
強
化
と
い
っ

た
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
で
の
目
に
見
え
る

効
果
と
し
て
、
月
次
で
の
宿
泊
実
績
や
予
約

状
況
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
施
策
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す

る
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な

い
効
果
と
し
て
は
、勘
や
経
験
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
現
状
把
握
や
意
思
決
定

へ
の
意
識
が
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
共
通
の
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
関
係
者
間
の
共
通
認
識
醸
成
や
連

携
強
化
に
も
つ
な
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
自
施
設
の
顧
客
層
や
地

域
全
体
と
の
比
較
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
宿
泊

プ
ラ
ン
の
見
直
し
な
ど
に
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
予

約
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
効
果
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
心
理
的

な
抵
抗
が
徐
々
に
薄
れ
、
デ
ー
タ
活
用
と
い

う
概
念
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
お
い
て
、
よ
り
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
選
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
全
体
で
観
光
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
や
可
能
性
に
対
す
る
認
識
が

広
ま
り
、
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
向
け

た
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

風
見
　
特
に
活
用
が
進
ん
で
い
る
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
、
下
呂
温
泉
で
は
、
独
自
の
機
能
改
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、

6
か
月
先
の
予
約
状
況
ま
で
分
か
る
よ
う
に

し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
情
報
を
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
飲
食
店
や
小
売
店
と
い
っ
た
観
光
事
業
者

に
も
共
有
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
配
置
や
在

庫
管
理
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
消

費
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
下
呂
温
泉
で
は
、50
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
全
施
設
が
宿
泊
統
計
調
査
を
下
呂
市
役

所
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
未
参
画
施
設
分
の

宿
泊
統
計
調
査
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
で
は
、
全
施
設

分
の
デ
ー
タ
を
傾
向
値
で
は
な
く
統
計
値
と

し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
な
ど

は
、
使
い
続
け
る
こ
と
で
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
は
予
測
と
検
証
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
先
行
す
る
地
域
が
広
報
と

な
っ
て
、
他
地
域
で
の
導
入
が
進
ん
だ
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
か
。

風
見
　
あ
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
現
在
、
岐

阜
県
で
は
県
全
域
で
導
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
下
呂
温
泉
で

の
活
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
た

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
会
長
が
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

自
動
連
携
の
ほ
か
に
手
入
力
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
連
携
す
る
「
か

ん
た
ん
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」
と
、
施
設
の
状
況

に
合
わ
せ
た
多
様
な
提
出
方
法
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
手
順
も
詳
細
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

風
見
　
ま
た
、
参
画
施
設
に
は
、
地
域
に
お

け
る
自
施
設
の
立
ち
位
置
、
強
み
や
弱
み
が

分
か
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
項
目
ご
と
に
地
域

全
体
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
強
み
を
し
っ
か

り
と
伸
ば
し
、
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

畑
中
　
さ
ら
に
、「
提
出
し
た
デ
ー
タ
か
ら

何
が
読
み
取
れ
る
か
」、「
ど
ん
な
活
用
が
で

き
る
か
」
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
活
用
の
意
義

や
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
の
説

明
会
や
勉
強
会
を
地
域
で
開
催
し
、
デ
ー
タ

か
ら
問
い
を
立
て
、
施
策
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

セ
ス
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
合
意
形
成
が

欠
か
せ
な
い

蛯
澤
　
ま
さ
に
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
部
分

が
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
デ
ー
タ
収
集
の
意
義
に
つ
い

て
地
域
で
の
合
意
形
成
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
対
応
な

さ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
の
事
業

は
地
域
の
合
意
形
成
が
な
い
と
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
実
証
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

比
較
的
、
合
意
形
成
を
得
や
す
か
っ
た
の
は

温
泉
地
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
源
泉
を
複
数

の
施
設
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う
温

泉
地
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宿
泊
デ
ー
タ
に
関
し
て
も
、源
泉
と
同
じ
よ

う
に
地
域
で
共
有
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
風
を
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
が
多
い
地
域
で
は
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
で
働
い
て

お
ら
れ
る
支
配
人
に
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
自
社
の

デ
ー
タ
を
地
域
に
提
供
す
る
場
合
に
は
本
社

の
承
認
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
容
易
に

承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多

い
で
す
。

　
温
泉
地
の
よ
う
に
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ

で
、
デ
ー
タ
を
う
ま
く
収
集
で
き
る
地
域
は
、

デ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
を
活
用
す
る
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い

き
や
す
い
で
す
ね
。
逆
に
合
意
形
成
が
難
し

く
、
協
力
施
設
が
増
え
な
い
地
域
で
は
継
続

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
を
得
て
い
な
い
状
態
で
相

談
が
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
合
意
形
成
が
ゼ
ロ
の
状
態
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
あ
る
程
度

で
き
て
い
る
状
態
で
も
、
地
域
に
あ
る
全
施

設
の
同
意
が
と
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。
実
証
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

下
呂
温
泉
に
関
し
て
も
、
当
初
の
協
力
施
設

は
全
体
の
半
数
以
下
で
し
た
。
た
だ
、
大
規

模
旅
館
の
協
力
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
地

域
の
総
部
屋
数
か
ら
す
る
と
8
割
以
上
の
デ

ー
タ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
の
た
め
に
は
、
説
明
会
な

ど
で
施
設
に
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
と
い

う
段
階
を
踏
む
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
施
設

側
が
一
番
気
に
す
る
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配
事
に
な
る

と
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
先
に
説
明
を
す

る
の
で
、
そ
こ
に
関
し
て
は
確
認
で
済
む
の

で
す
が
、
一
番
の
関
心
事
は
、
宿
泊
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
宿

泊
デ
ー
タ
を
地
域
全
体
で
把
握
し
よ
う
と
い

う
の
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、
自
社
が
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
こ
と
で
は
た
し
て
自
分
た
ち
に

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
質

問
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
1
年
目
は
観
光
庁
の

事
業
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
が
非

常
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
2
年

目
以
降
は
そ
の
実
績
で
、
施
設
側
に
ど
う
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
提
示
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
目
は
施
設
が
自
分

の
デ
ー
タ
と
地
域
の
デ
ー
タ
を
比
較
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
析
か
ら
地
域
来
訪
者

に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
予
約

デ
モ
版
は
す
で
に
用
意
で
き
て
い
て
、
た
と

え
ば
そ
の
地
域
固
有
の
観
光
資
源
や
観
光
計

画
な
ど
を
加
味
さ
せ
て
、
現
状
を
分
析
し
、

ど
う
い
う
施
策
が
い
い
の
か
と
い
う
、
プ
ラ

ン
生
成
ま
で
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
議
論
の
た
た
き
台
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
合
い
の

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
分

析
・
観
光
政
策
提
案
レ

ポ
ー
ト
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る

自
動
生
成
支
援
や
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
観

光
戦
略
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
活

用
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
デ
ー
タ
分
析
に

不
慣
れ
な
地
域
で
も

デ
ー
タ
を
活
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
支
援
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
そ
の
デ
モ
版
で

は
、
個
々
の
施
設
レ
ベ

ル
で
の
プ
ラ
ン
作
成
も

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
仕
組
み
上
は
可

能
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
地
域
に
対
し

て
提
供
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
あ
る
程
度
、
精
度
が
上
が
っ
た
ら
、
次

は
個
別
施
設
向
け
に
と
い
う
発
展
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

川
村
　
次
の
フ
ェ
ー
ズ
で
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
実
現
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の

施
設
側
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
つ
な
が
り

そ
う
で
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
と
き
に
は
、
ベ
ー

ス
と
な
る
デ
ー
タ
に
、
地
域
の
デ
ー
タ
を
加

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
地
域
が
用
意
す
べ
き

デ
ー
タ
、
地
域
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
デ
ー

タ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
そ
も
そ
も
観
光
資
源
の
情
報
を
Ａ
Ｉ

に
渡
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め

の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
観
光

資
源
の
棚
卸
し
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
整
理
を
す

る
の
に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、Ａ
Ｉ

が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
を
深
く
理
解
し
て
、
質

の
高
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
く
れ
る
デ
ィ
ー

プ
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
と
い
う
機
能
を
追
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
流
れ
を

定
期
的
に
追
う
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
入

込
情
報
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」

で
そ
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
に
流
し
込
む
こ
と

で
、
精
度
の
高
い
予
測
や
施
策
立
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
と
し
て
の
観
光
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
、
こ
う
い
う
魅
力
を
押
し
出
し
て
い
き

た
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
、Ａ
Ｉ

も
そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
考
え
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
観
光
資
源
の
棚
卸
し
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
デ
ー
タ
と
考
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
た
と
え
ば
季
節
ご
と
の
客
数
、
で
き

れ
ば
年
間
の
客
数
が
分
か
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

蛯
澤
　
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
人

が
ど
う
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
、
ど
の
く
ら

い
の
時
期
に
来
て
い
る
の
か
と
い
う
、
観
光

資
源
に
付
随
す
る
定
量
的
な
基
礎
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
精
度

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
そ
う
し
て
今
後
、
観
光
分
野
で
の

デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
だ
先
に
思
い
描
い
て
お

ら
れ
る
も
の
、
今
後
の
あ
る
べ
き
展
開
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
今
後
あ
る
べ
き
展
開
と
し
て
は
、
単

に
デ
ー
タ
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
に

関
わ
る
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
よ
り
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な
観

で
し
た
。

　
ま
た
島
根
県
で
は
、
最
初
に
松
江
市
に
導

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
出
雲
市
で
も

導
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
県
内
で

デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
互
い
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
広
域
の
周
遊
状
況
を
お
互
い

が
把
握
し
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

畑
中
　
岐
阜
県
で
い
う
と
、
当
初
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
自
分
の
地
域
の
デ
ー
タ
し
か
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
地
域
ご
と
に
個

別
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
県
全
体
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域
と
地
域

を
比
較
す
る
広
域
連
携
分
析
と
い
う
機
能
も

追
加
し
ま
し
た
。

川
村
　
先
ほ
ど
入
湯
税
の
計
算
に
つ
い
て
の

機
能
拡
充
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ

よ
う
に
地
域
全
体
で
あ
る
程
度
ま
と
め
て

デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

最
近
の
大
き
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
宿
泊
税

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
の
動
き
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

ひ
と
つ
に
、
神
奈
川
県
の
湯
河
原
町
が
あ
り

ま
し
て
、
追
加
機
能
と
し
て
入
湯
税
の
申
告

支
援
機
能
を
実
装
し
て
い
ま
す
。
そ
の
湯
河

原
町
で
は
、
宿
泊
税
に
つ
い
て
2
0
2
6

年
4
月
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
入
湯

税
と
同
じ
よ
う
に
申
告
支
援
機
能
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
、
宿
泊
税
導
入
に
関
わ
る
施
設
側
の
負

担
を
極
力
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

も
、
宿
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

川
村
　
宿
泊
税
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
と
あ
わ

せ
て
提
案
す
る
こ
と
で
、「
宿
泊
デ
ー
タ
分

析
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

デ
ー
タ
の「
収
集
」か
ら

デ
ー
タ
の「
活
用
」へ

蛯
澤
　
そ
う
し
て
、
使
う
と
こ
ろ
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
相
乗
効
果
で
デ
ー

タ
と
デ
ー
タ
の
連
携
や
新
た
な
活
用
法
な

ど
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
高
ま
り
そ
う
で

す
が
、
拡
大
す
る
う
え
で
の
課
題
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
最
大
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
収

集
の
継
続
性
・
網
羅
率
向
上
と
、
そ
の
た
め

の
地
域
主
体
の
働
き
か
け
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
が
デ
ー
タ
収
集
・

蓄
積
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
提

出
が
滞
っ
た
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
の
不

明
率
が
高
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
が

十
分
に
揃
わ
ず
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
活
用
が

進
み
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
れ
は
や
は
り
人
為
的
な
作
業
と
し

て
落
と
し
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の

原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
っ
て
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

日
々
意
識
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
デ
ー
タ
の

精
度
は
確
実
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ

提
出
状
況
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
強
化

や
、
未
提
出
施
設
へ
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル

自
動
送
信
機
能
な
ど
を
通
じ
て
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

デ
ー
タ
収
集
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
い
か
に

「
見
る
」
か
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
観
光
戦

略
策
定
や
宿
泊
施
設
の
経
営
改
善
に「
活
用
」

す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
人

材
不
足
も
課
題
で
す
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
自
治
体
で
も
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
施

策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
育
成
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。
年
に
1
〜
2
回
、
開
催
し
て
い
る

導
入
地
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
で
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見

は
必
ず
挙
が
り
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
施
策
を
示
唆
で
き
る
よ

う
に
し
、
導
入
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
他
の
デ
ー
タ
活

用
で
も
話
題
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
る

側
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
現
に

向
け
て
、
現
状
は
ど
う
い
っ
た
段
階
な
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
実
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
進
め
て
い
る

光
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
規
格
と
し
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
や
連
携
方

法
が
異
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
統
合

す
る
際
の
労
力
と
コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
関
連
デ
ー

タ
の
標
準
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
官
民
連

携
に
よ
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
流
通
ス
キ
ー
ム

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
は
集
め
る
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
か
ら
地
域
の
現
状

や
課
題
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解
き
、

具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
視
点
や

分
析
手
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

風
見
　
本
当
は
、
国
で
ひ
と
つ
決
ま
っ
た
収

集
ツ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
ど
の
地
域
も
そ
れ
を

使
え
ば
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
自
動
連
携
で
き

る
と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
実
現
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
で
は
地

域
同
士
の
連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
ま
た
ぐ
周
遊
観
光
客
を
取
り
込
む

に
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
地
域
の
観
光
客
の
属
性
を
も
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。実
際
に「
宿

泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
地
域
同
士
で
も
、
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
こ
と
で
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

と
考
え
て
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
活
用
が
で
き
た
ら

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中

で
、
日
本
の
観
光
を
支
え
る
の
は
や
は
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
。
2
0
2
4
年
時
点
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
は
、
自
動
車
（
完

成
品
）
に
次
ぐ
8
・
1
兆
円
で
、
観
光
庁
は

2
0
3
0
年
目
標
と
し
て
15
兆
円
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
戦

略
的
な
取
り
組
み
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

が
今
後
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

畑
中
　
観
光
デ
ー
タ
は
、
観
光
分
野
は
も
ち

ろ
ん
地
域
経
済
、ま
ち
づ
く
り
、防
災
、交
通
、

環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題
解

決
に
も
貢
献
し
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
地
域
同
士
の
連
携
に

加
え
て
、
他
分
野
の
デ
ー
タ
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
視
点
で
の
地
域
活
性

化
や
地
域
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
と
も
思

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
展
開
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
が
日

本
の
観
光
地
経
営
の
共
通
言
語
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
デ
ー
タ
と
い
う
羅
針
盤
を

手
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
は
国
全
体
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能

で
質
の
高
い
観
光
立
国
と
し
て
の
成
熟
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
国
が
整
え
る
べ
き
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
現
実
に
対

し
て
、
皆
が
同
じ
目
的
の
下
で
、
活
用
で
き

る
各
地
の
地
盤
、
も
し
く
は
全
国
の
地
盤
を

つ
く
っ
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体

が
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
を
含
め
て
、
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。
私
た
ち

の
研
究
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
性
を
、
地
域
や
施
設
の
方
々
に
丁
寧
に
説

明
し
、
デ
ー
タ
提
供
へ
の
安
心
感
を
得
て
い

た
だ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
苦
労
し
た

点
で
す
。

　
最
後
の
3
点
目
は
、
デ
ー
タ
が
よ
う
や
く

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ふ
た
を
開
け
て
み

た
ら
デ
ー
タ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で

す
。Ｐ
Ｍ
Ｓ
＊
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、Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
連
携
対
象
と
な

る
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
形
式
に
標
準
が
な
く

各
社
各
様
で
し
た
し
、
手
作
業
な
ど
で
作
成

さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
も
施
設
ご
と
に
バ

ラ
バ
ラ
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
に
取

り
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
統
計
に

す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
形
式
の
統
一
化
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
施
設
側
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
し
ま
う
と
協
力
を
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

施
設
側
か
ら
は
簡
単
に
提
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
手
間
が
か
か
る
も
の
は
シ
ス
テ
ム
に

隠
す
と
い
う
、
そ
の
複
雑
な
設
計
・
開
発
に

苦
労
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
体
系
だ
っ
て
い
な
い
無
秩
序
な
デ
ー

タ
を
い
か
に
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
苦
心
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

畑
中
　
そ
う
な
ん
で
す
。
実
は
「
観
光
予
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
複
数
の
会
社
か
ら
デ
ー

タ
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
当
然
バ
ラ
バ
ラ

で
。で
も
い
ま
思
え
ば
、バ
ラ
バ
ラ
と
は
い
っ

て
も
エ
ク
セ
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
る
の
で

デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
も
そ
も
表
に
な
っ
て
い
な
い
、
紙
し
か

な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

蛯
澤
　
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
次
元

の
話
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
特
に
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
た
め
に
工
夫
し
た
点
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
ま
ず
、
デ
ー
タ
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
を

極
力
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
見
て

い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
特
に
宿
泊
施

設
向
け
に
は
、
基
本
的
に
は
「
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
」
と
い
う
画
面
の
み
で
、
異
な
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
デ
ー
タ
提
出
が
完
了
す

る
仕
組
み
を
開
発
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
観

光
庁
に
提
出
し
た
最
初
の
も
の
は
、
自
分
の

デ
ー
タ
を
い
っ
た
ん
登
録
す
る
、
プ
ル
ダ
ウ

ン
で
選
択
す
る
、
提
出
す
る
と
い
う
3
つ
く

ら
い
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
画
面
に
ボ
ッ
ク
ス
が
ひ
と
つ
だ
け

あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
れ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
直
感
的
に
で
き
る
作
業
で
、
施
設
側

の
負
担
は
最
小
限
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

畑
中
　
は
い
。
そ
う
し
て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
結
果
、
初
期
の
段
階
か
ら
こ
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
は
ク
リ
ア
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
し

た
も
う
ひ
と
つ
の
工
夫
が
、Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
＊
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と
の
自
動
連
携
の

仕
組
み
で
す
。
デ
ー
タ
提
供
へ
の
同
意
さ
え

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
は

何
も
す
る
必
要
が
な
く
、
シ
ス
テ
ム
間
で

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
連
携
し
ま
す
。

　
た
だ
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
日
本
中
に
あ
る

す
べ
て
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
種
類
以

上
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
最
初
に
実
証
事
業
を
行
っ
た
4

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
、
自
動
連
携
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
で
は
７
〜
8
割
の
宿
泊
施
設
の
デ
ー

タ
収
集
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

観
光
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

共
通
基
盤
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
い
ま
、
宿
泊
税
を
導
入
ま
た
は
導
入

を
検
討
す
る
自
治
体
が
全
国
で
増
え
て
お

す
ね
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
実

際
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

畑
中
　
先
ほ
ど
風
見
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
当
時
の
背
景
と
し
て
、
観
光
地
域

づ
く
り
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
の
多
く

は
、
必
ず
し
も
デ
ー
タ
活
用
に
長
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
や
効
果
測

定
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
た
め
の
ツ
ー
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
た
状
態
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
事
業
者
も
、
日
々
の
業
務

に
加
え
て
デ
ー
タ
提
出
を
行
う
こ
と
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
単
な
る
実
証
事
業
の

シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
活
用
さ
れ
る
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
観
光
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
共
通
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
事
業
を
経
て
シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
地
域
で

の
試
行
や
機
能
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
全
国

へ
の
普
及
・
展
開
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

宿
泊
施
設
の
手
間
を

極
力
ゼ
ロ
に

蛯
澤
　
最
初
の
実
証
事
業
は
2
0
2
0
年

度
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
、
福
島
県
福

島
市
、
埼
玉
県
の
秩
父
エ
リ
ア
、
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
で
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
今
年
で
6
年
目
と
な
り
ま

す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
と
共

に
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
大
き
く
分
け
て
3
点
あ
り
ま
す
。
1

点
目
は
、
そ
も
そ
も「
デ
ー
タ
を
見
る
と
は
」、

「
デ
ー
タ
と
は
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
そ
こ
が
ま
ず
一
番
大

変
で
し
た
。
そ
こ
は
観
光
庁
も
同
じ
で
、
画

面
の
操
作
方
法
や
表
示
さ
れ
る
文
言
な
ど
、

私
た
ち
に
す
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
や
り
と

り
を
非
常
に
丁
寧
に
進
め
ま
し
た
。
た
だ
、

シ
ス
テ
ム
側
が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
苦
労
し
た

と
同
時
に
、
大
変
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
集
め
る
と

な
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
し
て
多
く
の
宿
泊

施
設
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の

デ
ー
タ
網
羅
率
を
高
め
る
か
、
そ
し
て
宿
泊

施
設
に
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
個
人
情
報
や
自
身
の
経
営
情

報
が
漏
洩
し
た
り
、
他
の
施
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

見
ら
れ
た
り
し
な
い
か
と
い
う
心
理
的
な
懸

念
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
提
供
の
同
意
を
得
る
う
え
で
も
、
こ
の
点

は
重
要
な
壁
で
し
た
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
提
出
デ
ー
タ
か

ら
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
削
除
す

る
匿
名
加
工
処
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
さ

ら
に
、
シ
ス
テ
ム
上
で
の
閲
覧
範
囲
の
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
仕
組
み
と
安

り
、
私
た
ち
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

で
は
、
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊

税
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
精
緻
な

統
計
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
宿
泊
客
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ー
タ
＊
2 

、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー

タ
＊
3 

が
必
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宿
泊
施
設
が
保
有
し
て
い
る
観
光

客
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る「
宿
泊
デ
ー

タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
で
開
発
し
、
自

治
体
に
提
供
な
さ
っ
て
い
る
2
社
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
宿
泊
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す

る
意
義
、
そ
の
た
め
の
課
題
、
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
は
も
と
も

と
、
2
0
2
0
年
度
に
観
光
庁
が
公
募
し
た

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設

等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」

と
い
う
実
証
事
業
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

宿
泊
費
、
飲
食
費
、
土
産
物
代
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
や
は
り
最
も
大
き
い
の
は
宿
泊

費
で
す
。
日
帰
り
よ
り
も
1
泊
、
1
泊
よ
り

も
連
泊
し
た
ほ
う
が
消
費
額
も
割
合
も
大
き

く
な
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
宿
泊
デ
ー
タ
か

ら
収
集
・
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
然
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
し
て
も
当
然
、
や
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
以
降
、Ｏ
Ｔ
Ａ
＊
5 

が
発

展
し
て
き
た
こ
と
で
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。
旅
行

代
理
店
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
課
題
を
基
点
と
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

よ
っ
て
課
題
を
解
決
し
て
観
光
地
域
を
盛
り

上
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
す
る
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

も
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
観
光
庁
の
事
業
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
や

る
べ
き
意
義
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
、
応
札

を
行
い
、
無
事
に
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

蛯
澤
　
旅
行
に
関
わ
る
一
事
業
体
と
し
て
、

関
わ
る
べ
き
案
件
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

風
見
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
4 

が
主
体
と
な
っ
て
宿
泊
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
事
業
者
を
取
り
ま
と

め
、
来
訪
者
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。
と
い

う
の
も
、
い
ま
や
っ
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
2
0
2
0
年
当
時
は
、
地
域
の
宿
泊
施

設
で
自
社
の
顧
客
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る

例
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
全
体
で
集
約
で
き

て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
担
い
手
の
不
在

で
、
そ
こ
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
べ
き
と
い
う
こ

と
で
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
に

お
い
て
は
、
勘
や
経
験
に
よ
っ
て
意
思
決
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
勘
や
経
験
も
大
事
で
す
が
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
・
実
施

す
る
こ
と
で
、
成
功
率
は
間
違
い
な
く
高
く

な
り
ま
す
。
仮
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ

こ
を
き
ち
ん
と
検
証
で
き
る
と
い
う
強
み
も

あ
り
ま
す
。ま
し
て
、人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
税
収
も
減
り
、
観
光
に
資
す
る
予
算
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
う

有
効
に
使
う
か
を
考
え
る
に
は
や
は
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ

か
り
し
て
、
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
事
業
の
背
景
に
は
、
そ
う
い
う
動
き

を
国
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
中
　
私
た
ち
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
さ
ん
を
主
体
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

応
募
し
ま
し
た
。
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
2
0
1
5
年
の
末
に
、

経
済
産
業
省
の
事
業
と
し
て
一
緒
に
開
発
し

た
、
日
本
全
国
の
市
町
村
単
位
で
宿
泊
動
向

を
把
握
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
は

じ
め
、
複
数
の
デ
ー
タ
関
連
事
業
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

さ
ん
と
連
携
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

を
担
っ
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

と
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
社
会
に

実
装
し
て
い
く
こ
と
へ
の
共
通
認
識
が
あ
り

ま
し
た
。

蛯
澤
　
宿
泊
費
は
、
個
人
単
体
消
費
額
の
中

で
大
部
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
の
で
、

数
あ
る
デ
ー
タ
の
中
で
も
観
光
庁
が
宿
泊
の

デ
ー
タ
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。
観
光
事
業
の
3
つ
の

軸
「
タ
ビ
マ
エ
／
タ
ビ
ナ
カ
／
タ
ビ
ア
ト
」

で
い
う
と
、
観
光
地
域
で
の
消
費
は
タ
ビ
ナ

カ
に
当
た
り
ま
す
。
タ
ビ
ナ
カ
の
消
費
に
は
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に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
た

め
、
そ
う
し
た
活
用
法
を
提
示
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
得
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
。

畑
中
　
そ
う
で
す
ね
。
メ
リ
ッ
ト
が
何
も
な

い
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
2
年
目
以
降
は
、
入
湯
税
の
計
算
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
機
能
拡
張
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
も
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
う
し
て
4
〜
5
年
が
経
っ
た
い

ま
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
県
や
市
町

単
位
の
自
治
体
な
ど
、
全
国
で
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
地
域
に
ど
ん
な
効
果
が
出
て
い

る
と
実
感
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

畑
中
　
2
0
2
5
年
6
月
時
点
で
、
導
入
地

域
は
28
と
な
り
ま
し
た
。
効
果
に
は
、
デ
ー

タ
や
数
値
で
確
認
で
き
る
「
目
に
見
え
る
も

の
」
と
、
意
識
の
変
化
や
連
携
強
化
と
い
っ

た
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
で
の
目
に
見
え
る

効
果
と
し
て
、
月
次
で
の
宿
泊
実
績
や
予
約

状
況
を
デ
ー
タ
で
把
握
し
、
観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
施
策
の
検
討
材
料
と
し
て
活
用
す

る
動
き
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な

い
効
果
と
し
て
は
、勘
や
経
験
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
現
状
把
握
や
意
思
決
定

へ
の
意
識
が
徐
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
共
通
の
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
関
係
者
間
の
共
通
認
識
醸
成
や
連

携
強
化
に
も
つ
な
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
で
は
、
自
施
設
の
顧
客
層
や
地

域
全
体
と
の
比
較
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
宿
泊

プ
ラ
ン
の
見
直
し
な
ど
に
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
結
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
顧
客
層
の
予

約
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
効
果
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
心
理
的

な
抵
抗
が
徐
々
に
薄
れ
、
デ
ー
タ
活
用
と
い

う
概
念
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

に
お
い
て
、
よ
り
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
選
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
全
体
で
観
光
デ
ー
タ
を
共
有
・
活
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
や
可
能
性
に
対
す
る
認
識
が

広
ま
り
、
持
続
可
能
な
観
光
地
経
営
に
向
け

た
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

風
見
　
特
に
活
用
が
進
ん
で
い
る
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
、
下
呂
温
泉
で
は
、
独
自
の
機
能
改
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、

6
か
月
先
の
予
約
状
況
ま
で
分
か
る
よ
う
に

し
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
情
報
を
先
予
約
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
宿
泊
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
飲
食
店
や
小
売
店
と
い
っ
た
観
光
事
業
者

に
も
共
有
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
配
置
や
在

庫
管
理
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
の
消

費
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
下
呂
温
泉
で
は
、50
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
全
施
設
が
宿
泊
統
計
調
査
を
下
呂
市
役

所
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
未
参
画
施
設
分
の

宿
泊
統
計
調
査
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
で
は
、
全
施
設

分
の
デ
ー
タ
を
傾
向
値
で
は
な
く
統
計
値
と

し
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
な
ど

は
、
使
い
続
け
る
こ
と
で
デ
ー
タ
の
蓄
積
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
は
予
測
と
検
証
と
い
う

フ
ェ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
先
行
す
る
地
域
が
広
報
と

な
っ
て
、
他
地
域
で
の
導
入
が
進
ん
だ
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
か
。

風
見
　
あ
り
ま
す
ね
。
た
と
え
ば
現
在
、
岐

阜
県
で
は
県
全
域
で
導
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
下
呂
温
泉
で

の
活
用
が
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
を
実
感
し
た

下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
会
長
が
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

自
動
連
携
の
ほ
か
に
手
入
力
、
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
時
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
連
携
す
る
「
か

ん
た
ん
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
」
と
、
施
設
の
状
況

に
合
わ
せ
た
多
様
な
提
出
方
法
を
用
意
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
手
順
も
詳
細
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

風
見
　
ま
た
、
参
画
施
設
に
は
、
地
域
に
お

け
る
自
施
設
の
立
ち
位
置
、
強
み
や
弱
み
が

分
か
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
項
目
ご
と
に
地
域

全
体
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
か
ら
強
み
を
し
っ
か

り
と
伸
ば
し
、
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

畑
中
　
さ
ら
に
、「
提
出
し
た
デ
ー
タ
か
ら

何
が
読
み
取
れ
る
か
」、「
ど
ん
な
活
用
が
で

き
る
か
」
と
い
っ
た
、
デ
ー
タ
活
用
の
意
義

や
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
伝
え
る
た
め
の
説

明
会
や
勉
強
会
を
地
域
で
開
催
し
、
デ
ー
タ

か
ら
問
い
を
立
て
、
施
策
に
つ
な
げ
る
プ
ロ

セ
ス
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
合
意
形
成
が

欠
か
せ
な
い

蛯
澤
　
ま
さ
に
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
部
分

が
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ず
は
デ
ー
タ
収
集
の
意
義
に
つ
い

て
地
域
で
の
合
意
形
成
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
対
応
な

さ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
こ
の
事
業

は
地
域
の
合
意
形
成
が
な
い
と
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
実
証
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

比
較
的
、
合
意
形
成
を
得
や
す
か
っ
た
の
は

温
泉
地
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
源
泉
を
複
数

の
施
設
が
共
同
で
利
用
し
て
い
る
と
い
う
温

泉
地
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宿
泊
デ
ー
タ
に
関
し
て
も
、源
泉
と
同
じ
よ

う
に
地
域
で
共
有
し
て
、
う
ま
く
活
用
し
て

い
こ
う
と
い
う
気
風
を
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
チ
ェ
ー
ン
ホ
テ
ル
が
多
い
地
域
で
は
課

題
も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
地
域
で
働
い
て

お
ら
れ
る
支
配
人
に
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
自
社
の

デ
ー
タ
を
地
域
に
提
供
す
る
場
合
に
は
本
社

の
承
認
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
容
易
に

承
認
を
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
場
合
が
多

い
で
す
。

　
温
泉
地
の
よ
う
に
合
意
形
成
が
ス
ム
ー
ズ

で
、
デ
ー
タ
を
う
ま
く
収
集
で
き
る
地
域
は
、

デ
ー
タ
も
ど
ん
ど
ん
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
そ

れ
を
活
用
す
る
次
の
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い

き
や
す
い
で
す
ね
。
逆
に
合
意
形
成
が
難
し

く
、
協
力
施
設
が
増
え
な
い
地
域
で
は
継
続

に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
を
得
て
い
な
い
状
態
で
相

談
が
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
合
意
形
成
が
ゼ
ロ
の
状
態
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
あ
る
程
度

で
き
て
い
る
状
態
で
も
、
地
域
に
あ
る
全
施

設
の
同
意
が
と
れ
る
ケ
ー
ス
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。
実
証
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

下
呂
温
泉
に
関
し
て
も
、
当
初
の
協
力
施
設

は
全
体
の
半
数
以
下
で
し
た
。
た
だ
、
大
規

模
旅
館
の
協
力
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
地

域
の
総
部
屋
数
か
ら
す
る
と
8
割
以
上
の
デ

ー
タ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蛯
澤
　
合
意
形
成
の
た
め
に
は
、
説
明
会
な

ど
で
施
設
に
説
明
を
し
、
理
解
を
得
る
と
い

う
段
階
を
踏
む
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
施
設

側
が
一
番
気
に
す
る
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配
事
に
な
る

と
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
先
に
説
明
を
す

る
の
で
、
そ
こ
に
関
し
て
は
確
認
で
済
む
の

で
す
が
、
一
番
の
関
心
事
は
、
宿
泊
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
宿

泊
デ
ー
タ
を
地
域
全
体
で
把
握
し
よ
う
と
い

う
の
は
分
か
る
け
れ
ど
も
、
自
社
が
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
こ
と
で
は
た
し
て
自
分
た
ち
に

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
質

問
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
1
年
目
は
観
光
庁
の

事
業
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
下
呂
温
泉
が
非

常
に
協
力
的
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
2
年

目
以
降
は
そ
の
実
績
で
、
施
設
側
に
ど
う
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
提
示
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
目
は
施
設
が
自
分

の
デ
ー
タ
と
地
域
の
デ
ー
タ
を
比
較
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
析
か
ら
地
域
来
訪
者

に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
予
約

デ
モ
版
は
す
で
に
用
意
で
き
て
い
て
、
た
と

え
ば
そ
の
地
域
固
有
の
観
光
資
源
や
観
光
計

画
な
ど
を
加
味
さ
せ
て
、
現
状
を
分
析
し
、

ど
う
い
う
施
策
が
い
い
の
か
と
い
う
、
プ
ラ

ン
生
成
ま
で
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
プ
ラ
ン
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
議
論
の
た
た
き
台
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
合
い
の

も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
分

析
・
観
光
政
策
提
案
レ

ポ
ー
ト
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る

自
動
生
成
支
援
や
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
観

光
戦
略
策
定
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
活

用
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
、
デ
ー
タ
分
析
に

不
慣
れ
な
地
域
で
も

デ
ー
タ
を
活
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
、
支
援
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
村
　
そ
の
デ
モ
版
で

は
、
個
々
の
施
設
レ
ベ

ル
で
の
プ
ラ
ン
作
成
も

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
仕
組
み
上
は
可

能
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
地
域
に
対
し

て
提
供
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
あ
る
程
度
、
精
度
が
上
が
っ
た
ら
、
次

は
個
別
施
設
向
け
に
と
い
う
発
展
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

川
村
　
次
の
フ
ェ
ー
ズ
で
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
実
現
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の

施
設
側
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
も
つ
な
が
り

そ
う
で
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
と
き
に
は
、
ベ
ー

ス
と
な
る
デ
ー
タ
に
、
地
域
の
デ
ー
タ
を
加

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
度
の
高
い
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
地
域
が
用
意
す
べ
き

デ
ー
タ
、
地
域
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
デ
ー

タ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
そ
も
そ
も
観
光
資
源
の
情
報
を
Ａ
Ｉ

に
渡
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め

の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
観
光

資
源
の
棚
卸
し
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
整
理
を
す

る
の
に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、Ａ
Ｉ

が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
を
深
く
理
解
し
て
、
質

の
高
い
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
く
れ
る
デ
ィ
ー

プ
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
あ
る
程
度
の
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
と
い
う
機
能
を
追
加
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
流
れ
を

定
期
的
に
追
う
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
入

込
情
報
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
も
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」

で
そ
の
デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
に
流
し
込
む
こ
と

で
、
精
度
の
高
い
予
測
や
施
策
立
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
地
域
と
し
て
の
観
光
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
、
こ
う
い
う
魅
力
を
押
し
出
し
て
い
き

た
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
と
、Ａ
Ｉ

も
そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
考
え
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
観
光
資
源
の
棚
卸
し
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
デ
ー
タ
と
考
え

れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
た
と
え
ば
季
節
ご
と
の
客
数
、
で
き

れ
ば
年
間
の
客
数
が
分
か
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

蛯
澤
　
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
人

が
ど
う
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
で
、
ど
の
く
ら

い
の
時
期
に
来
て
い
る
の
か
と
い
う
、
観
光

資
源
に
付
随
す
る
定
量
的
な
基
礎
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
精
度

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な

観
光
の
実
現
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
そ
う
し
て
今
後
、
観
光
分
野
で
の

デ
ー
タ
活
用
が
進
ん
だ
先
に
思
い
描
い
て
お

ら
れ
る
も
の
、
今
後
の
あ
る
べ
き
展
開
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
今
後
あ
る
べ
き
展
開
と
し
て
は
、
単

に
デ
ー
タ
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
に

関
わ
る
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
よ
り
戦
略
的
か
つ
持
続
可
能
な
観

で
し
た
。

　
ま
た
島
根
県
で
は
、
最
初
に
松
江
市
に
導

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
出
雲
市
で
も

導
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
県
内
で

デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
お
互
い
の
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
広
域
の
周
遊
状
況
を
お
互
い

が
把
握
し
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

畑
中
　
岐
阜
県
で
い
う
と
、
当
初
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
自
分
の
地
域
の
デ
ー
タ
し
か
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
地
域
ご
と
に
個

別
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
県
全
体
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
さ
ら
に
地
域
と
地
域

を
比
較
す
る
広
域
連
携
分
析
と
い
う
機
能
も

追
加
し
ま
し
た
。

川
村
　
先
ほ
ど
入
湯
税
の
計
算
に
つ
い
て
の

機
能
拡
充
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ

よ
う
に
地
域
全
体
で
あ
る
程
度
ま
と
め
て

デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

最
近
の
大
き
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
宿
泊
税

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
の
動
き
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の

ひ
と
つ
に
、
神
奈
川
県
の
湯
河
原
町
が
あ
り

ま
し
て
、
追
加
機
能
と
し
て
入
湯
税
の
申
告

支
援
機
能
を
実
装
し
て
い
ま
す
。
そ
の
湯
河

原
町
で
は
、
宿
泊
税
に
つ
い
て
2
0
2
6

年
4
月
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
入
湯

税
と
同
じ
よ
う
に
申
告
支
援
機
能
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
機
能
す
れ

ば
、
宿
泊
税
導
入
に
関
わ
る
施
設
側
の
負

担
を
極
力
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

も
、
宿
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

川
村
　
宿
泊
税
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
と
あ
わ

せ
て
提
案
す
る
こ
と
で
、「
宿
泊
デ
ー
タ
分

析
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

デ
ー
タ
の「
収
集
」か
ら

デ
ー
タ
の「
活
用
」へ

蛯
澤
　
そ
う
し
て
、
使
う
と
こ
ろ
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
の
相
乗
効
果
で
デ
ー

タ
と
デ
ー
タ
の
連
携
や
新
た
な
活
用
法
な

ど
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
高
ま
り
そ
う
で

す
が
、
拡
大
す
る
う
え
で
の
課
題
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
最
大
の
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
収

集
の
継
続
性
・
網
羅
率
向
上
と
、
そ
の
た
め

の
地
域
主
体
の
働
き
か
け
が
挙
げ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
が
デ
ー
タ
収
集
・

蓄
積
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
提

出
が
滞
っ
た
り
、
必
要
な
デ
ー
タ
項
目
の
不

明
率
が
高
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
が

十
分
に
揃
わ
ず
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
活
用
が

進
み
に
く
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

蛯
澤
　
そ
れ
は
や
は
り
人
為
的
な
作
業
と
し

て
落
と
し
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の

原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
兼
ね
合
い
も

あ
っ
て
、
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
た
だ
、

日
々
意
識
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
デ
ー
タ
の

精
度
は
確
実
に
上
が
り
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ

提
出
状
況
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
強
化

や
、
未
提
出
施
設
へ
の
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル

自
動
送
信
機
能
な
ど
を
通
じ
て
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

デ
ー
タ
収
集
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
フ
ォ

ロ
ー
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
い
か
に

「
見
る
」
か
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
観
光
戦

略
策
定
や
宿
泊
施
設
の
経
営
改
善
に「
活
用
」

す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
の
人

材
不
足
も
課
題
で
す
。

風
見
　
導
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
自
治
体
で
も
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
施

策
を
考
え
ら
れ
る
人
材
育
成
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。
年
に
1
〜
2
回
、
開
催
し
て
い
る

導
入
地
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
会
で
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、
ご
意
見

は
必
ず
挙
が
り
ま
す
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上

で
デ
ー
タ
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
は
Ａ
Ｉ
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
施
策
を
示
唆
で
き
る
よ

う
に
し
、
導
入
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蛯
澤
　
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
他
の
デ
ー
タ
活

用
で
も
話
題
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
る

側
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
現
に

向
け
て
、
現
状
は
ど
う
い
っ
た
段
階
な
の
で

し
ょ
う
か
。

畑
中
　
実
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
さ
ん
と
進
め
て
い
る

光
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
デ
ー
タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
規
格
と
し
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
や
連
携
方

法
が
異
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
収
集
・
統
合

す
る
際
の
労
力
と
コ
ス
ト
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
関
連
デ
ー

タ
の
標
準
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
官
民
連

携
に
よ
る
効
率
的
な
デ
ー
タ
流
通
ス
キ
ー
ム

の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
は
集
め
る
だ
け
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
か
ら
地
域
の
現
状

や
課
題
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
読
み
解
き
、

具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
視
点
や

分
析
手
法
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

風
見
　
本
当
は
、
国
で
ひ
と
つ
決
ま
っ
た
収

集
ツ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
、
ど
の
地
域
も
そ
れ
を

使
え
ば
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
自
動
連
携
で
き

る
と
い
う
の
が
理
想
で
す
が
、
実
現
は
な
か

な
か
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
ん
な
中
で
は
地

域
同
士
の
連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
ま
た
ぐ
周
遊
観
光
客
を
取
り
込
む

に
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
近

隣
の
地
域
の
観
光
客
の
属
性
を
も
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。実
際
に「
宿

泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
が
進
ん

で
い
る
地
域
同
士
で
も
、
デ
ー
タ
を
共
有
す

る
こ
と
で
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る

と
考
え
て
い
る
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
地
域
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
活
用
が
で
き
た
ら

い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
中

で
、
日
本
の
観
光
を
支
え
る
の
は
や
は
り
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
。
2
0
2
4
年
時
点
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
は
、
自
動
車
（
完

成
品
）
に
次
ぐ
8
・
1
兆
円
で
、
観
光
庁
は

2
0
3
0
年
目
標
と
し
て
15
兆
円
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地

方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
戦

略
的
な
取
り
組
み
を
実
現
で
き
る
か
ど
う
か

が
今
後
の
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

畑
中
　
観
光
デ
ー
タ
は
、
観
光
分
野
は
も
ち

ろ
ん
地
域
経
済
、ま
ち
づ
く
り
、防
災
、交
通
、

環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
課
題
解

決
に
も
貢
献
し
得
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
も
っ

て
い
ま
す
の
で
、
観
光
地
域
同
士
の
連
携
に

加
え
て
、
他
分
野
の
デ
ー
タ
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
よ
り
広
範
な
視
点
で
の
地
域
活
性

化
や
地
域
課
題
解
決
に
活
用
で
き
る
と
も
思

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
展
開
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
が
日

本
の
観
光
地
経
営
の
共
通
言
語
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
デ
ー
タ
と
い
う
羅
針
盤
を

手
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
は
国
全
体
と
し
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能

で
質
の
高
い
観
光
立
国
と
し
て
の
成
熟
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

蛯
澤
　
お
二
人
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
国
が
整
え
る
べ
き
で
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
難
し
い
と
い
う
現
実
に
対

し
て
、
皆
が
同
じ
目
的
の
下
で
、
活
用
で
き

る
各
地
の
地
盤
、
も
し
く
は
全
国
の
地
盤
を

つ
く
っ
て
い
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
の
よ
う
な
団
体

が
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
を
含
め
て
、
非
常

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お
話
で
し
た
。
私
た
ち

の
研
究
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
性
を
、
地
域
や
施
設
の
方
々
に
丁
寧
に
説

明
し
、
デ
ー
タ
提
供
へ
の
安
心
感
を
得
て
い

た
だ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
苦
労
し
た

点
で
す
。

　
最
後
の
3
点
目
は
、
デ
ー
タ
が
よ
う
や
く

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ふ
た
を
開
け
て
み

た
ら
デ
ー
タ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
こ
と
で

す
。Ｐ
Ｍ
Ｓ
＊
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、Ｐ
Ｏ
Ｓ（
販
売
時
点
情
報

管
理
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
連
携
対
象
と
な

る
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
形
式
に
標
準
が
な
く

各
社
各
様
で
し
た
し
、
手
作
業
な
ど
で
作
成

さ
れ
る
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
も
施
設
ご
と
に
バ

ラ
バ
ラ
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
に
取

り
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
統
計
に

す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
形
式
の
統
一
化
が

必
要
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
施
設
側
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
し
ま
う
と
協
力
を
得
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

施
設
側
か
ら
は
簡
単
に
提
出
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
手
間
が
か
か
る
も
の
は
シ
ス
テ
ム
に

隠
す
と
い
う
、
そ
の
複
雑
な
設
計
・
開
発
に

苦
労
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
体
系
だ
っ
て
い
な
い
無
秩
序
な
デ
ー

タ
を
い
か
に
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
と

い
う
と
こ
ろ
に
苦
心
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

畑
中
　
そ
う
な
ん
で
す
。
実
は
「
観
光
予
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
複
数
の
会
社
か
ら
デ
ー

タ
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
当
然
バ
ラ
バ
ラ

で
。で
も
い
ま
思
え
ば
、バ
ラ
バ
ラ
と
は
い
っ

て
も
エ
ク
セ
ル
な
ど
で
い
た
だ
け
る
の
で

デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
も
そ
も
表
に
な
っ
て
い
な
い
、
紙
し
か

な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

蛯
澤
　
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
次
元

の
話
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
ん
な
中
で
、

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
際
に
、
特
に
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
た
め
に
工
夫
し
た
点
を
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
ま
ず
、
デ
ー
タ
提
供
の
プ
ロ
セ
ス
を

極
力
シ
ン
プ
ル
に
し
ま
し
た
。
実
際
に
見
て

い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
が
、
特
に
宿
泊
施

設
向
け
に
は
、
基
本
的
に
は
「
デ
ー
タ
を
提

出
す
る
」
と
い
う
画
面
の
み
で
、
異
な
る

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で
も
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
デ
ー
タ
提
出
が
完
了
す

る
仕
組
み
を
開
発
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
観

光
庁
に
提
出
し
た
最
初
の
も
の
は
、
自
分
の

デ
ー
タ
を
い
っ
た
ん
登
録
す
る
、
プ
ル
ダ
ウ

ン
で
選
択
す
る
、
提
出
す
る
と
い
う
3
つ
く

ら
い
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
画
面
に
ボ
ッ
ク
ス
が
ひ
と
つ
だ
け

あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
れ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

蛯
澤
　
直
感
的
に
で
き
る
作
業
で
、
施
設
側

の
負
担
は
最
小
限
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

畑
中
　
は
い
。
そ
う
し
て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

た
結
果
、
初
期
の
段
階
か
ら
こ
の
最
初
の
ス

テ
ッ
プ
は
ク
リ
ア
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
し

た
も
う
ひ
と
つ
の
工
夫
が
、Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
＊
7 

と
の
自
動
連
携
の

仕
組
み
で
す
。
デ
ー
タ
提
供
へ
の
同
意
さ
え

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
利
用
者
は

何
も
す
る
必
要
が
な
く
、
シ
ス
テ
ム
間
で

デ
ー
タ
を
自
動
的
に
連
携
し
ま
す
。

　
た
だ
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
日
本
中
に
あ
る

す
べ
て
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
1
0
0
種
類
以

上
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
は
最
初
に
実
証
事
業
を
行
っ
た
4

地
域
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
サ
イ
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
、
自
動
連
携
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ニ
セ
コ

エ
リ
ア
で
は
７
〜
8
割
の
宿
泊
施
設
の
デ
ー

タ
収
集
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

観
光
戦
略
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

共
通
基
盤
を
目
指
し
て

蛯
澤
　
い
ま
、
宿
泊
税
を
導
入
ま
た
は
導
入

を
検
討
す
る
自
治
体
が
全
国
で
増
え
て
お

す
ね
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。

蛯
澤
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
実

際
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
指
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

畑
中
　
先
ほ
ど
風
見
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
当
時
の
背
景
と
し
て
、
観
光
地
域

づ
く
り
を
担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
自
治
体
の
多
く

は
、
必
ず
し
も
デ
ー
タ
活
用
に
長
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
戦
略
策
定
や
効
果
測

定
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
た
め
の
ツ
ー
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
た
状
態
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
事
業
者
も
、
日
々
の
業
務

に
加
え
て
デ
ー
タ
提
出
を
行
う
こ
と
に
負
担

を
感
じ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
単
な
る
実
証
事
業
の

シ
ス
テ
ム
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
的
に
全
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
活
用
さ
れ
る
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
観
光
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
共
通
基
盤
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

目
指
し
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
事
業
を
経
て
シ
ス
テ
ム
開
発
・

運
用
を
開
始
し
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
地
域
で

の
試
行
や
機
能
改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
全
国

へ
の
普
及
・
展
開
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

宿
泊
施
設
の
手
間
を

極
力
ゼ
ロ
に

蛯
澤
　
最
初
の
実
証
事
業
は
2
0
2
0
年

度
、
北
海
道
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
、
福
島
県
福

島
市
、
埼
玉
県
の
秩
父
エ
リ
ア
、
岐
阜
県
の

下
呂
温
泉
で
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
考
え
る
と
今
年
で
6
年
目
と
な
り
ま

す
。
初
期
の
段
階
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
と
共

に
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

畑
中
　
大
き
く
分
け
て
3
点
あ
り
ま
す
。
1

点
目
は
、
そ
も
そ
も「
デ
ー
タ
を
見
る
と
は
」、

「
デ
ー
タ
と
は
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
の
で
、
そ
こ
が
ま
ず
一
番
大

変
で
し
た
。
そ
こ
は
観
光
庁
も
同
じ
で
、
画

面
の
操
作
方
法
や
表
示
さ
れ
る
文
言
な
ど
、

私
た
ち
に
す
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
の
や
り
と

り
を
非
常
に
丁
寧
に
進
め
ま
し
た
。
た
だ
、

シ
ス
テ
ム
側
が
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
直
接
聞

く
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
苦
労
し
た

と
同
時
に
、
大
変
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
2
点
目
は
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
集
め
る
と

な
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
し
て
多
く
の
宿
泊

施
設
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
の

デ
ー
タ
網
羅
率
を
高
め
る
か
、
そ
し
て
宿
泊

施
設
に
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
個
人
情
報
や
自
身
の
経
営
情

報
が
漏
洩
し
た
り
、
他
の
施
設
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

見
ら
れ
た
り
し
な
い
か
と
い
う
心
理
的
な
懸

念
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
提
供
の
同
意
を
得
る
う
え
で
も
、
こ
の
点

は
重
要
な
壁
で
し
た
。

　
こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
提
出
デ
ー
タ
か

ら
個
人
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
削
除
す

る
匿
名
加
工
処
理
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
さ

ら
に
、
シ
ス
テ
ム
上
で
の
閲
覧
範
囲
の
ア
ク

セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
仕
組
み
と
安

＊
1
…
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
：
観
光
庁
の「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設
等
と
連
携
し
た
デ

ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」（
令
和
2
・
3
年
度
実
証
事
業
）で
、株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
ト

ー
ン
が
共
同
開
発
し
た

＊
2
…
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー
タ
：
個
人
や
集
団
の
社
会
経
済
的
属
性
を
指
す
人
口
統
計
学
的
な
デ
ー
タ
。性

別
、年
齢
、居
住
地
、職
業
、学
歴
、収
入
、家
族
構
成
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
含
む

＊
3
…
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー
タ
：
地
理
的
属
性
を
指
す
デ
ー
タ
。顧
客
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
位
置
情
報
や
気

候
な
ど
の
地
域
特
性
、商
圏
の
地
理
的
特
徴
な
ど
を
含
む

＊
4
…
Ｄ
Ｍ
Ｏ
：D

estination M
arketing/M

anagem
ent O

rganization

／
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

＊
5
…
Ｏ
Ｔ
Ａ
：O

nline T
ravel A

gency

／
旅
行
に
関
す
る
手
配
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
さ
せ
る
旅
行
会
社

＊
6
…
Ｐ
Ｍ
Ｓ
：P

roperty M
anagem

ent S
ystem

／
ホ
テ
ル
管
理
シ
ス
テ
ム

＊
7
…
サ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
：
複
数
の
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
と
宿
泊
施
設
の
自
社
予
約
サ
イ
ト
な
ど
、販
売
先

を
一
元
管
理
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

り
、
私
た
ち
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

で
は
、
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊

税
を
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
精
緻
な

統
計
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
宿
泊
客
の
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ー
タ
＊
2 

、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー

タ
＊
3 

が
必
要
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
宿
泊
施
設
が
保
有
し
て
い
る
観
光

客
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る「
宿
泊
デ
ー

タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
を
共
同
で
開
発
し
、
自

治
体
に
提
供
な
さ
っ
て
い
る
2
社
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
宿
泊
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す

る
意
義
、
そ
の
た
め
の
課
題
、
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

「
宿
泊
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
は
も
と
も

と
、
2
0
2
0
年
度
に
観
光
庁
が
公
募
し
た

「
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
に
よ
る
宿
泊
施
設

等
と
連
携
し
た
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
事
業
」

と
い
う
実
証
事
業
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

宿
泊
費
、
飲
食
費
、
土
産
物
代
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
が
、
や
は
り
最
も
大
き
い
の
は
宿
泊

費
で
す
。
日
帰
り
よ
り
も
1
泊
、
1
泊
よ
り

も
連
泊
し
た
ほ
う
が
消
費
額
も
割
合
も
大
き

く
な
り
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
宿
泊
デ
ー
タ
か

ら
収
集
・
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
然
的

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
し
て
も
当
然
、
や
っ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
代
以
降
、Ｏ
Ｔ
Ａ
＊
5 

が
発

展
し
て
き
た
こ
と
で
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。
旅
行

代
理
店
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
課
題
を
基
点
と
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
に

よ
っ
て
課
題
を
解
決
し
て
観
光
地
域
を
盛
り

上
げ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
の
お
手

伝
い
を
す
る
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

も
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
な
価
値
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
観
光
庁
の
事
業
も
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
や

る
べ
き
意
義
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え
、
応
札

を
行
い
、
無
事
に
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

蛯
澤
　
旅
行
に
関
わ
る
一
事
業
体
と
し
て
、

関
わ
る
べ
き
案
件
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

風
見
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業
は
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
＊
4 

が
主
体
と
な
っ
て
宿
泊
施
設
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
事
業
者
を
取
り
ま
と

め
、
来
訪
者
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
し
た
。
と
い

う
の
も
、
い
ま
や
っ
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
と

い
う
段
階
に
入
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す

が
、
2
0
2
0
年
当
時
は
、
地
域
の
宿
泊
施

設
で
自
社
の
顧
客
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る

例
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
全
体
で
集
約
で
き

て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
担
い
手
の
不
在

で
、
そ
こ
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
べ
き
と
い
う
こ

と
で
、
観
光
庁
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
が
推
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
に

お
い
て
は
、
勘
や
経
験
に
よ
っ
て
意
思
決
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
勘
や
経
験
も
大
事
で
す
が
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
施
策
を
立
案
・
実
施

す
る
こ
と
で
、
成
功
率
は
間
違
い
な
く
高
く

な
り
ま
す
。
仮
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
そ

こ
を
き
ち
ん
と
検
証
で
き
る
と
い
う
強
み
も

あ
り
ま
す
。ま
し
て
、人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
税
収
も
減
り
、
観
光
に
資
す
る
予
算
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
限
ら
れ
た
予
算
を
ど
う

有
効
に
使
う
か
を
考
え
る
に
は
や
は
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ

か
り
し
て
、
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
事
業
の
背
景
に
は
、
そ
う
い
う
動
き

を
国
と
し
て
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

畑
中
　
私
た
ち
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ン
は
、Ｊ
Ｔ

Ｂ
さ
ん
を
主
体
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で

応
募
し
ま
し
た
。
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
2
0
1
5
年
の
末
に
、

経
済
産
業
省
の
事
業
と
し
て
一
緒
に
開
発
し

た
、
日
本
全
国
の
市
町
村
単
位
で
宿
泊
動
向

を
把
握
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ツ
ー

ル
「
観
光
予
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
は

じ
め
、
複
数
の
デ
ー
タ
関
連
事
業
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

さ
ん
と
連
携
し
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用

を
担
っ
て
き
た
中
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

と
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
社
会
に

実
装
し
て
い
く
こ
と
へ
の
共
通
認
識
が
あ
り

ま
し
た
。

蛯
澤
　
宿
泊
費
は
、
個
人
単
体
消
費
額
の
中

で
大
部
分
の
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
の
で
、

数
あ
る
デ
ー
タ
の
中
で
も
観
光
庁
が
宿
泊
の

デ
ー
タ
に
着
目
し
た
の
は
、
そ
こ
が
ポ
イ
ン

ト
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

風
見
　
そ
う
で
す
ね
。
観
光
事
業
の
3
つ
の

軸
「
タ
ビ
マ
エ
／
タ
ビ
ナ
カ
／
タ
ビ
ア
ト
」

で
い
う
と
、
観
光
地
域
で
の
消
費
は
タ
ビ
ナ

カ
に
当
た
り
ま
す
。
タ
ビ
ナ
カ
の
消
費
に
は

36



4

観
光
客
の
動
態
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

〜
欧
州
の
事
例
に
み
る

今
後
の
日
本
の
観
光
地
経
営
へ
の

示
唆
に
つ
い
て
〜

用
で
き
、
開
発
し
た
ア
プ
リ
はS

E
G
IT
T
U
R

の
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
で
公
開
可
能
と
な
る
。

　P
I
D
で
活
用
で
き
る
68
以
上
の
機
能

は
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
整
理
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
。
つ

ま
り
20
の
共
通
機
能
に
加
え
、
後
述
す
る

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
観

光
地
は
28
の
機
能
を
、
ま
た
、
経
済
的
、
方

法
論
的
、
技
術
的
な
支
援
を
う
け
ら
れ
る
公

募
に
よ
り
選
ば
れ
た
観
光
地
は
、
さ
ら
に
23

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
世
界

会
議
」
に
は
筆
者
も
参
加
し
た
が
、
会
議
参

加
登
録
者
は
1
2
0
0
人
以
上
、
欧
州
や
中

南
米
を
含
む
80
カ
国
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
熱
気
は
記
憶
に
新
し
い
。

 

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
ル
（
D
T
I
モ
デ
ル
）」
の
認
定
取
得
プ
ロ

セ
ス
は
、
2
0
1
3
年
にS

E
G
IT
T
U
R

の

支
援
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
認
定
は
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
5
軸
で
診
断
と
評
価
が
行
わ
れ
る
。
診
断

を
受
け
80
%
以
上
の
ス
コ
ア
を
獲
得
し
た
観

光
地
が
D
T
I
と
し
て
認
証
を
受
け
る
。
ス

コ
ア
が
80
%
未
満
の
場
合
に
は
、
継
続
的
な

改
善
プ
ロ
セ
ス
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
観
光
地
と

し
て
「
関
連
D
T
I
」
と
な
る
。
ま
た
、
要

件
の
達
成
度
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
観
光
地

は
、
D
T
I
モ
デ
ル
に
基
づ
く
取
り
組
み
の

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
2
年
ご
と
に
認

定
の
更
新
を
行
う
継
続
的
改
善
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

　さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
観
光
地
経
営
を
促
す
た
め
の
変
革

や
、
よ
り
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
目
指
す

た
め
の
交
流
の
場
と
し
て
、
2
0
1
9
年
2

月
に
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
D
T
I
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
：
R
e
d 

D
T
I
）が
設
立
さ
れ
た
。

観
光
地
が
D
T
I
の
認
証
を
目
指
し
、
ま
た

認
定
を
受
け
た
自
治
体
同
士
が
ナ
レ
ッ
ジ
を

共
有
し
、
相
互
の
シ
ナ
ジ
ー
創
出
を
図
る
場

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
が

地
方
レ
ベ
ル
で
の
観
光
政
策
の
設
計
と
実
施

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
診
断
に
基
づ
き
観

光
地
の
ス
マ
ー
ト
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
観
光
地
の
付
加
価
値
創
造

や
連
携
の
促
進
、
優
良
事
例
の
共
有
、
観
光

地
間
の
シ
ナ
ジ
ー
の
解
放
を
推
進
す
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
加
盟

メ
ン
バ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
行
政
機

関
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
や
学
術
機
関
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
加
盟
メ
ン
バ
ー

は
6
8
0
、
う
ち
観
光
地
メ
ン
バ
ー
は

5
0
0
を
超
え
る
。

　具
体
的
な
参
加
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
観
光
地
と
民
間
企
業
間
の
、
観
光
技
術
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
的
と
し
た
戦

略
的
提
携

●
D
T
I
へ
の
転
換
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

●
標
準
化
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
観
光
品
質
総
合

シ
ス
テ
ム
（S

IC
T
E
D

）
な
ど
の
認
証
マ
ー

ク
の
導
入
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

●
助
成
金
、
補
助
金
、
融
資
に
関
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

●
D
T
I
の
方
法
論
の
軸
に
関
連
す
る
分
野

に
関
す
る
研
修
お
よ
び
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
利
用

●
観
光
地
向
け
の
技
術
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
カ
タ
ロ
グ

の
利
用

●
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
研
究
や
出

版
物
の
レ
ポ
ジ
ト
リ
の
利
用

●
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
見
本
市
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
そ
の
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

　

S
E
G
IT
T
U
R

と
い
う
専
門
機
関
が
外
部

の
学
術
組
織
な
ど
と
連
携
し
観
光
地
の
ス

マ
ー
ト
化
に
向
け
て
の
支
援
を
し
た
り
、

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
会
員
相
互

の
知
識
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
を
設
け
た

り
す
る
こ
と
で
、
専
門
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

活
用
を
効
率
的
、
効
果
的
に
促
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
個
別
の
観
光
地
の
価
値
や
競
争

力
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
ス
ペ
イ
ン
全
体
が

観
光
に
よ
る
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が

る
、
と
い
う
戦
略
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）
は
、
ス
ペ
イ

ン
が
観
光
先
進
国
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
観
光
体
験
の

向
上
や
観
光
地
に
お
い
て
価
値
の
高
い
統
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
共
デ
ー
タ
と
民
間
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
関

連
付
け
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ペ
イ

ン
の
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
欧
州

の
観
光
政
策
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」と
い
う
表
現
を
よ
く
見
か
け
る
が
、

こ
の
P
I
D
も
ま
た
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
生
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
デ
ー
タ
の
生
成
者
で
あ
り
使
用
者
に

な
り
う
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、

D
M
O
や
、旅
行
者
、中
小
企
業
、大
手
企
業
、

ベ
ン
ダ
ー
な
ど
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
て
の

関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
相
互
接
続

性
を
高
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　P
I
D
は
4
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
構
成
さ
れ
60
以
上
の
機
能
を
持
つ
、
い
わ

ば
統
合
的
な
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で
あ
る
。
ま

ず
〈
共
通
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉

は
「D

estin
atio
n
 as a service

」
と
も

称
さ
れ
、
20
の
共
通
機
能
を
提
供
す
る
。
二

つ
目
は
〈
知
識
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉
と
し

て
、
デ
ー
タ
の
取
得
・
活
用
準
備
の
強
化
を

目
標
と
し
て
主
に
デ
ー
タ
の
保
管
を
す
る
リ

ポ
ジ
ト
リ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
や

A
I
な
ど
に
よ
る
高
度
な
分
析
を
通
じ
て
知

見
抽
出
・
イ
ン
サ
イ
ト
生
成
を
行
う
。
三
つ

目
は
〈
デ
ー
タ
共
有
空
間
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
、
デ
ー
タ
共
有
の
促
進
を
目
標
と
し
、

観
光
地
側
や
企
業
な
ど
が
生
成
し
た
デ
ー
タ

や
、
欧
州
や
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
各
種
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
（
交
通
デ
ー
タ
、
空
間
情
報
イ
ン
フ

ラ 

な
ど
）
を
統
合
し
た
空
間
で
あ
り
、
誰

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
オ
ー
プ
ン
環
境
と
し

て
構
築
。
デ
ー
タ
提
供
者
（
観
光
事
業
者
な

ど
）、
デ
ー
タ
利
用
者
（
研
究
者
や
D
M
O

な
ど
）、
そ
し
て
技
術
を
提
供
す
る
事
業
者

の
い
ず
れ
も
が
利
用
可
能
と
な
る
。
最
後
に

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
環

境
を
提
供
す
る
（
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
パ
ッ

ケ
ー
ジ
）〈
テ
ス
ト
＆
実
験
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
あ
る
。
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
開
発
・
検
証

お
よ
び
外
部
機
関
と
の
連
携
を
目
的
と
し
て

D
M
O
や
中
小
企
業
、
学
術
機
関
な
ど
が
活

日
本
の
観
光
地
経
営
に

お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の

示
唆

　先
に
示
し
た
よ
う
に
欧
州
に
お
け
る
デ
ー

タ
活
用
の
推
進
政
策
に
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
と
い
う
言
葉
が
よ
く
登
場
す
る
。
E
U

の
定
義
に
よ
れ
ば「
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
相
互
に
関
連
し
た
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
網
羅
す
る
、
非
常
に
多

様
で
複
雑
な
も
の
で
」
あ
り
、「
飲
食
サ
ー

ビ
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
観
光
案
内
所
や
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）、
旅
行
会
社
、

宿
泊
施
設
、
観
光
地
経
営
組
織
、
観
光
施
設
、

旅
客
輸
送（
航
空
会
社
、
空
港
、
鉄
道
、
バ
ス
、

船
舶
な
ど
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー

の
企
業
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
欧
州
委
員
会 

https://transport.ec.europa.eu/touris

m
/overview

-eu-tourism
-policy_en

）。

　ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

が
推
進
す
る

ス
マ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形

成
に
貢
献
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
観
光
地
に

お
い
て
経
験
価
値
を
直
接
観
光
客
に
提
供
す

る
の
は
、
地
域
の
観
光
事
業
者
で
あ
り
、

D
M
O
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
中
小
規
模
の
事
業
者
で
あ
る
。
D
M
O
は

観
光
客
に
経
験
価
値
を
直
接
提
供
し
な
い

し
、
商
品
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
視
点
か
ら
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
観
光
地
全
体
の
提
供
価
値
や
競
争

優
位
性
の
向
上
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
地
に
お
け
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す

る
全
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
動
態
を
捉
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
各
方
面
か

ら
の
デ
ー
タ
が
取
得
、
統
合
さ
れ
、
そ
し
て

活
用
さ
れ
る
。
今
後
日
本
に
お
い
て
も
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
拡
大
し
国
際
的
な
視
点

で
の
価
値
向
上
や
競
争
優
位
性
を
考
慮
す
る

必
要
性
が
高
ま
る
中
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
視
点
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
の
重
要
性
が
高
ま
る
だ

ろ
う
。

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
そ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
、
し
か
も
新
し
い
技
術
を
活
用
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
使
い
勝
手
が
向
上
す
る
だ
け

で
な
く
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
も
優
位
性
を
享

受
で
き
る
。
し
か
し
技
術
の
専
門
組
織
で
は

な
い
、
デ
ー
タ
活
用
の
一
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場

で
あ
る
D
M
O
に
と
っ
て
、
技
術
動
向
を
常

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
最
新
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
っ

た
経
営
資
源
の
調
達
の
面
か
ら
も
簡
単
で
は

な
い
。
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活

用
の
目
的
は
観
光
の
動
態
把
握
に
限
ら
ず
共

通
部
分
も
多
く
、
組
織
そ
れ
ぞ
れ
が
ゼ
ロ
か

ら
そ
の
解
決
策
を
学
ぶ
こ
と
は
全
体
最
適
の

観
点
か
ら
は
効
率
が
悪
い
。
D
M
O
の
現
場

か
ら
は
、
観
光
地
経
営
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
D
M
P
な
ど
は
共
通
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
活
用
で
き
れ
ば
い
い
、
と
い
う

声
も
聞
く
。

　一
方
で
観
光
地
ご
と
に
観
光
資
源
も
異
な

り
そ
れ
に
よ
る
強
み
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
競
争
優
位
を
作
り
出
す
た
め
の

戦
略
も
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
光
地
経

営
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
は
共
通
の
部
分
と
各

地
が
競
争
力
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な
領
域

と
を
分
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ス
ペ

イ
ン
の
P
I
D
も
多
く
の
機
能
を
細
分
化
し

て
共
通
機
能
と
戦
略
強
化
の
た
め
に
選
択
す

る
機
能
と
を
実
装
し
て
い
た
。
観
光
分
野
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
す
る
専
門
組

織
を
国
や
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
設
立

し
、
地
域
D
M
O
や
事
業
者
を
支
援
す
る
体

制
を
構
築
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る

数
値
2
0
2
3
」
よ
り
）。

　想
定
さ
れ
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
は
、
家
族
で

美
術
館
を
訪
問
し
た
顧
客
に
対
し
て
S
M
S

で
家
族
旅
行
で
お
勧
め
の
過
ご
し
方
を
送
信

す
る
、
見
本
市
参
加
者
に
「
家
族
で
リ
ヨ
ン

に
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
か
」、
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
く
、
宿
泊
3
日
前
に
ホ
テ
ル
周
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
送
信
さ
れ
る
、
初
回
訪
問
者
と

リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
区
別
し
、
そ
れ
に
応
じ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
と
い
っ
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
を

扱
う
に
当
た
っ
て
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（
G
D
P
R
）
に
準
拠
し
た
規
約
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
明
示
し
て
お
り
、
個
人
デ
ー
タ
の
収

集
目
的
や
収
集
す
る
デ
ー
タ
、
ク
ッ
キ
ー
の

使
用
方
針
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
事
例
：
国
と

地
域
と
の
連
携
に
よ
る

統
合
的
な
デ
ジ
タ
ル
戦
略

　デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
を
理
解
す
る
必

要
性
は
リ
ヨ
ン
の
よ
う
な
都
市
部
だ
け
に
限

ら
ず
、
ど
の
階
層
の
観
光
地
経
営
に
も
共
通

の
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
今
や
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
は
ど
の
業
界
に
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、

そ
れ
を
担
う
人
材
は
不
足
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
専
門
的
な
組
織
に
人
材
を
集
め
知

識
を
蓄
積
し
各
地
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
も
一
つ
の
解
決
策
と
な
る
。
そ
の

事
例
を
ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

（
セ
ギ

ツ
ー
ル
）
に
見
て
み
よ
う
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
・

支
援
す
る
政
府
の

専
門
機
関S

E
G
IT
T
U
R

に
つ
い
て

　ス
ペ
イ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
観
光
地
と

し
て
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
位
を
確
立

し
て
お
り
、
国
の
G
D
P
の
12
・
3
%
、
雇

用
者
数
の
13
・
7
%
を
占
め
る
観
光
業
を
重

要
視
し
、
そ
の
変
革
と
競
争
力
向
上
の
た
め

に
、
積
極
的
に
観
光
地
お
よ
び
観
光
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
投
資

を
行
っ
て
き
た
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、

観
光
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
の
専
門
組
織
で
あ
る

S
E
G
IT
T
U
R

の
役
割
で
あ
る
。
観
光
分
野

に
お
け
る
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
積
極
的
に
地
域
の

D
M
O
や
企
業
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
政
府
出
資
に
よ
る
公
的

企
業
で
あ
り
、
正
式
名
称
は
、S

o
cied
ad
 

M
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n
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urísticas, S
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、
直
訳
で
は
〈
観

光
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
の
管
理
の
た

め
の
公
的
企
業
〉
を
意
味
す
る
。
2
0
0
2

年
10
月
に
活
動
を
開
始
、
ス
ペ
イ
ン
の
公
式

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
設
立
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支

援
し
た
。
日
本
に
お
け
る
訪
日
促
進
の
た
め

の「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
の
2
0
0
3
年
で
あ
る
か
ら
、
ス

ペ
イ
ン
が
観
光
立
国
と
し
て
早
く
か
ら
デ
ジ

タ
ル
活
用
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
と
民

間
セ
ク
タ
ー
の
双
方
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。公
共
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
開
発
な

ど
、
そ
し
て
民
間
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

観
光
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
持
続
可
能
か

つ
競
争
力
の
あ
る
経
営
モ
デ
ル
構
築
、
ス
ペ

イ
ン
製
技
術
の
海
外
輸
出
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具
体
的
な
活

動
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
：
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
中
小
事
業
者
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）、
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
化
、

S
D
G
s
・
持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み
。
さ

ら
に
、
新
た
に
産
学
を
巻
き
込
ん
だ
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
整
備
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
運

営
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　ス
ペ
イ
ン
政
府
は
E
U
か
ら
の
基
金
も
得

て
コ
ロ
ナ
禍
後
の
国
家
レ
ベ
ル
の
回
復
プ
ラ

ン
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
30
あ
る
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
観
光
セ
ク
タ
ー
の
刷
新

と
競
争
力
強
化
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
枠
組
み

の
中
で
、
約
3
・
4
億
ユ
ー
ロ
（
約
5
5
6

億
円
）
の
資
金
を
得
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
ス

マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、S

E
G
IT
T
U
R

が
そ
の
推
進
役

を
担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は

S
E
G
IT
T
U
R

の
活
動
の
中
で
も
観
光
地
経

営
に
大
き
く
関
わ
る
二
つ
の
案
件
、
ス
マ
ー

ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
、
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
認
証
と
関
連
す
る
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
紹
介
す
る
。

能
な
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
戦
略
を
実
現

し
た
都
市
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
人
口
2
万

5
千
人
か
ら
10
万
人
と
小
規
模
の
観
光
地
を

対
象
と
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
E
U
）
が

2
0
0
7
年
か
ら
行
っ
て
き
た
持
続
可
能
な

観
光
地
を
選
ぶ
「
欧
州
優
良
観
光
地
（
E
D

E
N
）」
を
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
に
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
の

特
徴
は
、観
光
地
と
し
て
の
都
市
に
お
い
て
、

持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
創
造
性
と
文
化
遺
産
と
い
う
4
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み
を
評
価

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
項
で
は
初
年
度

の
受
賞
都
市
で
あ
る
仏
リ
ヨ
ン
市
の
事
例
を

紹
介
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
の
事
例
：

顧
客
関
係
管
理
戦
略

　人
口
約
50
万
人
、
フ
ラ
ン
ス
第
3
の
都

市
リ
ヨ
ン
市
の
観
光
局
「O

N
LY
LY
O
N
 

T
ourism

e et C
ongrès

」
は
、
都
市
規
模

で
は
欧
州
で
初
め
て
の
顧
客
関
係
管
理

（
C
R
M
）シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「O

N
LY
LY
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
を
運
用
し
て
い
る
。

2
0
2
1
年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
「
責
任
あ

る
観
光
開
発
計
画（
2
0
2
1
‐
2
0
2
6
）」

に
よ
る
観
光
政
策
の
戦
略
的
枠
組
み
を
推
進

す
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
顧
客
を
よ
く

知
り
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
高
め
、
滞
在
前
、

滞
在
中
、
滞
在
後
と
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
リ
ヨ
ン

都
市
圏
の
訪
問
者
の
流
れ
を
定
番
の
観
光
地

以
外
の
場
所
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、O

N
L
Y
L
Y
O
N

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

訪
問
者
が
リ
ヨ
ン
大
都
市
圏
で
の
滞
在
を
延

長
し
た
り
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
再
訪
し
た
り

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　

O
N
L
Y
L
Y
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
、

観
光
局
が
持
つ
顧
客
デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、
宿

泊
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、交
通
機
関
、

観
光
施
設
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
管
理
す
る
顧
客
数
は
約
30
万

人
、
年
間
で
28
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行

（
2
0
1
9
年
）、
そ
の
ほ
か
無
料
で
発
刊
し

て
い
る
リ
ヨ
ン
の
情
報
誌
や
そ
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
、
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

リ
ン
ク
ト
イ
ン
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
て
い

る
（
リ
ヨ
ン
観
光
局
発
行
「
観
光
の
主
要

ル
ー
ト
や
散
策
プ
ラ
ン
を
自
動
生
成
す
る

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
ク
レ
ー
ム
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
昨
今
の

観
光
地
経
営
政
策
の
方
向
性
、
つ
ま
り
観

光
客
の
経
験
価
値
向
上
と
住
民
の
生
活
の

質
の
向
上
の
双
方
を
目
指
す
取
り
組
み
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

観
光
動
態
を
知
る
こ
と
の
本
質
的
な
目
的

は
、
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
を
よ
り
豊
か
に
し
、
持
続
可
能
な
発

展
に
貢
献
す
る
た
め
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
D
M
O
が
必
要
と
す
る
デ
ー

タ
は
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
カ
バ
ー
す
る
エ

リ
ア
の
階
層
、
個
別
の
戦
略
に
よ
っ
て
異
な

る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O

で
あ
れ
ば
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
入
国

者
数
予
測
を
行
う
た
め
に
国
際
線
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
う
D
M
O
は
、
旅
行
者
の

経
験
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、
観
光
事
業
者
や
住
民
と
の
関
わ
り

が
多
い
た
め
、
事
業
者
支
援
や
地
域
社
会
・

環
境
に
配
慮
し
た
観
光
を
推
進
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
客
は
地
域
に

何
を
求
め
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
の
か
、

そ
れ
が
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
ど
の
程

度
与
え
て
い
る
の
か
。
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ら
を
知
る
た
め
に
多
様

な
デ
ー
タ
を
多
面
的
に
取
得
し
、
統
合
的
に

活
用
す
る
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り

細
か
く
観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
観
光
地
域
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

　折
し
も
日
本
で
は
新
し
い
D
M
O
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
が
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
区
域
も
見
直
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
公

開
資
料
を
基
に
欧
州
の
事
例
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
今
後
の
観
光
地
経
営
に
お

け
る
観
光
の
動
向
把
握
に
関
す
る
デ
ー
タ
活

用
に
対
す
る
示
唆
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

観
光
地
経
営
に
お
い
て

高
ま
る
デ
ー
タ
活
用
の

必
要
性

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
欧
州
委

員
会
が
産
業
変
革
を
促
す
戦
略
「
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
（
移
行
経
路
）」
に
お

い
て
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
主
要
な

目
的
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
、
D
M
O

の
組
織
で
あ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
れ
ば
、
観
光
地
経
営

に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
る
戦
略
ラ
ン
キ
ン
グ

の
中
で
、
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
高

め
る
こ
と
は
、
2
年
前
の
調
査
に
比
べ
2
ラ

ン
ク
上
昇
し
7
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
（「
次

世
代
D
M
O
の
た
め
の
戦
略
的
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」、
2
0
2
3
年
）。

　欧
州
委
員
会
は
欧
州
単
一
市
場
を
促
進
す

る
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
観
光
地
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
持
続
可
能
な
観

光
を
積
極
的
に
推
進
し
、
観
光
地
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
、
強
化
す
る
た
め
に
「
欧

州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」
と

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
グ
リ
ー
ン
パ

イ
オ
ニ
ア
賞
」
と
い
う
2
つ
の
ス
マ
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
彰
制
度
を
進
め
て
い
る
。

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」

は
2
0
1
9
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
と
リ
ヨ
ン

が
選
ば
れ
て
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
1

年
を
除
き
、
毎
年
2
都
市
が
選
出
さ
れ
、

2
0
2
4
年
か
ら
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
ル
ー
ル

が
変
更
さ
れ
1
都
市
が
選
出
さ
れ
た
。
対
象

は
人
口
が
10
万
人
以
上
の
都
市
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

グ
リ
ー
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
」
は
、
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
実
践
を
通
じ
て
持
続
可

は
じ
め
に

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
動
態
を
捉
え

る
目
的
は
、
観
光
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
そ
の
も

の
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
は
人
口
約
80
万
人
、

年
間
約
2
2
0
万
人
の
観
光
客
を
迎
え
る
ス

ペ
イ
ン
第
3
の
都
市
で
あ
る
が
、
観
光
に
お

け
る
炭
素
と
水
の
両
方
の
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

を
測
定
・
認
証
し
た
世
界
初
の
観
光
地
と
な

り
、
そ
れ
を
実
現
し
た
の
は
各
種
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
だ
っ
た
。
中
世
の
建
築
物
が
残
る

地
中
海
に
面
し
た
美
し
い
街
は
、
2
0
3
0

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を

目
指
し
、
D
M
O
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

で
あ
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
バ
レ
ン
シ
ア
を
中
心
に

「
持
続
可
能
な
観
光
戦
略
2
0
3
0
」
の
も

と
、
C
O
2

排
出
量
削
減
、
電
気
自
動
車
の

利
用
促
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
、
持

続
可
能
な
食
の
選
択
肢
の
推
進
、
文
化
遺
産

へ
の
影
響
の
記
録
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
一
方
で
、
旅
行
者
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
ア
プ
リ

や
、
顧
客
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
興
味
に
応
じ
て

の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
2

0
2
3
年
8
月
時
点
）。  

　共
通
機
能
に
つ
い
て
は
一
覧
を
表
に
ま
と

め
た
（
表
2
）。
こ
れ
ら
の
機
能
だ
け
で
も

観
光
地
経
営
に
最
低
限
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
活

用
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　P
I
D
を
推
進
す
る
た
め
に
最
終
的
に
必

要
な
の
は
、
観
光
地
で
生
じ
て
い
る
こ
と
全

体
を
捉
え
る
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
観
光
は
横
断
的
な
分
野
で
あ

り
、
そ
の
動
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
取
り

組
む
テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
、
デ
ー
タ
を
包

括
的
に
一
カ
所
に
集
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
が
P
I
D
で
あ
り
「
知
識
の
空
間
」
と
呼

ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
省
（S

E
T
U
R

）
が
推

進
し
、S

E
G
IT
T
U
R

が
運
営
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
通
じ
た
観
光
地
の
価
値
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
D
T
I
）
と
は
「
最
先
端
の
技
術
イ
ン
フ
ラ

を
基
盤
と
し
て
、
観
光
地
域
の
持
続
可
能
な

発
展
を
保
証
し
、
全
て
の
人
が
ア
ク
セ
ス
で

き
、
訪
問
者
と
環
境
と
の
相
互
作
用
と
統
合

を
促
進
し
、
訪
問
者
の
観
光
地
経
験
の
質
と

住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
の
双
方
を
実
現
す

る
、
革
新
的
な
観
光
地
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
2
0
2
2
年
に
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ

ア
で
開
催
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
主
催
の

小
林
裕
和

國
學
院
大
學
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授

写真1：バレンシアのまちなみ （筆者撮影）

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
観
光
政
策
は
大
前
提
と
し
て
、
地

方
分
権
の
あ
り
方
を
鑑
み
つ
つ
デ
ジ
タ
ル
活

用
に
専
門
性
を
持
っ
た
人
材
を
分
散
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
専
門
組
織
に
集
め
る
こ
と
に

よ
り
、
人
手
不
足
の
対
応
や
人
材
育
成
に
も

つ
な
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

観光客の動態をどのように捉えるか4



表 1 欧州スマートツーリズム先進都市および
欧州スマートツーリズムグリーンパイオニア都市一覧

用
で
き
、
開
発
し
た
ア
プ
リ
はS

E
G
IT
T
U
R

の
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
で
公
開
可
能
と
な
る
。

　P
I
D
で
活
用
で
き
る
68
以
上
の
機
能

は
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
整
理
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
。
つ

ま
り
20
の
共
通
機
能
に
加
え
、
後
述
す
る

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
観

光
地
は
28
の
機
能
を
、
ま
た
、
経
済
的
、
方

法
論
的
、
技
術
的
な
支
援
を
う
け
ら
れ
る
公

募
に
よ
り
選
ば
れ
た
観
光
地
は
、
さ
ら
に
23

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
世
界

会
議
」
に
は
筆
者
も
参
加
し
た
が
、
会
議
参

加
登
録
者
は
1
2
0
0
人
以
上
、
欧
州
や
中

南
米
を
含
む
80
カ
国
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
熱
気
は
記
憶
に
新
し
い
。

 

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
ル
（
D
T
I
モ
デ
ル
）」
の
認
定
取
得
プ
ロ

セ
ス
は
、
2
0
1
3
年
にS

E
G
IT
T
U
R

の

支
援
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
認
定
は
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
5
軸
で
診
断
と
評
価
が
行
わ
れ
る
。
診
断

を
受
け
80
%
以
上
の
ス
コ
ア
を
獲
得
し
た
観

光
地
が
D
T
I
と
し
て
認
証
を
受
け
る
。
ス

コ
ア
が
80
%
未
満
の
場
合
に
は
、
継
続
的
な

改
善
プ
ロ
セ
ス
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
観
光
地
と

し
て
「
関
連
D
T
I
」
と
な
る
。
ま
た
、
要

件
の
達
成
度
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
観
光
地

は
、
D
T
I
モ
デ
ル
に
基
づ
く
取
り
組
み
の

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
2
年
ご
と
に
認

定
の
更
新
を
行
う
継
続
的
改
善
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

　さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
観
光
地
経
営
を
促
す
た
め
の
変
革

や
、
よ
り
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
目
指
す

た
め
の
交
流
の
場
と
し
て
、
2
0
1
9
年
2

月
に
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
D
T
I
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
：
R
e
d 

D
T
I
）が
設
立
さ
れ
た
。

観
光
地
が
D
T
I
の
認
証
を
目
指
し
、
ま
た

認
定
を
受
け
た
自
治
体
同
士
が
ナ
レ
ッ
ジ
を

共
有
し
、
相
互
の
シ
ナ
ジ
ー
創
出
を
図
る
場

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
が

地
方
レ
ベ
ル
で
の
観
光
政
策
の
設
計
と
実
施

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
診
断
に
基
づ
き
観

光
地
の
ス
マ
ー
ト
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
観
光
地
の
付
加
価
値
創
造

や
連
携
の
促
進
、
優
良
事
例
の
共
有
、
観
光

地
間
の
シ
ナ
ジ
ー
の
解
放
を
推
進
す
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
加
盟

メ
ン
バ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
行
政
機

関
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
や
学
術
機
関
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
加
盟
メ
ン
バ
ー

は
6
8
0
、
う
ち
観
光
地
メ
ン
バ
ー
は

5
0
0
を
超
え
る
。

　具
体
的
な
参
加
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
観
光
地
と
民
間
企
業
間
の
、
観
光
技
術
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
的
と
し
た
戦

略
的
提
携

●
D
T
I
へ
の
転
換
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

●
標
準
化
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
観
光
品
質
総
合

シ
ス
テ
ム
（S

IC
T
E
D

）
な
ど
の
認
証
マ
ー

ク
の
導
入
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

●
助
成
金
、
補
助
金
、
融
資
に
関
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

●
D
T
I
の
方
法
論
の
軸
に
関
連
す
る
分
野

に
関
す
る
研
修
お
よ
び
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
利
用

●
観
光
地
向
け
の
技
術
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
カ
タ
ロ
グ

の
利
用

●
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
研
究
や
出

版
物
の
レ
ポ
ジ
ト
リ
の
利
用

●
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
見
本
市
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
そ
の
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

　

S
E
G
IT
T
U
R

と
い
う
専
門
機
関
が
外
部

の
学
術
組
織
な
ど
と
連
携
し
観
光
地
の
ス

マ
ー
ト
化
に
向
け
て
の
支
援
を
し
た
り
、

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
会
員
相
互

の
知
識
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
を
設
け
た

り
す
る
こ
と
で
、
専
門
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

活
用
を
効
率
的
、
効
果
的
に
促
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
個
別
の
観
光
地
の
価
値
や
競
争

力
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
ス
ペ
イ
ン
全
体
が

観
光
に
よ
る
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が

る
、
と
い
う
戦
略
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）
は
、
ス
ペ
イ

ン
が
観
光
先
進
国
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
観
光
体
験
の

向
上
や
観
光
地
に
お
い
て
価
値
の
高
い
統
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
共
デ
ー
タ
と
民
間
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
関

連
付
け
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ペ
イ

ン
の
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
欧
州

の
観
光
政
策
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」と
い
う
表
現
を
よ
く
見
か
け
る
が
、

こ
の
P
I
D
も
ま
た
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
生
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
デ
ー
タ
の
生
成
者
で
あ
り
使
用
者
に

な
り
う
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、

D
M
O
や
、旅
行
者
、中
小
企
業
、大
手
企
業
、

ベ
ン
ダ
ー
な
ど
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
て
の

関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
相
互
接
続

性
を
高
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　P
I
D
は
4
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
構
成
さ
れ
60
以
上
の
機
能
を
持
つ
、
い
わ

ば
統
合
的
な
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で
あ
る
。
ま

ず
〈
共
通
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉

は
「D

estin
atio
n
 as a service

」
と
も

称
さ
れ
、
20
の
共
通
機
能
を
提
供
す
る
。
二

つ
目
は
〈
知
識
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉
と
し

て
、
デ
ー
タ
の
取
得
・
活
用
準
備
の
強
化
を

目
標
と
し
て
主
に
デ
ー
タ
の
保
管
を
す
る
リ

ポ
ジ
ト
リ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
や

A
I
な
ど
に
よ
る
高
度
な
分
析
を
通
じ
て
知

見
抽
出
・
イ
ン
サ
イ
ト
生
成
を
行
う
。
三
つ

目
は
〈
デ
ー
タ
共
有
空
間
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
、
デ
ー
タ
共
有
の
促
進
を
目
標
と
し
、

観
光
地
側
や
企
業
な
ど
が
生
成
し
た
デ
ー
タ

や
、
欧
州
や
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
各
種
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
（
交
通
デ
ー
タ
、
空
間
情
報
イ
ン
フ

ラ 

な
ど
）
を
統
合
し
た
空
間
で
あ
り
、
誰

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
オ
ー
プ
ン
環
境
と
し

て
構
築
。
デ
ー
タ
提
供
者
（
観
光
事
業
者
な

ど
）、
デ
ー
タ
利
用
者
（
研
究
者
や
D
M
O

な
ど
）、
そ
し
て
技
術
を
提
供
す
る
事
業
者

の
い
ず
れ
も
が
利
用
可
能
と
な
る
。
最
後
に

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
環

境
を
提
供
す
る
（
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
パ
ッ

ケ
ー
ジ
）〈
テ
ス
ト
＆
実
験
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
あ
る
。
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
開
発
・
検
証

お
よ
び
外
部
機
関
と
の
連
携
を
目
的
と
し
て

D
M
O
や
中
小
企
業
、
学
術
機
関
な
ど
が
活

日
本
の
観
光
地
経
営
に

お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の

示
唆

　先
に
示
し
た
よ
う
に
欧
州
に
お
け
る
デ
ー

タ
活
用
の
推
進
政
策
に
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
と
い
う
言
葉
が
よ
く
登
場
す
る
。
E
U

の
定
義
に
よ
れ
ば「
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
相
互
に
関
連
し
た
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
網
羅
す
る
、
非
常
に
多

様
で
複
雑
な
も
の
で
」
あ
り
、「
飲
食
サ
ー

ビ
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
観
光
案
内
所
や
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）、
旅
行
会
社
、

宿
泊
施
設
、
観
光
地
経
営
組
織
、
観
光
施
設
、

旅
客
輸
送（
航
空
会
社
、
空
港
、
鉄
道
、
バ
ス
、

船
舶
な
ど
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー

の
企
業
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
欧
州
委
員
会 

https://transport.ec.europa.eu/touris

m
/overview

-eu-tourism
-policy_en

）。

　ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

が
推
進
す
る

ス
マ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形

成
に
貢
献
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
観
光
地
に

お
い
て
経
験
価
値
を
直
接
観
光
客
に
提
供
す

る
の
は
、
地
域
の
観
光
事
業
者
で
あ
り
、

D
M
O
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
中
小
規
模
の
事
業
者
で
あ
る
。
D
M
O
は

観
光
客
に
経
験
価
値
を
直
接
提
供
し
な
い

し
、
商
品
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
視
点
か
ら
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
観
光
地
全
体
の
提
供
価
値
や
競
争

優
位
性
の
向
上
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
地
に
お
け
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す

る
全
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
動
態
を
捉
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
各
方
面
か

ら
の
デ
ー
タ
が
取
得
、
統
合
さ
れ
、
そ
し
て

活
用
さ
れ
る
。
今
後
日
本
に
お
い
て
も
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
拡
大
し
国
際
的
な
視
点

で
の
価
値
向
上
や
競
争
優
位
性
を
考
慮
す
る

必
要
性
が
高
ま
る
中
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
視
点
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
の
重
要
性
が
高
ま
る
だ

ろ
う
。

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
そ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
、
し
か
も
新
し
い
技
術
を
活
用
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
使
い
勝
手
が
向
上
す
る
だ
け

で
な
く
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
も
優
位
性
を
享

受
で
き
る
。
し
か
し
技
術
の
専
門
組
織
で
は

な
い
、
デ
ー
タ
活
用
の
一
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場

で
あ
る
D
M
O
に
と
っ
て
、
技
術
動
向
を
常

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
最
新
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
っ

た
経
営
資
源
の
調
達
の
面
か
ら
も
簡
単
で
は

な
い
。
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活

用
の
目
的
は
観
光
の
動
態
把
握
に
限
ら
ず
共

通
部
分
も
多
く
、
組
織
そ
れ
ぞ
れ
が
ゼ
ロ
か

ら
そ
の
解
決
策
を
学
ぶ
こ
と
は
全
体
最
適
の

観
点
か
ら
は
効
率
が
悪
い
。
D
M
O
の
現
場

か
ら
は
、
観
光
地
経
営
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
D
M
P
な
ど
は
共
通
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
活
用
で
き
れ
ば
い
い
、
と
い
う

声
も
聞
く
。

　一
方
で
観
光
地
ご
と
に
観
光
資
源
も
異
な

り
そ
れ
に
よ
る
強
み
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
競
争
優
位
を
作
り
出
す
た
め
の

戦
略
も
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
光
地
経

営
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
は
共
通
の
部
分
と
各

地
が
競
争
力
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な
領
域

と
を
分
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ス
ペ

イ
ン
の
P
I
D
も
多
く
の
機
能
を
細
分
化
し

て
共
通
機
能
と
戦
略
強
化
の
た
め
に
選
択
す

る
機
能
と
を
実
装
し
て
い
た
。
観
光
分
野
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
す
る
専
門
組

織
を
国
や
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
設
立

し
、
地
域
D
M
O
や
事
業
者
を
支
援
す
る
体

制
を
構
築
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る

数
値
2
0
2
3
」
よ
り
）。

　想
定
さ
れ
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
は
、
家
族
で

美
術
館
を
訪
問
し
た
顧
客
に
対
し
て
S
M
S

で
家
族
旅
行
で
お
勧
め
の
過
ご
し
方
を
送
信

す
る
、
見
本
市
参
加
者
に
「
家
族
で
リ
ヨ
ン

に
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
か
」、
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
く
、
宿
泊
3
日
前
に
ホ
テ
ル
周
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
送
信
さ
れ
る
、
初
回
訪
問
者
と

リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
区
別
し
、
そ
れ
に
応
じ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
と
い
っ
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
を

扱
う
に
当
た
っ
て
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（
G
D
P
R
）
に
準
拠
し
た
規
約
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
明
示
し
て
お
り
、
個
人
デ
ー
タ
の
収

集
目
的
や
収
集
す
る
デ
ー
タ
、
ク
ッ
キ
ー
の

使
用
方
針
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
事
例
：
国
と

地
域
と
の
連
携
に
よ
る

統
合
的
な
デ
ジ
タ
ル
戦
略

　デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
を
理
解
す
る
必

要
性
は
リ
ヨ
ン
の
よ
う
な
都
市
部
だ
け
に
限

ら
ず
、
ど
の
階
層
の
観
光
地
経
営
に
も
共
通

の
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
今
や
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
は
ど
の
業
界
に
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、

そ
れ
を
担
う
人
材
は
不
足
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
専
門
的
な
組
織
に
人
材
を
集
め
知

識
を
蓄
積
し
各
地
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
も
一
つ
の
解
決
策
と
な
る
。
そ
の

事
例
を
ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

（
セ
ギ

ツ
ー
ル
）
に
見
て
み
よ
う
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
・

支
援
す
る
政
府
の

専
門
機
関S

E
G
IT
T
U
R

に
つ
い
て

　ス
ペ
イ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
観
光
地
と

し
て
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
位
を
確
立

し
て
お
り
、
国
の
G
D
P
の
12
・
3
%
、
雇

用
者
数
の
13
・
7
%
を
占
め
る
観
光
業
を
重

要
視
し
、
そ
の
変
革
と
競
争
力
向
上
の
た
め

に
、
積
極
的
に
観
光
地
お
よ
び
観
光
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
投
資

を
行
っ
て
き
た
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、

観
光
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
の
専
門
組
織
で
あ
る

S
E
G
IT
T
U
R

の
役
割
で
あ
る
。
観
光
分
野

に
お
け
る
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
積
極
的
に
地
域
の

D
M
O
や
企
業
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
政
府
出
資
に
よ
る
公
的

企
業
で
あ
り
、
正
式
名
称
は
、S

o
cied
ad
 

M
ercan

til E
statal p

ara la G
estió

n 

de la In
n
ovación

 y las T
ecn
ologías 

T
urísticas, S

.A
.M
.P
.

、
直
訳
で
は
〈
観

光
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
の
管
理
の
た

め
の
公
的
企
業
〉
を
意
味
す
る
。
2
0
0
2

年
10
月
に
活
動
を
開
始
、
ス
ペ
イ
ン
の
公
式

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
設
立
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支

援
し
た
。
日
本
に
お
け
る
訪
日
促
進
の
た
め

の「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
の
2
0
0
3
年
で
あ
る
か
ら
、
ス

ペ
イ
ン
が
観
光
立
国
と
し
て
早
く
か
ら
デ
ジ

タ
ル
活
用
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
と
民

間
セ
ク
タ
ー
の
双
方
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。公
共
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
開
発
な

ど
、
そ
し
て
民
間
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

観
光
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
持
続
可
能
か

つ
競
争
力
の
あ
る
経
営
モ
デ
ル
構
築
、
ス
ペ

イ
ン
製
技
術
の
海
外
輸
出
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具
体
的
な
活

動
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
：
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
中
小
事
業
者
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）、
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
化
、

S
D
G
s
・
持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み
。
さ

ら
に
、
新
た
に
産
学
を
巻
き
込
ん
だ
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
整
備
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
運

営
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　ス
ペ
イ
ン
政
府
は
E
U
か
ら
の
基
金
も
得

て
コ
ロ
ナ
禍
後
の
国
家
レ
ベ
ル
の
回
復
プ
ラ

ン
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
30
あ
る
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
観
光
セ
ク
タ
ー
の
刷
新

と
競
争
力
強
化
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
枠
組
み

の
中
で
、
約
3
・
4
億
ユ
ー
ロ
（
約
5
5
6

億
円
）
の
資
金
を
得
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
ス

マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、S

E
G
IT
T
U
R

が
そ
の
推
進
役

を
担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は

S
E
G
IT
T
U
R

の
活
動
の
中
で
も
観
光
地
経

営
に
大
き
く
関
わ
る
二
つ
の
案
件
、
ス
マ
ー

ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
、
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
認
証
と
関
連
す
る
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
紹
介
す
る
。

能
な
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
戦
略
を
実
現

し
た
都
市
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
人
口
2
万

5
千
人
か
ら
10
万
人
と
小
規
模
の
観
光
地
を

対
象
と
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
E
U
）
が

2
0
0
7
年
か
ら
行
っ
て
き
た
持
続
可
能
な

観
光
地
を
選
ぶ
「
欧
州
優
良
観
光
地
（
E
D

E
N
）」
を
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
に
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
の

特
徴
は
、観
光
地
と
し
て
の
都
市
に
お
い
て
、

持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
創
造
性
と
文
化
遺
産
と
い
う
4
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み
を
評
価

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
項
で
は
初
年
度

の
受
賞
都
市
で
あ
る
仏
リ
ヨ
ン
市
の
事
例
を

紹
介
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
の
事
例
：

顧
客
関
係
管
理
戦
略

　人
口
約
50
万
人
、
フ
ラ
ン
ス
第
3
の
都

市
リ
ヨ
ン
市
の
観
光
局
「O

N
LY
LY
O
N
 

T
ourism

e et C
ongrès

」
は
、
都
市
規
模

で
は
欧
州
で
初
め
て
の
顧
客
関
係
管
理

（
C
R
M
）シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「O

N
LY
LY
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
を
運
用
し
て
い
る
。

2
0
2
1
年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
「
責
任
あ

る
観
光
開
発
計
画（
2
0
2
1
‐
2
0
2
6
）」

に
よ
る
観
光
政
策
の
戦
略
的
枠
組
み
を
推
進

す
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
顧
客
を
よ
く

知
り
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
高
め
、
滞
在
前
、

滞
在
中
、
滞
在
後
と
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
リ
ヨ
ン

都
市
圏
の
訪
問
者
の
流
れ
を
定
番
の
観
光
地

以
外
の
場
所
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、O

N
L
Y
L
Y
O
N

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

訪
問
者
が
リ
ヨ
ン
大
都
市
圏
で
の
滞
在
を
延

長
し
た
り
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
再
訪
し
た
り

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　

O
N
L
Y
L
Y
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
、

観
光
局
が
持
つ
顧
客
デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、
宿

泊
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、交
通
機
関
、

観
光
施
設
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
管
理
す
る
顧
客
数
は
約
30
万

人
、
年
間
で
28
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行

（
2
0
1
9
年
）、
そ
の
ほ
か
無
料
で
発
刊
し

て
い
る
リ
ヨ
ン
の
情
報
誌
や
そ
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
、
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

リ
ン
ク
ト
イ
ン
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
て
い

る
（
リ
ヨ
ン
観
光
局
発
行
「
観
光
の
主
要

ル
ー
ト
や
散
策
プ
ラ
ン
を
自
動
生
成
す
る

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
ク
レ
ー
ム
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
昨
今
の

観
光
地
経
営
政
策
の
方
向
性
、
つ
ま
り
観

光
客
の
経
験
価
値
向
上
と
住
民
の
生
活
の

質
の
向
上
の
双
方
を
目
指
す
取
り
組
み
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

観
光
動
態
を
知
る
こ
と
の
本
質
的
な
目
的

は
、
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
を
よ
り
豊
か
に
し
、
持
続
可
能
な
発

展
に
貢
献
す
る
た
め
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
D
M
O
が
必
要
と
す
る
デ
ー

タ
は
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
カ
バ
ー
す
る
エ

リ
ア
の
階
層
、
個
別
の
戦
略
に
よ
っ
て
異
な

る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O

で
あ
れ
ば
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
入
国

者
数
予
測
を
行
う
た
め
に
国
際
線
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
う
D
M
O
は
、
旅
行
者
の

経
験
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、
観
光
事
業
者
や
住
民
と
の
関
わ
り

が
多
い
た
め
、
事
業
者
支
援
や
地
域
社
会
・

環
境
に
配
慮
し
た
観
光
を
推
進
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
客
は
地
域
に

何
を
求
め
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
の
か
、

そ
れ
が
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
ど
の
程

度
与
え
て
い
る
の
か
。
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ら
を
知
る
た
め
に
多
様

な
デ
ー
タ
を
多
面
的
に
取
得
し
、
統
合
的
に

活
用
す
る
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り

細
か
く
観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
観
光
地
域
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

　折
し
も
日
本
で
は
新
し
い
D
M
O
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
が
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
区
域
も
見
直
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
公

開
資
料
を
基
に
欧
州
の
事
例
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
今
後
の
観
光
地
経
営
に
お

け
る
観
光
の
動
向
把
握
に
関
す
る
デ
ー
タ
活

用
に
対
す
る
示
唆
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

観
光
地
経
営
に
お
い
て

高
ま
る
デ
ー
タ
活
用
の

必
要
性

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
欧
州
委

員
会
が
産
業
変
革
を
促
す
戦
略
「
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
（
移
行
経
路
）」
に
お

い
て
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
主
要
な

目
的
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
、
D
M
O

の
組
織
で
あ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
れ
ば
、
観
光
地
経
営

に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
る
戦
略
ラ
ン
キ
ン
グ

の
中
で
、
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
高

め
る
こ
と
は
、
2
年
前
の
調
査
に
比
べ
2
ラ

ン
ク
上
昇
し
7
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
（「
次

世
代
D
M
O
の
た
め
の
戦
略
的
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」、
2
0
2
3
年
）。

　欧
州
委
員
会
は
欧
州
単
一
市
場
を
促
進
す

る
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
観
光
地
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
持
続
可
能
な
観

光
を
積
極
的
に
推
進
し
、
観
光
地
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
、
強
化
す
る
た
め
に
「
欧

州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」
と

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
グ
リ
ー
ン
パ

イ
オ
ニ
ア
賞
」
と
い
う
2
つ
の
ス
マ
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
彰
制
度
を
進
め
て
い
る
。

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」

は
2
0
1
9
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
と
リ
ヨ
ン

が
選
ば
れ
て
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
1

年
を
除
き
、
毎
年
2
都
市
が
選
出
さ
れ
、

2
0
2
4
年
か
ら
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
ル
ー
ル

が
変
更
さ
れ
1
都
市
が
選
出
さ
れ
た
。
対
象

は
人
口
が
10
万
人
以
上
の
都
市
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

グ
リ
ー
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
」
は
、
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
実
践
を
通
じ
て
持
続
可

は
じ
め
に

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
動
態
を
捉
え

る
目
的
は
、
観
光
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
そ
の
も

の
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
は
人
口
約
80
万
人
、

年
間
約
2
2
0
万
人
の
観
光
客
を
迎
え
る
ス

ペ
イ
ン
第
3
の
都
市
で
あ
る
が
、
観
光
に
お

け
る
炭
素
と
水
の
両
方
の
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

を
測
定
・
認
証
し
た
世
界
初
の
観
光
地
と
な

り
、
そ
れ
を
実
現
し
た
の
は
各
種
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
だ
っ
た
。
中
世
の
建
築
物
が
残
る

地
中
海
に
面
し
た
美
し
い
街
は
、
2
0
3
0

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を

目
指
し
、
D
M
O
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

で
あ
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
バ
レ
ン
シ
ア
を
中
心
に

「
持
続
可
能
な
観
光
戦
略
2
0
3
0
」
の
も

と
、
C
O
2

排
出
量
削
減
、
電
気
自
動
車
の

利
用
促
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
、
持

続
可
能
な
食
の
選
択
肢
の
推
進
、
文
化
遺
産

へ
の
影
響
の
記
録
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
一
方
で
、
旅
行
者
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
ア
プ
リ

や
、
顧
客
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
興
味
に
応
じ
て

ヘルシンキ（フィンランド）
リヨン（フランス）
ヨーテボリ（スウェーデン） 
マラガ（スペイン）
バレンシア（スペイン）
ボルドー（フランス）
パフォス（キプロス）, 
セヴィージャ（スペイン）
ダブリン（アイルランド）
トリノ（イタリア）

―――

―――

―――

―――

グロッセート（イタリア）
ベニドルム （スペイン）

2019

2020

2022

2023

2024
2025

の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
2

0
2
3
年
8
月
時
点
）。  

　共
通
機
能
に
つ
い
て
は
一
覧
を
表
に
ま
と

め
た
（
表
2
）。
こ
れ
ら
の
機
能
だ
け
で
も

観
光
地
経
営
に
最
低
限
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
活

用
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　P
I
D
を
推
進
す
る
た
め
に
最
終
的
に
必

要
な
の
は
、
観
光
地
で
生
じ
て
い
る
こ
と
全

体
を
捉
え
る
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
観
光
は
横
断
的
な
分
野
で
あ

り
、
そ
の
動
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
取
り

組
む
テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
、
デ
ー
タ
を
包

括
的
に
一
カ
所
に
集
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
が
P
I
D
で
あ
り
「
知
識
の
空
間
」
と
呼

ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
省
（S

E
T
U
R

）
が
推

進
し
、S

E
G
IT
T
U
R

が
運
営
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
通
じ
た
観
光
地
の
価
値
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
D
T
I
）
と
は
「
最
先
端
の
技
術
イ
ン
フ
ラ

を
基
盤
と
し
て
、
観
光
地
域
の
持
続
可
能
な

発
展
を
保
証
し
、
全
て
の
人
が
ア
ク
セ
ス
で

き
、
訪
問
者
と
環
境
と
の
相
互
作
用
と
統
合

を
促
進
し
、
訪
問
者
の
観
光
地
経
験
の
質
と

住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
の
双
方
を
実
現
す

る
、
革
新
的
な
観
光
地
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
2
0
2
2
年
に
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ

ア
で
開
催
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
主
催
の

年 欧州スマートツーリズム先進都市 欧州スマートツーリズムグリーンパイオニア都市

写真2：リヨンのまちなみ （筆者撮影）

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
観
光
政
策
は
大
前
提
と
し
て
、
地

方
分
権
の
あ
り
方
を
鑑
み
つ
つ
デ
ジ
タ
ル
活

用
に
専
門
性
を
持
っ
た
人
材
を
分
散
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
専
門
組
織
に
集
め
る
こ
と
に

よ
り
、
人
手
不
足
の
対
応
や
人
材
育
成
に
も

つ
な
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

出典：スマートツーリズム欧州先進都市及びグリーンパイオニアのウェブサイトより筆者作成

観光客の動態をどのように捉えるか4
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表 1 欧州スマートツーリズム先進都市および
欧州スマートツーリズムグリーンパイオニア都市一覧

用
で
き
、
開
発
し
た
ア
プ
リ
はS

E
G
IT
T
U
R

の
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
で
公
開
可
能
と
な
る
。

　P
I
D
で
活
用
で
き
る
68
以
上
の
機
能

は
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
整
理
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
。
つ

ま
り
20
の
共
通
機
能
に
加
え
、
後
述
す
る

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
観

光
地
は
28
の
機
能
を
、
ま
た
、
経
済
的
、
方

法
論
的
、
技
術
的
な
支
援
を
う
け
ら
れ
る
公

募
に
よ
り
選
ば
れ
た
観
光
地
は
、
さ
ら
に
23

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
世
界

会
議
」
に
は
筆
者
も
参
加
し
た
が
、
会
議
参

加
登
録
者
は
1
2
0
0
人
以
上
、
欧
州
や
中

南
米
を
含
む
80
カ
国
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
熱
気
は
記
憶
に
新
し
い
。

 

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
ル
（
D
T
I
モ
デ
ル
）」
の
認
定
取
得
プ
ロ

セ
ス
は
、
2
0
1
3
年
にS

E
G
IT
T
U
R

の

支
援
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
認
定
は
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
5
軸
で
診
断
と
評
価
が
行
わ
れ
る
。
診
断

を
受
け
80
%
以
上
の
ス
コ
ア
を
獲
得
し
た
観

光
地
が
D
T
I
と
し
て
認
証
を
受
け
る
。
ス

コ
ア
が
80
%
未
満
の
場
合
に
は
、
継
続
的
な

改
善
プ
ロ
セ
ス
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
観
光
地
と

し
て
「
関
連
D
T
I
」
と
な
る
。
ま
た
、
要

件
の
達
成
度
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
観
光
地

は
、
D
T
I
モ
デ
ル
に
基
づ
く
取
り
組
み
の

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
2
年
ご
と
に
認

定
の
更
新
を
行
う
継
続
的
改
善
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

　さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
観
光
地
経
営
を
促
す
た
め
の
変
革

や
、
よ
り
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
目
指
す

た
め
の
交
流
の
場
と
し
て
、
2
0
1
9
年
2

月
に
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
D
T
I
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
：
R
e
d 

D
T
I
）が
設
立
さ
れ
た
。

観
光
地
が
D
T
I
の
認
証
を
目
指
し
、
ま
た

認
定
を
受
け
た
自
治
体
同
士
が
ナ
レ
ッ
ジ
を

共
有
し
、
相
互
の
シ
ナ
ジ
ー
創
出
を
図
る
場

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
が

地
方
レ
ベ
ル
で
の
観
光
政
策
の
設
計
と
実
施

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
診
断
に
基
づ
き
観

光
地
の
ス
マ
ー
ト
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
観
光
地
の
付
加
価
値
創
造

や
連
携
の
促
進
、
優
良
事
例
の
共
有
、
観
光

地
間
の
シ
ナ
ジ
ー
の
解
放
を
推
進
す
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
加
盟

メ
ン
バ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
行
政
機

関
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
や
学
術
機
関
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
加
盟
メ
ン
バ
ー

は
6
8
0
、
う
ち
観
光
地
メ
ン
バ
ー
は

5
0
0
を
超
え
る
。

　具
体
的
な
参
加
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
観
光
地
と
民
間
企
業
間
の
、
観
光
技
術
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
的
と
し
た
戦

略
的
提
携

●
D
T
I
へ
の
転
換
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

●
標
準
化
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
観
光
品
質
総
合

シ
ス
テ
ム
（S

IC
T
E
D

）
な
ど
の
認
証
マ
ー

ク
の
導
入
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

●
助
成
金
、
補
助
金
、
融
資
に
関
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

●
D
T
I
の
方
法
論
の
軸
に
関
連
す
る
分
野

に
関
す
る
研
修
お
よ
び
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
利
用

●
観
光
地
向
け
の
技
術
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
カ
タ
ロ
グ

の
利
用

●
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
研
究
や
出

版
物
の
レ
ポ
ジ
ト
リ
の
利
用

●
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
見
本
市
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
そ
の
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

　

S
E
G
IT
T
U
R

と
い
う
専
門
機
関
が
外
部

の
学
術
組
織
な
ど
と
連
携
し
観
光
地
の
ス

マ
ー
ト
化
に
向
け
て
の
支
援
を
し
た
り
、

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
会
員
相
互

の
知
識
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
を
設
け
た

り
す
る
こ
と
で
、
専
門
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

活
用
を
効
率
的
、
効
果
的
に
促
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
個
別
の
観
光
地
の
価
値
や
競
争

力
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
ス
ペ
イ
ン
全
体
が

観
光
に
よ
る
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が

る
、
と
い
う
戦
略
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）
は
、
ス
ペ
イ

ン
が
観
光
先
進
国
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
観
光
体
験
の

向
上
や
観
光
地
に
お
い
て
価
値
の
高
い
統
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
共
デ
ー
タ
と
民
間
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
関

連
付
け
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ペ
イ

ン
の
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
欧
州

の
観
光
政
策
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」と
い
う
表
現
を
よ
く
見
か
け
る
が
、

こ
の
P
I
D
も
ま
た
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
生
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
デ
ー
タ
の
生
成
者
で
あ
り
使
用
者
に

な
り
う
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、

D
M
O
や
、旅
行
者
、中
小
企
業
、大
手
企
業
、

ベ
ン
ダ
ー
な
ど
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
て
の

関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
相
互
接
続

性
を
高
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　P
I
D
は
4
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
構
成
さ
れ
60
以
上
の
機
能
を
持
つ
、
い
わ

ば
統
合
的
な
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で
あ
る
。
ま

ず
〈
共
通
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉

は
「D

estin
atio
n
 as a service

」
と
も

称
さ
れ
、
20
の
共
通
機
能
を
提
供
す
る
。
二

つ
目
は
〈
知
識
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉
と
し

て
、
デ
ー
タ
の
取
得
・
活
用
準
備
の
強
化
を

目
標
と
し
て
主
に
デ
ー
タ
の
保
管
を
す
る
リ

ポ
ジ
ト
リ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
や

A
I
な
ど
に
よ
る
高
度
な
分
析
を
通
じ
て
知

見
抽
出
・
イ
ン
サ
イ
ト
生
成
を
行
う
。
三
つ

目
は
〈
デ
ー
タ
共
有
空
間
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
、
デ
ー
タ
共
有
の
促
進
を
目
標
と
し
、

観
光
地
側
や
企
業
な
ど
が
生
成
し
た
デ
ー
タ

や
、
欧
州
や
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
各
種
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
（
交
通
デ
ー
タ
、
空
間
情
報
イ
ン
フ

ラ 

な
ど
）
を
統
合
し
た
空
間
で
あ
り
、
誰

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
オ
ー
プ
ン
環
境
と
し

て
構
築
。
デ
ー
タ
提
供
者
（
観
光
事
業
者
な

ど
）、
デ
ー
タ
利
用
者
（
研
究
者
や
D
M
O

な
ど
）、
そ
し
て
技
術
を
提
供
す
る
事
業
者

の
い
ず
れ
も
が
利
用
可
能
と
な
る
。
最
後
に

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
環

境
を
提
供
す
る
（
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
パ
ッ

ケ
ー
ジ
）〈
テ
ス
ト
＆
実
験
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
あ
る
。
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
開
発
・
検
証

お
よ
び
外
部
機
関
と
の
連
携
を
目
的
と
し
て

D
M
O
や
中
小
企
業
、
学
術
機
関
な
ど
が
活

日
本
の
観
光
地
経
営
に

お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の

示
唆

　先
に
示
し
た
よ
う
に
欧
州
に
お
け
る
デ
ー

タ
活
用
の
推
進
政
策
に
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
と
い
う
言
葉
が
よ
く
登
場
す
る
。
E
U

の
定
義
に
よ
れ
ば「
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
相
互
に
関
連
し
た
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
網
羅
す
る
、
非
常
に
多

様
で
複
雑
な
も
の
で
」
あ
り
、「
飲
食
サ
ー

ビ
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
観
光
案
内
所
や
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）、
旅
行
会
社
、

宿
泊
施
設
、
観
光
地
経
営
組
織
、
観
光
施
設
、

旅
客
輸
送（
航
空
会
社
、
空
港
、
鉄
道
、
バ
ス
、

船
舶
な
ど
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー

の
企
業
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
欧
州
委
員
会 

https://transport.ec.europa.eu/touris

m
/overview

-eu-tourism
-policy_en

）。

　ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

が
推
進
す
る

ス
マ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形

成
に
貢
献
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
観
光
地
に

お
い
て
経
験
価
値
を
直
接
観
光
客
に
提
供
す

る
の
は
、
地
域
の
観
光
事
業
者
で
あ
り
、

D
M
O
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
中
小
規
模
の
事
業
者
で
あ
る
。
D
M
O
は

観
光
客
に
経
験
価
値
を
直
接
提
供
し
な
い

し
、
商
品
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
視
点
か
ら
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
観
光
地
全
体
の
提
供
価
値
や
競
争

優
位
性
の
向
上
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
地
に
お
け
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す

る
全
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
動
態
を
捉
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
各
方
面
か

ら
の
デ
ー
タ
が
取
得
、
統
合
さ
れ
、
そ
し
て

活
用
さ
れ
る
。
今
後
日
本
に
お
い
て
も
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
拡
大
し
国
際
的
な
視
点

で
の
価
値
向
上
や
競
争
優
位
性
を
考
慮
す
る

必
要
性
が
高
ま
る
中
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
視
点
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
の
重
要
性
が
高
ま
る
だ

ろ
う
。

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
そ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
、
し
か
も
新
し
い
技
術
を
活
用
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
使
い
勝
手
が
向
上
す
る
だ
け

で
な
く
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
も
優
位
性
を
享

受
で
き
る
。
し
か
し
技
術
の
専
門
組
織
で
は

な
い
、
デ
ー
タ
活
用
の
一
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場

で
あ
る
D
M
O
に
と
っ
て
、
技
術
動
向
を
常

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
最
新
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
っ

た
経
営
資
源
の
調
達
の
面
か
ら
も
簡
単
で
は

な
い
。
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活

用
の
目
的
は
観
光
の
動
態
把
握
に
限
ら
ず
共

通
部
分
も
多
く
、
組
織
そ
れ
ぞ
れ
が
ゼ
ロ
か

ら
そ
の
解
決
策
を
学
ぶ
こ
と
は
全
体
最
適
の

観
点
か
ら
は
効
率
が
悪
い
。
D
M
O
の
現
場

か
ら
は
、
観
光
地
経
営
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
D
M
P
な
ど
は
共
通
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
活
用
で
き
れ
ば
い
い
、
と
い
う

声
も
聞
く
。

　一
方
で
観
光
地
ご
と
に
観
光
資
源
も
異
な

り
そ
れ
に
よ
る
強
み
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
競
争
優
位
を
作
り
出
す
た
め
の

戦
略
も
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
光
地
経

営
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
は
共
通
の
部
分
と
各

地
が
競
争
力
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な
領
域

と
を
分
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ス
ペ

イ
ン
の
P
I
D
も
多
く
の
機
能
を
細
分
化
し

て
共
通
機
能
と
戦
略
強
化
の
た
め
に
選
択
す

る
機
能
と
を
実
装
し
て
い
た
。
観
光
分
野
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
す
る
専
門
組

織
を
国
や
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
設
立

し
、
地
域
D
M
O
や
事
業
者
を
支
援
す
る
体

制
を
構
築
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る

数
値
2
0
2
3
」
よ
り
）。

　想
定
さ
れ
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
は
、
家
族
で

美
術
館
を
訪
問
し
た
顧
客
に
対
し
て
S
M
S

で
家
族
旅
行
で
お
勧
め
の
過
ご
し
方
を
送
信

す
る
、
見
本
市
参
加
者
に
「
家
族
で
リ
ヨ
ン

に
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
か
」、
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
く
、
宿
泊
3
日
前
に
ホ
テ
ル
周
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
送
信
さ
れ
る
、
初
回
訪
問
者
と

リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
区
別
し
、
そ
れ
に
応
じ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
と
い
っ
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
を

扱
う
に
当
た
っ
て
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（
G
D
P
R
）
に
準
拠
し
た
規
約
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
明
示
し
て
お
り
、
個
人
デ
ー
タ
の
収

集
目
的
や
収
集
す
る
デ
ー
タ
、
ク
ッ
キ
ー
の

使
用
方
針
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
事
例
：
国
と

地
域
と
の
連
携
に
よ
る

統
合
的
な
デ
ジ
タ
ル
戦
略

　デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
を
理
解
す
る
必

要
性
は
リ
ヨ
ン
の
よ
う
な
都
市
部
だ
け
に
限

ら
ず
、
ど
の
階
層
の
観
光
地
経
営
に
も
共
通

の
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
今
や
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
は
ど
の
業
界
に
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、

そ
れ
を
担
う
人
材
は
不
足
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
専
門
的
な
組
織
に
人
材
を
集
め
知

識
を
蓄
積
し
各
地
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
も
一
つ
の
解
決
策
と
な
る
。
そ
の

事
例
を
ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

（
セ
ギ

ツ
ー
ル
）
に
見
て
み
よ
う
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
・

支
援
す
る
政
府
の

専
門
機
関S

E
G
IT
T
U
R

に
つ
い
て

　ス
ペ
イ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
観
光
地
と

し
て
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
位
を
確
立

し
て
お
り
、
国
の
G
D
P
の
12
・
3
%
、
雇

用
者
数
の
13
・
7
%
を
占
め
る
観
光
業
を
重

要
視
し
、
そ
の
変
革
と
競
争
力
向
上
の
た
め

に
、
積
極
的
に
観
光
地
お
よ
び
観
光
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
投
資

を
行
っ
て
き
た
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、

観
光
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
の
専
門
組
織
で
あ
る

S
E
G
IT
T
U
R

の
役
割
で
あ
る
。
観
光
分
野

に
お
け
る
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
積
極
的
に
地
域
の

D
M
O
や
企
業
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
政
府
出
資
に
よ
る
公
的

企
業
で
あ
り
、
正
式
名
称
は
、S

o
cied
ad
 

M
ercan

til E
statal p

ara la G
estió

n 

de la In
n
ovación

 y las T
ecn
ologías 

T
urísticas, S

.A
.M
.P
.

、
直
訳
で
は
〈
観

光
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
の
管
理
の
た

め
の
公
的
企
業
〉
を
意
味
す
る
。
2
0
0
2

年
10
月
に
活
動
を
開
始
、
ス
ペ
イ
ン
の
公
式

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
設
立
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支

援
し
た
。
日
本
に
お
け
る
訪
日
促
進
の
た
め

の「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
の
2
0
0
3
年
で
あ
る
か
ら
、
ス

ペ
イ
ン
が
観
光
立
国
と
し
て
早
く
か
ら
デ
ジ

タ
ル
活
用
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
と
民

間
セ
ク
タ
ー
の
双
方
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。公
共
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
開
発
な

ど
、
そ
し
て
民
間
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

観
光
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
持
続
可
能
か

つ
競
争
力
の
あ
る
経
営
モ
デ
ル
構
築
、
ス
ペ

イ
ン
製
技
術
の
海
外
輸
出
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具
体
的
な
活

動
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
：
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
中
小
事
業
者
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）、
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
化
、

S
D
G
s
・
持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み
。
さ

ら
に
、
新
た
に
産
学
を
巻
き
込
ん
だ
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
整
備
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
運

営
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　ス
ペ
イ
ン
政
府
は
E
U
か
ら
の
基
金
も
得

て
コ
ロ
ナ
禍
後
の
国
家
レ
ベ
ル
の
回
復
プ
ラ

ン
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
30
あ
る
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
観
光
セ
ク
タ
ー
の
刷
新

と
競
争
力
強
化
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
枠
組
み

の
中
で
、
約
3
・
4
億
ユ
ー
ロ
（
約
5
5
6

億
円
）
の
資
金
を
得
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
ス

マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、S

E
G
IT
T
U
R

が
そ
の
推
進
役

を
担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は

S
E
G
IT
T
U
R

の
活
動
の
中
で
も
観
光
地
経

営
に
大
き
く
関
わ
る
二
つ
の
案
件
、
ス
マ
ー

ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
、
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
認
証
と
関
連
す
る
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
紹
介
す
る
。

能
な
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
戦
略
を
実
現

し
た
都
市
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
人
口
2
万

5
千
人
か
ら
10
万
人
と
小
規
模
の
観
光
地
を

対
象
と
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
E
U
）
が

2
0
0
7
年
か
ら
行
っ
て
き
た
持
続
可
能
な

観
光
地
を
選
ぶ
「
欧
州
優
良
観
光
地
（
E
D

E
N
）」
を
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
に
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
の

特
徴
は
、観
光
地
と
し
て
の
都
市
に
お
い
て
、

持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
創
造
性
と
文
化
遺
産
と
い
う
4
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み
を
評
価

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
項
で
は
初
年
度

の
受
賞
都
市
で
あ
る
仏
リ
ヨ
ン
市
の
事
例
を

紹
介
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
の
事
例
：

顧
客
関
係
管
理
戦
略

　人
口
約
50
万
人
、
フ
ラ
ン
ス
第
3
の
都

市
リ
ヨ
ン
市
の
観
光
局
「O
N
LY
LY
O
N
 

T
ourism

e et C
ongrès

」
は
、
都
市
規
模

で
は
欧
州
で
初
め
て
の
顧
客
関
係
管
理

（
C
R
M
）シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「O

N
LY
LY
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
を
運
用
し
て
い
る
。

2
0
2
1
年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
「
責
任
あ

る
観
光
開
発
計
画（
2
0
2
1
‐
2
0
2
6
）」

に
よ
る
観
光
政
策
の
戦
略
的
枠
組
み
を
推
進

す
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
顧
客
を
よ
く

知
り
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
高
め
、
滞
在
前
、

滞
在
中
、
滞
在
後
と
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
リ
ヨ
ン

都
市
圏
の
訪
問
者
の
流
れ
を
定
番
の
観
光
地

以
外
の
場
所
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、O

N
L
Y
L
Y
O
N

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

訪
問
者
が
リ
ヨ
ン
大
都
市
圏
で
の
滞
在
を
延

長
し
た
り
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
再
訪
し
た
り

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　

O
N
L
Y
L
Y
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
、

観
光
局
が
持
つ
顧
客
デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、
宿

泊
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、交
通
機
関
、

観
光
施
設
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
管
理
す
る
顧
客
数
は
約
30
万

人
、
年
間
で
28
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行

（
2
0
1
9
年
）、
そ
の
ほ
か
無
料
で
発
刊
し

て
い
る
リ
ヨ
ン
の
情
報
誌
や
そ
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
、
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

リ
ン
ク
ト
イ
ン
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
て
い

る
（
リ
ヨ
ン
観
光
局
発
行
「
観
光
の
主
要

ル
ー
ト
や
散
策
プ
ラ
ン
を
自
動
生
成
す
る

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
ク
レ
ー
ム
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
昨
今
の

観
光
地
経
営
政
策
の
方
向
性
、
つ
ま
り
観

光
客
の
経
験
価
値
向
上
と
住
民
の
生
活
の

質
の
向
上
の
双
方
を
目
指
す
取
り
組
み
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

観
光
動
態
を
知
る
こ
と
の
本
質
的
な
目
的

は
、
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
を
よ
り
豊
か
に
し
、
持
続
可
能
な
発

展
に
貢
献
す
る
た
め
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
D
M
O
が
必
要
と
す
る
デ
ー

タ
は
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
カ
バ
ー
す
る
エ

リ
ア
の
階
層
、
個
別
の
戦
略
に
よ
っ
て
異
な

る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O

で
あ
れ
ば
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
入
国

者
数
予
測
を
行
う
た
め
に
国
際
線
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
う
D
M
O
は
、
旅
行
者
の

経
験
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、
観
光
事
業
者
や
住
民
と
の
関
わ
り

が
多
い
た
め
、
事
業
者
支
援
や
地
域
社
会
・

環
境
に
配
慮
し
た
観
光
を
推
進
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
客
は
地
域
に

何
を
求
め
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
の
か
、

そ
れ
が
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
ど
の
程

度
与
え
て
い
る
の
か
。
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ら
を
知
る
た
め
に
多
様

な
デ
ー
タ
を
多
面
的
に
取
得
し
、
統
合
的
に

活
用
す
る
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り

細
か
く
観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
観
光
地
域
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

　折
し
も
日
本
で
は
新
し
い
D
M
O
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
が
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
区
域
も
見
直
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
公

開
資
料
を
基
に
欧
州
の
事
例
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
今
後
の
観
光
地
経
営
に
お

け
る
観
光
の
動
向
把
握
に
関
す
る
デ
ー
タ
活

用
に
対
す
る
示
唆
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

観
光
地
経
営
に
お
い
て

高
ま
る
デ
ー
タ
活
用
の

必
要
性

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
欧
州
委

員
会
が
産
業
変
革
を
促
す
戦
略
「
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
（
移
行
経
路
）」
に
お

い
て
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
主
要
な

目
的
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
、
D
M
O

の
組
織
で
あ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
れ
ば
、
観
光
地
経
営

に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
る
戦
略
ラ
ン
キ
ン
グ

の
中
で
、
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
高

め
る
こ
と
は
、
2
年
前
の
調
査
に
比
べ
2
ラ

ン
ク
上
昇
し
7
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
（「
次

世
代
D
M
O
の
た
め
の
戦
略
的
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」、
2
0
2
3
年
）。

　欧
州
委
員
会
は
欧
州
単
一
市
場
を
促
進
す

る
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
観
光
地
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
持
続
可
能
な
観

光
を
積
極
的
に
推
進
し
、
観
光
地
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
、
強
化
す
る
た
め
に
「
欧

州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」
と

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
グ
リ
ー
ン
パ

イ
オ
ニ
ア
賞
」
と
い
う
2
つ
の
ス
マ
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
彰
制
度
を
進
め
て
い
る
。

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」

は
2
0
1
9
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
と
リ
ヨ
ン

が
選
ば
れ
て
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
1

年
を
除
き
、
毎
年
2
都
市
が
選
出
さ
れ
、

2
0
2
4
年
か
ら
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
ル
ー
ル

が
変
更
さ
れ
1
都
市
が
選
出
さ
れ
た
。
対
象

は
人
口
が
10
万
人
以
上
の
都
市
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

グ
リ
ー
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
」
は
、
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
実
践
を
通
じ
て
持
続
可

は
じ
め
に

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
動
態
を
捉
え

る
目
的
は
、
観
光
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
そ
の
も

の
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
は
人
口
約
80
万
人
、

年
間
約
2
2
0
万
人
の
観
光
客
を
迎
え
る
ス

ペ
イ
ン
第
3
の
都
市
で
あ
る
が
、
観
光
に
お

け
る
炭
素
と
水
の
両
方
の
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

を
測
定
・
認
証
し
た
世
界
初
の
観
光
地
と
な

り
、
そ
れ
を
実
現
し
た
の
は
各
種
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
だ
っ
た
。
中
世
の
建
築
物
が
残
る

地
中
海
に
面
し
た
美
し
い
街
は
、
2
0
3
0

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を

目
指
し
、
D
M
O
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

で
あ
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
バ
レ
ン
シ
ア
を
中
心
に

「
持
続
可
能
な
観
光
戦
略
2
0
3
0
」
の
も

と
、
C
O
2

排
出
量
削
減
、
電
気
自
動
車
の

利
用
促
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
、
持

続
可
能
な
食
の
選
択
肢
の
推
進
、
文
化
遺
産

へ
の
影
響
の
記
録
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
一
方
で
、
旅
行
者
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
ア
プ
リ

や
、
顧
客
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
興
味
に
応
じ
て

ヘルシンキ（フィンランド）
リヨン（フランス）
ヨーテボリ（スウェーデン） 
マラガ（スペイン）
バレンシア（スペイン）
ボルドー（フランス）
パフォス（キプロス）, 
セヴィージャ（スペイン）
ダブリン（アイルランド）
トリノ（イタリア）

―――

―――

―――

―――

グロッセート（イタリア）
ベニドルム （スペイン）

2019

2020

2022

2023

2024
2025

の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
2

0
2
3
年
8
月
時
点
）。  

　共
通
機
能
に
つ
い
て
は
一
覧
を
表
に
ま
と

め
た
（
表
2
）。
こ
れ
ら
の
機
能
だ
け
で
も

観
光
地
経
営
に
最
低
限
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
活

用
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　P
I
D
を
推
進
す
る
た
め
に
最
終
的
に
必

要
な
の
は
、
観
光
地
で
生
じ
て
い
る
こ
と
全

体
を
捉
え
る
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
観
光
は
横
断
的
な
分
野
で
あ

り
、
そ
の
動
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
取
り

組
む
テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
、
デ
ー
タ
を
包

括
的
に
一
カ
所
に
集
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
が
P
I
D
で
あ
り
「
知
識
の
空
間
」
と
呼

ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
省
（S

E
T
U
R

）
が
推

進
し
、S

E
G
IT
T
U
R

が
運
営
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
通
じ
た
観
光
地
の
価
値
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
D
T
I
）
と
は
「
最
先
端
の
技
術
イ
ン
フ
ラ

を
基
盤
と
し
て
、
観
光
地
域
の
持
続
可
能
な

発
展
を
保
証
し
、
全
て
の
人
が
ア
ク
セ
ス
で

き
、
訪
問
者
と
環
境
と
の
相
互
作
用
と
統
合

を
促
進
し
、
訪
問
者
の
観
光
地
経
験
の
質
と

住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
の
双
方
を
実
現
す

る
、
革
新
的
な
観
光
地
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
2
0
2
2
年
に
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ

ア
で
開
催
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
主
催
の

年 欧州スマートツーリズム先進都市 欧州スマートツーリズムグリーンパイオニア都市

写真2：リヨンのまちなみ （筆者撮影）

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
観
光
政
策
は
大
前
提
と
し
て
、
地

方
分
権
の
あ
り
方
を
鑑
み
つ
つ
デ
ジ
タ
ル
活

用
に
専
門
性
を
持
っ
た
人
材
を
分
散
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
専
門
組
織
に
集
め
る
こ
と
に

よ
り
、
人
手
不
足
の
対
応
や
人
材
育
成
に
も

つ
な
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

出典：スマートツーリズム欧州先進都市及びグリーンパイオニアのウェブサイトより筆者作成

観光客の動態をどのように捉えるか4
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表 2 スマート・デスティネーション・プラットフォーム（PID）の共通機能一覧用
で
き
、
開
発
し
た
ア
プ
リ
はS

E
G
IT
T
U
R

の
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
で
公
開
可
能
と
な
る
。

　P
I
D
で
活
用
で
き
る
68
以
上
の
機
能

は
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
整
理
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
。
つ

ま
り
20
の
共
通
機
能
に
加
え
、
後
述
す
る

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
観

光
地
は
28
の
機
能
を
、
ま
た
、
経
済
的
、
方

法
論
的
、
技
術
的
な
支
援
を
う
け
ら
れ
る
公

募
に
よ
り
選
ば
れ
た
観
光
地
は
、
さ
ら
に
23

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
世
界

会
議
」
に
は
筆
者
も
参
加
し
た
が
、
会
議
参

加
登
録
者
は
1
2
0
0
人
以
上
、
欧
州
や
中

南
米
を
含
む
80
カ
国
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
熱
気
は
記
憶
に
新
し
い
。

 

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
ル
（
D
T
I
モ
デ
ル
）」
の
認
定
取
得
プ
ロ

セ
ス
は
、
2
0
1
3
年
にS

E
G
IT
T
U
R

の

支
援
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
認
定
は
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
5
軸
で
診
断
と
評
価
が
行
わ
れ
る
。
診
断

を
受
け
80
%
以
上
の
ス
コ
ア
を
獲
得
し
た
観

光
地
が
D
T
I
と
し
て
認
証
を
受
け
る
。
ス

コ
ア
が
80
%
未
満
の
場
合
に
は
、
継
続
的
な

改
善
プ
ロ
セ
ス
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
観
光
地
と

し
て
「
関
連
D
T
I
」
と
な
る
。
ま
た
、
要

件
の
達
成
度
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
観
光
地

は
、
D
T
I
モ
デ
ル
に
基
づ
く
取
り
組
み
の

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
2
年
ご
と
に
認

定
の
更
新
を
行
う
継
続
的
改
善
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

　さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
観
光
地
経
営
を
促
す
た
め
の
変
革

や
、
よ
り
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
目
指
す

た
め
の
交
流
の
場
と
し
て
、
2
0
1
9
年
2

月
に
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
D
T
I
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
：
R
e
d 

D
T
I
）が
設
立
さ
れ
た
。

観
光
地
が
D
T
I
の
認
証
を
目
指
し
、
ま
た

認
定
を
受
け
た
自
治
体
同
士
が
ナ
レ
ッ
ジ
を

共
有
し
、
相
互
の
シ
ナ
ジ
ー
創
出
を
図
る
場

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
が

地
方
レ
ベ
ル
で
の
観
光
政
策
の
設
計
と
実
施

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
診
断
に
基
づ
き
観

光
地
の
ス
マ
ー
ト
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
観
光
地
の
付
加
価
値
創
造

や
連
携
の
促
進
、
優
良
事
例
の
共
有
、
観
光

地
間
の
シ
ナ
ジ
ー
の
解
放
を
推
進
す
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
加
盟

メ
ン
バ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
行
政
機

関
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
や
学
術
機
関
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
加
盟
メ
ン
バ
ー

は
6
8
0
、
う
ち
観
光
地
メ
ン
バ
ー
は

5
0
0
を
超
え
る
。

　具
体
的
な
参
加
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
観
光
地
と
民
間
企
業
間
の
、
観
光
技
術
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
的
と
し
た
戦

略
的
提
携

●
D
T
I
へ
の
転
換
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

●
標
準
化
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
観
光
品
質
総
合

シ
ス
テ
ム
（S

IC
T
E
D

）
な
ど
の
認
証
マ
ー

ク
の
導
入
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

●
助
成
金
、
補
助
金
、
融
資
に
関
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

●
D
T
I
の
方
法
論
の
軸
に
関
連
す
る
分
野

に
関
す
る
研
修
お
よ
び
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
利
用

●
観
光
地
向
け
の
技
術
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
カ
タ
ロ
グ

の
利
用

●
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
研
究
や
出

版
物
の
レ
ポ
ジ
ト
リ
の
利
用

●
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
見
本
市
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
そ
の
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

　

S
E
G
IT
T
U
R

と
い
う
専
門
機
関
が
外
部

の
学
術
組
織
な
ど
と
連
携
し
観
光
地
の
ス

マ
ー
ト
化
に
向
け
て
の
支
援
を
し
た
り
、

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
会
員
相
互

の
知
識
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
を
設
け
た

り
す
る
こ
と
で
、
専
門
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

活
用
を
効
率
的
、
効
果
的
に
促
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
個
別
の
観
光
地
の
価
値
や
競
争

力
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
ス
ペ
イ
ン
全
体
が

観
光
に
よ
る
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が

る
、
と
い
う
戦
略
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）
は
、
ス
ペ
イ

ン
が
観
光
先
進
国
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
観
光
体
験
の

向
上
や
観
光
地
に
お
い
て
価
値
の
高
い
統
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
共
デ
ー
タ
と
民
間
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
関

連
付
け
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ペ
イ

ン
の
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
欧
州

の
観
光
政
策
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」と
い
う
表
現
を
よ
く
見
か
け
る
が
、

こ
の
P
I
D
も
ま
た
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
生
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
デ
ー
タ
の
生
成
者
で
あ
り
使
用
者
に

な
り
う
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、

D
M
O
や
、旅
行
者
、中
小
企
業
、大
手
企
業
、

ベ
ン
ダ
ー
な
ど
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
て
の

関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
相
互
接
続

性
を
高
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　P
I
D
は
4
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
構
成
さ
れ
60
以
上
の
機
能
を
持
つ
、
い
わ

ば
統
合
的
な
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で
あ
る
。
ま

ず
〈
共
通
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉

は
「D

estin
atio
n
 as a service

」
と
も

称
さ
れ
、
20
の
共
通
機
能
を
提
供
す
る
。
二

つ
目
は
〈
知
識
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉
と
し

て
、
デ
ー
タ
の
取
得
・
活
用
準
備
の
強
化
を

目
標
と
し
て
主
に
デ
ー
タ
の
保
管
を
す
る
リ

ポ
ジ
ト
リ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
や

A
I
な
ど
に
よ
る
高
度
な
分
析
を
通
じ
て
知

見
抽
出
・
イ
ン
サ
イ
ト
生
成
を
行
う
。
三
つ

目
は
〈
デ
ー
タ
共
有
空
間
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
、
デ
ー
タ
共
有
の
促
進
を
目
標
と
し
、

観
光
地
側
や
企
業
な
ど
が
生
成
し
た
デ
ー
タ

や
、
欧
州
や
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
各
種
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
（
交
通
デ
ー
タ
、
空
間
情
報
イ
ン
フ

ラ 

な
ど
）
を
統
合
し
た
空
間
で
あ
り
、
誰

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
オ
ー
プ
ン
環
境
と
し

て
構
築
。
デ
ー
タ
提
供
者
（
観
光
事
業
者
な

ど
）、
デ
ー
タ
利
用
者
（
研
究
者
や
D
M
O

な
ど
）、
そ
し
て
技
術
を
提
供
す
る
事
業
者

の
い
ず
れ
も
が
利
用
可
能
と
な
る
。
最
後
に

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
環

境
を
提
供
す
る
（
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
パ
ッ

ケ
ー
ジ
）〈
テ
ス
ト
＆
実
験
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
あ
る
。
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
開
発
・
検
証

お
よ
び
外
部
機
関
と
の
連
携
を
目
的
と
し
て

D
M
O
や
中
小
企
業
、
学
術
機
関
な
ど
が
活

日
本
の
観
光
地
経
営
に

お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の

示
唆

　先
に
示
し
た
よ
う
に
欧
州
に
お
け
る
デ
ー

タ
活
用
の
推
進
政
策
に
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
と
い
う
言
葉
が
よ
く
登
場
す
る
。
E
U

の
定
義
に
よ
れ
ば「
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
相
互
に
関
連
し
た
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
網
羅
す
る
、
非
常
に
多

様
で
複
雑
な
も
の
で
」
あ
り
、「
飲
食
サ
ー

ビ
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
観
光
案
内
所
や
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）、
旅
行
会
社
、

宿
泊
施
設
、
観
光
地
経
営
組
織
、
観
光
施
設
、

旅
客
輸
送（
航
空
会
社
、
空
港
、
鉄
道
、
バ
ス
、

船
舶
な
ど
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー

の
企
業
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
欧
州
委
員
会 

https://transport.ec.europa.eu/touris

m
/overview

-eu-tourism
-policy_en

）。

　ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

が
推
進
す
る

ス
マ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形

成
に
貢
献
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
観
光
地
に

お
い
て
経
験
価
値
を
直
接
観
光
客
に
提
供
す

る
の
は
、
地
域
の
観
光
事
業
者
で
あ
り
、

D
M
O
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
中
小
規
模
の
事
業
者
で
あ
る
。
D
M
O
は

観
光
客
に
経
験
価
値
を
直
接
提
供
し
な
い

し
、
商
品
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
視
点
か
ら
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
観
光
地
全
体
の
提
供
価
値
や
競
争

優
位
性
の
向
上
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
地
に
お
け
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す

る
全
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
動
態
を
捉
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
各
方
面
か

ら
の
デ
ー
タ
が
取
得
、
統
合
さ
れ
、
そ
し
て

活
用
さ
れ
る
。
今
後
日
本
に
お
い
て
も
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
拡
大
し
国
際
的
な
視
点

で
の
価
値
向
上
や
競
争
優
位
性
を
考
慮
す
る

必
要
性
が
高
ま
る
中
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
視
点
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
の
重
要
性
が
高
ま
る
だ

ろ
う
。

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
そ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
、
し
か
も
新
し
い
技
術
を
活
用
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
使
い
勝
手
が
向
上
す
る
だ
け

で
な
く
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
も
優
位
性
を
享

受
で
き
る
。
し
か
し
技
術
の
専
門
組
織
で
は

な
い
、
デ
ー
タ
活
用
の
一
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場

で
あ
る
D
M
O
に
と
っ
て
、
技
術
動
向
を
常

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
最
新
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
っ

た
経
営
資
源
の
調
達
の
面
か
ら
も
簡
単
で
は

な
い
。
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活

用
の
目
的
は
観
光
の
動
態
把
握
に
限
ら
ず
共

通
部
分
も
多
く
、
組
織
そ
れ
ぞ
れ
が
ゼ
ロ
か

ら
そ
の
解
決
策
を
学
ぶ
こ
と
は
全
体
最
適
の

観
点
か
ら
は
効
率
が
悪
い
。
D
M
O
の
現
場

か
ら
は
、
観
光
地
経
営
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
D
M
P
な
ど
は
共
通
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
活
用
で
き
れ
ば
い
い
、
と
い
う

声
も
聞
く
。

　一
方
で
観
光
地
ご
と
に
観
光
資
源
も
異
な

り
そ
れ
に
よ
る
強
み
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
競
争
優
位
を
作
り
出
す
た
め
の

戦
略
も
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
光
地
経

営
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
は
共
通
の
部
分
と
各

地
が
競
争
力
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な
領
域

と
を
分
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ス
ペ

イ
ン
の
P
I
D
も
多
く
の
機
能
を
細
分
化
し

て
共
通
機
能
と
戦
略
強
化
の
た
め
に
選
択
す

る
機
能
と
を
実
装
し
て
い
た
。
観
光
分
野
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
す
る
専
門
組

織
を
国
や
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
設
立

し
、
地
域
D
M
O
や
事
業
者
を
支
援
す
る
体

制
を
構
築
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る

数
値
2
0
2
3
」
よ
り
）。

　想
定
さ
れ
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
は
、
家
族
で

美
術
館
を
訪
問
し
た
顧
客
に
対
し
て
S
M
S

で
家
族
旅
行
で
お
勧
め
の
過
ご
し
方
を
送
信

す
る
、
見
本
市
参
加
者
に
「
家
族
で
リ
ヨ
ン

に
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
か
」、
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
く
、
宿
泊
3
日
前
に
ホ
テ
ル
周
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
送
信
さ
れ
る
、
初
回
訪
問
者
と

リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
区
別
し
、
そ
れ
に
応
じ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
と
い
っ
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
を

扱
う
に
当
た
っ
て
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（
G
D
P
R
）
に
準
拠
し
た
規
約
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
明
示
し
て
お
り
、
個
人
デ
ー
タ
の
収

集
目
的
や
収
集
す
る
デ
ー
タ
、
ク
ッ
キ
ー
の

使
用
方
針
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
事
例
：
国
と

地
域
と
の
連
携
に
よ
る

統
合
的
な
デ
ジ
タ
ル
戦
略

　デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
を
理
解
す
る
必

要
性
は
リ
ヨ
ン
の
よ
う
な
都
市
部
だ
け
に
限

ら
ず
、
ど
の
階
層
の
観
光
地
経
営
に
も
共
通

の
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
今
や
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
は
ど
の
業
界
に
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、

そ
れ
を
担
う
人
材
は
不
足
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
専
門
的
な
組
織
に
人
材
を
集
め
知

識
を
蓄
積
し
各
地
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
も
一
つ
の
解
決
策
と
な
る
。
そ
の

事
例
を
ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

（
セ
ギ

ツ
ー
ル
）
に
見
て
み
よ
う
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
・

支
援
す
る
政
府
の

専
門
機
関S

E
G
IT
T
U
R

に
つ
い
て

　ス
ペ
イ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
観
光
地
と

し
て
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
位
を
確
立

し
て
お
り
、
国
の
G
D
P
の
12
・
3
%
、
雇

用
者
数
の
13
・
7
%
を
占
め
る
観
光
業
を
重

要
視
し
、
そ
の
変
革
と
競
争
力
向
上
の
た
め

に
、
積
極
的
に
観
光
地
お
よ
び
観
光
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
投
資

を
行
っ
て
き
た
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、

観
光
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
の
専
門
組
織
で
あ
る

S
E
G
IT
T
U
R

の
役
割
で
あ
る
。
観
光
分
野

に
お
け
る
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
積
極
的
に
地
域
の

D
M
O
や
企
業
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
政
府
出
資
に
よ
る
公
的

企
業
で
あ
り
、
正
式
名
称
は
、S

o
cied
ad
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n
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T
urísticas, S

.A
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.

、
直
訳
で
は
〈
観

光
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
の
管
理
の
た

め
の
公
的
企
業
〉
を
意
味
す
る
。
2
0
0
2

年
10
月
に
活
動
を
開
始
、
ス
ペ
イ
ン
の
公
式

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
設
立
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支

援
し
た
。
日
本
に
お
け
る
訪
日
促
進
の
た
め

の「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
の
2
0
0
3
年
で
あ
る
か
ら
、
ス

ペ
イ
ン
が
観
光
立
国
と
し
て
早
く
か
ら
デ
ジ

タ
ル
活
用
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
と
民

間
セ
ク
タ
ー
の
双
方
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。公
共
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
開
発
な

ど
、
そ
し
て
民
間
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

観
光
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
持
続
可
能
か

つ
競
争
力
の
あ
る
経
営
モ
デ
ル
構
築
、
ス
ペ

イ
ン
製
技
術
の
海
外
輸
出
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具
体
的
な
活

動
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
：
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
中
小
事
業
者
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）、
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
化
、

S
D
G
s
・
持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み
。
さ

ら
に
、
新
た
に
産
学
を
巻
き
込
ん
だ
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
整
備
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
運

営
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　ス
ペ
イ
ン
政
府
は
E
U
か
ら
の
基
金
も
得

て
コ
ロ
ナ
禍
後
の
国
家
レ
ベ
ル
の
回
復
プ
ラ

ン
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
30
あ
る
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
観
光
セ
ク
タ
ー
の
刷
新

と
競
争
力
強
化
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
枠
組
み

の
中
で
、
約
3
・
4
億
ユ
ー
ロ
（
約
5
5
6

億
円
）
の
資
金
を
得
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
ス

マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、S

E
G
IT
T
U
R

が
そ
の
推
進
役

を
担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は

S
E
G
IT
T
U
R

の
活
動
の
中
で
も
観
光
地
経

営
に
大
き
く
関
わ
る
二
つ
の
案
件
、
ス
マ
ー

ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
、
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
認
証
と
関
連
す
る
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
紹
介
す
る
。

能
な
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
戦
略
を
実
現

し
た
都
市
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
人
口
2
万

5
千
人
か
ら
10
万
人
と
小
規
模
の
観
光
地
を

対
象
と
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
E
U
）
が

2
0
0
7
年
か
ら
行
っ
て
き
た
持
続
可
能
な

観
光
地
を
選
ぶ
「
欧
州
優
良
観
光
地
（
E
D

E
N
）」
を
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
に
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
の

特
徴
は
、観
光
地
と
し
て
の
都
市
に
お
い
て
、

持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
創
造
性
と
文
化
遺
産
と
い
う
4
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み
を
評
価

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
項
で
は
初
年
度

の
受
賞
都
市
で
あ
る
仏
リ
ヨ
ン
市
の
事
例
を

紹
介
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
の
事
例
：

顧
客
関
係
管
理
戦
略

　人
口
約
50
万
人
、
フ
ラ
ン
ス
第
3
の
都

市
リ
ヨ
ン
市
の
観
光
局
「O

N
LY
LY
O
N
 

T
ourism

e et C
ongrès

」
は
、
都
市
規
模

で
は
欧
州
で
初
め
て
の
顧
客
関
係
管
理

（
C
R
M
）シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「O

N
LY
LY
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
を
運
用
し
て
い
る
。

2
0
2
1
年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
「
責
任
あ

る
観
光
開
発
計
画（
2
0
2
1
‐
2
0
2
6
）」

に
よ
る
観
光
政
策
の
戦
略
的
枠
組
み
を
推
進

す
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
顧
客
を
よ
く

知
り
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
高
め
、
滞
在
前
、

滞
在
中
、
滞
在
後
と
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
リ
ヨ
ン

都
市
圏
の
訪
問
者
の
流
れ
を
定
番
の
観
光
地

以
外
の
場
所
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、O

N
L
Y
L
Y
O
N

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

訪
問
者
が
リ
ヨ
ン
大
都
市
圏
で
の
滞
在
を
延

長
し
た
り
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
再
訪
し
た
り

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　

O
N
L
Y
L
Y
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
、

観
光
局
が
持
つ
顧
客
デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、
宿

泊
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、交
通
機
関
、

観
光
施
設
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
管
理
す
る
顧
客
数
は
約
30
万

人
、
年
間
で
28
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行

（
2
0
1
9
年
）、
そ
の
ほ
か
無
料
で
発
刊
し

て
い
る
リ
ヨ
ン
の
情
報
誌
や
そ
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
、
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

リ
ン
ク
ト
イ
ン
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
て
い

る
（
リ
ヨ
ン
観
光
局
発
行
「
観
光
の
主
要

ル
ー
ト
や
散
策
プ
ラ
ン
を
自
動
生
成
す
る

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
ク
レ
ー
ム
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
昨
今
の

観
光
地
経
営
政
策
の
方
向
性
、
つ
ま
り
観

光
客
の
経
験
価
値
向
上
と
住
民
の
生
活
の

質
の
向
上
の
双
方
を
目
指
す
取
り
組
み
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

観
光
動
態
を
知
る
こ
と
の
本
質
的
な
目
的

は
、
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
を
よ
り
豊
か
に
し
、
持
続
可
能
な
発

展
に
貢
献
す
る
た
め
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
D
M
O
が
必
要
と
す
る
デ
ー

タ
は
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
カ
バ
ー
す
る
エ

リ
ア
の
階
層
、
個
別
の
戦
略
に
よ
っ
て
異
な

る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O

で
あ
れ
ば
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
入
国

者
数
予
測
を
行
う
た
め
に
国
際
線
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
う
D
M
O
は
、
旅
行
者
の

経
験
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、
観
光
事
業
者
や
住
民
と
の
関
わ
り

が
多
い
た
め
、
事
業
者
支
援
や
地
域
社
会
・

環
境
に
配
慮
し
た
観
光
を
推
進
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
客
は
地
域
に

何
を
求
め
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
の
か
、

そ
れ
が
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
ど
の
程

度
与
え
て
い
る
の
か
。
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ら
を
知
る
た
め
に
多
様

な
デ
ー
タ
を
多
面
的
に
取
得
し
、
統
合
的
に

活
用
す
る
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り

細
か
く
観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
観
光
地
域
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

　折
し
も
日
本
で
は
新
し
い
D
M
O
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
が
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
区
域
も
見
直
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
公

開
資
料
を
基
に
欧
州
の
事
例
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
今
後
の
観
光
地
経
営
に
お

け
る
観
光
の
動
向
把
握
に
関
す
る
デ
ー
タ
活

用
に
対
す
る
示
唆
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

観
光
地
経
営
に
お
い
て

高
ま
る
デ
ー
タ
活
用
の

必
要
性

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
欧
州
委

員
会
が
産
業
変
革
を
促
す
戦
略
「
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
（
移
行
経
路
）」
に
お

い
て
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
主
要
な

目
的
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
、
D
M
O

の
組
織
で
あ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
れ
ば
、
観
光
地
経
営

に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
る
戦
略
ラ
ン
キ
ン
グ

の
中
で
、
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
高

め
る
こ
と
は
、
2
年
前
の
調
査
に
比
べ
2
ラ

ン
ク
上
昇
し
7
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
（「
次

世
代
D
M
O
の
た
め
の
戦
略
的
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」、
2
0
2
3
年
）。

　欧
州
委
員
会
は
欧
州
単
一
市
場
を
促
進
す

る
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
観
光
地
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
持
続
可
能
な
観

光
を
積
極
的
に
推
進
し
、
観
光
地
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
、
強
化
す
る
た
め
に
「
欧

州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」
と

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
グ
リ
ー
ン
パ

イ
オ
ニ
ア
賞
」
と
い
う
2
つ
の
ス
マ
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
彰
制
度
を
進
め
て
い
る
。

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」

は
2
0
1
9
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
と
リ
ヨ
ン

が
選
ば
れ
て
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
1

年
を
除
き
、
毎
年
2
都
市
が
選
出
さ
れ
、

2
0
2
4
年
か
ら
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
ル
ー
ル

が
変
更
さ
れ
1
都
市
が
選
出
さ
れ
た
。
対
象

は
人
口
が
10
万
人
以
上
の
都
市
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

グ
リ
ー
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
」
は
、
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
実
践
を
通
じ
て
持
続
可

は
じ
め
に

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
動
態
を
捉
え

る
目
的
は
、
観
光
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
そ
の
も

の
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
は
人
口
約
80
万
人
、

年
間
約
2
2
0
万
人
の
観
光
客
を
迎
え
る
ス

ペ
イ
ン
第
3
の
都
市
で
あ
る
が
、
観
光
に
お

け
る
炭
素
と
水
の
両
方
の
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

を
測
定
・
認
証
し
た
世
界
初
の
観
光
地
と
な

り
、
そ
れ
を
実
現
し
た
の
は
各
種
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
だ
っ
た
。
中
世
の
建
築
物
が
残
る

地
中
海
に
面
し
た
美
し
い
街
は
、
2
0
3
0

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を

目
指
し
、
D
M
O
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

で
あ
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
バ
レ
ン
シ
ア
を
中
心
に

「
持
続
可
能
な
観
光
戦
略
2
0
3
0
」
の
も

と
、
C
O
2

排
出
量
削
減
、
電
気
自
動
車
の

利
用
促
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
、
持

続
可
能
な
食
の
選
択
肢
の
推
進
、
文
化
遺
産

へ
の
影
響
の
記
録
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
一
方
で
、
旅
行
者
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
ア
プ
リ

や
、
顧
客
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
興
味
に
応
じ
て

の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
2

0
2
3
年
8
月
時
点
）。  

　共
通
機
能
に
つ
い
て
は
一
覧
を
表
に
ま
と

め
た
（
表
2
）。
こ
れ
ら
の
機
能
だ
け
で
も

観
光
地
経
営
に
最
低
限
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
活

用
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　P
I
D
を
推
進
す
る
た
め
に
最
終
的
に
必

要
な
の
は
、
観
光
地
で
生
じ
て
い
る
こ
と
全

体
を
捉
え
る
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
観
光
は
横
断
的
な
分
野
で
あ

り
、
そ
の
動
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
取
り

組
む
テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
、
デ
ー
タ
を
包

括
的
に
一
カ
所
に
集
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
が
P
I
D
で
あ
り
「
知
識
の
空
間
」
と
呼

ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
省
（S

E
T
U
R

）
が
推

進
し
、S

E
G
IT
T
U
R

が
運
営
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
通
じ
た
観
光
地
の
価
値
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
D
T
I
）
と
は
「
最
先
端
の
技
術
イ
ン
フ
ラ

を
基
盤
と
し
て
、
観
光
地
域
の
持
続
可
能
な

発
展
を
保
証
し
、
全
て
の
人
が
ア
ク
セ
ス
で

き
、
訪
問
者
と
環
境
と
の
相
互
作
用
と
統
合

を
促
進
し
、
訪
問
者
の
観
光
地
経
験
の
質
と

住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
の
双
方
を
実
現
す

る
、
革
新
的
な
観
光
地
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
2
0
2
2
年
に
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ

ア
で
開
催
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
主
催
の

出典：SEGITTURウェブサイトより

横断的な機能

縦断的な機能：観光地／旅行者／事業者それぞれに向けた主要機能

セマンティックCMS（コンテンツ管理システム）
全てのコンテンツ（テキスト、画像、動画など）を意味論的にタグ付けし、
検索性・再利用性を高める共通CMS
インタラクションおよびロイヤリティ管理インテリジェンス・モジュール
旅行者の行動履歴や嗜好を基に、ロイヤリティ管理やパーソナライズされた
インタラクションを行うインテリジェンス・モジュール
ロケーションインテリジェンス（位置情報インテリジェンス）・モジュール
多様なソース（GPS、センサー、地理情報システムなど）から得られる
地理空間データを統合・分析し、位置情報に基づく意思決定を支援

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

プロフェッショナル・ポータル（製品・体験・プロモーション管理）
デスティネーション・ポータル（観光地専用サイト）
ランディングページ（着地ページ）
観光関連公共サービスのオンライン予約モジュール
旅行者向けアプリ
バーチャルアシスタント（音声＋テキスト対応）
DTI管理モジュール
DTI自己診断アプリケーション
中小企業向けデジタル成熟度指数（DX成熟度評価）
「SITデスティネーション」モジュール（観光インテリジェンス）
現地旅行者アンケート・モジュール
オンライン評判管理モジュール
市民認識分析モジュール
データ活用・予測・シミュレーション・モジュール
DTIパフォーマンスダッシュボード
企業向けデスティネーションデータダッシュボード

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
観
光
政
策
は
大
前
提
と
し
て
、
地

方
分
権
の
あ
り
方
を
鑑
み
つ
つ
デ
ジ
タ
ル
活

用
に
専
門
性
を
持
っ
た
人
材
を
分
散
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
専
門
組
織
に
集
め
る
こ
と
に

よ
り
、
人
手
不
足
の
対
応
や
人
材
育
成
に
も

つ
な
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

観光客の動態をどのように捉えるか4
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表 2 スマート・デスティネーション・プラットフォーム（PID）の共通機能一覧用
で
き
、
開
発
し
た
ア
プ
リ
はS

E
G
IT
T
U
R

の
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
で
公
開
可
能
と
な
る
。

　P
I
D
で
活
用
で
き
る
68
以
上
の
機
能

は
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
整
理
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
。
つ

ま
り
20
の
共
通
機
能
に
加
え
、
後
述
す
る

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
観

光
地
は
28
の
機
能
を
、
ま
た
、
経
済
的
、
方

法
論
的
、
技
術
的
な
支
援
を
う
け
ら
れ
る
公

募
に
よ
り
選
ば
れ
た
観
光
地
は
、
さ
ら
に
23

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
世
界

会
議
」
に
は
筆
者
も
参
加
し
た
が
、
会
議
参

加
登
録
者
は
1
2
0
0
人
以
上
、
欧
州
や
中

南
米
を
含
む
80
カ
国
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
熱
気
は
記
憶
に
新
し
い
。

 

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
ル
（
D
T
I
モ
デ
ル
）」
の
認
定
取
得
プ
ロ

セ
ス
は
、
2
0
1
3
年
にS

E
G
IT
T
U
R

の

支
援
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
認
定
は
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
5
軸
で
診
断
と
評
価
が
行
わ
れ
る
。
診
断

を
受
け
80
%
以
上
の
ス
コ
ア
を
獲
得
し
た
観

光
地
が
D
T
I
と
し
て
認
証
を
受
け
る
。
ス

コ
ア
が
80
%
未
満
の
場
合
に
は
、
継
続
的
な

改
善
プ
ロ
セ
ス
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
観
光
地
と

し
て
「
関
連
D
T
I
」
と
な
る
。
ま
た
、
要

件
の
達
成
度
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
観
光
地

は
、
D
T
I
モ
デ
ル
に
基
づ
く
取
り
組
み
の

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
2
年
ご
と
に
認

定
の
更
新
を
行
う
継
続
的
改
善
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

　さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
観
光
地
経
営
を
促
す
た
め
の
変
革

や
、
よ
り
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
目
指
す

た
め
の
交
流
の
場
と
し
て
、
2
0
1
9
年
2

月
に
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
D
T
I
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
：
R
e
d 

D
T
I
）が
設
立
さ
れ
た
。

観
光
地
が
D
T
I
の
認
証
を
目
指
し
、
ま
た

認
定
を
受
け
た
自
治
体
同
士
が
ナ
レ
ッ
ジ
を

共
有
し
、
相
互
の
シ
ナ
ジ
ー
創
出
を
図
る
場

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
が

地
方
レ
ベ
ル
で
の
観
光
政
策
の
設
計
と
実
施

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
診
断
に
基
づ
き
観

光
地
の
ス
マ
ー
ト
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
観
光
地
の
付
加
価
値
創
造

や
連
携
の
促
進
、
優
良
事
例
の
共
有
、
観
光

地
間
の
シ
ナ
ジ
ー
の
解
放
を
推
進
す
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
加
盟

メ
ン
バ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
行
政
機

関
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
や
学
術
機
関
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
加
盟
メ
ン
バ
ー

は
6
8
0
、
う
ち
観
光
地
メ
ン
バ
ー
は

5
0
0
を
超
え
る
。

　具
体
的
な
参
加
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
観
光
地
と
民
間
企
業
間
の
、
観
光
技
術
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
的
と
し
た
戦

略
的
提
携

●
D
T
I
へ
の
転
換
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

●
標
準
化
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
観
光
品
質
総
合

シ
ス
テ
ム
（S

IC
T
E
D

）
な
ど
の
認
証
マ
ー

ク
の
導
入
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

●
助
成
金
、
補
助
金
、
融
資
に
関
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

●
D
T
I
の
方
法
論
の
軸
に
関
連
す
る
分
野

に
関
す
る
研
修
お
よ
び
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
利
用

●
観
光
地
向
け
の
技
術
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
カ
タ
ロ
グ

の
利
用

●
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
研
究
や
出

版
物
の
レ
ポ
ジ
ト
リ
の
利
用

●
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
見
本
市
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
そ
の
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

　

S
E
G
IT
T
U
R

と
い
う
専
門
機
関
が
外
部

の
学
術
組
織
な
ど
と
連
携
し
観
光
地
の
ス

マ
ー
ト
化
に
向
け
て
の
支
援
を
し
た
り
、

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
会
員
相
互

の
知
識
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
を
設
け
た

り
す
る
こ
と
で
、
専
門
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

活
用
を
効
率
的
、
効
果
的
に
促
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
個
別
の
観
光
地
の
価
値
や
競
争

力
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
ス
ペ
イ
ン
全
体
が

観
光
に
よ
る
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が

る
、
と
い
う
戦
略
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）
は
、
ス
ペ
イ

ン
が
観
光
先
進
国
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
観
光
体
験
の

向
上
や
観
光
地
に
お
い
て
価
値
の
高
い
統
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
共
デ
ー
タ
と
民
間
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
関

連
付
け
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ペ
イ

ン
の
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
欧
州

の
観
光
政
策
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」と
い
う
表
現
を
よ
く
見
か
け
る
が
、

こ
の
P
I
D
も
ま
た
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
生
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
デ
ー
タ
の
生
成
者
で
あ
り
使
用
者
に

な
り
う
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、

D
M
O
や
、旅
行
者
、中
小
企
業
、大
手
企
業
、

ベ
ン
ダ
ー
な
ど
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
て
の

関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
相
互
接
続

性
を
高
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　P
I
D
は
4
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
構
成
さ
れ
60
以
上
の
機
能
を
持
つ
、
い
わ

ば
統
合
的
な
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で
あ
る
。
ま

ず
〈
共
通
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉

は
「D

estin
atio
n
 as a service

」
と
も

称
さ
れ
、
20
の
共
通
機
能
を
提
供
す
る
。
二

つ
目
は
〈
知
識
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉
と
し

て
、
デ
ー
タ
の
取
得
・
活
用
準
備
の
強
化
を

目
標
と
し
て
主
に
デ
ー
タ
の
保
管
を
す
る
リ

ポ
ジ
ト
リ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
や

A
I
な
ど
に
よ
る
高
度
な
分
析
を
通
じ
て
知

見
抽
出
・
イ
ン
サ
イ
ト
生
成
を
行
う
。
三
つ

目
は
〈
デ
ー
タ
共
有
空
間
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
、
デ
ー
タ
共
有
の
促
進
を
目
標
と
し
、

観
光
地
側
や
企
業
な
ど
が
生
成
し
た
デ
ー
タ

や
、
欧
州
や
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
各
種
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
（
交
通
デ
ー
タ
、
空
間
情
報
イ
ン
フ

ラ 

な
ど
）
を
統
合
し
た
空
間
で
あ
り
、
誰

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
オ
ー
プ
ン
環
境
と
し

て
構
築
。
デ
ー
タ
提
供
者
（
観
光
事
業
者
な

ど
）、
デ
ー
タ
利
用
者
（
研
究
者
や
D
M
O

な
ど
）、
そ
し
て
技
術
を
提
供
す
る
事
業
者

の
い
ず
れ
も
が
利
用
可
能
と
な
る
。
最
後
に

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
環

境
を
提
供
す
る
（
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
パ
ッ

ケ
ー
ジ
）〈
テ
ス
ト
＆
実
験
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
あ
る
。
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
開
発
・
検
証

お
よ
び
外
部
機
関
と
の
連
携
を
目
的
と
し
て

D
M
O
や
中
小
企
業
、
学
術
機
関
な
ど
が
活

日
本
の
観
光
地
経
営
に

お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の

示
唆

　先
に
示
し
た
よ
う
に
欧
州
に
お
け
る
デ
ー

タ
活
用
の
推
進
政
策
に
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
と
い
う
言
葉
が
よ
く
登
場
す
る
。
E
U

の
定
義
に
よ
れ
ば「
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
相
互
に
関
連
し
た
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
網
羅
す
る
、
非
常
に
多

様
で
複
雑
な
も
の
で
」
あ
り
、「
飲
食
サ
ー

ビ
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
観
光
案
内
所
や
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）、
旅
行
会
社
、

宿
泊
施
設
、
観
光
地
経
営
組
織
、
観
光
施
設
、

旅
客
輸
送（
航
空
会
社
、
空
港
、
鉄
道
、
バ
ス
、

船
舶
な
ど
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー

の
企
業
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
欧
州
委
員
会 

https://transport.ec.europa.eu/touris

m
/overview

-eu-tourism
-policy_en

）。

　ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

が
推
進
す
る

ス
マ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形

成
に
貢
献
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
観
光
地
に

お
い
て
経
験
価
値
を
直
接
観
光
客
に
提
供
す

る
の
は
、
地
域
の
観
光
事
業
者
で
あ
り
、

D
M
O
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
中
小
規
模
の
事
業
者
で
あ
る
。
D
M
O
は

観
光
客
に
経
験
価
値
を
直
接
提
供
し
な
い

し
、
商
品
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
視
点
か
ら
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
観
光
地
全
体
の
提
供
価
値
や
競
争

優
位
性
の
向
上
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
地
に
お
け
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す

る
全
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
動
態
を
捉
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
各
方
面
か

ら
の
デ
ー
タ
が
取
得
、
統
合
さ
れ
、
そ
し
て

活
用
さ
れ
る
。
今
後
日
本
に
お
い
て
も
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
拡
大
し
国
際
的
な
視
点

で
の
価
値
向
上
や
競
争
優
位
性
を
考
慮
す
る

必
要
性
が
高
ま
る
中
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
視
点
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
の
重
要
性
が
高
ま
る
だ

ろ
う
。

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
そ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
、
し
か
も
新
し
い
技
術
を
活
用
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
使
い
勝
手
が
向
上
す
る
だ
け

で
な
く
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
も
優
位
性
を
享

受
で
き
る
。
し
か
し
技
術
の
専
門
組
織
で
は

な
い
、
デ
ー
タ
活
用
の
一
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場

で
あ
る
D
M
O
に
と
っ
て
、
技
術
動
向
を
常

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
最
新
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
っ

た
経
営
資
源
の
調
達
の
面
か
ら
も
簡
単
で
は

な
い
。
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活

用
の
目
的
は
観
光
の
動
態
把
握
に
限
ら
ず
共

通
部
分
も
多
く
、
組
織
そ
れ
ぞ
れ
が
ゼ
ロ
か

ら
そ
の
解
決
策
を
学
ぶ
こ
と
は
全
体
最
適
の

観
点
か
ら
は
効
率
が
悪
い
。
D
M
O
の
現
場

か
ら
は
、
観
光
地
経
営
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
D
M
P
な
ど
は
共
通
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
活
用
で
き
れ
ば
い
い
、
と
い
う

声
も
聞
く
。

　一
方
で
観
光
地
ご
と
に
観
光
資
源
も
異
な

り
そ
れ
に
よ
る
強
み
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
競
争
優
位
を
作
り
出
す
た
め
の

戦
略
も
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
光
地
経

営
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
は
共
通
の
部
分
と
各

地
が
競
争
力
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な
領
域

と
を
分
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ス
ペ

イ
ン
の
P
I
D
も
多
く
の
機
能
を
細
分
化
し

て
共
通
機
能
と
戦
略
強
化
の
た
め
に
選
択
す

る
機
能
と
を
実
装
し
て
い
た
。
観
光
分
野
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
す
る
専
門
組

織
を
国
や
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
設
立

し
、
地
域
D
M
O
や
事
業
者
を
支
援
す
る
体

制
を
構
築
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る

数
値
2
0
2
3
」
よ
り
）。

　想
定
さ
れ
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
は
、
家
族
で

美
術
館
を
訪
問
し
た
顧
客
に
対
し
て
S
M
S

で
家
族
旅
行
で
お
勧
め
の
過
ご
し
方
を
送
信

す
る
、
見
本
市
参
加
者
に
「
家
族
で
リ
ヨ
ン

に
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
か
」、
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
く
、
宿
泊
3
日
前
に
ホ
テ
ル
周
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
送
信
さ
れ
る
、
初
回
訪
問
者
と

リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
区
別
し
、
そ
れ
に
応
じ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
と
い
っ
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
を

扱
う
に
当
た
っ
て
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（
G
D
P
R
）
に
準
拠
し
た
規
約
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
明
示
し
て
お
り
、
個
人
デ
ー
タ
の
収

集
目
的
や
収
集
す
る
デ
ー
タ
、
ク
ッ
キ
ー
の

使
用
方
針
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
事
例
：
国
と

地
域
と
の
連
携
に
よ
る

統
合
的
な
デ
ジ
タ
ル
戦
略

　デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
を
理
解
す
る
必

要
性
は
リ
ヨ
ン
の
よ
う
な
都
市
部
だ
け
に
限

ら
ず
、
ど
の
階
層
の
観
光
地
経
営
に
も
共
通

の
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
今
や
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
は
ど
の
業
界
に
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、

そ
れ
を
担
う
人
材
は
不
足
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
専
門
的
な
組
織
に
人
材
を
集
め
知

識
を
蓄
積
し
各
地
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
も
一
つ
の
解
決
策
と
な
る
。
そ
の

事
例
を
ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

（
セ
ギ

ツ
ー
ル
）
に
見
て
み
よ
う
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
・

支
援
す
る
政
府
の

専
門
機
関S

E
G
IT
T
U
R

に
つ
い
て

　ス
ペ
イ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
観
光
地
と

し
て
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
位
を
確
立

し
て
お
り
、
国
の
G
D
P
の
12
・
3
%
、
雇

用
者
数
の
13
・
7
%
を
占
め
る
観
光
業
を
重

要
視
し
、
そ
の
変
革
と
競
争
力
向
上
の
た
め

に
、
積
極
的
に
観
光
地
お
よ
び
観
光
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
投
資

を
行
っ
て
き
た
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、

観
光
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
の
専
門
組
織
で
あ
る

S
E
G
IT
T
U
R

の
役
割
で
あ
る
。
観
光
分
野

に
お
け
る
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
積
極
的
に
地
域
の

D
M
O
や
企
業
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
政
府
出
資
に
よ
る
公
的

企
業
で
あ
り
、
正
式
名
称
は
、S

o
cied
ad
 

M
ercan

til E
statal p

ara la G
estió

n 

de la In
n
ovación

 y las T
ecn
ologías 

T
urísticas, S

.A
.M
.P
.

、
直
訳
で
は
〈
観

光
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
の
管
理
の
た

め
の
公
的
企
業
〉
を
意
味
す
る
。
2
0
0
2

年
10
月
に
活
動
を
開
始
、
ス
ペ
イ
ン
の
公
式

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
設
立
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支

援
し
た
。
日
本
に
お
け
る
訪
日
促
進
の
た
め

の「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
の
2
0
0
3
年
で
あ
る
か
ら
、
ス

ペ
イ
ン
が
観
光
立
国
と
し
て
早
く
か
ら
デ
ジ

タ
ル
活
用
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
と
民

間
セ
ク
タ
ー
の
双
方
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。公
共
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
開
発
な

ど
、
そ
し
て
民
間
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

観
光
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
持
続
可
能
か

つ
競
争
力
の
あ
る
経
営
モ
デ
ル
構
築
、
ス
ペ

イ
ン
製
技
術
の
海
外
輸
出
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具
体
的
な
活

動
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
：
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
中
小
事
業
者
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）、
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
化
、

S
D
G
s
・
持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み
。
さ

ら
に
、
新
た
に
産
学
を
巻
き
込
ん
だ
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
整
備
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
運

営
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　ス
ペ
イ
ン
政
府
は
E
U
か
ら
の
基
金
も
得

て
コ
ロ
ナ
禍
後
の
国
家
レ
ベ
ル
の
回
復
プ
ラ

ン
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
30
あ
る
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
観
光
セ
ク
タ
ー
の
刷
新

と
競
争
力
強
化
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
枠
組
み

の
中
で
、
約
3
・
4
億
ユ
ー
ロ
（
約
5
5
6

億
円
）
の
資
金
を
得
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
ス

マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、S

E
G
IT
T
U
R

が
そ
の
推
進
役

を
担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は

S
E
G
IT
T
U
R

の
活
動
の
中
で
も
観
光
地
経

営
に
大
き
く
関
わ
る
二
つ
の
案
件
、
ス
マ
ー

ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
、
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
認
証
と
関
連
す
る
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
紹
介
す
る
。

能
な
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
戦
略
を
実
現

し
た
都
市
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
人
口
2
万

5
千
人
か
ら
10
万
人
と
小
規
模
の
観
光
地
を

対
象
と
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
E
U
）
が

2
0
0
7
年
か
ら
行
っ
て
き
た
持
続
可
能
な

観
光
地
を
選
ぶ
「
欧
州
優
良
観
光
地
（
E
D

E
N
）」
を
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
に
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
の

特
徴
は
、観
光
地
と
し
て
の
都
市
に
お
い
て
、

持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
創
造
性
と
文
化
遺
産
と
い
う
4
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み
を
評
価

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
項
で
は
初
年
度

の
受
賞
都
市
で
あ
る
仏
リ
ヨ
ン
市
の
事
例
を

紹
介
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
の
事
例
：

顧
客
関
係
管
理
戦
略

　人
口
約
50
万
人
、
フ
ラ
ン
ス
第
3
の
都

市
リ
ヨ
ン
市
の
観
光
局
「O

N
LY
LY
O
N
 

T
ourism

e et C
ongrès

」
は
、
都
市
規
模

で
は
欧
州
で
初
め
て
の
顧
客
関
係
管
理

（
C
R
M
）シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「O

N
LY
LY
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
を
運
用
し
て
い
る
。

2
0
2
1
年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
「
責
任
あ

る
観
光
開
発
計
画（
2
0
2
1
‐
2
0
2
6
）」

に
よ
る
観
光
政
策
の
戦
略
的
枠
組
み
を
推
進

す
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
顧
客
を
よ
く

知
り
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
高
め
、
滞
在
前
、

滞
在
中
、
滞
在
後
と
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
リ
ヨ
ン

都
市
圏
の
訪
問
者
の
流
れ
を
定
番
の
観
光
地

以
外
の
場
所
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、O

N
L
Y
L
Y
O
N

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

訪
問
者
が
リ
ヨ
ン
大
都
市
圏
で
の
滞
在
を
延

長
し
た
り
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
再
訪
し
た
り

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　

O
N
L
Y
L
Y
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
、

観
光
局
が
持
つ
顧
客
デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、
宿

泊
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、交
通
機
関
、

観
光
施
設
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
管
理
す
る
顧
客
数
は
約
30
万

人
、
年
間
で
28
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行

（
2
0
1
9
年
）、
そ
の
ほ
か
無
料
で
発
刊
し

て
い
る
リ
ヨ
ン
の
情
報
誌
や
そ
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
、
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

リ
ン
ク
ト
イ
ン
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
て
い

る
（
リ
ヨ
ン
観
光
局
発
行
「
観
光
の
主
要

ル
ー
ト
や
散
策
プ
ラ
ン
を
自
動
生
成
す
る

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
ク
レ
ー
ム
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
昨
今
の

観
光
地
経
営
政
策
の
方
向
性
、
つ
ま
り
観

光
客
の
経
験
価
値
向
上
と
住
民
の
生
活
の

質
の
向
上
の
双
方
を
目
指
す
取
り
組
み
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

観
光
動
態
を
知
る
こ
と
の
本
質
的
な
目
的

は
、
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
を
よ
り
豊
か
に
し
、
持
続
可
能
な
発

展
に
貢
献
す
る
た
め
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
D
M
O
が
必
要
と
す
る
デ
ー

タ
は
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
カ
バ
ー
す
る
エ

リ
ア
の
階
層
、
個
別
の
戦
略
に
よ
っ
て
異
な

る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O

で
あ
れ
ば
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
入
国

者
数
予
測
を
行
う
た
め
に
国
際
線
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
う
D
M
O
は
、
旅
行
者
の

経
験
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、
観
光
事
業
者
や
住
民
と
の
関
わ
り

が
多
い
た
め
、
事
業
者
支
援
や
地
域
社
会
・

環
境
に
配
慮
し
た
観
光
を
推
進
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
客
は
地
域
に

何
を
求
め
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
の
か
、

そ
れ
が
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
ど
の
程

度
与
え
て
い
る
の
か
。
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ら
を
知
る
た
め
に
多
様

な
デ
ー
タ
を
多
面
的
に
取
得
し
、
統
合
的
に

活
用
す
る
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り

細
か
く
観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
観
光
地
域
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

　折
し
も
日
本
で
は
新
し
い
D
M
O
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
が
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
区
域
も
見
直
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
公

開
資
料
を
基
に
欧
州
の
事
例
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
今
後
の
観
光
地
経
営
に
お

け
る
観
光
の
動
向
把
握
に
関
す
る
デ
ー
タ
活

用
に
対
す
る
示
唆
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

観
光
地
経
営
に
お
い
て

高
ま
る
デ
ー
タ
活
用
の

必
要
性

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
欧
州
委

員
会
が
産
業
変
革
を
促
す
戦
略
「
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
（
移
行
経
路
）」
に
お

い
て
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
主
要
な

目
的
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
、
D
M
O

の
組
織
で
あ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
れ
ば
、
観
光
地
経
営

に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
る
戦
略
ラ
ン
キ
ン
グ

の
中
で
、
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
高

め
る
こ
と
は
、
2
年
前
の
調
査
に
比
べ
2
ラ

ン
ク
上
昇
し
7
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
（「
次

世
代
D
M
O
の
た
め
の
戦
略
的
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」、
2
0
2
3
年
）。

　欧
州
委
員
会
は
欧
州
単
一
市
場
を
促
進
す

る
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
観
光
地
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
持
続
可
能
な
観

光
を
積
極
的
に
推
進
し
、
観
光
地
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
、
強
化
す
る
た
め
に
「
欧

州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」
と

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
グ
リ
ー
ン
パ

イ
オ
ニ
ア
賞
」
と
い
う
2
つ
の
ス
マ
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
彰
制
度
を
進
め
て
い
る
。

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」

は
2
0
1
9
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
と
リ
ヨ
ン

が
選
ば
れ
て
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
1

年
を
除
き
、
毎
年
2
都
市
が
選
出
さ
れ
、

2
0
2
4
年
か
ら
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
ル
ー
ル

が
変
更
さ
れ
1
都
市
が
選
出
さ
れ
た
。
対
象

は
人
口
が
10
万
人
以
上
の
都
市
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

グ
リ
ー
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
」
は
、
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
実
践
を
通
じ
て
持
続
可

は
じ
め
に

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
動
態
を
捉
え

る
目
的
は
、
観
光
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
そ
の
も

の
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
は
人
口
約
80
万
人
、

年
間
約
2
2
0
万
人
の
観
光
客
を
迎
え
る
ス

ペ
イ
ン
第
3
の
都
市
で
あ
る
が
、
観
光
に
お

け
る
炭
素
と
水
の
両
方
の
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

を
測
定
・
認
証
し
た
世
界
初
の
観
光
地
と
な

り
、
そ
れ
を
実
現
し
た
の
は
各
種
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
だ
っ
た
。
中
世
の
建
築
物
が
残
る

地
中
海
に
面
し
た
美
し
い
街
は
、
2
0
3
0

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を

目
指
し
、
D
M
O
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

で
あ
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
バ
レ
ン
シ
ア
を
中
心
に

「
持
続
可
能
な
観
光
戦
略
2
0
3
0
」
の
も

と
、
C
O
2

排
出
量
削
減
、
電
気
自
動
車
の

利
用
促
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
、
持

続
可
能
な
食
の
選
択
肢
の
推
進
、
文
化
遺
産

へ
の
影
響
の
記
録
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
一
方
で
、
旅
行
者
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
ア
プ
リ

や
、
顧
客
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
興
味
に
応
じ
て

の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
2

0
2
3
年
8
月
時
点
）。  

　共
通
機
能
に
つ
い
て
は
一
覧
を
表
に
ま
と

め
た
（
表
2
）。
こ
れ
ら
の
機
能
だ
け
で
も

観
光
地
経
営
に
最
低
限
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
活

用
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　P
I
D
を
推
進
す
る
た
め
に
最
終
的
に
必

要
な
の
は
、
観
光
地
で
生
じ
て
い
る
こ
と
全

体
を
捉
え
る
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
観
光
は
横
断
的
な
分
野
で
あ

り
、
そ
の
動
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
取
り

組
む
テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
、
デ
ー
タ
を
包

括
的
に
一
カ
所
に
集
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
が
P
I
D
で
あ
り
「
知
識
の
空
間
」
と
呼

ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
省
（S

E
T
U
R

）
が
推

進
し
、S

E
G
IT
T
U
R

が
運
営
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
通
じ
た
観
光
地
の
価
値
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
D
T
I
）
と
は
「
最
先
端
の
技
術
イ
ン
フ
ラ

を
基
盤
と
し
て
、
観
光
地
域
の
持
続
可
能
な

発
展
を
保
証
し
、
全
て
の
人
が
ア
ク
セ
ス
で

き
、
訪
問
者
と
環
境
と
の
相
互
作
用
と
統
合

を
促
進
し
、
訪
問
者
の
観
光
地
経
験
の
質
と

住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
の
双
方
を
実
現
す

る
、
革
新
的
な
観
光
地
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
2
0
2
2
年
に
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ

ア
で
開
催
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
主
催
の

出典：SEGITTURウェブサイトより

横断的な機能

縦断的な機能：観光地／旅行者／事業者それぞれに向けた主要機能

セマンティックCMS（コンテンツ管理システム）
全てのコンテンツ（テキスト、画像、動画など）を意味論的にタグ付けし、
検索性・再利用性を高める共通CMS
インタラクションおよびロイヤリティ管理インテリジェンス・モジュール
旅行者の行動履歴や嗜好を基に、ロイヤリティ管理やパーソナライズされた
インタラクションを行うインテリジェンス・モジュール
ロケーションインテリジェンス（位置情報インテリジェンス）・モジュール
多様なソース（GPS、センサー、地理情報システムなど）から得られる
地理空間データを統合・分析し、位置情報に基づく意思決定を支援

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

プロフェッショナル・ポータル（製品・体験・プロモーション管理）
デスティネーション・ポータル（観光地専用サイト）
ランディングページ（着地ページ）
観光関連公共サービスのオンライン予約モジュール
旅行者向けアプリ
バーチャルアシスタント（音声＋テキスト対応）
DTI管理モジュール
DTI自己診断アプリケーション
中小企業向けデジタル成熟度指数（DX成熟度評価）
「SITデスティネーション」モジュール（観光インテリジェンス）
現地旅行者アンケート・モジュール
オンライン評判管理モジュール
市民認識分析モジュール
データ活用・予測・シミュレーション・モジュール
DTIパフォーマンスダッシュボード
企業向けデスティネーションデータダッシュボード

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
観
光
政
策
は
大
前
提
と
し
て
、
地

方
分
権
の
あ
り
方
を
鑑
み
つ
つ
デ
ジ
タ
ル
活

用
に
専
門
性
を
持
っ
た
人
材
を
分
散
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
専
門
組
織
に
集
め
る
こ
と
に

よ
り
、
人
手
不
足
の
対
応
や
人
材
育
成
に
も

つ
な
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

観光客の動態をどのように捉えるか4
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用
で
き
、
開
発
し
た
ア
プ
リ
はS

E
G
IT
T
U
R

の
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
で
公
開
可
能
と
な
る
。

　P
I
D
で
活
用
で
き
る
68
以
上
の
機
能

は
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
整
理
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
。
つ

ま
り
20
の
共
通
機
能
に
加
え
、
後
述
す
る

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
観

光
地
は
28
の
機
能
を
、
ま
た
、
経
済
的
、
方

法
論
的
、
技
術
的
な
支
援
を
う
け
ら
れ
る
公

募
に
よ
り
選
ば
れ
た
観
光
地
は
、
さ
ら
に
23

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
世
界

会
議
」
に
は
筆
者
も
参
加
し
た
が
、
会
議
参

加
登
録
者
は
1
2
0
0
人
以
上
、
欧
州
や
中

南
米
を
含
む
80
カ
国
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
熱
気
は
記
憶
に
新
し
い
。

 

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
ル
（
D
T
I
モ
デ
ル
）」
の
認
定
取
得
プ
ロ

セ
ス
は
、
2
0
1
3
年
にS

E
G
IT
T
U
R

の

支
援
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
認
定
は
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
5
軸
で
診
断
と
評
価
が
行
わ
れ
る
。
診
断

を
受
け
80
%
以
上
の
ス
コ
ア
を
獲
得
し
た
観

光
地
が
D
T
I
と
し
て
認
証
を
受
け
る
。
ス

コ
ア
が
80
%
未
満
の
場
合
に
は
、
継
続
的
な

改
善
プ
ロ
セ
ス
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
観
光
地
と

し
て
「
関
連
D
T
I
」
と
な
る
。
ま
た
、
要

件
の
達
成
度
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
観
光
地

は
、
D
T
I
モ
デ
ル
に
基
づ
く
取
り
組
み
の

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
2
年
ご
と
に
認

定
の
更
新
を
行
う
継
続
的
改
善
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

　さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
観
光
地
経
営
を
促
す
た
め
の
変
革

や
、
よ
り
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
目
指
す

た
め
の
交
流
の
場
と
し
て
、
2
0
1
9
年
2

月
に
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
D
T
I
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
：
R
e
d 

D
T
I
）が
設
立
さ
れ
た
。

観
光
地
が
D
T
I
の
認
証
を
目
指
し
、
ま
た

認
定
を
受
け
た
自
治
体
同
士
が
ナ
レ
ッ
ジ
を

共
有
し
、
相
互
の
シ
ナ
ジ
ー
創
出
を
図
る
場

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
が

地
方
レ
ベ
ル
で
の
観
光
政
策
の
設
計
と
実
施

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
診
断
に
基
づ
き
観

光
地
の
ス
マ
ー
ト
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
観
光
地
の
付
加
価
値
創
造

や
連
携
の
促
進
、
優
良
事
例
の
共
有
、
観
光

地
間
の
シ
ナ
ジ
ー
の
解
放
を
推
進
す
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
加
盟

メ
ン
バ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
行
政
機

関
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
や
学
術
機
関
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
加
盟
メ
ン
バ
ー

は
6
8
0
、
う
ち
観
光
地
メ
ン
バ
ー
は

5
0
0
を
超
え
る
。

　具
体
的
な
参
加
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
観
光
地
と
民
間
企
業
間
の
、
観
光
技
術
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
的
と
し
た
戦

略
的
提
携

●
D
T
I
へ
の
転
換
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

●
標
準
化
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
観
光
品
質
総
合

シ
ス
テ
ム
（S

IC
T
E
D

）
な
ど
の
認
証
マ
ー

ク
の
導
入
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

●
助
成
金
、
補
助
金
、
融
資
に
関
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

●
D
T
I
の
方
法
論
の
軸
に
関
連
す
る
分
野

に
関
す
る
研
修
お
よ
び
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
利
用

●
観
光
地
向
け
の
技
術
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
カ
タ
ロ
グ

の
利
用

●
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
研
究
や
出

版
物
の
レ
ポ
ジ
ト
リ
の
利
用

●
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
見
本
市
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
そ
の
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

　

S
E
G
IT
T
U
R

と
い
う
専
門
機
関
が
外
部

の
学
術
組
織
な
ど
と
連
携
し
観
光
地
の
ス

マ
ー
ト
化
に
向
け
て
の
支
援
を
し
た
り
、

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
会
員
相
互

の
知
識
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
を
設
け
た

り
す
る
こ
と
で
、
専
門
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

活
用
を
効
率
的
、
効
果
的
に
促
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
個
別
の
観
光
地
の
価
値
や
競
争

力
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
ス
ペ
イ
ン
全
体
が

観
光
に
よ
る
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が

る
、
と
い
う
戦
略
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）
は
、
ス
ペ
イ

ン
が
観
光
先
進
国
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
観
光
体
験
の

向
上
や
観
光
地
に
お
い
て
価
値
の
高
い
統
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
共
デ
ー
タ
と
民
間
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
関

連
付
け
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ペ
イ

ン
の
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
欧
州

の
観
光
政
策
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」と
い
う
表
現
を
よ
く
見
か
け
る
が
、

こ
の
P
I
D
も
ま
た
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
生
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
デ
ー
タ
の
生
成
者
で
あ
り
使
用
者
に

な
り
う
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、

D
M
O
や
、旅
行
者
、中
小
企
業
、大
手
企
業
、

ベ
ン
ダ
ー
な
ど
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
て
の

関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
相
互
接
続

性
を
高
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　P
I
D
は
4
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
構
成
さ
れ
60
以
上
の
機
能
を
持
つ
、
い
わ

ば
統
合
的
な
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で
あ
る
。
ま

ず
〈
共
通
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉

は
「D

estin
atio
n
 as a service

」
と
も

称
さ
れ
、
20
の
共
通
機
能
を
提
供
す
る
。
二

つ
目
は
〈
知
識
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉
と
し

て
、
デ
ー
タ
の
取
得
・
活
用
準
備
の
強
化
を

目
標
と
し
て
主
に
デ
ー
タ
の
保
管
を
す
る
リ

ポ
ジ
ト
リ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
や

A
I
な
ど
に
よ
る
高
度
な
分
析
を
通
じ
て
知

見
抽
出
・
イ
ン
サ
イ
ト
生
成
を
行
う
。
三
つ

目
は
〈
デ
ー
タ
共
有
空
間
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
、
デ
ー
タ
共
有
の
促
進
を
目
標
と
し
、

観
光
地
側
や
企
業
な
ど
が
生
成
し
た
デ
ー
タ

や
、
欧
州
や
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
各
種
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
（
交
通
デ
ー
タ
、
空
間
情
報
イ
ン
フ

ラ 

な
ど
）
を
統
合
し
た
空
間
で
あ
り
、
誰

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
オ
ー
プ
ン
環
境
と
し

て
構
築
。
デ
ー
タ
提
供
者
（
観
光
事
業
者
な

ど
）、
デ
ー
タ
利
用
者
（
研
究
者
や
D
M
O

な
ど
）、
そ
し
て
技
術
を
提
供
す
る
事
業
者

の
い
ず
れ
も
が
利
用
可
能
と
な
る
。
最
後
に

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
環

境
を
提
供
す
る
（
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
パ
ッ

ケ
ー
ジ
）〈
テ
ス
ト
＆
実
験
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
あ
る
。
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
開
発
・
検
証

お
よ
び
外
部
機
関
と
の
連
携
を
目
的
と
し
て

D
M
O
や
中
小
企
業
、
学
術
機
関
な
ど
が
活

日
本
の
観
光
地
経
営
に

お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の

示
唆

　先
に
示
し
た
よ
う
に
欧
州
に
お
け
る
デ
ー

タ
活
用
の
推
進
政
策
に
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
と
い
う
言
葉
が
よ
く
登
場
す
る
。
E
U

の
定
義
に
よ
れ
ば「
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
相
互
に
関
連
し
た
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
網
羅
す
る
、
非
常
に
多

様
で
複
雑
な
も
の
で
」
あ
り
、「
飲
食
サ
ー

ビ
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
観
光
案
内
所
や
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）、
旅
行
会
社
、

宿
泊
施
設
、
観
光
地
経
営
組
織
、
観
光
施
設
、

旅
客
輸
送（
航
空
会
社
、
空
港
、
鉄
道
、
バ
ス
、

船
舶
な
ど
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー

の
企
業
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
欧
州
委
員
会 

https://transport.ec.europa.eu/touris

m
/overview

-eu-tourism
-policy_en

）。

　ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

が
推
進
す
る

ス
マ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形

成
に
貢
献
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
観
光
地
に

お
い
て
経
験
価
値
を
直
接
観
光
客
に
提
供
す

る
の
は
、
地
域
の
観
光
事
業
者
で
あ
り
、

D
M
O
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
中
小
規
模
の
事
業
者
で
あ
る
。
D
M
O
は

観
光
客
に
経
験
価
値
を
直
接
提
供
し
な
い

し
、
商
品
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
視
点
か
ら
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
観
光
地
全
体
の
提
供
価
値
や
競
争

優
位
性
の
向
上
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
地
に
お
け
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す

る
全
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
動
態
を
捉
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
各
方
面
か

ら
の
デ
ー
タ
が
取
得
、
統
合
さ
れ
、
そ
し
て

活
用
さ
れ
る
。
今
後
日
本
に
お
い
て
も
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
拡
大
し
国
際
的
な
視
点

で
の
価
値
向
上
や
競
争
優
位
性
を
考
慮
す
る

必
要
性
が
高
ま
る
中
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
視
点
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
の
重
要
性
が
高
ま
る
だ

ろ
う
。

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
そ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
、
し
か
も
新
し
い
技
術
を
活
用
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
使
い
勝
手
が
向
上
す
る
だ
け

で
な
く
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
も
優
位
性
を
享

受
で
き
る
。
し
か
し
技
術
の
専
門
組
織
で
は

な
い
、
デ
ー
タ
活
用
の
一
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場

で
あ
る
D
M
O
に
と
っ
て
、
技
術
動
向
を
常

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
最
新
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
っ

た
経
営
資
源
の
調
達
の
面
か
ら
も
簡
単
で
は

な
い
。
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活

用
の
目
的
は
観
光
の
動
態
把
握
に
限
ら
ず
共

通
部
分
も
多
く
、
組
織
そ
れ
ぞ
れ
が
ゼ
ロ
か

ら
そ
の
解
決
策
を
学
ぶ
こ
と
は
全
体
最
適
の

観
点
か
ら
は
効
率
が
悪
い
。
D
M
O
の
現
場

か
ら
は
、
観
光
地
経
営
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
D
M
P
な
ど
は
共
通
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
活
用
で
き
れ
ば
い
い
、
と
い
う

声
も
聞
く
。

　一
方
で
観
光
地
ご
と
に
観
光
資
源
も
異
な

り
そ
れ
に
よ
る
強
み
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
競
争
優
位
を
作
り
出
す
た
め
の

戦
略
も
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
光
地
経

営
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
は
共
通
の
部
分
と
各

地
が
競
争
力
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な
領
域

と
を
分
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ス
ペ

イ
ン
の
P
I
D
も
多
く
の
機
能
を
細
分
化
し

て
共
通
機
能
と
戦
略
強
化
の
た
め
に
選
択
す

る
機
能
と
を
実
装
し
て
い
た
。
観
光
分
野
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
す
る
専
門
組

織
を
国
や
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
設
立

し
、
地
域
D
M
O
や
事
業
者
を
支
援
す
る
体

制
を
構
築
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る

数
値
2
0
2
3
」
よ
り
）。

　想
定
さ
れ
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
は
、
家
族
で

美
術
館
を
訪
問
し
た
顧
客
に
対
し
て
S
M
S

で
家
族
旅
行
で
お
勧
め
の
過
ご
し
方
を
送
信

す
る
、
見
本
市
参
加
者
に
「
家
族
で
リ
ヨ
ン

に
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
か
」、
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
く
、
宿
泊
3
日
前
に
ホ
テ
ル
周
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
送
信
さ
れ
る
、
初
回
訪
問
者
と

リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
区
別
し
、
そ
れ
に
応
じ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
と
い
っ
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
を

扱
う
に
当
た
っ
て
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（
G
D
P
R
）
に
準
拠
し
た
規
約
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
明
示
し
て
お
り
、
個
人
デ
ー
タ
の
収

集
目
的
や
収
集
す
る
デ
ー
タ
、
ク
ッ
キ
ー
の

使
用
方
針
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
事
例
：
国
と

地
域
と
の
連
携
に
よ
る

統
合
的
な
デ
ジ
タ
ル
戦
略

　デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
を
理
解
す
る
必

要
性
は
リ
ヨ
ン
の
よ
う
な
都
市
部
だ
け
に
限

ら
ず
、
ど
の
階
層
の
観
光
地
経
営
に
も
共
通

の
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
今
や
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
は
ど
の
業
界
に
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、

そ
れ
を
担
う
人
材
は
不
足
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
専
門
的
な
組
織
に
人
材
を
集
め
知

識
を
蓄
積
し
各
地
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
も
一
つ
の
解
決
策
と
な
る
。
そ
の

事
例
を
ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

（
セ
ギ

ツ
ー
ル
）
に
見
て
み
よ
う
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
・

支
援
す
る
政
府
の

専
門
機
関S

E
G
IT
T
U
R

に
つ
い
て

　ス
ペ
イ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
観
光
地
と

し
て
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
位
を
確
立

し
て
お
り
、
国
の
G
D
P
の
12
・
3
%
、
雇

用
者
数
の
13
・
7
%
を
占
め
る
観
光
業
を
重

要
視
し
、
そ
の
変
革
と
競
争
力
向
上
の
た
め

に
、
積
極
的
に
観
光
地
お
よ
び
観
光
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
投
資

を
行
っ
て
き
た
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、

観
光
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
の
専
門
組
織
で
あ
る

S
E
G
IT
T
U
R

の
役
割
で
あ
る
。
観
光
分
野

に
お
け
る
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
積
極
的
に
地
域
の

D
M
O
や
企
業
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
政
府
出
資
に
よ
る
公
的

企
業
で
あ
り
、
正
式
名
称
は
、S

o
cied
ad
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T
urísticas, S
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.

、
直
訳
で
は
〈
観

光
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
の
管
理
の
た

め
の
公
的
企
業
〉
を
意
味
す
る
。
2
0
0
2

年
10
月
に
活
動
を
開
始
、
ス
ペ
イ
ン
の
公
式

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
設
立
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支

援
し
た
。
日
本
に
お
け
る
訪
日
促
進
の
た
め

の「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
の
2
0
0
3
年
で
あ
る
か
ら
、
ス

ペ
イ
ン
が
観
光
立
国
と
し
て
早
く
か
ら
デ
ジ

タ
ル
活
用
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
と
民

間
セ
ク
タ
ー
の
双
方
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。公
共
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
開
発
な

ど
、
そ
し
て
民
間
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

観
光
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
持
続
可
能
か

つ
競
争
力
の
あ
る
経
営
モ
デ
ル
構
築
、
ス
ペ

イ
ン
製
技
術
の
海
外
輸
出
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具
体
的
な
活

動
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
：
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
中
小
事
業
者
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）、
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
化
、

S
D
G
s
・
持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み
。
さ

ら
に
、
新
た
に
産
学
を
巻
き
込
ん
だ
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
整
備
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
運

営
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　ス
ペ
イ
ン
政
府
は
E
U
か
ら
の
基
金
も
得

て
コ
ロ
ナ
禍
後
の
国
家
レ
ベ
ル
の
回
復
プ
ラ

ン
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
30
あ
る
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
観
光
セ
ク
タ
ー
の
刷
新

と
競
争
力
強
化
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
枠
組
み

の
中
で
、
約
3
・
4
億
ユ
ー
ロ
（
約
5
5
6

億
円
）
の
資
金
を
得
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
ス

マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、S

E
G
IT
T
U
R

が
そ
の
推
進
役

を
担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は

S
E
G
IT
T
U
R

の
活
動
の
中
で
も
観
光
地
経

営
に
大
き
く
関
わ
る
二
つ
の
案
件
、
ス
マ
ー

ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
、
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
認
証
と
関
連
す
る
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
紹
介
す
る
。

能
な
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
戦
略
を
実
現

し
た
都
市
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
人
口
2
万

5
千
人
か
ら
10
万
人
と
小
規
模
の
観
光
地
を

対
象
と
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
E
U
）
が

2
0
0
7
年
か
ら
行
っ
て
き
た
持
続
可
能
な

観
光
地
を
選
ぶ
「
欧
州
優
良
観
光
地
（
E
D

E
N
）」
を
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
に
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
の

特
徴
は
、観
光
地
と
し
て
の
都
市
に
お
い
て
、

持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
創
造
性
と
文
化
遺
産
と
い
う
4
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み
を
評
価

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
項
で
は
初
年
度

の
受
賞
都
市
で
あ
る
仏
リ
ヨ
ン
市
の
事
例
を

紹
介
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
の
事
例
：

顧
客
関
係
管
理
戦
略

　人
口
約
50
万
人
、
フ
ラ
ン
ス
第
3
の
都

市
リ
ヨ
ン
市
の
観
光
局
「O

N
LY
LY
O
N
 

T
ourism

e et C
ongrès

」
は
、
都
市
規
模

で
は
欧
州
で
初
め
て
の
顧
客
関
係
管
理

（
C
R
M
）シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「O

N
LY
LY
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
を
運
用
し
て
い
る
。

2
0
2
1
年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
「
責
任
あ

る
観
光
開
発
計
画（
2
0
2
1
‐
2
0
2
6
）」

に
よ
る
観
光
政
策
の
戦
略
的
枠
組
み
を
推
進

す
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
顧
客
を
よ
く

知
り
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
高
め
、
滞
在
前
、

滞
在
中
、
滞
在
後
と
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
リ
ヨ
ン

都
市
圏
の
訪
問
者
の
流
れ
を
定
番
の
観
光
地

以
外
の
場
所
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、O

N
L
Y
L
Y
O
N

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

訪
問
者
が
リ
ヨ
ン
大
都
市
圏
で
の
滞
在
を
延

長
し
た
り
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
再
訪
し
た
り

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　

O
N
L
Y
L
Y
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
、

観
光
局
が
持
つ
顧
客
デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、
宿

泊
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、交
通
機
関
、

観
光
施
設
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
管
理
す
る
顧
客
数
は
約
30
万

人
、
年
間
で
28
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行

（
2
0
1
9
年
）、
そ
の
ほ
か
無
料
で
発
刊
し

て
い
る
リ
ヨ
ン
の
情
報
誌
や
そ
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
、
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

リ
ン
ク
ト
イ
ン
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
て
い

る
（
リ
ヨ
ン
観
光
局
発
行
「
観
光
の
主
要

ル
ー
ト
や
散
策
プ
ラ
ン
を
自
動
生
成
す
る

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
ク
レ
ー
ム
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
昨
今
の

観
光
地
経
営
政
策
の
方
向
性
、
つ
ま
り
観

光
客
の
経
験
価
値
向
上
と
住
民
の
生
活
の

質
の
向
上
の
双
方
を
目
指
す
取
り
組
み
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

観
光
動
態
を
知
る
こ
と
の
本
質
的
な
目
的

は
、
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
を
よ
り
豊
か
に
し
、
持
続
可
能
な
発

展
に
貢
献
す
る
た
め
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
D
M
O
が
必
要
と
す
る
デ
ー

タ
は
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
カ
バ
ー
す
る
エ

リ
ア
の
階
層
、
個
別
の
戦
略
に
よ
っ
て
異
な

る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O

で
あ
れ
ば
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
入
国

者
数
予
測
を
行
う
た
め
に
国
際
線
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
う
D
M
O
は
、
旅
行
者
の

経
験
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、
観
光
事
業
者
や
住
民
と
の
関
わ
り

が
多
い
た
め
、
事
業
者
支
援
や
地
域
社
会
・

環
境
に
配
慮
し
た
観
光
を
推
進
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
客
は
地
域
に

何
を
求
め
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
の
か
、

そ
れ
が
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
ど
の
程

度
与
え
て
い
る
の
か
。
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ら
を
知
る
た
め
に
多
様

な
デ
ー
タ
を
多
面
的
に
取
得
し
、
統
合
的
に

活
用
す
る
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り

細
か
く
観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
観
光
地
域
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

　折
し
も
日
本
で
は
新
し
い
D
M
O
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
が
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
区
域
も
見
直
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
公

開
資
料
を
基
に
欧
州
の
事
例
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
今
後
の
観
光
地
経
営
に
お

け
る
観
光
の
動
向
把
握
に
関
す
る
デ
ー
タ
活

用
に
対
す
る
示
唆
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

観
光
地
経
営
に
お
い
て

高
ま
る
デ
ー
タ
活
用
の

必
要
性

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
欧
州
委

員
会
が
産
業
変
革
を
促
す
戦
略
「
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
（
移
行
経
路
）」
に
お

い
て
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
主
要
な

目
的
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
、
D
M
O

の
組
織
で
あ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
れ
ば
、
観
光
地
経
営

に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
る
戦
略
ラ
ン
キ
ン
グ

の
中
で
、
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
高

め
る
こ
と
は
、
2
年
前
の
調
査
に
比
べ
2
ラ

ン
ク
上
昇
し
7
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
（「
次

世
代
D
M
O
の
た
め
の
戦
略
的
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」、
2
0
2
3
年
）。

　欧
州
委
員
会
は
欧
州
単
一
市
場
を
促
進
す

る
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
観
光
地
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
持
続
可
能
な
観

光
を
積
極
的
に
推
進
し
、
観
光
地
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
、
強
化
す
る
た
め
に
「
欧

州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」
と

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
グ
リ
ー
ン
パ

イ
オ
ニ
ア
賞
」
と
い
う
2
つ
の
ス
マ
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
彰
制
度
を
進
め
て
い
る
。

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」

は
2
0
1
9
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
と
リ
ヨ
ン

が
選
ば
れ
て
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
1

年
を
除
き
、
毎
年
2
都
市
が
選
出
さ
れ
、

2
0
2
4
年
か
ら
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
ル
ー
ル

が
変
更
さ
れ
1
都
市
が
選
出
さ
れ
た
。
対
象

は
人
口
が
10
万
人
以
上
の
都
市
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

グ
リ
ー
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
」
は
、
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
実
践
を
通
じ
て
持
続
可

は
じ
め
に

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
動
態
を
捉
え

る
目
的
は
、
観
光
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
そ
の
も

の
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
は
人
口
約
80
万
人
、

年
間
約
2
2
0
万
人
の
観
光
客
を
迎
え
る
ス

ペ
イ
ン
第
3
の
都
市
で
あ
る
が
、
観
光
に
お

け
る
炭
素
と
水
の
両
方
の
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

を
測
定
・
認
証
し
た
世
界
初
の
観
光
地
と
な

り
、
そ
れ
を
実
現
し
た
の
は
各
種
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
だ
っ
た
。
中
世
の
建
築
物
が
残
る

地
中
海
に
面
し
た
美
し
い
街
は
、
2
0
3
0

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を

目
指
し
、
D
M
O
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

で
あ
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
バ
レ
ン
シ
ア
を
中
心
に

「
持
続
可
能
な
観
光
戦
略
2
0
3
0
」
の
も

と
、
C
O
2

排
出
量
削
減
、
電
気
自
動
車
の

利
用
促
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
、
持

続
可
能
な
食
の
選
択
肢
の
推
進
、
文
化
遺
産

へ
の
影
響
の
記
録
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
一
方
で
、
旅
行
者
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
ア
プ
リ

や
、
顧
客
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
興
味
に
応
じ
て

の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
2

0
2
3
年
8
月
時
点
）。  

　共
通
機
能
に
つ
い
て
は
一
覧
を
表
に
ま
と

め
た
（
表
2
）。
こ
れ
ら
の
機
能
だ
け
で
も

観
光
地
経
営
に
最
低
限
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
活

用
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　P
I
D
を
推
進
す
る
た
め
に
最
終
的
に
必

要
な
の
は
、
観
光
地
で
生
じ
て
い
る
こ
と
全

体
を
捉
え
る
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
観
光
は
横
断
的
な
分
野
で
あ

り
、
そ
の
動
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
取
り

組
む
テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
、
デ
ー
タ
を
包

括
的
に
一
カ
所
に
集
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
が
P
I
D
で
あ
り
「
知
識
の
空
間
」
と
呼

ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
省
（S

E
T
U
R

）
が
推

進
し
、S

E
G
IT
T
U
R

が
運
営
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
通
じ
た
観
光
地
の
価
値
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
D
T
I
）
と
は
「
最
先
端
の
技
術
イ
ン
フ
ラ

を
基
盤
と
し
て
、
観
光
地
域
の
持
続
可
能
な

発
展
を
保
証
し
、
全
て
の
人
が
ア
ク
セ
ス
で

き
、
訪
問
者
と
環
境
と
の
相
互
作
用
と
統
合

を
促
進
し
、
訪
問
者
の
観
光
地
経
験
の
質
と

住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
の
双
方
を
実
現
す

る
、
革
新
的
な
観
光
地
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
2
0
2
2
年
に
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ

ア
で
開
催
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
主
催
の

〈参考文献〉
European Commission, 
Directorate-General for Internal Market, Industry, 
Entrepreneurship and SMEs, （2022） Transition pathway 
for tourism. 
Publications Office of the European Union. 
https://data.europa.eu/doi/10.2873/344425
ONLYLYON Tourisme et Congrès, （2020） Dossier de 
presse Lyon, 
l'art de vivre à la française, ONLYLYON Tourisme et 
Congrès
SEGITTURウェブサイト　https://www.segittur.es

小
林
裕
和

（
こ
ば
や
し・ひ
ろ
か
ず
）

國
學
院
大
學 

観
光
ま
ち
づ
く

り
学
部 

教
授
／
博
士（
観
光

学
）。研
究
テ
ー
マ
は
、ス
マ
ー

ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
観
光
D
X
、持
続
可
能
な
観
光
、

D
M
O
、D
M
C
、文
化
観
光
な
ど
。近
著
に「
地
域

旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
論
」（
単
著
）、「
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

展
望
　地
域
を
見
つ
め
、地
域
を
動
か
す
」（
分
担
執

筆
）な
ど
。国
土
交
通
省
社
会
資
本
整
備
審
議
会
技

術
部
会
／
交
通
政
策
審
議
会
技
術
分
科
会
臨
時
委

員
、観
光
庁
D
X
関
連
事
業
委
員
な
ど
。

観
光
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
組
織
と
人
材
育
成

（
2
） 

観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成

（
1
） 

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
観
光
政
策
は
大
前
提
と
し
て
、
地

方
分
権
の
あ
り
方
を
鑑
み
つ
つ
デ
ジ
タ
ル
活

用
に
専
門
性
を
持
っ
た
人
材
を
分
散
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
専
門
組
織
に
集
め
る
こ
と
に

よ
り
、
人
手
不
足
の
対
応
や
人
材
育
成
に
も

つ
な
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

観光客の動態をどのように捉えるか4
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用
で
き
、
開
発
し
た
ア
プ
リ
はS

E
G
IT
T
U
R

の
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
で
公
開
可
能
と
な
る
。

　P
I
D
で
活
用
で
き
る
68
以
上
の
機
能

は
、
D
M
O
の
階
層
ご
と
に
異
な
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
整
理
さ
れ
て
提
供
さ
れ
る
。
つ

ま
り
20
の
共
通
機
能
に
加
え
、
後
述
す
る

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
観

光
地
は
28
の
機
能
を
、
ま
た
、
経
済
的
、
方

法
論
的
、
技
術
的
な
支
援
を
う
け
ら
れ
る
公

募
に
よ
り
選
ば
れ
た
観
光
地
は
、
さ
ら
に
23

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
世
界

会
議
」
に
は
筆
者
も
参
加
し
た
が
、
会
議
参

加
登
録
者
は
1
2
0
0
人
以
上
、
欧
州
や
中

南
米
を
含
む
80
カ
国
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
熱
気
は
記
憶
に
新
し
い
。

 

「
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
ル
（
D
T
I
モ
デ
ル
）」
の
認
定
取
得
プ
ロ

セ
ス
は
、
2
0
1
3
年
にS

E
G
IT
T
U
R

の

支
援
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
認
定
は
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
5
軸
で
診
断
と
評
価
が
行
わ
れ
る
。
診
断

を
受
け
80
%
以
上
の
ス
コ
ア
を
獲
得
し
た
観

光
地
が
D
T
I
と
し
て
認
証
を
受
け
る
。
ス

コ
ア
が
80
%
未
満
の
場
合
に
は
、
継
続
的
な

改
善
プ
ロ
セ
ス
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
観
光
地
と

し
て
「
関
連
D
T
I
」
と
な
る
。
ま
た
、
要

件
の
達
成
度
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
観
光
地

は
、
D
T
I
モ
デ
ル
に
基
づ
く
取
り
組
み
の

継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
2
年
ご
と
に
認

定
の
更
新
を
行
う
継
続
的
改
善
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

　さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
観
光
地
経
営
を
促
す
た
め
の
変
革

や
、
よ
り
持
続
可
能
な
観
光
開
発
を
目
指
す

た
め
の
交
流
の
場
と
し
て
、
2
0
1
9
年
2

月
に
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
D
T
I
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
：
R
e
d 

D
T
I
）が
設
立
さ
れ
た
。

観
光
地
が
D
T
I
の
認
証
を
目
指
し
、
ま
た

認
定
を
受
け
た
自
治
体
同
士
が
ナ
レ
ッ
ジ
を

共
有
し
、
相
互
の
シ
ナ
ジ
ー
創
出
を
図
る
場

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
が

地
方
レ
ベ
ル
で
の
観
光
政
策
の
設
計
と
実
施

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
診
断
に
基
づ
き
観

光
地
の
ス
マ
ー
ト
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
観
光
地
の
付
加
価
値
創
造

や
連
携
の
促
進
、
優
良
事
例
の
共
有
、
観
光

地
間
の
シ
ナ
ジ
ー
の
解
放
を
推
進
す
る
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
加
盟

メ
ン
バ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
行
政
機

関
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
や
学
術
機
関
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
加
盟
メ
ン
バ
ー

は
6
8
0
、
う
ち
観
光
地
メ
ン
バ
ー
は

5
0
0
を
超
え
る
。

　具
体
的
な
参
加
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
観
光
地
と
民
間
企
業
間
の
、
観
光
技
術
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
を
目
的
と
し
た
戦

略
的
提
携

●
D
T
I
へ
の
転
換
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

●
標
準
化
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
観
光
品
質
総
合

シ
ス
テ
ム
（S

IC
T
E
D

）
な
ど
の
認
証
マ
ー

ク
の
導
入
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

●
助
成
金
、
補
助
金
、
融
資
に
関
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

●
D
T
I
の
方
法
論
の
軸
に
関
連
す
る
分
野

に
関
す
る
研
修
お
よ
び
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
利
用

●
観
光
地
向
け
の
技
術
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
カ
タ
ロ
グ

の
利
用

●
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
、
お
よ
び
研
究
や
出

版
物
の
レ
ポ
ジ
ト
リ
の
利
用

●
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
見
本
市
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
そ
の
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

　

S
E
G
IT
T
U
R

と
い
う
専
門
機
関
が
外
部

の
学
術
組
織
な
ど
と
連
携
し
観
光
地
の
ス

マ
ー
ト
化
に
向
け
て
の
支
援
を
し
た
り
、

D
T
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
会
員
相
互

の
知
識
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
場
を
設
け
た

り
す
る
こ
と
で
、
専
門
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル

活
用
を
効
率
的
、
効
果
的
に
促
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
個
別
の
観
光
地
の
価
値
や
競
争

力
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
ス
ペ
イ
ン
全
体
が

観
光
に
よ
る
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が

る
、
と
い
う
戦
略
シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）
は
、
ス
ペ
イ

ン
が
観
光
先
進
国
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
観
光
体
験
の

向
上
や
観
光
地
に
お
い
て
価
値
の
高
い
統
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
共
デ
ー
タ
と
民
間
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
関

連
付
け
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ペ
イ

ン
の
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
欧
州

の
観
光
政
策
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」と
い
う
表
現
を
よ
く
見
か
け
る
が
、

こ
の
P
I
D
も
ま
た
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
生
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
デ
ー
タ
の
生
成
者
で
あ
り
使
用
者
に

な
り
う
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し
て
、

D
M
O
や
、旅
行
者
、中
小
企
業
、大
手
企
業
、

ベ
ン
ダ
ー
な
ど
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
て
の

関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
相
互
接
続

性
を
高
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　P
I
D
は
4
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
構
成
さ
れ
60
以
上
の
機
能
を
持
つ
、
い
わ

ば
統
合
的
な
D
M
P
（
デ
ー
タ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で
あ
る
。
ま

ず
〈
共
通
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉

は
「D

estin
atio
n
 as a service

」
と
も

称
さ
れ
、
20
の
共
通
機
能
を
提
供
す
る
。
二

つ
目
は
〈
知
識
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〉
と
し

て
、
デ
ー
タ
の
取
得
・
活
用
準
備
の
強
化
を

目
標
と
し
て
主
に
デ
ー
タ
の
保
管
を
す
る
リ

ポ
ジ
ト
リ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
や

A
I
な
ど
に
よ
る
高
度
な
分
析
を
通
じ
て
知

見
抽
出
・
イ
ン
サ
イ
ト
生
成
を
行
う
。
三
つ

目
は
〈
デ
ー
タ
共
有
空
間
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
、
デ
ー
タ
共
有
の
促
進
を
目
標
と
し
、

観
光
地
側
や
企
業
な
ど
が
生
成
し
た
デ
ー
タ

や
、
欧
州
や
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
各
種
デ
ー
タ

ソ
ー
ス
（
交
通
デ
ー
タ
、
空
間
情
報
イ
ン
フ

ラ 

な
ど
）
を
統
合
し
た
空
間
で
あ
り
、
誰

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
オ
ー
プ
ン
環
境
と
し

て
構
築
。
デ
ー
タ
提
供
者
（
観
光
事
業
者
な

ど
）、
デ
ー
タ
利
用
者
（
研
究
者
や
D
M
O

な
ど
）、
そ
し
て
技
術
を
提
供
す
る
事
業
者

の
い
ず
れ
も
が
利
用
可
能
と
な
る
。
最
後
に

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
環

境
を
提
供
す
る
（
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
パ
ッ

ケ
ー
ジ
）〈
テ
ス
ト
＆
実
験
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
〉
で
あ
る
。
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
開
発
・
検
証

お
よ
び
外
部
機
関
と
の
連
携
を
目
的
と
し
て

D
M
O
や
中
小
企
業
、
学
術
機
関
な
ど
が
活

日
本
の
観
光
地
経
営
に

お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の

示
唆

　先
に
示
し
た
よ
う
に
欧
州
に
お
け
る
デ
ー

タ
活
用
の
推
進
政
策
に
は
、
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
と
い
う
言
葉
が
よ
く
登
場
す
る
。
E
U

の
定
義
に
よ
れ
ば「
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
相
互
に
関
連
し
た
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
網
羅
す
る
、
非
常
に
多

様
で
複
雑
な
も
の
で
」
あ
り
、「
飲
食
サ
ー

ビ
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
観
光
案
内
所
や
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）、
旅
行
会
社
、

宿
泊
施
設
、
観
光
地
経
営
組
織
、
観
光
施
設
、

旅
客
輸
送（
航
空
会
社
、
空
港
、
鉄
道
、
バ
ス
、

船
舶
な
ど
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
タ
ー

の
企
業
」
が
含
ま
れ
て
い
る
（
欧
州
委
員
会 

https://transport.ec.europa.eu/touris

m
/overview

-eu-tourism
-policy_en

）。

　ス
ペ
イ
ン
のS
E
G
IT
T
U
R

が
推
進
す
る

ス
マ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形

成
に
貢
献
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
観
光
地
に

お
い
て
経
験
価
値
を
直
接
観
光
客
に
提
供
す

る
の
は
、
地
域
の
観
光
事
業
者
で
あ
り
、

D
M
O
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
中
小
規
模
の
事
業
者
で
あ
る
。
D
M
O
は

観
光
客
に
経
験
価
値
を
直
接
提
供
し
な
い

し
、
商
品
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
一
方
で
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
視
点
か
ら
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
観
光
地
全
体
の
提
供
価
値
や
競
争

優
位
性
の
向
上
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
地
に
お
け
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す

る
全
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
動
態
を
捉
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
各
方
面
か

ら
の
デ
ー
タ
が
取
得
、
統
合
さ
れ
、
そ
し
て

活
用
さ
れ
る
。
今
後
日
本
に
お
い
て
も
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
が
拡
大
し
国
際
的
な
視
点

で
の
価
値
向
上
や
競
争
優
位
性
を
考
慮
す
る

必
要
性
が
高
ま
る
中
、
観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
視
点
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
の
重
要
性
が
高
ま
る
だ

ろ
う
。

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
そ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
速
く
、
し
か
も
新
し
い
技
術
を
活
用
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
使
い
勝
手
が
向
上
す
る
だ
け

で
な
く
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
も
優
位
性
を
享

受
で
き
る
。
し
か
し
技
術
の
専
門
組
織
で
は

な
い
、
デ
ー
タ
活
用
の
一
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場

で
あ
る
D
M
O
に
と
っ
て
、
技
術
動
向
を
常

に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
て
最
新
技
術
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
っ

た
経
営
資
源
の
調
達
の
面
か
ら
も
簡
単
で
は

な
い
。
観
光
地
経
営
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活

用
の
目
的
は
観
光
の
動
態
把
握
に
限
ら
ず
共

通
部
分
も
多
く
、
組
織
そ
れ
ぞ
れ
が
ゼ
ロ
か

ら
そ
の
解
決
策
を
学
ぶ
こ
と
は
全
体
最
適
の

観
点
か
ら
は
効
率
が
悪
い
。
D
M
O
の
現
場

か
ら
は
、
観
光
地
経
営
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
D
M
P
な
ど
は
共
通
し
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
活
用
で
き
れ
ば
い
い
、
と
い
う

声
も
聞
く
。

　一
方
で
観
光
地
ご
と
に
観
光
資
源
も
異
な

り
そ
れ
に
よ
る
強
み
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
競
争
優
位
を
作
り
出
す
た
め
の

戦
略
も
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
光
地
経

営
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
は
共
通
の
部
分
と
各

地
が
競
争
力
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要
な
領
域

と
を
分
け
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ス
ペ

イ
ン
の
P
I
D
も
多
く
の
機
能
を
細
分
化
し

て
共
通
機
能
と
戦
略
強
化
の
た
め
に
選
択
す

る
機
能
と
を
実
装
し
て
い
た
。
観
光
分
野
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
す
る
専
門
組

織
を
国
や
都
道
府
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
設
立

し
、
地
域
D
M
O
や
事
業
者
を
支
援
す
る
体

制
を
構
築
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る

数
値
2
0
2
3
」
よ
り
）。

　想
定
さ
れ
る
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
は
、
家
族
で

美
術
館
を
訪
問
し
た
顧
客
に
対
し
て
S
M
S

で
家
族
旅
行
で
お
勧
め
の
過
ご
し
方
を
送
信

す
る
、
見
本
市
参
加
者
に
「
家
族
で
リ
ヨ
ン

に
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
か
」、
と
い
う
メ
ー
ル
が

届
く
、
宿
泊
3
日
前
に
ホ
テ
ル
周
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
が
送
信
さ
れ
る
、
初
回
訪
問
者
と

リ
ピ
ー
タ
ー
客
を
区
別
し
、
そ
れ
に
応
じ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
す
る
と
い
っ
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
を

扱
う
に
当
た
っ
て
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（
G
D
P
R
）
に
準
拠
し
た
規
約
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
明
示
し
て
お
り
、
個
人
デ
ー
タ
の
収

集
目
的
や
収
集
す
る
デ
ー
タ
、
ク
ッ
キ
ー
の

使
用
方
針
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
事
例
：
国
と

地
域
と
の
連
携
に
よ
る

統
合
的
な
デ
ジ
タ
ル
戦
略

　デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
を
理
解
す
る
必

要
性
は
リ
ヨ
ン
の
よ
う
な
都
市
部
だ
け
に
限

ら
ず
、
ど
の
階
層
の
観
光
地
経
営
に
も
共
通

の
課
題
で
あ
る
。
し
か
も
今
や
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
は
ど
の
業
界
に
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、

そ
れ
を
担
う
人
材
は
不
足
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
専
門
的
な
組
織
に
人
材
を
集
め
知

識
を
蓄
積
し
各
地
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
も
一
つ
の
解
決
策
と
な
る
。
そ
の

事
例
を
ス
ペ
イ
ン
のS

E
G
IT
T
U
R

（
セ
ギ

ツ
ー
ル
）
に
見
て
み
よ
う
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
・

支
援
す
る
政
府
の

専
門
機
関S

E
G
IT
T
U
R

に
つ
い
て

　ス
ペ
イ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
観
光
地
と

し
て
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
位
を
確
立

し
て
お
り
、
国
の
G
D
P
の
12
・
3
%
、
雇

用
者
数
の
13
・
7
%
を
占
め
る
観
光
業
を
重

要
視
し
、
そ
の
変
革
と
競
争
力
向
上
の
た
め

に
、
積
極
的
に
観
光
地
お
よ
び
観
光
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
投
資

を
行
っ
て
き
た
。
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、

観
光
分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

を
推
進
す
る
た
め
の
専
門
組
織
で
あ
る

S
E
G
IT
T
U
R

の
役
割
で
あ
る
。
観
光
分
野

に
お
け
る
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
積
極
的
に
地
域
の

D
M
O
や
企
業
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
政
府
出
資
に
よ
る
公
的

企
業
で
あ
り
、
正
式
名
称
は
、S

o
cied
ad
 

M
ercan

til E
statal p

ara la G
estió

n 

de la In
n
ovación

 y las T
ecn
ologías 

T
urísticas, S

.A
.M
.P
.

、
直
訳
で
は
〈
観

光
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
の
管
理
の
た

め
の
公
的
企
業
〉
を
意
味
す
る
。
2
0
0
2

年
10
月
に
活
動
を
開
始
、
ス
ペ
イ
ン
の
公
式

観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
設
立
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
支

援
し
た
。
日
本
に
お
け
る
訪
日
促
進
の
た
め

の「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
の
2
0
0
3
年
で
あ
る
か
ら
、
ス

ペ
イ
ン
が
観
光
立
国
と
し
て
早
く
か
ら
デ
ジ

タ
ル
活
用
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

　

S
E
G
IT
T
U
R

は
、
公
共
セ
ク
タ
ー
と
民

間
セ
ク
タ
ー
の
双
方
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。公
共
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
ネ
ル
の
開
発
な

ど
、
そ
し
て
民
間
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
は
、

観
光
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
、
持
続
可
能
か

つ
競
争
力
の
あ
る
経
営
モ
デ
ル
構
築
、
ス
ペ

イ
ン
製
技
術
の
海
外
輸
出
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具
体
的
な
活

動
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
：
デ
ジ
タ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
中
小
事
業
者
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
D
X
）、

ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
P
I
D
）、
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
化
、

S
D
G
s
・
持
続
可
能
性
へ
の
取
り
組
み
。
さ

ら
に
、
新
た
に
産
学
を
巻
き
込
ん
だ
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
整
備
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
運

営
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　ス
ペ
イ
ン
政
府
は
E
U
か
ら
の
基
金
も
得

て
コ
ロ
ナ
禍
後
の
国
家
レ
ベ
ル
の
回
復
プ
ラ

ン
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
30
あ
る
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
し
て
観
光
セ
ク
タ
ー
の
刷
新

と
競
争
力
強
化
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
枠
組
み

の
中
で
、
約
3
・
4
億
ユ
ー
ロ
（
約
5
5
6

億
円
）
の
資
金
を
得
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
ス

マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、S

E
G
IT
T
U
R

が
そ
の
推
進
役

を
担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は

S
E
G
IT
T
U
R

の
活
動
の
中
で
も
観
光
地
経

営
に
大
き
く
関
わ
る
二
つ
の
案
件
、
ス
マ
ー

ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
、
ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
認
証
と
関
連
す
る
ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
紹
介
す
る
。

能
な
観
光
を
促
進
す
る
た
め
の
戦
略
を
実
現

し
た
都
市
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
人
口
2
万

5
千
人
か
ら
10
万
人
と
小
規
模
の
観
光
地
を

対
象
と
し
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
E
U
）
が

2
0
0
7
年
か
ら
行
っ
て
き
た
持
続
可
能
な

観
光
地
を
選
ぶ
「
欧
州
優
良
観
光
地
（
E
D

E
N
）」
を
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
に
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
の

特
徴
は
、観
光
地
と
し
て
の
都
市
に
お
い
て
、

持
続
可
能
性
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
創
造
性
と
文
化
遺
産
と
い
う
4
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
取
り
組
み
を
評
価

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
項
で
は
初
年
度

の
受
賞
都
市
で
あ
る
仏
リ
ヨ
ン
市
の
事
例
を

紹
介
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
リ
ヨ
ン
の
事
例
：

顧
客
関
係
管
理
戦
略

　人
口
約
50
万
人
、
フ
ラ
ン
ス
第
3
の
都

市
リ
ヨ
ン
市
の
観
光
局
「O

N
LY
LY
O
N
 

T
ourism

e et C
ongrès

」
は
、
都
市
規
模

で
は
欧
州
で
初
め
て
の
顧
客
関
係
管
理

（
C
R
M
）シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「O

N
LY
LY
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
を
運
用
し
て
い
る
。

2
0
2
1
年
12
月
に
採
択
さ
れ
た
「
責
任
あ

る
観
光
開
発
計
画（
2
0
2
1
‐
2
0
2
6
）」

に
よ
る
観
光
政
策
の
戦
略
的
枠
組
み
を
推
進

す
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
顧
客
を
よ
く

知
り
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
高
め
、
滞
在
前
、

滞
在
中
、
滞
在
後
と
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
リ
ヨ
ン

都
市
圏
の
訪
問
者
の
流
れ
を
定
番
の
観
光
地

以
外
の
場
所
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、O

N
L
Y
L
Y
O
N

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

訪
問
者
が
リ
ヨ
ン
大
都
市
圏
で
の
滞
在
を
延

長
し
た
り
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
で
再
訪
し
た
り

す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　

O
N
L
Y
L
Y
O
N
 

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
は
、

観
光
局
が
持
つ
顧
客
デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、
宿

泊
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、交
通
機
関
、

観
光
施
設
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
管
理
す
る
顧
客
数
は
約
30
万

人
、
年
間
で
28
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行

（
2
0
1
9
年
）、
そ
の
ほ
か
無
料
で
発
刊
し

て
い
る
リ
ヨ
ン
の
情
報
誌
や
そ
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
、
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

リ
ン
ク
ト
イ
ン
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
て
い

る
（
リ
ヨ
ン
観
光
局
発
行
「
観
光
の
主
要

ル
ー
ト
や
散
策
プ
ラ
ン
を
自
動
生
成
す
る

プ
ラ
ン
ナ
ー
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
ク
レ
ー
ム
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
構
築
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
昨
今
の

観
光
地
経
営
政
策
の
方
向
性
、
つ
ま
り
観

光
客
の
経
験
価
値
向
上
と
住
民
の
生
活
の

質
の
向
上
の
双
方
を
目
指
す
取
り
組
み
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

観
光
動
態
を
知
る
こ
と
の
本
質
的
な
目
的

は
、
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
を
よ
り
豊
か
に
し
、
持
続
可
能
な
発

展
に
貢
献
す
る
た
め
で
あ
る
。

　も
ち
ろ
ん
、
D
M
O
が
必
要
と
す
る
デ
ー

タ
は
、
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
カ
バ
ー
す
る
エ

リ
ア
の
階
層
、
個
別
の
戦
略
に
よ
っ
て
異
な

る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O

で
あ
れ
ば
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
入
国

者
数
予
測
を
行
う
た
め
に
国
際
線
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
行
う
D
M
O
は
、
旅
行
者
の

経
験
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、
観
光
事
業
者
や
住
民
と
の
関
わ
り

が
多
い
た
め
、
事
業
者
支
援
や
地
域
社
会
・

環
境
に
配
慮
し
た
観
光
を
推
進
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
が
求
め
ら
れ
る
。
観
光
客
は
地
域
に

何
を
求
め
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
の
か
、

そ
れ
が
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
ど
の
程

度
与
え
て
い
る
の
か
。
D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ら
を
知
る
た
め
に
多
様

な
デ
ー
タ
を
多
面
的
に
取
得
し
、
統
合
的
に

活
用
す
る
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り

細
か
く
観
光
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
観
光
地
域
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
。

　折
し
も
日
本
で
は
新
し
い
D
M
O
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
、D
M
O
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
が
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
区
域
も
見
直
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
公

開
資
料
を
基
に
欧
州
の
事
例
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
今
後
の
観
光
地
経
営
に
お

け
る
観
光
の
動
向
把
握
に
関
す
る
デ
ー
タ
活

用
に
対
す
る
示
唆
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

観
光
地
経
営
に
お
い
て

高
ま
る
デ
ー
タ
活
用
の

必
要
性

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
で
は
、
欧
州
委

員
会
が
産
業
変
革
を
促
す
戦
略
「
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
（
移
行
経
路
）」
に
お

い
て
グ
リ
ー
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
主
要
な

目
的
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
ま
た
、
D
M
O

の
組
織
で
あ
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
れ
ば
、
観
光
地
経
営

に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
る
戦
略
ラ
ン
キ
ン
グ

の
中
で
、
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
高

め
る
こ
と
は
、
2
年
前
の
調
査
に
比
べ
2
ラ

ン
ク
上
昇
し
7
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
（「
次

世
代
D
M
O
の
た
め
の
戦
略
的
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」、
2
0
2
3
年
）。

　欧
州
委
員
会
は
欧
州
単
一
市
場
を
促
進
す

る
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
観
光
地
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
持
続
可
能
な
観

光
を
積
極
的
に
推
進
し
、
観
光
地
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
、
強
化
す
る
た
め
に
「
欧

州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」
と

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
グ
リ
ー
ン
パ

イ
オ
ニ
ア
賞
」
と
い
う
2
つ
の
ス
マ
ー
ト

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
表
彰
制
度
を
進
め
て
い
る
。

「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
都
市
賞
」

は
2
0
1
9
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
と
リ
ヨ
ン

が
選
ば
れ
て
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
1

年
を
除
き
、
毎
年
2
都
市
が
選
出
さ
れ
、

2
0
2
4
年
か
ら
は
コ
ン
テ
ス
ト
の
ル
ー
ル

が
変
更
さ
れ
1
都
市
が
選
出
さ
れ
た
。
対
象

は
人
口
が
10
万
人
以
上
の
都
市
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、「
欧
州
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

グ
リ
ー
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
」
は
、
グ
リ
ー
ン

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
実
践
を
通
じ
て
持
続
可

は
じ
め
に

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
観
光
客
の
動
態
を
捉
え

る
目
的
は
、
観
光
戦
略
の
ビ
ジ
ョ
ン
そ
の
も

の
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
は
人
口
約
80
万
人
、

年
間
約
2
2
0
万
人
の
観
光
客
を
迎
え
る
ス

ペ
イ
ン
第
3
の
都
市
で
あ
る
が
、
観
光
に
お

け
る
炭
素
と
水
の
両
方
の
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

を
測
定
・
認
証
し
た
世
界
初
の
観
光
地
と
な

り
、
そ
れ
を
実
現
し
た
の
は
各
種
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
だ
っ
た
。
中
世
の
建
築
物
が
残
る

地
中
海
に
面
し
た
美
し
い
街
は
、
2
0
3
0

年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
を

目
指
し
、
D
M
O
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

で
あ
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
バ
レ
ン
シ
ア
を
中
心
に

「
持
続
可
能
な
観
光
戦
略
2
0
3
0
」
の
も

と
、
C
O
2

排
出
量
削
減
、
電
気
自
動
車
の

利
用
促
進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
、
持

続
可
能
な
食
の
選
択
肢
の
推
進
、
文
化
遺
産

へ
の
影
響
の
記
録
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
一
方
で
、
旅
行
者
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
ア
プ
リ

や
、
顧
客
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
興
味
に
応
じ
て

の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
2

0
2
3
年
8
月
時
点
）。  

　共
通
機
能
に
つ
い
て
は
一
覧
を
表
に
ま
と

め
た
（
表
2
）。
こ
れ
ら
の
機
能
だ
け
で
も

観
光
地
経
営
に
最
低
限
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
活

用
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

　P
I
D
を
推
進
す
る
た
め
に
最
終
的
に
必

要
な
の
は
、
観
光
地
で
生
じ
て
い
る
こ
と
全

体
を
捉
え
る
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
観
光
は
横
断
的
な
分
野
で
あ

り
、
そ
の
動
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
取
り

組
む
テ
ー
マ
に
関
す
る
情
報
、
デ
ー
タ
を
包

括
的
に
一
カ
所
に
集
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
が
P
I
D
で
あ
り
「
知
識
の
空
間
」
と
呼

ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

ス
マ
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
観
光
省
（S

E
T
U
R

）
が
推

進
し
、S

E
G
IT
T
U
R

が
運
営
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
通
じ
た
観
光
地
の
価
値
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

　ス
マ
ー
ト
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
D
T
I
）
と
は
「
最
先
端
の
技
術
イ
ン
フ
ラ

を
基
盤
と
し
て
、
観
光
地
域
の
持
続
可
能
な

発
展
を
保
証
し
、
全
て
の
人
が
ア
ク
セ
ス
で

き
、
訪
問
者
と
環
境
と
の
相
互
作
用
と
統
合

を
促
進
し
、
訪
問
者
の
観
光
地
経
験
の
質
と

住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
の
双
方
を
実
現
す

る
、
革
新
的
な
観
光
地
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
2
0
2
2
年
に
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ

ア
で
開
催
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
主
催
の

〈参考文献〉
European Commission, 
Directorate-General for Internal Market, Industry, 
Entrepreneurship and SMEs, （2022） Transition pathway 
for tourism. 
Publications Office of the European Union. 
https://data.europa.eu/doi/10.2873/344425
ONLYLYON Tourisme et Congrès, （2020） Dossier de 
presse Lyon, 
l'art de vivre à la française, ONLYLYON Tourisme et 
Congrès
SEGITTURウェブサイト　https://www.segittur.es

小
林
裕
和

（
こ
ば
や
し・ひ
ろ
か
ず
）

國
學
院
大
學 

観
光
ま
ち
づ
く

り
学
部 

教
授
／
博
士（
観
光

学
）。研
究
テ
ー
マ
は
、ス
マ
ー

ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
観
光
D
X
、持
続
可
能
な
観
光
、

D
M
O
、D
M
C
、文
化
観
光
な
ど
。近
著
に「
地
域

旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
論
」（
単
著
）、「
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

展
望
　地
域
を
見
つ
め
、地
域
を
動
か
す
」（
分
担
執

筆
）な
ど
。国
土
交
通
省
社
会
資
本
整
備
審
議
会
技

術
部
会
／
交
通
政
策
審
議
会
技
術
分
科
会
臨
時
委

員
、観
光
庁
D
X
関
連
事
業
委
員
な
ど
。

観
光
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
組
織
と
人
材
育
成

（
2
） 

観
光
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成

（
1
） 

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
地
域
の
個
性
を

活
か
し
た
観
光
政
策
は
大
前
提
と
し
て
、
地

方
分
権
の
あ
り
方
を
鑑
み
つ
つ
デ
ジ
タ
ル
活

用
に
専
門
性
を
持
っ
た
人
材
を
分
散
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
専
門
組
織
に
集
め
る
こ
と
に

よ
り
、
人
手
不
足
へ
の
対
応
や
人
材
育
成
に

も
つ
な
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

観光客の動態をどのように捉えるか4
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欧
州
に
お
け
る

「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」の

展
開
と
デ
ー
タ
取
得

図 1 オーストリア政府観光局公式サイト「州と都市のゲストカード」

引
と
い
っ
た
特
典
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　な
お
、
欧
州
以
外
の
地
域
（
北
米
・
オ
セ

ア
ニ
ア
・
ア
ジ
ア
）
に
お
い
て
は
、
地
域
側

や
民
間
か
ら
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

購
入
型
カ
ー
ド
の
展
開
は
確
認
さ
れ
た
が
、

宿
泊
と
連
動
し
た
無
料
提
供
の
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
、
筆
者
に
よ
る
机
上
調
査

で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
旅
行
者
に
と
っ
て
「
無

料
」
で
提
供
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
運
営
費

用
は
多
く
の
場
合
、
宿
泊
税
（
観
光
税
、
滞

在
税
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
や
モ
ビ
リ
テ
ィ

税
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
例
え
ば
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の

「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
ズ
・
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
全
域
の
バ
ス

と
電
車
が
無
料
で
利
用
で
き
る
特
典
を
持
つ

カ
ー
ド
で
あ
る
が
、
公
式
サ
イ
ト
内
の
旅
行

者
向
け
の
Q
＆
A
で
は
、
カ
ー
ド
の
財
源
は

地
方
観
光
税
（
宿
泊
税
）
か
ら
賄
っ
て
い
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
ま
た
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
州
で
は
、
2
0
2
5
年
5
月

よ
り
宿
泊
者
に
は
既
存
の
宿
泊
税
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
さ
れ
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
」
が
導

入
さ
れ
、
こ
れ
を
原
資
に
宿
泊
者
向
け
の
公

共
交
通
機
関
を
無
料
で
利
用
で
き
る
「
ゲ
ス

ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
チ
ケ
ッ
ト
」
の
提
供
が

開
始
さ
れ
た
（
図
3
）。
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
は

宿
泊
者
1
人
1
泊
あ
た
り
0
・
5
ユ
ー
ロ
徴

収
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
州
全
域
の
す
べ
て

の
公
共
交
通
機
関
（
市
内
バ
ス
、
地
域
間
バ

ス
、
地
域
内
列
車
、
長
距
離
列
車
等
）
が
無

料
で
利
用
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
宿
泊

者
が
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
施
策
の
一
環
と

し
て
支
払
う
税
金
が
、
直
接
的
な
便
益
と
し

て
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
他
、

特
定
の
地
域
や
参
加
宿
泊
施
設
に
滞
在
す
る

ゲ
ス
ト
に
対
し
て
、
広
範
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
と
な
る
た
め
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
全
体
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

取
り
組
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
は
、
ほ
ぼ
例

外
な
く
宿
泊
時
の
宿
泊
者
の
登
録
（
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
）
と
連
動
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

氏
名
、
滞
在
期
間
、
宿
泊
施
設
と
い
っ
た
基

本
的
な
個
人
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る
。
近
年

増
加
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
形
式（
E
メ
ー
ル
、

専
用
ア
プ
リ
、
モ
バ
イ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
パ
ス

等
）
で
の
カ
ー
ド
発
行
は
、
E
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
収
集
も
伴
っ
て
お
り
、
C
R
M
環
境

の
構
築
を
可
能
と
し
て
い
る
。例
え
ば
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
地
域
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
し
て
連
携
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
は
、
ゲ
ス
ト
登
録

と
カ
ー
ド
発
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
を
提
供

し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
デ
ー
タ
収
集
機
能

が
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、

D
M
O
が
ゲ
ス
ト
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理

し
、
カ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
た
め

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
近
年
の
物
理
カ
ー
ド
か
ら
デ
ジ
タ

ル
形
式
の
カ
ー
ド
へ
の
移
行
に
よ
り
、
訪
問

者
の
移
動
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
デ
ー
タ
の
取
得

が
可
能
と
な
り
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ

ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
で
は
、
公
共
交
通
機

関
や
観
光
施
設
で
の
利
用
に
二
次
元
コ
ー
ド

の
ス
キ
ャ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
、「
現
在
こ
の
地
域
に
は
ど
の
国
か

ら
来
た
人
が
多
く
、
何
泊
し
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
使
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
D
M
O
等
が
行
う
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
の
施
策
検
討
に
活
用
す
る
と
い
う
点

で
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
、
欧
州
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
欧
州
の

特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
域
で
は
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
の
存
在
は
一
般
的
で
あ
り
、
そ

の
運
営
は
主
に
宿
泊
客
が
負
担
す
る
宿
泊
税

等
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
宿
泊
客
は
追
加
費
用
な
し
に
地
域
内
の

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
。
ま
た
、

制
度
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
が
な
い

州
・
地
域
に
お
い
て
も
、
購
入
型
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

（
ウ
ィ
ー
ン
州
等
）。
な
お
、こ
の
よ
う
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
各
地
で
も
は
や
一
般
化
さ
れ
、
政

府
観
光
局
の
ペ
ー
ジ
で
各
地
の
特
典
の
紹
介

ま
で
さ
れ
て
い
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
で
あ
る
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
観
光
計
画
等
に
お
い

て
、
国
策
と
し
て
こ
の
よ
う
な
カ
ー
ド
を
展

開
す
る
こ
と
の
記
載
や
共
通
シ
ス
テ
ム
の
整

備
と
い
っ
た
施
策
は
公
表
資
料
か
ら
は
見
受

け
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
各
州
の
戦
略
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
様
の
宿
泊
と
連
動
し

た
無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
国
外
で
も
展
開
さ
れ
て
お
り
、
特

に
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
共
有
す
る
ス
イ
ス
や
ド

イ
ツ
、北
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
広
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
以
下
の
通
り
整
理
し
た
（
表

2
）。
こ
れ
を
確
認
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
同
様
、
各
地
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
や
観
光
施
設
の
割

観
光
業
界
全
体
で
デ
ー
タ
駆
動
型
の
意
思
決

定
と
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド

を
通
じ
て
得
ら
れ
る
詳
細
な
顧
客
行
動
デ
ー

タ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
側
に
と
っ
て

非
常
に
価
値
の
高
い
資
産
と
な
り
得
る
。
総

じ
て
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
旅
行
者
と
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
有
効
な
施
策
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　最
後
に
、
な
ぜ
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
欧
州
の
特
定
地
域
で
の
み
普
及

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
欧
州
の

特
定
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
普
及

は
、
地
元
の
宿
泊
施
設
、
交
通
機
関
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
運
営
者
（
多
く
の
場
合
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

（
D
M
O
）
を
通
じ
て
）
が
協
力
し
、
訪
問
者

の
全
体
的
な
体
験
価
値
を
高
め
る
と
い
う
、

成
熟
し
高
度
に
連
携
さ
れ
た
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、「
多
大
な

調
整
」、「
法
定
化
さ
れ
、
共
有
さ
れ
た
資
金

調
達
モ
デ
ル（
観
光
税
と
D
M
O
事
業
等
）」、

そ
し
て
多
く
の
「
公
的
お
よ
び
民
間
の
利
害

関
係
者
間
の
合
意
」
を
必
要
と
す
る
。
こ
の

レ
ベ
ル
の
統
合
は
、
観
光
が
地
域
経
済
の
基

盤
で
あ
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
魅
力

的
に
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
強

い
共
同
の
意
思
が
あ
っ
て
初
め
て
成
し
得
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
自
律
的

で
自
治
が
強
い
文
化
を
有
し
、
比
較
的
限
ら

れ
た
事
業
者
数
で
地
域
経
営
を
行
っ
て
い
る

欧
州
の
山
岳
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
発
展
し
た

と
推
察
さ
れ
る
。
無
論
、
日
本
国
内
で
同
取

り
組
み
の
検
討
は
可
能
で
あ
る
が
、
前
述
の

よ
う
な
社
会
的
背
景
を
理
解
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
海
外
事
例
を
参
照
す
る
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。

ン（
峡
谷
、
公
園
）、レ
ジ
ャ
ー
施
設（
プ
ー
ル
、

ア
イ
ス
リ
ン
ク
等
）
へ
の
無
料
入
場
ま
た
は

割
引
も
非
常
に
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

特
典
は
、
訪
問
者
が
地
元
の
文
化
や
自
然
遺

産
に
触
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
滞

在
期
間
の
延
長
や
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

場
所
へ
の
訪
問
を
促
す
ね
ら
い
が
あ
る
。

 

❸ 

ガ
イ
ド
付
き
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
強
い
地
域
に
お

い
て
は
、無
料
の
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
、E
バ
イ
ク
ツ
ア
ー
、

シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
と
い
っ
た
特
典
が
含
ま
れ

る
こ
と
が
多
い
。
特
定
の
セ
グ
メ
ン
ト
（
ハ

イ
カ
ー
、
家
族
連
れ
等
）
に
対
し
て
訴
求
す

る
効
果
を
持
つ
。

❹ 

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

　ア
ル
プ
ス
地
域
で
は
、
無
料
ま
た
は
割
引

の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗
車
が
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
滞
在
日
数
に
応
じ

て
段
階
的
に
提
供
さ
れ
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
2
泊
以

上
の
宿
泊
で
、
公
共
交
通
や
観
光
施
設
、
ツ

ア
ー
参
加
と
い
っ
た
特
典
を
有
す
る
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
カ
ー
ド
」
と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
る
が
、
3
泊
以
上
の
宿

泊
で
は
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
カ
ー
ド
・
プ
ラ
ス
」

と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ

れ
、
通
常
で
は
高
価
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
無

料
利
用
が
特
典
と
し
て
追
加
さ
れ
る
。
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
特
典
は
山
岳
地
域
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
特
典
で
あ

り
、
滞
在
日
数
に
応
じ
た
追
加
特
典
と
し
て

設
計
さ
れ
る
こ
と
で
、
長
期
滞
在
者
を
増
や

す
効
果
を
持
つ
。

　訪
問
者
は
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
単
に
美
し
い
自
然
景
観
や
宿
泊
施
設

の
質
だ
け
で
な
く
、
滞
在
全
体
を
通
じ
た
体

験
の
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
の
魅
力
を
体

験
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
地
域

の
特
色
を
反
映
し
、
充
実
し
た
特
典
を
持
つ

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
他

地
域
と
の
強
力
な
差
別
化
要
因
に
も
な
り
得

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
経
済

的
効
果
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
向
上
、
持
続

可
能
性
、
差
別
化
戦
略
と
い
う
複
数
の
戦
略

的
目
標
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能

し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
重
要
な
点
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
一
般
の
旅
行
者

が
購
入
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

提
携
宿
泊
施
設
等
の
宿
泊
者
限
定
の
特
典
で

あ
り
、
短
期
間
の
滞
在
者
の
増
加
を
促
す
も

の
で
は
な
い
（
特
典
内
容
が
変
更
さ
れ
た
購

入
型
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
同
地
域
内
で
展
開

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
）。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
は
、
欧
州
の

観
光
先
進
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
に
お
い
て
一
般
的
と
な
っ
て
い
る

が
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
多

く
の
地
域
（
州
・
基
礎
自
治
体
）
で
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
（G

ästekarten

）
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
観
光
局
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
は
、
各

地
域
の
多
様
な
ゲ
ス

ト
カ
ー
ド
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
（
図
1
）。

こ
こ
で
は
以
下
の
通

り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
主
要
地
域
に
お
け

る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
表
に

て
整
理
し
た（
表
1
）。

表
1
を
概
観
す
る

と
、
各
地
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
は
、
公
共
交

通
機
関
の
無
料
利
用

や
観
光
施
設
の
割
引

と
い
っ
た
共
通
の
原

則
を
持
ち
つ
つ
も
、

最
低
泊
数
の
設
定
や

特
典
内
容
等
に
お
い

て
、
各
地
域
の
特
性

を
反
映
し
た
多
様
な

　筆
者
は
、
2
0
2
5
年
2
月
発
行
の
観
光

文
化
2
6
4
号
「
世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
2
0
2
4
」の
特
集
3
‐
3「
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
を
ベ
ー
ス
に
し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
践
」
に
お
い
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
及

び
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
お
け
る
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
同
号
で

述
べ
た
通
り
、
欧
州
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

取
り
組
み
が
1
9
7
0
年
代
よ
り
実
践
さ

れ
、
現
在
、
欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
主
に
都
市
型
観
光
地
）

に
お
い
て
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
販
売
に
よ
り

旅
行
者
の
周
遊
・
滞
在
を
促
進
し
て
い
る
他
、

近
年
で
は
一
部
の
地
域
に
お
い
て
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
を
用
い
た
旅
行
者
行

動
の
把
握
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
欧
州
で
は
、
地
域
内
の
宿
泊
者
に

対
し
、
特
典
と
し
て
同
様
の
カ
ー
ド
を
「
無

料
提
供
」
す
る
地
域
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
カ
ー
ド
を
本
稿
で
は

「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す

る
が
、
欧
州
の
都
市
型
観
光
地
を
中
心
に
有

料
販
売
の
形
で
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
「
シ

テ
ィ
カ
ー
ド
」
と
比
べ
、「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
欧
州
の
一
部
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
周
辺
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う

特
色
を
持
つ
。

　本
稿
で
は
、
欧
州
の
一
部
地
域
で
展
開
さ

れ
て
い
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
着
目
し
、

各
地
の
取
り
組
み
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、

同
カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
た
旅
行
者
行
動
の

把
握
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定

泊
数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料

で
提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の

公
共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用

と
い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
カ
ー
ド
の
主
な
目
的
は
、
旅
行
者
の
滞
在

満
足
度
を
高
め
、
地
域
内
の
広
範
な
探
索
を

奨
励
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
滞
在
期
間
の
延

長
や
地
域
内
で
の
消
費
拡
大
を
促
す
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。

　前
述
し
た
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
の
主
な
違
い

と
し
て
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
「
購
入
型
」

で
あ
る
こ
と
に
比
べ
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
当

該
地
域
の
宿
泊
者
向
け
の
「
無
料
提
供
型
」

で
あ
る
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
観
光
案

内
所
や
主
要
駅
で
購
入
可
能
な
こ
と
が
多
い

が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
宿
泊
施
設
に
て

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多

い（
事
前
に
宿
泊
施
設
に
連
絡
す
る
こ
と
で
、

デ
ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
を
入
手
し
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
の
使
用
が
可
能
な
ケ
ー
ス

も
あ
る
）。
な
お
、
両
カ
ー
ド
の
企
画
・
運

営
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
の
観
光
局

（
D
M
O
）
が
担
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
特
典
内
容
は
、
地
域

の
特
性
等
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
概
ね

以
下
の
よ
う
な
特
典
が
包
括
的
に
提
供
さ

れ
て
い
る
。

❶ 

公
共
交
通
機
関

　最
も
一
般
的
な
特
典
で
あ
り
、
市
内
の
バ

ス
・
ト
ラ
ム
か
ら
地
域
内
の
鉄
道
、
さ
ら
に

は
特
定
の
観
光
シ
ャ
ト
ル
ま
で
、
そ
の
範
囲

は
多
岐
に
わ
た
る
。
公
共
交
通
機
関
の
無
料

で
の
提
供
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
利
便
性
の

向
上
に
な
る
と
と
も
に
、
車
移
動
抑
制
（
脱

炭
素
）
に
よ
る
持
続
可
能
な
旅
行
の
推
進
や

渋
滞
の
削
減
と
い
っ
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
側
の
目
的
と
も
合
致
す
る
特
典
と
な
っ
て

い
る
。

❷ 

博
物
館
・
観
光
施
設

　地
元
の
博
物
館
、城
、自
然
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

3
．オ
ー
ス
ト
リ
ア
や

欧
州
山
岳
地
域
で
の

展
開

2
．ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

概
要
と

主
な
特
典
内
容

1
．は
じ
め
に

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員 

江
﨑
貴
昭

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
展
開
状
況

（
1
） 

欧州における「ゲストカード」の展開とデータ取得5
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欧
州
に
お
け
る

「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」の

展
開
と
デ
ー
タ
取
得

図 1 オーストリア政府観光局公式サイト「州と都市のゲストカード」

引
と
い
っ
た
特
典
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　な
お
、
欧
州
以
外
の
地
域
（
北
米
・
オ
セ

ア
ニ
ア
・
ア
ジ
ア
）
に
お
い
て
は
、
地
域
側

や
民
間
か
ら
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

購
入
型
カ
ー
ド
の
展
開
は
確
認
さ
れ
た
が
、

宿
泊
と
連
動
し
た
無
料
提
供
の
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
、
筆
者
に
よ
る
机
上
調
査

で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
旅
行
者
に
と
っ
て
「
無

料
」
で
提
供
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
運
営
費

用
は
多
く
の
場
合
、
宿
泊
税
（
観
光
税
、
滞

在
税
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
や
モ
ビ
リ
テ
ィ

税
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
例
え
ば
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の

「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
ズ
・
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
全
域
の
バ
ス

と
電
車
が
無
料
で
利
用
で
き
る
特
典
を
持
つ

カ
ー
ド
で
あ
る
が
、
公
式
サ
イ
ト
内
の
旅
行

者
向
け
の
Q
＆
A
で
は
、
カ
ー
ド
の
財
源
は

地
方
観
光
税
（
宿
泊
税
）
か
ら
賄
っ
て
い
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
ま
た
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
州
で
は
、
2
0
2
5
年
5
月

よ
り
宿
泊
者
に
は
既
存
の
宿
泊
税
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
さ
れ
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
」
が
導

入
さ
れ
、
こ
れ
を
原
資
に
宿
泊
者
向
け
の
公

共
交
通
機
関
を
無
料
で
利
用
で
き
る
「
ゲ
ス

ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
チ
ケ
ッ
ト
」
の
提
供
が

開
始
さ
れ
た
（
図
3
）。
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
は

宿
泊
者
1
人
1
泊
あ
た
り
0
・
5
ユ
ー
ロ
徴

収
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
州
全
域
の
す
べ
て

の
公
共
交
通
機
関
（
市
内
バ
ス
、
地
域
間
バ

ス
、
地
域
内
列
車
、
長
距
離
列
車
等
）
が
無

料
で
利
用
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
宿
泊

者
が
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
施
策
の
一
環
と

し
て
支
払
う
税
金
が
、
直
接
的
な
便
益
と
し

て
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
他
、

特
定
の
地
域
や
参
加
宿
泊
施
設
に
滞
在
す
る

ゲ
ス
ト
に
対
し
て
、
広
範
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
と
な
る
た
め
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
全
体
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

取
り
組
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
は
、
ほ
ぼ
例

外
な
く
宿
泊
時
の
宿
泊
者
の
登
録
（
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
）
と
連
動
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

氏
名
、
滞
在
期
間
、
宿
泊
施
設
と
い
っ
た
基

本
的
な
個
人
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る
。
近
年

増
加
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
形
式（
E
メ
ー
ル
、

専
用
ア
プ
リ
、
モ
バ
イ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
パ
ス

等
）
で
の
カ
ー
ド
発
行
は
、
E
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
収
集
も
伴
っ
て
お
り
、
C
R
M
環
境

の
構
築
を
可
能
と
し
て
い
る
。例
え
ば
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
地
域
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
し
て
連
携
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
は
、
ゲ
ス
ト
登
録

と
カ
ー
ド
発
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
を
提
供

し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
デ
ー
タ
収
集
機
能

が
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、

D
M
O
が
ゲ
ス
ト
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理

し
、
カ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
た
め

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
近
年
の
物
理
カ
ー
ド
か
ら
デ
ジ
タ

ル
形
式
の
カ
ー
ド
へ
の
移
行
に
よ
り
、
訪
問

者
の
移
動
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
デ
ー
タ
の
取
得

が
可
能
と
な
り
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ

ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
で
は
、
公
共
交
通
機

関
や
観
光
施
設
で
の
利
用
に
二
次
元
コ
ー
ド

の
ス
キ
ャ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
、「
現
在
こ
の
地
域
に
は
ど
の
国
か

ら
来
た
人
が
多
く
、
何
泊
し
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
使
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
D
M
O
等
が
行
う
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
の
施
策
検
討
に
活
用
す
る
と
い
う
点

で
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
、
欧
州
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
欧
州
の

特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
域
で
は
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
の
存
在
は
一
般
的
で
あ
り
、
そ

の
運
営
は
主
に
宿
泊
客
が
負
担
す
る
宿
泊
税

等
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
宿
泊
客
は
追
加
費
用
な
し
に
地
域
内
の

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
。
ま
た
、

制
度
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
が
な
い

州
・
地
域
に
お
い
て
も
、
購
入
型
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

（
ウ
ィ
ー
ン
州
等
）。
な
お
、こ
の
よ
う
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
各
地
で
も
は
や
一
般
化
さ
れ
、
政

府
観
光
局
の
ペ
ー
ジ
で
各
地
の
特
典
の
紹
介

ま
で
さ
れ
て
い
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
で
あ
る
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
観
光
計
画
等
に
お
い

て
、
国
策
と
し
て
こ
の
よ
う
な
カ
ー
ド
を
展

開
す
る
こ
と
の
記
載
や
共
通
シ
ス
テ
ム
の
整

備
と
い
っ
た
施
策
は
公
表
資
料
か
ら
は
見
受

け
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
各
州
の
戦
略
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
様
の
宿
泊
と
連
動
し

た
無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
国
外
で
も
展
開
さ
れ
て
お
り
、
特

に
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
共
有
す
る
ス
イ
ス
や
ド

イ
ツ
、北
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
広
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
以
下
の
通
り
整
理
し
た
（
表

2
）。
こ
れ
を
確
認
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
同
様
、
各
地
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
や
観
光
施
設
の
割

観
光
業
界
全
体
で
デ
ー
タ
駆
動
型
の
意
思
決

定
と
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド

を
通
じ
て
得
ら
れ
る
詳
細
な
顧
客
行
動
デ
ー

タ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
側
に
と
っ
て

非
常
に
価
値
の
高
い
資
産
と
な
り
得
る
。
総

じ
て
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
旅
行
者
と
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
有
効
な
施
策
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　最
後
に
、
な
ぜ
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
欧
州
の
特
定
地
域
で
の
み
普
及

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
欧
州
の

特
定
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
普
及

は
、
地
元
の
宿
泊
施
設
、
交
通
機
関
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
運
営
者
（
多
く
の
場
合
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

（
D
M
O
）
を
通
じ
て
）
が
協
力
し
、
訪
問
者

の
全
体
的
な
体
験
価
値
を
高
め
る
と
い
う
、

成
熟
し
高
度
に
連
携
さ
れ
た
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、「
多
大
な

調
整
」、「
法
定
化
さ
れ
、
共
有
さ
れ
た
資
金

調
達
モ
デ
ル（
観
光
税
と
D
M
O
事
業
等
）」、

そ
し
て
多
く
の
「
公
的
お
よ
び
民
間
の
利
害

関
係
者
間
の
合
意
」
を
必
要
と
す
る
。
こ
の

レ
ベ
ル
の
統
合
は
、
観
光
が
地
域
経
済
の
基

盤
で
あ
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
魅
力

的
に
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
強

い
共
同
の
意
思
が
あ
っ
て
初
め
て
成
し
得
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
自
律
的

で
自
治
が
強
い
文
化
を
有
し
、
比
較
的
限
ら

れ
た
事
業
者
数
で
地
域
経
営
を
行
っ
て
い
る

欧
州
の
山
岳
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
発
展
し
た

と
推
察
さ
れ
る
。
無
論
、
日
本
国
内
で
同
取

り
組
み
の
検
討
は
可
能
で
あ
る
が
、
前
述
の

よ
う
な
社
会
的
背
景
を
理
解
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
海
外
事
例
を
参
照
す
る
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。

ン（
峡
谷
、
公
園
）、レ
ジ
ャ
ー
施
設（
プ
ー
ル
、

ア
イ
ス
リ
ン
ク
等
）
へ
の
無
料
入
場
ま
た
は

割
引
も
非
常
に
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

特
典
は
、
訪
問
者
が
地
元
の
文
化
や
自
然
遺

産
に
触
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
滞

在
期
間
の
延
長
や
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

場
所
へ
の
訪
問
を
促
す
ね
ら
い
が
あ
る
。

 

❸ 

ガ
イ
ド
付
き
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
強
い
地
域
に
お

い
て
は
、無
料
の
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
、E
バ
イ
ク
ツ
ア
ー
、

シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
と
い
っ
た
特
典
が
含
ま
れ

る
こ
と
が
多
い
。
特
定
の
セ
グ
メ
ン
ト
（
ハ

イ
カ
ー
、
家
族
連
れ
等
）
に
対
し
て
訴
求
す

る
効
果
を
持
つ
。

❹ 

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

　ア
ル
プ
ス
地
域
で
は
、
無
料
ま
た
は
割
引

の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗
車
が
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
滞
在
日
数
に
応
じ

て
段
階
的
に
提
供
さ
れ
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
2
泊
以

上
の
宿
泊
で
、
公
共
交
通
や
観
光
施
設
、
ツ

ア
ー
参
加
と
い
っ
た
特
典
を
有
す
る
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
カ
ー
ド
」
と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
る
が
、
3
泊
以
上
の
宿

泊
で
は
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
カ
ー
ド
・
プ
ラ
ス
」

と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ

れ
、
通
常
で
は
高
価
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
無

料
利
用
が
特
典
と
し
て
追
加
さ
れ
る
。
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
特
典
は
山
岳
地
域
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
特
典
で
あ

り
、
滞
在
日
数
に
応
じ
た
追
加
特
典
と
し
て

設
計
さ
れ
る
こ
と
で
、
長
期
滞
在
者
を
増
や

す
効
果
を
持
つ
。

　訪
問
者
は
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
単
に
美
し
い
自
然
景
観
や
宿
泊
施
設

の
質
だ
け
で
な
く
、
滞
在
全
体
を
通
じ
た
体

験
の
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
の
魅
力
を
体

験
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
地
域

の
特
色
を
反
映
し
、
充
実
し
た
特
典
を
持
つ

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
他

地
域
と
の
強
力
な
差
別
化
要
因
に
も
な
り
得

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
経
済

的
効
果
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
向
上
、
持
続

可
能
性
、
差
別
化
戦
略
と
い
う
複
数
の
戦
略

的
目
標
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能

し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
重
要
な
点
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
一
般
の
旅
行
者

が
購
入
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

提
携
宿
泊
施
設
等
の
宿
泊
者
限
定
の
特
典
で

あ
り
、
短
期
間
の
滞
在
者
の
増
加
を
促
す
も

の
で
は
な
い
（
特
典
内
容
が
変
更
さ
れ
た
購

入
型
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
同
地
域
内
で
展
開

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
）。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
は
、
欧
州
の

観
光
先
進
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
に
お
い
て
一
般
的
と
な
っ
て
い
る

が
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
多

く
の
地
域
（
州
・
基
礎
自
治
体
）
で
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
（G

ästekarten

）
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
観
光
局
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
は
、
各

地
域
の
多
様
な
ゲ
ス

ト
カ
ー
ド
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
（
図
1
）。

こ
こ
で
は
以
下
の
通

り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
主
要
地
域
に
お
け

る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
表
に

て
整
理
し
た（
表
1
）。

表
1
を
概
観
す
る

と
、
各
地
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
は
、
公
共
交

通
機
関
の
無
料
利
用

や
観
光
施
設
の
割
引

と
い
っ
た
共
通
の
原

則
を
持
ち
つ
つ
も
、

最
低
泊
数
の
設
定
や

特
典
内
容
等
に
お
い

て
、
各
地
域
の
特
性

を
反
映
し
た
多
様
な

　筆
者
は
、
2
0
2
5
年
2
月
発
行
の
観
光

文
化
2
6
4
号
「
世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
2
0
2
4
」の
特
集
3
‐
3「
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
を
ベ
ー
ス
に
し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
践
」
に
お
い
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
及

び
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
お
け
る
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
同
号
で

述
べ
た
通
り
、
欧
州
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

取
り
組
み
が
1
9
7
0
年
代
よ
り
実
践
さ

れ
、
現
在
、
欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
主
に
都
市
型
観
光
地
）

に
お
い
て
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
販
売
に
よ
り

旅
行
者
の
周
遊
・
滞
在
を
促
進
し
て
い
る
他
、

近
年
で
は
一
部
の
地
域
に
お
い
て
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
を
用
い
た
旅
行
者
行

動
の
把
握
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
欧
州
で
は
、
地
域
内
の
宿
泊
者
に

対
し
、
特
典
と
し
て
同
様
の
カ
ー
ド
を
「
無

料
提
供
」
す
る
地
域
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
カ
ー
ド
を
本
稿
で
は

「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す

る
が
、
欧
州
の
都
市
型
観
光
地
を
中
心
に
有

料
販
売
の
形
で
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
「
シ

テ
ィ
カ
ー
ド
」
と
比
べ
、「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
欧
州
の
一
部
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
周
辺
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う

特
色
を
持
つ
。

　本
稿
で
は
、
欧
州
の
一
部
地
域
で
展
開
さ

れ
て
い
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
着
目
し
、

各
地
の
取
り
組
み
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、

同
カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
た
旅
行
者
行
動
の

把
握
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定

泊
数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料

で
提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の

公
共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用

と
い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
カ
ー
ド
の
主
な
目
的
は
、
旅
行
者
の
滞
在

満
足
度
を
高
め
、
地
域
内
の
広
範
な
探
索
を

奨
励
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
滞
在
期
間
の
延

長
や
地
域
内
で
の
消
費
拡
大
を
促
す
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。

　前
述
し
た
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
の
主
な
違
い

と
し
て
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
「
購
入
型
」

で
あ
る
こ
と
に
比
べ
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
当

該
地
域
の
宿
泊
者
向
け
の
「
無
料
提
供
型
」

で
あ
る
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
観
光
案

内
所
や
主
要
駅
で
購
入
可
能
な
こ
と
が
多
い

が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
宿
泊
施
設
に
て

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多

い（
事
前
に
宿
泊
施
設
に
連
絡
す
る
こ
と
で
、

デ
ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
を
入
手
し
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
の
使
用
が
可
能
な
ケ
ー
ス

も
あ
る
）。
な
お
、
両
カ
ー
ド
の
企
画
・
運

営
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
の
観
光
局

（
D
M
O
）
が
担
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
特
典
内
容
は
、
地
域

の
特
性
等
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
概
ね

以
下
の
よ
う
な
特
典
が
包
括
的
に
提
供
さ

れ
て
い
る
。

❶ 

公
共
交
通
機
関

　最
も
一
般
的
な
特
典
で
あ
り
、
市
内
の
バ

ス
・
ト
ラ
ム
か
ら
地
域
内
の
鉄
道
、
さ
ら
に

は
特
定
の
観
光
シ
ャ
ト
ル
ま
で
、
そ
の
範
囲

は
多
岐
に
わ
た
る
。
公
共
交
通
機
関
の
無
料

で
の
提
供
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
利
便
性
の

向
上
に
な
る
と
と
も
に
、
車
移
動
抑
制
（
脱

炭
素
）
に
よ
る
持
続
可
能
な
旅
行
の
推
進
や

渋
滞
の
削
減
と
い
っ
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
側
の
目
的
と
も
合
致
す
る
特
典
と
な
っ
て

い
る
。

❷ 

博
物
館
・
観
光
施
設

　地
元
の
博
物
館
、城
、自
然
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

3
．オ
ー
ス
ト
リ
ア
や

欧
州
山
岳
地
域
で
の

展
開

2
．ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

概
要
と

主
な
特
典
内
容

1
．は
じ
め
に

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員 

江
﨑
貴
昭

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
展
開
状
況

（
1
） 

欧州における「ゲストカード」の展開とデータ取得5
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注：本表は各地域の公式サイト（2025年5月閲覧）に基づき筆者作成。最新情報や詳細条件は各地域の公式サイトで確認が必要。注：本表は各地域の公式サイト（2025年5月閲覧）に基づき筆者作成。最新情報や詳細条件は各地域の公式サイトで確認が必要。

表 1 オーストリアの主要地域ゲストカード（宿泊時に無料提供）比較概要

表 2 オーストリア国外のヨーロッパの主要地域ゲストカード（宿泊時に無料提供）比較概要

引
と
い
っ
た
特
典
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　な
お
、
欧
州
以
外
の
地
域
（
北
米
・
オ
セ

ア
ニ
ア
・
ア
ジ
ア
）
に
お
い
て
は
、
地
域
側

や
民
間
か
ら
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

購
入
型
カ
ー
ド
の
展
開
は
確
認
さ
れ
た
が
、

宿
泊
と
連
動
し
た
無
料
提
供
の
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
、
筆
者
に
よ
る
机
上
調
査

で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
旅
行
者
に
と
っ
て
「
無

料
」
で
提
供
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
運
営
費

用
は
多
く
の
場
合
、
宿
泊
税
（
観
光
税
、
滞

在
税
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
や
モ
ビ
リ
テ
ィ

税
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
例
え
ば
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の

「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
ズ
・
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
全
域
の
バ
ス

と
電
車
が
無
料
で
利
用
で
き
る
特
典
を
持
つ

カ
ー
ド
で
あ
る
が
、
公
式
サ
イ
ト
内
の
旅
行

者
向
け
の
Q
＆
A
で
は
、
カ
ー
ド
の
財
源
は

地
方
観
光
税
（
宿
泊
税
）
か
ら
賄
っ
て
い
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
ま
た
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
州
で
は
、
2
0
2
5
年
5
月

よ
り
宿
泊
者
に
は
既
存
の
宿
泊
税
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
さ
れ
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
」
が
導

入
さ
れ
、
こ
れ
を
原
資
に
宿
泊
者
向
け
の
公

共
交
通
機
関
を
無
料
で
利
用
で
き
る
「
ゲ
ス

ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
チ
ケ
ッ
ト
」
の
提
供
が

開
始
さ
れ
た
（
図
3
）。
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
は

宿
泊
者
1
人
1
泊
あ
た
り
0
・
5
ユ
ー
ロ
徴

収
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
州
全
域
の
す
べ
て

の
公
共
交
通
機
関
（
市
内
バ
ス
、
地
域
間
バ

ス
、
地
域
内
列
車
、
長
距
離
列
車
等
）
が
無

料
で
利
用
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
宿
泊

者
が
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
施
策
の
一
環
と

し
て
支
払
う
税
金
が
、
直
接
的
な
便
益
と
し

て
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
他
、

特
定
の
地
域
や
参
加
宿
泊
施
設
に
滞
在
す
る

ゲ
ス
ト
に
対
し
て
、
広
範
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
と
な
る
た
め
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
全
体
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

取
り
組
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
は
、
ほ
ぼ
例

外
な
く
宿
泊
時
の
宿
泊
者
の
登
録
（
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
）
と
連
動
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

氏
名
、
滞
在
期
間
、
宿
泊
施
設
と
い
っ
た
基

本
的
な
個
人
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る
。
近
年

増
加
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
形
式（
E
メ
ー
ル
、

専
用
ア
プ
リ
、
モ
バ
イ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
パ
ス

等
）
で
の
カ
ー
ド
発
行
は
、
E
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
収
集
も
伴
っ
て
お
り
、
C
R
M
環
境

の
構
築
を
可
能
と
し
て
い
る
。例
え
ば
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
地
域
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
し
て
連
携
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
は
、
ゲ
ス
ト
登
録

と
カ
ー
ド
発
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
を
提
供

し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
デ
ー
タ
収
集
機
能

が
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、

D
M
O
が
ゲ
ス
ト
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理

し
、
カ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
た
め

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
近
年
の
物
理
カ
ー
ド
か
ら
デ
ジ
タ

ル
形
式
の
カ
ー
ド
へ
の
移
行
に
よ
り
、
訪
問

者
の
移
動
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
デ
ー
タ
の
取
得

が
可
能
と
な
り
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ

ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
で
は
、
公
共
交
通
機

関
や
観
光
施
設
で
の
利
用
に
二
次
元
コ
ー
ド

の
ス
キ
ャ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
、「
現
在
こ
の
地
域
に
は
ど
の
国
か

ら
来
た
人
が
多
く
、
何
泊
し
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
使
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
D
M
O
等
が
行
う
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
の
施
策
検
討
に
活
用
す
る
と
い
う
点

で
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
、
欧
州
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
欧
州
の

特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
域
で
は
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
の
存
在
は
一
般
的
で
あ
り
、
そ

の
運
営
は
主
に
宿
泊
客
が
負
担
す
る
宿
泊
税

等
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
宿
泊
客
は
追
加
費
用
な
し
に
地
域
内
の

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
。
ま
た
、

制
度
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
が
な
い

州
・
地
域
に
お
い
て
も
、
購
入
型
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

（
ウ
ィ
ー
ン
州
等
）。
な
お
、こ
の
よ
う
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
各
地
で
も
は
や
一
般
化
さ
れ
、
政

府
観
光
局
の
ペ
ー
ジ
で
各
地
の
特
典
の
紹
介

ま
で
さ
れ
て
い
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
で
あ
る
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
観
光
計
画
等
に
お
い

て
、
国
策
と
し
て
こ
の
よ
う
な
カ
ー
ド
を
展

開
す
る
こ
と
の
記
載
や
共
通
シ
ス
テ
ム
の
整

備
と
い
っ
た
施
策
は
公
表
資
料
か
ら
は
見
受

け
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
各
州
の
戦
略
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
様
の
宿
泊
と
連
動
し

た
無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
国
外
で
も
展
開
さ
れ
て
お
り
、
特

に
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
共
有
す
る
ス
イ
ス
や
ド

イ
ツ
、北
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
広
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
以
下
の
通
り
整
理
し
た
（
表

2
）。
こ
れ
を
確
認
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
同
様
、
各
地
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
や
観
光
施
設
の
割

観
光
業
界
全
体
で
デ
ー
タ
駆
動
型
の
意
思
決

定
と
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド

を
通
じ
て
得
ら
れ
る
詳
細
な
顧
客
行
動
デ
ー

タ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
側
に
と
っ
て

非
常
に
価
値
の
高
い
資
産
と
な
り
得
る
。
総

じ
て
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
旅
行
者
と
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
有
効
な
施
策
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　最
後
に
、
な
ぜ
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
欧
州
の
特
定
地
域
で
の
み
普
及

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
欧
州
の

特
定
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
普
及

は
、
地
元
の
宿
泊
施
設
、
交
通
機
関
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
運
営
者
（
多
く
の
場
合
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

（
D
M
O
）
を
通
じ
て
）
が
協
力
し
、
訪
問
者

の
全
体
的
な
体
験
価
値
を
高
め
る
と
い
う
、

成
熟
し
高
度
に
連
携
さ
れ
た
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、「
多
大
な

調
整
」、「
法
定
化
さ
れ
、
共
有
さ
れ
た
資
金

調
達
モ
デ
ル（
観
光
税
と
D
M
O
事
業
等
）」、

そ
し
て
多
く
の
「
公
的
お
よ
び
民
間
の
利
害

関
係
者
間
の
合
意
」
を
必
要
と
す
る
。
こ
の

レ
ベ
ル
の
統
合
は
、
観
光
が
地
域
経
済
の
基

盤
で
あ
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
魅
力

的
に
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
強

い
共
同
の
意
思
が
あ
っ
て
初
め
て
成
し
得
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
自
律
的

で
自
治
が
強
い
文
化
を
有
し
、
比
較
的
限
ら

れ
た
事
業
者
数
で
地
域
経
営
を
行
っ
て
い
る

欧
州
の
山
岳
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
発
展
し
た

と
推
察
さ
れ
る
。
無
論
、
日
本
国
内
で
同
取

り
組
み
の
検
討
は
可
能
で
あ
る
が
、
前
述
の

よ
う
な
社
会
的
背
景
を
理
解
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
海
外
事
例
を
参
照
す
る
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。

ン（
峡
谷
、
公
園
）、レ
ジ
ャ
ー
施
設（
プ
ー
ル
、

ア
イ
ス
リ
ン
ク
等
）
へ
の
無
料
入
場
ま
た
は

割
引
も
非
常
に
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

特
典
は
、
訪
問
者
が
地
元
の
文
化
や
自
然
遺

産
に
触
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
滞

在
期
間
の
延
長
や
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

場
所
へ
の
訪
問
を
促
す
ね
ら
い
が
あ
る
。

 

❸ 

ガ
イ
ド
付
き
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
強
い
地
域
に
お

い
て
は
、無
料
の
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
、E
バ
イ
ク
ツ
ア
ー
、

シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
と
い
っ
た
特
典
が
含
ま
れ

る
こ
と
が
多
い
。
特
定
の
セ
グ
メ
ン
ト
（
ハ

イ
カ
ー
、
家
族
連
れ
等
）
に
対
し
て
訴
求
す

る
効
果
を
持
つ
。

❹ 

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

　ア
ル
プ
ス
地
域
で
は
、
無
料
ま
た
は
割
引

の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗
車
が
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
滞
在
日
数
に
応
じ

て
段
階
的
に
提
供
さ
れ
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
2
泊
以

上
の
宿
泊
で
、
公
共
交
通
や
観
光
施
設
、
ツ

ア
ー
参
加
と
い
っ
た
特
典
を
有
す
る
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
カ
ー
ド
」
と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
る
が
、
3
泊
以
上
の
宿

泊
で
は
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
カ
ー
ド
・
プ
ラ
ス
」

と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ

れ
、
通
常
で
は
高
価
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
無

料
利
用
が
特
典
と
し
て
追
加
さ
れ
る
。
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
特
典
は
山
岳
地
域
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
特
典
で
あ

り
、
滞
在
日
数
に
応
じ
た
追
加
特
典
と
し
て

設
計
さ
れ
る
こ
と
で
、
長
期
滞
在
者
を
増
や

す
効
果
を
持
つ
。

　訪
問
者
は
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
単
に
美
し
い
自
然
景
観
や
宿
泊
施
設

の
質
だ
け
で
な
く
、
滞
在
全
体
を
通
じ
た
体

験
の
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
の
魅
力
を
体

験
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
地
域

の
特
色
を
反
映
し
、
充
実
し
た
特
典
を
持
つ

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
他

地
域
と
の
強
力
な
差
別
化
要
因
に
も
な
り
得

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
経
済

的
効
果
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
向
上
、
持
続

可
能
性
、
差
別
化
戦
略
と
い
う
複
数
の
戦
略

的
目
標
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能

し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
重
要
な
点
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
一
般
の
旅
行
者

が
購
入
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

提
携
宿
泊
施
設
等
の
宿
泊
者
限
定
の
特
典
で

あ
り
、
短
期
間
の
滞
在
者
の
増
加
を
促
す
も

の
で
は
な
い
（
特
典
内
容
が
変
更
さ
れ
た
購

入
型
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
同
地
域
内
で
展
開

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
）。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
は
、
欧
州
の

観
光
先
進
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
に
お
い
て
一
般
的
と
な
っ
て
い
る

が
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
多

く
の
地
域
（
州
・
基
礎
自
治
体
）
で
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
（G

ästekarten

）
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
観
光
局
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
は
、
各

地
域
の
多
様
な
ゲ
ス

ト
カ
ー
ド
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
（
図
1
）。

こ
こ
で
は
以
下
の
通

り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
主
要
地
域
に
お
け

る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
表
に

て
整
理
し
た（
表
1
）。

表
1
を
概
観
す
る

と
、
各
地
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
は
、
公
共
交

通
機
関
の
無
料
利
用

や
観
光
施
設
の
割
引

と
い
っ
た
共
通
の
原

則
を
持
ち
つ
つ
も
、

最
低
泊
数
の
設
定
や

特
典
内
容
等
に
お
い

て
、
各
地
域
の
特
性

を
反
映
し
た
多
様
な

　筆
者
は
、
2
0
2
5
年
2
月
発
行
の
観
光

文
化
2
6
4
号
「
世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
2
0
2
4
」の
特
集
3
‐
3「
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
を
ベ
ー
ス
に
し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
践
」
に
お
い
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
及

び
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
お
け
る
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
同
号
で

述
べ
た
通
り
、
欧
州
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

取
り
組
み
が
1
9
7
0
年
代
よ
り
実
践
さ

れ
、
現
在
、
欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
主
に
都
市
型
観
光
地
）

に
お
い
て
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
販
売
に
よ
り

旅
行
者
の
周
遊
・
滞
在
を
促
進
し
て
い
る
他
、

近
年
で
は
一
部
の
地
域
に
お
い
て
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
を
用
い
た
旅
行
者
行

動
の
把
握
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
欧
州
で
は
、
地
域
内
の
宿
泊
者
に

対
し
、
特
典
と
し
て
同
様
の
カ
ー
ド
を
「
無

料
提
供
」
す
る
地
域
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
カ
ー
ド
を
本
稿
で
は

「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す

る
が
、
欧
州
の
都
市
型
観
光
地
を
中
心
に
有

料
販
売
の
形
で
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
「
シ

テ
ィ
カ
ー
ド
」
と
比
べ
、「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
欧
州
の
一
部
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
周
辺
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う

特
色
を
持
つ
。

　本
稿
で
は
、
欧
州
の
一
部
地
域
で
展
開
さ

れ
て
い
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
着
目
し
、

各
地
の
取
り
組
み
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、

同
カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
た
旅
行
者
行
動
の

把
握
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定

泊
数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料

で
提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の

公
共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用

と
い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
カ
ー
ド
の
主
な
目
的
は
、
旅
行
者
の
滞
在

満
足
度
を
高
め
、
地
域
内
の
広
範
な
探
索
を

奨
励
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
滞
在
期
間
の
延

長
や
地
域
内
で
の
消
費
拡
大
を
促
す
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。

　前
述
し
た
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
の
主
な
違
い

と
し
て
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
「
購
入
型
」

で
あ
る
こ
と
に
比
べ
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
当

該
地
域
の
宿
泊
者
向
け
の
「
無
料
提
供
型
」

で
あ
る
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
観
光
案

内
所
や
主
要
駅
で
購
入
可
能
な
こ
と
が
多
い

が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
宿
泊
施
設
に
て

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多

い（
事
前
に
宿
泊
施
設
に
連
絡
す
る
こ
と
で
、

デ
ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
を
入
手
し
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
の
使
用
が
可
能
な
ケ
ー
ス

も
あ
る
）。
な
お
、
両
カ
ー
ド
の
企
画
・
運

営
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
の
観
光
局

（
D
M
O
）
が
担
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
特
典
内
容
は
、
地
域

の
特
性
等
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
概
ね

以
下
の
よ
う
な
特
典
が
包
括
的
に
提
供
さ

れ
て
い
る
。

❶ 

公
共
交
通
機
関

　最
も
一
般
的
な
特
典
で
あ
り
、
市
内
の
バ

ス
・
ト
ラ
ム
か
ら
地
域
内
の
鉄
道
、
さ
ら
に

は
特
定
の
観
光
シ
ャ
ト
ル
ま
で
、
そ
の
範
囲

は
多
岐
に
わ
た
る
。
公
共
交
通
機
関
の
無
料

で
の
提
供
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
利
便
性
の

向
上
に
な
る
と
と
も
に
、
車
移
動
抑
制
（
脱

炭
素
）
に
よ
る
持
続
可
能
な
旅
行
の
推
進
や

渋
滞
の
削
減
と
い
っ
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
側
の
目
的
と
も
合
致
す
る
特
典
と
な
っ
て

い
る
。

❷ 

博
物
館
・
観
光
施
設

　地
元
の
博
物
館
、城
、自
然
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

無料提供の
最低宿泊日数カード名No. 地域/州 主な無料

公共交通
主な無料
ケーブルカー 主な割引内容 泊数による

特典変動
デジタル
版

主な無料施設/
アクティビティ

2泊1 ありインスブルック・
ウェルカムカード

チロル州
インスブルック

市内・地域の
バス・トラム、
スキーバス

なし（3泊以上で
「プラス」となり指定
4路線無料）

ガイド付き
ハイキング/
Eバイクツアー

文化施設、プール、
スワロフスキー博

物館等

あり（3泊以上
でケーブルカ
ー無料等）

1泊2 ありヴィルダー・カイザー・
ゲストカード

チロル州
ヴィルダー・
カイザー

カイザージェ
ット、スキーバ
ス、広域バス

なし
（割引あり）

観光局アクティビ
ティプログラム

夏季ケーブル
カー、プール、
レンタル等

なし
（明確な
記述なし）

1泊
（提携施設）3 あり

エッツタール・
インサイドカード
（基本）

チロル州
エッツタール

冬季無料、
夏季30%
割引 

なし ゲストカードプロ
グラム アクティビティ等 なし

1泊
（提携施設）4 －シュトゥーバイ・

スーパーカード
チロル州

シュトゥーバイ
渓谷

地域バス、
シュトゥーバイ
タール鉄道

指定4路線
各1日1往復

プール（週2回）、
トボガン（週1回）

アトラクション
30%割引

あり
（週単位の
特典）

1泊5 ありアーヘンゼーカード チロル州
アーヘン湖 地域バス なし

（割引あり）
ガイド付きハイキン
グ、子供プログラム、
自然公園センター

ケーブルカー、ア
トール・アーヘン
ゼー等

なし

1泊6 あり
キッツビューラー・
アルペン・ゲストカード
（ザンクト・ヨハン）

チロル州キッツ
ビューラー・
アルペン

地域バス・
鉄道

2025年夏より
2泊以上で
1往復無料

観光協会週間
プログラム

プール、テニス、
提携施設等

あり
（2025年
夏～）

1泊7 －チロルヴェストカード・
ベーシック

チロル州
チロルヴェスト 広域バス

なし（割引あり、5泊
以上で「プレミアム」
となりフェネット無料）

博物館、プール、
峡谷 フェネット鉄道等

あり
（5泊以上で
プレミアム）

1泊8 ありクーフシュタイナー
ラントカード

チロル州
クーフシュタイナ
ーラント

広域バス、市
内バス、カイザ
ージェット等

カイザーリフト
1往復（夏）

城塞、種馬飼育場、
ガラス工房、アクテ
ィブプログラム

試飲等
なし

（多くは
1回利用）

1泊9 ありヴィルトシェーナウ
カード（基本）

チロル州
ヴィルトシェー

ナウ

スキーバス、地
域交通、ハイキ
ングバス

なし（「プレミアム」
で夏季ケーブルカ

ー無料）

ガイド付きハイキ
ング、博物館、プー

ル
－

あり
（プレミアム
カード）

1泊10 －アルプバッハタール
カード

チロル州
アルプバッハタ

ール
レギオバス、
スキーバス 

夏季指定4路線、
冬季子供練習リフ

ト

プール、湖、博物館、
ミニゴルフ、アクテ
ィビティプログラム

スキーレンタル等 なし

1泊11 ありロイテ・アクティブ
カード チロル州ロイテ 近隣渓谷・

町へのバス なし
エーレンベルク城
博物館等（季節に
より変動）

温泉、
タクシー等 

なし
（プログラムは季
節により変動）

1泊12 あり
チロル ツークシュピッ
ツェ アリーナ ゲスト
カード

チロル州ツーク
シュピッツェ・
アリーナ

アリーナ内バ
ス、ガルミッシ
ュへのバス

なし
ガイド付きハイキ
ング（夏冬）、文化

施設

プール、テニス、ク
ライミング等、近
隣地域施設割引

なし

1泊13 －
ザルツブルガー・
スポーツヴェルト・
カード

ザルツブルガー
ランド地方

（ゲスト・モビリティ・チケ
ット（州内全公共交通無
料チケット）がカバー）

各地で異なる（例：
フィルツモースの
パパゲーノ）

各地で異なる
（例：ヴァークライン
のプール無料）

各地で異なる
（例：テルメ・
アマデ割引）

あり
（宿泊日数・
場所による）

1泊
（要モビリティ

税）
14 ありゲスト・モビリティ・
チケット

ザルツブルク州
全域

州内
全公共交通 なし なし なし なし

3泊15 あり
ゲステカード・ブレゲン
ツァーヴァルト＆グロー
セス・ヴァルザータール

フォアアールベ
ルク州 広域バス 指定ケーブルカー 屋外プール無料 提携施設割引

あり
（3泊以上で
提供）

1泊16  －
ブランドナータール、ブ
ルーデンツ、クロスター
タール・ゲストカード

フォアアールベ
ルク州

州内バス・
鉄道

なし
（「プレミアム」で
夏季無料 ）

屋外プール無料、
ガイド付きツアー

ケーブルカー、
文化施設等

あり（プレミア
ムカード）

1泊17 ありエクスプローラーズ・
ゲストカード

フォアアールベ
ルク州

州内バス・
鉄道 なし なし なし なし

宿泊施設
による18  －ケルンテン・カード ケルンテン州 － 含む場合あり

120以上の施設
（博物館、遊覧船、
動物園等）

－ なし

1泊
（提携施設）19 ありゲヌスカード・シュタイ

ヤマルク
シュタイヤマルク

州 － なし
280以上の施設

（博物館、美食体験、
プール等）

－
あり

（3泊以上で
温泉等追加）

1泊
（多くの施設）20 ありDONAU. 

エルレープニスカード
オーバーエスタ
ーライヒ州
ドナウ地域

なし（2泊以上
でフェリー割
引/無料）

なし ガイド付きツアー、
試飲

80以上の施設で
50%以上割引

あり
（2泊以上で
フェリー特典）

1泊
（提携施設）21 －ピルン＝プリーン・

アクティブカード
オーバーエスタ
ーライヒ州ピル
ン＝プリーン

地域内
公共交通

指定3路線
乗り放題

プール、湖、
博物館、国立公園
ハイキング 

広域の
レジャー施設等 なし

3泊
（多くの地域）22 －－ザルツカンマーグート・

エルレープニスカード
オーバーエスタ
ーライヒ州ザル
ツカンマーグート

なし なし アトラクション
最大30%割引

あり
（3泊以上で
無料提供）

1泊
（提携施設）23 －ブルゲンランド・カード ブルゲンランド

州
州内

全公共交通 （情報なし）
公営水浴場、城、
博物館、国立公園
ツアー等 

アウトレット、
温泉等 なし

無料提供の
最低宿泊日数カード名 国No. 地域/州 主な無料

公共交通
主な無料
ケーブルカー 主な割引内容 泊数による

特典変動
デジタル
版

主な無料施設/
アクティビティ

1泊
（提携施設）1 あり

ジュネーブ・
トランスポート
カード

ジュネーブスイス 市内公共交通
（バス、鉄道、船） なし なし なし なし

1泊
（提携施設）2 ありティチーノ・

チケット
ティチーノ
州スイス

州内公共交通
（バス、鉄道、一部
ケーブルカー）

一部無料 なし
ケーブルカー、
遊覧船、博物館

等
なし

1泊3 グリンデルワルト・
ゲストカード

グリンデル
ワルトスイス スキーバス、

ローカルバス なし（割引あり） クロスカントリース
キーコース

スポーツセンタ
ー、ケーブルカ
ー、博物館等 

なし

1泊
（提携施設）4 ありザースタール

カード ザース谷スイス ポストバス
（ザース谷内）

ほとんど無料（メト
ロアルピン除く） なし

アクティビティ、
プール等最大
30%割引

なし

1泊
（提携町内）5 －

－

コヌス・
ゲストカード

黒い森
地方ドイツ

地域公共交通
（バス、トラム、
普通列車）

なし なし なし なし

1泊6 －
バートライヘン
ハル・
ゲストカード

バートライ
ヘンハルドイツ

市内バス、ベルヒ
テスガーデナー
ラントRVOバス、
バイエルン地方
鉄道（一部区間）

なし なし ローカルサービ
ス

なし

1泊7 あり
ベルヒテス
ガーデン・
ゲストカード

ベルヒテス
ガーデンドイツ

ほとんどのRVO
バス、バイエルン
地方鉄道（一部
区間）

なし なし 観光地、博物館
等 なし

1泊
（提携町内）8 －HATIX ハルツ・

ホリデーチケット ハルツ山地ドイツ ハルツ郡内公共
バス・トラム なし なし なし なし

1泊
（提携施設）9 ありズュートチロル・

ゲストパス 南チロルイタリア
州内公共交通、
指定ケーブル
カー等 

指定路線
タイプにより博物
館、アクティビティ
無料の場合あり

タイプによる なし

1泊
（認定施設）10 ありトレンティーノ・

ゲストカード
トレンティ
ーノ
自治州

イタリア 州内公共交通 なし
博物館、城、
自然公園等
無料/割引 

アクティビティ、
ヴェローナの施

設等
なし

1泊11 －シャモニー・
ゲストカード シャモニーフランス

モンブラン・エクス
プレス鉄道（一部

区間）
なし なし

市内バス、
博物館、スポー
ツセンター

なし

1泊12 －

－

アルザス・
サントラル・
ゲストカード

アルザス
中央部フランス － なし なし 80以上の施設

で割引 なし

2泊
（提携施設）13

ポルト・デュ・
ソレイユ・
マルチパス

ポルト・
デュ・
ソレイユ

フランス
/スイス

地域内
公共交通 歩行者用リフト 

プール、湖、アイス
リンク、テニス、
文化施設等 

－ なし
（最低2日）

そ
の
他
欧
州
地
域
等
で
の

展
開
状
況

（
2
） 

欧州における「ゲストカード」の展開とデータ取得5
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注：本表は各地域の公式サイト（2025年5月閲覧）に基づき筆者作成。最新情報や詳細条件は各地域の公式サイトで確認が必要。注：本表は各地域の公式サイト（2025年5月閲覧）に基づき筆者作成。最新情報や詳細条件は各地域の公式サイトで確認が必要。

表 1 オーストリアの主要地域ゲストカード（宿泊時に無料提供）比較概要

表 2 オーストリア国外のヨーロッパの主要地域ゲストカード（宿泊時に無料提供）比較概要

引
と
い
っ
た
特
典
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　な
お
、
欧
州
以
外
の
地
域
（
北
米
・
オ
セ

ア
ニ
ア
・
ア
ジ
ア
）
に
お
い
て
は
、
地
域
側

や
民
間
か
ら
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

購
入
型
カ
ー
ド
の
展
開
は
確
認
さ
れ
た
が
、

宿
泊
と
連
動
し
た
無
料
提
供
の
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
、
筆
者
に
よ
る
机
上
調
査

で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
旅
行
者
に
と
っ
て
「
無

料
」
で
提
供
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
運
営
費

用
は
多
く
の
場
合
、
宿
泊
税
（
観
光
税
、
滞

在
税
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
や
モ
ビ
リ
テ
ィ

税
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
例
え
ば
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の

「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
ズ
・
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
全
域
の
バ
ス

と
電
車
が
無
料
で
利
用
で
き
る
特
典
を
持
つ

カ
ー
ド
で
あ
る
が
、
公
式
サ
イ
ト
内
の
旅
行

者
向
け
の
Q
＆
A
で
は
、
カ
ー
ド
の
財
源
は

地
方
観
光
税
（
宿
泊
税
）
か
ら
賄
っ
て
い
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
ま
た
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
州
で
は
、
2
0
2
5
年
5
月

よ
り
宿
泊
者
に
は
既
存
の
宿
泊
税
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
さ
れ
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
」
が
導

入
さ
れ
、
こ
れ
を
原
資
に
宿
泊
者
向
け
の
公

共
交
通
機
関
を
無
料
で
利
用
で
き
る
「
ゲ
ス

ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
チ
ケ
ッ
ト
」
の
提
供
が

開
始
さ
れ
た
（
図
3
）。
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
は

宿
泊
者
1
人
1
泊
あ
た
り
0
・
5
ユ
ー
ロ
徴

収
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
州
全
域
の
す
べ
て

の
公
共
交
通
機
関
（
市
内
バ
ス
、
地
域
間
バ

ス
、
地
域
内
列
車
、
長
距
離
列
車
等
）
が
無

料
で
利
用
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
宿
泊

者
が
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
施
策
の
一
環
と

し
て
支
払
う
税
金
が
、
直
接
的
な
便
益
と
し

て
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
他
、

特
定
の
地
域
や
参
加
宿
泊
施
設
に
滞
在
す
る

ゲ
ス
ト
に
対
し
て
、
広
範
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
と
な
る
た
め
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
全
体
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

取
り
組
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
は
、
ほ
ぼ
例

外
な
く
宿
泊
時
の
宿
泊
者
の
登
録
（
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
）
と
連
動
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

氏
名
、
滞
在
期
間
、
宿
泊
施
設
と
い
っ
た
基

本
的
な
個
人
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る
。
近
年

増
加
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
形
式（
E
メ
ー
ル
、

専
用
ア
プ
リ
、
モ
バ
イ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
パ
ス

等
）
で
の
カ
ー
ド
発
行
は
、
E
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
収
集
も
伴
っ
て
お
り
、
C
R
M
環
境

の
構
築
を
可
能
と
し
て
い
る
。例
え
ば
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
地
域
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
し
て
連
携
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
は
、
ゲ
ス
ト
登
録

と
カ
ー
ド
発
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
を
提
供

し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
デ
ー
タ
収
集
機
能

が
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、

D
M
O
が
ゲ
ス
ト
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理

し
、
カ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
た
め

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
近
年
の
物
理
カ
ー
ド
か
ら
デ
ジ
タ

ル
形
式
の
カ
ー
ド
へ
の
移
行
に
よ
り
、
訪
問

者
の
移
動
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
デ
ー
タ
の
取
得

が
可
能
と
な
り
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ

ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
で
は
、
公
共
交
通
機

関
や
観
光
施
設
で
の
利
用
に
二
次
元
コ
ー
ド

の
ス
キ
ャ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
、「
現
在
こ
の
地
域
に
は
ど
の
国
か

ら
来
た
人
が
多
く
、
何
泊
し
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
使
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
D
M
O
等
が
行
う
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
の
施
策
検
討
に
活
用
す
る
と
い
う
点

で
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
、
欧
州
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
欧
州
の

特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
域
で
は
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
の
存
在
は
一
般
的
で
あ
り
、
そ

の
運
営
は
主
に
宿
泊
客
が
負
担
す
る
宿
泊
税

等
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
宿
泊
客
は
追
加
費
用
な
し
に
地
域
内
の

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
。
ま
た
、

制
度
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
が
な
い

州
・
地
域
に
お
い
て
も
、
購
入
型
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

（
ウ
ィ
ー
ン
州
等
）。
な
お
、こ
の
よ
う
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
各
地
で
も
は
や
一
般
化
さ
れ
、
政

府
観
光
局
の
ペ
ー
ジ
で
各
地
の
特
典
の
紹
介

ま
で
さ
れ
て
い
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
で
あ
る
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
観
光
計
画
等
に
お
い

て
、
国
策
と
し
て
こ
の
よ
う
な
カ
ー
ド
を
展

開
す
る
こ
と
の
記
載
や
共
通
シ
ス
テ
ム
の
整

備
と
い
っ
た
施
策
は
公
表
資
料
か
ら
は
見
受

け
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
各
州
の
戦
略
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
様
の
宿
泊
と
連
動
し

た
無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
国
外
で
も
展
開
さ
れ
て
お
り
、
特

に
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
共
有
す
る
ス
イ
ス
や
ド

イ
ツ
、北
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
広
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
以
下
の
通
り
整
理
し
た
（
表

2
）。
こ
れ
を
確
認
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
同
様
、
各
地
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
や
観
光
施
設
の
割

観
光
業
界
全
体
で
デ
ー
タ
駆
動
型
の
意
思
決

定
と
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド

を
通
じ
て
得
ら
れ
る
詳
細
な
顧
客
行
動
デ
ー

タ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
側
に
と
っ
て

非
常
に
価
値
の
高
い
資
産
と
な
り
得
る
。
総

じ
て
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
旅
行
者
と
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
有
効
な
施
策
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　最
後
に
、
な
ぜ
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
欧
州
の
特
定
地
域
で
の
み
普
及

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
欧
州
の

特
定
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
普
及

は
、
地
元
の
宿
泊
施
設
、
交
通
機
関
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
運
営
者
（
多
く
の
場
合
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

（
D
M
O
）
を
通
じ
て
）
が
協
力
し
、
訪
問
者

の
全
体
的
な
体
験
価
値
を
高
め
る
と
い
う
、

成
熟
し
高
度
に
連
携
さ
れ
た
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、「
多
大
な

調
整
」、「
法
定
化
さ
れ
、
共
有
さ
れ
た
資
金

調
達
モ
デ
ル（
観
光
税
と
D
M
O
事
業
等
）」、

そ
し
て
多
く
の
「
公
的
お
よ
び
民
間
の
利
害

関
係
者
間
の
合
意
」
を
必
要
と
す
る
。
こ
の

レ
ベ
ル
の
統
合
は
、
観
光
が
地
域
経
済
の
基

盤
で
あ
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
魅
力

的
に
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
強

い
共
同
の
意
思
が
あ
っ
て
初
め
て
成
し
得
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
自
律
的

で
自
治
が
強
い
文
化
を
有
し
、
比
較
的
限
ら

れ
た
事
業
者
数
で
地
域
経
営
を
行
っ
て
い
る

欧
州
の
山
岳
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
発
展
し
た

と
推
察
さ
れ
る
。
無
論
、
日
本
国
内
で
同
取

り
組
み
の
検
討
は
可
能
で
あ
る
が
、
前
述
の

よ
う
な
社
会
的
背
景
を
理
解
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
海
外
事
例
を
参
照
す
る
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。

ン（
峡
谷
、
公
園
）、レ
ジ
ャ
ー
施
設（
プ
ー
ル
、

ア
イ
ス
リ
ン
ク
等
）
へ
の
無
料
入
場
ま
た
は

割
引
も
非
常
に
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

特
典
は
、
訪
問
者
が
地
元
の
文
化
や
自
然
遺

産
に
触
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
滞

在
期
間
の
延
長
や
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

場
所
へ
の
訪
問
を
促
す
ね
ら
い
が
あ
る
。

 

❸ 

ガ
イ
ド
付
き
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
強
い
地
域
に
お

い
て
は
、無
料
の
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
、E
バ
イ
ク
ツ
ア
ー
、

シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
と
い
っ
た
特
典
が
含
ま
れ

る
こ
と
が
多
い
。
特
定
の
セ
グ
メ
ン
ト
（
ハ

イ
カ
ー
、
家
族
連
れ
等
）
に
対
し
て
訴
求
す

る
効
果
を
持
つ
。

❹ 

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

　ア
ル
プ
ス
地
域
で
は
、
無
料
ま
た
は
割
引

の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗
車
が
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
滞
在
日
数
に
応
じ

て
段
階
的
に
提
供
さ
れ
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
2
泊
以

上
の
宿
泊
で
、
公
共
交
通
や
観
光
施
設
、
ツ

ア
ー
参
加
と
い
っ
た
特
典
を
有
す
る
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
カ
ー
ド
」
と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
る
が
、
3
泊
以
上
の
宿

泊
で
は
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
カ
ー
ド
・
プ
ラ
ス
」

と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ

れ
、
通
常
で
は
高
価
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
無

料
利
用
が
特
典
と
し
て
追
加
さ
れ
る
。
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
特
典
は
山
岳
地
域
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
特
典
で
あ

り
、
滞
在
日
数
に
応
じ
た
追
加
特
典
と
し
て

設
計
さ
れ
る
こ
と
で
、
長
期
滞
在
者
を
増
や

す
効
果
を
持
つ
。

　訪
問
者
は
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
単
に
美
し
い
自
然
景
観
や
宿
泊
施
設

の
質
だ
け
で
な
く
、
滞
在
全
体
を
通
じ
た
体

験
の
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
の
魅
力
を
体

験
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
地
域

の
特
色
を
反
映
し
、
充
実
し
た
特
典
を
持
つ

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
他

地
域
と
の
強
力
な
差
別
化
要
因
に
も
な
り
得

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
経
済

的
効
果
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
向
上
、
持
続

可
能
性
、
差
別
化
戦
略
と
い
う
複
数
の
戦
略

的
目
標
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能

し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
重
要
な
点
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
一
般
の
旅
行
者

が
購
入
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

提
携
宿
泊
施
設
等
の
宿
泊
者
限
定
の
特
典
で

あ
り
、
短
期
間
の
滞
在
者
の
増
加
を
促
す
も

の
で
は
な
い
（
特
典
内
容
が
変
更
さ
れ
た
購

入
型
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
同
地
域
内
で
展
開

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
）。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
は
、
欧
州
の

観
光
先
進
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
に
お
い
て
一
般
的
と
な
っ
て
い
る

が
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
多

く
の
地
域
（
州
・
基
礎
自
治
体
）
で
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
（G

ästekarten

）
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
観
光
局
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
は
、
各

地
域
の
多
様
な
ゲ
ス

ト
カ
ー
ド
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
（
図
1
）。

こ
こ
で
は
以
下
の
通

り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
主
要
地
域
に
お
け

る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
表
に

て
整
理
し
た（
表
1
）。

表
1
を
概
観
す
る

と
、
各
地
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
は
、
公
共
交

通
機
関
の
無
料
利
用

や
観
光
施
設
の
割
引

と
い
っ
た
共
通
の
原

則
を
持
ち
つ
つ
も
、

最
低
泊
数
の
設
定
や

特
典
内
容
等
に
お
い

て
、
各
地
域
の
特
性

を
反
映
し
た
多
様
な

　筆
者
は
、
2
0
2
5
年
2
月
発
行
の
観
光

文
化
2
6
4
号
「
世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
2
0
2
4
」の
特
集
3
‐
3「
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
を
ベ
ー
ス
に
し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
践
」
に
お
い
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
及

び
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
お
け
る
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
同
号
で

述
べ
た
通
り
、
欧
州
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

取
り
組
み
が
1
9
7
0
年
代
よ
り
実
践
さ

れ
、
現
在
、
欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
主
に
都
市
型
観
光
地
）

に
お
い
て
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
販
売
に
よ
り

旅
行
者
の
周
遊
・
滞
在
を
促
進
し
て
い
る
他
、

近
年
で
は
一
部
の
地
域
に
お
い
て
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
を
用
い
た
旅
行
者
行

動
の
把
握
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
欧
州
で
は
、
地
域
内
の
宿
泊
者
に

対
し
、
特
典
と
し
て
同
様
の
カ
ー
ド
を
「
無

料
提
供
」
す
る
地
域
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
カ
ー
ド
を
本
稿
で
は

「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す

る
が
、
欧
州
の
都
市
型
観
光
地
を
中
心
に
有

料
販
売
の
形
で
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
「
シ

テ
ィ
カ
ー
ド
」
と
比
べ
、「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
欧
州
の
一
部
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
周
辺
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う

特
色
を
持
つ
。

　本
稿
で
は
、
欧
州
の
一
部
地
域
で
展
開
さ

れ
て
い
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
着
目
し
、

各
地
の
取
り
組
み
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、

同
カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
た
旅
行
者
行
動
の

把
握
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定

泊
数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料

で
提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の

公
共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用

と
い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
カ
ー
ド
の
主
な
目
的
は
、
旅
行
者
の
滞
在

満
足
度
を
高
め
、
地
域
内
の
広
範
な
探
索
を

奨
励
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
滞
在
期
間
の
延

長
や
地
域
内
で
の
消
費
拡
大
を
促
す
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。

　前
述
し
た
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
の
主
な
違
い

と
し
て
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
「
購
入
型
」

で
あ
る
こ
と
に
比
べ
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
当

該
地
域
の
宿
泊
者
向
け
の
「
無
料
提
供
型
」

で
あ
る
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
観
光
案

内
所
や
主
要
駅
で
購
入
可
能
な
こ
と
が
多
い

が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
宿
泊
施
設
に
て

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多

い（
事
前
に
宿
泊
施
設
に
連
絡
す
る
こ
と
で
、

デ
ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
を
入
手
し
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
の
使
用
が
可
能
な
ケ
ー
ス

も
あ
る
）。
な
お
、
両
カ
ー
ド
の
企
画
・
運

営
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
の
観
光
局

（
D
M
O
）
が
担
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
特
典
内
容
は
、
地
域

の
特
性
等
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
概
ね

以
下
の
よ
う
な
特
典
が
包
括
的
に
提
供
さ

れ
て
い
る
。

❶ 

公
共
交
通
機
関

　最
も
一
般
的
な
特
典
で
あ
り
、
市
内
の
バ

ス
・
ト
ラ
ム
か
ら
地
域
内
の
鉄
道
、
さ
ら
に

は
特
定
の
観
光
シ
ャ
ト
ル
ま
で
、
そ
の
範
囲

は
多
岐
に
わ
た
る
。
公
共
交
通
機
関
の
無
料

で
の
提
供
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
利
便
性
の

向
上
に
な
る
と
と
も
に
、
車
移
動
抑
制
（
脱

炭
素
）
に
よ
る
持
続
可
能
な
旅
行
の
推
進
や

渋
滞
の
削
減
と
い
っ
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
側
の
目
的
と
も
合
致
す
る
特
典
と
な
っ
て

い
る
。

❷ 

博
物
館
・
観
光
施
設

　地
元
の
博
物
館
、城
、自
然
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

無料提供の
最低宿泊日数カード名No. 地域/州 主な無料

公共交通
主な無料
ケーブルカー 主な割引内容 泊数による

特典変動
デジタル
版

主な無料施設/
アクティビティ

2泊1 ありインスブルック・
ウェルカムカード

チロル州
インスブルック

市内・地域の
バス・トラム、
スキーバス

なし（3泊以上で
「プラス」となり指定
4路線無料）

ガイド付き
ハイキング/
Eバイクツアー

文化施設、プール、
スワロフスキー博

物館等

あり（3泊以上
でケーブルカ
ー無料等）

1泊2 ありヴィルダー・カイザー・
ゲストカード

チロル州
ヴィルダー・
カイザー

カイザージェ
ット、スキーバ
ス、広域バス

なし
（割引あり）

観光局アクティビ
ティプログラム

夏季ケーブル
カー、プール、
レンタル等

なし
（明確な
記述なし）

1泊
（提携施設）3 あり

エッツタール・
インサイドカード
（基本）

チロル州
エッツタール

冬季無料、
夏季30%
割引 

なし ゲストカードプロ
グラム アクティビティ等 なし

1泊
（提携施設）4 －シュトゥーバイ・

スーパーカード
チロル州

シュトゥーバイ
渓谷

地域バス、
シュトゥーバイ
タール鉄道

指定4路線
各1日1往復

プール（週2回）、
トボガン（週1回）

アトラクション
30%割引

あり
（週単位の
特典）

1泊5 ありアーヘンゼーカード チロル州
アーヘン湖 地域バス なし

（割引あり）
ガイド付きハイキン
グ、子供プログラム、
自然公園センター

ケーブルカー、ア
トール・アーヘン
ゼー等

なし

1泊6 あり
キッツビューラー・
アルペン・ゲストカード
（ザンクト・ヨハン）

チロル州キッツ
ビューラー・
アルペン

地域バス・
鉄道

2025年夏より
2泊以上で
1往復無料

観光協会週間
プログラム

プール、テニス、
提携施設等

あり
（2025年
夏～）

1泊7 －チロルヴェストカード・
ベーシック

チロル州
チロルヴェスト 広域バス

なし（割引あり、5泊
以上で「プレミアム」
となりフェネット無料）

博物館、プール、
峡谷 フェネット鉄道等

あり
（5泊以上で
プレミアム）

1泊8 ありクーフシュタイナー
ラントカード

チロル州
クーフシュタイナ
ーラント

広域バス、市
内バス、カイザ
ージェット等

カイザーリフト
1往復（夏）

城塞、種馬飼育場、
ガラス工房、アクテ
ィブプログラム

試飲等
なし

（多くは
1回利用）

1泊9 ありヴィルトシェーナウ
カード（基本）

チロル州
ヴィルトシェー

ナウ

スキーバス、地
域交通、ハイキ
ングバス

なし（「プレミアム」
で夏季ケーブルカ

ー無料）

ガイド付きハイキ
ング、博物館、プー

ル
－

あり
（プレミアム
カード）

1泊10 －アルプバッハタール
カード

チロル州
アルプバッハタ

ール
レギオバス、
スキーバス 

夏季指定4路線、
冬季子供練習リフ

ト

プール、湖、博物館、
ミニゴルフ、アクテ
ィビティプログラム

スキーレンタル等 なし

1泊11 ありロイテ・アクティブ
カード チロル州ロイテ 近隣渓谷・

町へのバス なし
エーレンベルク城
博物館等（季節に
より変動）

温泉、
タクシー等 

なし
（プログラムは季
節により変動）

1泊12 あり
チロル ツークシュピッ
ツェ アリーナ ゲスト
カード

チロル州ツーク
シュピッツェ・
アリーナ

アリーナ内バ
ス、ガルミッシ
ュへのバス

なし
ガイド付きハイキ
ング（夏冬）、文化

施設

プール、テニス、ク
ライミング等、近
隣地域施設割引

なし

1泊13 －
ザルツブルガー・
スポーツヴェルト・
カード

ザルツブルガー
ランド地方

（ゲスト・モビリティ・チケ
ット（州内全公共交通無
料チケット）がカバー）

各地で異なる（例：
フィルツモースの
パパゲーノ）

各地で異なる
（例：ヴァークライン
のプール無料）

各地で異なる
（例：テルメ・
アマデ割引）

あり
（宿泊日数・
場所による）

1泊
（要モビリティ

税）
14 ありゲスト・モビリティ・
チケット

ザルツブルク州
全域

州内
全公共交通 なし なし なし なし

3泊15 あり
ゲステカード・ブレゲン
ツァーヴァルト＆グロー
セス・ヴァルザータール

フォアアールベ
ルク州 広域バス 指定ケーブルカー 屋外プール無料 提携施設割引

あり
（3泊以上で
提供）

1泊16  －
ブランドナータール、ブ
ルーデンツ、クロスター
タール・ゲストカード

フォアアールベ
ルク州

州内バス・
鉄道

なし
（「プレミアム」で
夏季無料 ）

屋外プール無料、
ガイド付きツアー

ケーブルカー、
文化施設等

あり（プレミア
ムカード）

1泊17 ありエクスプローラーズ・
ゲストカード

フォアアールベ
ルク州

州内バス・
鉄道 なし なし なし なし

宿泊施設
による18  －ケルンテン・カード ケルンテン州 － 含む場合あり

120以上の施設
（博物館、遊覧船、
動物園等）

－ なし

1泊
（提携施設）19 ありゲヌスカード・シュタイ

ヤマルク
シュタイヤマルク

州 － なし
280以上の施設

（博物館、美食体験、
プール等）

－
あり

（3泊以上で
温泉等追加）

1泊
（多くの施設）20 ありDONAU. 

エルレープニスカード
オーバーエスタ
ーライヒ州
ドナウ地域

なし（2泊以上
でフェリー割
引/無料）

なし ガイド付きツアー、
試飲

80以上の施設で
50%以上割引

あり
（2泊以上で
フェリー特典）

1泊
（提携施設）21 －ピルン＝プリーン・

アクティブカード
オーバーエスタ
ーライヒ州ピル
ン＝プリーン

地域内
公共交通

指定3路線
乗り放題

プール、湖、
博物館、国立公園
ハイキング 

広域の
レジャー施設等 なし

3泊
（多くの地域）22 －－ザルツカンマーグート・

エルレープニスカード
オーバーエスタ
ーライヒ州ザル
ツカンマーグート

なし なし アトラクション
最大30%割引

あり
（3泊以上で
無料提供）

1泊
（提携施設）23 －ブルゲンランド・カード ブルゲンランド

州
州内

全公共交通 （情報なし）
公営水浴場、城、
博物館、国立公園
ツアー等 

アウトレット、
温泉等 なし

無料提供の
最低宿泊日数カード名 国No. 地域/州 主な無料

公共交通
主な無料
ケーブルカー 主な割引内容 泊数による

特典変動
デジタル
版

主な無料施設/
アクティビティ

1泊
（提携施設）1 あり

ジュネーブ・
トランスポート
カード

ジュネーブスイス 市内公共交通
（バス、鉄道、船） なし なし なし なし

1泊
（提携施設）2 ありティチーノ・

チケット
ティチーノ
州スイス

州内公共交通
（バス、鉄道、一部
ケーブルカー）

一部無料 なし
ケーブルカー、
遊覧船、博物館

等
なし

1泊3 グリンデルワルト・
ゲストカード

グリンデル
ワルトスイス スキーバス、

ローカルバス なし（割引あり） クロスカントリース
キーコース

スポーツセンタ
ー、ケーブルカ
ー、博物館等 

なし

1泊
（提携施設）4 ありザースタール

カード ザース谷スイス ポストバス
（ザース谷内）

ほとんど無料（メト
ロアルピン除く） なし

アクティビティ、
プール等最大
30%割引

なし

1泊
（提携町内）5 －

－

コヌス・
ゲストカード

黒い森
地方ドイツ

地域公共交通
（バス、トラム、
普通列車）

なし なし なし なし

1泊6 －
バートライヘン
ハル・
ゲストカード

バートライ
ヘンハルドイツ

市内バス、ベルヒ
テスガーデナー
ラントRVOバス、
バイエルン地方
鉄道（一部区間）

なし なし ローカルサービ
ス

なし

1泊7 あり
ベルヒテス
ガーデン・
ゲストカード

ベルヒテス
ガーデンドイツ

ほとんどのRVO
バス、バイエルン
地方鉄道（一部
区間）

なし なし 観光地、博物館
等 なし

1泊
（提携町内）8 －HATIX ハルツ・

ホリデーチケット ハルツ山地ドイツ ハルツ郡内公共
バス・トラム なし なし なし なし

1泊
（提携施設）9 ありズュートチロル・

ゲストパス 南チロルイタリア
州内公共交通、
指定ケーブル
カー等 

指定路線
タイプにより博物
館、アクティビティ
無料の場合あり

タイプによる なし

1泊
（認定施設）10 ありトレンティーノ・

ゲストカード
トレンティ
ーノ
自治州

イタリア 州内公共交通 なし
博物館、城、
自然公園等
無料/割引 

アクティビティ、
ヴェローナの施

設等
なし

1泊11 －シャモニー・
ゲストカード シャモニーフランス

モンブラン・エクス
プレス鉄道（一部

区間）
なし なし

市内バス、
博物館、スポー
ツセンター

なし

1泊12 －

－

アルザス・
サントラル・
ゲストカード

アルザス
中央部フランス － なし なし 80以上の施設

で割引 なし

2泊
（提携施設）13

ポルト・デュ・
ソレイユ・
マルチパス

ポルト・
デュ・
ソレイユ

フランス
/スイス

地域内
公共交通 歩行者用リフト 

プール、湖、アイス
リンク、テニス、
文化施設等 

－ なし
（最低2日）

そ
の
他
欧
州
地
域
等
で
の

展
開
状
況

（
2
） 

欧州における「ゲストカード」の展開とデータ取得5
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スイス政府観光局HPにおいても、国内各州のゲストカードについて紹介されている

図 2 フォアアールベルク州「エクスプローラーズ・ゲストカード」公式サイトQ＆A

図 3 ザルツブルク州「ゲスト・モビリティ・チケット」

引
と
い
っ
た
特
典
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　な
お
、
欧
州
以
外
の
地
域
（
北
米
・
オ
セ

ア
ニ
ア
・
ア
ジ
ア
）
に
お
い
て
は
、
地
域
側

や
民
間
か
ら
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

購
入
型
カ
ー
ド
の
展
開
は
確
認
さ
れ
た
が
、

宿
泊
と
連
動
し
た
無
料
提
供
の
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
、
筆
者
に
よ
る
机
上
調
査

で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
旅
行
者
に
と
っ
て
「
無

料
」
で
提
供
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
運
営
費

用
は
多
く
の
場
合
、
宿
泊
税
（
観
光
税
、
滞

在
税
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
や
モ
ビ
リ
テ
ィ

税
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
例
え
ば
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の

「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
ズ
・
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
全
域
の
バ
ス

と
電
車
が
無
料
で
利
用
で
き
る
特
典
を
持
つ

カ
ー
ド
で
あ
る
が
、
公
式
サ
イ
ト
内
の
旅
行

者
向
け
の
Q
＆
A
で
は
、
カ
ー
ド
の
財
源
は

地
方
観
光
税
（
宿
泊
税
）
か
ら
賄
っ
て
い
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
ま
た
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
州
で
は
、
2
0
2
5
年
5
月

よ
り
宿
泊
者
に
は
既
存
の
宿
泊
税
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
さ
れ
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
」
が
導

入
さ
れ
、
こ
れ
を
原
資
に
宿
泊
者
向
け
の
公

共
交
通
機
関
を
無
料
で
利
用
で
き
る
「
ゲ
ス

ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
チ
ケ
ッ
ト
」
の
提
供
が

開
始
さ
れ
た
（
図
3
）。
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
は

宿
泊
者
1
人
1
泊
あ
た
り
0
・
5
ユ
ー
ロ
徴

収
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
州
全
域
の
す
べ
て

の
公
共
交
通
機
関
（
市
内
バ
ス
、
地
域
間
バ

ス
、
地
域
内
列
車
、
長
距
離
列
車
等
）
が
無

料
で
利
用
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
宿
泊

者
が
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
施
策
の
一
環
と

し
て
支
払
う
税
金
が
、
直
接
的
な
便
益
と
し

て
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
他
、

特
定
の
地
域
や
参
加
宿
泊
施
設
に
滞
在
す
る

ゲ
ス
ト
に
対
し
て
、
広
範
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
と
な
る
た
め
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
全
体
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

取
り
組
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
は
、
ほ
ぼ
例

外
な
く
宿
泊
時
の
宿
泊
者
の
登
録
（
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
）
と
連
動
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

氏
名
、
滞
在
期
間
、
宿
泊
施
設
と
い
っ
た
基

本
的
な
個
人
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る
。
近
年

増
加
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
形
式（
E
メ
ー
ル
、

専
用
ア
プ
リ
、
モ
バ
イ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
パ
ス

等
）
で
の
カ
ー
ド
発
行
は
、
E
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
収
集
も
伴
っ
て
お
り
、
C
R
M
環
境

の
構
築
を
可
能
と
し
て
い
る
。例
え
ば
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
地
域
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
し
て
連
携
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
は
、
ゲ
ス
ト
登
録

と
カ
ー
ド
発
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
を
提
供

し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
デ
ー
タ
収
集
機
能

が
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、

D
M
O
が
ゲ
ス
ト
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理

し
、
カ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
た
め

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
近
年
の
物
理
カ
ー
ド
か
ら
デ
ジ
タ

ル
形
式
の
カ
ー
ド
へ
の
移
行
に
よ
り
、
訪
問

者
の
移
動
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
デ
ー
タ
の
取
得

が
可
能
と
な
り
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ

ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
で
は
、
公
共
交
通
機

関
や
観
光
施
設
で
の
利
用
に
二
次
元
コ
ー
ド

の
ス
キ
ャ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
、「
現
在
こ
の
地
域
に
は
ど
の
国
か

ら
来
た
人
が
多
く
、
何
泊
し
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
使
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
D
M
O
等
が
行
う
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
の
施
策
検
討
に
活
用
す
る
と
い
う
点

で
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
、
欧
州
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
欧
州
の

特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
域
で
は
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
の
存
在
は
一
般
的
で
あ
り
、
そ

の
運
営
は
主
に
宿
泊
客
が
負
担
す
る
宿
泊
税

等
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
宿
泊
客
は
追
加
費
用
な
し
に
地
域
内
の

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
。
ま
た
、

制
度
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
が
な
い

州
・
地
域
に
お
い
て
も
、
購
入
型
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

（
ウ
ィ
ー
ン
州
等
）。
な
お
、こ
の
よ
う
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
各
地
で
も
は
や
一
般
化
さ
れ
、
政

府
観
光
局
の
ペ
ー
ジ
で
各
地
の
特
典
の
紹
介

ま
で
さ
れ
て
い
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
で
あ
る
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
観
光
計
画
等
に
お
い

て
、
国
策
と
し
て
こ
の
よ
う
な
カ
ー
ド
を
展

開
す
る
こ
と
の
記
載
や
共
通
シ
ス
テ
ム
の
整

備
と
い
っ
た
施
策
は
公
表
資
料
か
ら
は
見
受

け
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
各
州
の
戦
略
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
様
の
宿
泊
と
連
動
し

た
無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
国
外
で
も
展
開
さ
れ
て
お
り
、
特

に
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
共
有
す
る
ス
イ
ス
や
ド

イ
ツ
、北
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
広
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
以
下
の
通
り
整
理
し
た
（
表

2
）。
こ
れ
を
確
認
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
同
様
、
各
地
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
や
観
光
施
設
の
割

観
光
業
界
全
体
で
デ
ー
タ
駆
動
型
の
意
思
決

定
と
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド

を
通
じ
て
得
ら
れ
る
詳
細
な
顧
客
行
動
デ
ー

タ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
側
に
と
っ
て

非
常
に
価
値
の
高
い
資
産
と
な
り
得
る
。
総

じ
て
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
旅
行
者
と
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
有
効
な
施
策
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　最
後
に
、
な
ぜ
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
欧
州
の
特
定
地
域
で
の
み
普
及

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
欧
州
の

特
定
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
普
及

は
、
地
元
の
宿
泊
施
設
、
交
通
機
関
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
運
営
者
（
多
く
の
場
合
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

（
D
M
O
）
を
通
じ
て
）
が
協
力
し
、
訪
問
者

の
全
体
的
な
体
験
価
値
を
高
め
る
と
い
う
、

成
熟
し
高
度
に
連
携
さ
れ
た
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、「
多
大
な

調
整
」、「
法
定
化
さ
れ
、
共
有
さ
れ
た
資
金

調
達
モ
デ
ル（
観
光
税
と
D
M
O
事
業
等
）」、

そ
し
て
多
く
の
「
公
的
お
よ
び
民
間
の
利
害

関
係
者
間
の
合
意
」
を
必
要
と
す
る
。
こ
の

レ
ベ
ル
の
統
合
は
、
観
光
が
地
域
経
済
の
基

盤
で
あ
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
魅
力

的
に
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
強

い
共
同
の
意
思
が
あ
っ
て
初
め
て
成
し
得
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
自
律
的

で
自
治
が
強
い
文
化
を
有
し
、
比
較
的
限
ら

れ
た
事
業
者
数
で
地
域
経
営
を
行
っ
て
い
る

欧
州
の
山
岳
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
発
展
し
た

と
推
察
さ
れ
る
。
無
論
、
日
本
国
内
で
同
取

り
組
み
の
検
討
は
可
能
で
あ
る
が
、
前
述
の

よ
う
な
社
会
的
背
景
を
理
解
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
海
外
事
例
を
参
照
す
る
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。

ン（
峡
谷
、
公
園
）、レ
ジ
ャ
ー
施
設（
プ
ー
ル
、

ア
イ
ス
リ
ン
ク
等
）
へ
の
無
料
入
場
ま
た
は

割
引
も
非
常
に
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

特
典
は
、
訪
問
者
が
地
元
の
文
化
や
自
然
遺

産
に
触
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
滞

在
期
間
の
延
長
や
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

場
所
へ
の
訪
問
を
促
す
ね
ら
い
が
あ
る
。

 

❸ 

ガ
イ
ド
付
き
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
強
い
地
域
に
お

い
て
は
、無
料
の
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
、E
バ
イ
ク
ツ
ア
ー
、

シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
と
い
っ
た
特
典
が
含
ま
れ

る
こ
と
が
多
い
。
特
定
の
セ
グ
メ
ン
ト
（
ハ

イ
カ
ー
、
家
族
連
れ
等
）
に
対
し
て
訴
求
す

る
効
果
を
持
つ
。

❹ 

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

　ア
ル
プ
ス
地
域
で
は
、
無
料
ま
た
は
割
引

の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗
車
が
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
滞
在
日
数
に
応
じ

て
段
階
的
に
提
供
さ
れ
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
2
泊
以

上
の
宿
泊
で
、
公
共
交
通
や
観
光
施
設
、
ツ

ア
ー
参
加
と
い
っ
た
特
典
を
有
す
る
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
カ
ー
ド
」
と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
る
が
、
3
泊
以
上
の
宿

泊
で
は
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
カ
ー
ド
・
プ
ラ
ス
」

と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ

れ
、
通
常
で
は
高
価
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
無

料
利
用
が
特
典
と
し
て
追
加
さ
れ
る
。
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
特
典
は
山
岳
地
域
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
特
典
で
あ

り
、
滞
在
日
数
に
応
じ
た
追
加
特
典
と
し
て

設
計
さ
れ
る
こ
と
で
、
長
期
滞
在
者
を
増
や

す
効
果
を
持
つ
。

　訪
問
者
は
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
単
に
美
し
い
自
然
景
観
や
宿
泊
施
設

の
質
だ
け
で
な
く
、
滞
在
全
体
を
通
じ
た
体

験
の
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
の
魅
力
を
体

験
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
地
域

の
特
色
を
反
映
し
、
充
実
し
た
特
典
を
持
つ

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
他

地
域
と
の
強
力
な
差
別
化
要
因
に
も
な
り
得

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
経
済

的
効
果
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
向
上
、
持
続

可
能
性
、
差
別
化
戦
略
と
い
う
複
数
の
戦
略

的
目
標
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能

し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
重
要
な
点
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
一
般
の
旅
行
者

が
購
入
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

提
携
宿
泊
施
設
等
の
宿
泊
者
限
定
の
特
典
で

あ
り
、
短
期
間
の
滞
在
者
の
増
加
を
促
す
も

の
で
は
な
い
（
特
典
内
容
が
変
更
さ
れ
た
購

入
型
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
同
地
域
内
で
展
開

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
）。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
は
、
欧
州
の

観
光
先
進
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
に
お
い
て
一
般
的
と
な
っ
て
い
る

が
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
多

く
の
地
域
（
州
・
基
礎
自
治
体
）
で
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
（G

ästekarten

）
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
観
光
局
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
は
、
各

地
域
の
多
様
な
ゲ
ス

ト
カ
ー
ド
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
（
図
1
）。

こ
こ
で
は
以
下
の
通

り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
主
要
地
域
に
お
け

る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
表
に

て
整
理
し
た（
表
1
）。

表
1
を
概
観
す
る

と
、
各
地
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
は
、
公
共
交

通
機
関
の
無
料
利
用

や
観
光
施
設
の
割
引

と
い
っ
た
共
通
の
原

則
を
持
ち
つ
つ
も
、

最
低
泊
数
の
設
定
や

特
典
内
容
等
に
お
い

て
、
各
地
域
の
特
性

を
反
映
し
た
多
様
な

　筆
者
は
、
2
0
2
5
年
2
月
発
行
の
観
光

文
化
2
6
4
号
「
世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
2
0
2
4
」の
特
集
3
‐
3「
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
を
ベ
ー
ス
に
し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
践
」
に
お
い
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
及

び
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
お
け
る
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
同
号
で

述
べ
た
通
り
、
欧
州
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

取
り
組
み
が
1
9
7
0
年
代
よ
り
実
践
さ

れ
、
現
在
、
欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
主
に
都
市
型
観
光
地
）

に
お
い
て
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
販
売
に
よ
り

旅
行
者
の
周
遊
・
滞
在
を
促
進
し
て
い
る
他
、

近
年
で
は
一
部
の
地
域
に
お
い
て
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
を
用
い
た
旅
行
者
行

動
の
把
握
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
欧
州
で
は
、
地
域
内
の
宿
泊
者
に

対
し
、
特
典
と
し
て
同
様
の
カ
ー
ド
を
「
無

料
提
供
」
す
る
地
域
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
カ
ー
ド
を
本
稿
で
は

「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す

る
が
、
欧
州
の
都
市
型
観
光
地
を
中
心
に
有

料
販
売
の
形
で
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
「
シ

テ
ィ
カ
ー
ド
」
と
比
べ
、「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
欧
州
の
一
部
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
周
辺
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う

特
色
を
持
つ
。

　本
稿
で
は
、
欧
州
の
一
部
地
域
で
展
開
さ

れ
て
い
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
着
目
し
、

各
地
の
取
り
組
み
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、

同
カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
た
旅
行
者
行
動
の

把
握
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定

泊
数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料

で
提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の

公
共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用

と
い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
カ
ー
ド
の
主
な
目
的
は
、
旅
行
者
の
滞
在

満
足
度
を
高
め
、
地
域
内
の
広
範
な
探
索
を

奨
励
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
滞
在
期
間
の
延

長
や
地
域
内
で
の
消
費
拡
大
を
促
す
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。

　前
述
し
た
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
の
主
な
違
い

と
し
て
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
「
購
入
型
」

で
あ
る
こ
と
に
比
べ
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
当

該
地
域
の
宿
泊
者
向
け
の
「
無
料
提
供
型
」

で
あ
る
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
観
光
案

内
所
や
主
要
駅
で
購
入
可
能
な
こ
と
が
多
い

が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
宿
泊
施
設
に
て

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多

い（
事
前
に
宿
泊
施
設
に
連
絡
す
る
こ
と
で
、

デ
ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
を
入
手
し
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
の
使
用
が
可
能
な
ケ
ー
ス

も
あ
る
）。
な
お
、
両
カ
ー
ド
の
企
画
・
運

営
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
の
観
光
局

（
D
M
O
）
が
担
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
特
典
内
容
は
、
地
域

の
特
性
等
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
概
ね

以
下
の
よ
う
な
特
典
が
包
括
的
に
提
供
さ

れ
て
い
る
。

❶ 

公
共
交
通
機
関

　最
も
一
般
的
な
特
典
で
あ
り
、
市
内
の
バ

ス
・
ト
ラ
ム
か
ら
地
域
内
の
鉄
道
、
さ
ら
に

は
特
定
の
観
光
シ
ャ
ト
ル
ま
で
、
そ
の
範
囲

は
多
岐
に
わ
た
る
。
公
共
交
通
機
関
の
無
料

で
の
提
供
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
利
便
性
の

向
上
に
な
る
と
と
も
に
、
車
移
動
抑
制
（
脱

炭
素
）
に
よ
る
持
続
可
能
な
旅
行
の
推
進
や

渋
滞
の
削
減
と
い
っ
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
側
の
目
的
と
も
合
致
す
る
特
典
と
な
っ
て

い
る
。

❷ 

博
物
館
・
観
光
施
設

　地
元
の
博
物
館
、城
、自
然
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

4
．ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を

支
え
る
財
源

5
．ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
と

デ
ー
タ
取
得

6
．お
わ
り
に

〈参考文献〉
インスブルック観光局公式サイト
「WELCOME CARD」（https://www.innsbruck.info/en/destinations/accommodation/
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最終閲覧2025年5月30日
オーストリア政府観光局公式サイト「州と都市のゲストカード」
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最終閲覧2025年5月30日
ボーデンゼー・フォアアールベルク観光局公式サイト
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最終閲覧2025年5月30日

欧州における「ゲストカード」の展開とデータ取得5

48



スイス政府観光局HPにおいても、国内各州のゲストカードについて紹介されている

図 2 フォアアールベルク州「エクスプローラーズ・ゲストカード」公式サイトQ＆A

図 3 ザルツブルク州「ゲスト・モビリティ・チケット」

引
と
い
っ
た
特
典
を
主
軸
に
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　な
お
、
欧
州
以
外
の
地
域
（
北
米
・
オ
セ

ア
ニ
ア
・
ア
ジ
ア
）
に
お
い
て
は
、
地
域
側

や
民
間
か
ら
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

購
入
型
カ
ー
ド
の
展
開
は
確
認
さ
れ
た
が
、

宿
泊
と
連
動
し
た
無
料
提
供
の
ゲ
ス
ト
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
、
筆
者
に
よ
る
机
上
調
査

で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
旅
行
者
に
と
っ
て
「
無

料
」
で
提
供
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
運
営
費

用
は
多
く
の
場
合
、
宿
泊
税
（
観
光
税
、
滞

在
税
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）
や
モ
ビ
リ
テ
ィ

税
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
例
え
ば
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の

「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
ズ
・
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
、
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
全
域
の
バ
ス

と
電
車
が
無
料
で
利
用
で
き
る
特
典
を
持
つ

カ
ー
ド
で
あ
る
が
、
公
式
サ
イ
ト
内
の
旅
行

者
向
け
の
Q
＆
A
で
は
、
カ
ー
ド
の
財
源
は

地
方
観
光
税
（
宿
泊
税
）
か
ら
賄
っ
て
い
る

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
ま
た
、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
州
で
は
、
2
0
2
5
年
5
月

よ
り
宿
泊
者
に
は
既
存
の
宿
泊
税
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
さ
れ
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
」
が
導

入
さ
れ
、
こ
れ
を
原
資
に
宿
泊
者
向
け
の
公

共
交
通
機
関
を
無
料
で
利
用
で
き
る
「
ゲ
ス

ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
チ
ケ
ッ
ト
」
の
提
供
が

開
始
さ
れ
た
（
図
3
）。
モ
ビ
リ
テ
ィ
税
は

宿
泊
者
1
人
1
泊
あ
た
り
0
・
5
ユ
ー
ロ
徴

収
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
州
全
域
の
す
べ
て

の
公
共
交
通
機
関
（
市
内
バ
ス
、
地
域
間
バ

ス
、
地
域
内
列
車
、
長
距
離
列
車
等
）
が
無

料
で
利
用
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
宿
泊

者
が
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
施
策
の
一
環
と

し
て
支
払
う
税
金
が
、
直
接
的
な
便
益
と
し

て
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
他
、

特
定
の
地
域
や
参
加
宿
泊
施
設
に
滞
在
す
る

ゲ
ス
ト
に
対
し
て
、
広
範
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
と
な
る
た
め
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
全
体
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

取
り
組
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
は
、
ほ
ぼ
例

外
な
く
宿
泊
時
の
宿
泊
者
の
登
録
（
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
）
と
連
動
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

氏
名
、
滞
在
期
間
、
宿
泊
施
設
と
い
っ
た
基

本
的
な
個
人
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る
。
近
年

増
加
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
形
式（
E
メ
ー
ル
、

専
用
ア
プ
リ
、
モ
バ
イ
ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
パ
ス

等
）
で
の
カ
ー
ド
発
行
は
、
E
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
収
集
も
伴
っ
て
お
り
、
C
R
M
環
境

の
構
築
を
可
能
と
し
て
い
る
。例
え
ば
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
地
域
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
し
て
連
携
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
は
、
ゲ
ス
ト
登
録

と
カ
ー
ド
発
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
を
提
供

し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
デ
ー
タ
収
集
機
能

が
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、

D
M
O
が
ゲ
ス
ト
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
管
理

し
、
カ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
た
め

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
近
年
の
物
理
カ
ー
ド
か
ら
デ
ジ
タ

ル
形
式
の
カ
ー
ド
へ
の
移
行
に
よ
り
、
訪
問

者
の
移
動
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
デ
ー
タ
の
取
得

が
可
能
と
な
り
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ

ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
で
は
、
公
共
交
通
機

関
や
観
光
施
設
で
の
利
用
に
二
次
元
コ
ー
ド

の
ス
キ
ャ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
、「
現
在
こ
の
地
域
に
は
ど
の
国
か

ら
来
た
人
が
多
く
、
何
泊
し
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
い
つ
使
わ
れ
て
い
る
か
」
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
D
M
O
等
が
行
う
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
の
施
策
検
討
に
活
用
す
る
と
い
う
点

で
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　こ
こ
ま
で
、
欧
州
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
欧
州
の

特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
地
域
で
は
ゲ

ス
ト
カ
ー
ド
の
存
在
は
一
般
的
で
あ
り
、
そ

の
運
営
は
主
に
宿
泊
客
が
負
担
す
る
宿
泊
税

等
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
宿
泊
客
は
追
加
費
用
な
し
に
地
域
内
の

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
。
ま
た
、

制
度
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
提
供
が
な
い

州
・
地
域
に
お
い
て
も
、
購
入
型
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

（
ウ
ィ
ー
ン
州
等
）。
な
お
、こ
の
よ
う
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
各
地
で
も
は
や
一
般
化
さ
れ
、
政

府
観
光
局
の
ペ
ー
ジ
で
各
地
の
特
典
の
紹
介

ま
で
さ
れ
て
い
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
で
あ
る
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
観
光
計
画
等
に
お
い

て
、
国
策
と
し
て
こ
の
よ
う
な
カ
ー
ド
を
展

開
す
る
こ
と
の
記
載
や
共
通
シ
ス
テ
ム
の
整

備
と
い
っ
た
施
策
は
公
表
資
料
か
ら
は
見
受

け
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
各
州
の
戦
略
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。

　オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
様
の
宿
泊
と
連
動
し

た
無
料
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
国
外
で
も
展
開
さ
れ
て
お
り
、
特

に
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
共
有
す
る
ス
イ
ス
や
ド

イ
ツ
、北
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
広
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
以
下
の
通
り
整
理
し
た
（
表

2
）。
こ
れ
を
確
認
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
と
同
様
、
各
地
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
公

共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
や
観
光
施
設
の
割

観
光
業
界
全
体
で
デ
ー
タ
駆
動
型
の
意
思
決

定
と
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド

を
通
じ
て
得
ら
れ
る
詳
細
な
顧
客
行
動
デ
ー

タ
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
側
に
と
っ
て

非
常
に
価
値
の
高
い
資
産
と
な
り
得
る
。
総

じ
て
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
旅
行
者
と
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
有
効
な
施
策
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　最
後
に
、
な
ぜ
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
欧
州
の
特
定
地
域
で
の
み
普
及

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
欧
州
の

特
定
地
域
に
お
け
る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
普
及

は
、
地
元
の
宿
泊
施
設
、
交
通
機
関
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
運
営
者
（
多
く
の
場
合
、
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

（
D
M
O
）
を
通
じ
て
）
が
協
力
し
、
訪
問
者

の
全
体
的
な
体
験
価
値
を
高
め
る
と
い
う
、

成
熟
し
高
度
に
連
携
さ
れ
た
観
光
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、「
多
大
な

調
整
」、「
法
定
化
さ
れ
、
共
有
さ
れ
た
資
金

調
達
モ
デ
ル（
観
光
税
と
D
M
O
事
業
等
）」、

そ
し
て
多
く
の
「
公
的
お
よ
び
民
間
の
利
害

関
係
者
間
の
合
意
」
を
必
要
と
す
る
。
こ
の

レ
ベ
ル
の
統
合
は
、
観
光
が
地
域
経
済
の
基

盤
で
あ
り
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
魅
力

的
に
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
や
す
く
す
る
こ
と
に
強

い
共
同
の
意
思
が
あ
っ
て
初
め
て
成
し
得
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
自
律
的

で
自
治
が
強
い
文
化
を
有
し
、
比
較
的
限
ら

れ
た
事
業
者
数
で
地
域
経
営
を
行
っ
て
い
る

欧
州
の
山
岳
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
発
展
し
た

と
推
察
さ
れ
る
。
無
論
、
日
本
国
内
で
同
取

り
組
み
の
検
討
は
可
能
で
あ
る
が
、
前
述
の

よ
う
な
社
会
的
背
景
を
理
解
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
海
外
事
例
を
参
照
す
る
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
。

ン（
峡
谷
、
公
園
）、レ
ジ
ャ
ー
施
設（
プ
ー
ル
、

ア
イ
ス
リ
ン
ク
等
）
へ
の
無
料
入
場
ま
た
は

割
引
も
非
常
に
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

特
典
は
、
訪
問
者
が
地
元
の
文
化
や
自
然
遺

産
に
触
れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
滞

在
期
間
の
延
長
や
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

場
所
へ
の
訪
問
を
促
す
ね
ら
い
が
あ
る
。

 

❸ 

ガ
イ
ド
付
き
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
強
い
地
域
に
お

い
て
は
、無
料
の
ガ
イ
ド
付
き
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
、E
バ
イ
ク
ツ
ア
ー
、

シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
と
い
っ
た
特
典
が
含
ま
れ

る
こ
と
が
多
い
。
特
定
の
セ
グ
メ
ン
ト
（
ハ

イ
カ
ー
、
家
族
連
れ
等
）
に
対
し
て
訴
求
す

る
効
果
を
持
つ
。

❹ 

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

　ア
ル
プ
ス
地
域
で
は
、
無
料
ま
た
は
割
引

の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
乗
車
が
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
滞
在
日
数
に
応
じ

て
段
階
的
に
提
供
さ
れ
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
は
、
2
泊
以

上
の
宿
泊
で
、
公
共
交
通
や
観
光
施
設
、
ツ

ア
ー
参
加
と
い
っ
た
特
典
を
有
す
る
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
カ
ー
ド
」
と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
る
が
、
3
泊
以
上
の
宿

泊
で
は
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
カ
ー
ド
・
プ
ラ
ス
」

と
い
う
名
称
の
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
が
提
供
さ

れ
、
通
常
で
は
高
価
な
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
無

料
利
用
が
特
典
と
し
て
追
加
さ
れ
る
。
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
の
特
典
は
山
岳
地
域
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
重
要
な
特
典
で
あ

り
、
滞
在
日
数
に
応
じ
た
追
加
特
典
と
し
て

設
計
さ
れ
る
こ
と
で
、
長
期
滞
在
者
を
増
や

す
効
果
を
持
つ
。

　訪
問
者
は
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
単
に
美
し
い
自
然
景
観
や
宿
泊
施
設

の
質
だ
け
で
な
く
、
滞
在
全
体
を
通
じ
た
体

験
の
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
し
て
の
魅
力
を
体

験
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
地
域

の
特
色
を
反
映
し
、
充
実
し
た
特
典
を
持
つ

ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
他

地
域
と
の
強
力
な
差
別
化
要
因
に
も
な
り
得

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
経
済

的
効
果
、
訪
問
者
の
体
験
の
質
向
上
、
持
続

可
能
性
、
差
別
化
戦
略
と
い
う
複
数
の
戦
略

的
目
標
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能

し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
重
要
な
点
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
一
般
の
旅
行
者

が
購
入
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

提
携
宿
泊
施
設
等
の
宿
泊
者
限
定
の
特
典
で

あ
り
、
短
期
間
の
滞
在
者
の
増
加
を
促
す
も

の
で
は
な
い
（
特
典
内
容
が
変
更
さ
れ
た
購

入
型
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
同
地
域
内
で
展
開

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
）。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
は
、
欧
州
の

観
光
先
進
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
に
お
い
て
一
般
的
と
な
っ
て
い
る

が
、
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
多

く
の
地
域
（
州
・
基
礎
自
治
体
）
で
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
（G

ästekarten

）
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
観
光
局
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
は
、
各

地
域
の
多
様
な
ゲ
ス

ト
カ
ー
ド
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
（
図
1
）。

こ
こ
で
は
以
下
の
通

り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
主
要
地
域
に
お
け

る
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の

提
供
状
況
を
表
に

て
整
理
し
た（
表
1
）。

表
1
を
概
観
す
る

と
、
各
地
の
ゲ
ス
ト

カ
ー
ド
は
、
公
共
交

通
機
関
の
無
料
利
用

や
観
光
施
設
の
割
引

と
い
っ
た
共
通
の
原

則
を
持
ち
つ
つ
も
、

最
低
泊
数
の
設
定
や

特
典
内
容
等
に
お
い

て
、
各
地
域
の
特
性

を
反
映
し
た
多
様
な

　筆
者
は
、
2
0
2
5
年
2
月
発
行
の
観
光

文
化
2
6
4
号
「
世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
2
0
2
4
」の
特
集
3
‐
3「
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
を
ベ
ー
ス
に
し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
践
」
に
お
い
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
及

び
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
お
け
る
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
同
号
で

述
べ
た
通
り
、
欧
州
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

取
り
組
み
が
1
9
7
0
年
代
よ
り
実
践
さ

れ
、
現
在
、
欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
主
に
都
市
型
観
光
地
）

に
お
い
て
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
販
売
に
よ
り

旅
行
者
の
周
遊
・
滞
在
を
促
進
し
て
い
る
他
、

近
年
で
は
一
部
の
地
域
に
お
い
て
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
を
用
い
た
旅
行
者
行

動
の
把
握
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　一
方
、
欧
州
で
は
、
地
域
内
の
宿
泊
者
に

対
し
、
特
典
と
し
て
同
様
の
カ
ー
ド
を
「
無

料
提
供
」
す
る
地
域
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
カ
ー
ド
を
本
稿
で
は

「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す

る
が
、
欧
州
の
都
市
型
観
光
地
を
中
心
に
有

料
販
売
の
形
で
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
「
シ

テ
ィ
カ
ー
ド
」
と
比
べ
、「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」

は
欧
州
の
一
部
地
域
、
特
に
ア
ル
プ
ス
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
周
辺
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う

特
色
を
持
つ
。

　本
稿
で
は
、
欧
州
の
一
部
地
域
で
展
開
さ

れ
て
い
る
「
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
」
に
着
目
し
、

各
地
の
取
り
組
み
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、

同
カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
た
旅
行
者
行
動
の

把
握
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、
特
定
の
地
域
に
一
定

泊
数
以
上
宿
泊
す
る
訪
問
者
に
対
し
、
無
料

で
提
供
さ
れ
る
カ
ー
ド
で
あ
り
、
滞
在
中
の

公
共
交
通
機
関
の
無
料
利
用
、
観
光
施
設
や

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
割
引
ま
た
は
無
料
利
用

と
い
っ
た
特
典
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
カ
ー
ド
の
主
な
目
的
は
、
旅
行
者
の
滞
在

満
足
度
を
高
め
、
地
域
内
の
広
範
な
探
索
を

奨
励
し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
滞
在
期
間
の
延

長
や
地
域
内
で
の
消
費
拡
大
を
促
す
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。

　前
述
し
た
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
の
主
な
違
い

と
し
て
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
「
購
入
型
」

で
あ
る
こ
と
に
比
べ
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
当

該
地
域
の
宿
泊
者
向
け
の
「
無
料
提
供
型
」

で
あ
る
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
観
光
案

内
所
や
主
要
駅
で
購
入
可
能
な
こ
と
が
多
い

が
、
ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
は
宿
泊
施
設
に
て

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多

い（
事
前
に
宿
泊
施
設
に
連
絡
す
る
こ
と
で
、

デ
ジ
タ
ル
形
式
の
カ
ー
ド
を
入
手
し
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
の
使
用
が
可
能
な
ケ
ー
ス

も
あ
る
）。
な
お
、
両
カ
ー
ド
の
企
画
・
運

営
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
の
観
光
局

（
D
M
O
）
が
担
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

　ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
の
特
典
内
容
は
、
地
域

の
特
性
等
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
概
ね

以
下
の
よ
う
な
特
典
が
包
括
的
に
提
供
さ

れ
て
い
る
。

❶ 

公
共
交
通
機
関

　最
も
一
般
的
な
特
典
で
あ
り
、
市
内
の
バ

ス
・
ト
ラ
ム
か
ら
地
域
内
の
鉄
道
、
さ
ら
に

は
特
定
の
観
光
シ
ャ
ト
ル
ま
で
、
そ
の
範
囲

は
多
岐
に
わ
た
る
。
公
共
交
通
機
関
の
無
料

で
の
提
供
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
利
便
性
の

向
上
に
な
る
と
と
も
に
、
車
移
動
抑
制
（
脱

炭
素
）
に
よ
る
持
続
可
能
な
旅
行
の
推
進
や

渋
滞
の
削
減
と
い
っ
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
側
の
目
的
と
も
合
致
す
る
特
典
と
な
っ
て

い
る
。

❷ 

博
物
館
・
観
光
施
設

　地
元
の
博
物
館
、城
、自
然
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

4
．ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
を

支
え
る
財
源

5
．ゲ
ス
ト
カ
ー
ド
と

デ
ー
タ
取
得

6
．お
わ
り
に

〈参考文献〉
インスブルック観光局公式サイト
「WELCOME CARD」（https://www.innsbruck.info/en/destinations/accommodation/
welcome-card/welcome-card-summer.html）、
最終閲覧2025年5月30日
オーストリア政府観光局公式サイト「州と都市のゲストカード」
（https://www.austria.info/ja/planning/state-and-city-cards/）、
最終閲覧2025年5月30日
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最終閲覧2025年5月30日
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guest-mobility-ticket.html）、
最終閲覧2025年5月30日
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表 1 現行のNational Visitor Surveyの概要

図 1 Helixペルソナの例（109：HUMANITARIANS）

オーストラリア 観光統計に関する
最新の取り組み

～観光客の動態を捉える新たな挑戦～

　観光統計の先進国であるオーストラ

リアでは、国家戦略「THRIVE 2030」で

ビジターエコノミーの回復と持続可能

な成長を目指すこととしており、その

戦略の一つに「データとインサイトの

改善」を掲げている。オーストラリアの

観光を専門とする研究機関「Tourism 

Research Australia（TRA）」では、この

戦略に基づき、観光統計の改善に関

する複数のプロジェクトを進めている。

本稿ではそのうち、国内旅行統計の変

革について紹介したい。

国内旅行に関する
新たな調査体系

　2024年までのオーストラリアの国

内旅行に関する統計は、国内居住

者を対象とした電話調査である

「National Visitor Survey（NVS）」

（日本の「旅行・観光消費動向調査」

に相当）により実施されていたが、

2025年4月に観光統計の体系が大き

く変わり、新たな調査「Household 

Survey」がスタートした。まず、調査方

法が訪問等によるインタビュー調査

中心となり、調査の実施を、オーストラ

リア最大の調査会社Roy Morgan社が

担うこととなった。また同社の「Single 

Source」調査（回答者のライフスタイ

ルや態度、消費習慣等を把握）の結果

を組み込むことで、後述の「Helix ペル

ソナ」に関する情報のアウトプットも可

能となった。さらに、大手通信会社のモ

バイルデータ（携帯端末の位置情報デ

ータ）を活用し、従来困難だった市町

村別などの詳細な分析も可能となった。

　以上の、3つの変化について詳述

する。

 

　従来の調査であるNVS（表1参照）

の調査方法は電話調査（CATI）が中

心であったが、近年は協力率の低下

によるコスト増と、高所得者層に偏る

などのデータ品質に関する課題を抱

えていた。これに対応するため、オー

ストラリアの国勢調査と同様に、訪問

やオンラインによるインタビュー方式

を採用し、データの質向上を図った。

これにより、年間サンプル数は従来の

約12万から約3万へと縮小されたが、

これについては後述するモバイルデ

ータの活用によりカバーされている。

　Helixペルソナは、Roy Morgan社が

提供している、オーストラリア人のセ

グメント分類である（図1参照）。デモ

グラフィック属性に加え、態度や価値

観などのサイコグラフィック属性も用

いることで、消費者を54のセグメント

に分類している。消費行動の予測に優

れており、メディア業界を中心にマー

ケティングなどで活用されている。デ

ータソースは、年間5万人以上への対

面インタビューによるSingle Source

調査である。

　新しく始まった「Household Survey」

には、このSingle Source調査が取り

込まれ、国内旅行統計とHelixペルソ

ナの統合データが利用可能になった。

これにより、例えば観光地ごとにどのペ

ルソナが来訪しているかを把握するこ

とが可能となり、客層の解像度が大幅

に向上する。

　2025年4月からは、旅行回数や旅

行先に関する情報源が、従来のNVS

の調査データからモバイルデータ

（携帯端末の位置情報データ）に置き

換わった。モバイルデータは基地局

データを利用したもので、日本では株

式会社ドコモ･インサイトマーケティ

C O L U M N

〈参考文献〉
Australian Trade and Investment Commission, THRIVE 2030 （2022）
THRIVE 2030 Industry Data and Expert Analysis Working Group, Recommendations Report （2023）
Roy Morgan, Helix Personas, https://www.roymorgan.com/products-and-tools/helix-personas
Roy Morgan, How we collect and process Single Source data in Australia （2020）
観光庁、旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究（2022）

ング「モバイル空間統計」として提供

されているものに近い。記憶に頼る調

査とは異なり、行動履歴そのものであ

るため正確かつ詳細で、即時性も向

上する。新しいHousehold Survey

でサンプルサイズ削減が可能になっ

たのは、モバイルデータにより、旅行

回数や旅行先をより正確に把握でき

るようになったためである。

　モバイルデータの活用には課題も

あった。一つは、観光統計上の「旅行」

の定義（日常的な移動パターンとの

区別、移動距離や滞在時間など）とデ

ータを一致させること。もう一つは、特

定の通信会社のデータを用いる場合

の代表性確保と偏りの補正である。

TRAはこれらの課題解決のため、通

信会社と2018年から約6年に及ぶ共

同研究を重ね、公的統計としての活用

に道を開いた。これは、新技術を統計

に活用する際には、検証に相応の時

間が必要であることを示している。

データの質に対する
こだわりが持つ強み

　総括すると、従来まではNVSの電話

調査で把握していた「属性・旅行内

容」「旅行回数・旅行先」のうち、「旅行

回数・旅行先」をモバイルデータに置

き換え、「属性・旅行内容」は新しいイ

ンタビュー調査で把握しつつ、新たに

「態度・行動」情報が追加された。そし

てこれらが紐づけられ、統合的な分析

基盤が構築されることとなった。

　この取り組みの背景には、TRAをは

じめとした関係主体の、データの質に

対する強いこだわりがある。TRAはよ

り正確で有用な情報を迅速に提供する

ため、パートナー組織のデータ品質へ

の姿勢を重視してきた。Roy Morgan社

はSingle Source調査において、手間

やコストがかかるものの、統計学的に

最良な手法である対面調査をあえて

採用している。また通信会社も、TRA

の要求に応え長年にわたり共同研究

を続けてきた。こうした各組織の姿勢

が、世界最先端の観光統計の実現に

繋がったのではないだろうか。

15歳以上の住民（3か月以上居住）
RDD（Random Digit Dialing）
ランダムな数字により作成された電話番号への架電
CATI（Computer Assisted Telephone Interviewing）
電話によるインタビュー調査
120,000票／年
属性や以下の旅行内容など
○過去3か月以内の海外旅行
○過去4週間以内の宿泊旅行
○過去7日間以内の日帰り旅行

調査対象
抽出方法

調査方法

サンプルサイズ
主な調査項目

公益財団法人日本交通公社観光研究部副主任研究員

川村竜之介

変化❶ 電話調査から訪問等による
インタビュー調査への変更

変化❷ Helix ペルソナとの統合

変化❸ モバイルデータの活用
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図 1 Helixペルソナの例（109：HUMANITARIANS）

オーストラリア 観光統計に関する
最新の取り組み

～観光客の動態を捉える新たな挑戦～

　観光統計の先進国であるオーストラ

リアでは、国家戦略「THRIVE 2030」で

ビジターエコノミーの回復と持続可能

な成長を目指すこととしており、その

戦略の一つに「データとインサイトの

改善」を掲げている。オーストラリアの

観光を専門とする研究機関「Tourism 

Research Australia（TRA）」では、この

戦略に基づき、観光統計の改善に関

する複数のプロジェクトを進めている。

本稿ではそのうち、国内旅行統計の変

革について紹介したい。

国内旅行に関する
新たな調査体系

　2024年までのオーストラリアの国

内旅行に関する統計は、国内居住

者を対象とした電話調査である

「National Visitor Survey（NVS）」

（日本の「旅行・観光消費動向調査」

に相当）により実施されていたが、

2025年4月に観光統計の体系が大き

く変わり、新たな調査「Household 

Survey」がスタートした。まず、調査方

法が訪問等によるインタビュー調査

中心となり、調査の実施を、オーストラ

リア最大の調査会社Roy Morgan社が

担うこととなった。また同社の「Single 

Source」調査（回答者のライフスタイ

ルや態度、消費習慣等を把握）の結果

を組み込むことで、後述の「Helix ペル

ソナ」に関する情報のアウトプットも可

能となった。さらに、大手通信会社のモ

バイルデータ（携帯端末の位置情報デ

ータ）を活用し、従来困難だった市町

村別などの詳細な分析も可能となった。

　以上の、3つの変化について詳述

する。

 

　従来の調査であるNVS（表1参照）

の調査方法は電話調査（CATI）が中

心であったが、近年は協力率の低下

によるコスト増と、高所得者層に偏る

などのデータ品質に関する課題を抱

えていた。これに対応するため、オー

ストラリアの国勢調査と同様に、訪問

やオンラインによるインタビュー方式

を採用し、データの質向上を図った。

これにより、年間サンプル数は従来の

約12万から約3万へと縮小されたが、

これについては後述するモバイルデ

ータの活用によりカバーされている。

　Helixペルソナは、Roy Morgan社が

提供している、オーストラリア人のセ

グメント分類である（図1参照）。デモ

グラフィック属性に加え、態度や価値

観などのサイコグラフィック属性も用

いることで、消費者を54のセグメント

に分類している。消費行動の予測に優

れており、メディア業界を中心にマー

ケティングなどで活用されている。デ

ータソースは、年間5万人以上への対

面インタビューによるSingle Source

調査である。

　新しく始まった「Household Survey」

には、このSingle Source調査が取り

込まれ、国内旅行統計とHelixペルソ

ナの統合データが利用可能になった。

これにより、例えば観光地ごとにどのペ

ルソナが来訪しているかを把握するこ

とが可能となり、客層の解像度が大幅

に向上する。

　2025年4月からは、旅行回数や旅

行先に関する情報源が、従来のNVS

の調査データからモバイルデータ

（携帯端末の位置情報データ）に置き

換わった。モバイルデータは基地局

データを利用したもので、日本では株

式会社ドコモ･インサイトマーケティ

C O L U M N

〈参考文献〉
Australian Trade and Investment Commission, THRIVE 2030 （2022）
THRIVE 2030 Industry Data and Expert Analysis Working Group, Recommendations Report （2023）
Roy Morgan, Helix Personas, https://www.roymorgan.com/products-and-tools/helix-personas
Roy Morgan, How we collect and process Single Source data in Australia （2020）
観光庁、旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究（2022）

ング「モバイル空間統計」として提供

されているものに近い。記憶に頼る調

査とは異なり、行動履歴そのものであ

るため正確かつ詳細で、即時性も向

上する。新しいHousehold Survey

でサンプルサイズ削減が可能になっ

たのは、モバイルデータにより、旅行

回数や旅行先をより正確に把握でき

るようになったためである。

　モバイルデータの活用には課題も

あった。一つは、観光統計上の「旅行」

の定義（日常的な移動パターンとの

区別、移動距離や滞在時間など）とデ

ータを一致させること。もう一つは、特

定の通信会社のデータを用いる場合

の代表性確保と偏りの補正である。

TRAはこれらの課題解決のため、通

信会社と2018年から約6年に及ぶ共

同研究を重ね、公的統計としての活用

に道を開いた。これは、新技術を統計

に活用する際には、検証に相応の時

間が必要であることを示している。

データの質に対する
こだわりが持つ強み

　総括すると、従来まではNVSの電話

調査で把握していた「属性・旅行内

容」「旅行回数・旅行先」のうち、「旅行

回数・旅行先」をモバイルデータに置

き換え、「属性・旅行内容」は新しいイ

ンタビュー調査で把握しつつ、新たに

「態度・行動」情報が追加された。そし

てこれらが紐づけられ、統合的な分析

基盤が構築されることとなった。

　この取り組みの背景には、TRAをは

じめとした関係主体の、データの質に

対する強いこだわりがある。TRAはよ

り正確で有用な情報を迅速に提供する

ため、パートナー組織のデータ品質へ

の姿勢を重視してきた。Roy Morgan社

はSingle Source調査において、手間

やコストがかかるものの、統計学的に

最良な手法である対面調査をあえて

採用している。また通信会社も、TRA

の要求に応え長年にわたり共同研究

を続けてきた。こうした各組織の姿勢

が、世界最先端の観光統計の実現に

繋がったのではないだろうか。

15歳以上の住民（3か月以上居住）
RDD（Random Digit Dialing）
ランダムな数字により作成された電話番号への架電
CATI（Computer Assisted Telephone Interviewing）
電話によるインタビュー調査
120,000票／年
属性や以下の旅行内容など
○過去3か月以内の海外旅行
○過去4週間以内の宿泊旅行
○過去7日間以内の日帰り旅行

調査対象
抽出方法

調査方法

サンプルサイズ
主な調査項目

公益財団法人日本交通公社観光研究部副主任研究員

川村竜之介

変化❶ 電話調査から訪問等による
インタビュー調査への変更

変化❷ Helix ペルソナとの統合

変化❸ モバイルデータの活用
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観
光
地
域
づ
く
り
と

経
営
学

　2
0
1
7
年
7
月
発
行
の
観
光
文
化
2
3

4
号
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
潮
流
」
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
観
光

地
域
づ
く
り
の
手
法
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化

し
て
き
て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
の
手
法
が
体
系
化
さ
れ

た
の
は
1
9
7
0
年
代
の
後
半
と
さ
れ
る
。

こ
の
時
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、シ
ス
テ
ム
ズ
・

ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
あ
る
。
同

手
法
は
、
全
体
と
そ
の
構
成
要
素
の
関
係
性

に
注
目
し
、
問
題
を
全
体
最
適
で
捉
え
る
も

の
で
、
様
々
な
要
素
（
変
数
）
が
関
わ
る
観

光
地
域
づ
く
り
に
適
し
た
手
法
と
い
え
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
20
世
紀

後
半
に
発
達
し
た
手
法
で
あ
る
が
、同
時
期
、

割
以
上
が
寡
占
さ
れ
て
い
る
。
観
光
活
動
を

経
験
財
（
経
験
し
て
み
な
い
と
、
そ
の
価
値

を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
消
費
や
サ
ー

ビ
ス
）
と
考
え
れ
ば
、
前
述
の
3
割
の
人
々

と
、
そ
の
他
の
7
割
の
人
々
で
は
観
光
に
対

す
る
評
価
軸
は
、
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る

が
、
自
治
体
の
観
光
政
策
や
、
D
M
O
関
係

者
で
あ
っ
て
も
「
3
割
」
で
は
な
い
こ
と
は

ま
ま
あ
る
。

　こ
う
し
た
市
場
構
造
を
考
え
れ
ば
、
担
当

者
が
自
身
の
主
観
の
み
で
、
観
光
地
域
づ
く

り
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
非
合
理
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
他
分
野
に
比

し
て
も
E
B
D
M
の
重
要
性
は
高
い
。

先
行
す
る

海
外
の
取
り
組
み

　本
誌
の
特
集
1
で
は
、
観
光
分
野
の
E
B

D
M
で
活
用
が
考
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
群
に
つ

い
て
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
集

2
、
3
で
は
国
内
で
の
取
り
組
み
事
例
、
特

集
4
、
5
で
は
海
外
で
の
取
り
組
み
事
例
を

取
り
上
げ
た
。

　こ
れ
ら
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
観
光
客
の

動
態
を
デ
ー
タ
と
し
て
捉
え
る
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
質
・
量

と
も
に
、
海
外
が
先
行
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　こ
の
背
景
に
は
、
D
M
に
関
わ
る
E
B
D

M
に
は
、
多
く
の
費
用
が
か
か
り
、
そ
の
費

用
確
保
が
国
内
で
は
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
特
集
3
で
は

現
在
、
我
が
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
観
光

客
動
態
デ
ー
タ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
様
々
な
可
能
性
を
持
っ
た
技
術
は
存
在

し
て
い
る
も
の
の
、
E
B
D
M
と
の
関
係
が

希
薄
な
の
は
、
関
係
者
に
お
い
て
E
B
D
M

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
な
い
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
だ
け
の
財
源

が
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
い
。

　D
M
と
い
う
概
念
は
2
0
0
0
年
代
初
頭

に
生
ま
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
実

践
す
る
組
織
と
し
て
D
M
O
が
提
唱
さ
れ

た
。
欧
米
に
お
い
て
、
そ
れ
が
単
な
る
提
唱

に
留
ま
ら
ず
実
際
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の

は
、
同
時
に
D
M
に
か
か
る
財
源
改
革
を

行
っ
た
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の

ハ
ワ
イ
州
で
は
、
1
9
9
8
年
に
州
の
D
M

を
扱
う
D
M
O
と
し
て
H
T
A
（H

aw
ai‘i 

T
ourism

 A
uthority

）
を
設
立
し
、
翌
年
、

宿
泊
税
の
税
率
を
6
％
か
ら
7
・
25
％
に
引

き
上
げ
、
そ
の
活
動
原
資
と
し
た
。
ま
た
、

ス
イ
ス
の
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州
で
は
、
各

自
治
体
で
バ
ラ
バ
ラ
な
状
態
で
あ
っ
た
宿
泊

税
制
度
を
2
0
1
2
年
、
州
法
に
よ
っ
て
統

一
し
、
州
全
体
で
D
M
を
進
め
る
体
制
を
構

築
し
た
。
さ
ら
に
2
0
1
3
年
か
ら
は
、
一

部
地
域
に
お
い
て
観
光
事
業
税
の
導
入
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　財
源
を
D
M
に
直
結
す
る
税
収
に
求
め
る

こ
と
で
、
D
M
O
は
、
中
長
期
的
な
時
間
軸

で
D
M
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
、
E
B

D
M
に
関
わ
る
デ
ー
タ
の
収
集
分
析
に
も
安

定
的
に
一
定
額
を
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
特
に
重
要
な
の
は
、
人
材
確
保
だ
ろ

う
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
E
B
D
M

に
は
、
膨
大
な
情
報
量
か
ら
有
為
な
情
報
を

導
出
し
て
い
く
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し

な
が
ら
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
、

観
光
に
限
ら
ず
様
々
な
分
野
で
求
め
ら
れ
る

人
材
で
あ
り
、
D
M
O
が
確
保
す
る
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
。
財
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
で
、

競
争
力
の
あ
る
待
遇
提
示
が
可
能
と
な
り
、

優
秀
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。

　対
し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
、
2
0
1
0

年
代
に
は
D
M
O
が
観
光
政
策
課
題
と
な
っ

た
も
の
の
、財
源
に
関
す
る
議
論
は
進
ま
ず
、

従
来
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
に
依
存
す
る

状
態
が
続
い
た
。
単
発
の
予
算
で
も
、
デ
ー

タ
購
入
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
人

件
費
へ
の
充
当
は
難
し
い
。

　特
集
2
で
取
り
上
げ
た
、
下
呂
市
は
、
国

な
ど
の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
い
る
も
の
の
、

温
泉
観
光
協
会
が
強
い
意
思
を
持
っ
て
、
自

ら
が
費
用
負
担
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
今

日
の
体
制
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宿
泊
事
業
者

が
E
B
D
M
の
有
用
性
を
認
識
し
、
必
要
な

費
用
負
担
と
考
え
て
き
た
た
め
だ
が
、
様
々

な
事
業
者
が
混
在
す
る
他
の
観
光
地
で
同
様

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
実
際
、

下
呂
市
の
事
例
は
、
以
前
か
ら
E
B
D
M
や

D
X
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、

後
続
地
域
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

と
な
る
宿
泊
税

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
構
造
が
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

　そ
れ
は
、
宿
泊
税
の
導
入
を
検
討
す
る
自

治
体
が
全
国
的
に
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
宿
泊
税
導
入
の
目
的
や
使
途
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
観
光
政
策
の
た
め
の
法
定
外
目
的
税

と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
（
条
例
が
作
ら
れ

て
い
る
）
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
地
域
の
D
M

活
動
、
D
M
O
の
事
業
費
に
充
当
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　こ
の
財
源
が
E
B
D
M
に
投
下
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
れ
ば
、
我
が
国
地
域
に
お
い
て

も
、欧
米
D
M
O
の
よ
う
に
、科
学
的
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
／
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
実
際
、
特
集
2
で

取
り
上
げ
た
倶
知
安
町
は
、
政
令
市
で
は
な

い
市
町
村
で
、
初
め
て
宿
泊
税
を
導
入
し
た

が
、
そ
の
導
入
に
合
わ
せ
て
観
光
統
計
の
手

法
を
改
定
し
、
よ
り
広
範
な
デ
ー
タ
を
継
続

的
に
取
得
可
能
と
し
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
の
地

域
内
共
有
も
実
現
し
て
き
て
い
る
。
同
地
域

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多
い
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
単
に
下
地
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
D
M
O
た
る

観
光
協
会
が
E
B
D
M
で
事
業
展
開
を
行
っ

て
い
る
成
果
で
も
あ
る
。

　た
だ
、
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
ど
こ

で
も
E
B
D
M
が
拡
が
る
か
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
否
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
人
は

自
身
が
経
験
し
た
こ
と
に
強
い
影
響
を
受
け

る
存
在
で
あ
る
。
観
光
分
野
に
お
け
る
E
B

D
M
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
と
い
う
こ
と

は
、
E
B
D
M
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
人

も
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

E
B
D
M
は
、
そ
の
名
の
通
り
「
意
思
決
定
」

で
あ
っ
て
行
動
で
は
な
い
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
商
品
造
成
、
二
次
交
通
整
備
な
ど
具
体

的
な
行
動
に
費
用
を
割
く
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で
、
宿
泊
税
導
入
を

E
B
D
M
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
宿

泊
税
導
入
の
初
年
度
よ
り
、
財
源
の
一
部
を

意
図
的
、
明
示
的
に
E
B
D
M
に
振
り
分
け

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
入

湯
税
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、税
収
は
一
度
、

使
途
が
割
り
当
て
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の

後
、
使
途
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
難
し
い

性
格
を
持
つ
か
ら
だ
。

E
B
D
M
の
実
践
に
向
け
て

　E
B
D
M
の
実
践
に
は
、
デ
ー
タ
の
収
集

と
、
デ
ー
タ
の
分
析
の
2
つ
の
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
。
デ
ー
タ
は
、
関
連
事
業
者
か

ら
購
入
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
独
自
に
取

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
特

に
、
特
集
5
で
示
し
た
よ
う
な
地
域
内
で
の

き
め
細
か
い
観
光
客
動
態
を
捉
え
る
に
は
、

自
ら
が
動
く
必
要
が
あ
る
。
デ
ー
タ
分
析
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
A
I
が
活
躍
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
A
I
と
や
り
取
り

し
、
展
開
す
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
を
導
出
し
て

い
く
に
は
、
優
秀
な
人
材
が
必
要
と
な
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　E
B
D
M
の
実
践
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
予

算
を
あ
ら
か
じ
め
一
定
枠
を
持
っ
て
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
一
方
で
、
こ

れ
ら
固
定
費
が
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
機
動
的
な
事
業
展
開
の
足
か
せ

に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

　そ
こ
で
、
筆
者
は
、
税
収
の
う
ち
10
％
を

D
M
O
人
件
費
、
5
％
を
デ
ー
タ
購
入
お
よ

び
収
集
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
費
用
と
す
る
こ

と
を
提
唱
し
て
い
る
。
仮
に
税
収
が
1
億
円

で
あ
れ
ば
1
0
0
0
万
円
が
D
M
O
人
件

費
、
5
0
0
万
円
が
デ
ー
タ
取
得
シ
ス
テ
ム

費
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
。
1
0
0
0
万
円
と

い
う
人
件
費
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト（
一
般
の
D
M
O
で
は
C
M
O
に
相
当
）

だ
け
で
な
く
、
C
E
O
や
一
般
ス
タ
ッ
フ
な

ど
も
含
む
た
め
、
や
や
心
も
と
な
い
が
、

C
M
O
は
他
業
務
と
の
兼
任
で
も
O
K
で
あ

る
と
考
え
れ
ば
、
実
現
可
能
な
水
準
と
考
え

て
い
る
。

　宿
泊
税
導
入
と
い
う
機
会
が
、
E
B
D
M

の
実
践
へ
と
つ
な
が
り
、
我
が
国
の
D
M
が

世
界
に
対
抗
で
き
る
水
準
に
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

戦
略
的
な
デ
ー
タ
利
活
用
と

観
光
地
域
づ
く
り

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

山
田
雄
一

経
営
学
の
世
界
で
は
、
同
様
に
様
々
な
事
象

を
定
量
的
な
モ
デ
ル
へ
と
転
換
し
、
最
適
な

解
決
策
を
見
出
し
て
い
く
手
法
で
あ
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
（
O
R
）
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。い
ず
れ
も
、

複
雑
化
す
る
現
実
に
対
応
す
る
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
た
。

　1
9
8
0
年
代
に
な
る
と
経
営
学
は
、
戦

略
論
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
、
企
業
活
動
が
活
発
と
な
る
こ
と
で
、

供
給
が
増
大
し
、
供
給＞

需
要
の
市
場
構
造

と
な
り
、
企
業
間
の
競
争
が
、
そ
れ
ま
で
の

製
品
主
義
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
1
・
0
）
か
ら

顧
客
主
義
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
2
・
0
）へ
と

転
化
し
た
こ
と
が
主
因
で
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル

企
業
と
の
相
対
的
な
関
係
性
の
中
で
自
社
を

選
好
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
戦
略
的
な
発
想

が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　一
方
、
観
光
市
場
は
需
要
増
大
が
続
い
て

い
た
た
め
、
製
品
主
義
的
な
発
想
が
継
続
さ

れ
、
よ
り
大
規
模
で
、
統
一
感
の
あ
る
観
光

地
を
提
供
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
「
計
画
」
的
な
観
光
地
を
実

現
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
生
ま
れ
、
各
国
で

大
規
模
な
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
開
発
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　そ
の
後
、
1
9
9
0
年
代
に
入
る
と
経
営

学
は
産
業
の
主
体
が
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス

業
へ
と
シ
フ
ト
す
る
の
に
あ
わ
せ
、
新
た
に

サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
が
立
ち
上

が
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
で

も
宿
泊
や
飲
食
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ

た
観
光
交
流
に
関
連
す
る
業
種
に
特
化
し
た

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
を

創
造
す
る
こ
と
に
な
る
。

　同
時
期
、
観
光
分
野
に
お
い
て
は
、
観
光

市
場
の
増
大
も
一
段
落
し
、
さ
ら
に
、
観
光

需
要
も
分
散
、
多
様
化
し
て
い
っ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
主
眼
は
新
規
開
発
か
ら
、
今
あ
る

地
域
の
よ
り
良
い
管
理
へ
と
移
っ
て
い
っ

た
。
こ
こ
で
概
念
化
さ
れ
た
の
が
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
得
ら
れ
た
知

見
を
、
観
光
地
に
展
開
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
D
M
）
で
あ
り
、

そ
の
実
践
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
の
が

D
M
O
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
観
光
地
域
づ

く
り
の
手
法
は
、
歴
史
的
に
経
営
学
の
概
念

と
近
い
関
係
に
あ
る
。

E
B
D
M
の
動
き

　そ
の
経
営
学
に
お
い
て
2
0
0
0
年
代
に

概
念
化
さ
れ
た
の
がE

vid
en
ce-B

ased
 

M
an
agem

en
t

（E
B
M
gt

）で
あ
る
。
こ
れ

は
1
9
9
0
年
代
、
医
療
分
野
に
お
い
て
、

医
師
の
経
験
や
権
威
に
頼
る
医
療
か
ら
科
学

的
根
拠
（evid

en
ce

）
に
基
づ
く
医
療
行
為

を
行
お
う
と
す
る
取
り
組
み
（E

vid
en
ce-

B
ased

 M
ed
icin
e

）
を
経
営
分
野
に
展
開

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
経
営

者
の
経
験
や
勘
で
は
な
く
、
行
動
科
学
や
経

済
学
、
統
計
分
析
な
ど
信
頼
性
の
あ
る
根
拠

に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
こ

の
動
き
は
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
E
B
D
M

（E
viden

ce-B
ased

 D
ecision M

aking

）

と
し
て
特
定
分
野
に
依
存
し
な
い
普
遍
的
な

意
思
決
定
手
法
と
し
て
整
理
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　E
B
D
M
が
、
広
範
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
現
代
社
会
が
V
U
C

A
（V

olatility

（
変
動
性
）・U

ncertainty

（
不
確
実
性
）・C

om
plexity

（
複
雑
性
）・

A
m
biguity

（
曖
昧
性
））
な
時
代
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
る（
参
考
：
観
光
文
化
2
6
3
号
）。

過
去
の
経
験
が
活
用
で
き
な
い
V
U
C
A
時

代
に
お
け
る
合
理
的
な
意
思
決
定
に
は
、
多

様
か
つ
合
理
的
な
参
考
情
報
が
必
須
と
な
っ

て
い
る
わ
け
だ
。

　も
う
一
つ
、
E
B
D
M
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
必
要
と
な
る
デ
ー

タ
を
得
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の

I
T
、
D
X
の
流
れ
の
中
で
、
多
様
か
つ
大

量
の
定
量
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
と
な
り
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
科
学
的
、

学
術
的
な
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。

も
と
も
と
、
デ
ー
タ
活
用
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
発
展
の
歴
史
と
重
な
る
。
20
世
紀
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
も
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
う

こ
と
は
で
き
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め

構
造
が
定
め
ら
れ
た
箱
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

に
格
納
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
っ
て
、
多

種
多
様
な
デ
ー
タ
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
性
能
の
向
上
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ら
を
分
析
で
き
る
環
境
が
現
出
し
た
。
こ

う
し
た
環
境
の
変
化
を
受
け
、1
9
9
7
年
、

N
A
S
A
の
論
文
に
お
い
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
い
う
言
葉
が
登
場
し
、
そ
の
後
、
量

（V
olum

e

）、
速
度
（V

elocity

）、
多
様
性

（V
ariety

）
の
3
V
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
定

義
と
さ
れ
た
。

　20
世
紀
ま
で
の
大
量
デ
ー
タ
と
、
21
世
紀

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
違
い
は
、
あ
ら
か
じ
め

構
造
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
否
か
と
い
う
こ
と

に
あ
る
。
V
U
C
A
と
は
、
未
来
が
過
去
の

延
長
線
上
で
は
な
い
社
会
で
あ
る
。現
在（
過

去
）
の
知
見
で
構
造
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
の

対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。一
方
、W
E
B
ペ
ー

ジ
や
S
N
S
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
で
提

供
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
、
様
々
な
情
報
を
含
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
多
面
的
に
つ
な
ぎ

合
わ
せ
、
分
析
活
用
す
る
こ
と
で
V
U
C
A

に
も
対
応
で
き
る
価
値
を
創
出
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
2
0
1
0
年
代
に
な

る
と
、こ
の
動
き
は
大
き
く
社
会
に
拡
が
り
、

様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
い
っ

た
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
も
、
こ
の
時
期
だ
。

　さ
ら
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
価
値
を
高
め

る
技
術
革
新
が
現
在
進
行
中
で
生
じ
て
い
る
。

　そ
れ
は
、
A
I
で
あ
る
。

　A
I
が
行
う
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
融
合
す
る
こ
と
で
、
人
で

は
探
索
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
デ
ー
タ
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
A
I
の
組
み
合
わ
せ
は
、
従
来

の
デ
ー
タ
分
析
の
域
を
こ
え
た
事
象
を
、
不

可
逆
的
に
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

観
光
分
野
に
お
け
る

E
B
D
M

　当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
E
B
D
M
に
関

す
る
デ
ー
タ
活
用
分
析
の
一
連
の
流
れ
は
、

観
光
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味

を
持
つ
。
観
光
政
策
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
立
案
者
の
経
験
や
勘
で
は
、
と
て
も
太
刀

打
ち
で
き
な
い
世
界
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　人
は
、基
本
的
に「
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
」

に
つ
い
て
強
い
バ
イ
ア
ス
を
持
っ
て
し
ま
う
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、百
見
は
一
触（
一
験
）

に
し
か
ず
と
は
、
よ
く
使
わ
れ
る
イ
デ
ィ
オ

ム
で
あ
る
が
、こ
れ
は
、自
身
の
価
値
判
断
が
、

自
身
の
経
験
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、現
在
、我
が
国
に
は
様
々

な
国
か
ら
の
来
訪
者
が
い
る
。国
が
違
え
ば
、

価
値
観
も
文
化
風
習
も
違
う
。
日
本
で
は
、

全
般
的
に
宗
教
的
な
戒
律
に
対
す
る
意
識
は

低
い
が
、
そ
れ
を
高
く
意
識
し
て
い
る
人
々

も
い
る
。
国
内
市
場
に
お
い
て
も
、
高
齢
者

と
若
者
で
は
当
然
に
価
値
観
、
行
動
原
理
は

異
な
る
し
、
夫
婦
と
子
ど
も
2
人
の
「
標
準

世
帯
」
が
総
世
帯
数
に
占
め
る
割
合
は
5
％

に
も
満
た
な
い
。

　つ
ま
り
、
観
光
市
場
に
お
い
て
標
準
的
な

顧
客
像
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
て
お
ら

ず
、
当
然
に
、
自
分
の
価
値
観
や
嗜
好
が
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
観
光
客
と
合
致
す
る
可

能
性
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
国
内
宿
泊
観
光
旅
行

を
毎
年
1
回
以
上
実
施
し
て
い
る
の
は
日
本

人
の
5
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
年
に
2
回
以

上
実
施
し
て
い
る
の
は
日
本
人
の
3
割
程
度

で
、
彼
ら
の
旅
行
の
み
で
、
全
体
市
場
の
7
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観
光
地
域
づ
く
り
と

経
営
学

　2
0
1
7
年
7
月
発
行
の
観
光
文
化
2
3

4
号
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
潮
流
」
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
観
光

地
域
づ
く
り
の
手
法
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化

し
て
き
て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
の
手
法
が
体
系
化
さ
れ

た
の
は
1
9
7
0
年
代
の
後
半
と
さ
れ
る
。

こ
の
時
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、シ
ス
テ
ム
ズ
・

ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
あ
る
。
同

手
法
は
、
全
体
と
そ
の
構
成
要
素
の
関
係
性

に
注
目
し
、
問
題
を
全
体
最
適
で
捉
え
る
も

の
で
、
様
々
な
要
素
（
変
数
）
が
関
わ
る
観

光
地
域
づ
く
り
に
適
し
た
手
法
と
い
え
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
20
世
紀

後
半
に
発
達
し
た
手
法
で
あ
る
が
、同
時
期
、

割
以
上
が
寡
占
さ
れ
て
い
る
。
観
光
活
動
を

経
験
財
（
経
験
し
て
み
な
い
と
、
そ
の
価
値

を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
消
費
や
サ
ー

ビ
ス
）
と
考
え
れ
ば
、
前
述
の
3
割
の
人
々

と
、
そ
の
他
の
7
割
の
人
々
で
は
観
光
に
対

す
る
評
価
軸
は
、
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る

が
、
自
治
体
の
観
光
政
策
や
、
D
M
O
関
係

者
で
あ
っ
て
も
「
3
割
」
で
は
な
い
こ
と
は

ま
ま
あ
る
。

　こ
う
し
た
市
場
構
造
を
考
え
れ
ば
、
担
当

者
が
自
身
の
主
観
の
み
で
、
観
光
地
域
づ
く

り
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
非
合
理
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
他
分
野
に
比

し
て
も
E
B
D
M
の
重
要
性
は
高
い
。

先
行
す
る

海
外
の
取
り
組
み

　本
誌
の
特
集
1
で
は
、
観
光
分
野
の
E
B

D
M
で
活
用
が
考
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
群
に
つ

い
て
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
集

2
、
3
で
は
国
内
で
の
取
り
組
み
事
例
、
特

集
4
、
5
で
は
海
外
で
の
取
り
組
み
事
例
を

取
り
上
げ
た
。

　こ
れ
ら
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
観
光
客
の

動
態
を
デ
ー
タ
と
し
て
捉
え
る
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
質
・
量

と
も
に
、
海
外
が
先
行
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　こ
の
背
景
に
は
、
D
M
に
関
わ
る
E
B
D

M
に
は
、
多
く
の
費
用
が
か
か
り
、
そ
の
費

用
確
保
が
国
内
で
は
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
特
集
3
で
は

現
在
、
我
が
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
観
光

客
動
態
デ
ー
タ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
様
々
な
可
能
性
を
持
っ
た
技
術
は
存
在

し
て
い
る
も
の
の
、
E
B
D
M
と
の
関
係
が

希
薄
な
の
は
、
関
係
者
に
お
い
て
E
B
D
M

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
な
い
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
だ
け
の
財
源

が
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
い
。

　D
M
と
い
う
概
念
は
2
0
0
0
年
代
初
頭

に
生
ま
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
実

践
す
る
組
織
と
し
て
D
M
O
が
提
唱
さ
れ

た
。
欧
米
に
お
い
て
、
そ
れ
が
単
な
る
提
唱

に
留
ま
ら
ず
実
際
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の

は
、
同
時
に
D
M
に
か
か
る
財
源
改
革
を

行
っ
た
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の

ハ
ワ
イ
州
で
は
、
1
9
9
8
年
に
州
の
D
M

を
扱
う
D
M
O
と
し
て
H
T
A
（H

aw
ai‘i 

T
ourism

 A
uthority

）
を
設
立
し
、
翌
年
、

宿
泊
税
の
税
率
を
6
％
か
ら
7
・
25
％
に
引

き
上
げ
、
そ
の
活
動
原
資
と
し
た
。
ま
た
、

ス
イ
ス
の
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州
で
は
、
各

自
治
体
で
バ
ラ
バ
ラ
な
状
態
で
あ
っ
た
宿
泊

税
制
度
を
2
0
1
2
年
、
州
法
に
よ
っ
て
統

一
し
、
州
全
体
で
D
M
を
進
め
る
体
制
を
構

築
し
た
。
さ
ら
に
2
0
1
3
年
か
ら
は
、
一

部
地
域
に
お
い
て
観
光
事
業
税
の
導
入
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　財
源
を
D
M
に
直
結
す
る
税
収
に
求
め
る

こ
と
で
、
D
M
O
は
、
中
長
期
的
な
時
間
軸

で
D
M
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
、
E
B

D
M
に
関
わ
る
デ
ー
タ
の
収
集
分
析
に
も
安

定
的
に
一
定
額
を
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
特
に
重
要
な
の
は
、
人
材
確
保
だ
ろ

う
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
E
B
D
M

に
は
、
膨
大
な
情
報
量
か
ら
有
為
な
情
報
を

導
出
し
て
い
く
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し

な
が
ら
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
、

観
光
に
限
ら
ず
様
々
な
分
野
で
求
め
ら
れ
る

人
材
で
あ
り
、
D
M
O
が
確
保
す
る
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
。
財
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
で
、

競
争
力
の
あ
る
待
遇
提
示
が
可
能
と
な
り
、

優
秀
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。

　対
し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
、
2
0
1
0

年
代
に
は
D
M
O
が
観
光
政
策
課
題
と
な
っ

た
も
の
の
、財
源
に
関
す
る
議
論
は
進
ま
ず
、

従
来
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
に
依
存
す
る

状
態
が
続
い
た
。
単
発
の
予
算
で
も
、
デ
ー

タ
購
入
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
人

件
費
へ
の
充
当
は
難
し
い
。

　特
集
2
で
取
り
上
げ
た
、
下
呂
市
は
、
国

な
ど
の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
い
る
も
の
の
、

温
泉
観
光
協
会
が
強
い
意
思
を
持
っ
て
、
自

ら
が
費
用
負
担
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
今

日
の
体
制
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宿
泊
事
業
者

が
E
B
D
M
の
有
用
性
を
認
識
し
、
必
要
な

費
用
負
担
と
考
え
て
き
た
た
め
だ
が
、
様
々

な
事
業
者
が
混
在
す
る
他
の
観
光
地
で
同
様

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
実
際
、

下
呂
市
の
事
例
は
、
以
前
か
ら
E
B
D
M
や

D
X
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、

後
続
地
域
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

と
な
る
宿
泊
税

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
構
造
が
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

　そ
れ
は
、
宿
泊
税
の
導
入
を
検
討
す
る
自

治
体
が
全
国
的
に
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
宿
泊
税
導
入
の
目
的
や
使
途
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
観
光
政
策
の
た
め
の
法
定
外
目
的
税

と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
（
条
例
が
作
ら
れ

て
い
る
）
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
地
域
の
D
M

活
動
、
D
M
O
の
事
業
費
に
充
当
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　こ
の
財
源
が
E
B
D
M
に
投
下
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
れ
ば
、
我
が
国
地
域
に
お
い
て

も
、欧
米
D
M
O
の
よ
う
に
、科
学
的
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
／
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
実
際
、
特
集
2
で

取
り
上
げ
た
倶
知
安
町
は
、
政
令
市
で
は
な

い
市
町
村
で
、
初
め
て
宿
泊
税
を
導
入
し
た

が
、
そ
の
導
入
に
合
わ
せ
て
観
光
統
計
の
手

法
を
改
定
し
、
よ
り
広
範
な
デ
ー
タ
を
継
続

的
に
取
得
可
能
と
し
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
の
地

域
内
共
有
も
実
現
し
て
き
て
い
る
。
同
地
域

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多
い
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
単
に
下
地
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
D
M
O
た
る

観
光
協
会
が
E
B
D
M
で
事
業
展
開
を
行
っ

て
い
る
成
果
で
も
あ
る
。

　た
だ
、
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
ど
こ

で
も
E
B
D
M
が
拡
が
る
か
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
否
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
人
は

自
身
が
経
験
し
た
こ
と
に
強
い
影
響
を
受
け

る
存
在
で
あ
る
。
観
光
分
野
に
お
け
る
E
B

D
M
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
と
い
う
こ
と

は
、
E
B
D
M
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
人

も
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

E
B
D
M
は
、
そ
の
名
の
通
り
「
意
思
決
定
」

で
あ
っ
て
行
動
で
は
な
い
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
商
品
造
成
、
二
次
交
通
整
備
な
ど
具
体

的
な
行
動
に
費
用
を
割
く
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で
、
宿
泊
税
導
入
を

E
B
D
M
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
宿

泊
税
導
入
の
初
年
度
よ
り
、
財
源
の
一
部
を

意
図
的
、
明
示
的
に
E
B
D
M
に
振
り
分
け

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
入

湯
税
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、税
収
は
一
度
、

使
途
が
割
り
当
て
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の

後
、
使
途
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
難
し
い

性
格
を
持
つ
か
ら
だ
。

E
B
D
M
の
実
践
に
向
け
て

　E
B
D
M
の
実
践
に
は
、
デ
ー
タ
の
収
集

と
、
デ
ー
タ
の
分
析
の
2
つ
の
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
。
デ
ー
タ
は
、
関
連
事
業
者
か

ら
購
入
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
独
自
に
取

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
特

に
、
特
集
5
で
示
し
た
よ
う
な
地
域
内
で
の

き
め
細
か
い
観
光
客
動
態
を
捉
え
る
に
は
、

自
ら
が
動
く
必
要
が
あ
る
。
デ
ー
タ
分
析
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
A
I
が
活
躍
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
A
I
と
や
り
取
り

し
、
展
開
す
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
を
導
出
し
て

い
く
に
は
、
優
秀
な
人
材
が
必
要
と
な
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　E
B
D
M
の
実
践
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
予

算
を
あ
ら
か
じ
め
一
定
枠
を
持
っ
て
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
一
方
で
、
こ

れ
ら
固
定
費
が
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
機
動
的
な
事
業
展
開
の
足
か
せ

に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

　そ
こ
で
、
筆
者
は
、
税
収
の
う
ち
10
％
を

D
M
O
人
件
費
、
5
％
を
デ
ー
タ
購
入
お
よ

び
収
集
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
費
用
と
す
る
こ

と
を
提
唱
し
て
い
る
。
仮
に
税
収
が
1
億
円

で
あ
れ
ば
1
0
0
0
万
円
が
D
M
O
人
件

費
、
5
0
0
万
円
が
デ
ー
タ
取
得
シ
ス
テ
ム

費
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
。
1
0
0
0
万
円
と

い
う
人
件
費
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト（
一
般
の
D
M
O
で
は
C
M
O
に
相
当
）

だ
け
で
な
く
、
C
E
O
や
一
般
ス
タ
ッ
フ
な

ど
も
含
む
た
め
、
や
や
心
も
と
な
い
が
、

C
M
O
は
他
業
務
と
の
兼
任
で
も
O
K
で
あ

る
と
考
え
れ
ば
、
実
現
可
能
な
水
準
と
考
え

て
い
る
。

　宿
泊
税
導
入
と
い
う
機
会
が
、
E
B
D
M

の
実
践
へ
と
つ
な
が
り
、
我
が
国
の
D
M
が

世
界
に
対
抗
で
き
る
水
準
に
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

戦
略
的
な
デ
ー
タ
利
活
用
と

観
光
地
域
づ
く
り

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

山
田
雄
一

経
営
学
の
世
界
で
は
、
同
様
に
様
々
な
事
象

を
定
量
的
な
モ
デ
ル
へ
と
転
換
し
、
最
適
な

解
決
策
を
見
出
し
て
い
く
手
法
で
あ
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
（
O
R
）
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。い
ず
れ
も
、

複
雑
化
す
る
現
実
に
対
応
す
る
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
た
。

　1
9
8
0
年
代
に
な
る
と
経
営
学
は
、
戦

略
論
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
、
企
業
活
動
が
活
発
と
な
る
こ
と
で
、

供
給
が
増
大
し
、
供
給＞

需
要
の
市
場
構
造

と
な
り
、
企
業
間
の
競
争
が
、
そ
れ
ま
で
の

製
品
主
義
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
1
・
0
）
か
ら

顧
客
主
義
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
2
・
0
）へ
と

転
化
し
た
こ
と
が
主
因
で
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル

企
業
と
の
相
対
的
な
関
係
性
の
中
で
自
社
を

選
好
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
戦
略
的
な
発
想

が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　一
方
、
観
光
市
場
は
需
要
増
大
が
続
い
て

い
た
た
め
、
製
品
主
義
的
な
発
想
が
継
続
さ

れ
、
よ
り
大
規
模
で
、
統
一
感
の
あ
る
観
光

地
を
提
供
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
「
計
画
」
的
な
観
光
地
を
実

現
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
生
ま
れ
、
各
国
で

大
規
模
な
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
開
発
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　そ
の
後
、
1
9
9
0
年
代
に
入
る
と
経
営

学
は
産
業
の
主
体
が
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス

業
へ
と
シ
フ
ト
す
る
の
に
あ
わ
せ
、
新
た
に

サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
が
立
ち
上

が
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
で

も
宿
泊
や
飲
食
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ

た
観
光
交
流
に
関
連
す
る
業
種
に
特
化
し
た

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
を

創
造
す
る
こ
と
に
な
る
。

　同
時
期
、
観
光
分
野
に
お
い
て
は
、
観
光

市
場
の
増
大
も
一
段
落
し
、
さ
ら
に
、
観
光

需
要
も
分
散
、
多
様
化
し
て
い
っ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
主
眼
は
新
規
開
発
か
ら
、
今
あ
る

地
域
の
よ
り
良
い
管
理
へ
と
移
っ
て
い
っ

た
。
こ
こ
で
概
念
化
さ
れ
た
の
が
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
得
ら
れ
た
知

見
を
、
観
光
地
に
展
開
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
D
M
）
で
あ
り
、

そ
の
実
践
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
の
が

D
M
O
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
観
光
地
域
づ

く
り
の
手
法
は
、
歴
史
的
に
経
営
学
の
概
念

と
近
い
関
係
に
あ
る
。

E
B
D
M
の
動
き

　そ
の
経
営
学
に
お
い
て
2
0
0
0
年
代
に

概
念
化
さ
れ
た
の
がE
vid
en
ce-B

ased
 

M
an
agem

en
t

（E
B
M
gt

）で
あ
る
。
こ
れ

は
1
9
9
0
年
代
、
医
療
分
野
に
お
い
て
、

医
師
の
経
験
や
権
威
に
頼
る
医
療
か
ら
科
学

的
根
拠
（evid

en
ce

）
に
基
づ
く
医
療
行
為

を
行
お
う
と
す
る
取
り
組
み
（E

vid
en
ce-

B
ased

 M
ed
icin
e

）
を
経
営
分
野
に
展
開

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
経
営

者
の
経
験
や
勘
で
は
な
く
、
行
動
科
学
や
経

済
学
、
統
計
分
析
な
ど
信
頼
性
の
あ
る
根
拠

に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
こ

の
動
き
は
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
E
B
D
M

（E
viden

ce-B
ased

 D
ecision M

aking
）

と
し
て
特
定
分
野
に
依
存
し
な
い
普
遍
的
な

意
思
決
定
手
法
と
し
て
整
理
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　E
B
D
M
が
、
広
範
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
現
代
社
会
が
V
U
C

A
（V

olatility

（
変
動
性
）・U

ncertainty

（
不
確
実
性
）・C

om
plexity

（
複
雑
性
）・

A
m
biguity

（
曖
昧
性
））
な
時
代
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
る（
参
考
：
観
光
文
化
2
6
3
号
）。

過
去
の
経
験
が
活
用
で
き
な
い
V
U
C
A
時

代
に
お
け
る
合
理
的
な
意
思
決
定
に
は
、
多

様
か
つ
合
理
的
な
参
考
情
報
が
必
須
と
な
っ

て
い
る
わ
け
だ
。

　も
う
一
つ
、
E
B
D
M
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
必
要
と
な
る
デ
ー

タ
を
得
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の

I
T
、
D
X
の
流
れ
の
中
で
、
多
様
か
つ
大

量
の
定
量
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
と
な
り
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
科
学
的
、

学
術
的
な
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。

も
と
も
と
、
デ
ー
タ
活
用
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
発
展
の
歴
史
と
重
な
る
。
20
世
紀
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
も
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
う

こ
と
は
で
き
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め

構
造
が
定
め
ら
れ
た
箱
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

に
格
納
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
っ
て
、
多

種
多
様
な
デ
ー
タ
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
性
能
の
向
上
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ら
を
分
析
で
き
る
環
境
が
現
出
し
た
。
こ

う
し
た
環
境
の
変
化
を
受
け
、1
9
9
7
年
、

N
A
S
A
の
論
文
に
お
い
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
い
う
言
葉
が
登
場
し
、
そ
の
後
、
量

（V
olum

e

）、
速
度
（V

elocity

）、
多
様
性

（V
ariety

）
の
3
V
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
定

義
と
さ
れ
た
。

　20
世
紀
ま
で
の
大
量
デ
ー
タ
と
、
21
世
紀

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
違
い
は
、
あ
ら
か
じ
め

構
造
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
否
か
と
い
う
こ
と

に
あ
る
。
V
U
C
A
と
は
、
未
来
が
過
去
の

延
長
線
上
で
は
な
い
社
会
で
あ
る
。現
在（
過

去
）
の
知
見
で
構
造
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
の

対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。一
方
、W
E
B
ペ
ー

ジ
や
S
N
S
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
で
提

供
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
、
様
々
な
情
報
を
含
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
多
面
的
に
つ
な
ぎ

合
わ
せ
、
分
析
活
用
す
る
こ
と
で
V
U
C
A

に
も
対
応
で
き
る
価
値
を
創
出
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
2
0
1
0
年
代
に
な

る
と
、こ
の
動
き
は
大
き
く
社
会
に
拡
が
り
、

様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
い
っ

た
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
も
、
こ
の
時
期
だ
。

　さ
ら
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
価
値
を
高
め

る
技
術
革
新
が
現
在
進
行
中
で
生
じ
て
い
る
。

　そ
れ
は
、
A
I
で
あ
る
。

　A
I
が
行
う
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
融
合
す
る
こ
と
で
、
人
で

は
探
索
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
デ
ー
タ
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
A
I
の
組
み
合
わ
せ
は
、
従
来

の
デ
ー
タ
分
析
の
域
を
こ
え
た
事
象
を
、
不

可
逆
的
に
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

観
光
分
野
に
お
け
る

E
B
D
M

　当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
E
B
D
M
に
関

す
る
デ
ー
タ
活
用
分
析
の
一
連
の
流
れ
は
、

観
光
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味

を
持
つ
。
観
光
政
策
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
立
案
者
の
経
験
や
勘
で
は
、
と
て
も
太
刀

打
ち
で
き
な
い
世
界
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　人
は
、基
本
的
に「
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
」

に
つ
い
て
強
い
バ
イ
ア
ス
を
持
っ
て
し
ま
う
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、百
見
は
一
触（
一
験
）

に
し
か
ず
と
は
、
よ
く
使
わ
れ
る
イ
デ
ィ
オ

ム
で
あ
る
が
、こ
れ
は
、自
身
の
価
値
判
断
が
、

自
身
の
経
験
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、現
在
、我
が
国
に
は
様
々

な
国
か
ら
の
来
訪
者
が
い
る
。国
が
違
え
ば
、

価
値
観
も
文
化
風
習
も
違
う
。
日
本
で
は
、

全
般
的
に
宗
教
的
な
戒
律
に
対
す
る
意
識
は

低
い
が
、
そ
れ
を
高
く
意
識
し
て
い
る
人
々

も
い
る
。
国
内
市
場
に
お
い
て
も
、
高
齢
者

と
若
者
で
は
当
然
に
価
値
観
、
行
動
原
理
は

異
な
る
し
、
夫
婦
と
子
ど
も
2
人
の
「
標
準

世
帯
」
が
総
世
帯
数
に
占
め
る
割
合
は
5
％

に
も
満
た
な
い
。

　つ
ま
り
、
観
光
市
場
に
お
い
て
標
準
的
な

顧
客
像
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
て
お
ら

ず
、
当
然
に
、
自
分
の
価
値
観
や
嗜
好
が
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
観
光
客
と
合
致
す
る
可

能
性
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
国
内
宿
泊
観
光
旅
行

を
毎
年
1
回
以
上
実
施
し
て
い
る
の
は
日
本

人
の
5
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
年
に
2
回
以

上
実
施
し
て
い
る
の
は
日
本
人
の
3
割
程
度

で
、
彼
ら
の
旅
行
の
み
で
、
全
体
市
場
の
7
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観
光
地
域
づ
く
り
と

経
営
学

　2
0
1
7
年
7
月
発
行
の
観
光
文
化
2
3

4
号
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
潮
流
」
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
観
光

地
域
づ
く
り
の
手
法
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化

し
て
き
て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
の
手
法
が
体
系
化
さ
れ

た
の
は
1
9
7
0
年
代
の
後
半
と
さ
れ
る
。

こ
の
時
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、シ
ス
テ
ム
ズ
・

ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
あ
る
。
同

手
法
は
、
全
体
と
そ
の
構
成
要
素
の
関
係
性

に
注
目
し
、
問
題
を
全
体
最
適
で
捉
え
る
も

の
で
、
様
々
な
要
素
（
変
数
）
が
関
わ
る
観

光
地
域
づ
く
り
に
適
し
た
手
法
と
い
え
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
20
世
紀

後
半
に
発
達
し
た
手
法
で
あ
る
が
、同
時
期
、

割
以
上
が
寡
占
さ
れ
て
い
る
。
観
光
活
動
を

経
験
財
（
経
験
し
て
み
な
い
と
、
そ
の
価
値

を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
消
費
や
サ
ー

ビ
ス
）
と
考
え
れ
ば
、
前
述
の
3
割
の
人
々

と
、
そ
の
他
の
7
割
の
人
々
で
は
観
光
に
対

す
る
評
価
軸
は
、
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る

が
、
自
治
体
の
観
光
政
策
や
、
D
M
O
関
係

者
で
あ
っ
て
も
「
3
割
」
で
は
な
い
こ
と
は

ま
ま
あ
る
。

　こ
う
し
た
市
場
構
造
を
考
え
れ
ば
、
担
当

者
が
自
身
の
主
観
の
み
で
、
観
光
地
域
づ
く

り
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
非
合
理
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
他
分
野
に
比

し
て
も
E
B
D
M
の
重
要
性
は
高
い
。

先
行
す
る

海
外
の
取
り
組
み

　本
誌
の
特
集
1
で
は
、
観
光
分
野
の
E
B

D
M
で
活
用
が
考
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
群
に
つ

い
て
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
集

2
、
3
で
は
国
内
で
の
取
り
組
み
事
例
、
特

集
4
、
5
で
は
海
外
で
の
取
り
組
み
事
例
を

取
り
上
げ
た
。

　こ
れ
ら
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
観
光
客
の

動
態
を
デ
ー
タ
と
し
て
捉
え
る
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
質
・
量

と
も
に
、
海
外
が
先
行
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　こ
の
背
景
に
は
、
D
M
に
関
わ
る
E
B
D

M
に
は
、
多
く
の
費
用
が
か
か
り
、
そ
の
費

用
確
保
が
国
内
で
は
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
特
集
3
で
は

現
在
、
我
が
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
観
光

客
動
態
デ
ー
タ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
様
々
な
可
能
性
を
持
っ
た
技
術
は
存
在

し
て
い
る
も
の
の
、
E
B
D
M
と
の
関
係
が

希
薄
な
の
は
、
関
係
者
に
お
い
て
E
B
D
M

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
な
い
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
だ
け
の
財
源

が
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
い
。

　D
M
と
い
う
概
念
は
2
0
0
0
年
代
初
頭

に
生
ま
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
実

践
す
る
組
織
と
し
て
D
M
O
が
提
唱
さ
れ

た
。
欧
米
に
お
い
て
、
そ
れ
が
単
な
る
提
唱

に
留
ま
ら
ず
実
際
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の

は
、
同
時
に
D
M
に
か
か
る
財
源
改
革
を

行
っ
た
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の

ハ
ワ
イ
州
で
は
、
1
9
9
8
年
に
州
の
D
M

を
扱
う
D
M
O
と
し
て
H
T
A
（H

aw
ai‘i 

T
ourism

 A
uthority

）
を
設
立
し
、
翌
年
、

宿
泊
税
の
税
率
を
6
％
か
ら
7
・
25
％
に
引

き
上
げ
、
そ
の
活
動
原
資
と
し
た
。
ま
た
、

ス
イ
ス
の
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州
で
は
、
各

自
治
体
で
バ
ラ
バ
ラ
な
状
態
で
あ
っ
た
宿
泊

税
制
度
を
2
0
1
2
年
、
州
法
に
よ
っ
て
統

一
し
、
州
全
体
で
D
M
を
進
め
る
体
制
を
構

築
し
た
。
さ
ら
に
2
0
1
3
年
か
ら
は
、
一

部
地
域
に
お
い
て
観
光
事
業
税
の
導
入
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　財
源
を
D
M
に
直
結
す
る
税
収
に
求
め
る

こ
と
で
、
D
M
O
は
、
中
長
期
的
な
時
間
軸

で
D
M
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
、
E
B

D
M
に
関
わ
る
デ
ー
タ
の
収
集
分
析
に
も
安

定
的
に
一
定
額
を
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
特
に
重
要
な
の
は
、
人
材
確
保
だ
ろ

う
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
E
B
D
M

に
は
、
膨
大
な
情
報
量
か
ら
有
為
な
情
報
を

導
出
し
て
い
く
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し

な
が
ら
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
、

観
光
に
限
ら
ず
様
々
な
分
野
で
求
め
ら
れ
る

人
材
で
あ
り
、
D
M
O
が
確
保
す
る
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
。
財
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
で
、

競
争
力
の
あ
る
待
遇
提
示
が
可
能
と
な
り
、

優
秀
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。

　対
し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
、
2
0
1
0

年
代
に
は
D
M
O
が
観
光
政
策
課
題
と
な
っ

た
も
の
の
、財
源
に
関
す
る
議
論
は
進
ま
ず
、

従
来
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
に
依
存
す
る

状
態
が
続
い
た
。
単
発
の
予
算
で
も
、
デ
ー

タ
購
入
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
人

件
費
へ
の
充
当
は
難
し
い
。

　特
集
2
で
取
り
上
げ
た
、
下
呂
市
は
、
国

な
ど
の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
い
る
も
の
の
、

温
泉
観
光
協
会
が
強
い
意
思
を
持
っ
て
、
自

ら
が
費
用
負
担
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
今

日
の
体
制
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宿
泊
事
業
者

が
E
B
D
M
の
有
用
性
を
認
識
し
、
必
要
な

費
用
負
担
と
考
え
て
き
た
た
め
だ
が
、
様
々

な
事
業
者
が
混
在
す
る
他
の
観
光
地
で
同
様

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
実
際
、

下
呂
市
の
事
例
は
、
以
前
か
ら
E
B
D
M
や

D
X
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、

後
続
地
域
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

と
な
る
宿
泊
税

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
構
造
が
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

　そ
れ
は
、
宿
泊
税
の
導
入
を
検
討
す
る
自

治
体
が
全
国
的
に
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
宿
泊
税
導
入
の
目
的
や
使
途
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
観
光
政
策
の
た
め
の
法
定
外
目
的
税

と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
（
条
例
が
作
ら
れ

て
い
る
）
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
地
域
の
D
M

活
動
、
D
M
O
の
事
業
費
に
充
当
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　こ
の
財
源
が
E
B
D
M
に
投
下
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
れ
ば
、
我
が
国
地
域
に
お
い
て

も
、欧
米
D
M
O
の
よ
う
に
、科
学
的
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
／
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
実
際
、
特
集
2
で

取
り
上
げ
た
倶
知
安
町
は
、
政
令
市
で
は
な

い
市
町
村
で
、
初
め
て
宿
泊
税
を
導
入
し
た

が
、
そ
の
導
入
に
合
わ
せ
て
観
光
統
計
の
手

法
を
改
定
し
、
よ
り
広
範
な
デ
ー
タ
を
継
続

的
に
取
得
可
能
と
し
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
の
地

域
内
共
有
も
実
現
し
て
き
て
い
る
。
同
地
域

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多
い
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
単
に
下
地
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
D
M
O
た
る

観
光
協
会
が
E
B
D
M
で
事
業
展
開
を
行
っ

て
い
る
成
果
で
も
あ
る
。

　た
だ
、
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
ど
こ

で
も
E
B
D
M
が
拡
が
る
か
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
否
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
人
は

自
身
が
経
験
し
た
こ
と
に
強
い
影
響
を
受
け

る
存
在
で
あ
る
。
観
光
分
野
に
お
け
る
E
B

D
M
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
と
い
う
こ
と

は
、
E
B
D
M
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
人

も
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

E
B
D
M
は
、
そ
の
名
の
通
り
「
意
思
決
定
」

で
あ
っ
て
行
動
で
は
な
い
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
商
品
造
成
、
二
次
交
通
整
備
な
ど
具
体

的
な
行
動
に
費
用
を
割
く
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で
、
宿
泊
税
導
入
を

E
B
D
M
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
宿

泊
税
導
入
の
初
年
度
よ
り
、
財
源
の
一
部
を

意
図
的
、
明
示
的
に
E
B
D
M
に
振
り
分
け

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
入

湯
税
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、税
収
は
一
度
、

使
途
が
割
り
当
て
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の

後
、
使
途
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
難
し
い

性
格
を
持
つ
か
ら
だ
。

E
B
D
M
の
実
践
に
向
け
て

　E
B
D
M
の
実
践
に
は
、
デ
ー
タ
の
収
集

と
、
デ
ー
タ
の
分
析
の
2
つ
の
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
。
デ
ー
タ
は
、
関
連
事
業
者
か

ら
購
入
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
独
自
に
取

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
特

に
、
特
集
5
で
示
し
た
よ
う
な
地
域
内
で
の

き
め
細
か
い
観
光
客
動
態
を
捉
え
る
に
は
、

自
ら
が
動
く
必
要
が
あ
る
。
デ
ー
タ
分
析
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
A
I
が
活
躍
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
A
I
と
や
り
取
り

し
、
展
開
す
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
を
導
出
し
て

い
く
に
は
、
優
秀
な
人
材
が
必
要
と
な
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　E
B
D
M
の
実
践
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
予

算
を
あ
ら
か
じ
め
一
定
枠
を
持
っ
て
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
一
方
で
、
こ

れ
ら
固
定
費
が
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
機
動
的
な
事
業
展
開
の
足
か
せ

に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

　そ
こ
で
、
筆
者
は
、
税
収
の
う
ち
10
％
を

D
M
O
人
件
費
、
5
％
を
デ
ー
タ
購
入
お
よ

び
収
集
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
費
用
と
す
る
こ

と
を
提
唱
し
て
い
る
。
仮
に
税
収
が
1
億
円

で
あ
れ
ば
1
0
0
0
万
円
が
D
M
O
人
件

費
、
5
0
0
万
円
が
デ
ー
タ
取
得
シ
ス
テ
ム

費
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
。
1
0
0
0
万
円
と

い
う
人
件
費
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト（
一
般
の
D
M
O
で
は
C
M
O
に
相
当
）

だ
け
で
な
く
、
C
E
O
や
一
般
ス
タ
ッ
フ
な

ど
も
含
む
た
め
、
や
や
心
も
と
な
い
が
、

C
M
O
は
他
業
務
と
の
兼
任
で
も
O
K
で
あ

る
と
考
え
れ
ば
、
実
現
可
能
な
水
準
と
考
え

て
い
る
。

　宿
泊
税
導
入
と
い
う
機
会
が
、
E
B
D
M

の
実
践
へ
と
つ
な
が
り
、
我
が
国
の
D
M
が

世
界
に
対
抗
で
き
る
水
準
に
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

経
営
学
の
世
界
で
は
、
同
様
に
様
々
な
事
象

を
定
量
的
な
モ
デ
ル
へ
と
転
換
し
、
最
適
な

解
決
策
を
見
出
し
て
い
く
手
法
で
あ
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
（
O
R
）
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。い
ず
れ
も
、

複
雑
化
す
る
現
実
に
対
応
す
る
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
た
。

　1
9
8
0
年
代
に
な
る
と
経
営
学
は
、
戦

略
論
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
、
企
業
活
動
が
活
発
と
な
る
こ
と
で
、

供
給
が
増
大
し
、
供
給＞

需
要
の
市
場
構
造

と
な
り
、
企
業
間
の
競
争
が
、
そ
れ
ま
で
の

製
品
主
義
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
1
・
0
）
か
ら

顧
客
主
義
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
2
・
0
）へ
と

転
化
し
た
こ
と
が
主
因
で
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル

企
業
と
の
相
対
的
な
関
係
性
の
中
で
自
社
を

選
好
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
戦
略
的
な
発
想

が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　一
方
、
観
光
市
場
は
需
要
増
大
が
続
い
て

い
た
た
め
、
製
品
主
義
的
な
発
想
が
継
続
さ

れ
、
よ
り
大
規
模
で
、
統
一
感
の
あ
る
観
光

地
を
提
供
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
「
計
画
」
的
な
観
光
地
を
実

現
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
生
ま
れ
、
各
国
で

大
規
模
な
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
開
発
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　そ
の
後
、
1
9
9
0
年
代
に
入
る
と
経
営

学
は
産
業
の
主
体
が
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス

業
へ
と
シ
フ
ト
す
る
の
に
あ
わ
せ
、
新
た
に

サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
が
立
ち
上

が
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
で

も
宿
泊
や
飲
食
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ

た
観
光
交
流
に
関
連
す
る
業
種
に
特
化
し
た

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
を

創
造
す
る
こ
と
に
な
る
。

　同
時
期
、
観
光
分
野
に
お
い
て
は
、
観
光

市
場
の
増
大
も
一
段
落
し
、
さ
ら
に
、
観
光

需
要
も
分
散
、
多
様
化
し
て
い
っ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
主
眼
は
新
規
開
発
か
ら
、
今
あ
る

地
域
の
よ
り
良
い
管
理
へ
と
移
っ
て
い
っ

た
。
こ
こ
で
概
念
化
さ
れ
た
の
が
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
得
ら
れ
た
知

見
を
、
観
光
地
に
展
開
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
D
M
）
で
あ
り
、

そ
の
実
践
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
の
が

D
M
O
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
観
光
地
域
づ

く
り
の
手
法
は
、
歴
史
的
に
経
営
学
の
概
念

と
近
い
関
係
に
あ
る
。

E
B
D
M
の
動
き

　そ
の
経
営
学
に
お
い
て
2
0
0
0
年
代
に

概
念
化
さ
れ
た
の
がE

vid
en
ce-B

ased
 

M
an
agem

en
t

（E
B
M
gt

）で
あ
る
。
こ
れ

は
1
9
9
0
年
代
、
医
療
分
野
に
お
い
て
、

医
師
の
経
験
や
権
威
に
頼
る
医
療
か
ら
科
学

的
根
拠
（evid

en
ce

）
に
基
づ
く
医
療
行
為

を
行
お
う
と
す
る
取
り
組
み
（E

vid
en
ce-

B
ased

 M
ed
icin
e

）
を
経
営
分
野
に
展
開

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
経
営

者
の
経
験
や
勘
で
は
な
く
、
行
動
科
学
や
経

済
学
、
統
計
分
析
な
ど
信
頼
性
の
あ
る
根
拠

に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
こ

の
動
き
は
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
E
B
D
M

（E
viden

ce-B
ased

 D
ecision M

aking

）

と
し
て
特
定
分
野
に
依
存
し
な
い
普
遍
的
な

意
思
決
定
手
法
と
し
て
整
理
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　E
B
D
M
が
、
広
範
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
現
代
社
会
が
V
U
C

A
（V

olatility

（
変
動
性
）・U

ncertainty

（
不
確
実
性
）・C

om
plexity

（
複
雑
性
）・

A
m
biguity

（
曖
昧
性
））
な
時
代
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
る（
参
考
：
観
光
文
化
2
6
3
号
）。

過
去
の
経
験
が
活
用
で
き
な
い
V
U
C
A
時

代
に
お
け
る
合
理
的
な
意
思
決
定
に
は
、
多

様
か
つ
合
理
的
な
参
考
情
報
が
必
須
と
な
っ

て
い
る
わ
け
だ
。

　も
う
一
つ
、
E
B
D
M
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
必
要
と
な
る
デ
ー

タ
を
得
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の

I
T
、
D
X
の
流
れ
の
中
で
、
多
様
か
つ
大

量
の
定
量
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
と
な
り
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
科
学
的
、

学
術
的
な
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。

も
と
も
と
、
デ
ー
タ
活
用
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
発
展
の
歴
史
と
重
な
る
。
20
世
紀
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
も
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
う

こ
と
は
で
き
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め

構
造
が
定
め
ら
れ
た
箱
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

に
格
納
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
っ
て
、
多

種
多
様
な
デ
ー
タ
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
性
能
の
向
上
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ら
を
分
析
で
き
る
環
境
が
現
出
し
た
。
こ

う
し
た
環
境
の
変
化
を
受
け
、1
9
9
7
年
、

N
A
S
A
の
論
文
に
お
い
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
い
う
言
葉
が
登
場
し
、
そ
の
後
、
量

（V
olum

e

）、
速
度
（V

elocity

）、
多
様
性

（V
ariety

）
の
3
V
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
定

義
と
さ
れ
た
。

　20
世
紀
ま
で
の
大
量
デ
ー
タ
と
、
21
世
紀

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
違
い
は
、
あ
ら
か
じ
め

構
造
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
否
か
と
い
う
こ
と

に
あ
る
。
V
U
C
A
と
は
、
未
来
が
過
去
の

延
長
線
上
で
は
な
い
社
会
で
あ
る
。現
在（
過

去
）
の
知
見
で
構
造
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
の

対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。一
方
、W
E
B
ペ
ー

ジ
や
S
N
S
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
で
提

供
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
、
様
々
な
情
報
を
含
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
多
面
的
に
つ
な
ぎ

合
わ
せ
、
分
析
活
用
す
る
こ
と
で
V
U
C
A

に
も
対
応
で
き
る
価
値
を
創
出
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
2
0
1
0
年
代
に
な

る
と
、こ
の
動
き
は
大
き
く
社
会
に
拡
が
り
、

様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
い
っ

た
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
も
、
こ
の
時
期
だ
。

　さ
ら
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
価
値
を
高
め

る
技
術
革
新
が
現
在
進
行
中
で
生
じ
て
い
る
。

　そ
れ
は
、
A
I
で
あ
る
。

　A
I
が
行
う
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
融
合
す
る
こ
と
で
、
人
で

は
探
索
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
デ
ー
タ
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
A
I
の
組
み
合
わ
せ
は
、
従
来

の
デ
ー
タ
分
析
の
域
を
こ
え
た
事
象
を
、
不

可
逆
的
に
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

観
光
分
野
に
お
け
る

E
B
D
M

　当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
E
B
D
M
に
関

す
る
デ
ー
タ
活
用
分
析
の
一
連
の
流
れ
は
、

観
光
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味

を
持
つ
。
観
光
政
策
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
立
案
者
の
経
験
や
勘
で
は
、
と
て
も
太
刀

打
ち
で
き
な
い
世
界
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　人
は
、基
本
的
に「
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
」

に
つ
い
て
強
い
バ
イ
ア
ス
を
持
っ
て
し
ま
う
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、百
見
は
一
触（
一
験
）

に
し
か
ず
と
は
、
よ
く
使
わ
れ
る
イ
デ
ィ
オ

ム
で
あ
る
が
、こ
れ
は
、自
身
の
価
値
判
断
が
、

自
身
の
経
験
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、現
在
、我
が
国
に
は
様
々

な
国
か
ら
の
来
訪
者
が
い
る
。国
が
違
え
ば
、

価
値
観
も
文
化
風
習
も
違
う
。
日
本
で
は
、

全
般
的
に
宗
教
的
な
戒
律
に
対
す
る
意
識
は

低
い
が
、
そ
れ
を
高
く
意
識
し
て
い
る
人
々

も
い
る
。
国
内
市
場
に
お
い
て
も
、
高
齢
者

と
若
者
で
は
当
然
に
価
値
観
、
行
動
原
理
は

異
な
る
し
、
夫
婦
と
子
ど
も
2
人
の
「
標
準

世
帯
」
が
総
世
帯
数
に
占
め
る
割
合
は
5
％

に
も
満
た
な
い
。

　つ
ま
り
、
観
光
市
場
に
お
い
て
標
準
的
な

顧
客
像
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
て
お
ら

ず
、
当
然
に
、
自
分
の
価
値
観
や
嗜
好
が
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
観
光
客
と
合
致
す
る
可

能
性
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
国
内
宿
泊
観
光
旅
行

を
毎
年
1
回
以
上
実
施
し
て
い
る
の
は
日
本

人
の
5
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
年
に
2
回
以

上
実
施
し
て
い
る
の
は
日
本
人
の
3
割
程
度

で
、
彼
ら
の
旅
行
の
み
で
、
全
体
市
場
の
7
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観
光
地
域
づ
く
り
と

経
営
学

　2
0
1
7
年
7
月
発
行
の
観
光
文
化
2
3

4
号
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
潮
流
」
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
観
光

地
域
づ
く
り
の
手
法
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化

し
て
き
て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
の
手
法
が
体
系
化
さ
れ

た
の
は
1
9
7
0
年
代
の
後
半
と
さ
れ
る
。

こ
の
時
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、シ
ス
テ
ム
ズ
・

ア
プ
ロ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
あ
る
。
同

手
法
は
、
全
体
と
そ
の
構
成
要
素
の
関
係
性

に
注
目
し
、
問
題
を
全
体
最
適
で
捉
え
る
も

の
で
、
様
々
な
要
素
（
変
数
）
が
関
わ
る
観

光
地
域
づ
く
り
に
適
し
た
手
法
と
い
え
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
20
世
紀

後
半
に
発
達
し
た
手
法
で
あ
る
が
、同
時
期
、

割
以
上
が
寡
占
さ
れ
て
い
る
。
観
光
活
動
を

経
験
財
（
経
験
し
て
み
な
い
と
、
そ
の
価
値

を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
消
費
や
サ
ー

ビ
ス
）
と
考
え
れ
ば
、
前
述
の
3
割
の
人
々

と
、
そ
の
他
の
7
割
の
人
々
で
は
観
光
に
対

す
る
評
価
軸
は
、
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る

が
、
自
治
体
の
観
光
政
策
や
、
D
M
O
関
係

者
で
あ
っ
て
も
「
3
割
」
で
は
な
い
こ
と
は

ま
ま
あ
る
。

　こ
う
し
た
市
場
構
造
を
考
え
れ
ば
、
担
当

者
が
自
身
の
主
観
の
み
で
、
観
光
地
域
づ
く

り
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
非
合
理
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
他
分
野
に
比

し
て
も
E
B
D
M
の
重
要
性
は
高
い
。

先
行
す
る

海
外
の
取
り
組
み

　本
誌
の
特
集
1
で
は
、
観
光
分
野
の
E
B

D
M
で
活
用
が
考
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
群
に
つ

い
て
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
集

2
、
3
で
は
国
内
で
の
取
り
組
み
事
例
、
特

集
4
、
5
で
は
海
外
で
の
取
り
組
み
事
例
を

取
り
上
げ
た
。

　こ
れ
ら
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
観
光
客
の

動
態
を
デ
ー
タ
と
し
て
捉
え
る
取
り
組
み

は
、
国
内
外
で
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
質
・
量

と
も
に
、
海
外
が
先
行
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　こ
の
背
景
に
は
、
D
M
に
関
わ
る
E
B
D

M
に
は
、
多
く
の
費
用
が
か
か
り
、
そ
の
費

用
確
保
が
国
内
で
は
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
特
集
3
で
は

現
在
、
我
が
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
観
光

客
動
態
デ
ー
タ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
様
々
な
可
能
性
を
持
っ
た
技
術
は
存
在

し
て
い
る
も
の
の
、
E
B
D
M
と
の
関
係
が

希
薄
な
の
は
、
関
係
者
に
お
い
て
E
B
D
M

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
な
い
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
だ
け
の
財
源

が
確
保
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
い
。

　D
M
と
い
う
概
念
は
2
0
0
0
年
代
初
頭

に
生
ま
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
を
実

践
す
る
組
織
と
し
て
D
M
O
が
提
唱
さ
れ

た
。
欧
米
に
お
い
て
、
そ
れ
が
単
な
る
提
唱

に
留
ま
ら
ず
実
際
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の

は
、
同
時
に
D
M
に
か
か
る
財
源
改
革
を

行
っ
た
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の

ハ
ワ
イ
州
で
は
、
1
9
9
8
年
に
州
の
D
M

を
扱
う
D
M
O
と
し
て
H
T
A
（H

aw
ai‘i 

T
ourism

 A
uthority

）
を
設
立
し
、
翌
年
、

宿
泊
税
の
税
率
を
6
％
か
ら
7
・
25
％
に
引

き
上
げ
、
そ
の
活
動
原
資
と
し
た
。
ま
た
、

ス
イ
ス
の
グ
ラ
ウ
ビ
ュ
ン
デ
ン
州
で
は
、
各

自
治
体
で
バ
ラ
バ
ラ
な
状
態
で
あ
っ
た
宿
泊

税
制
度
を
2
0
1
2
年
、
州
法
に
よ
っ
て
統

一
し
、
州
全
体
で
D
M
を
進
め
る
体
制
を
構

築
し
た
。
さ
ら
に
2
0
1
3
年
か
ら
は
、
一

部
地
域
に
お
い
て
観
光
事
業
税
の
導
入
も
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　財
源
を
D
M
に
直
結
す
る
税
収
に
求
め
る

こ
と
で
、
D
M
O
は
、
中
長
期
的
な
時
間
軸

で
D
M
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
、
E
B

D
M
に
関
わ
る
デ
ー
タ
の
収
集
分
析
に
も
安

定
的
に
一
定
額
を
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
特
に
重
要
な
の
は
、
人
材
確
保
だ
ろ

う
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
E
B
D
M

に
は
、
膨
大
な
情
報
量
か
ら
有
為
な
情
報
を

導
出
し
て
い
く
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し

な
が
ら
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
、

観
光
に
限
ら
ず
様
々
な
分
野
で
求
め
ら
れ
る

人
材
で
あ
り
、
D
M
O
が
確
保
す
る
ハ
ー
ド

ル
は
高
い
。
財
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
で
、

競
争
力
の
あ
る
待
遇
提
示
が
可
能
と
な
り
、

優
秀
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。

　対
し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
、
2
0
1
0

年
代
に
は
D
M
O
が
観
光
政
策
課
題
と
な
っ

た
も
の
の
、財
源
に
関
す
る
議
論
は
進
ま
ず
、

従
来
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
に
依
存
す
る

状
態
が
続
い
た
。
単
発
の
予
算
で
も
、
デ
ー

タ
購
入
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
人

件
費
へ
の
充
当
は
難
し
い
。

　特
集
2
で
取
り
上
げ
た
、
下
呂
市
は
、
国

な
ど
の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
い
る
も
の
の
、

温
泉
観
光
協
会
が
強
い
意
思
を
持
っ
て
、
自

ら
が
費
用
負
担
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、
今

日
の
体
制
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宿
泊
事
業
者

が
E
B
D
M
の
有
用
性
を
認
識
し
、
必
要
な

費
用
負
担
と
考
え
て
き
た
た
め
だ
が
、
様
々

な
事
業
者
が
混
在
す
る
他
の
観
光
地
で
同
様

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
実
際
、

下
呂
市
の
事
例
は
、
以
前
か
ら
E
B
D
M
や

D
X
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、

後
続
地
域
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

と
な
る
宿
泊
税

　し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
構
造
が
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

　そ
れ
は
、
宿
泊
税
の
導
入
を
検
討
す
る
自

治
体
が
全
国
的
に
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
宿
泊
税
導
入
の
目
的
や
使
途
に
つ
い

て
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
ほ
と

ん
ど
が
観
光
政
策
の
た
め
の
法
定
外
目
的
税

と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
（
条
例
が
作
ら
れ

て
い
る
）
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
地
域
の
D
M

活
動
、
D
M
O
の
事
業
費
に
充
当
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　こ
の
財
源
が
E
B
D
M
に
投
下
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
れ
ば
、
我
が
国
地
域
に
お
い
て

も
、欧
米
D
M
O
の
よ
う
に
、科
学
的
な
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
／
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
実
際
、
特
集
2
で

取
り
上
げ
た
倶
知
安
町
は
、
政
令
市
で
は
な

い
市
町
村
で
、
初
め
て
宿
泊
税
を
導
入
し
た

が
、
そ
の
導
入
に
合
わ
せ
て
観
光
統
計
の
手

法
を
改
定
し
、
よ
り
広
範
な
デ
ー
タ
を
継
続

的
に
取
得
可
能
と
し
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
の
地

域
内
共
有
も
実
現
し
て
き
て
い
る
。
同
地
域

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多
い
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
単
に
下
地
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
D
M
O
た
る

観
光
協
会
が
E
B
D
M
で
事
業
展
開
を
行
っ

て
い
る
成
果
で
も
あ
る
。

　た
だ
、
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
ど
こ

で
も
E
B
D
M
が
拡
が
る
か
と
い
え
ば
、
そ

れ
は
否
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
人
は

自
身
が
経
験
し
た
こ
と
に
強
い
影
響
を
受
け

る
存
在
で
あ
る
。
観
光
分
野
に
お
け
る
E
B

D
M
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
と
い
う
こ
と

は
、
E
B
D
M
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
人

も
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

E
B
D
M
は
、
そ
の
名
の
通
り
「
意
思
決
定
」

で
あ
っ
て
行
動
で
は
な
い
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
商
品
造
成
、
二
次
交
通
整
備
な
ど
具
体

的
な
行
動
に
費
用
を
割
く
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
考
え
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で
、
宿
泊
税
導
入
を

E
B
D
M
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
宿

泊
税
導
入
の
初
年
度
よ
り
、
財
源
の
一
部
を

意
図
的
、
明
示
的
に
E
B
D
M
に
振
り
分
け

る
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
入

湯
税
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、税
収
は
一
度
、

使
途
が
割
り
当
て
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の

後
、
使
途
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
難
し
い

性
格
を
持
つ
か
ら
だ
。

E
B
D
M
の
実
践
に
向
け
て

　E
B
D
M
の
実
践
に
は
、
デ
ー
タ
の
収
集

と
、
デ
ー
タ
の
分
析
の
2
つ
の
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
。
デ
ー
タ
は
、
関
連
事
業
者
か

ら
購
入
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
独
自
に
取

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
特

に
、
特
集
5
で
示
し
た
よ
う
な
地
域
内
で
の

き
め
細
か
い
観
光
客
動
態
を
捉
え
る
に
は
、

自
ら
が
動
く
必
要
が
あ
る
。
デ
ー
タ
分
析
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
A
I
が
活
躍
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
A
I
と
や
り
取
り

し
、
展
開
す
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
を
導
出
し
て

い
く
に
は
、
優
秀
な
人
材
が
必
要
と
な
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　E
B
D
M
の
実
践
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
予

算
を
あ
ら
か
じ
め
一
定
枠
を
持
っ
て
確
保
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
一
方
で
、
こ

れ
ら
固
定
費
が
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
機
動
的
な
事
業
展
開
の
足
か
せ

に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

　そ
こ
で
、
筆
者
は
、
税
収
の
う
ち
10
％
を

D
M
O
人
件
費
、
5
％
を
デ
ー
タ
購
入
お
よ

び
収
集
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
費
用
と
す
る
こ

と
を
提
唱
し
て
い
る
。
仮
に
税
収
が
1
億
円

で
あ
れ
ば
1
0
0
0
万
円
が
D
M
O
人
件

費
、
5
0
0
万
円
が
デ
ー
タ
取
得
シ
ス
テ
ム

費
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
。
1
0
0
0
万
円
と

い
う
人
件
費
は
、
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト（
一
般
の
D
M
O
で
は
C
M
O
に
相
当
）

だ
け
で
な
く
、
C
E
O
や
一
般
ス
タ
ッ
フ
な

ど
も
含
む
た
め
、
や
や
心
も
と
な
い
が
、

C
M
O
は
他
業
務
と
の
兼
任
で
も
O
K
で
あ

る
と
考
え
れ
ば
、
実
現
可
能
な
水
準
と
考
え

て
い
る
。

　宿
泊
税
導
入
と
い
う
機
会
が
、
E
B
D
M

の
実
践
へ
と
つ
な
が
り
、
我
が
国
の
D
M
が

世
界
に
対
抗
で
き
る
水
準
に
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

経
営
学
の
世
界
で
は
、
同
様
に
様
々
な
事
象

を
定
量
的
な
モ
デ
ル
へ
と
転
換
し
、
最
適
な

解
決
策
を
見
出
し
て
い
く
手
法
で
あ
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
（
O
R
）
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。い
ず
れ
も
、

複
雑
化
す
る
現
実
に
対
応
す
る
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
た
。

　1
9
8
0
年
代
に
な
る
と
経
営
学
は
、
戦

略
論
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
、
企
業
活
動
が
活
発
と
な
る
こ
と
で
、

供
給
が
増
大
し
、
供
給＞

需
要
の
市
場
構
造

と
な
り
、
企
業
間
の
競
争
が
、
そ
れ
ま
で
の

製
品
主
義
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
1
・
0
）
か
ら

顧
客
主
義
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
2
・
0
）へ
と

転
化
し
た
こ
と
が
主
因
で
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル

企
業
と
の
相
対
的
な
関
係
性
の
中
で
自
社
を

選
好
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
戦
略
的
な
発
想

が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　一
方
、
観
光
市
場
は
需
要
増
大
が
続
い
て

い
た
た
め
、
製
品
主
義
的
な
発
想
が
継
続
さ

れ
、
よ
り
大
規
模
で
、
統
一
感
の
あ
る
観
光

地
を
提
供
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
「
計
画
」
的
な
観
光
地
を
実

現
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
生
ま
れ
、
各
国
で

大
規
模
な
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
開
発
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　そ
の
後
、
1
9
9
0
年
代
に
入
る
と
経
営

学
は
産
業
の
主
体
が
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス

業
へ
と
シ
フ
ト
す
る
の
に
あ
わ
せ
、
新
た
に

サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
が
立
ち
上

が
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
で

も
宿
泊
や
飲
食
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
い
っ

た
観
光
交
流
に
関
連
す
る
業
種
に
特
化
し
た

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
を

創
造
す
る
こ
と
に
な
る
。

　同
時
期
、
観
光
分
野
に
お
い
て
は
、
観
光

市
場
の
増
大
も
一
段
落
し
、
さ
ら
に
、
観
光

需
要
も
分
散
、
多
様
化
し
て
い
っ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
主
眼
は
新
規
開
発
か
ら
、
今
あ
る

地
域
の
よ
り
良
い
管
理
へ
と
移
っ
て
い
っ

た
。
こ
こ
で
概
念
化
さ
れ
た
の
が
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
得
ら
れ
た
知

見
を
、
観
光
地
に
展
開
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
D
M
）
で
あ
り
、

そ
の
実
践
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
の
が

D
M
O
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
観
光
地
域
づ

く
り
の
手
法
は
、
歴
史
的
に
経
営
学
の
概
念

と
近
い
関
係
に
あ
る
。

E
B
D
M
の
動
き

　そ
の
経
営
学
に
お
い
て
2
0
0
0
年
代
に

概
念
化
さ
れ
た
の
がE

vid
en
ce-B

ased
 

M
an
agem

en
t

（E
B
M
gt

）で
あ
る
。
こ
れ

は
1
9
9
0
年
代
、
医
療
分
野
に
お
い
て
、

医
師
の
経
験
や
権
威
に
頼
る
医
療
か
ら
科
学

的
根
拠
（evid

en
ce

）
に
基
づ
く
医
療
行
為

を
行
お
う
と
す
る
取
り
組
み
（E

vid
en
ce-

B
ased

 M
ed
icin
e

）
を
経
営
分
野
に
展
開

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
経
営

者
の
経
験
や
勘
で
は
な
く
、
行
動
科
学
や
経

済
学
、
統
計
分
析
な
ど
信
頼
性
の
あ
る
根
拠

に
基
づ
い
て
行
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
こ

の
動
き
は
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
、
E
B
D
M

（E
viden

ce-B
ased

 D
ecision M

aking

）

と
し
て
特
定
分
野
に
依
存
し
な
い
普
遍
的
な

意
思
決
定
手
法
と
し
て
整
理
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　E
B
D
M
が
、
広
範
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
現
代
社
会
が
V
U
C

A
（V

olatility

（
変
動
性
）・U

ncertainty

（
不
確
実
性
）・C

om
plexity

（
複
雑
性
）・

A
m
biguity

（
曖
昧
性
））
な
時
代
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
る（
参
考
：
観
光
文
化
2
6
3
号
）。

過
去
の
経
験
が
活
用
で
き
な
い
V
U
C
A
時

代
に
お
け
る
合
理
的
な
意
思
決
定
に
は
、
多

様
か
つ
合
理
的
な
参
考
情
報
が
必
須
と
な
っ

て
い
る
わ
け
だ
。

　も
う
一
つ
、
E
B
D
M
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
必
要
と
な
る
デ
ー

タ
を
得
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。
1
9
9
0
年
代
後
半
か
ら
の

I
T
、
D
X
の
流
れ
の
中
で
、
多
様
か
つ
大

量
の
定
量
デ
ー
タ
が
取
得
可
能
と
な
り
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
科
学
的
、

学
術
的
な
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。

も
と
も
と
、
デ
ー
タ
活
用
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
発
展
の
歴
史
と
重
な
る
。
20
世
紀
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
も
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
う

こ
と
は
で
き
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め

構
造
が
定
め
ら
れ
た
箱
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

に
格
納
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
っ
て
、
多

種
多
様
な
デ
ー
タ
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
性
能
の
向
上
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ら
を
分
析
で
き
る
環
境
が
現
出
し
た
。
こ

う
し
た
環
境
の
変
化
を
受
け
、1
9
9
7
年
、

N
A
S
A
の
論
文
に
お
い
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
い
う
言
葉
が
登
場
し
、
そ
の
後
、
量

（V
olum

e

）、
速
度
（V

elocity

）、
多
様
性

（V
ariety

）
の
3
V
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
定

義
と
さ
れ
た
。

　20
世
紀
ま
で
の
大
量
デ
ー
タ
と
、
21
世
紀

の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
違
い
は
、
あ
ら
か
じ
め

構
造
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
否
か
と
い
う
こ
と

に
あ
る
。
V
U
C
A
と
は
、
未
来
が
過
去
の

延
長
線
上
で
は
な
い
社
会
で
あ
る
。現
在（
過

去
）
の
知
見
で
構
造
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
の

対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。一
方
、W
E
B
ペ
ー

ジ
や
S
N
S
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
含
む
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
で
提

供
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
、
様
々
な
情
報
を
含
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
多
面
的
に
つ
な
ぎ

合
わ
せ
、
分
析
活
用
す
る
こ
と
で
V
U
C
A

に
も
対
応
で
き
る
価
値
を
創
出
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
2
0
1
0
年
代
に
な

る
と
、こ
の
動
き
は
大
き
く
社
会
に
拡
が
り
、

様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
い
っ

た
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
も
、
こ
の
時
期
だ
。

　さ
ら
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
価
値
を
高
め

る
技
術
革
新
が
現
在
進
行
中
で
生
じ
て
い
る
。

　そ
れ
は
、
A
I
で
あ
る
。

　A
I
が
行
う
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
融
合
す
る
こ
と
で
、
人
で

は
探
索
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
デ
ー
タ
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
A
I
の
組
み
合
わ
せ
は
、
従
来

の
デ
ー
タ
分
析
の
域
を
こ
え
た
事
象
を
、
不

可
逆
的
に
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

観
光
分
野
に
お
け
る

E
B
D
M

　当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
E
B
D
M
に
関

す
る
デ
ー
タ
活
用
分
析
の
一
連
の
流
れ
は
、

観
光
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味

を
持
つ
。
観
光
政
策
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
立
案
者
の
経
験
や
勘
で
は
、
と
て
も
太
刀

打
ち
で
き
な
い
世
界
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　人
は
、基
本
的
に「
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
」

に
つ
い
て
強
い
バ
イ
ア
ス
を
持
っ
て
し
ま
う
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、百
見
は
一
触（
一
験
）

に
し
か
ず
と
は
、
よ
く
使
わ
れ
る
イ
デ
ィ
オ

ム
で
あ
る
が
、こ
れ
は
、自
身
の
価
値
判
断
が
、

自
身
の
経
験
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、現
在
、我
が
国
に
は
様
々

な
国
か
ら
の
来
訪
者
が
い
る
。国
が
違
え
ば
、

価
値
観
も
文
化
風
習
も
違
う
。
日
本
で
は
、

全
般
的
に
宗
教
的
な
戒
律
に
対
す
る
意
識
は

低
い
が
、
そ
れ
を
高
く
意
識
し
て
い
る
人
々

も
い
る
。
国
内
市
場
に
お
い
て
も
、
高
齢
者

と
若
者
で
は
当
然
に
価
値
観
、
行
動
原
理
は

異
な
る
し
、
夫
婦
と
子
ど
も
2
人
の
「
標
準

世
帯
」
が
総
世
帯
数
に
占
め
る
割
合
は
5
％

に
も
満
た
な
い
。

　つ
ま
り
、
観
光
市
場
に
お
い
て
標
準
的
な

顧
客
像
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
て
お
ら

ず
、
当
然
に
、
自
分
の
価
値
観
や
嗜
好
が
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
観
光
客
と
合
致
す
る
可

能
性
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
国
内
宿
泊
観
光
旅
行

を
毎
年
1
回
以
上
実
施
し
て
い
る
の
は
日
本

人
の
5
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
年
に
2
回
以

上
実
施
し
て
い
る
の
は
日
本
人
の
3
割
程
度

で
、
彼
ら
の
旅
行
の
み
で
、
全
体
市
場
の
7
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活 動 報 告
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合
意
形
成
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
：

可
視
化
デ
ー
タ
を「
共
通
言
語
」に

　第
3
の
柱
は
、
地
域
内
の
多
様
な
主
体
と

の
合
意
形
成
を
支
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

で
あ
る
。
デ
ー
タ
の
可
視
化
は
、
単
な
る
分

析
の
道
具
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
、
事
業
者
、

行
政
が
共
通
の
課
題
認
識
を
持
ち
、
対
話
を

深
め
て
い
く
た
め
の
「
共
通
言
語
」
と
し
て

機
能
す
る
。
特
に
、
宿
泊
税
の
納
税
者
で
あ

る
宿
泊
事
業
者
と
の
関
係
性
に
お
い
て
は
、

「
な
ぜ
徴
収
す
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
」
を
客
観
的
に
伝
え
る
必
要

が
あ
る
。

　透
明
性
の
高
い
情
報
提
供
と
丁
寧
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
、
制
度
へ
の
理
解
と
納
得
、
さ
ら
に
は
参

画
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
宿
泊
税

は
単
な
る
観
光
振
興
財
源
と
い
う
枠
組
み
を

超
え
て
、
地
域
経
営
の
「
デ
ー
タ
駆
動
型
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
促
進
す
る
触
媒
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
税
制

度
を
単
に
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
運

用
過
程
に
お
い
て
「
地
域
が
学
び
、
進
化
す

る
」メ
カ
ニ
ズ
ム
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が
、

今
後
の
観
光
地
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

　現
在
、
J
T
B
F
が
支
援
す
る
複
数
の
自

治
体
に
お
い
て
、
こ
の
モ
デ
ル
に
基
づ
く
仕

組
み
の
最
適
化
に
向
け
た
議
論
と
実
装
に
向

か
っ
て
、
準
備
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
あ
る
自

治
体
で
は
、
宿
泊
税
制
度
の
設
計
段
階
か
ら

「
デ
ー
タ
活
用
目
的
」
を
明
示
的
に
盛
り
込

み
、
導
入
後
は
毎
年
度
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

施
策
の
検
討
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。ま
た
、

本
件
は
自
治
体
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は

な
く
、
地
域
内
の
観
光
事
業
者
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宿
泊
デ
ー
タ
を

地
域
と
し
て
収
集
す
る
た
め
に
は
、
各
宿
泊

施
設
か
ら
の
デ
ー
タ
接
続
の
同
意
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
す
で
に
地
域
に
視
察
な

ど
を
行
い
、
合
意
形
成
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　こ
う
し
た
動
き
は
、
単
に
仕
組
み
を
導
入

す
る
こ
と
以
上
に
、「
仕
組
み
を
地
域
に
根

付
か
せ
る
」
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
加
え

て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
対
話
は
、
観
光
事

業
者
の
意
識
変
容
や
主
体
的
な
参
画
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
観
光
地

経
営
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
る
。

　本
稿
で
紹
介
し
た
2
つ
の
取
り
組
み
│
│

旅
行
者
調
査
デ
ー
タ
の
可
視
化
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
の
整
備
と
、
宿
泊
税
を
活
用
し
た
観

光
地
経
営
モ
デ
ル
の
研
究
│
│
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
事
業
に
見
え
る
も
の
の
、
実
際

に
は
観
光
を〝
見
え
る
化
〞し
、〝
動
か
す
〞た

め
の
両
輪
の
関
係
に
あ
る
。

　デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
は
、
J
T
B
F

が
長
年
蓄
積
し
て
き
た
旅
行
者
の
実
態
・
意

識
に
関
す
る
調
査
結
果
を
、
誰
も
が
直
感

的
に
分
析
・
活
用
で
き
る
形
で
再
構
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
体
や

D
M
O
、
研
究
機
関
、
民
間
事
業
者
と
い
っ

た
多
様
な
主
体
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
意
思
決
定
を
行
え
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ

る
。〝
感
覚
〞で
は
な
く〝
根
拠
〞に
基
づ
く
観

光
政
策
や
施
策
判
断
が
、
よ
り
現
実
的
な
選

択
肢
と
な
り
つ
つ
あ
る
点
は
大
き
な
前
進
で

あ
る
。

　一
方
、
観
光
地
経
営
モ
デ
ル
研
究
は
、
宿

泊
税
を
「
一
時
的
な
財
源
」
で
は
な
く
、「
持

続
的
な
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
投
資
」
と

し
て
再
定
義
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
核

に
は
「
デ
ー
タ
に
基
づ
く
対
話
と
合
意
形
成

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
（
需
要
の
創
出
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
環

境
の
整
備
・
調
整
）
は
不
可
分
の
関
係
に
あ

り
、
こ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
に
は
安
定
的

な
財
源
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

J
T
B
F
で
は
、
2
0
0
0
年
代
か
ら
、
入
湯

税
の
超
過
課
税
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
財
源

の
研
究
を
自
治
体
な
ど
と
進
め
、
2
0
1
5

年
、初
の
入
湯
税
の
超
過
課
税
導
入
を
支
援
。

2
0
1
7
年
に
は
宿
泊
税
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
財
源
研
究
会
を
創
設
す
る
な
ど
、
宿
泊
税

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
財
源
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
調
査
・
提
言
・
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
近
年
、
各
地
で
宿
泊
税
導
入
が
進
む
中
、

単
な
る
財
源
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
地

経
営
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
制
度
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
宿
泊
税
の

戦
略
的
活
用
を
前
提
と
し
た
「
観
光
地
経
営

モ
デ
ル
」
と
、
そ
れ
を
支
え
る
デ
ー
タ
基
盤

の
構
築
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

　宿
泊
税
は
、
観
光
客
か
ら
得
ら
れ
る
直
接

的
な
財
源
と
し
て
、
観
光
の
受
益
と
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
仕
組
み
で
あ
る
。
東
京
都

や
京
都
市
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
全
国
で
20

を
超
え
る
自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
。
こ
の

制
度
に
よ
る
税
収
の
使
途
は
観
光
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
振
興
、
環
境
整
備
、
観
光
客
の
受

入
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　J
T
B
F
で
は
、
宿
泊
税
を
単
な
る
費
用

負
担
の
手
段
で
は
な
く
、
地
域
が
自
ら
観
光

を
経
営
す
る
た
め
の
基
盤
と
捉
え
て
い
る
。

と
く
に
地
方
部
に
お
い
て
は
、
財
政
的
・
人

的
資
源
が
限
ら
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
を
「
未

来
へ
の
投
資
」
と
位
置
付
け
る
発
想
が
求
め

ら
れ
る
。
戦
略
的
な
制
度
設
計
と
運
用
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
観
光
施
策
の
優

先
順
位
付
け
や
、
E
B
P
M
を
進
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　J
T
B
F
で
は
現
在
、
宿
泊
税
の
導
入
を

予
定
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
複
数
の
自
治
体

と
連
携
し
、「
観
光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」

と
位
置
付
け
た
実
証
的
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
財
源
を
一
過
性

の
収
入
と
し
て
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
自
律
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構
築

す
る
た
め
の
「
仕
組
み
」
と
し
て
制
度
化
す

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
本
ア
プ

ロ
ー
チ
は
大
き
く
3
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

① 

観
光
財
源
の
戦
略
的
な
再
配
分
：

デ
ー
タ
と
人
材
、
対
話
の
基
盤
づ
く
り

　ま
ず
、
宿
泊
税
収
の
う
ち
一
定
割
合
（
例

え
ば
5
％
）を
、「
観
光
地
経
営
の
基
盤
強
化
」

に
充
て
る
こ
と
を
制
度
上
明
確
に
位
置
づ
け

る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
3
要
素
へ
の
継

続
的
な
投
資
で
あ
る
。

◯
デ
ー
タ
基
盤
の
整
備
：
調
査
、収
集
、分
析
、

可
視
化
、
情
報
公
開
に
至
る
一
連
の
サ
イ
ク

ル
を
持
続
的
に
支
え
る
。

◯
人
材
育
成
：
自
治
体
職
員
や
観
光
協
会
ス

タ
ッ
フ
が
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
、
意
思
決
定

に
活
か
せ
る
よ
う
支
援
。

◯
合
意
形
成
の
場
の
醸
成
：
地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
同
じ
情
報
に
基
づ

い
て
議
論
で
き
る
「
共
通
基
盤
」
の
提
供
。

　こ
の
よ
う
な
情
報
と
対
話
の
イ
ン
フ
ラ
に

継
続
的
に
投
資
す
る
こ
と
で
、宿
泊
税
を「
管

理
コ
ス
ト
」
で
は
な
く
「
経
営
投
資
」
と
し

て
捉
え
る
文
化
の
醸
成
を
図
る
。

② 

多
様
な
観
光
関
連
デ
ー
タ
の
統
合
：

可
視
化
に
よ
る
共
通
理
解
の
促
進

　整
備
さ
れ
る
デ
ー
タ
基
盤
に
は
、
次
の
よ

う
な
多
様
な
デ
ー
タ
が
統
合
的
に
組
み
込
ま

れ
る
。

◯
観
光
統
計
指
標
デ
ー
タ
：
観
光
入
込
客
数
、

延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消
費
額
、
旅
行
者
満

足
度
、
住
民
の
観
光
受
容
性
、
域
内
調
達
率
、

経
済
波
及
効
果
な
ど
、
地
域
経
営
の
全
体
像

を
測
る
マ
ク
ロ
指
標
。

◯
旅
行
者
関
連
デ
ー
タ
：
宿
泊
者
の
属
性
情

報
、
位
置
情
報
、
W
e
b
ア
ク
セ
ス
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
発
言
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

リ
ス
ニ
ン
グ
）
な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視

点
か
ら
の
意
思
決
定
を
支
え
る
デ
ー
タ
。

◯
税
収
関
連
デ
ー
タ
：
宿
泊
税
収
の
推
移
、

使
途
の
内
訳
、
部
門
別
配
分
な
ど
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
透
明
性
を
担
保
す
る
財
政
デ
ー
タ
。

　こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
をT

ab
leau

等
の
可

視
化
ツ
ー
ル
で
視
覚
的
に
整
理
・
統
合
し
、

自
治
体
職
員
、
観
光
協
会
、
地
域
事
業
者
が

共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
デ
ー
タ
に

ア
ク
セ
ス
し
な
が
ら
議
論
・
判
断
で
き
る
環

境
を
整
え
る
。
ま
た
、
J
T
B
F
と
し
て
は
、

現
場
で
の
利
活
用
が
円
滑
に
進
む
よ
う
伴
走

支
援
を
提
供
し
て
い
る
。

● 

民
間
事
業
者
に
お
け
る
活
用

　宿
泊
・
交
通
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
旅
行
者
の
来
訪
意
向
や
訪
問

理
由
の
分
析
を
通
じ
て
、
自
社
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
点
や
改
善
の
優
先
順
位
を
定
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
可
能
性
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
も
有

効
で
あ
る
。

活
用
例
：
地
域
の
旅
館
が
、
外
国
人
カ
ッ
プ

ル
層
の
「
観
光
地
名
の
認
知
率
」
と
「
来
訪

意
向
地
名
」
の
関
係
を
分
析
し
、
旅
館
と
し

て
周
辺
観
光
の
地
域
名
の
打
ち
出
し
方
を
再

検
討
す
る
（
富
山

⇔

立
山
／
黒
部
）。

　こ
の
よ
う
に
、
可
視
化
ツ
ー
ル
を
通
じ
て

共
有
さ
れ
る
客
観
的
な
デ
ー
タ
は
、
現
場
の

感
覚
や
経
験
と
組
み
合
わ
せ
て
議
論
を
深
め

る
う
え
で
有
効
で
あ
り
、
と
く
に
地
域
単
位

で
の
E
B
P
M（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）

を
推
進
す
る
基
盤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
行
政
・
民
間
・
研
究
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
共
通
の
情
報
を
も
と
に
対
話
し
、
戦
略
的

な
観
光
地
経
営
に
向
け
た
連
携
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
後
は
、
以
下
の
よ
う
な
展
望
と
課
題
に

向
け
て
、
取
り
組
み
を
深
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

★
他
デ
ー
タ
と
の
連
携
：
観
光
統
計
を
は
じ

め
と
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
地
域
の
位
置

情
報
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
な
ど
と

の
統
合
を
検
討
。

★
利
用
者
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
基
づ
く
U
I

／
U
X
改
善
：
検
索
性
・
操
作
性
を
高
め
る

改
修
の
継
続
。

★
教
材
化
の
推
進
：
大
学
な
ど
で
の
授
業
・

ゼ
ミ
で
の
活
用
を
想
定
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

や
教
材
の
整
備
。

　

　ま
た
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
担
保
し
な
が

ら
、
よ
り
柔
軟
な
分
析
が
で
き
る
よ
う
匿
名

加
工
処
理
や
サ
ン
プ
ル
抽
出
方
法
の
透
明
化

も
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

  

と
い
っ
た
点
に
あ
る
。

　可
視
化
の
導
入
に
よ
り
、調
査
結
果
が〝
読

む
も
の
〞か
ら〝
使
う
も
の
〞へ
と
進
化
し
た
。

　今
回
公
開
を
予
定
し
て
い
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
は
、「
日
本
人
旅
行
者
実
態
調
査
」「
日

本
人
旅
行
者
意
識
調
査
」「
訪
日
外
国
人
意

向
調
査
」
の
3
つ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
構

成
し
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に
対
し
て
、

「
時
系
列
分
析
」「
設
問
分
析
」「
年
比
較
分
析
」

と
い
う
3
つ
の
主
要
な
分
析
モ
ー
ド
を
設
け

て
お
り
、
利
用
者
の
分
析
目
的
に
応
じ
て
、

柔
軟
な
視
点
で
デ
ー
タ
を
探
索
で
き
る
構
成

と
し
て
い
る
。

　各
分
析
モ
ー
ド
の
概
要
と
想
定
用
途
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◯
時
系
列
分
析
：
特
定
の
居
住
地
や
旅
行
先
、

あ
る
い
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト
（
例
：

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
カ
ッ
プ
ル
層
な
ど
）
に
お

け
る
旅
行
者
の
実
態
、
意
識
、
意
向
が
、
過

去
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を

視
覚
的
に
把
握
で
き
る
。

例
：
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の「
観
光
地
名
の
認
知
率
」

や
「
訪
問
経
験
率
」
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

◯
設
問
分
析
：
特
定
の
属
性
条
件
を
も
と
に
、

複
数
の
設
問
項
目
を
横
断
的
に
比
較
し
、
旅

行
者
の
特
徴
を
多
角
的
に
把
握
す
る
。
施
策

検
討
の
初
期
段
階
や
、
仮
説
立
案
時
に
有
効

な
分
析
視
点
で
あ
る
。

例
：
2
0
2
4
年
時
点
に
お
け
る
夫
婦
・
カ
ッ

プ
ル
層
の
情
報
収
集
手
段
と
予
約
方
法
を
同

時
に
確
認
し
、
デ
ジ
タ
ル
接
点
の
有
無
を
把

握
す
る
。

◯
年
比
較
分
析
：
同
じ
設
問
項
目
に
対
し
て
、

任
意
の
2
つ
の
年
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
傾

向
の
変
化
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
観
光
政
策
の
評
価
や
外
部
環
境
の
変
化

の
把
握
な
ど
に
適
し
て
い
る
。

例
：
コ
ロ
ナ
禍
前
（
2
0
1
9
年
）
と
直
近

年
（
2
0
2
4
年
）
に
お
け
る
、
首
都
圏
在

住
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
よ
る
北
海
道
へ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
の
利
用
割
合
を
比
較
し
、

回
復
傾
向
を
把
握
す
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
機
能
に

よ
り
、
利
用
者
自
身
が
絞
り
込
み
た
い
条
件

（
居
住
地
、
年
齢
層
、
性
別
、
世
帯
年
収
、

旅
行
頻
度
、
旅
行
目
的
な
ど
）
を
自
由
に
指

定
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
単
な
る
集
計
に
と
ど
ま

ら
ず
、
仮
説
探
索
型
の
デ
ー
タ
分
析
や
実
務

に
直
結
す
る
知
見
の
抽
出
が
可
能
と
な
る
。

　ま
た
、
初
め
て
利
用
す
る
方
で
も
迷
わ
ず

操
作
で
き
る
よ
う
、
各
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に

は
簡
易
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
代
表
的
な
活
用
例
を

添
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自

治
体
職
員
や
地
域
D
M
O
の
関
係
者
、大
学
・

専
門
学
校
の
学
生
・
研
究
者
な
ど
、
多
様
な

ユ
ー
ザ
ー
層
が
自
ら
の
業
務
・
研
究
目
的
に

応
じ
て
容
易
に
活
用
で
き
る
導
入
環
境
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　本
デ
ー
タ
可
視
化
ツ
ー
ル
は
、
観
光
地
経

営
の
戦
略
立
案
か
ら
現
場
施
策
の
検
証
、
研

究
・
教
育
分
野
で
の
実
証
分
析
に
至
る
ま
で
、

幅
広
い
用
途
で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
用

シ
ー
ン
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

● 

自
治
体
・
D
M
O
に
お
け
る
活
用

　国
内
お
よ
び
訪
日
市
場
の
双
方
に
お
い

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
層
（
例
え
ば
「
20

〜
30
代
の
カ
ッ
プ
ル
旅
行
者
」「
ア
ジ
ア
市

場
の
都
市
部
在
住
者
」
な
ど
）
に
対
す
る
自

地
域
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
変
化
や
特
徴

を
定
量
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
や
受

入
環
境
整
備
、
K
P
I
設
計
に
根
拠
を
与
え

る
分
析
が
行
え
る
。

活
用
例
：
①
地
方
都
市
の
D
M
O
が
、
首
都

圏
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
春
休
み
旅
行
に
お
け
る

旅
行
目
的
や
支
出
傾
向
を
把
握
し
、
季
節
イ

ベ
ン
ト
の
設
計
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
の
絞

り
込
み
を
行
う
。

②
新
た
に
訪
日
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し
て
働
き

か
け
を
検
討
し
て
い
る
自
治
体
が
、
自
地
域

に
対
し
て
、
認
知
と
来
訪
意
向
が
高
い
訪
日

外
国
人
属
性
を
抽
出
し
、
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
方
針
を
検
討
す
る
。

● 

大
学
・
研
究
機
関
に
お
け
る
活
用

　長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
時
系
列

デ
ー
タ
と
、
詳
細
な
地
域
別
・
属
性
別
ク

ロ
ス
集
計
が
可
能
な
本
ツ
ー
ル
は
、
観
光

行
動
の
変
遷
や
地
域
間
比
較
な
ど
の
研
究

分
析
に
有
効
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

や
卒
業
論
文
、
ゼ
ミ
研
究
に
お
い
て
も
、

実
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
と
な
る
。

活
用
例
：
①
地
域
観
光
論
の
講
義
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
の
訪
日
外
国
人
の
訪
問

意
向
地
域
と
実
際
の
経
験
の
傾
向
の
変
化

を
学
生
が
可
視
化
・
分
析
し
て
ま
と
め
、

プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。

②
観
光
社
会
学
の
研
究
者
が
、「
情
報
収
集

手
段
と
訪
問
先
選
定
の
関
係
」
に
関
す
る
仮

説
を
設
け
、
可
視
化
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
用

い
て
検
証
す
る
。

　
　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
（
J
T
B

F
）
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
国
内
外
旅
行
者

の
実
態
と
意
識
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て

き
た
。
特
に
「
J
T
B
F
旅
行
者
調
査
」
は
、

旅
行
者
の
属
性
、
行
動
、
意
識
を
体
系
的
に

把
握
す
る
国
内
で
も
稀
有
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
ま
た
D
B
J
（
株
式
会
社
日
本
政
策
投

資
銀
行
）
と
連
携
し
た
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意

向
調
査
」
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に

お
け
る
重
要
な
知
見
を
提
供
し
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
こ
れ
ま
で

P
D
F
レ
ポ
ー
ト
や
W
e
b
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
公
開
し
て
き
た
が
、
よ
り
柔
軟
か
つ
直
感

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
2
0
2
5
年
7
月

を
目
途
にT

ab
leau

に
よ
る
可
視
化
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
と
し
て
再
構
築
・
外
部
公
開
す

る
運
び
と
な
っ
た
※
。本
稿
で
は
、こ
の
デ
ー

タ
可
視
化
の
意
義
と
構
成
、
活
用
の
可
能
性

を
紹
介
し
、
観
光
政
策
・
研
究
・
実
務
に
お

け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
意
思
決
定
支
援

を
目
指
し
た
本
取
り
組
み
の
背
景
、
意
図
、

そ
し
て
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

※
原
稿
執
筆
時
点
で
は
未
公
開
。

　J
T
B
F
旅
行
者
調
査
は
、
2
0
0
0
年

代
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、「
実
態
調
査
」

で
は
旅
行
者
の
行
動
や
消
費
、「
意
識
調
査
」

で
は
旅
行
目
的
や
期
待
、
不
安
な
ど
の
心
理

面
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
。
調
査
対
象
は

日
本
人
国
内
旅
行
者
お
よ
び
訪
日
外
国
人
旅

行
者
で
、定
期
的
な
更
新
を
重
ね
る
こ
と
で
、

時
系
列
で
の
変
化
も
追
跡
可
能
な
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
意
向
調
査
は
、

2
0
1
2
年
よ
り
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
の
主

要
市
場
を
対
象
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

の
動
向
と
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
定
点
観
測
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
を
継
続
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

旅
行
意
向
や
価
値
観
の
変
容
を
い
ち
早
く

捉
え
て
き
た
。

　い
ず
れ
の
調
査
も
、
十
分
な
サ
ン
プ
ル
サ

イ
ズ
と
属
性
構
成
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
で
、

政
策
立
案
や
地
域
施
策
に
お
い
て
信
頼
性
の

高
い
デ
ー
タ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　本
取
り
組
み
で
は
、
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な

デ
ー
タ
をT

ab
leau

上
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
専
門
家
以
外
に
も
扱
い
や
す
い
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
実
現
し
た
。
P
D
F
レ

ポ
ー
ト
で
は
限
ら
れ
て
い
た
ク
ロ
ス
分
析
や

時
系
列
比
較
が
、
任
意
の
軸
で
自
由
に
設
定

可
能
と
な
り
、
実
務
上
の
問
い
に
即
応
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

　例
え
ば
、「
再
訪
意
向
が
高
い
市
場
は
ど

こ
か
」「
旅
費
の
増
減
傾
向
と
満
足
度
の
関

係
」「
旅
行
目
的
別
の
訪
問
地
域
の
違
い
」
な

ど
、
従
来
は
複
数
の
資
料
を
横
断
的
に
見
な

け
れ
ば
難
し
か
っ
た
分
析
が
、
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
で
可
能
と
な
る
。

　

T
ab
leau

の
選
定
理
由
は
、

★
操
作
性
が
直
感
的
で
、
非
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

も
扱
え
る
こ
と
。

★
W
e
b
ベ
ー
ス
で
の
公
開
が
容
易
で
、
外

部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
柔
軟
で
あ
る
こ
と
。

★
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン
等
の

機
能
に
優
れ
、
複
数
視
点
で
の
探
索
的
分
析

1
．J
T
B
F
デ
ー
タ

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

（
仮
名
）の
整
備
公
開

〝
見
え
る
化
〞か
ら

〝
動
か
す
〞へ

〜
J
T
B
F
が
挑
む
、

地
域
モ
デ
ル
実
装
と

地
域
経
営
の
転
換
点

T
ab
leau

に
よ
る

可
視
化
の
意
義

（
3
） 

実
際
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

構
成
と
そ
の
使
い
方

（
4
） 

想
定
さ
れ
る

活
用
シ
ー
ン
と
期
待

（
5
） 

は
じ
め
に

（
1
） 

調
査
概
要
と
そ
の
進
化

（
2
） 

の
仕
組
み
」
が
あ
る
。
可
視
化
さ
れ
た
情
報

が
共
通
の
土
台
と
な
り
、
地
域
内
の
多
様
な

主
体
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
意
思
決
定
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
。

　実
際
に
、
モ
デ
ル
研
究
を
進
め
る
自
治
体

で
は
、
宿
泊
税
制
度
の
設
計
段
階
か
ら
デ
ー

タ
利
活
用
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
観
光
事
業

者
と
連
携
し
、
仕
組
み
の
構
築
と
定
着
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
単
な
る
制
度
導
入

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体
で
学
び
、
協
働

し
、
進
化
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
形
成
の
第

一
歩
と
い
え
る
。

　今
後
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の

地
域
に
展
開
し
、
各
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

デ
ー
タ
基
盤
の
機
能
強
化
や
、
担
い
手
と
な

る
人
材
の
育
成
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
デ
ー
タ
が
「
知
の
資
産
」
と
し
て
地
域

内
で
循
環
し
、
観
光
の
持
続
可
能
性
と
自
律

性
を
高
め
て
い
く
に
は
、
地
域
社
会
全
体
が

こ
の
取
り
組
み
を〝
自
分
ご
と
〞と
し
て
捉

え
、
主
体
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　J
T
B
F
は
今
後
も
、「
観
光
を
支
え
る
地

域
」「
地
域
を
支
え
る
観
光
」
を
実
現
す
る
た

め
、
デ
ー
タ
を
軸
と
し
た
知
の
基
盤
づ
く
り

を
通
じ
て
、
そ
の
進
化
を
後
押
し
し
て
い
く
。

　
　

 

（
文
：
J
T
B
F
蛯
澤
俊
典
）
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③ 

合
意
形
成
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
：

可
視
化
デ
ー
タ
を「
共
通
言
語
」に

　第
3
の
柱
は
、
地
域
内
の
多
様
な
主
体
と

の
合
意
形
成
を
支
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

で
あ
る
。
デ
ー
タ
の
可
視
化
は
、
単
な
る
分

析
の
道
具
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
、
事
業
者
、

行
政
が
共
通
の
課
題
認
識
を
持
ち
、
対
話
を

深
め
て
い
く
た
め
の
「
共
通
言
語
」
と
し
て

機
能
す
る
。
特
に
、
宿
泊
税
の
納
税
者
で
あ

る
宿
泊
事
業
者
と
の
関
係
性
に
お
い
て
は
、

「
な
ぜ
徴
収
す
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
」
を
客
観
的
に
伝
え
る
必
要

が
あ
る
。

　透
明
性
の
高
い
情
報
提
供
と
丁
寧
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
、
制
度
へ
の
理
解
と
納
得
、
さ
ら
に
は
参

画
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
宿
泊
税

は
単
な
る
観
光
振
興
財
源
と
い
う
枠
組
み
を

超
え
て
、
地
域
経
営
の
「
デ
ー
タ
駆
動
型
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
促
進
す
る
触
媒
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
税
制

度
を
単
に
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
運

用
過
程
に
お
い
て
「
地
域
が
学
び
、
進
化
す

る
」メ
カ
ニ
ズ
ム
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が
、

今
後
の
観
光
地
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

　現
在
、
J
T
B
F
が
支
援
す
る
複
数
の
自

治
体
に
お
い
て
、
こ
の
モ
デ
ル
に
基
づ
く
仕

組
み
の
最
適
化
に
向
け
た
議
論
と
実
装
に
向

か
っ
て
、
準
備
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
あ
る
自

治
体
で
は
、
宿
泊
税
制
度
の
設
計
段
階
か
ら

「
デ
ー
タ
活
用
目
的
」
を
明
示
的
に
盛
り
込

み
、
導
入
後
は
毎
年
度
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

施
策
の
検
討
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。ま
た
、

本
件
は
自
治
体
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は

な
く
、
地
域
内
の
観
光
事
業
者
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宿
泊
デ
ー
タ
を

地
域
と
し
て
収
集
す
る
た
め
に
は
、
各
宿
泊

施
設
か
ら
の
デ
ー
タ
接
続
の
同
意
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
す
で
に
地
域
に
視
察
な

ど
を
行
い
、
合
意
形
成
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　こ
う
し
た
動
き
は
、
単
に
仕
組
み
を
導
入

す
る
こ
と
以
上
に
、「
仕
組
み
を
地
域
に
根

付
か
せ
る
」
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
加
え

て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
対
話
は
、
観
光
事

業
者
の
意
識
変
容
や
主
体
的
な
参
画
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
観
光
地

経
営
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
る
。

　本
稿
で
紹
介
し
た
2
つ
の
取
り
組
み
│
│

旅
行
者
調
査
デ
ー
タ
の
可
視
化
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
の
整
備
と
、
宿
泊
税
を
活
用
し
た
観

光
地
経
営
モ
デ
ル
の
研
究
│
│
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
事
業
に
見
え
る
も
の
の
、
実
際

に
は
観
光
を〝
見
え
る
化
〞し
、〝
動
か
す
〞た

め
の
両
輪
の
関
係
に
あ
る
。

　デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
は
、
J
T
B
F

が
長
年
蓄
積
し
て
き
た
旅
行
者
の
実
態
・
意

識
に
関
す
る
調
査
結
果
を
、
誰
も
が
直
感

的
に
分
析
・
活
用
で
き
る
形
で
再
構
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
体
や

D
M
O
、
研
究
機
関
、
民
間
事
業
者
と
い
っ

た
多
様
な
主
体
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
意
思
決
定
を
行
え
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ

る
。〝
感
覚
〞で
は
な
く〝
根
拠
〞に
基
づ
く
観

光
政
策
や
施
策
判
断
が
、
よ
り
現
実
的
な
選

択
肢
と
な
り
つ
つ
あ
る
点
は
大
き
な
前
進
で

あ
る
。

　一
方
、
観
光
地
経
営
モ
デ
ル
研
究
は
、
宿

泊
税
を
「
一
時
的
な
財
源
」
で
は
な
く
、「
持

続
的
な
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
投
資
」
と

し
て
再
定
義
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
核

に
は
「
デ
ー
タ
に
基
づ
く
対
話
と
合
意
形
成

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
（
需
要
の
創
出
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
環

境
の
整
備
・
調
整
）
は
不
可
分
の
関
係
に
あ

り
、
こ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
に
は
安
定
的

な
財
源
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

J
T
B
F
で
は
、
2
0
0
0
年
代
か
ら
、
入
湯

税
の
超
過
課
税
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
財
源

の
研
究
を
自
治
体
な
ど
と
進
め
、
2
0
1
5

年
、初
の
入
湯
税
の
超
過
課
税
導
入
を
支
援
。

2
0
1
7
年
に
は
宿
泊
税
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
財
源
研
究
会
を
創
設
す
る
な
ど
、
宿
泊
税

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
財
源
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
調
査
・
提
言
・
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
近
年
、
各
地
で
宿
泊
税
導
入
が
進
む
中
、

単
な
る
財
源
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
地

経
営
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
制
度
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
宿
泊
税
の

戦
略
的
活
用
を
前
提
と
し
た
「
観
光
地
経
営

モ
デ
ル
」
と
、
そ
れ
を
支
え
る
デ
ー
タ
基
盤

の
構
築
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

　宿
泊
税
は
、
観
光
客
か
ら
得
ら
れ
る
直
接

的
な
財
源
と
し
て
、
観
光
の
受
益
と
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
仕
組
み
で
あ
る
。
東
京
都

や
京
都
市
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
全
国
で
20

を
超
え
る
自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
。
こ
の

制
度
に
よ
る
税
収
の
使
途
は
観
光
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
振
興
、
環
境
整
備
、
観
光
客
の
受

入
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　J
T
B
F
で
は
、
宿
泊
税
を
単
な
る
費
用

負
担
の
手
段
で
は
な
く
、
地
域
が
自
ら
観
光

を
経
営
す
る
た
め
の
基
盤
と
捉
え
て
い
る
。

と
く
に
地
方
部
に
お
い
て
は
、
財
政
的
・
人

的
資
源
が
限
ら
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
を
「
未

来
へ
の
投
資
」
と
位
置
付
け
る
発
想
が
求
め

ら
れ
る
。
戦
略
的
な
制
度
設
計
と
運
用
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
観
光
施
策
の
優

先
順
位
付
け
や
、
E
B
P
M
を
進
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　J
T
B
F
で
は
現
在
、
宿
泊
税
の
導
入
を

予
定
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
複
数
の
自
治
体

と
連
携
し
、「
観
光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」

と
位
置
付
け
た
実
証
的
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
財
源
を
一
過
性

の
収
入
と
し
て
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
自
律
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構
築

す
る
た
め
の
「
仕
組
み
」
と
し
て
制
度
化
す

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
本
ア
プ

ロ
ー
チ
は
大
き
く
3
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

① 

観
光
財
源
の
戦
略
的
な
再
配
分
：

デ
ー
タ
と
人
材
、
対
話
の
基
盤
づ
く
り

　ま
ず
、
宿
泊
税
収
の
う
ち
一
定
割
合
（
例

え
ば
5
％
）を
、「
観
光
地
経
営
の
基
盤
強
化
」

に
充
て
る
こ
と
を
制
度
上
明
確
に
位
置
づ
け

る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
3
要
素
へ
の
継

続
的
な
投
資
で
あ
る
。

◯
デ
ー
タ
基
盤
の
整
備
：
調
査
、収
集
、分
析
、

可
視
化
、
情
報
公
開
に
至
る
一
連
の
サ
イ
ク

ル
を
持
続
的
に
支
え
る
。

◯
人
材
育
成
：
自
治
体
職
員
や
観
光
協
会
ス

タ
ッ
フ
が
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
、
意
思
決
定

に
活
か
せ
る
よ
う
支
援
。

◯
合
意
形
成
の
場
の
醸
成
：
地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
同
じ
情
報
に
基
づ

い
て
議
論
で
き
る
「
共
通
基
盤
」
の
提
供
。

　こ
の
よ
う
な
情
報
と
対
話
の
イ
ン
フ
ラ
に

継
続
的
に
投
資
す
る
こ
と
で
、宿
泊
税
を「
管

理
コ
ス
ト
」
で
は
な
く
「
経
営
投
資
」
と
し

て
捉
え
る
文
化
の
醸
成
を
図
る
。

② 

多
様
な
観
光
関
連
デ
ー
タ
の
統
合
：

可
視
化
に
よ
る
共
通
理
解
の
促
進

　整
備
さ
れ
る
デ
ー
タ
基
盤
に
は
、
次
の
よ

う
な
多
様
な
デ
ー
タ
が
統
合
的
に
組
み
込
ま

れ
る
。

◯
観
光
統
計
指
標
デ
ー
タ
：
観
光
入
込
客
数
、

延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消
費
額
、
旅
行
者
満

足
度
、
住
民
の
観
光
受
容
性
、
域
内
調
達
率
、

経
済
波
及
効
果
な
ど
、
地
域
経
営
の
全
体
像

を
測
る
マ
ク
ロ
指
標
。

◯
旅
行
者
関
連
デ
ー
タ
：
宿
泊
者
の
属
性
情

報
、
位
置
情
報
、
W
e
b
ア
ク
セ
ス
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
発
言
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

リ
ス
ニ
ン
グ
）
な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視

点
か
ら
の
意
思
決
定
を
支
え
る
デ
ー
タ
。

◯
税
収
関
連
デ
ー
タ
：
宿
泊
税
収
の
推
移
、

使
途
の
内
訳
、
部
門
別
配
分
な
ど
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
透
明
性
を
担
保
す
る
財
政
デ
ー
タ
。

　こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
をT

ab
leau

等
の
可

視
化
ツ
ー
ル
で
視
覚
的
に
整
理
・
統
合
し
、

自
治
体
職
員
、
観
光
協
会
、
地
域
事
業
者
が

共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
デ
ー
タ
に

ア
ク
セ
ス
し
な
が
ら
議
論
・
判
断
で
き
る
環

境
を
整
え
る
。
ま
た
、
J
T
B
F
と
し
て
は
、

現
場
で
の
利
活
用
が
円
滑
に
進
む
よ
う
伴
走

支
援
を
提
供
し
て
い
る
。

● 

民
間
事
業
者
に
お
け
る
活
用

　宿
泊
・
交
通
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
旅
行
者
の
来
訪
意
向
や
訪
問

理
由
の
分
析
を
通
じ
て
、
自
社
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
点
や
改
善
の
優
先
順
位
を
定
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
可
能
性
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
も
有

効
で
あ
る
。

活
用
例
：
地
域
の
旅
館
が
、
外
国
人
カ
ッ
プ

ル
層
の
「
観
光
地
名
の
認
知
率
」
と
「
来
訪

意
向
地
名
」
の
関
係
を
分
析
し
、
旅
館
と
し

て
周
辺
観
光
の
地
域
名
の
打
ち
出
し
方
を
再

検
討
す
る
（
富
山

⇔

立
山
／
黒
部
）。

　こ
の
よ
う
に
、
可
視
化
ツ
ー
ル
を
通
じ
て

共
有
さ
れ
る
客
観
的
な
デ
ー
タ
は
、
現
場
の

感
覚
や
経
験
と
組
み
合
わ
せ
て
議
論
を
深
め

る
う
え
で
有
効
で
あ
り
、
と
く
に
地
域
単
位

で
の
E
B
P
M（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）

を
推
進
す
る
基
盤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
行
政
・
民
間
・
研
究
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
共
通
の
情
報
を
も
と
に
対
話
し
、
戦
略
的

な
観
光
地
経
営
に
向
け
た
連
携
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
後
は
、
以
下
の
よ
う
な
展
望
と
課
題
に

向
け
て
、
取
り
組
み
を
深
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

★
他
デ
ー
タ
と
の
連
携
：
観
光
統
計
を
は
じ

め
と
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
地
域
の
位
置

情
報
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
な
ど
と

の
統
合
を
検
討
。

★
利
用
者
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
基
づ
く
U
I

／
U
X
改
善
：
検
索
性
・
操
作
性
を
高
め
る

改
修
の
継
続
。

★
教
材
化
の
推
進
：
大
学
な
ど
で
の
授
業
・

ゼ
ミ
で
の
活
用
を
想
定
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

や
教
材
の
整
備
。

　

　ま
た
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
担
保
し
な
が

ら
、
よ
り
柔
軟
な
分
析
が
で
き
る
よ
う
匿
名

加
工
処
理
や
サ
ン
プ
ル
抽
出
方
法
の
透
明
化

も
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

  

と
い
っ
た
点
に
あ
る
。

　可
視
化
の
導
入
に
よ
り
、調
査
結
果
が〝
読

む
も
の
〞か
ら〝
使
う
も
の
〞へ
と
進
化
し
た
。

　今
回
公
開
を
予
定
し
て
い
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
は
、「
日
本
人
旅
行
者
実
態
調
査
」「
日

本
人
旅
行
者
意
識
調
査
」「
訪
日
外
国
人
意

向
調
査
」
の
3
つ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
構

成
し
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に
対
し
て
、

「
時
系
列
分
析
」「
設
問
分
析
」「
年
比
較
分
析
」

と
い
う
3
つ
の
主
要
な
分
析
モ
ー
ド
を
設
け

て
お
り
、
利
用
者
の
分
析
目
的
に
応
じ
て
、

柔
軟
な
視
点
で
デ
ー
タ
を
探
索
で
き
る
構
成

と
し
て
い
る
。

　各
分
析
モ
ー
ド
の
概
要
と
想
定
用
途
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◯
時
系
列
分
析
：
特
定
の
居
住
地
や
旅
行
先
、

あ
る
い
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト
（
例
：

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
カ
ッ
プ
ル
層
な
ど
）
に
お

け
る
旅
行
者
の
実
態
、
意
識
、
意
向
が
、
過

去
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を

視
覚
的
に
把
握
で
き
る
。

例
：
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の「
観
光
地
名
の
認
知
率
」

や
「
訪
問
経
験
率
」
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

◯
設
問
分
析
：
特
定
の
属
性
条
件
を
も
と
に
、

複
数
の
設
問
項
目
を
横
断
的
に
比
較
し
、
旅

行
者
の
特
徴
を
多
角
的
に
把
握
す
る
。
施
策

検
討
の
初
期
段
階
や
、
仮
説
立
案
時
に
有
効

な
分
析
視
点
で
あ
る
。

例
：
2
0
2
4
年
時
点
に
お
け
る
夫
婦
・
カ
ッ

プ
ル
層
の
情
報
収
集
手
段
と
予
約
方
法
を
同

時
に
確
認
し
、
デ
ジ
タ
ル
接
点
の
有
無
を
把

握
す
る
。

◯
年
比
較
分
析
：
同
じ
設
問
項
目
に
対
し
て
、

任
意
の
2
つ
の
年
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
傾

向
の
変
化
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
観
光
政
策
の
評
価
や
外
部
環
境
の
変
化

の
把
握
な
ど
に
適
し
て
い
る
。

例
：
コ
ロ
ナ
禍
前
（
2
0
1
9
年
）
と
直
近

年
（
2
0
2
4
年
）
に
お
け
る
、
首
都
圏
在

住
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
よ
る
北
海
道
へ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
の
利
用
割
合
を
比
較
し
、

回
復
傾
向
を
把
握
す
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
機
能
に

よ
り
、
利
用
者
自
身
が
絞
り
込
み
た
い
条
件

（
居
住
地
、
年
齢
層
、
性
別
、
世
帯
年
収
、

旅
行
頻
度
、
旅
行
目
的
な
ど
）
を
自
由
に
指

定
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
単
な
る
集
計
に
と
ど
ま

ら
ず
、
仮
説
探
索
型
の
デ
ー
タ
分
析
や
実
務

に
直
結
す
る
知
見
の
抽
出
が
可
能
と
な
る
。

　ま
た
、
初
め
て
利
用
す
る
方
で
も
迷
わ
ず

操
作
で
き
る
よ
う
、
各
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に

は
簡
易
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
代
表
的
な
活
用
例
を

添
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自

治
体
職
員
や
地
域
D
M
O
の
関
係
者
、大
学
・

専
門
学
校
の
学
生
・
研
究
者
な
ど
、
多
様
な

ユ
ー
ザ
ー
層
が
自
ら
の
業
務
・
研
究
目
的
に

応
じ
て
容
易
に
活
用
で
き
る
導
入
環
境
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　本
デ
ー
タ
可
視
化
ツ
ー
ル
は
、
観
光
地
経

営
の
戦
略
立
案
か
ら
現
場
施
策
の
検
証
、
研

究
・
教
育
分
野
で
の
実
証
分
析
に
至
る
ま
で
、

幅
広
い
用
途
で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
用

シ
ー
ン
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

● 

自
治
体
・
D
M
O
に
お
け
る
活
用

　国
内
お
よ
び
訪
日
市
場
の
双
方
に
お
い

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
層
（
例
え
ば
「
20

〜
30
代
の
カ
ッ
プ
ル
旅
行
者
」「
ア
ジ
ア
市

場
の
都
市
部
在
住
者
」
な
ど
）
に
対
す
る
自

地
域
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
変
化
や
特
徴

を
定
量
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
や
受

入
環
境
整
備
、
K
P
I
設
計
に
根
拠
を
与
え

る
分
析
が
行
え
る
。

活
用
例
：
①
地
方
都
市
の
D
M
O
が
、
首
都

圏
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
春
休
み
旅
行
に
お
け
る

旅
行
目
的
や
支
出
傾
向
を
把
握
し
、
季
節
イ

ベ
ン
ト
の
設
計
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
の
絞

り
込
み
を
行
う
。

②
新
た
に
訪
日
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し
て
働
き

か
け
を
検
討
し
て
い
る
自
治
体
が
、
自
地
域

に
対
し
て
、
認
知
と
来
訪
意
向
が
高
い
訪
日

外
国
人
属
性
を
抽
出
し
、
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
方
針
を
検
討
す
る
。

● 

大
学
・
研
究
機
関
に
お
け
る
活
用

　長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
時
系
列

デ
ー
タ
と
、
詳
細
な
地
域
別
・
属
性
別
ク

ロ
ス
集
計
が
可
能
な
本
ツ
ー
ル
は
、
観
光

行
動
の
変
遷
や
地
域
間
比
較
な
ど
の
研
究

分
析
に
有
効
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

や
卒
業
論
文
、
ゼ
ミ
研
究
に
お
い
て
も
、

実
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
と
な
る
。

活
用
例
：
①
地
域
観
光
論
の
講
義
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
の
訪
日
外
国
人
の
訪
問

意
向
地
域
と
実
際
の
経
験
の
傾
向
の
変
化

を
学
生
が
可
視
化
・
分
析
し
て
ま
と
め
、

プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。

②
観
光
社
会
学
の
研
究
者
が
、「
情
報
収
集

手
段
と
訪
問
先
選
定
の
関
係
」
に
関
す
る
仮

説
を
設
け
、
可
視
化
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
用

い
て
検
証
す
る
。

　
　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
（
J
T
B

F
）
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
国
内
外
旅
行
者

の
実
態
と
意
識
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て

き
た
。
特
に
「
J
T
B
F
旅
行
者
調
査
」
は
、

旅
行
者
の
属
性
、
行
動
、
意
識
を
体
系
的
に

把
握
す
る
国
内
で
も
稀
有
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
ま
た
D
B
J
（
株
式
会
社
日
本
政
策
投

資
銀
行
）
と
連
携
し
た
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意

向
調
査
」
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に

お
け
る
重
要
な
知
見
を
提
供
し
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
こ
れ
ま
で

P
D
F
レ
ポ
ー
ト
や
W
e
b
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
公
開
し
て
き
た
が
、
よ
り
柔
軟
か
つ
直
感

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
2
0
2
5
年
7
月

を
目
途
にT

ab
leau

に
よ
る
可
視
化
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
と
し
て
再
構
築
・
外
部
公
開
す

る
運
び
と
な
っ
た
※
。本
稿
で
は
、こ
の
デ
ー

タ
可
視
化
の
意
義
と
構
成
、
活
用
の
可
能
性

を
紹
介
し
、
観
光
政
策
・
研
究
・
実
務
に
お

け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
意
思
決
定
支
援

を
目
指
し
た
本
取
り
組
み
の
背
景
、
意
図
、

そ
し
て
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

※
原
稿
執
筆
時
点
で
は
未
公
開
。

　J
T
B
F
旅
行
者
調
査
は
、
2
0
0
0
年

代
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、「
実
態
調
査
」

で
は
旅
行
者
の
行
動
や
消
費
、「
意
識
調
査
」

で
は
旅
行
目
的
や
期
待
、
不
安
な
ど
の
心
理

面
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
。
調
査
対
象
は

日
本
人
国
内
旅
行
者
お
よ
び
訪
日
外
国
人
旅

行
者
で
、定
期
的
な
更
新
を
重
ね
る
こ
と
で
、

時
系
列
で
の
変
化
も
追
跡
可
能
な
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
意
向
調
査
は
、

2
0
1
2
年
よ
り
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
の
主
要

市
場
を
対
象
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

動
向
と
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
定
点
観
測
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ

ン
調
査
を
継
続
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
旅

行
意
向
や
価
値
観
の
変
容
を
い
ち
早
く
捉

え
て
き
た
。

　い
ず
れ
の
調
査
も
、
十
分
な
サ
ン
プ
ル
サ

イ
ズ
と
属
性
構
成
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
で
、

政
策
立
案
や
地
域
施
策
に
お
い
て
信
頼
性
の

高
い
デ
ー
タ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　本
取
り
組
み
で
は
、
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な

デ
ー
タ
をT

ab
leau

上
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
専
門
家
以
外
に
も
扱
い
や
す
い
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
実
現
し
た
。
P
D
F
レ

ポ
ー
ト
で
は
限
ら
れ
て
い
た
ク
ロ
ス
分
析
や

時
系
列
比
較
が
、
任
意
の
軸
で
自
由
に
設
定

可
能
と
な
り
、
実
務
上
の
問
い
に
即
応
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

　例
え
ば
、「
再
訪
意
向
が
高
い
市
場
は
ど

こ
か
」「
旅
費
の
増
減
傾
向
と
満
足
度
の
関

係
」「
旅
行
目
的
別
の
訪
問
地
域
の
違
い
」
な

ど
、
従
来
は
複
数
の
資
料
を
横
断
的
に
見
な

け
れ
ば
難
し
か
っ
た
分
析
が
、
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
で
可
能
と
な
る
。

　

T
ab
leau

の
選
定
理
由
は
、

★
操
作
性
が
直
感
的
で
、
非
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

も
扱
え
る
こ
と
。

★
W
e
b
ベ
ー
ス
で
の
公
開
が
容
易
で
、
外

部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
柔
軟
で
あ
る
こ
と
。

★
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン
等
の

機
能
に
優
れ
、
複
数
視
点
で
の
探
索
的
分
析

1
．J
T
B
F
デ
ー
タ

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

（
仮
名
）の
整
備
公
開

〝
見
え
る
化
〞か
ら

〝
動
か
す
〞へ

〜
J
T
B
F
が
挑
む
、

地
域
モ
デ
ル
実
装
と

地
域
経
営
の
転
換
点

T
ab
leau

に
よ
る

可
視
化
の
意
義

（
3
） 

実
際
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

構
成
と
そ
の
使
い
方

（
4
） 

想
定
さ
れ
る

活
用
シ
ー
ン
と
期
待

（
5
） 

は
じ
め
に

（
1
） 

調
査
概
要
と
そ
の
進
化

（
2
） 

の
仕
組
み
」
が
あ
る
。
可
視
化
さ
れ
た
情
報

が
共
通
の
土
台
と
な
り
、
地
域
内
の
多
様
な

主
体
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
意
思
決
定
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
。

　実
際
に
、
モ
デ
ル
研
究
を
進
め
る
自
治
体

で
は
、
宿
泊
税
制
度
の
設
計
段
階
か
ら
デ
ー

タ
利
活
用
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
観
光
事
業

者
と
連
携
し
、
仕
組
み
の
構
築
と
定
着
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
単
な
る
制
度
導
入

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体
で
学
び
、
協
働

し
、
進
化
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
形
成
の
第

一
歩
と
い
え
る
。

　今
後
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の

地
域
に
展
開
し
、
各
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

デ
ー
タ
基
盤
の
機
能
強
化
や
、
担
い
手
と
な

る
人
材
の
育
成
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
デ
ー
タ
が
「
知
の
資
産
」
と
し
て
地
域

内
で
循
環
し
、
観
光
の
持
続
可
能
性
と
自
律

性
を
高
め
て
い
く
に
は
、
地
域
社
会
全
体
が

こ
の
取
り
組
み
を〝
自
分
ご
と
〞と
し
て
捉

え
、
主
体
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　J
T
B
F
は
今
後
も
、「
観
光
を
支
え
る
地

域
」「
地
域
を
支
え
る
観
光
」
を
実
現
す
る
た

め
、
デ
ー
タ
を
軸
と
し
た
知
の
基
盤
づ
く
り

を
通
じ
て
、
そ
の
進
化
を
後
押
し
し
て
い
く
。
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③ 

合
意
形
成
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
：

可
視
化
デ
ー
タ
を「
共
通
言
語
」に

　第
3
の
柱
は
、
地
域
内
の
多
様
な
主
体
と

の
合
意
形
成
を
支
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

で
あ
る
。
デ
ー
タ
の
可
視
化
は
、
単
な
る
分

析
の
道
具
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
、
事
業
者
、

行
政
が
共
通
の
課
題
認
識
を
持
ち
、
対
話
を

深
め
て
い
く
た
め
の
「
共
通
言
語
」
と
し
て

機
能
す
る
。
特
に
、
宿
泊
税
の
納
税
者
で
あ

る
宿
泊
事
業
者
と
の
関
係
性
に
お
い
て
は
、

「
な
ぜ
徴
収
す
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
」
を
客
観
的
に
伝
え
る
必
要

が
あ
る
。

　透
明
性
の
高
い
情
報
提
供
と
丁
寧
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
、
制
度
へ
の
理
解
と
納
得
、
さ
ら
に
は
参

画
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
宿
泊
税

は
単
な
る
観
光
振
興
財
源
と
い
う
枠
組
み
を

超
え
て
、
地
域
経
営
の
「
デ
ー
タ
駆
動
型
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
促
進
す
る
触
媒
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
税
制

度
を
単
に
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
運

用
過
程
に
お
い
て
「
地
域
が
学
び
、
進
化
す

る
」メ
カ
ニ
ズ
ム
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が
、

今
後
の
観
光
地
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

　現
在
、
J
T
B
F
が
支
援
す
る
複
数
の
自

治
体
に
お
い
て
、
こ
の
モ
デ
ル
に
基
づ
く
仕

組
み
の
最
適
化
に
向
け
た
議
論
と
実
装
に
向

か
っ
て
、
準
備
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
あ
る
自

治
体
で
は
、
宿
泊
税
制
度
の
設
計
段
階
か
ら

「
デ
ー
タ
活
用
目
的
」
を
明
示
的
に
盛
り
込

み
、
導
入
後
は
毎
年
度
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

施
策
の
検
討
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。ま
た
、

本
件
は
自
治
体
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は

な
く
、
地
域
内
の
観
光
事
業
者
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宿
泊
デ
ー
タ
を

地
域
と
し
て
収
集
す
る
た
め
に
は
、
各
宿
泊

施
設
か
ら
の
デ
ー
タ
接
続
の
同
意
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
す
で
に
地
域
に
視
察
な

ど
を
行
い
、
合
意
形
成
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　こ
う
し
た
動
き
は
、
単
に
仕
組
み
を
導
入

す
る
こ
と
以
上
に
、「
仕
組
み
を
地
域
に
根

付
か
せ
る
」
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
加
え

て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
対
話
は
、
観
光
事

業
者
の
意
識
変
容
や
主
体
的
な
参
画
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
観
光
地

経
営
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
る
。

　本
稿
で
紹
介
し
た
2
つ
の
取
り
組
み
│
│

旅
行
者
調
査
デ
ー
タ
の
可
視
化
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
の
整
備
と
、
宿
泊
税
を
活
用
し
た
観

光
地
経
営
モ
デ
ル
の
研
究
│
│
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
事
業
に
見
え
る
も
の
の
、
実
際

に
は
観
光
を〝
見
え
る
化
〞し
、〝
動
か
す
〞た

め
の
両
輪
の
関
係
に
あ
る
。

　デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
は
、
J
T
B
F

が
長
年
蓄
積
し
て
き
た
旅
行
者
の
実
態
・
意

識
に
関
す
る
調
査
結
果
を
、
誰
も
が
直
感

的
に
分
析
・
活
用
で
き
る
形
で
再
構
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
体
や

D
M
O
、
研
究
機
関
、
民
間
事
業
者
と
い
っ

た
多
様
な
主
体
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
意
思
決
定
を
行
え
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ

る
。〝
感
覚
〞で
は
な
く〝
根
拠
〞に
基
づ
く
観

光
政
策
や
施
策
判
断
が
、
よ
り
現
実
的
な
選

択
肢
と
な
り
つ
つ
あ
る
点
は
大
き
な
前
進
で

あ
る
。

　一
方
、
観
光
地
経
営
モ
デ
ル
研
究
は
、
宿

泊
税
を
「
一
時
的
な
財
源
」
で
は
な
く
、「
持

続
的
な
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
投
資
」
と

し
て
再
定
義
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
核

に
は
「
デ
ー
タ
に
基
づ
く
対
話
と
合
意
形
成

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
（
需
要
の
創
出
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
環

境
の
整
備
・
調
整
）
は
不
可
分
の
関
係
に
あ

り
、
こ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
に
は
安
定
的

な
財
源
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

J
T
B
F
で
は
、
2
0
0
0
年
代
か
ら
、
入
湯

税
の
超
過
課
税
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
財
源

の
研
究
を
自
治
体
な
ど
と
進
め
、
2
0
1
5

年
、初
の
入
湯
税
の
超
過
課
税
導
入
を
支
援
。

2
0
1
7
年
に
は
宿
泊
税
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
財
源
研
究
会
を
創
設
す
る
な
ど
、
宿
泊
税

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
財
源
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
調
査
・
提
言
・
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
近
年
、
各
地
で
宿
泊
税
導
入
が
進
む
中
、

単
な
る
財
源
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
地

経
営
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
制
度
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
宿
泊
税
の

戦
略
的
活
用
を
前
提
と
し
た
「
観
光
地
経
営

モ
デ
ル
」
と
、
そ
れ
を
支
え
る
デ
ー
タ
基
盤

の
構
築
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

　宿
泊
税
は
、
観
光
客
か
ら
得
ら
れ
る
直
接

的
な
財
源
と
し
て
、
観
光
の
受
益
と
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
仕
組
み
で
あ
る
。
東
京
都

や
京
都
市
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
全
国
で
20

を
超
え
る
自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
。
こ
の

制
度
に
よ
る
税
収
の
使
途
は
観
光
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
振
興
、
環
境
整
備
、
観
光
客
の
受

入
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　J
T
B
F
で
は
、
宿
泊
税
を
単
な
る
費
用

負
担
の
手
段
で
は
な
く
、
地
域
が
自
ら
観
光

を
経
営
す
る
た
め
の
基
盤
と
捉
え
て
い
る
。

と
く
に
地
方
部
に
お
い
て
は
、
財
政
的
・
人

的
資
源
が
限
ら
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
を
「
未

来
へ
の
投
資
」
と
位
置
付
け
る
発
想
が
求
め

ら
れ
る
。
戦
略
的
な
制
度
設
計
と
運
用
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
観
光
施
策
の
優

先
順
位
付
け
や
、
E
B
P
M
を
進
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　J
T
B
F
で
は
現
在
、
宿
泊
税
の
導
入
を

予
定
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
複
数
の
自
治
体

と
連
携
し
、「
観
光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」

と
位
置
付
け
た
実
証
的
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
財
源
を
一
過
性

の
収
入
と
し
て
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
自
律
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構
築

す
る
た
め
の
「
仕
組
み
」
と
し
て
制
度
化
す

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
本
ア
プ

ロ
ー
チ
は
大
き
く
3
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

① 

観
光
財
源
の
戦
略
的
な
再
配
分
：

デ
ー
タ
と
人
材
、
対
話
の
基
盤
づ
く
り

　ま
ず
、
宿
泊
税
収
の
う
ち
一
定
割
合
（
例

え
ば
5
％
）を
、「
観
光
地
経
営
の
基
盤
強
化
」

に
充
て
る
こ
と
を
制
度
上
明
確
に
位
置
づ
け

る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
3
要
素
へ
の
継

続
的
な
投
資
で
あ
る
。

◯
デ
ー
タ
基
盤
の
整
備
：
調
査
、収
集
、分
析
、

可
視
化
、
情
報
公
開
に
至
る
一
連
の
サ
イ
ク

ル
を
持
続
的
に
支
え
る
。

◯
人
材
育
成
：
自
治
体
職
員
や
観
光
協
会
ス

タ
ッ
フ
が
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
、
意
思
決
定

に
活
か
せ
る
よ
う
支
援
。

◯
合
意
形
成
の
場
の
醸
成
：
地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
同
じ
情
報
に
基
づ

い
て
議
論
で
き
る
「
共
通
基
盤
」
の
提
供
。

　こ
の
よ
う
な
情
報
と
対
話
の
イ
ン
フ
ラ
に

継
続
的
に
投
資
す
る
こ
と
で
、宿
泊
税
を「
管

理
コ
ス
ト
」
で
は
な
く
「
経
営
投
資
」
と
し

て
捉
え
る
文
化
の
醸
成
を
図
る
。

② 

多
様
な
観
光
関
連
デ
ー
タ
の
統
合
：

可
視
化
に
よ
る
共
通
理
解
の
促
進

　整
備
さ
れ
る
デ
ー
タ
基
盤
に
は
、
次
の
よ

う
な
多
様
な
デ
ー
タ
が
統
合
的
に
組
み
込
ま

れ
る
。

◯
観
光
統
計
指
標
デ
ー
タ
：
観
光
入
込
客
数
、

延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消
費
額
、
旅
行
者
満

足
度
、
住
民
の
観
光
受
容
性
、
域
内
調
達
率
、

経
済
波
及
効
果
な
ど
、
地
域
経
営
の
全
体
像

を
測
る
マ
ク
ロ
指
標
。

◯
旅
行
者
関
連
デ
ー
タ
：
宿
泊
者
の
属
性
情

報
、
位
置
情
報
、
W
e
b
ア
ク
セ
ス
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
発
言
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

リ
ス
ニ
ン
グ
）
な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視

点
か
ら
の
意
思
決
定
を
支
え
る
デ
ー
タ
。

◯
税
収
関
連
デ
ー
タ
：
宿
泊
税
収
の
推
移
、

使
途
の
内
訳
、
部
門
別
配
分
な
ど
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
透
明
性
を
担
保
す
る
財
政
デ
ー
タ
。

　こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
をT

ab
leau

等
の
可

視
化
ツ
ー
ル
で
視
覚
的
に
整
理
・
統
合
し
、

自
治
体
職
員
、
観
光
協
会
、
地
域
事
業
者
が

共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
デ
ー
タ
に

ア
ク
セ
ス
し
な
が
ら
議
論
・
判
断
で
き
る
環

境
を
整
え
る
。
ま
た
、
J
T
B
F
と
し
て
は
、

現
場
で
の
利
活
用
が
円
滑
に
進
む
よ
う
伴
走

支
援
を
提
供
し
て
い
る
。

● 
民
間
事
業
者
に
お
け
る
活
用

　宿
泊
・
交
通
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
旅
行
者
の
来
訪
意
向
や
訪
問

理
由
の
分
析
を
通
じ
て
、
自
社
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
点
や
改
善
の
優
先
順
位
を
定
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
可
能
性
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
も
有

効
で
あ
る
。

活
用
例
：
地
域
の
旅
館
が
、
外
国
人
カ
ッ
プ

ル
層
の
「
観
光
地
名
の
認
知
率
」
と
「
来
訪

意
向
地
名
」
の
関
係
を
分
析
し
、
旅
館
と
し

て
周
辺
観
光
の
地
域
名
の
打
ち
出
し
方
を
再

検
討
す
る
（
富
山

⇔

立
山
／
黒
部
）。

　こ
の
よ
う
に
、
可
視
化
ツ
ー
ル
を
通
じ
て

共
有
さ
れ
る
客
観
的
な
デ
ー
タ
は
、
現
場
の

感
覚
や
経
験
と
組
み
合
わ
せ
て
議
論
を
深
め

る
う
え
で
有
効
で
あ
り
、
と
く
に
地
域
単
位

で
の
E
B
P
M（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）

を
推
進
す
る
基
盤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
行
政
・
民
間
・
研
究
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
共
通
の
情
報
を
も
と
に
対
話
し
、
戦
略
的

な
観
光
地
経
営
に
向
け
た
連
携
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
後
は
、
以
下
の
よ
う
な
展
望
と
課
題
に

向
け
て
、
取
り
組
み
を
深
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

★
他
デ
ー
タ
と
の
連
携
：
観
光
統
計
を
は
じ

め
と
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
地
域
の
位
置

情
報
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
な
ど
と

の
統
合
を
検
討
。

★
利
用
者
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
基
づ
く
U
I

／
U
X
改
善
：
検
索
性
・
操
作
性
を
高
め
る

改
修
の
継
続
。

★
教
材
化
の
推
進
：
大
学
な
ど
で
の
授
業
・

ゼ
ミ
で
の
活
用
を
想
定
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

や
教
材
の
整
備
。

　

　ま
た
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
担
保
し
な
が

ら
、
よ
り
柔
軟
な
分
析
が
で
き
る
よ
う
匿
名

加
工
処
理
や
サ
ン
プ
ル
抽
出
方
法
の
透
明
化

も
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

  

と
い
っ
た
点
に
あ
る
。

　可
視
化
の
導
入
に
よ
り
、調
査
結
果
が〝
読

む
も
の
〞か
ら〝
使
う
も
の
〞へ
と
進
化
し
た
。

　今
回
公
開
を
予
定
し
て
い
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
は
、「
日
本
人
旅
行
者
実
態
調
査
」「
日

本
人
旅
行
者
意
識
調
査
」「
訪
日
外
国
人
意

向
調
査
」
の
3
つ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
構

成
し
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に
対
し
て
、

「
時
系
列
分
析
」「
設
問
分
析
」「
年
比
較
分
析
」

と
い
う
3
つ
の
主
要
な
分
析
モ
ー
ド
を
設
け

て
お
り
、
利
用
者
の
分
析
目
的
に
応
じ
て
、

柔
軟
な
視
点
で
デ
ー
タ
を
探
索
で
き
る
構
成

と
し
て
い
る
。

　各
分
析
モ
ー
ド
の
概
要
と
想
定
用
途
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◯
時
系
列
分
析
：
特
定
の
居
住
地
や
旅
行
先
、

あ
る
い
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト
（
例
：

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
カ
ッ
プ
ル
層
な
ど
）
に
お

け
る
旅
行
者
の
実
態
、
意
識
、
意
向
が
、
過

去
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を

視
覚
的
に
把
握
で
き
る
。

例
：
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の「
観
光
地
名
の
認
知
率
」

や
「
訪
問
経
験
率
」
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

◯
設
問
分
析
：
特
定
の
属
性
条
件
を
も
と
に
、

複
数
の
設
問
項
目
を
横
断
的
に
比
較
し
、
旅

行
者
の
特
徴
を
多
角
的
に
把
握
す
る
。
施
策

検
討
の
初
期
段
階
や
、
仮
説
立
案
時
に
有
効

な
分
析
視
点
で
あ
る
。

例
：
2
0
2
4
年
時
点
に
お
け
る
夫
婦
・
カ
ッ

プ
ル
層
の
情
報
収
集
手
段
と
予
約
方
法
を
同

時
に
確
認
し
、
デ
ジ
タ
ル
接
点
の
有
無
を
把

握
す
る
。

◯
年
比
較
分
析
：
同
じ
設
問
項
目
に
対
し
て
、

任
意
の
2
つ
の
年
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
傾

向
の
変
化
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
観
光
政
策
の
評
価
や
外
部
環
境
の
変
化

の
把
握
な
ど
に
適
し
て
い
る
。

例
：
コ
ロ
ナ
禍
前
（
2
0
1
9
年
）
と
直
近

年
（
2
0
2
4
年
）
に
お
け
る
、
首
都
圏
在

住
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
よ
る
北
海
道
へ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
の
利
用
割
合
を
比
較
し
、

回
復
傾
向
を
把
握
す
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
機
能
に

よ
り
、
利
用
者
自
身
が
絞
り
込
み
た
い
条
件

（
居
住
地
、
年
齢
層
、
性
別
、
世
帯
年
収
、

旅
行
頻
度
、
旅
行
目
的
な
ど
）
を
自
由
に
指

定
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
単
な
る
集
計
に
と
ど
ま

ら
ず
、
仮
説
探
索
型
の
デ
ー
タ
分
析
や
実
務

に
直
結
す
る
知
見
の
抽
出
が
可
能
と
な
る
。

　ま
た
、
初
め
て
利
用
す
る
方
で
も
迷
わ
ず

操
作
で
き
る
よ
う
、
各
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に

は
簡
易
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
代
表
的
な
活
用
例
を

添
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自

治
体
職
員
や
地
域
D
M
O
の
関
係
者
、大
学
・

専
門
学
校
の
学
生
・
研
究
者
な
ど
、
多
様
な

ユ
ー
ザ
ー
層
が
自
ら
の
業
務
・
研
究
目
的
に

応
じ
て
容
易
に
活
用
で
き
る
導
入
環
境
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　本
デ
ー
タ
可
視
化
ツ
ー
ル
は
、
観
光
地
経

営
の
戦
略
立
案
か
ら
現
場
施
策
の
検
証
、
研

究
・
教
育
分
野
で
の
実
証
分
析
に
至
る
ま
で
、

幅
広
い
用
途
で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
用

シ
ー
ン
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

● 

自
治
体
・
D
M
O
に
お
け
る
活
用

　国
内
お
よ
び
訪
日
市
場
の
双
方
に
お
い

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
層
（
例
え
ば
「
20

〜
30
代
の
カ
ッ
プ
ル
旅
行
者
」「
ア
ジ
ア
市

場
の
都
市
部
在
住
者
」
な
ど
）
に
対
す
る
自

地
域
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
変
化
や
特
徴

を
定
量
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
や
受

入
環
境
整
備
、
K
P
I
設
計
に
根
拠
を
与
え

る
分
析
が
行
え
る
。

活
用
例
：
①
地
方
都
市
の
D
M
O
が
、
首
都

圏
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
春
休
み
旅
行
に
お
け
る

旅
行
目
的
や
支
出
傾
向
を
把
握
し
、
季
節
イ

ベ
ン
ト
の
設
計
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
の
絞

り
込
み
を
行
う
。

②
新
た
に
訪
日
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し
て
働
き

か
け
を
検
討
し
て
い
る
自
治
体
が
、
自
地
域

に
対
し
て
、
認
知
と
来
訪
意
向
が
高
い
訪
日

外
国
人
属
性
を
抽
出
し
、
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
方
針
を
検
討
す
る
。

● 

大
学
・
研
究
機
関
に
お
け
る
活
用

　長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
時
系
列

デ
ー
タ
と
、
詳
細
な
地
域
別
・
属
性
別
ク

ロ
ス
集
計
が
可
能
な
本
ツ
ー
ル
は
、
観
光

行
動
の
変
遷
や
地
域
間
比
較
な
ど
の
研
究

分
析
に
有
効
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

や
卒
業
論
文
、
ゼ
ミ
研
究
に
お
い
て
も
、

実
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
と
な
る
。

活
用
例
：
①
地
域
観
光
論
の
講
義
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
の
訪
日
外
国
人
の
訪
問

意
向
地
域
と
実
際
の
経
験
の
傾
向
の
変
化

を
学
生
が
可
視
化
・
分
析
し
て
ま
と
め
、

プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。

②
観
光
社
会
学
の
研
究
者
が
、「
情
報
収
集

手
段
と
訪
問
先
選
定
の
関
係
」
に
関
す
る
仮

説
を
設
け
、
可
視
化
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
用

い
て
検
証
す
る
。

　
　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
（
J
T
B

F
）
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
国
内
外
旅
行
者

の
実
態
と
意
識
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て

き
た
。
特
に
「
J
T
B
F
旅
行
者
調
査
」
は
、

旅
行
者
の
属
性
、
行
動
、
意
識
を
体
系
的
に

把
握
す
る
国
内
で
も
稀
有
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
ま
た
D
B
J
（
株
式
会
社
日
本
政
策
投

資
銀
行
）
と
連
携
し
た
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意

向
調
査
」
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に

お
け
る
重
要
な
知
見
を
提
供
し
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
こ
れ
ま
で

P
D
F
レ
ポ
ー
ト
や
W
e
b
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
公
開
し
て
き
た
が
、
よ
り
柔
軟
か
つ
直
感

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
2
0
2
5
年
7
月

を
目
途
にT

ab
leau

に
よ
る
可
視
化
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
と
し
て
再
構
築
・
外
部
公
開
す

る
運
び
と
な
っ
た
※
。本
稿
で
は
、こ
の
デ
ー

タ
可
視
化
の
意
義
と
構
成
、
活
用
の
可
能
性

を
紹
介
し
、
観
光
政
策
・
研
究
・
実
務
に
お

け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
意
思
決
定
支
援

を
目
指
し
た
本
取
り
組
み
の
背
景
、
意
図
、

そ
し
て
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

※
原
稿
執
筆
時
点
で
は
未
公
開
。

　J
T
B
F
旅
行
者
調
査
は
、
2
0
0
0
年

代
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、「
実
態
調
査
」

で
は
旅
行
者
の
行
動
や
消
費
、「
意
識
調
査
」

で
は
旅
行
目
的
や
期
待
、
不
安
な
ど
の
心
理

面
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
。
調
査
対
象
は

日
本
人
国
内
旅
行
者
お
よ
び
訪
日
外
国
人
旅

行
者
で
、定
期
的
な
更
新
を
重
ね
る
こ
と
で
、

時
系
列
で
の
変
化
も
追
跡
可
能
な
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
意
向
調
査
は
、

2
0
1
2
年
よ
り
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
の
主
要

市
場
を
対
象
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

動
向
と
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
定
点
観
測
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ

ン
調
査
を
継
続
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
旅

行
意
向
や
価
値
観
の
変
容
を
い
ち
早
く
捉

え
て
き
た
。

　い
ず
れ
の
調
査
も
、
十
分
な
サ
ン
プ
ル
サ

イ
ズ
と
属
性
構
成
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
で
、

政
策
立
案
や
地
域
施
策
に
お
い
て
信
頼
性
の

高
い
デ
ー
タ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　本
取
り
組
み
で
は
、
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な

デ
ー
タ
をT

ab
leau

上
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
専
門
家
以
外
に
も
扱
い
や
す
い
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
実
現
し
た
。
P
D
F
レ

ポ
ー
ト
で
は
限
ら
れ
て
い
た
ク
ロ
ス
分
析
や

時
系
列
比
較
が
、
任
意
の
軸
で
自
由
に
設
定

可
能
と
な
り
、
実
務
上
の
問
い
に
即
応
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

　例
え
ば
、「
再
訪
意
向
が
高
い
市
場
は
ど

こ
か
」「
旅
費
の
増
減
傾
向
と
満
足
度
の
関

係
」「
旅
行
目
的
別
の
訪
問
地
域
の
違
い
」
な

ど
、
従
来
は
複
数
の
資
料
を
横
断
的
に
見
な

け
れ
ば
難
し
か
っ
た
分
析
が
、
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
で
可
能
と
な
る
。

　

T
ab
leau

の
選
定
理
由
は
、

★
操
作
性
が
直
感
的
で
、
非
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

も
扱
え
る
こ
と
。

★
W
e
b
ベ
ー
ス
で
の
公
開
が
容
易
で
、
外

部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
柔
軟
で
あ
る
こ
と
。

★
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン
等
の

機
能
に
優
れ
、
複
数
視
点
で
の
探
索
的
分
析

2
．観
光
地
経
営
モ
デ
ル

研
究
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
：

観
光
地
経
営
に
お
け
る

財
源
の
意
義

（
1
） 

モ
デ
ル
研
究
と
し
て
の

ア
プ
ロ
ー
チ
：

仕
組
み
と
そ
の
狙
い

（
3
） 

観
光
地
経
営
と

宿
泊
税
の
可
能
性

（
2
） 

今
後
の
展
望
と
課
題

（
6
） 

の
仕
組
み
」
が
あ
る
。
可
視
化
さ
れ
た
情
報

が
共
通
の
土
台
と
な
り
、
地
域
内
の
多
様
な

主
体
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
意
思
決
定
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
。

　実
際
に
、
モ
デ
ル
研
究
を
進
め
る
自
治
体

で
は
、
宿
泊
税
制
度
の
設
計
段
階
か
ら
デ
ー

タ
利
活
用
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
観
光
事
業

者
と
連
携
し
、
仕
組
み
の
構
築
と
定
着
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
単
な
る
制
度
導
入

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体
で
学
び
、
協
働

し
、
進
化
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
形
成
の
第

一
歩
と
い
え
る
。

　今
後
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の

地
域
に
展
開
し
、
各
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

デ
ー
タ
基
盤
の
機
能
強
化
や
、
担
い
手
と
な

る
人
材
の
育
成
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
デ
ー
タ
が
「
知
の
資
産
」
と
し
て
地
域

内
で
循
環
し
、
観
光
の
持
続
可
能
性
と
自
律

性
を
高
め
て
い
く
に
は
、
地
域
社
会
全
体
が

こ
の
取
り
組
み
を〝
自
分
ご
と
〞と
し
て
捉

え
、
主
体
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　J
T
B
F
は
今
後
も
、「
観
光
を
支
え
る
地

域
」「
地
域
を
支
え
る
観
光
」
を
実
現
す
る
た

め
、
デ
ー
タ
を
軸
と
し
た
知
の
基
盤
づ
く
り

を
通
じ
て
、
そ
の
進
化
を
後
押
し
し
て
い
く
。
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③ 

合
意
形
成
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
：

可
視
化
デ
ー
タ
を「
共
通
言
語
」に

　第
3
の
柱
は
、
地
域
内
の
多
様
な
主
体
と

の
合
意
形
成
を
支
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

で
あ
る
。
デ
ー
タ
の
可
視
化
は
、
単
な
る
分

析
の
道
具
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
、
事
業
者
、

行
政
が
共
通
の
課
題
認
識
を
持
ち
、
対
話
を

深
め
て
い
く
た
め
の
「
共
通
言
語
」
と
し
て

機
能
す
る
。
特
に
、
宿
泊
税
の
納
税
者
で
あ

る
宿
泊
事
業
者
と
の
関
係
性
に
お
い
て
は
、

「
な
ぜ
徴
収
す
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
」
を
客
観
的
に
伝
え
る
必
要

が
あ
る
。

　透
明
性
の
高
い
情
報
提
供
と
丁
寧
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
、
制
度
へ
の
理
解
と
納
得
、
さ
ら
に
は
参

画
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
宿
泊
税

は
単
な
る
観
光
振
興
財
源
と
い
う
枠
組
み
を

超
え
て
、
地
域
経
営
の
「
デ
ー
タ
駆
動
型
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
促
進
す
る
触
媒
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
税
制

度
を
単
に
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
運

用
過
程
に
お
い
て
「
地
域
が
学
び
、
進
化
す

る
」メ
カ
ニ
ズ
ム
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が
、

今
後
の
観
光
地
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

　現
在
、
J
T
B
F
が
支
援
す
る
複
数
の
自

治
体
に
お
い
て
、
こ
の
モ
デ
ル
に
基
づ
く
仕

組
み
の
最
適
化
に
向
け
た
議
論
と
実
装
に
向

か
っ
て
、
準
備
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
あ
る
自

治
体
で
は
、
宿
泊
税
制
度
の
設
計
段
階
か
ら

「
デ
ー
タ
活
用
目
的
」
を
明
示
的
に
盛
り
込

み
、
導
入
後
は
毎
年
度
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

施
策
の
検
討
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。ま
た
、

本
件
は
自
治
体
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は

な
く
、
地
域
内
の
観
光
事
業
者
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宿
泊
デ
ー
タ
を

地
域
と
し
て
収
集
す
る
た
め
に
は
、
各
宿
泊

施
設
か
ら
の
デ
ー
タ
接
続
の
同
意
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
す
で
に
地
域
に
視
察
な

ど
を
行
い
、
合
意
形
成
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　こ
う
し
た
動
き
は
、
単
に
仕
組
み
を
導
入

す
る
こ
と
以
上
に
、「
仕
組
み
を
地
域
に
根

付
か
せ
る
」
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
加
え

て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
対
話
は
、
観
光
事

業
者
の
意
識
変
容
や
主
体
的
な
参
画
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
観
光
地

経
営
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
る
。

　本
稿
で
紹
介
し
た
2
つ
の
取
り
組
み
│
│

旅
行
者
調
査
デ
ー
タ
の
可
視
化
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
の
整
備
と
、
宿
泊
税
を
活
用
し
た
観

光
地
経
営
モ
デ
ル
の
研
究
│
│
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
事
業
に
見
え
る
も
の
の
、
実
際

に
は
観
光
を〝
見
え
る
化
〞し
、〝
動
か
す
〞た

め
の
両
輪
の
関
係
に
あ
る
。

　デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
は
、
J
T
B
F

が
長
年
蓄
積
し
て
き
た
旅
行
者
の
実
態
・
意

識
に
関
す
る
調
査
結
果
を
、
誰
も
が
直
感

的
に
分
析
・
活
用
で
き
る
形
で
再
構
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
体
や

D
M
O
、
研
究
機
関
、
民
間
事
業
者
と
い
っ

た
多
様
な
主
体
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
意
思
決
定
を
行
え
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ

る
。〝
感
覚
〞で
は
な
く〝
根
拠
〞に
基
づ
く
観

光
政
策
や
施
策
判
断
が
、
よ
り
現
実
的
な
選

択
肢
と
な
り
つ
つ
あ
る
点
は
大
き
な
前
進
で

あ
る
。

　一
方
、
観
光
地
経
営
モ
デ
ル
研
究
は
、
宿

泊
税
を
「
一
時
的
な
財
源
」
で
は
な
く
、「
持

続
的
な
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
投
資
」
と

し
て
再
定
義
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
核

に
は
「
デ
ー
タ
に
基
づ
く
対
話
と
合
意
形
成

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
（
需
要
の
創
出
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
環

境
の
整
備
・
調
整
）
は
不
可
分
の
関
係
に
あ

り
、
こ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
に
は
安
定
的

な
財
源
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

J
T
B
F
で
は
、
2
0
0
0
年
代
か
ら
、
入
湯

税
の
超
過
課
税
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
財
源

の
研
究
を
自
治
体
な
ど
と
進
め
、
2
0
1
5

年
、初
の
入
湯
税
の
超
過
課
税
導
入
を
支
援
。

2
0
1
7
年
に
は
宿
泊
税
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
財
源
研
究
会
を
創
設
す
る
な
ど
、
宿
泊
税

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
財
源
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
調
査
・
提
言
・
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
近
年
、
各
地
で
宿
泊
税
導
入
が
進
む
中
、

単
な
る
財
源
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
地

経
営
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
制
度
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
宿
泊
税
の

戦
略
的
活
用
を
前
提
と
し
た
「
観
光
地
経
営

モ
デ
ル
」
と
、
そ
れ
を
支
え
る
デ
ー
タ
基
盤

の
構
築
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

　宿
泊
税
は
、
観
光
客
か
ら
得
ら
れ
る
直
接

的
な
財
源
と
し
て
、
観
光
の
受
益
と
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
仕
組
み
で
あ
る
。
東
京
都

や
京
都
市
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
全
国
で
20

を
超
え
る
自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
。
こ
の

制
度
に
よ
る
税
収
の
使
途
は
観
光
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
振
興
、
環
境
整
備
、
観
光
客
の
受

入
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　J
T
B
F
で
は
、
宿
泊
税
を
単
な
る
費
用

負
担
の
手
段
で
は
な
く
、
地
域
が
自
ら
観
光

を
経
営
す
る
た
め
の
基
盤
と
捉
え
て
い
る
。

と
く
に
地
方
部
に
お
い
て
は
、
財
政
的
・
人

的
資
源
が
限
ら
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
を
「
未

来
へ
の
投
資
」
と
位
置
付
け
る
発
想
が
求
め

ら
れ
る
。
戦
略
的
な
制
度
設
計
と
運
用
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
観
光
施
策
の
優

先
順
位
付
け
や
、
E
B
P
M
を
進
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　J
T
B
F
で
は
現
在
、
宿
泊
税
の
導
入
を

予
定
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
複
数
の
自
治
体

と
連
携
し
、「
観
光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」

と
位
置
付
け
た
実
証
的
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
財
源
を
一
過
性

の
収
入
と
し
て
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
自
律
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構
築

す
る
た
め
の
「
仕
組
み
」
と
し
て
制
度
化
す

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
本
ア
プ

ロ
ー
チ
は
大
き
く
3
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

① 

観
光
財
源
の
戦
略
的
な
再
配
分
：

デ
ー
タ
と
人
材
、
対
話
の
基
盤
づ
く
り

　ま
ず
、
宿
泊
税
収
の
う
ち
一
定
割
合
（
例

え
ば
5
％
）を
、「
観
光
地
経
営
の
基
盤
強
化
」

に
充
て
る
こ
と
を
制
度
上
明
確
に
位
置
づ
け

る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
3
要
素
へ
の
継

続
的
な
投
資
で
あ
る
。

◯
デ
ー
タ
基
盤
の
整
備
：
調
査
、収
集
、分
析
、

可
視
化
、
情
報
公
開
に
至
る
一
連
の
サ
イ
ク

ル
を
持
続
的
に
支
え
る
。

◯
人
材
育
成
：
自
治
体
職
員
や
観
光
協
会
ス

タ
ッ
フ
が
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
、
意
思
決
定

に
活
か
せ
る
よ
う
支
援
。

◯
合
意
形
成
の
場
の
醸
成
：
地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
同
じ
情
報
に
基
づ

い
て
議
論
で
き
る
「
共
通
基
盤
」
の
提
供
。

　こ
の
よ
う
な
情
報
と
対
話
の
イ
ン
フ
ラ
に

継
続
的
に
投
資
す
る
こ
と
で
、宿
泊
税
を「
管

理
コ
ス
ト
」
で
は
な
く
「
経
営
投
資
」
と
し

て
捉
え
る
文
化
の
醸
成
を
図
る
。

② 

多
様
な
観
光
関
連
デ
ー
タ
の
統
合
：

可
視
化
に
よ
る
共
通
理
解
の
促
進

　整
備
さ
れ
る
デ
ー
タ
基
盤
に
は
、
次
の
よ

う
な
多
様
な
デ
ー
タ
が
統
合
的
に
組
み
込
ま

れ
る
。

◯
観
光
統
計
指
標
デ
ー
タ
：
観
光
入
込
客
数
、

延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消
費
額
、
旅
行
者
満

足
度
、
住
民
の
観
光
受
容
性
、
域
内
調
達
率
、

経
済
波
及
効
果
な
ど
、
地
域
経
営
の
全
体
像

を
測
る
マ
ク
ロ
指
標
。

◯
旅
行
者
関
連
デ
ー
タ
：
宿
泊
者
の
属
性
情

報
、
位
置
情
報
、
W
e
b
ア
ク
セ
ス
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
発
言
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

リ
ス
ニ
ン
グ
）
な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視

点
か
ら
の
意
思
決
定
を
支
え
る
デ
ー
タ
。

◯
税
収
関
連
デ
ー
タ
：
宿
泊
税
収
の
推
移
、

使
途
の
内
訳
、
部
門
別
配
分
な
ど
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
透
明
性
を
担
保
す
る
財
政
デ
ー
タ
。

　こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
をT

ab
leau

等
の
可

視
化
ツ
ー
ル
で
視
覚
的
に
整
理
・
統
合
し
、

自
治
体
職
員
、
観
光
協
会
、
地
域
事
業
者
が

共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
デ
ー
タ
に

ア
ク
セ
ス
し
な
が
ら
議
論
・
判
断
で
き
る
環

境
を
整
え
る
。
ま
た
、
J
T
B
F
と
し
て
は
、

現
場
で
の
利
活
用
が
円
滑
に
進
む
よ
う
伴
走

支
援
を
提
供
し
て
い
る
。

● 

民
間
事
業
者
に
お
け
る
活
用

　宿
泊
・
交
通
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
旅
行
者
の
来
訪
意
向
や
訪
問

理
由
の
分
析
を
通
じ
て
、
自
社
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
点
や
改
善
の
優
先
順
位
を
定
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
可
能
性
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
も
有

効
で
あ
る
。

活
用
例
：
地
域
の
旅
館
が
、
外
国
人
カ
ッ
プ

ル
層
の
「
観
光
地
名
の
認
知
率
」
と
「
来
訪

意
向
地
名
」
の
関
係
を
分
析
し
、
旅
館
と
し

て
周
辺
観
光
の
地
域
名
の
打
ち
出
し
方
を
再

検
討
す
る
（
富
山

⇔

立
山
／
黒
部
）。

　こ
の
よ
う
に
、
可
視
化
ツ
ー
ル
を
通
じ
て

共
有
さ
れ
る
客
観
的
な
デ
ー
タ
は
、
現
場
の

感
覚
や
経
験
と
組
み
合
わ
せ
て
議
論
を
深
め

る
う
え
で
有
効
で
あ
り
、
と
く
に
地
域
単
位

で
の
E
B
P
M（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）

を
推
進
す
る
基
盤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
行
政
・
民
間
・
研
究
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
共
通
の
情
報
を
も
と
に
対
話
し
、
戦
略
的

な
観
光
地
経
営
に
向
け
た
連
携
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
後
は
、
以
下
の
よ
う
な
展
望
と
課
題
に

向
け
て
、
取
り
組
み
を
深
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

★
他
デ
ー
タ
と
の
連
携
：
観
光
統
計
を
は
じ

め
と
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
地
域
の
位
置

情
報
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
な
ど
と

の
統
合
を
検
討
。

★
利
用
者
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
基
づ
く
U
I

／
U
X
改
善
：
検
索
性
・
操
作
性
を
高
め
る

改
修
の
継
続
。

★
教
材
化
の
推
進
：
大
学
な
ど
で
の
授
業
・

ゼ
ミ
で
の
活
用
を
想
定
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

や
教
材
の
整
備
。

　

　ま
た
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
担
保
し
な
が

ら
、
よ
り
柔
軟
な
分
析
が
で
き
る
よ
う
匿
名

加
工
処
理
や
サ
ン
プ
ル
抽
出
方
法
の
透
明
化

も
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

  

と
い
っ
た
点
に
あ
る
。

　可
視
化
の
導
入
に
よ
り
、調
査
結
果
が〝
読

む
も
の
〞か
ら〝
使
う
も
の
〞へ
と
進
化
し
た
。

　今
回
公
開
を
予
定
し
て
い
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
は
、「
日
本
人
旅
行
者
実
態
調
査
」「
日

本
人
旅
行
者
意
識
調
査
」「
訪
日
外
国
人
意

向
調
査
」
の
3
つ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
構

成
し
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に
対
し
て
、

「
時
系
列
分
析
」「
設
問
分
析
」「
年
比
較
分
析
」

と
い
う
3
つ
の
主
要
な
分
析
モ
ー
ド
を
設
け

て
お
り
、
利
用
者
の
分
析
目
的
に
応
じ
て
、

柔
軟
な
視
点
で
デ
ー
タ
を
探
索
で
き
る
構
成

と
し
て
い
る
。

　各
分
析
モ
ー
ド
の
概
要
と
想
定
用
途
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◯
時
系
列
分
析
：
特
定
の
居
住
地
や
旅
行
先
、

あ
る
い
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト
（
例
：

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
カ
ッ
プ
ル
層
な
ど
）
に
お

け
る
旅
行
者
の
実
態
、
意
識
、
意
向
が
、
過

去
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を

視
覚
的
に
把
握
で
き
る
。

例
：
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の「
観
光
地
名
の
認
知
率
」

や
「
訪
問
経
験
率
」
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

◯
設
問
分
析
：
特
定
の
属
性
条
件
を
も
と
に
、

複
数
の
設
問
項
目
を
横
断
的
に
比
較
し
、
旅

行
者
の
特
徴
を
多
角
的
に
把
握
す
る
。
施
策

検
討
の
初
期
段
階
や
、
仮
説
立
案
時
に
有
効

な
分
析
視
点
で
あ
る
。

例
：
2
0
2
4
年
時
点
に
お
け
る
夫
婦
・
カ
ッ

プ
ル
層
の
情
報
収
集
手
段
と
予
約
方
法
を
同

時
に
確
認
し
、
デ
ジ
タ
ル
接
点
の
有
無
を
把

握
す
る
。

◯
年
比
較
分
析
：
同
じ
設
問
項
目
に
対
し
て
、

任
意
の
2
つ
の
年
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
傾

向
の
変
化
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
観
光
政
策
の
評
価
や
外
部
環
境
の
変
化

の
把
握
な
ど
に
適
し
て
い
る
。

例
：
コ
ロ
ナ
禍
前
（
2
0
1
9
年
）
と
直
近

年
（
2
0
2
4
年
）
に
お
け
る
、
首
都
圏
在

住
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
よ
る
北
海
道
へ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
の
利
用
割
合
を
比
較
し
、

回
復
傾
向
を
把
握
す
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
機
能
に

よ
り
、
利
用
者
自
身
が
絞
り
込
み
た
い
条
件

（
居
住
地
、
年
齢
層
、
性
別
、
世
帯
年
収
、

旅
行
頻
度
、
旅
行
目
的
な
ど
）
を
自
由
に
指

定
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
単
な
る
集
計
に
と
ど
ま

ら
ず
、
仮
説
探
索
型
の
デ
ー
タ
分
析
や
実
務

に
直
結
す
る
知
見
の
抽
出
が
可
能
と
な
る
。

　ま
た
、
初
め
て
利
用
す
る
方
で
も
迷
わ
ず

操
作
で
き
る
よ
う
、
各
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に

は
簡
易
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
代
表
的
な
活
用
例
を

添
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自

治
体
職
員
や
地
域
D
M
O
の
関
係
者
、大
学
・

専
門
学
校
の
学
生
・
研
究
者
な
ど
、
多
様
な

ユ
ー
ザ
ー
層
が
自
ら
の
業
務
・
研
究
目
的
に

応
じ
て
容
易
に
活
用
で
き
る
導
入
環
境
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　本
デ
ー
タ
可
視
化
ツ
ー
ル
は
、
観
光
地
経

営
の
戦
略
立
案
か
ら
現
場
施
策
の
検
証
、
研

究
・
教
育
分
野
で
の
実
証
分
析
に
至
る
ま
で
、

幅
広
い
用
途
で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
用

シ
ー
ン
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

● 

自
治
体
・
D
M
O
に
お
け
る
活
用

　国
内
お
よ
び
訪
日
市
場
の
双
方
に
お
い

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
層
（
例
え
ば
「
20

〜
30
代
の
カ
ッ
プ
ル
旅
行
者
」「
ア
ジ
ア
市

場
の
都
市
部
在
住
者
」
な
ど
）
に
対
す
る
自

地
域
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
変
化
や
特
徴

を
定
量
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
や
受

入
環
境
整
備
、
K
P
I
設
計
に
根
拠
を
与
え

る
分
析
が
行
え
る
。

活
用
例
：
①
地
方
都
市
の
D
M
O
が
、
首
都

圏
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
春
休
み
旅
行
に
お
け
る

旅
行
目
的
や
支
出
傾
向
を
把
握
し
、
季
節
イ

ベ
ン
ト
の
設
計
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
の
絞

り
込
み
を
行
う
。

②
新
た
に
訪
日
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し
て
働
き

か
け
を
検
討
し
て
い
る
自
治
体
が
、
自
地
域

に
対
し
て
、
認
知
と
来
訪
意
向
が
高
い
訪
日

外
国
人
属
性
を
抽
出
し
、
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
方
針
を
検
討
す
る
。

● 

大
学
・
研
究
機
関
に
お
け
る
活
用

　長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
時
系
列

デ
ー
タ
と
、
詳
細
な
地
域
別
・
属
性
別
ク

ロ
ス
集
計
が
可
能
な
本
ツ
ー
ル
は
、
観
光

行
動
の
変
遷
や
地
域
間
比
較
な
ど
の
研
究

分
析
に
有
効
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

や
卒
業
論
文
、
ゼ
ミ
研
究
に
お
い
て
も
、

実
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
と
な
る
。

活
用
例
：
①
地
域
観
光
論
の
講
義
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
の
訪
日
外
国
人
の
訪
問

意
向
地
域
と
実
際
の
経
験
の
傾
向
の
変
化

を
学
生
が
可
視
化
・
分
析
し
て
ま
と
め
、

プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。

②
観
光
社
会
学
の
研
究
者
が
、「
情
報
収
集

手
段
と
訪
問
先
選
定
の
関
係
」
に
関
す
る
仮

説
を
設
け
、
可
視
化
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
用

い
て
検
証
す
る
。

　
　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
（
J
T
B

F
）
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
国
内
外
旅
行
者

の
実
態
と
意
識
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て

き
た
。
特
に
「
J
T
B
F
旅
行
者
調
査
」
は
、

旅
行
者
の
属
性
、
行
動
、
意
識
を
体
系
的
に

把
握
す
る
国
内
で
も
稀
有
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
ま
た
D
B
J
（
株
式
会
社
日
本
政
策
投

資
銀
行
）
と
連
携
し
た
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意

向
調
査
」
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に

お
け
る
重
要
な
知
見
を
提
供
し
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
こ
れ
ま
で

P
D
F
レ
ポ
ー
ト
や
W
e
b
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
公
開
し
て
き
た
が
、
よ
り
柔
軟
か
つ
直
感

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
2
0
2
5
年
7
月

を
目
途
にT

ab
leau

に
よ
る
可
視
化
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
と
し
て
再
構
築
・
外
部
公
開
す

る
運
び
と
な
っ
た
※
。本
稿
で
は
、こ
の
デ
ー

タ
可
視
化
の
意
義
と
構
成
、
活
用
の
可
能
性

を
紹
介
し
、
観
光
政
策
・
研
究
・
実
務
に
お

け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
意
思
決
定
支
援

を
目
指
し
た
本
取
り
組
み
の
背
景
、
意
図
、

そ
し
て
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

※
原
稿
執
筆
時
点
で
は
未
公
開
。

　J
T
B
F
旅
行
者
調
査
は
、
2
0
0
0
年

代
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、「
実
態
調
査
」

で
は
旅
行
者
の
行
動
や
消
費
、「
意
識
調
査
」

で
は
旅
行
目
的
や
期
待
、
不
安
な
ど
の
心
理

面
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
。
調
査
対
象
は

日
本
人
国
内
旅
行
者
お
よ
び
訪
日
外
国
人
旅

行
者
で
、定
期
的
な
更
新
を
重
ね
る
こ
と
で
、

時
系
列
で
の
変
化
も
追
跡
可
能
な
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
意
向
調
査
は
、

2
0
1
2
年
よ
り
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
の
主
要

市
場
を
対
象
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

動
向
と
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
定
点
観
測
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ

ン
調
査
を
継
続
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
旅

行
意
向
や
価
値
観
の
変
容
を
い
ち
早
く
捉

え
て
き
た
。

　い
ず
れ
の
調
査
も
、
十
分
な
サ
ン
プ
ル
サ

イ
ズ
と
属
性
構
成
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
で
、

政
策
立
案
や
地
域
施
策
に
お
い
て
信
頼
性
の

高
い
デ
ー
タ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　本
取
り
組
み
で
は
、
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な

デ
ー
タ
をT

ab
leau

上
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
専
門
家
以
外
に
も
扱
い
や
す
い
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
実
現
し
た
。
P
D
F
レ

ポ
ー
ト
で
は
限
ら
れ
て
い
た
ク
ロ
ス
分
析
や

時
系
列
比
較
が
、
任
意
の
軸
で
自
由
に
設
定

可
能
と
な
り
、
実
務
上
の
問
い
に
即
応
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

　例
え
ば
、「
再
訪
意
向
が
高
い
市
場
は
ど

こ
か
」「
旅
費
の
増
減
傾
向
と
満
足
度
の
関

係
」「
旅
行
目
的
別
の
訪
問
地
域
の
違
い
」
な

ど
、
従
来
は
複
数
の
資
料
を
横
断
的
に
見
な

け
れ
ば
難
し
か
っ
た
分
析
が
、
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
で
可
能
と
な
る
。

　

T
ab
leau

の
選
定
理
由
は
、

★
操
作
性
が
直
感
的
で
、
非
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

も
扱
え
る
こ
と
。

★
W
e
b
ベ
ー
ス
で
の
公
開
が
容
易
で
、
外

部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
柔
軟
で
あ
る
こ
と
。

★
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン
等
の

機
能
に
優
れ
、
複
数
視
点
で
の
探
索
的
分
析

2
．観
光
地
経
営
モ
デ
ル

研
究
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
：

観
光
地
経
営
に
お
け
る

財
源
の
意
義

（
1
） 

モ
デ
ル
研
究
と
し
て
の

ア
プ
ロ
ー
チ
：

仕
組
み
と
そ
の
狙
い

（
3
） 

観
光
地
経
営
と

宿
泊
税
の
可
能
性

（
2
） 

今
後
の
展
望
と
課
題

（
6
） 

の
仕
組
み
」
が
あ
る
。
可
視
化
さ
れ
た
情
報

が
共
通
の
土
台
と
な
り
、
地
域
内
の
多
様
な

主
体
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
意
思
決
定
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
。

　実
際
に
、
モ
デ
ル
研
究
を
進
め
る
自
治
体

で
は
、
宿
泊
税
制
度
の
設
計
段
階
か
ら
デ
ー

タ
利
活
用
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
観
光
事
業

者
と
連
携
し
、
仕
組
み
の
構
築
と
定
着
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
単
な
る
制
度
導
入

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体
で
学
び
、
協
働

し
、
進
化
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
形
成
の
第

一
歩
と
い
え
る
。

　今
後
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の

地
域
に
展
開
し
、
各
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

デ
ー
タ
基
盤
の
機
能
強
化
や
、
担
い
手
と
な

る
人
材
の
育
成
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
デ
ー
タ
が
「
知
の
資
産
」
と
し
て
地
域

内
で
循
環
し
、
観
光
の
持
続
可
能
性
と
自
律

性
を
高
め
て
い
く
に
は
、
地
域
社
会
全
体
が

こ
の
取
り
組
み
を〝
自
分
ご
と
〞と
し
て
捉

え
、
主
体
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　J
T
B
F
は
今
後
も
、「
観
光
を
支
え
る
地

域
」「
地
域
を
支
え
る
観
光
」
を
実
現
す
る
た

め
、
デ
ー
タ
を
軸
と
し
た
知
の
基
盤
づ
く
り

を
通
じ
て
、
そ
の
進
化
を
後
押
し
し
て
い
く
。
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③ 
合
意
形
成
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
：

可
視
化
デ
ー
タ
を「
共
通
言
語
」に

　第
3
の
柱
は
、
地
域
内
の
多
様
な
主
体
と

の
合
意
形
成
を
支
え
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

で
あ
る
。
デ
ー
タ
の
可
視
化
は
、
単
な
る
分

析
の
道
具
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
、
事
業
者
、

行
政
が
共
通
の
課
題
認
識
を
持
ち
、
対
話
を

深
め
て
い
く
た
め
の
「
共
通
言
語
」
と
し
て

機
能
す
る
。
特
に
、
宿
泊
税
の
納
税
者
で
あ

る
宿
泊
事
業
者
と
の
関
係
性
に
お
い
て
は
、

「
な
ぜ
徴
収
す
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
」
を
客
観
的
に
伝
え
る
必
要

が
あ
る
。

　透
明
性
の
高
い
情
報
提
供
と
丁
寧
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
、
制
度
へ
の
理
解
と
納
得
、
さ
ら
に
は
参

画
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
、
宿
泊
税

は
単
な
る
観
光
振
興
財
源
と
い
う
枠
組
み
を

超
え
て
、
地
域
経
営
の
「
デ
ー
タ
駆
動
型
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
促
進
す
る
触
媒
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
税
制

度
を
単
に
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
運

用
過
程
に
お
い
て
「
地
域
が
学
び
、
進
化
す

る
」メ
カ
ニ
ズ
ム
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が
、

今
後
の
観
光
地
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。

　現
在
、
J
T
B
F
が
支
援
す
る
複
数
の
自

治
体
に
お
い
て
、
こ
の
モ
デ
ル
に
基
づ
く
仕

組
み
の
最
適
化
に
向
け
た
議
論
と
実
装
に
向

か
っ
て
、
準
備
が
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
あ
る
自

治
体
で
は
、
宿
泊
税
制
度
の
設
計
段
階
か
ら

「
デ
ー
タ
活
用
目
的
」
を
明
示
的
に
盛
り
込

み
、
導
入
後
は
毎
年
度
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た

施
策
の
検
討
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。ま
た
、

本
件
は
自
治
体
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は

な
く
、
地
域
内
の
観
光
事
業
者
と
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宿
泊
デ
ー
タ
を

地
域
と
し
て
収
集
す
る
た
め
に
は
、
各
宿
泊

施
設
か
ら
の
デ
ー
タ
接
続
の
同
意
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
す
で
に
地
域
に
視
察
な

ど
を
行
い
、
合
意
形
成
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　こ
う
し
た
動
き
は
、
単
に
仕
組
み
を
導
入

す
る
こ
と
以
上
に
、「
仕
組
み
を
地
域
に
根

付
か
せ
る
」
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
加
え

て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
対
話
は
、
観
光
事

業
者
の
意
識
変
容
や
主
体
的
な
参
画
に
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
観
光
地

経
営
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
る
。

　本
稿
で
紹
介
し
た
2
つ
の
取
り
組
み
│
│

旅
行
者
調
査
デ
ー
タ
の
可
視
化
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
の
整
備
と
、
宿
泊
税
を
活
用
し
た
観

光
地
経
営
モ
デ
ル
の
研
究
│
│
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
事
業
に
見
え
る
も
の
の
、
実
際

に
は
観
光
を〝
見
え
る
化
〞し
、〝
動
か
す
〞た

め
の
両
輪
の
関
係
に
あ
る
。

　デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
は
、
J
T
B
F

が
長
年
蓄
積
し
て
き
た
旅
行
者
の
実
態
・
意

識
に
関
す
る
調
査
結
果
を
、
誰
も
が
直
感

的
に
分
析
・
活
用
で
き
る
形
で
再
構
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
体
や

D
M
O
、
研
究
機
関
、
民
間
事
業
者
と
い
っ

た
多
様
な
主
体
が
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
意
思
決
定
を
行
え
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ

る
。〝
感
覚
〞で
は
な
く〝
根
拠
〞に
基
づ
く
観

光
政
策
や
施
策
判
断
が
、
よ
り
現
実
的
な
選

択
肢
と
な
り
つ
つ
あ
る
点
は
大
き
な
前
進
で

あ
る
。

　一
方
、
観
光
地
経
営
モ
デ
ル
研
究
は
、
宿

泊
税
を
「
一
時
的
な
財
源
」
で
は
な
く
、「
持

続
的
な
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
投
資
」
と

し
て
再
定
義
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
核

に
は
「
デ
ー
タ
に
基
づ
く
対
話
と
合
意
形
成

　観
光
地
経
営
に
お
い
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
（
需
要
の
創
出
）
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
環

境
の
整
備
・
調
整
）
は
不
可
分
の
関
係
に
あ

り
、
こ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め
に
は
安
定
的

な
財
源
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

J
T
B
F
で
は
、
2
0
0
0
年
代
か
ら
、
入
湯

税
の
超
過
課
税
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
財
源

の
研
究
を
自
治
体
な
ど
と
進
め
、
2
0
1
5

年
、初
の
入
湯
税
の
超
過
課
税
導
入
を
支
援
。

2
0
1
7
年
に
は
宿
泊
税
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
財
源
研
究
会
を
創
設
す
る
な
ど
、
宿
泊
税

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
財
源
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
調
査
・
提
言
・
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
近
年
、
各
地
で
宿
泊
税
導
入
が
進
む
中
、

単
な
る
財
源
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
地

経
営
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
制
度
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
宿
泊
税
の

戦
略
的
活
用
を
前
提
と
し
た
「
観
光
地
経
営

モ
デ
ル
」
と
、
そ
れ
を
支
え
る
デ
ー
タ
基
盤

の
構
築
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

　宿
泊
税
は
、
観
光
客
か
ら
得
ら
れ
る
直
接

的
な
財
源
と
し
て
、
観
光
の
受
益
と
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
仕
組
み
で
あ
る
。
東
京
都

や
京
都
市
に
始
ま
り
、
現
在
で
は
全
国
で
20

を
超
え
る
自
治
体
が
導
入
し
て
い
る
。
こ
の

制
度
に
よ
る
税
収
の
使
途
は
観
光
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
振
興
、
環
境
整
備
、
観
光
客
の
受

入
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　J
T
B
F
で
は
、
宿
泊
税
を
単
な
る
費
用

負
担
の
手
段
で
は
な
く
、
地
域
が
自
ら
観
光

を
経
営
す
る
た
め
の
基
盤
と
捉
え
て
い
る
。

と
く
に
地
方
部
に
お
い
て
は
、
財
政
的
・
人

的
資
源
が
限
ら
れ
て
お
り
、
宿
泊
税
を
「
未

来
へ
の
投
資
」
と
位
置
付
け
る
発
想
が
求
め

ら
れ
る
。
戦
略
的
な
制
度
設
計
と
運
用
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
観
光
施
策
の
優

先
順
位
付
け
や
、
E
B
P
M
を
進
め
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　J
T
B
F
で
は
現
在
、
宿
泊
税
の
導
入
を

予
定
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
複
数
の
自
治
体

と
連
携
し
、「
観
光
地
経
営
の
モ
デ
ル
研
究
」

と
位
置
付
け
た
実
証
的
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
財
源
を
一
過
性

の
収
入
と
し
て
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
自
律
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
構
築

す
る
た
め
の
「
仕
組
み
」
と
し
て
制
度
化
す

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
本
ア
プ

ロ
ー
チ
は
大
き
く
3
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。

① 

観
光
財
源
の
戦
略
的
な
再
配
分
：

デ
ー
タ
と
人
材
、
対
話
の
基
盤
づ
く
り

　ま
ず
、
宿
泊
税
収
の
う
ち
一
定
割
合
（
例

え
ば
5
％
）を
、「
観
光
地
経
営
の
基
盤
強
化
」

に
充
て
る
こ
と
を
制
度
上
明
確
に
位
置
づ
け

る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
3
要
素
へ
の
継

続
的
な
投
資
で
あ
る
。

◯
デ
ー
タ
基
盤
の
整
備
：
調
査
、収
集
、分
析
、

可
視
化
、
情
報
公
開
に
至
る
一
連
の
サ
イ
ク

ル
を
持
続
的
に
支
え
る
。

◯
人
材
育
成
：
自
治
体
職
員
や
観
光
協
会
ス

タ
ッ
フ
が
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
、
意
思
決
定

に
活
か
せ
る
よ
う
支
援
。

◯
合
意
形
成
の
場
の
醸
成
：
地
域
内
の
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
同
じ
情
報
に
基
づ

い
て
議
論
で
き
る
「
共
通
基
盤
」
の
提
供
。

　こ
の
よ
う
な
情
報
と
対
話
の
イ
ン
フ
ラ
に

継
続
的
に
投
資
す
る
こ
と
で
、宿
泊
税
を「
管

理
コ
ス
ト
」
で
は
な
く
「
経
営
投
資
」
と
し

て
捉
え
る
文
化
の
醸
成
を
図
る
。

② 

多
様
な
観
光
関
連
デ
ー
タ
の
統
合
：

可
視
化
に
よ
る
共
通
理
解
の
促
進

　整
備
さ
れ
る
デ
ー
タ
基
盤
に
は
、
次
の
よ

う
な
多
様
な
デ
ー
タ
が
統
合
的
に
組
み
込
ま

れ
る
。

◯
観
光
統
計
指
標
デ
ー
タ
：
観
光
入
込
客
数
、

延
べ
宿
泊
者
数
、
観
光
消
費
額
、
旅
行
者
満

足
度
、
住
民
の
観
光
受
容
性
、
域
内
調
達
率
、

経
済
波
及
効
果
な
ど
、
地
域
経
営
の
全
体
像

を
測
る
マ
ク
ロ
指
標
。

◯
旅
行
者
関
連
デ
ー
タ
：
宿
泊
者
の
属
性
情

報
、
位
置
情
報
、
W
e
b
ア
ク
セ
ス
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
発
言
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

リ
ス
ニ
ン
グ
）
な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視

点
か
ら
の
意
思
決
定
を
支
え
る
デ
ー
タ
。

◯
税
収
関
連
デ
ー
タ
：
宿
泊
税
収
の
推
移
、

使
途
の
内
訳
、
部
門
別
配
分
な
ど
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
透
明
性
を
担
保
す
る
財
政
デ
ー
タ
。

　こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
をT

ab
leau

等
の
可

視
化
ツ
ー
ル
で
視
覚
的
に
整
理
・
統
合
し
、

自
治
体
職
員
、
観
光
協
会
、
地
域
事
業
者
が

共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
デ
ー
タ
に

ア
ク
セ
ス
し
な
が
ら
議
論
・
判
断
で
き
る
環

境
を
整
え
る
。
ま
た
、
J
T
B
F
と
し
て
は
、

現
場
で
の
利
活
用
が
円
滑
に
進
む
よ
う
伴
走

支
援
を
提
供
し
て
い
る
。

● 

民
間
事
業
者
に
お
け
る
活
用

　宿
泊
・
交
通
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
旅
行
者
の
来
訪
意
向
や
訪
問

理
由
の
分
析
を
通
じ
て
、
自
社
サ
ー
ビ
ス
の

強
化
点
や
改
善
の
優
先
順
位
を
定
め
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
可
能
性
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
も
有

効
で
あ
る
。

活
用
例
：
地
域
の
旅
館
が
、
外
国
人
カ
ッ
プ

ル
層
の
「
観
光
地
名
の
認
知
率
」
と
「
来
訪

意
向
地
名
」
の
関
係
を
分
析
し
、
旅
館
と
し

て
周
辺
観
光
の
地
域
名
の
打
ち
出
し
方
を
再

検
討
す
る
（
富
山

⇔

立
山
／
黒
部
）。

　こ
の
よ
う
に
、
可
視
化
ツ
ー
ル
を
通
じ
て

共
有
さ
れ
る
客
観
的
な
デ
ー
タ
は
、
現
場
の

感
覚
や
経
験
と
組
み
合
わ
せ
て
議
論
を
深
め

る
う
え
で
有
効
で
あ
り
、
と
く
に
地
域
単
位

で
の
E
B
P
M（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）

を
推
進
す
る
基
盤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
行
政
・
民
間
・
研
究
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
共
通
の
情
報
を
も
と
に
対
話
し
、
戦
略
的

な
観
光
地
経
営
に
向
け
た
連
携
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　今
後
は
、
以
下
の
よ
う
な
展
望
と
課
題
に

向
け
て
、
取
り
組
み
を
深
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

★
他
デ
ー
タ
と
の
連
携
：
観
光
統
計
を
は
じ

め
と
す
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
地
域
の
位
置

情
報
デ
ー
タ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
な
ど
と

の
統
合
を
検
討
。

★
利
用
者
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
基
づ
く
U
I

／
U
X
改
善
：
検
索
性
・
操
作
性
を
高
め
る

改
修
の
継
続
。

★
教
材
化
の
推
進
：
大
学
な
ど
で
の
授
業
・

ゼ
ミ
で
の
活
用
を
想
定
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

や
教
材
の
整
備
。

　

　ま
た
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
を
担
保
し
な
が

ら
、
よ
り
柔
軟
な
分
析
が
で
き
る
よ
う
匿
名

加
工
処
理
や
サ
ン
プ
ル
抽
出
方
法
の
透
明
化

も
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

  

と
い
っ
た
点
に
あ
る
。

　可
視
化
の
導
入
に
よ
り
、調
査
結
果
が〝
読

む
も
の
〞か
ら〝
使
う
も
の
〞へ
と
進
化
し
た
。

　今
回
公
開
を
予
定
し
て
い
る
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
は
、「
日
本
人
旅
行
者
実
態
調
査
」「
日

本
人
旅
行
者
意
識
調
査
」「
訪
日
外
国
人
意

向
調
査
」
の
3
つ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
構

成
し
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に
対
し
て
、

「
時
系
列
分
析
」「
設
問
分
析
」「
年
比
較
分
析
」

と
い
う
3
つ
の
主
要
な
分
析
モ
ー
ド
を
設
け

て
お
り
、
利
用
者
の
分
析
目
的
に
応
じ
て
、

柔
軟
な
視
点
で
デ
ー
タ
を
探
索
で
き
る
構
成

と
し
て
い
る
。

　各
分
析
モ
ー
ド
の
概
要
と
想
定
用
途
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◯
時
系
列
分
析
：
特
定
の
居
住
地
や
旅
行
先
、

あ
る
い
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト
（
例
：

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
カ
ッ
プ
ル
層
な
ど
）
に
お

け
る
旅
行
者
の
実
態
、
意
識
、
意
向
が
、
過

去
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を

視
覚
的
に
把
握
で
き
る
。

例
：
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
の「
観
光
地
名
の
認
知
率
」

や
「
訪
問
経
験
率
」
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

◯
設
問
分
析
：
特
定
の
属
性
条
件
を
も
と
に
、

複
数
の
設
問
項
目
を
横
断
的
に
比
較
し
、
旅

行
者
の
特
徴
を
多
角
的
に
把
握
す
る
。
施
策

検
討
の
初
期
段
階
や
、
仮
説
立
案
時
に
有
効

な
分
析
視
点
で
あ
る
。

例
：
2
0
2
4
年
時
点
に
お
け
る
夫
婦
・
カ
ッ

プ
ル
層
の
情
報
収
集
手
段
と
予
約
方
法
を
同

時
に
確
認
し
、
デ
ジ
タ
ル
接
点
の
有
無
を
把

握
す
る
。

◯
年
比
較
分
析
：
同
じ
設
問
項
目
に
対
し
て
、

任
意
の
2
つ
の
年
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
傾

向
の
変
化
を
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
観
光
政
策
の
評
価
や
外
部
環
境
の
変
化

の
把
握
な
ど
に
適
し
て
い
る
。

例
：
コ
ロ
ナ
禍
前
（
2
0
1
9
年
）
と
直
近

年
（
2
0
2
4
年
）
に
お
け
る
、
首
都
圏
在

住
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
よ
る
北
海
道
へ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
の
利
用
割
合
を
比
較
し
、

回
復
傾
向
を
把
握
す
る
。

　こ
れ
ら
の
分
析
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
機
能
に

よ
り
、
利
用
者
自
身
が
絞
り
込
み
た
い
条
件

（
居
住
地
、
年
齢
層
、
性
別
、
世
帯
年
収
、

旅
行
頻
度
、
旅
行
目
的
な
ど
）
を
自
由
に
指

定
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
単
な
る
集
計
に
と
ど
ま

ら
ず
、
仮
説
探
索
型
の
デ
ー
タ
分
析
や
実
務

に
直
結
す
る
知
見
の
抽
出
が
可
能
と
な
る
。

　ま
た
、
初
め
て
利
用
す
る
方
で
も
迷
わ
ず

操
作
で
き
る
よ
う
、
各
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に

は
簡
易
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
代
表
的
な
活
用
例
を

添
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自

治
体
職
員
や
地
域
D
M
O
の
関
係
者
、大
学
・

専
門
学
校
の
学
生
・
研
究
者
な
ど
、
多
様
な

ユ
ー
ザ
ー
層
が
自
ら
の
業
務
・
研
究
目
的
に

応
じ
て
容
易
に
活
用
で
き
る
導
入
環
境
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　本
デ
ー
タ
可
視
化
ツ
ー
ル
は
、
観
光
地
経

営
の
戦
略
立
案
か
ら
現
場
施
策
の
検
証
、
研

究
・
教
育
分
野
で
の
実
証
分
析
に
至
る
ま
で
、

幅
広
い
用
途
で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ
た
具
体
的
な
活
用

シ
ー
ン
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

● 

自
治
体
・
D
M
O
に
お
け
る
活
用

　国
内
お
よ
び
訪
日
市
場
の
双
方
に
お
い

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
層
（
例
え
ば
「
20

〜
30
代
の
カ
ッ
プ
ル
旅
行
者
」「
ア
ジ
ア
市

場
の
都
市
部
在
住
者
」
な
ど
）
に
対
す
る
自

地
域
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の
変
化
や
特
徴

を
定
量
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
や
受

入
環
境
整
備
、
K
P
I
設
計
に
根
拠
を
与
え

る
分
析
が
行
え
る
。

活
用
例
：
①
地
方
都
市
の
D
M
O
が
、
首
都

圏
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
春
休
み
旅
行
に
お
け
る

旅
行
目
的
や
支
出
傾
向
を
把
握
し
、
季
節
イ

ベ
ン
ト
の
設
計
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
の
絞

り
込
み
を
行
う
。

②
新
た
に
訪
日
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し
て
働
き

か
け
を
検
討
し
て
い
る
自
治
体
が
、
自
地
域

に
対
し
て
、
認
知
と
来
訪
意
向
が
高
い
訪
日

外
国
人
属
性
を
抽
出
し
、
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
方
針
を
検
討
す
る
。

● 

大
学
・
研
究
機
関
に
お
け
る
活
用

　長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
時
系
列

デ
ー
タ
と
、
詳
細
な
地
域
別
・
属
性
別
ク

ロ
ス
集
計
が
可
能
な
本
ツ
ー
ル
は
、
観
光

行
動
の
変
遷
や
地
域
間
比
較
な
ど
の
研
究

分
析
に
有
効
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

や
卒
業
論
文
、
ゼ
ミ
研
究
に
お
い
て
も
、

実
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
と
な
る
。

活
用
例
：
①
地
域
観
光
論
の
講
義
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
の
訪
日
外
国
人
の
訪
問

意
向
地
域
と
実
際
の
経
験
の
傾
向
の
変
化

を
学
生
が
可
視
化
・
分
析
し
て
ま
と
め
、

プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
。

②
観
光
社
会
学
の
研
究
者
が
、「
情
報
収
集

手
段
と
訪
問
先
選
定
の
関
係
」
に
関
す
る
仮

説
を
設
け
、
可
視
化
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
用

い
て
検
証
す
る
。

　
　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
（
J
T
B

F
）
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
国
内
外
旅
行
者

の
実
態
と
意
識
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て

き
た
。
特
に
「
J
T
B
F
旅
行
者
調
査
」
は
、

旅
行
者
の
属
性
、
行
動
、
意
識
を
体
系
的
に

把
握
す
る
国
内
で
も
稀
有
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
ま
た
D
B
J
（
株
式
会
社
日
本
政
策
投

資
銀
行
）
と
連
携
し
た
「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意

向
調
査
」
は
、
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
に

お
け
る
重
要
な
知
見
を
提
供
し
て
き
た
。

　こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
こ
れ
ま
で

P
D
F
レ
ポ
ー
ト
や
W
e
b
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
公
開
し
て
き
た
が
、
よ
り
柔
軟
か
つ
直
感

的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
2
0
2
5
年
7
月

を
目
途
にT

ab
leau

に
よ
る
可
視
化
ダ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
と
し
て
再
構
築
・
外
部
公
開
す

る
運
び
と
な
っ
た
※
。本
稿
で
は
、こ
の
デ
ー

タ
可
視
化
の
意
義
と
構
成
、
活
用
の
可
能
性

を
紹
介
し
、
観
光
政
策
・
研
究
・
実
務
に
お

け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
意
思
決
定
支
援

を
目
指
し
た
本
取
り
組
み
の
背
景
、
意
図
、

そ
し
て
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

※
原
稿
執
筆
時
点
で
は
未
公
開
。

　J
T
B
F
旅
行
者
調
査
は
、
2
0
0
0
年

代
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、「
実
態
調
査
」

で
は
旅
行
者
の
行
動
や
消
費
、「
意
識
調
査
」

で
は
旅
行
目
的
や
期
待
、
不
安
な
ど
の
心
理

面
を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る
。
調
査
対
象
は

日
本
人
国
内
旅
行
者
お
よ
び
訪
日
外
国
人
旅

行
者
で
、定
期
的
な
更
新
を
重
ね
る
こ
と
で
、

時
系
列
で
の
変
化
も
追
跡
可
能
な
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・
欧

米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
意
向
調
査
は
、

2
0
1
2
年
よ
り
ア
ジ
ア
・
欧
米
豪
の
主
要

市
場
を
対
象
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

動
向
と
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
定
点
観
測
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ

ン
調
査
を
継
続
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
旅

行
意
向
や
価
値
観
の
変
容
を
い
ち
早
く
捉

え
て
き
た
。

　い
ず
れ
の
調
査
も
、
十
分
な
サ
ン
プ
ル
サ

イ
ズ
と
属
性
構
成
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
で
、

政
策
立
案
や
地
域
施
策
に
お
い
て
信
頼
性
の

高
い
デ
ー
タ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　本
取
り
組
み
で
は
、
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な

デ
ー
タ
をT

ab
leau

上
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
専
門
家
以
外
に
も
扱
い
や
す
い
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
実
現
し
た
。
P
D
F
レ

ポ
ー
ト
で
は
限
ら
れ
て
い
た
ク
ロ
ス
分
析
や

時
系
列
比
較
が
、
任
意
の
軸
で
自
由
に
設
定

可
能
と
な
り
、
実
務
上
の
問
い
に
即
応
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

　例
え
ば
、「
再
訪
意
向
が
高
い
市
場
は
ど

こ
か
」「
旅
費
の
増
減
傾
向
と
満
足
度
の
関

係
」「
旅
行
目
的
別
の
訪
問
地
域
の
違
い
」
な

ど
、
従
来
は
複
数
の
資
料
を
横
断
的
に
見
な

け
れ
ば
難
し
か
っ
た
分
析
が
、
ワ
ン
ク
リ
ッ

ク
で
可
能
と
な
る
。

　

T
ab
leau

の
選
定
理
由
は
、

★
操
作
性
が
直
感
的
で
、
非
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

も
扱
え
る
こ
と
。

★
W
e
b
ベ
ー
ス
で
の
公
開
が
容
易
で
、
外

部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
柔
軟
で
あ
る
こ
と
。

★
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン
等
の

機
能
に
優
れ
、
複
数
視
点
で
の
探
索
的
分
析

3
．お
わ
り
に
：
未
来
の

観
光
地
経
営
に
向
け
て

現
場
で
の

実
装
に
向
け
た
準
備

（
4
） 

の
仕
組
み
」
が
あ
る
。
可
視
化
さ
れ
た
情
報

が
共
通
の
土
台
と
な
り
、
地
域
内
の
多
様
な

主
体
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
意
思
決
定
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
。

　実
際
に
、
モ
デ
ル
研
究
を
進
め
る
自
治
体

で
は
、
宿
泊
税
制
度
の
設
計
段
階
か
ら
デ
ー

タ
利
活
用
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
観
光
事
業

者
と
連
携
し
、
仕
組
み
の
構
築
と
定
着
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
単
な
る
制
度
導
入

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体
で
学
び
、
協
働

し
、
進
化
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
形
成
の
第

一
歩
と
い
え
る
。

　今
後
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の

地
域
に
展
開
し
、
各
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

デ
ー
タ
基
盤
の
機
能
強
化
や
、
担
い
手
と
な

る
人
材
の
育
成
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
デ
ー
タ
が
「
知
の
資
産
」
と
し
て
地
域

内
で
循
環
し
、
観
光
の
持
続
可
能
性
と
自
律

性
を
高
め
て
い
く
に
は
、
地
域
社
会
全
体
が

こ
の
取
り
組
み
を〝
自
分
ご
と
〞と
し
て
捉

え
、
主
体
的
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　J
T
B
F
は
今
後
も
、「
観
光
を
支
え
る
地

域
」「
地
域
を
支
え
る
観
光
」
を
実
現
す
る
た

め
、
デ
ー
タ
を
軸
と
し
た
知
の
基
盤
づ
く
り

を
通
じ
て
、
そ
の
進
化
を
後
押
し
し
て
い
く
。

　
　

 

（
文
：
J
T
B
F
蛯
澤
俊
典
）
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の
地
域
で
生
き
る
人
々
の
視

点
や
リ
ア
ル
な
課
題
を
十
分

に
捉
え
き
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
各
地
で

の
O
J
T
を
通
し
て
、
観
光

が
単
な
る
集
客
や
経
済
の
話

で
は
な
く
、
人
と
人
、
人
と

環
境
と
の
関
係
性
を
つ
く
る

文
化
的
・
社
会
的
実
践
で
も

あ
る
と
い
う
よ
う
に
捉
え
直

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
現
代
社
会
や
観
光
開
発
に
対
し
て
な
ん

と
な
く
抱
い
て
い
た
違
和
感
も
、
現
場
で
の

対
話
や
葛
藤
を
経
て
、
少
し
ず
つ
言
語
化
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
現
場
に
根
ざ
し
つ
つ
、
俯
瞰
的
な
視

点
も
持
っ
て
、
次
世
代
が
希
望
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
か
た
ち
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
ゼ
ミ
に
は
、
3
年
生
で
は
学
生
が
グ

ル
ー
プ（
5
〜
7
名
程
度
）で
主
体
的
に
テ
ー

マ
を
決
め
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

4
年
生
で
は
個
人
で
取
り
組
む
卒
業
論
文

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

琉
球
大
学 

国
際
地
域
創
造
学
部
・
環
境
教
育
学
研
究
室

大
島
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

25
回

第

大
島
順
子（
お
お
し
ま・じ
ゅ
ん
こ
）

琉
球
大
学
国
際
地
域
創
造
学
部
准
教
授
。専
門
は
、環
境
教

育
学
、E
S
D（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）、成
人
学

習
で
、持
続
可
能
な
観
光
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
持
続
可

能
な
社
会
を
築
く
担
い
手
づ
く
り
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。近
年
は

沖
縄
島
や
ん
ば
る
地
域
で
世
界
遺
産
教
育
の
推
進
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。日
本

体
育
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了（
社
会
体
育
学
）。豪
州
Q
L
D
州G

riffi
th 

U
niversity

大
学
院
修
士（H

onours

）課
程
修
了（
環
境
教
育
学
）、博
士
課

程
満
期
退
学
。主
な
著
書
に
、『
E
S
D
を
つ
く
る
：
地
域
で
ひ
ら
く
未
来
へ
の
教

育
』（
分
担
執
筆
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、2
0
1
0
年
）、『
観
光
教
育
へ
の
招
待
』

（
分
担
執
筆
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、2
0
1
6
年
）、『
事
典
：
持
続
可
能
な
社
会
と

教
育
』（
分
担
執
筆
、教
育
出
版
、2
0
1
9
年
）な
ど
が
あ
る
。こ
れ
ま
で
沖
縄
の

自
然
環
境
保
全
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、SD

Gs

、生
涯
学
習
等
や
九
州・沖
縄
地
区

のESD

、ロ
ー
カ
ルSDGs

な
ど
に
関
す
る
委
員
を
歴
任
し
て
い
る
。

環
境
教
育
と
い
う

分
野
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ

資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
当
ゼ
ミ
は
、
観
光

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
の
1
）
自
然
資

源
に
お
け
る
保
全
と
活
用
の
バ
ラ

ン
ス
の
最
適
化
、
2
）
課
題
解
決

の
方
法
、
3
）
観
光
地
と
し
て
の

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
学
習

ツ
ー
ル
の
開
発
や
効
果
的
な
活
用

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
環
境
教
育

の
視
点
で
調
査
研
究
及
び
実
践
に

取
り
組
む
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
想
起
さ
れ
る

観
光
を
学
ぶ
専
門
領
域
の
中
で
教

育
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
、
広

義
に
は
観
光
分
野
に
お
け
る
人
材

育
成
を
目
指
し
た
観
光
教
育
や
狭
義
で
は
接

客
・
接
遇
場
面
に
お
い
て
顧
客
や
相
手
に
対

し
て
気
遣
い
や
お
も
て
な
し
を
実
践
す
る
た

め
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育

で
し
ょ
う
。
環
境
教
育
と
い
う
分
野
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
珍
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
で
こ
の
言
葉
が
登
場
す
る

の
は
、
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
の
4
本
柱
の
一
つ
で
「
自
然
環
境
の
保

全
」、「
観
光
振
興
」、「
地
域
振
興
」
と
並
ん

で
「
環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
活
用
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
部

を
持
つ
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
が

2
0
1
5
年
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
再
定
義
の
際

に
、「
そ
の
地
域
の
環
境
を
保
全
し
、
地
域

住
民
の
生
活
を
高
め
る
こ
と
を
持
続
可
能
に

す
る
責
任
あ
る
旅
行
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
プ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
教
育
を
含
む
」
と
、
質
の

高
い
自
然
体
験
活
動
を
導
く
解
説
活
動
と
し

て
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
に
は
ホ
ス
ト
と
ゲ

ス
ト
の
両
者
に
と
っ
て
教
育
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
明
文
化
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
環
境
省
が
国
立
公
園
の
美

　2
0
1
8
年
度
の
学
部
改
組
に
よ
り
、
観

光
産
業
科
学
部
観
光
科
学
科
か
ら
1
学
部
1

学
科
5
つ
の
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ

る
国
際
地
域
創
造
学
部
国
際
地
域
創
造
学
科

の
一
つ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
観
光
地

域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
設
立
以
来

卒
業
生
を
4
回
送
り
出
し
ま
し
た
。
国
際
地

域
創
造
学
部
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル

を
併
せ
持
つ
視
座
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
に

お
け
る
現
代
的
課
題
の
解
決
や
国
内
外
の
産

ビ
ジ
ネ
ス
、
政
策
、
資
源
管
理
、
地
域
開
発

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
か
ら
学
際
的
に
「
観

光
」「
地
域
」「
観
光
と
地
域
の
関
係
」、
あ
る

い
は
そ
れ
ら
の
成
り
立
ち
や
振
興
を
考
え
る

学
問
領
域
で
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（
持
続
可
能
観
光
）

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
盤
に
、
観
光
そ
の
も
の

を
学
ぶ
の
と
同
時
に
、
観
光
を
通
し
た
地
域

振
興
や
産
業
振
興
に
つ
い
て
高
い
知
識
と
深

い
理
解
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
＆
ウ
ェ
ル

ネ
ス
」「
観
光
地
開
発
」「
地
域
資
源
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
核
と
し
た
専
門
科
目
を
提
供
す

る
と
同
時
に
、
観
光
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
、
英
語
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
語

を
重
視
し
て
い
る
の
も
特
徴
と
い
え
ま
す
。

中
国
や
台
湾
、
韓
国
等
、
ア
ジ
ア
の
連
携
協

定
大
学
へ
の
正
規
留
学
の
機
会
を
活
用
す
る

学
生
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
留
学
以

外
で
も
最
近
で
は
自
主
的
に
休
学
を
し
、
観

光
現
場
で
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
※
を

通
し
て
観
光
を
学
ぶ
選
択
肢
を
学
生
自
身
が

選
ぶ
よ
う
に
も
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
、

総
合
大
学
で
あ
る
琉
球
大
学
が
持
つ
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、
学
問
の
垣
根
を
越
え
た

教
育
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
も
本
プ
ロ
グ
ラ

し
い
自
然
の
中
で
の
感
動
体
験
を
柱
と
し
た

滞
在
型
・
高
付
加
価
値
観
光
の
推
進
を
図
る

た
め
、各
国
立
公
園
に
お
け
る「
ス
ト
ー
リ
ー

（
物
語
）」、
望
ま
れ
る
体
験
等
を
整
理
し
た

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
計
画
の
作

成
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
注
目
度

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
昨
今
で
はS

D
G
s

の
登
場
も
追
い
風
と
な
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
も
、
広
義
の
環

境
教
育
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

え
ま
す
。
そ
れ
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
非

日
常
の
体
験
の
場
面
に
お
い
て
も
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
な
が
る
機
会
が

必
須
な
世
の
中
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
つ
教
員
の
元

に
集
ま
る
学
生
も
実
に
多
様
で
す
。
遠
隔
地

や
離
島
出
身
者
で
あ
っ
た
り
、
島
が
好
き
な

学
生
が
集
ま
る
の
も
特
徴
の
一
つ
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
島
は
、
狭
小
性
、
環
海
性
、
そ
し

て
遠
隔
性
と
い
う
地
理
上
の
特
徴
に
基
づ
い

て
大
陸
や
本
土
と
比
較
す
る
表
現
で
そ
の
特

性
を
表
し
ま
す
。
そ
れ
が
条
件
的
に
不
利
な

地
域
で
あ
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
固
定

観
念
と
し
て
島
で
暮
ら
す
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ

ト
が
強
調
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、島
の
側
か
ら
主
体
的
に
捉
え
て
み
る
と
、

そ
れ
ら
の
特
徴
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
優
位
と

な
る
見
方
が
可
能
で
す
。
海
に
よ
っ
て
隔
絶

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
進
化
し
た
自
然
生
態
系

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
固
有
の
動
植
物
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
独
自
の
環
境

に
育
ま
れ
た
文
化
や
生
活
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
今
日
で
は
そ
れ
ら
が
島
嶼
地
域
の
魅
力

と
し
て
、
観
光
資
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

都
会
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
や
の

ん
び
り
と
し
た
島
時
間
の
流
れ
か
ら
、
島
で

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能

観
光
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、「
地
域

の
暮
ら
し
に
憧
れ
る
人
々
の
移
住
の
対
象
に

も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
島

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
実
は
構
造
的
に

は
都
市
部
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
の
縮
図
で

あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

　ゼ
ミ
の
学
生
は
沖
縄
県
出
身
者
が
7
〜
8

割
を
占
め
ま
す
が
、
沖
縄
島
の
こ
と
し
か
知

ら
な
い
学
生
も
多
く
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に

離
島
へ
の
旅
を
勧
め
、
沖
縄
そ
の
も
の
の
多

様
性
を
肌
で
体
験
し
、
理
解
の
幅
を
広
め
深

め
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
と
し
て
離
島
を
選
ぶ
学

生
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
昨
年
1
年

間
休
学
し
て
い
く
つ
か
の
離
島
へ
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
学
生
に
体
験
談
を

綴
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
観
光
の
目
的
地
と

し
て
”島
“が
注
目
を
集
め
る
現
在
で
す
が
、

自
身
も
離
島
出
身
者
で
あ
る
学
生
（
2
0

2
1
年
度
入
学 

Y
・
T
さ
ん
）
は
ど
の
よ

う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
離
島
で
の
体
験
を

味
わ
い
、
学
び
と
し
て
自
身
の
言
葉
に
落
と

し
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　私
が
観
光
に
興
味
を
持
っ
た
原
点
は
、
幼

少
期
を
過
ご
し
た
奄
美
大
島
で
の
原
体
験
に

あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
人
の
あ
た
た
か

さ
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
一
方
で
、
観
光
開
発

に
よ
っ
て
慣
れ
親
し
ん
だ
風
景
や
暮
ら
し
が

変
化
し
て
い
く
様
子
を
子
ど
も
な
が
ら
に
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
2
1
年

に
は
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
地
域

は
大
き
く
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
そ
の
内

実
に
は
「
地
域
資
源
を
誰
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問

い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
私
は
琉
球
大
学

の
国
際
地
域
創
造
学
部
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
学
し
、
大
島
ゼ
ミ
に
所
属

し
ま
し
た
。
実
際
に
講
義
や
ゼ
ミ
活
動
を
通

し
て
、
地
域
資
本
を
循
環
さ
せ
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
観
光
活
動
を
体
現
し
て
い
く
理
論

や
事
例
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
び
の
中
で
さ
ら

に
、「
教
科
書
で
学
ん
だ
知
識
を
、
現
場
の

実
践
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
」
と
い
う
問
題
意

識
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
観
光
地
と
し
て
島
を
概
観
す
る
の
で
は

な
く
、
直
接
、
島
で
暮
ら
す
人
々
の
「
見
て

い
る
風
景
」
に
近
づ
い
て
み
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
思
い
を
背

景
に
、
私
は
2
0
2
4
年
に
大
学
を
1
年
間

休
学
し
、
沖
縄
県
八
重
山
郡
西
表
島
・
鹿
児

島
県
大
島
郡
喜
界
島
・
島
根
県
隠
岐
郡
海
士

町
と
い
う
3
つ
の
離
島
地
域
で
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
ず
、
西
表
島
で
は
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に

お
け
る
接
客
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す

る
研
修
、
ツ
ア
ー
造
成
等
に
携
わ
り
、
地
域

の
中
で
の
ホ
テ
ル
の
役
割
や
立
ち
位
置
を
学

び
、
自
然
保
護
と
社
会
生
活
、
観
光
事
業
の

バ
ラ
ン
ス
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
一

方
で
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
と

の
対
話
を
通
じ
て
、
地
域
と
企
業
の
新
し
い

関
係
性
の
あ
り
方
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　次
に
、
喜
界
島
で
は
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
、
農
業
の
経
営
の
難
し
さ
や

担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
に
直
面
し
ま
し
た

が
、高
付
加
価
値
化
や
6
次
産
業
化
、ス
マ
ー

ト
農
業
な
ど
新
し
い
農
業
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
地
域
に
暮
ら
す
中
で
、
農
家

の
方
々
の
暮
ら
し
の
知
恵
や
人
と
人
と
の
距

離
の
近
さ
に
、
都
市
に
は
な
い
豊
か
さ
も
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　最
後
に
海
士
町
（
中
ノ
島
）
で
は
、
福
祉

と
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
に
携
わ
り
、
特
に
移

住
者
（
外
部
人
材
）
と
地
域
住
民
と
の
架
け

橋
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
携
わ
り
ま
し

た
。
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
「
人

業
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
は
、「
経
営
」、「
経
済

学
」、「
国
際
言
語
文
化
」
そ
し
て
「
地
域
文
化

科
学
」
が
あ
り
、
入
学
後
の
最
初
の
1
年
間

は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
す
る
共
通

基
盤
教
育
科
目
を
受
講
し
幅
広
い
専
門
分
野

に
接
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
講
義
を

受
講
す
る
中
で
自
分
の
目
指
す
も
の
を
よ
り

明
確
に
し
て
い
き
、
2
年
次
前
期
か
ら
特
定

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
し
、
複
眼
的
思
考
の

上
に
立
つ
専
門
的
な
学
び
を
深
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

1
．生
ま
れ
変
わ
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム

と
人
の
信
頼
関
係
」
か
ら
始
ま
る
支
援
の
姿

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
地
域
で
も
、
現
場
に
深
く
入
り
込
み
、
地

域
の
自
然
や
文
化
、
生
活
、
人
と
関
わ
り
な

が
ら
課
題
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
中
に

あ
っ
た
「
ど
こ
か
正
し
す
ぎ
る
理
論
」
が
ほ

ぐ
れ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
復
学
し
、
卒
業
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
都
市
社
会
に
は
な
い
文
化
資

本
や
環
境
資
本
を
活
か
し
た
実
践
に
注
目

し
、
観
光
を
通
じ
た
地
域
の
自
己
表
現
の
可

能
性
、
あ
る
い
は
そ
の
先
に
あ
る
次
世
代
の

社
会
経
済
の
在
り
方
を
探
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
す
る
前
の
私

は
、「
観
光
を
通
じ
て
地
域
を
良
く
し
た
い
」

と
い
う
想
い
こ
そ
強
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
学
生
は
大
き
な
壁

に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
与
え
ら

れ
た
レ
ポ
ー
ト
課
題
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な

す
の
で
す
が
、
自
身
で
テ
ー
マ
を
決
め
る

の
が
苦
手
な
学
生
が
な
ん
と
多
い
こ
と
か

…
。
情
報
過
多
の
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、

い
つ
の
ま
に
か
興
味
関
心
が
分
散
し
、
漠

然
と
し
た
興
味
は
あ
る
も
の
の
具
体
的
な

テ
ー
マ
と
し
て
落
と
し
込
む
こ
と
の
困
難

に
直
面
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
が
グ

ル
ー
プ
で
と
な
る
と
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
そ
し
て
合
意
形
成
力

が
試
さ
れ
る
の
で
な
お
さ
ら
で
す
。

　次
に
紹
介
す
る
の
は
、
そ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
学
生
（
2
0
2
2
年
度

入
学
の
Y
・
T
さ
ん
、
H
・
I
さ
ん
）
の
記

録
で
す
。
ゼ
ミ
所
属
後
の
活
動
か
ら
3
年
生

の
ゼ
ミ
仲
間
と
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
記
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　私
が
参
加
す
る
ゼ
ミ
で
は
「
自
然
資
源
を

ど
う
守
り
、
活
か
す
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

根
底
に
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
観
光
の
可
能
性

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
私
が
こ
の
ゼ
ミ
に
加

わ
り
活
動
を
志
し
た
の
は
、
観
光
と
い
う
枠

組
み
を
通
し
て
、
沖
縄
の
自
然
や
文
化
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、実
践
的
に
学
べ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

中
で
も
「
資
源
を
守
る
こ
と
」
と
「
活
か
す

こ
と
」
を
同
時
に
考
え
る
姿
勢
が
、
今
の
時

代
に
こ
そ
必
要
だ
と
強
く
思
っ
た
の
が
大
き

な
き
っ
か
け
で
し
た
。
ゼ
ミ
に
所
属
後
、
最

初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
3
、
4
年
生
合
同

の
宿
泊
学
習
で
す
。
農
学
部
が
所
有
し
て
い

る
沖
縄
島
北
部
の
与
那
フ
ィ
ー
ル
ド
で
1
泊

2
日
の
実
習
を
行
い
、
や
ん
ば
る
の
自
然
遺

産
に
つ
い
て
現
場
で
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。実
際
に
自
然
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
、

国
立
公
園
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
場

所
で
も
、
許
可
な
く
木
が
伐
ら
れ
持
ち
去
ろ

う
と
さ
れ
て
い
た
り
、
希
少
野
生
動
植
物
の

盗
掘
や
違
法
採
集
が
あ
っ
た
り
と
い
う
現
実

を
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。「
守

る
こ
と
」
と
「
活
か
す
こ
と
」
は
必
ず
し
も

両
立
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
観
光
振
興
が
も

た
ら
す
自
然
環
境
や
希
少
野
生
動
植
物
へ
の

影
響
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
体
験
で
し
た
。

観
光
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
に
は
、
た

だ
人
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
の
向

き
合
い
方
に
も
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
島
ゼ
ミ
で
は
、
3
年
次
に
学
生

自
身
が
決
め
た
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
一
年
間

を
通
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
す
。
私

た
ち
は
沖
縄
の
自
然
や
観
光
と
い
う
観
点
か

ら
、
近
年
需
要
が
高
ま
る
中
で
注
目
さ
れ
始

め
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
着
目
し

ま
し
た
。
題
し
て
、
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
も
っ
と
飲
も
う
よ
！
沖
縄

コ
ー
ヒ
ー
！
」で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ー

マ
決
定
ま
で
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
何
度
も

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
よ
う
や
く
た
ど
り
つ

い
た
の
が
、「
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
」
で
し
た
。

生
産
地
と
し
て
の
沖
縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、

そ
し
て
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
そ
の

魅
力
を
観
光
的
視
点
か
ら
深
掘
り
で
き
る

テ
ー
マ
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　私
た
ち
は
ま
ず
、
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

地
元
の
農
園
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
コ
ー
ヒ
ー
が
沖
縄
の
新
た
な
観
光
資

源
に
な
り
得
る
可
能
性
と
、
そ
れ
を
阻
む
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
（
生
産
量
の
少
な
さ
、
高
齢

化
、
知
名
度
不
足
）
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
最
も
力
を
入
れ

た
の
は
、「
情
報
発
信
を
通
じ
て
課
題
解
決

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

S
N
S
を
活
用
し
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
形
式
で

沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
実
際
に
農
園
で
の
収
穫
か
ら

焙
煎
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
撮
影
し
、
編
集

し
、
公
開
す
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
作
業
は
、

言
っ
て
み
れ
ば〝
伝
え
る
力
〞を
育
む
プ
ロ
セ

ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
訪
れ
た
場
所
の

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
や
ん
ば
る
に

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
の
体
験
で
す
。
コ
ー

ヒ
ー
の
実
を
手
作
業
で
収
穫
し
、
果
肉
を
取

り
除
き
、
発
酵
さ
せ
、
洗
浄
・
選
別
・
乾
燥
・

焙
煎
・
粉
砕
と
い
う
工
程
を
経
て
よ
う
や
く

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
も

発
酵
以
外
の
す
べ
て
の
過
程
を
体
験
し
ま
し

た
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
選
別

の
工
程
で
し
た
。
豆
を
見
た
目
で
確
認
し
、

大
き
さ
や
状
態
の
違
い
を
判
断
し
な
が
ら
分

け
る
作
業
が
す
べ
て
手

作
業
で
行
わ
れ
て
い
る

の
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、「
こ
ん
な
に
細
か

い
こ
と
ま
で
人
の
手
で

や
っ
て
い
る
の
か
」
と

驚
き
ま
し
た
。
コ
ー

ヒ
ー
を
た
だ
飲
ん
で
満

足
す
る
の
で
は
な
く
、

コ
ー
ヒ
ー
が
で
き
る
ま

で
に
多
く
の
仕
事
や
思

い
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
大
切
に
育

て
ら
れ
、
手
間
を
か
け

て
選
ば
れ
て
、
よ
う
や

く
私
た
ち
の
元
に
届
け

た
。大
島
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、私
は「
地

域
資
源
を
守
り
活
か
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」
を
、
体
験
を
通
し
て
考
え
る
力
を
得
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
地

域
と
と
も
に
歩
む
観
光
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

「
自
分
た
ち
の
活
動
と
そ
こ
で
の
学
び
に
つ

い
て
書
い
て
み
ま
す
！
」
と
言
っ
て
悩
み
な

が
ら
書
い
て
い
た
学
生
た
ち
で
す
が
、
直
接

現
地
に
赴
き
、
そ
の
地
の
空
気
に
触
れ
な
が

ら
自
身
の
目
で
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
カ
ラ

オ
ケ
し
た
り
…
と
い
う
経
験
を
通
し
て
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
そ
れ
は
、
観
光
を
通
し
て
地
域
振
興
の

あ
り
か
た
や
地
域
資
源
と
メ
デ
ィ
ア
を
活
か

し
た
観
光
に
つ
い
て
、
実
践
的
に
学
ん
で
い

る
と
い
え
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
3
年
生
で

の
経
験
を
も
と
に
、
4
年
生
で
自
ら
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
卒
論
に
取
り
組
ん
で
、
と
い
う

次
な
る
壁
に
突
き
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　大

島
ゼ
ミ
で
の
学
び
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
…
！

ら
れ
る
。
そ
の
過
程
を
知
る
こ
と
で
、
普
段

何
気
な
く
飲
ん
で
い
た
一
杯
が
、
全
く
違
う

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
S
N
S
と
い
う
ツ
ー
ル
の
特
性
や

限
界
、
視
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
難
し
さ
も
身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。

再
生
回
数
が
伸
び
て
も
、
反
応
が
少
な
い
動

画
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
知
人

か
ら
「
沖
縄
出
身
だ
け
ど
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
た
と
き
、
こ
の

活
動
の
価
値
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ム
の
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
幅
広
い
学
習
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
か
す
学

生
が
所
属
す
る
私
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
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の
地
域
で
生
き
る
人
々
の
視

点
や
リ
ア
ル
な
課
題
を
十
分

に
捉
え
き
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
各
地
で

の
O
J
T
を
通
し
て
、
観
光

が
単
な
る
集
客
や
経
済
の
話

で
は
な
く
、
人
と
人
、
人
と

環
境
と
の
関
係
性
を
つ
く
る

文
化
的
・
社
会
的
実
践
で
も

あ
る
と
い
う
よ
う
に
捉
え
直

す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
現
代
社
会
や
観
光
開
発
に
対
し
て
な
ん

と
な
く
抱
い
て
い
た
違
和
感
も
、
現
場
で
の

対
話
や
葛
藤
を
経
て
、
少
し
ず
つ
言
語
化
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
現
場
に
根
ざ
し
つ
つ
、
俯
瞰
的
な
視

点
も
持
っ
て
、
次
世
代
が
希
望
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
か
た
ち
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
ゼ
ミ
に
は
、
3
年
生
で
は
学
生
が
グ

ル
ー
プ（
5
〜
7
名
程
度
）で
主
体
的
に
テ
ー

マ
を
決
め
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

4
年
生
で
は
個
人
で
取
り
組
む
卒
業
論
文

資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
当
ゼ
ミ
は
、
観
光

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
の
1
）
自
然
資

源
に
お
け
る
保
全
と
活
用
の
バ
ラ

ン
ス
の
最
適
化
、
2
）
課
題
解
決

の
方
法
、
3
）
観
光
地
と
し
て
の

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
学
習

ツ
ー
ル
の
開
発
や
効
果
的
な
活
用

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
環
境
教
育

の
視
点
で
調
査
研
究
及
び
実
践
に

取
り
組
む
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
想
起
さ
れ
る

観
光
を
学
ぶ
専
門
領
域
の
中
で
教

育
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
、
広

義
に
は
観
光
分
野
に
お
け
る
人
材

育
成
を
目
指
し
た
観
光
教
育
や
狭
義
で
は
接

客
・
接
遇
場
面
に
お
い
て
顧
客
や
相
手
に
対

し
て
気
遣
い
や
お
も
て
な
し
を
実
践
す
る
た

め
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育

で
し
ょ
う
。
環
境
教
育
と
い
う
分
野
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
珍
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
で
こ
の
言
葉
が
登
場
す
る

の
は
、
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
の
4
本
柱
の
一
つ
で
「
自
然
環
境
の
保

全
」、「
観
光
振
興
」、「
地
域
振
興
」
と
並
ん

で
「
環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
活
用
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
部

を
持
つ
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
が

2
0
1
5
年
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
再
定
義
の
際

に
、「
そ
の
地
域
の
環
境
を
保
全
し
、
地
域

住
民
の
生
活
を
高
め
る
こ
と
を
持
続
可
能
に

す
る
責
任
あ
る
旅
行
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
プ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
教
育
を
含
む
」
と
、
質
の

高
い
自
然
体
験
活
動
を
導
く
解
説
活
動
と
し

て
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
に
は
ホ
ス
ト
と
ゲ

ス
ト
の
両
者
に
と
っ
て
教
育
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
明
文
化
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
環
境
省
が
国
立
公
園
の
美

　2
0
1
8
年
度
の
学
部
改
組
に
よ
り
、
観

光
産
業
科
学
部
観
光
科
学
科
か
ら
1
学
部
1

学
科
5
つ
の
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ

る
国
際
地
域
創
造
学
部
国
際
地
域
創
造
学
科

の
一
つ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
観
光
地

域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
設
立
以
来

卒
業
生
を
4
回
送
り
出
し
ま
し
た
。
国
際
地

域
創
造
学
部
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル

を
併
せ
持
つ
視
座
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
に

お
け
る
現
代
的
課
題
の
解
決
や
国
内
外
の
産

ビ
ジ
ネ
ス
、
政
策
、
資
源
管
理
、
地
域
開
発

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
か
ら
学
際
的
に
「
観

光
」「
地
域
」「
観
光
と
地
域
の
関
係
」、
あ
る

い
は
そ
れ
ら
の
成
り
立
ち
や
振
興
を
考
え
る

学
問
領
域
で
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（
持
続
可
能
観
光
）

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
盤
に
、
観
光
そ
の
も
の

を
学
ぶ
の
と
同
時
に
、
観
光
を
通
し
た
地
域

振
興
や
産
業
振
興
に
つ
い
て
高
い
知
識
と
深

い
理
解
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
＆
ウ
ェ
ル

ネ
ス
」「
観
光
地
開
発
」「
地
域
資
源
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
核
と
し
た
専
門
科
目
を
提
供
す

る
と
同
時
に
、
観
光
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
、
英
語
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
語

を
重
視
し
て
い
る
の
も
特
徴
と
い
え
ま
す
。

中
国
や
台
湾
、
韓
国
等
、
ア
ジ
ア
の
連
携
協

定
大
学
へ
の
正
規
留
学
の
機
会
を
活
用
す
る

学
生
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
留
学
以

外
で
も
最
近
で
は
自
主
的
に
休
学
を
し
、
観

光
現
場
で
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
※
を

通
し
て
観
光
を
学
ぶ
選
択
肢
を
学
生
自
身
が

選
ぶ
よ
う
に
も
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
、

総
合
大
学
で
あ
る
琉
球
大
学
が
持
つ
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、
学
問
の
垣
根
を
越
え
た

教
育
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
も
本
プ
ロ
グ
ラ

し
い
自
然
の
中
で
の
感
動
体
験
を
柱
と
し
た

滞
在
型
・
高
付
加
価
値
観
光
の
推
進
を
図
る

た
め
、各
国
立
公
園
に
お
け
る「
ス
ト
ー
リ
ー

（
物
語
）」、
望
ま
れ
る
体
験
等
を
整
理
し
た

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
計
画
の
作

成
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
注
目
度

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
昨
今
で
はS

D
G
s

の
登
場
も
追
い
風
と
な
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
も
、
広
義
の
環

境
教
育
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

え
ま
す
。
そ
れ
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
非

日
常
の
体
験
の
場
面
に
お
い
て
も
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
な
が
る
機
会
が

必
須
な
世
の
中
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
つ
教
員
の
元

に
集
ま
る
学
生
も
実
に
多
様
で
す
。
遠
隔
地

や
離
島
出
身
者
で
あ
っ
た
り
、
島
が
好
き
な

学
生
が
集
ま
る
の
も
特
徴
の
一
つ
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
島
は
、
狭
小
性
、
環
海
性
、
そ
し

て
遠
隔
性
と
い
う
地
理
上
の
特
徴
に
基
づ
い

て
大
陸
や
本
土
と
比
較
す
る
表
現
で
そ
の
特

性
を
表
し
ま
す
。
そ
れ
が
条
件
的
に
不
利
な

地
域
で
あ
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
固
定

観
念
と
し
て
島
で
暮
ら
す
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ

ト
が
強
調
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、島
の
側
か
ら
主
体
的
に
捉
え
て
み
る
と
、

そ
れ
ら
の
特
徴
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
優
位
と

な
る
見
方
が
可
能
で
す
。
海
に
よ
っ
て
隔
絶

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
進
化
し
た
自
然
生
態
系

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
固
有
の
動
植
物
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
独
自
の
環
境

に
育
ま
れ
た
文
化
や
生
活
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
今
日
で
は
そ
れ
ら
が
島
嶼
地
域
の
魅
力

と
し
て
、
観
光
資
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

都
会
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
や
の

ん
び
り
と
し
た
島
時
間
の
流
れ
か
ら
、
島
で

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能

観
光
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、「
地
域

の
暮
ら
し
に
憧
れ
る
人
々
の
移
住
の
対
象
に

も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
島

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
実
は
構
造
的
に

は
都
市
部
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
の
縮
図
で

あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

　ゼ
ミ
の
学
生
は
沖
縄
県
出
身
者
が
7
〜
8

割
を
占
め
ま
す
が
、
沖
縄
島
の
こ
と
し
か
知

ら
な
い
学
生
も
多
く
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に

離
島
へ
の
旅
を
勧
め
、
沖
縄
そ
の
も
の
の
多

様
性
を
肌
で
体
験
し
、
理
解
の
幅
を
広
め
深

め
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
と
し
て
離
島
を
選
ぶ
学

生
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
昨
年
1
年

間
休
学
し
て
い
く
つ
か
の
離
島
へ
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
学
生
に
体
験
談
を

綴
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
観
光
の
目
的
地
と

し
て
”島
“が
注
目
を
集
め
る
現
在
で
す
が
、

自
身
も
離
島
出
身
者
で
あ
る
学
生
（
2
0

2
1
年
度
入
学 

Y
・
T
さ
ん
）
は
ど
の
よ

う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
離
島
で
の
体
験
を

味
わ
い
、
学
び
と
し
て
自
身
の
言
葉
に
落
と

し
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　私
が
観
光
に
興
味
を
持
っ
た
原
点
は
、
幼

少
期
を
過
ご
し
た
奄
美
大
島
で
の
原
体
験
に

あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
人
の
あ
た
た
か

さ
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
一
方
で
、
観
光
開
発

に
よ
っ
て
慣
れ
親
し
ん
だ
風
景
や
暮
ら
し
が

変
化
し
て
い
く
様
子
を
子
ど
も
な
が
ら
に
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
2
1
年

に
は
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
地
域

は
大
き
く
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
そ
の
内

実
に
は
「
地
域
資
源
を
誰
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問

い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
私
は
琉
球
大
学

の
国
際
地
域
創
造
学
部
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
学
し
、
大
島
ゼ
ミ
に
所
属

し
ま
し
た
。
実
際
に
講
義
や
ゼ
ミ
活
動
を
通

し
て
、
地
域
資
本
を
循
環
さ
せ
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
観
光
活
動
を
体
現
し
て
い
く
理
論

や
事
例
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
び
の
中
で
さ
ら

に
、「
教
科
書
で
学
ん
だ
知
識
を
、
現
場
の

実
践
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
」
と
い
う
問
題
意

識
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
観
光
地
と
し
て
島
を
概
観
す
る
の
で
は

な
く
、
直
接
、
島
で
暮
ら
す
人
々
の
「
見
て

い
る
風
景
」
に
近
づ
い
て
み
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
思
い
を
背

景
に
、
私
は
2
0
2
4
年
に
大
学
を
1
年
間

休
学
し
、
沖
縄
県
八
重
山
郡
西
表
島
・
鹿
児

島
県
大
島
郡
喜
界
島
・
島
根
県
隠
岐
郡
海
士

町
と
い
う
3
つ
の
離
島
地
域
で
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
ず
、
西
表
島
で
は
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に

お
け
る
接
客
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す

る
研
修
、
ツ
ア
ー
造
成
等
に
携
わ
り
、
地
域

の
中
で
の
ホ
テ
ル
の
役
割
や
立
ち
位
置
を
学

び
、
自
然
保
護
と
社
会
生
活
、
観
光
事
業
の

バ
ラ
ン
ス
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
一

方
で
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
と

の
対
話
を
通
じ
て
、
地
域
と
企
業
の
新
し
い

関
係
性
の
あ
り
方
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　次
に
、
喜
界
島
で
は
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
、
農
業
の
経
営
の
難
し
さ
や

担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
に
直
面
し
ま
し
た

が
、高
付
加
価
値
化
や
6
次
産
業
化
、ス
マ
ー

ト
農
業
な
ど
新
し
い
農
業
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
地
域
に
暮
ら
す
中
で
、
農
家

の
方
々
の
暮
ら
し
の
知
恵
や
人
と
人
と
の
距

離
の
近
さ
に
、
都
市
に
は
な
い
豊
か
さ
も
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　最
後
に
海
士
町
（
中
ノ
島
）
で
は
、
福
祉

と
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
に
携
わ
り
、
特
に
移

住
者
（
外
部
人
材
）
と
地
域
住
民
と
の
架
け

橋
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
携
わ
り
ま
し

た
。
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
「
人

業
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
は
、「
経
営
」、「
経
済

学
」、「
国
際
言
語
文
化
」
そ
し
て
「
地
域
文
化

科
学
」
が
あ
り
、
入
学
後
の
最
初
の
1
年
間

は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
す
る
共
通

基
盤
教
育
科
目
を
受
講
し
幅
広
い
専
門
分
野

に
接
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
講
義
を

受
講
す
る
中
で
自
分
の
目
指
す
も
の
を
よ
り

明
確
に
し
て
い
き
、
2
年
次
前
期
か
ら
特
定

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
し
、
複
眼
的
思
考
の

上
に
立
つ
専
門
的
な
学
び
を
深
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

3
．島
好
き
な
学
生
が

集
ま
る
？
ゼ
ミ

4
．離
島
で
の
長
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

学
ん
だ
こ
と

2
． あ

ら
ゆ
る

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
面
で

求
め
ら
れ
る
環
境
教
育
、

そ
し
てS
D
G
s

の

達
成
に
向
け
た
教
育
の

取
り
組
み

写真1：ゼミのフィールドワークでは、積極的に地域のガイドから解説を受ける

と
人
の
信
頼
関
係
」
か
ら
始
ま
る
支
援
の
姿

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
地
域
で
も
、
現
場
に
深
く
入
り
込
み
、
地

域
の
自
然
や
文
化
、
生
活
、
人
と
関
わ
り
な

が
ら
課
題
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
中
に

あ
っ
た
「
ど
こ
か
正
し
す
ぎ
る
理
論
」
が
ほ

ぐ
れ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
復
学
し
、
卒
業
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
都
市
社
会
に
は
な
い
文
化
資

本
や
環
境
資
本
を
活
か
し
た
実
践
に
注
目

し
、
観
光
を
通
じ
た
地
域
の
自
己
表
現
の
可

能
性
、
あ
る
い
は
そ
の
先
に
あ
る
次
世
代
の

社
会
経
済
の
在
り
方
を
探
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
す
る
前
の
私

は
、「
観
光
を
通
じ
て
地
域
を
良
く
し
た
い
」

と
い
う
想
い
こ
そ
強
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
学
生
は
大
き
な
壁

に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
与
え
ら

れ
た
レ
ポ
ー
ト
課
題
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な

す
の
で
す
が
、
自
身
で
テ
ー
マ
を
決
め
る

の
が
苦
手
な
学
生
が
な
ん
と
多
い
こ
と
か

…
。
情
報
過
多
の
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、

い
つ
の
ま
に
か
興
味
関
心
が
分
散
し
、
漠

然
と
し
た
興
味
は
あ
る
も
の
の
具
体
的
な

テ
ー
マ
と
し
て
落
と
し
込
む
こ
と
の
困
難

に
直
面
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
が
グ

ル
ー
プ
で
と
な
る
と
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
そ
し
て
合
意
形
成
力

が
試
さ
れ
る
の
で
な
お
さ
ら
で
す
。

　次
に
紹
介
す
る
の
は
、
そ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
学
生
（
2
0
2
2
年
度

入
学
の
Y
・
T
さ
ん
、
H
・
I
さ
ん
）
の
記

録
で
す
。
ゼ
ミ
所
属
後
の
活
動
か
ら
3
年
生

の
ゼ
ミ
仲
間
と
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
記
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　私
が
参
加
す
る
ゼ
ミ
で
は
「
自
然
資
源
を

ど
う
守
り
、
活
か
す
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

根
底
に
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
観
光
の
可
能
性

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
私
が
こ
の
ゼ
ミ
に
加

わ
り
活
動
を
志
し
た
の
は
、
観
光
と
い
う
枠

組
み
を
通
し
て
、
沖
縄
の
自
然
や
文
化
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、実
践
的
に
学
べ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

中
で
も
「
資
源
を
守
る
こ
と
」
と
「
活
か
す

こ
と
」
を
同
時
に
考
え
る
姿
勢
が
、
今
の
時

代
に
こ
そ
必
要
だ
と
強
く
思
っ
た
の
が
大
き

な
き
っ
か
け
で
し
た
。
ゼ
ミ
に
所
属
後
、
最

初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
3
、
4
年
生
合
同

の
宿
泊
学
習
で
す
。
農
学
部
が
所
有
し
て
い

る
沖
縄
島
北
部
の
与
那
フ
ィ
ー
ル
ド
で
1
泊

2
日
の
実
習
を
行
い
、
や
ん
ば
る
の
自
然
遺

産
に
つ
い
て
現
場
で
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。実
際
に
自
然
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
、

国
立
公
園
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
場

所
で
も
、
許
可
な
く
木
が
伐
ら
れ
持
ち
去
ろ

う
と
さ
れ
て
い
た
り
、
希
少
野
生
動
植
物
の

盗
掘
や
違
法
採
集
が
あ
っ
た
り
と
い
う
現
実

を
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。「
守

る
こ
と
」
と
「
活
か
す
こ
と
」
は
必
ず
し
も

両
立
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
観
光
振
興
が
も

た
ら
す
自
然
環
境
や
希
少
野
生
動
植
物
へ
の

影
響
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
体
験
で
し
た
。

観
光
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
に
は
、
た

だ
人
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
の
向

き
合
い
方
に
も
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
島
ゼ
ミ
で
は
、
3
年
次
に
学
生

自
身
が
決
め
た
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
一
年
間

を
通
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
す
。
私

た
ち
は
沖
縄
の
自
然
や
観
光
と
い
う
観
点
か

ら
、
近
年
需
要
が
高
ま
る
中
で
注
目
さ
れ
始

め
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
着
目
し

ま
し
た
。
題
し
て
、
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
も
っ
と
飲
も
う
よ
！
沖
縄

コ
ー
ヒ
ー
！
」で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ー

マ
決
定
ま
で
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
何
度
も

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
よ
う
や
く
た
ど
り
つ

い
た
の
が
、「
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
」
で
し
た
。

生
産
地
と
し
て
の
沖
縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、

そ
し
て
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
そ
の

魅
力
を
観
光
的
視
点
か
ら
深
掘
り
で
き
る

テ
ー
マ
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　私
た
ち
は
ま
ず
、
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

地
元
の
農
園
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
コ
ー
ヒ
ー
が
沖
縄
の
新
た
な
観
光
資

源
に
な
り
得
る
可
能
性
と
、
そ
れ
を
阻
む
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
（
生
産
量
の
少
な
さ
、
高
齢

化
、
知
名
度
不
足
）
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
最
も
力
を
入
れ

た
の
は
、「
情
報
発
信
を
通
じ
て
課
題
解
決

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

S
N
S
を
活
用
し
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
形
式
で

沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
実
際
に
農
園
で
の
収
穫
か
ら

焙
煎
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
撮
影
し
、
編
集

し
、
公
開
す
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
作
業
は
、

言
っ
て
み
れ
ば〝
伝
え
る
力
〞を
育
む
プ
ロ
セ

ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
訪
れ
た
場
所
の

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
や
ん
ば
る
に

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
の
体
験
で
す
。
コ
ー

ヒ
ー
の
実
を
手
作
業
で
収
穫
し
、
果
肉
を
取

り
除
き
、
発
酵
さ
せ
、
洗
浄
・
選
別
・
乾
燥
・

焙
煎
・
粉
砕
と
い
う
工
程
を
経
て
よ
う
や
く

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
も

発
酵
以
外
の
す
べ
て
の
過
程
を
体
験
し
ま
し

た
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
選
別

の
工
程
で
し
た
。
豆
を
見
た
目
で
確
認
し
、

大
き
さ
や
状
態
の
違
い
を
判
断
し
な
が
ら
分

け
る
作
業
が
す
べ
て
手

作
業
で
行
わ
れ
て
い
る

の
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、「
こ
ん
な
に
細
か

い
こ
と
ま
で
人
の
手
で

や
っ
て
い
る
の
か
」
と

驚
き
ま
し
た
。
コ
ー

ヒ
ー
を
た
だ
飲
ん
で
満

足
す
る
の
で
は
な
く
、

コ
ー
ヒ
ー
が
で
き
る
ま

で
に
多
く
の
仕
事
や
思

い
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
大
切
に
育

て
ら
れ
、
手
間
を
か
け

て
選
ば
れ
て
、
よ
う
や

く
私
た
ち
の
元
に
届
け

※「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

は
、観
光
に
関
連
す
る
多
様
な
進
路
に
備
え
、

就
業
体
験
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
実

践
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

科
目
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー

が
運
営
す
る
「
う
り
ず
ん
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
修
了
証
を
得

た
受
講
生
に
、単
位
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
沖
縄
県
内
の
産
業
人

材
の
育
成
と
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
目
的

に
、
県
内
企
業
や
他
大
学
と
連
携
し
て
実
施

し
て
い
る
琉
球
大
学
主
催
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
こ
で
い
う
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
単
位
認
定
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
。大
島
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、私
は「
地

域
資
源
を
守
り
活
か
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」
を
、
体
験
を
通
し
て
考
え
る
力
を
得
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
地

域
と
と
も
に
歩
む
観
光
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

「
自
分
た
ち
の
活
動
と
そ
こ
で
の
学
び
に
つ

い
て
書
い
て
み
ま
す
！
」
と
言
っ
て
悩
み
な

が
ら
書
い
て
い
た
学
生
た
ち
で
す
が
、
直
接

現
地
に
赴
き
、
そ
の
地
の
空
気
に
触
れ
な
が

ら
自
身
の
目
で
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
カ
ラ

オ
ケ
し
た
り
…
と
い
う
経
験
を
通
し
て
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
そ
れ
は
、
観
光
を
通
し
て
地
域
振
興
の

あ
り
か
た
や
地
域
資
源
と
メ
デ
ィ
ア
を
活
か

し
た
観
光
に
つ
い
て
、
実
践
的
に
学
ん
で
い

る
と
い
え
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
3
年
生
で

の
経
験
を
も
と
に
、
4
年
生
で
自
ら
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
卒
論
に
取
り
組
ん
で
、
と
い
う

次
な
る
壁
に
突
き
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　大

島
ゼ
ミ
で
の
学
び
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
…
！

ら
れ
る
。
そ
の
過
程
を
知
る
こ
と
で
、
普
段

何
気
な
く
飲
ん
で
い
た
一
杯
が
、
全
く
違
う

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
S
N
S
と
い
う
ツ
ー
ル
の
特
性
や

限
界
、
視
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
難
し
さ
も
身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。

再
生
回
数
が
伸
び
て
も
、
反
応
が
少
な
い
動

画
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
知
人

か
ら
「
沖
縄
出
身
だ
け
ど
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
た
と
き
、
こ
の

活
動
の
価
値
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ム
の
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
幅
広
い
学
習
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
か
す
学

生
が
所
属
す
る
私
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
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と
い
う
想
い
こ
そ
強
く
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
地
域
で
生

き
る
人
々
の
視
点
や
リ
ア
ル

な
課
題
を
十
分
に
捉
え
き
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
各
地
で
の
O
J
T
を

通
し
て
、
観
光
が
単
な
る
集

客
や
経
済
の
話
で
は
な
く
、

人
と
人
、
人
と
環
境
と
の
関

係
性
を
つ
く
る
文
化
的
・
社

会
的
実
践
で
も
あ
る
と
い
う

よ
う
に
捉
え
直
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
現
代
社
会
や
観
光
開
発
に
対
し
て
な
ん

と
な
く
抱
い
て
い
た
違
和
感
も
、
現
場
で
の

対
話
や
葛
藤
を
経
て
、
少
し
ず
つ
言
語
化
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
現
場
に
根
ざ
し
つ
つ
、
俯
瞰
的
な
視

点
も
持
っ
て
、
次
世
代
が
希
望
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
か
た
ち
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
ゼ
ミ
に
は
、
3
年
生
で
は
学
生
が
グ

ル
ー
プ（
5
〜
7
名
程
度
）で
主
体
的
に
テ
ー

マ
を
決
め
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
当
ゼ
ミ
は
、
観
光

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
の
1
）
自
然
資

源
に
お
け
る
保
全
と
活
用
の
バ
ラ

ン
ス
の
最
適
化
、
2
）
課
題
解
決

の
方
法
、
3
）
観
光
地
と
し
て
の

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
学
習

ツ
ー
ル
の
開
発
や
効
果
的
な
活
用

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
環
境
教
育

の
視
点
で
調
査
研
究
及
び
実
践
に

取
り
組
む
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
想
起
さ
れ
る

観
光
を
学
ぶ
専
門
領
域
の
中
で
教

育
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
、
広

義
に
は
観
光
分
野
に
お
け
る
人
材

育
成
を
目
指
し
た
観
光
教
育
や
狭
義
で
は
接

客
・
接
遇
場
面
に
お
い
て
顧
客
や
相
手
に
対

し
て
気
遣
い
や
お
も
て
な
し
を
実
践
す
る
た

め
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育

で
し
ょ
う
。
環
境
教
育
と
い
う
分
野
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
珍
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
で
こ
の
言
葉
が
登
場
す
る

の
は
、
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
の
4
本
柱
の
一
つ
で
「
自
然
環
境
の
保

全
」、「
観
光
振
興
」、「
地
域
振
興
」
と
並
ん

で
「
環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
活
用
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
部

を
持
つ
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
が

2
0
1
5
年
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
再
定
義
の
際

に
、「
そ
の
地
域
の
環
境
を
保
全
し
、
地
域

住
民
の
生
活
を
高
め
る
こ
と
を
持
続
可
能
に

す
る
責
任
あ
る
旅
行
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
プ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
教
育
を
含
む
」
と
、
質
の

高
い
自
然
体
験
活
動
を
導
く
解
説
活
動
と
し

て
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
に
は
ホ
ス
ト
と
ゲ

ス
ト
の
両
者
に
と
っ
て
教
育
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
明
文
化
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
環
境
省
が
国
立
公
園
の
美

　2
0
1
8
年
度
の
学
部
改
組
に
よ
り
、
観

光
産
業
科
学
部
観
光
科
学
科
か
ら
1
学
部
1

学
科
5
つ
の
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ

る
国
際
地
域
創
造
学
部
国
際
地
域
創
造
学
科

の
一
つ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
観
光
地

域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
設
立
以
来

卒
業
生
を
4
回
送
り
出
し
ま
し
た
。
国
際
地

域
創
造
学
部
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル

を
併
せ
持
つ
視
座
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
に

お
け
る
現
代
的
課
題
の
解
決
や
国
内
外
の
産

ビ
ジ
ネ
ス
、
政
策
、
資
源
管
理
、
地
域
開
発

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
か
ら
学
際
的
に
「
観

光
」「
地
域
」「
観
光
と
地
域
の
関
係
」、
あ
る

い
は
そ
れ
ら
の
成
り
立
ち
や
振
興
を
考
え
る

学
問
領
域
で
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（
持
続
可
能
観
光
）

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
盤
に
、
観
光
そ
の
も
の

を
学
ぶ
の
と
同
時
に
、
観
光
を
通
し
た
地
域

振
興
や
産
業
振
興
に
つ
い
て
高
い
知
識
と
深

い
理
解
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
＆
ウ
ェ
ル

ネ
ス
」「
観
光
地
開
発
」「
地
域
資
源
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
核
と
し
た
専
門
科
目
を
提
供
す

る
と
同
時
に
、
観
光
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
、
英
語
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
語

を
重
視
し
て
い
る
の
も
特
徴
と
い
え
ま
す
。

中
国
や
台
湾
、
韓
国
等
、
ア
ジ
ア
の
連
携
協

定
大
学
へ
の
正
規
留
学
の
機
会
を
活
用
す
る

学
生
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
留
学
以

外
で
も
最
近
で
は
自
主
的
に
休
学
を
し
、
観

光
現
場
で
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
※
を

通
し
て
観
光
を
学
ぶ
選
択
肢
を
学
生
自
身
が

選
ぶ
よ
う
に
も
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
、

総
合
大
学
で
あ
る
琉
球
大
学
が
持
つ
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、
学
問
の
垣
根
を
越
え
た

教
育
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
も
本
プ
ロ
グ
ラ

し
い
自
然
の
中
で
の
感
動
体
験
を
柱
と
し
た

滞
在
型
・
高
付
加
価
値
観
光
の
推
進
を
図
る

た
め
、各
国
立
公
園
に
お
け
る「
ス
ト
ー
リ
ー

（
物
語
）」、
望
ま
れ
る
体
験
等
を
整
理
し
た

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
計
画
の
作

成
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
注
目
度

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
昨
今
で
はS
D
G
s

の
登
場
も
追
い
風
と
な
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
も
、
広
義
の
環

境
教
育
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

え
ま
す
。
そ
れ
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
非

日
常
の
体
験
の
場
面
に
お
い
て
も
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
な
が
る
機
会
が

必
須
な
世
の
中
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
つ
教
員
の
元

に
集
ま
る
学
生
も
実
に
多
様
で
す
。
遠
隔
地

や
離
島
出
身
者
で
あ
っ
た
り
、
島
が
好
き
な

学
生
が
集
ま
る
の
も
特
徴
の
一
つ
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
島
は
、
狭
小
性
、
環
海
性
、
そ
し

て
遠
隔
性
と
い
う
地
理
上
の
特
徴
に
基
づ
い

て
大
陸
や
本
土
と
比
較
す
る
表
現
で
そ
の
特

性
を
表
し
ま
す
。
そ
れ
が
条
件
的
に
不
利
な

地
域
で
あ
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
固
定

観
念
と
し
て
島
で
暮
ら
す
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ

ト
が
強
調
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、島
の
側
か
ら
主
体
的
に
捉
え
て
み
る
と
、

そ
れ
ら
の
特
徴
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
優
位
と

な
る
見
方
が
可
能
で
す
。
海
に
よ
っ
て
隔
絶

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
進
化
し
た
自
然
生
態
系

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
固
有
の
動
植
物
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
独
自
の
環
境

に
育
ま
れ
た
文
化
や
生
活
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
今
日
で
は
そ
れ
ら
が
島
嶼
地
域
の
魅
力

と
し
て
、
観
光
資
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

都
会
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
や
の

ん
び
り
と
し
た
島
時
間
の
流
れ
か
ら
、
島
で

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能

観
光
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、「
地
域

の
暮
ら
し
に
憧
れ
る
人
々
の
移
住
の
対
象
に

も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
島

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
実
は
構
造
的
に

は
都
市
部
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
の
縮
図
で

あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

　ゼ
ミ
の
学
生
は
沖
縄
県
出
身
者
が
7
〜
8

割
を
占
め
ま
す
が
、
沖
縄
島
の
こ
と
し
か
知

ら
な
い
学
生
も
多
く
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に

離
島
へ
の
旅
を
勧
め
、
沖
縄
そ
の
も
の
の
多

様
性
を
肌
で
体
験
し
、
理
解
の
幅
を
広
め
深

め
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
と
し
て
離
島
を
選
ぶ
学

生
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
昨
年
1
年

間
休
学
し
て
い
く
つ
か
の
離
島
へ
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
学
生
に
体
験
談
を

綴
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
観
光
の
目
的
地
と

し
て
”島
“が
注
目
を
集
め
る
現
在
で
す
が
、

自
身
も
離
島
出
身
者
で
あ
る
学
生
（
2
0

2
1
年
度
入
学 

Y
・
T
さ
ん
）
は
ど
の
よ

う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
離
島
で
の
体
験
を

味
わ
い
、
学
び
と
し
て
自
身
の
言
葉
に
落
と

し
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　私
が
観
光
に
興
味
を
持
っ
た
原
点
は
、
幼

少
期
を
過
ご
し
た
奄
美
大
島
で
の
原
体
験
に

あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
人
の
あ
た
た
か

さ
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
一
方
で
、
観
光
開
発

に
よ
っ
て
慣
れ
親
し
ん
だ
風
景
や
暮
ら
し
が

変
化
し
て
い
く
様
子
を
子
ど
も
な
が
ら
に
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
2
1
年

に
は
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
地
域

は
大
き
く
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
そ
の
内

実
に
は
「
地
域
資
源
を
誰
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問

い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
私
は
琉
球
大
学

の
国
際
地
域
創
造
学
部
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
学
し
、
大
島
ゼ
ミ
に
所
属

し
ま
し
た
。
実
際
に
講
義
や
ゼ
ミ
活
動
を
通

し
て
、
地
域
資
本
を
循
環
さ
せ
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
観
光
活
動
を
体
現
し
て
い
く
理
論

や
事
例
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
び
の
中
で
さ
ら

に
、「
教
科
書
で
学
ん
だ
知
識
を
、
現
場
の

実
践
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
」
と
い
う
問
題
意

識
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
観
光
地
と
し
て
島
を
概
観
す
る
の
で
は

な
く
、
直
接
、
島
で
暮
ら
す
人
々
の
「
見
て

い
る
風
景
」
に
近
づ
い
て
み
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
思
い
を
背

景
に
、
私
は
2
0
2
4
年
に
大
学
を
1
年
間

休
学
し
、
沖
縄
県
八
重
山
郡
西
表
島
・
鹿
児

島
県
大
島
郡
喜
界
島
・
島
根
県
隠
岐
郡
海
士

町
（
中
ノ
島
）
と
い
う
3
つ
の
離
島
地
域
で

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　ま
ず
、
西
表
島
で
は
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に

お
け
る
接
客
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す

る
研
修
、
ツ
ア
ー
造
成
等
に
携
わ
り
、
地
域

の
中
で
の
ホ
テ
ル
の
役
割
や
立
ち
位
置
を
学

び
、
自
然
保
護
と
社
会
生
活
、
観
光
事
業
の

バ
ラ
ン
ス
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
一

方
で
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
と

の
対
話
を
通
じ
て
、
地
域
と
企
業
の
新
し
い

関
係
性
の
あ
り
方
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　次
に
、
喜
界
島
で
は
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
、
農
業
の
経
営
の
難
し
さ
や

担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
に
直
面
し
ま
し
た

が
、高
付
加
価
値
化
や
6
次
産
業
化
、ス
マ
ー

ト
農
業
な
ど
新
し
い
農
業
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
地
域
に
暮
ら
す
中
で
、
農
家

の
方
々
の
暮
ら
し
の
知
恵
や
人
と
人
と
の
距

離
の
近
さ
に
、
都
市
に
は
な
い
豊
か
さ
も
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　最
後
に
海
士
町
（
中
ノ
島
）
で
は
、
福
祉

と
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
に
携
わ
り
、
特
に
移

住
者
（
外
部
人
材
）
と
地
域
住
民
と
の
架
け

橋
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
携
わ
り
ま
し

業
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
は
、「
経
営
」、「
経
済

学
」、「
国
際
言
語
文
化
」
そ
し
て
「
地
域
文
化

科
学
」
が
あ
り
、
入
学
後
の
最
初
の
1
年
間

は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
す
る
共
通

基
盤
教
育
科
目
を
受
講
し
幅
広
い
専
門
分
野

に
接
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
講
義
を

受
講
す
る
中
で
自
分
の
目
指
す
も
の
を
よ
り

明
確
に
し
て
い
き
、
2
年
次
前
期
か
ら
特
定

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
し
、
複
眼
的
思
考
の

上
に
立
つ
専
門
的
な
学
び
を
深
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

3
．島
好
き
な
学
生
が

集
ま
る
？
ゼ
ミ

4
．離
島
で
の
長
期

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

学
ん
だ
こ
と

2
． あ

ら
ゆ
る

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
場
面
で

求
め
ら
れ
る
環
境
教
育
、

そ
し
てS

D
G
s

の

達
成
に
向
け
た
教
育
の

取
り
組
み

写真1：ゼミのフィールドワークでは、積極的に地域のガイドから解説を受ける

た
。
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
「
人

と
人
の
信
頼
関
係
」
か
ら
始
ま
る
支
援
の
姿

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
地
域
で
も
、
現
場
に
深
く
入
り
込
み
、
地

域
の
自
然
や
文
化
、
生
活
、
人
と
関
わ
り
な

が
ら
課
題
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
中
に

あ
っ
た
「
ど
こ
か
正
し
す
ぎ
る
理
論
」
が
ほ

ぐ
れ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
復
学
し
、
卒
業
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
都
市
社
会
に
は
な
い
文
化
資

本
や
環
境
資
本
を
活
か
し
た
実
践
に
注
目

し
、
観
光
を
通
じ
た
地
域
の
自
己
表
現
の
可

能
性
、
あ
る
い
は
そ
の
先
に
あ
る
次
世
代
の

社
会
経
済
の
在
り
方
を
探
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
す
る
前
の
私

は
、「
観
光
を
通
じ
て
地
域
を
良
く
し
た
い
」

4
年
生
で
は
個
人
で
取
り
組
む
卒
業
論
文

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
学
生
は
大
き
な
壁

に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
与
え
ら

れ
た
レ
ポ
ー
ト
課
題
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な

す
の
で
す
が
、
自
身
で
テ
ー
マ
を
決
め
る

の
が
苦
手
な
学
生
が
な
ん
と
多
い
こ
と
か

…
。
情
報
過
多
の
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、

い
つ
の
ま
に
か
興
味
関
心
が
分
散
し
、
漠

然
と
し
た
興
味
は
あ
る
も
の
の
具
体
的
な

テ
ー
マ
と
し
て
落
と
し
込
む
こ
と
の
困
難

に
直
面
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
が
グ

ル
ー
プ
で
と
な
る
と
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
そ
し
て
合
意
形
成
力

が
試
さ
れ
る
の
で
な
お
さ
ら
で
す
。

　次
に
紹
介
す
る
の
は
、
そ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
学
生
（
2
0
2
2
年
度

入
学
の
Y
・
T
さ
ん
、
H
・
I
さ
ん
）
の
記

録
で
す
。
ゼ
ミ
所
属
後
の
活
動
か
ら
3
年
生

の
ゼ
ミ
仲
間
と
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
記
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　私
が
参
加
す
る
ゼ
ミ
で
は
「
自
然
資
源
を

ど
う
守
り
、
活
か
す
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

根
底
に
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
観
光
の
可
能
性

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
私
が
こ
の
ゼ
ミ
に
加

わ
り
活
動
を
志
し
た
の
は
、
観
光
と
い
う
枠

組
み
を
通
し
て
、
沖
縄
の
自
然
や
文
化
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、実
践
的
に
学
べ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

中
で
も
「
資
源
を
守
る
こ
と
」
と
「
活
か
す

こ
と
」
を
同
時
に
考
え
る
姿
勢
が
、
今
の
時

代
に
こ
そ
必
要
だ
と
強
く
思
っ
た
の
が
大
き

な
き
っ
か
け
で
し
た
。
ゼ
ミ
に
所
属
後
、
最

初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
3
、
4
年
生
合
同

の
宿
泊
学
習
で
す
。
農
学
部
が
所
有
し
て
い

る
沖
縄
島
北
部
の
与
那
フ
ィ
ー
ル
ド
で
1
泊

2
日
の
実
習
を
行
い
、
や
ん
ば
る
の
自
然
遺

産
に
つ
い
て
現
場
で
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。実
際
に
自
然
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
、

国
立
公
園
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
場

所
で
も
、
許
可
な
く
木
が
伐
ら
れ
持
ち
去
ろ

う
と
さ
れ
て
い
た
り
、
希
少
野
生
動
植
物
の

盗
掘
や
違
法
採
集
が
あ
っ
た
り
と
い
う
現
実

を
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。「
守

る
こ
と
」
と
「
活
か
す
こ
と
」
は
必
ず
し
も

両
立
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
観
光
振
興
が
も

た
ら
す
自
然
環
境
や
希
少
野
生
動
植
物
へ
の

影
響
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
体
験
で
し
た
。

観
光
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
に
は
、
た

だ
人
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
の
向

き
合
い
方
に
も
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
島
ゼ
ミ
で
は
、
3
年
次
に
学
生

自
身
が
決
め
た
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
一
年
間

を
通
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
す
。
私

た
ち
は
沖
縄
の
自
然
や
観
光
と
い
う
観
点
か

ら
、
近
年
需
要
が
高
ま
る
中
で
注
目
さ
れ
始

め
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
着
目
し

ま
し
た
。
題
し
て
、
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
も
っ
と
飲
も
う
よ
！
沖
縄

コ
ー
ヒ
ー
！
」で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ー

マ
決
定
ま
で
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
何
度
も

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
よ
う
や
く
た
ど
り
つ

い
た
の
が
、「
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
」
で
し
た
。

生
産
地
と
し
て
の
沖
縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、

そ
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
の
収
穫
か
ら
味

わ
う
（
試
飲
）
ま
で
の
体
験
は
、
沖
縄
な
ら

で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
ま
ず
、
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

地
元
の
農
園
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
コ
ー
ヒ
ー
が
沖
縄
の
新
た
な
観
光
資

源
に
な
り
得
る
可
能
性
と
、
そ
れ
を
阻
む
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
（
生
産
量
の
少
な
さ
、
高
齢

化
、
知
名
度
不
足
）
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
最
も
力
を
入
れ

た
の
は
、「
情
報
発
信
を
通
じ
て
課
題
解
決

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

S
N
S
を
活
用
し
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
形
式
で

沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
実
際
に
農
園
で
の
収
穫
か
ら

焙
煎
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
撮
影
し
、
編
集

し
、
公
開
す
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
作
業
は
、

言
っ
て
み
れ
ば〝
伝
え
る
力
〞を
育
む
プ
ロ
セ

ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
訪
れ
た
場
所
の

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
や
ん
ば
る
に

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
の
体
験
で
す
。
コ
ー

ヒ
ー
の
実
を
手
作
業
で
収
穫
し
、
果
肉
を
取

り
除
き
、
発
酵
さ
せ
、
洗
浄
・
選
別
・
乾
燥
・

焙
煎
・
粉
砕
と
い
う
工
程
を
経
て
よ
う
や
く

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
も

発
酵
以
外
の
す
べ
て
の
過
程
を
体
験
し
ま
し

た
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
選
別

の
工
程
で
し
た
。
豆
を

見
た
目
で
確
認
し
、
大

き
さ
や
状
態
の
違
い
を

判
断
し
な
が
ら
分
け
る

作
業
が
す
べ
て
手
作
業

で
行
わ
れ
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、

「
こ
ん
な
に
細
か
い
こ

と
ま
で
人
の
手
で
や
っ

て
い
る
の
か
」
と
驚
き

ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を

た
だ
飲
ん
で
満
足
す
る

の
で
は
な
く
、
コ
ー

ヒ
ー
が
で
き
る
ま
で
に

多
く
の
仕
事
や
思
い
が

詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
自
然

※「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

は
、観
光
に
関
連
す
る
多
様
な
進
路
に
備
え
、

就
業
体
験
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
実

践
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

科
目
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー

が
運
営
す
る
「
う
り
ず
ん
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
修
了
証
を
得

た
受
講
生
に
、単
位
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
沖
縄
県
内
の
産
業
人

材
の
育
成
と
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
目
的

に
、
県
内
企
業
や
他
大
学
と
連
携
し
て
実
施

し
て
い
る
琉
球
大
学
主
催
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
こ
で
い
う
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
単
位
認
定
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
た
と
き
、
こ
の

活
動
の
価
値
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。大
島
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、私
は「
地

域
資
源
を
守
り
活
か
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」
を
、
体
験
を
通
し
て
考
え
る
力
を
得
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
地

域
と
と
も
に
歩
む
観
光
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

「
自
分
た
ち
の
活
動
と
そ
こ
で
の
学
び
に
つ

い
て
書
い
て
み
ま
す
！
」
と
言
っ
て
悩
み
な

が
ら
書
い
て
い
た
学
生
た
ち
で
す
が
、
直
接

現
地
に
赴
き
、
そ
の
地
の
空
気
に
触
れ
な
が

ら
自
身
の
目
で
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
と
い

う
経
験
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い

る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
観
光

を
通
し
て
地
域
振
興
の
あ
り
か
た
や
地
域
資

源
と
メ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
た
観
光
に
つ
い

て
、
実
践
的
に
学
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、3
年
生
で
の
経
験
を
も
と
に
、

4
年
生
で
自
ら
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
卒
論

に
取
り
組
ん
で
、
と
い
う
次
な
る
壁
に
突

き
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　大
島
ゼ
ミ
で
の
学
び
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
…
！

の
中
で
大
切
に
育
て
ら
れ
、
手
間
を
か
け
て

選
ば
れ
て
、
よ
う
や
く
私
た
ち
の
元
に
届
け

ら
れ
る
。
そ
の
過
程
を
知
る
こ
と
で
、
普
段

何
気
な
く
飲
ん
で
い
た
一
杯
が
、
全
く
違
う

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
S
N
S
と
い
う
ツ
ー
ル
の
特
性
や

限
界
、
視
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
難
し
さ
も
身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。

再
生
回
数
が
伸
び
て
も
、
反
応
が
少
な
い
動

画
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
知
人

か
ら
「
沖
縄
出
身
だ
け
ど
知
ら
な
か
っ
た
」

ム
の
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
幅
広
い
学
習
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
か
す
学

生
が
所
属
す
る
私
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
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と
い
う
想
い
こ
そ
強
く
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
地
域
で
生

き
る
人
々
の
視
点
や
リ
ア
ル

な
課
題
を
十
分
に
捉
え
き
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
各
地
で
の
O
J
T
を

通
し
て
、
観
光
が
単
な
る
集

客
や
経
済
の
話
で
は
な
く
、

人
と
人
、
人
と
環
境
と
の
関

係
性
を
つ
く
る
文
化
的
・
社

会
的
実
践
で
も
あ
る
と
い
う

よ
う
に
捉
え
直
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
現
代
社
会
や
観
光
開
発
に
対
し
て
な
ん

と
な
く
抱
い
て
い
た
違
和
感
も
、
現
場
で
の

対
話
や
葛
藤
を
経
て
、
少
し
ず
つ
言
語
化
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
現
場
に
根
ざ
し
つ
つ
、
俯
瞰
的
な
視

点
も
持
っ
て
、
次
世
代
が
希
望
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
か
た
ち
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
ゼ
ミ
に
は
、
3
年
生
で
は
学
生
が
グ

ル
ー
プ（
5
〜
7
名
程
度
）で
主
体
的
に
テ
ー

マ
を
決
め
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
当
ゼ
ミ
は
、
観
光

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
の
1
）
自
然
資

源
に
お
け
る
保
全
と
活
用
の
バ
ラ

ン
ス
の
最
適
化
、
2
）
課
題
解
決

の
方
法
、
3
）
観
光
地
と
し
て
の

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
学
習

ツ
ー
ル
の
開
発
や
効
果
的
な
活
用

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
環
境
教
育

の
視
点
で
調
査
研
究
及
び
実
践
に

取
り
組
む
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
想
起
さ
れ
る

観
光
を
学
ぶ
専
門
領
域
の
中
で
教

育
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
、
広

義
に
は
観
光
分
野
に
お
け
る
人
材

育
成
を
目
指
し
た
観
光
教
育
や
狭
義
で
は
接

客
・
接
遇
場
面
に
お
い
て
顧
客
や
相
手
に
対

し
て
気
遣
い
や
お
も
て
な
し
を
実
践
す
る
た

め
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育

で
し
ょ
う
。
環
境
教
育
と
い
う
分
野
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
珍
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
で
こ
の
言
葉
が
登
場
す
る

の
は
、
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
の
4
本
柱
の
一
つ
で
「
自
然
環
境
の
保

全
」、「
観
光
振
興
」、「
地
域
振
興
」
と
並
ん

で
「
環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
活
用
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
部

を
持
つ
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
が

2
0
1
5
年
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
再
定
義
の
際

に
、「
そ
の
地
域
の
環
境
を
保
全
し
、
地
域

住
民
の
生
活
を
高
め
る
こ
と
を
持
続
可
能
に

す
る
責
任
あ
る
旅
行
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
プ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
教
育
を
含
む
」
と
、
質
の

高
い
自
然
体
験
活
動
を
導
く
解
説
活
動
と
し

て
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
に
は
ホ
ス
ト
と
ゲ

ス
ト
の
両
者
に
と
っ
て
教
育
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
明
文
化
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
環
境
省
が
国
立
公
園
の
美

　2
0
1
8
年
度
の
学
部
改
組
に
よ
り
、
観

光
産
業
科
学
部
観
光
科
学
科
か
ら
1
学
部
1

学
科
5
つ
の
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ

る
国
際
地
域
創
造
学
部
国
際
地
域
創
造
学
科

の
一
つ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
観
光
地

域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
設
立
以
来

卒
業
生
を
4
回
送
り
出
し
ま
し
た
。
国
際
地

域
創
造
学
部
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル

を
併
せ
持
つ
視
座
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
に

お
け
る
現
代
的
課
題
の
解
決
や
国
内
外
の
産

ビ
ジ
ネ
ス
、
政
策
、
資
源
管
理
、
地
域
開
発

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
か
ら
学
際
的
に
「
観

光
」「
地
域
」「
観
光
と
地
域
の
関
係
」、
あ
る

い
は
そ
れ
ら
の
成
り
立
ち
や
振
興
を
考
え
る

学
問
領
域
で
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（
持
続
可
能
観
光
）

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
盤
に
、
観
光
そ
の
も
の

を
学
ぶ
の
と
同
時
に
、
観
光
を
通
し
た
地
域

振
興
や
産
業
振
興
に
つ
い
て
高
い
知
識
と
深

い
理
解
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
＆
ウ
ェ
ル

ネ
ス
」「
観
光
地
開
発
」「
地
域
資
源
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
核
と
し
た
専
門
科
目
を
提
供
す

る
と
同
時
に
、
観
光
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
、
英
語
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
語

を
重
視
し
て
い
る
の
も
特
徴
と
い
え
ま
す
。

中
国
や
台
湾
、
韓
国
等
、
ア
ジ
ア
の
連
携
協

定
大
学
へ
の
正
規
留
学
の
機
会
を
活
用
す
る

学
生
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
留
学
以

外
で
も
最
近
で
は
自
主
的
に
休
学
を
し
、
観

光
現
場
で
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
※
を

通
し
て
観
光
を
学
ぶ
選
択
肢
を
学
生
自
身
が

選
ぶ
よ
う
に
も
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
、

総
合
大
学
で
あ
る
琉
球
大
学
が
持
つ
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、
学
問
の
垣
根
を
越
え
た

教
育
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
も
本
プ
ロ
グ
ラ

し
い
自
然
の
中
で
の
感
動
体
験
を
柱
と
し
た

滞
在
型
・
高
付
加
価
値
観
光
の
推
進
を
図
る

た
め
、各
国
立
公
園
に
お
け
る「
ス
ト
ー
リ
ー

（
物
語
）」、
望
ま
れ
る
体
験
等
を
整
理
し
た

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
計
画
の
作

成
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
注
目
度

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
昨
今
で
はS

D
G
s

の
登
場
も
追
い
風
と
な
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
も
、
広
義
の
環

境
教
育
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

え
ま
す
。
そ
れ
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
非

日
常
の
体
験
の
場
面
に
お
い
て
も
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
な
が
る
機
会
が

必
須
な
世
の
中
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
つ
教
員
の
元

に
集
ま
る
学
生
も
実
に
多
様
で
す
。
遠
隔
地

や
離
島
出
身
者
で
あ
っ
た
り
、
島
が
好
き
な

学
生
が
集
ま
る
の
も
特
徴
の
一
つ
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
島
は
、
狭
小
性
、
環
海
性
、
そ
し

て
遠
隔
性
と
い
う
地
理
上
の
特
徴
に
基
づ
い

て
大
陸
や
本
土
と
比
較
す
る
表
現
で
そ
の
特

性
を
表
し
ま
す
。
そ
れ
が
条
件
的
に
不
利
な

地
域
で
あ
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
固
定

観
念
と
し
て
島
で
暮
ら
す
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ

ト
が
強
調
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、島
の
側
か
ら
主
体
的
に
捉
え
て
み
る
と
、

そ
れ
ら
の
特
徴
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
優
位
と

な
る
見
方
が
可
能
で
す
。
海
に
よ
っ
て
隔
絶

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
進
化
し
た
自
然
生
態
系

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
固
有
の
動
植
物
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
独
自
の
環
境

に
育
ま
れ
た
文
化
や
生
活
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
今
日
で
は
そ
れ
ら
が
島
嶼
地
域
の
魅
力

と
し
て
、
観
光
資
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

都
会
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
や
の

ん
び
り
と
し
た
島
時
間
の
流
れ
か
ら
、
島
で

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能

観
光
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、「
地
域

の
暮
ら
し
に
憧
れ
る
人
々
の
移
住
の
対
象
に

も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
島

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
実
は
構
造
的
に

は
都
市
部
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
の
縮
図
で

あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

　ゼ
ミ
の
学
生
は
沖
縄
県
出
身
者
が
7
〜
8

割
を
占
め
ま
す
が
、
沖
縄
島
の
こ
と
し
か
知

ら
な
い
学
生
も
多
く
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に

離
島
へ
の
旅
を
勧
め
、
沖
縄
そ
の
も
の
の
多

様
性
を
肌
で
体
験
し
、
理
解
の
幅
を
広
め
深

め
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
と
し
て
離
島
を
選
ぶ
学

生
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
昨
年
1
年

間
休
学
し
て
い
く
つ
か
の
離
島
へ
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
学
生
に
体
験
談
を

綴
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
観
光
の
目
的
地
と

し
て
”島
“が
注
目
を
集
め
る
現
在
で
す
が
、

自
身
も
離
島
出
身
者
で
あ
る
学
生
（
2
0

2
1
年
度
入
学 

Y
・
T
さ
ん
）
は
ど
の
よ

う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
離
島
で
の
体
験
を

味
わ
い
、
学
び
と
し
て
自
身
の
言
葉
に
落
と

し
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　私
が
観
光
に
興
味
を
持
っ
た
原
点
は
、
幼

少
期
を
過
ご
し
た
奄
美
大
島
で
の
原
体
験
に

あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
人
の
あ
た
た
か

さ
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
一
方
で
、
観
光
開
発

に
よ
っ
て
慣
れ
親
し
ん
だ
風
景
や
暮
ら
し
が

変
化
し
て
い
く
様
子
を
子
ど
も
な
が
ら
に
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
2
1
年

に
は
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
地
域

は
大
き
く
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
そ
の
内

実
に
は
「
地
域
資
源
を
誰
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問

い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
私
は
琉
球
大
学

の
国
際
地
域
創
造
学
部
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
学
し
、
大
島
ゼ
ミ
に
所
属

し
ま
し
た
。
実
際
に
講
義
や
ゼ
ミ
活
動
を
通

し
て
、
地
域
資
本
を
循
環
さ
せ
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
観
光
活
動
を
体
現
し
て
い
く
理
論

や
事
例
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
び
の
中
で
さ
ら

に
、「
教
科
書
で
学
ん
だ
知
識
を
、
現
場
の

実
践
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
」
と
い
う
問
題
意

識
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
観
光
地
と
し
て
島
を
概
観
す
る
の
で
は

な
く
、
直
接
、
島
で
暮
ら
す
人
々
の
「
見
て

い
る
風
景
」
に
近
づ
い
て
み
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
思
い
を
背

景
に
、
私
は
2
0
2
4
年
に
大
学
を
1
年
間

休
学
し
、
沖
縄
県
八
重
山
郡
西
表
島
・
鹿
児

島
県
大
島
郡
喜
界
島
・
島
根
県
隠
岐
郡
海
士

町
（
中
ノ
島
）
と
い
う
3
つ
の
離
島
地
域
で

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　ま
ず
、
西
表
島
で
は
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に

お
け
る
接
客
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す

る
研
修
、
ツ
ア
ー
造
成
等
に
携
わ
り
、
地
域

の
中
で
の
ホ
テ
ル
の
役
割
や
立
ち
位
置
を
学

び
、
自
然
保
護
と
社
会
生
活
、
観
光
事
業
の

バ
ラ
ン
ス
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
一

方
で
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
と

の
対
話
を
通
じ
て
、
地
域
と
企
業
の
新
し
い

関
係
性
の
あ
り
方
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　次
に
、
喜
界
島
で
は
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
、
農
業
の
経
営
の
難
し
さ
や

担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
に
直
面
し
ま
し
た

が
、高
付
加
価
値
化
や
6
次
産
業
化
、ス
マ
ー

ト
農
業
な
ど
新
し
い
農
業
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
地
域
に
暮
ら
す
中
で
、
農
家

の
方
々
の
暮
ら
し
の
知
恵
や
人
と
人
と
の
距

離
の
近
さ
に
、
都
市
に
は
な
い
豊
か
さ
も
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　最
後
に
海
士
町
（
中
ノ
島
）
で
は
、
福
祉

と
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
に
携
わ
り
、
特
に
移

住
者
（
外
部
人
材
）
と
地
域
住
民
と
の
架
け

橋
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
携
わ
り
ま
し

業
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
は
、「
経
営
」、「
経
済

学
」、「
国
際
言
語
文
化
」
そ
し
て
「
地
域
文
化

科
学
」
が
あ
り
、
入
学
後
の
最
初
の
1
年
間

は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
す
る
共
通

基
盤
教
育
科
目
を
受
講
し
幅
広
い
専
門
分
野

に
接
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
講
義
を

受
講
す
る
中
で
自
分
の
目
指
す
も
の
を
よ
り

明
確
に
し
て
い
き
、
2
年
次
前
期
か
ら
特
定

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
し
、
複
眼
的
思
考
の

上
に
立
つ
専
門
的
な
学
び
を
深
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

5
．ゼ
ミ
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
学
ぶ
も
の

写真2：喜界島のビーチで奄美三線を弾く

写真3：コーヒー農園での作業。（左）果肉からの豆の取り出し、　（右）豆の粉

た
。
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
「
人

と
人
の
信
頼
関
係
」
か
ら
始
ま
る
支
援
の
姿

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
地
域
で
も
、
現
場
に
深
く
入
り
込
み
、
地

域
の
自
然
や
文
化
、
生
活
、
人
と
関
わ
り
な

が
ら
課
題
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
中
に

あ
っ
た
「
ど
こ
か
正
し
す
ぎ
る
理
論
」
が
ほ

ぐ
れ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
復
学
し
、
卒
業
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
都
市
社
会
に
は
な
い
文
化
資

本
や
環
境
資
本
を
活
か
し
た
実
践
に
注
目

し
、
観
光
を
通
じ
た
地
域
の
自
己
表
現
の
可

能
性
、
あ
る
い
は
そ
の
先
に
あ
る
次
世
代
の

社
会
経
済
の
在
り
方
を
探
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
す
る
前
の
私

は
、「
観
光
を
通
じ
て
地
域
を
良
く
し
た
い
」

4
年
生
で
は
個
人
で
取
り
組
む
卒
業
論
文

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
学
生
は
大
き
な
壁

に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
与
え
ら

れ
た
レ
ポ
ー
ト
課
題
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な

す
の
で
す
が
、
自
身
で
テ
ー
マ
を
決
め
る

の
が
苦
手
な
学
生
が
な
ん
と
多
い
こ
と
か

…
。
情
報
過
多
の
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、

い
つ
の
ま
に
か
興
味
関
心
が
分
散
し
、
漠

然
と
し
た
興
味
は
あ
る
も
の
の
具
体
的
な

テ
ー
マ
と
し
て
落
と
し
込
む
こ
と
の
困
難

に
直
面
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
が
グ

ル
ー
プ
で
と
な
る
と
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
そ
し
て
合
意
形
成
力

が
試
さ
れ
る
の
で
な
お
さ
ら
で
す
。

　次
に
紹
介
す
る
の
は
、
そ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
学
生
（
2
0
2
2
年
度

入
学
の
Y
・
T
さ
ん
、
H
・
I
さ
ん
）
の
記

録
で
す
。
ゼ
ミ
所
属
後
の
活
動
か
ら
3
年
生

の
ゼ
ミ
仲
間
と
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
記
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　私
が
参
加
す
る
ゼ
ミ
で
は
「
自
然
資
源
を

ど
う
守
り
、
活
か
す
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

根
底
に
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
観
光
の
可
能
性

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
私
が
こ
の
ゼ
ミ
に
加

わ
り
活
動
を
志
し
た
の
は
、
観
光
と
い
う
枠

組
み
を
通
し
て
、
沖
縄
の
自
然
や
文
化
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、実
践
的
に
学
べ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

中
で
も
「
資
源
を
守
る
こ
と
」
と
「
活
か
す

こ
と
」
を
同
時
に
考
え
る
姿
勢
が
、
今
の
時

代
に
こ
そ
必
要
だ
と
強
く
思
っ
た
の
が
大
き

な
き
っ
か
け
で
し
た
。
ゼ
ミ
に
所
属
後
、
最

初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
3
、
4
年
生
合
同

の
宿
泊
学
習
で
す
。
農
学
部
が
所
有
し
て
い

る
沖
縄
島
北
部
の
与
那
フ
ィ
ー
ル
ド
で
1
泊

2
日
の
実
習
を
行
い
、
や
ん
ば
る
の
自
然
遺

産
に
つ
い
て
現
場
で
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。実
際
に
自
然
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
、

国
立
公
園
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
場

所
で
も
、
許
可
な
く
木
が
伐
ら
れ
持
ち
去
ろ

う
と
さ
れ
て
い
た
り
、
希
少
野
生
動
植
物
の

盗
掘
や
違
法
採
集
が
あ
っ
た
り
と
い
う
現
実

を
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。「
守

る
こ
と
」
と
「
活
か
す
こ
と
」
は
必
ず
し
も

両
立
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
観
光
振
興
が
も

た
ら
す
自
然
環
境
や
希
少
野
生
動
植
物
へ
の

影
響
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
体
験
で
し
た
。

観
光
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
に
は
、
た

だ
人
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
の
向

き
合
い
方
に
も
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
島
ゼ
ミ
で
は
、
3
年
次
に
学
生

自
身
が
決
め
た
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
一
年
間

を
通
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
す
。
私

た
ち
は
沖
縄
の
自
然
や
観
光
と
い
う
観
点
か

ら
、
近
年
需
要
が
高
ま
る
中
で
注
目
さ
れ
始

め
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
着
目
し

ま
し
た
。
題
し
て
、
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
も
っ
と
飲
も
う
よ
！
沖
縄

コ
ー
ヒ
ー
！
」で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ー

マ
決
定
ま
で
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
何
度
も

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
よ
う
や
く
た
ど
り
つ

い
た
の
が
、「
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
」
で
し
た
。

生
産
地
と
し
て
の
沖
縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、

そ
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
の
収
穫
か
ら
味

わ
う
（
試
飲
）
ま
で
の
体
験
は
、
沖
縄
な
ら

で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
ま
ず
、
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

地
元
の
農
園
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
コ
ー
ヒ
ー
が
沖
縄
の
新
た
な
観
光
資

源
に
な
り
得
る
可
能
性
と
、
そ
れ
を
阻
む
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
（
生
産
量
の
少
な
さ
、
高
齢

化
、
知
名
度
不
足
）
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
最
も
力
を
入
れ

た
の
は
、「
情
報
発
信
を
通
じ
て
課
題
解
決

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

S
N
S
を
活
用
し
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
形
式
で

沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
実
際
に
農
園
で
の
収
穫
か
ら

焙
煎
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
撮
影
し
、
編
集

し
、
公
開
す
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
作
業
は
、

言
っ
て
み
れ
ば〝
伝
え
る
力
〞を
育
む
プ
ロ
セ

ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
訪
れ
た
場
所
の

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
や
ん
ば
る
に

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
の
体
験
で
す
。
コ
ー

ヒ
ー
の
実
を
手
作
業
で
収
穫
し
、
果
肉
を
取

り
除
き
、
発
酵
さ
せ
、
洗
浄
・
選
別
・
乾
燥
・

焙
煎
・
粉
砕
と
い
う
工
程
を
経
て
よ
う
や
く

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
も

発
酵
以
外
の
す
べ
て
の
過
程
を
体
験
し
ま
し

た
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
選
別

の
工
程
で
し
た
。
豆
を

見
た
目
で
確
認
し
、
大

き
さ
や
状
態
の
違
い
を

判
断
し
な
が
ら
分
け
る

作
業
が
す
べ
て
手
作
業

で
行
わ
れ
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、

「
こ
ん
な
に
細
か
い
こ

と
ま
で
人
の
手
で
や
っ

て
い
る
の
か
」
と
驚
き

ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を

た
だ
飲
ん
で
満
足
す
る

の
で
は
な
く
、
コ
ー

ヒ
ー
が
で
き
る
ま
で
に

多
く
の
仕
事
や
思
い
が

詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
自
然

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
た
と
き
、
こ
の

活
動
の
価
値
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。大
島
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、私
は「
地

域
資
源
を
守
り
活
か
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」
を
、
体
験
を
通
し
て
考
え
る
力
を
得
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
地

域
と
と
も
に
歩
む
観
光
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

「
自
分
た
ち
の
活
動
と
そ
こ
で
の
学
び
に
つ

い
て
書
い
て
み
ま
す
！
」
と
言
っ
て
悩
み
な

が
ら
書
い
て
い
た
学
生
た
ち
で
す
が
、
直
接

現
地
に
赴
き
、
そ
の
地
の
空
気
に
触
れ
な
が

ら
自
身
の
目
で
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
と
い

う
経
験
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い

る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
観
光

を
通
し
て
地
域
振
興
の
あ
り
か
た
や
地
域
資

源
と
メ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
た
観
光
に
つ
い

て
、
実
践
的
に
学
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、3
年
生
で
の
経
験
を
も
と
に
、

4
年
生
で
自
ら
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
卒
論

に
取
り
組
ん
で
、
と
い
う
次
な
る
壁
に
突

き
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　大
島
ゼ
ミ
で
の
学
び
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
…
！

の
中
で
大
切
に
育
て
ら
れ
、
手
間
を
か
け
て

選
ば
れ
て
、
よ
う
や
く
私
た
ち
の
元
に
届
け

ら
れ
る
。
そ
の
過
程
を
知
る
こ
と
で
、
普
段

何
気
な
く
飲
ん
で
い
た
一
杯
が
、
全
く
違
う

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
S
N
S
と
い
う
ツ
ー
ル
の
特
性
や

限
界
、
視
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
難
し
さ
も
身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。

再
生
回
数
が
伸
び
て
も
、
反
応
が
少
な
い
動

画
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
知
人

か
ら
「
沖
縄
出
身
だ
け
ど
知
ら
な
か
っ
た
」

6
．お
わ
り
に

ム
の
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
幅
広
い
学
習
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
か
す
学

生
が
所
属
す
る
私
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
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と
い
う
想
い
こ
そ
強
く
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
地
域
で
生

き
る
人
々
の
視
点
や
リ
ア
ル

な
課
題
を
十
分
に
捉
え
き
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
各
地
で
の
O
J
T
を

通
し
て
、
観
光
が
単
な
る
集

客
や
経
済
の
話
で
は
な
く
、

人
と
人
、
人
と
環
境
と
の
関

係
性
を
つ
く
る
文
化
的
・
社

会
的
実
践
で
も
あ
る
と
い
う

よ
う
に
捉
え
直
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
現
代
社
会
や
観
光
開
発
に
対
し
て
な
ん

と
な
く
抱
い
て
い
た
違
和
感
も
、
現
場
で
の

対
話
や
葛
藤
を
経
て
、
少
し
ず
つ
言
語
化
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
現
場
に
根
ざ
し
つ
つ
、
俯
瞰
的
な
視

点
も
持
っ
て
、
次
世
代
が
希
望
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
か
た
ち
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　当
ゼ
ミ
に
は
、
3
年
生
で
は
学
生
が
グ

ル
ー
プ（
5
〜
7
名
程
度
）で
主
体
的
に
テ
ー

マ
を
決
め
て
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
当
ゼ
ミ
は
、
観
光

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
の
1
）
自
然
資

源
に
お
け
る
保
全
と
活
用
の
バ
ラ

ン
ス
の
最
適
化
、
2
）
課
題
解
決

の
方
法
、
3
）
観
光
地
と
し
て
の

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
学
習

ツ
ー
ル
の
開
発
や
効
果
的
な
活
用

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
環
境
教
育

の
視
点
で
調
査
研
究
及
び
実
践
に

取
り
組
む
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
想
起
さ
れ
る

観
光
を
学
ぶ
専
門
領
域
の
中
で
教

育
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
、
広

義
に
は
観
光
分
野
に
お
け
る
人
材

育
成
を
目
指
し
た
観
光
教
育
や
狭
義
で
は
接

客
・
接
遇
場
面
に
お
い
て
顧
客
や
相
手
に
対

し
て
気
遣
い
や
お
も
て
な
し
を
実
践
す
る
た

め
の
ス
キ
ル
を
磨
く
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育

で
し
ょ
う
。
環
境
教
育
と
い
う
分
野
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
珍
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
分
野
で
こ
の
言
葉
が
登
場
す
る

の
は
、
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本

方
針
の
4
本
柱
の
一
つ
で
「
自
然
環
境
の
保

全
」、「
観
光
振
興
」、「
地
域
振
興
」
と
並
ん

で
「
環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
活
用
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
部

を
持
つ
国
際
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
が

2
0
1
5
年
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
再
定
義
の
際

に
、「
そ
の
地
域
の
環
境
を
保
全
し
、
地
域

住
民
の
生
活
を
高
め
る
こ
と
を
持
続
可
能
に

す
る
責
任
あ
る
旅
行
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
プ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
教
育
を
含
む
」
と
、
質
の

高
い
自
然
体
験
活
動
を
導
く
解
説
活
動
と
し

て
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
に
は
ホ
ス
ト
と
ゲ

ス
ト
の
両
者
に
と
っ
て
教
育
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
明
文
化
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
環
境
省
が
国
立
公
園
の
美

　2
0
1
8
年
度
の
学
部
改
組
に
よ
り
、
観

光
産
業
科
学
部
観
光
科
学
科
か
ら
1
学
部
1

学
科
5
つ
の
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ

る
国
際
地
域
創
造
学
部
国
際
地
域
創
造
学
科

の
一
つ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
観
光
地

域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
設
立
以
来

卒
業
生
を
4
回
送
り
出
し
ま
し
た
。
国
際
地

域
創
造
学
部
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル

を
併
せ
持
つ
視
座
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
に

お
け
る
現
代
的
課
題
の
解
決
や
国
内
外
の
産

ビ
ジ
ネ
ス
、
政
策
、
資
源
管
理
、
地
域
開
発

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
か
ら
学
際
的
に
「
観

光
」「
地
域
」「
観
光
と
地
域
の
関
係
」、
あ
る

い
は
そ
れ
ら
の
成
り
立
ち
や
振
興
を
考
え
る

学
問
領
域
で
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（
持
続
可
能
観
光
）

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
盤
に
、
観
光
そ
の
も
の

を
学
ぶ
の
と
同
時
に
、
観
光
を
通
し
た
地
域

振
興
や
産
業
振
興
に
つ
い
て
高
い
知
識
と
深

い
理
解
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
＆
ウ
ェ
ル

ネ
ス
」「
観
光
地
開
発
」「
地
域
資
源
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
を
核
と
し
た
専
門
科
目
を
提
供
す

る
と
同
時
に
、
観
光
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
、
英
語
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
語

を
重
視
し
て
い
る
の
も
特
徴
と
い
え
ま
す
。

中
国
や
台
湾
、
韓
国
等
、
ア
ジ
ア
の
連
携
協

定
大
学
へ
の
正
規
留
学
の
機
会
を
活
用
す
る

学
生
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
留
学
以

外
で
も
最
近
で
は
自
主
的
に
休
学
を
し
、
観

光
現
場
で
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
※
を

通
し
て
観
光
を
学
ぶ
選
択
肢
を
学
生
自
身
が

選
ぶ
よ
う
に
も
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
、

総
合
大
学
で
あ
る
琉
球
大
学
が
持
つ
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、
学
問
の
垣
根
を
越
え
た

教
育
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
も
本
プ
ロ
グ
ラ

し
い
自
然
の
中
で
の
感
動
体
験
を
柱
と
し
た

滞
在
型
・
高
付
加
価
値
観
光
の
推
進
を
図
る

た
め
、各
国
立
公
園
に
お
け
る「
ス
ト
ー
リ
ー

（
物
語
）」、
望
ま
れ
る
体
験
等
を
整
理
し
た

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
計
画
の
作

成
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
注
目
度

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
昨
今
で
はS

D
G
s

の
登
場
も
追
い
風
と
な
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
も
、
広
義
の
環

境
教
育
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

え
ま
す
。
そ
れ
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
非

日
常
の
体
験
の
場
面
に
お
い
て
も
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
な
が
る
機
会
が

必
須
な
世
の
中
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
つ
教
員
の
元

に
集
ま
る
学
生
も
実
に
多
様
で
す
。
遠
隔
地

や
離
島
出
身
者
で
あ
っ
た
り
、
島
が
好
き
な

学
生
が
集
ま
る
の
も
特
徴
の
一
つ
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
島
は
、
狭
小
性
、
環
海
性
、
そ
し

て
遠
隔
性
と
い
う
地
理
上
の
特
徴
に
基
づ
い

て
大
陸
や
本
土
と
比
較
す
る
表
現
で
そ
の
特

性
を
表
し
ま
す
。
そ
れ
が
条
件
的
に
不
利
な

地
域
で
あ
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
固
定

観
念
と
し
て
島
で
暮
ら
す
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ

ト
が
強
調
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、島
の
側
か
ら
主
体
的
に
捉
え
て
み
る
と
、

そ
れ
ら
の
特
徴
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
優
位
と

な
る
見
方
が
可
能
で
す
。
海
に
よ
っ
て
隔
絶

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
進
化
し
た
自
然
生
態
系

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
固
有
の
動
植
物
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
独
自
の
環
境

に
育
ま
れ
た
文
化
や
生
活
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
今
日
で
は
そ
れ
ら
が
島
嶼
地
域
の
魅
力

と
し
て
、
観
光
資
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

都
会
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
や
の

ん
び
り
と
し
た
島
時
間
の
流
れ
か
ら
、
島
で

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能

観
光
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、「
地
域

の
暮
ら
し
に
憧
れ
る
人
々
の
移
住
の
対
象
に

も
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
島

で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
実
は
構
造
的
に

は
都
市
部
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
の
縮
図
で

あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

　ゼ
ミ
の
学
生
は
沖
縄
県
出
身
者
が
7
〜
8

割
を
占
め
ま
す
が
、
沖
縄
島
の
こ
と
し
か
知

ら
な
い
学
生
も
多
く
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に

離
島
へ
の
旅
を
勧
め
、
沖
縄
そ
の
も
の
の
多

様
性
を
肌
で
体
験
し
、
理
解
の
幅
を
広
め
深

め
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
と
し
て
離
島
を
選
ぶ
学

生
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
昨
年
1
年

間
休
学
し
て
い
く
つ
か
の
離
島
へ
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
学
生
に
体
験
談
を

綴
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
観
光
の
目
的
地
と

し
て
”島
“が
注
目
を
集
め
る
現
在
で
す
が
、

自
身
も
離
島
出
身
者
で
あ
る
学
生
（
2
0

2
1
年
度
入
学 

Y
・
T
さ
ん
）
は
ど
の
よ

う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
離
島
で
の
体
験
を

味
わ
い
、
学
び
と
し
て
自
身
の
言
葉
に
落
と

し
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　私
が
観
光
に
興
味
を
持
っ
た
原
点
は
、
幼

少
期
を
過
ご
し
た
奄
美
大
島
で
の
原
体
験
に

あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
人
の
あ
た
た
か

さ
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
一
方
で
、
観
光
開
発

に
よ
っ
て
慣
れ
親
し
ん
だ
風
景
や
暮
ら
し
が

変
化
し
て
い
く
様
子
を
子
ど
も
な
が
ら
に
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
2
1
年

に
は
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
地
域

は
大
き
く
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
そ
の
内

実
に
は
「
地
域
資
源
を
誰
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問

い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
私
は
琉
球
大
学

の
国
際
地
域
創
造
学
部
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
進
学
し
、
大
島
ゼ
ミ
に
所
属

し
ま
し
た
。
実
際
に
講
義
や
ゼ
ミ
活
動
を
通

し
て
、
地
域
資
本
を
循
環
さ
せ
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
観
光
活
動
を
体
現
し
て
い
く
理
論

や
事
例
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
び
の
中
で
さ
ら

に
、「
教
科
書
で
学
ん
だ
知
識
を
、
現
場
の

実
践
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
」
と
い
う
問
題
意

識
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
観
光
地
と
し
て
島
を
概
観
す
る
の
で
は

な
く
、
直
接
、
島
で
暮
ら
す
人
々
の
「
見
て

い
る
風
景
」
に
近
づ
い
て
み
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
思
い
を
背

景
に
、
私
は
2
0
2
4
年
に
大
学
を
1
年
間

休
学
し
、
沖
縄
県
八
重
山
郡
西
表
島
・
鹿
児

島
県
大
島
郡
喜
界
島
・
島
根
県
隠
岐
郡
海
士

町
（
中
ノ
島
）
と
い
う
3
つ
の
離
島
地
域
で

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　ま
ず
、
西
表
島
で
は
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に

お
け
る
接
客
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す

る
研
修
、
ツ
ア
ー
造
成
等
に
携
わ
り
、
地
域

の
中
で
の
ホ
テ
ル
の
役
割
や
立
ち
位
置
を
学

び
、
自
然
保
護
と
社
会
生
活
、
観
光
事
業
の

バ
ラ
ン
ス
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
一

方
で
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
と

の
対
話
を
通
じ
て
、
地
域
と
企
業
の
新
し
い

関
係
性
の
あ
り
方
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　次
に
、
喜
界
島
で
は
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
、
農
業
の
経
営
の
難
し
さ
や

担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
に
直
面
し
ま
し
た

が
、高
付
加
価
値
化
や
6
次
産
業
化
、ス
マ
ー

ト
農
業
な
ど
新
し
い
農
業
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
地
域
に
暮
ら
す
中
で
、
農
家

の
方
々
の
暮
ら
し
の
知
恵
や
人
と
人
と
の
距

離
の
近
さ
に
、
都
市
に
は
な
い
豊
か
さ
も
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　最
後
に
海
士
町
（
中
ノ
島
）
で
は
、
福
祉

と
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
に
携
わ
り
、
特
に
移

住
者
（
外
部
人
材
）
と
地
域
住
民
と
の
架
け

橋
と
な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
携
わ
り
ま
し

業
・
文
化
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
は
、「
経
営
」、「
経
済

学
」、「
国
際
言
語
文
化
」
そ
し
て
「
地
域
文
化

科
学
」
が
あ
り
、
入
学
後
の
最
初
の
1
年
間

は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
す
る
共
通

基
盤
教
育
科
目
を
受
講
し
幅
広
い
専
門
分
野

に
接
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
講
義
を

受
講
す
る
中
で
自
分
の
目
指
す
も
の
を
よ
り

明
確
に
し
て
い
き
、
2
年
次
前
期
か
ら
特
定

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
し
、
複
眼
的
思
考
の

上
に
立
つ
専
門
的
な
学
び
を
深
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

「
観
光
地
域
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

5
．ゼ
ミ
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
学
ぶ
も
の

写真2：喜界島のビーチで奄美三線を弾く

写真3：コーヒー農園での作業。（左）果肉からの豆の取り出し、　（右）豆の粉砕

た
。
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
「
人

と
人
の
信
頼
関
係
」
か
ら
始
ま
る
支
援
の
姿

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
地
域
で
も
、
現
場
に
深
く
入
り
込
み
、
地

域
の
自
然
や
文
化
、
生
活
、
人
と
関
わ
り
な

が
ら
課
題
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
分
の
中
に

あ
っ
た
「
ど
こ
か
正
し
す
ぎ
る
理
論
」
が
ほ

ぐ
れ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
復
学
し
、
卒
業
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
都
市
社
会
に
は
な
い
文
化
資

本
や
環
境
資
本
を
活
か
し
た
実
践
に
注
目

し
、
観
光
を
通
じ
た
地
域
の
自
己
表
現
の
可

能
性
、
あ
る
い
は
そ
の
先
に
あ
る
次
世
代
の

社
会
経
済
の
在
り
方
を
探
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
す
る
前
の
私

は
、「
観
光
を
通
じ
て
地
域
を
良
く
し
た
い
」

4
年
生
で
は
個
人
で
取
り
組
む
卒
業
論
文

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
学
生
は
大
き
な
壁

に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
与
え
ら

れ
た
レ
ポ
ー
ト
課
題
は
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な

す
の
で
す
が
、
自
身
で
テ
ー
マ
を
決
め
る

の
が
苦
手
な
学
生
が
な
ん
と
多
い
こ
と
か

…
。
情
報
過
多
の
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、

い
つ
の
ま
に
か
興
味
関
心
が
分
散
し
、
漠

然
と
し
た
興
味
は
あ
る
も
の
の
具
体
的
な

テ
ー
マ
と
し
て
落
と
し
込
む
こ
と
の
困
難

に
直
面
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
が
グ

ル
ー
プ
で
と
な
る
と
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
そ
し
て
合
意
形
成
力

が
試
さ
れ
る
の
で
な
お
さ
ら
で
す
。

　次
に
紹
介
す
る
の
は
、
そ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
学
生
（
2
0
2
2
年
度

入
学
の
Y
・
T
さ
ん
、
H
・
I
さ
ん
）
の
記

録
で
す
。
ゼ
ミ
所
属
後
の
活
動
か
ら
3
年
生

の
ゼ
ミ
仲
間
と
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
記
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　私
が
参
加
す
る
ゼ
ミ
で
は
「
自
然
資
源
を

ど
う
守
り
、
活
か
す
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

根
底
に
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
観
光
の
可
能
性

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
私
が
こ
の
ゼ
ミ
に
加

わ
り
活
動
を
志
し
た
の
は
、
観
光
と
い
う
枠

組
み
を
通
し
て
、
沖
縄
の
自
然
や
文
化
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、実
践
的
に
学
べ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

中
で
も
「
資
源
を
守
る
こ
と
」
と
「
活
か
す

こ
と
」
を
同
時
に
考
え
る
姿
勢
が
、
今
の
時

代
に
こ
そ
必
要
だ
と
強
く
思
っ
た
の
が
大
き

な
き
っ
か
け
で
し
た
。
ゼ
ミ
に
所
属
後
、
最

初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
3
、
4
年
生
合
同

の
宿
泊
学
習
で
す
。
農
学
部
が
所
有
し
て
い

る
沖
縄
島
北
部
の
与
那
フ
ィ
ー
ル
ド
で
1
泊

2
日
の
実
習
を
行
い
、
や
ん
ば
る
の
自
然
遺

産
に
つ
い
て
現
場
で
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。実
際
に
自
然
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
、

国
立
公
園
と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
場

所
で
も
、
許
可
な
く
木
が
伐
ら
れ
持
ち
去
ろ

う
と
さ
れ
て
い
た
り
、
希
少
野
生
動
植
物
の

盗
掘
や
違
法
採
集
が
あ
っ
た
り
と
い
う
現
実

を
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。「
守

る
こ
と
」
と
「
活
か
す
こ
と
」
は
必
ず
し
も

両
立
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
観
光
振
興
が
も

た
ら
す
自
然
環
境
や
希
少
野
生
動
植
物
へ
の

影
響
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
体
験
で
し
た
。

観
光
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る
に
は
、
た

だ
人
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
の
向

き
合
い
方
に
も
責
任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
島
ゼ
ミ
で
は
、
3
年
次
に
学
生

自
身
が
決
め
た
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
一
年
間

を
通
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
す
。
私

た
ち
は
沖
縄
の
自
然
や
観
光
と
い
う
観
点
か

ら
、
近
年
需
要
が
高
ま
る
中
で
注
目
さ
れ
始

め
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
着
目
し

ま
し
た
。
題
し
て
、
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
も
っ
と
飲
も
う
よ
！
沖
縄

コ
ー
ヒ
ー
！
」で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
テ
ー

マ
決
定
ま
で
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
何
度
も

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
よ
う
や
く
た
ど
り
つ

い
た
の
が
、「
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
」
で
し
た
。

生
産
地
と
し
て
の
沖
縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、

そ
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
の
収
穫
か
ら
味

わ
う
（
試
飲
）
ま
で
の
体
験
は
、
沖
縄
な
ら

で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
ま
ず
、
沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

地
元
の
農
園
や
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
コ
ー
ヒ
ー
が
沖
縄
の
新
た
な
観
光
資

源
に
な
り
得
る
可
能
性
と
、
そ
れ
を
阻
む
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
（
生
産
量
の
少
な
さ
、
高
齢

化
、
知
名
度
不
足
）
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
最
も
力
を
入
れ

た
の
は
、「
情
報
発
信
を
通
じ
て
課
題
解
決

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

S
N
S
を
活
用
し
、
シ
ョ
ー
ト
動
画
形
式
で

沖
縄
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
実
際
に
農
園
で
の
収
穫
か
ら

焙
煎
ま
で
の
一
連
の
過
程
を
撮
影
し
、
編
集

し
、
公
開
す
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
作
業
は
、

言
っ
て
み
れ
ば〝
伝
え
る
力
〞を
育
む
プ
ロ
セ

ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
訪
れ
た
場
所
の

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
や
ん
ば
る
に

あ
る
コ
ー
ヒ
ー
農
園
で
の
体
験
で
す
。
コ
ー

ヒ
ー
の
実
を
手
作
業
で
収
穫
し
、
果
肉
を
取

り
除
き
、
発
酵
さ
せ
、
洗
浄
・
選
別
・
乾
燥
・

焙
煎
・
粉
砕
と
い
う
工
程
を
経
て
よ
う
や
く

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
も

発
酵
以
外
の
す
べ
て
の
過
程
を
体
験
し
ま
し

た
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
選
別

の
工
程
で
し
た
。
豆
を

見
た
目
で
確
認
し
、
大

き
さ
や
状
態
の
違
い
を

判
断
し
な
が
ら
分
け
る

作
業
が
す
べ
て
手
作
業

で
行
わ
れ
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、

「
こ
ん
な
に
細
か
い
こ

と
ま
で
人
の
手
で
や
っ

て
い
る
の
か
」
と
驚
き

ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
を

た
だ
飲
ん
で
満
足
す
る

の
で
は
な
く
、
コ
ー

ヒ
ー
が
で
き
る
ま
で
に

多
く
の
仕
事
や
思
い
が

詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
自
然

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
た
と
き
、
こ
の

活
動
の
価
値
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。大
島
ゼ
ミ
で
の
活
動
を
通
し
て
、私
は「
地

域
資
源
を
守
り
活
か
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」
を
、
体
験
を
通
し
て
考
え
る
力
を
得
ま

し
た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
地

域
と
と
も
に
歩
む
観
光
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

「
自
分
た
ち
の
活
動
と
そ
こ
で
の
学
び
に
つ

い
て
書
い
て
み
ま
す
！
」
と
言
っ
て
悩
み
な

が
ら
書
い
て
い
た
学
生
た
ち
で
す
が
、
直
接

現
地
に
赴
き
、
そ
の
地
の
空
気
に
触
れ
な
が

ら
自
身
の
目
で
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
と
い

う
経
験
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い

る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
観
光

を
通
し
て
地
域
振
興
の
あ
り
か
た
や
地
域
資

源
と
メ
デ
ィ
ア
を
活
か
し
た
観
光
に
つ
い

て
、
実
践
的
に
学
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、3
年
生
で
の
経
験
を
も
と
に
、

4
年
生
で
自
ら
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
卒
論

に
取
り
組
ん
で
、
と
い
う
次
な
る
壁
に
突

き
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　大
島
ゼ
ミ
で
の
学
び
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
…
！

の
中
で
大
切
に
育
て
ら
れ
、
手
間
を
か
け
て

選
ば
れ
て
、
よ
う
や
く
私
た
ち
の
元
に
届
け

ら
れ
る
。
そ
の
過
程
を
知
る
こ
と
で
、
普
段

何
気
な
く
飲
ん
で
い
た
一
杯
が
、
全
く
違
う

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
S
N
S
と
い
う
ツ
ー
ル
の
特
性
や

限
界
、
視
聴
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
難
し
さ
も
身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。

再
生
回
数
が
伸
び
て
も
、
反
応
が
少
な
い
動

画
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
知
人

か
ら
「
沖
縄
出
身
だ
け
ど
知
ら
な
か
っ
た
」

6
．お
わ
り
に

ム
の
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う

な
幅
広
い
学
習
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
か
す
学

生
が
所
属
す
る
私
の
ゼ
ミ
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
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　私
が
行
政
職
員
と
し
て
観
光
の
仕

事
に
携
わ
り
始
め
た
数
十
年
前
、
地

域
の
観
光
事
業
は〝
経
験
則
〞と〝
勘
〞

に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

実
績
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
な
ぞ
り
、

前
年
踏
襲
が
常
で
あ
り
、
数
字
は
後

か
ら
つ
い
て
く
る
も
の
―
―
そ
れ
が

「
現
実
」
で
あ
り
、「
常
識
」
で
し
た
。

　し
か
し
、
観
光
を
取
り
巻
く
環
境

は
急
激
に
変
化
し
ま
し
た
。
人
口
減

少
、
価
値
観
の
多
様
化
、
情
報
の
爆

発
的
増
加
。「
地
域
創
生
」
の
掛
け

声
の
も
と
、
従
来
の
や
り
方
は
通
用

し
な
く
な
り
、
広
域
連
携
や
D
M
O

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
と
い
っ

た
新
し
い
枠
組
み
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
こ
で
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
戦

略
立
案
、
住
民
と
の
対
話
、
ト
ラ
イ

＆
エ
ラ
ー
を
重
ね
る
柔
軟
性
、
そ
し

て
P
D
C
A
を
回
す
「
観
光
の
産
業

化
」
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は

戸
惑
い
ま
し
た
。
頭
で
は
理
解
し

て
い
て
も
、
ど
こ
か
で
か
つ
て
の

や
り
方
を
手
放
せ
な
い
自
分
が
い

た
の
で
す
。

　そ
ん
な
中
で
、
ふ
と
再
読
し
た
の

が
、
村
上
龍
の
小
説
『
五
分
後
の
世

界
』
で
し
た
。
初
め
て
読
ん
だ
の
は
、

観
光
事
業
に
携
わ
る
前
の
こ
と
で
し

た
。
当
時
は
単
純
に
物
語
と
し
て
楽

し
み
、
そ
の
衝
撃
や
、
冷
た
い
戦
場

の
描
写
に
圧
倒
さ
れ
、
深
く
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、

今
回
気
に
な
っ
て
、
改
め
て
読
み
返

し
た
と
き
、
作
品
の
底
に
流
れ
る

テ
ー
マ
が
、
現
在
自
分
が
直
面
し
て

い
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
」
と
奇
妙

に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
た
の
で
す
。

　本
作
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
無

条
件
降
伏
を
拒
否
し
た〝
も
う
ひ
と

つ
の
日
本
〞を
舞
台
に
、
死
と
隣
り

合
わ
せ
の
世
界
で
人
間
が
尊
厳
を
守

り
、
生
を
選
び
取
ろ
う
と
す
る
主
人

公
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。
偶
然
迷

い
込
ん
だ
世
界
の
理
不
尽
と
絶
望
の

な
か
、
そ
れ
で
も
地
に
足
を
つ
け
て

戦
う
―
―
そ
の
姿
に
、
私
は
地
域

創
生
の
本
質
を
重
ね
、
自
ら
の
在
り

方
を
省
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　従
来
の
観
光
施
策
に
は
「
正
解
」

が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま

私
た
ち
D
M
O
が
向
き
合
う
現
実
に

は
、
明
快
な
地
図
も
ゴ
ー
ル
も
あ
り

ま
せ
ん
。
良
か
れ
と
思
っ
た
施
策
が

理
解
さ
れ
ず
、制
度
の
壁
に
阻
ま
れ
、

住
民
の
思
い
と
行
政
の
論
理
が
す
れ

違
う
。
理
不
尽
で
、
報
わ
れ
な
い
。

ま
さ
に〝
五
分
後
の
世
界
〞で
す
。

　そ
れ
で
も
私
た
ち
は
、
こ
の
新
た

な
現
実
の
な
か
で
進
み
続
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
す
。

わたしの１冊
36回第

『五分後の世界』
村上 龍・著
幻冬舎文庫

井
上
正
幸（
い
の
う
え・ま
さ
ゆ
き
）

1
9
9
1
年
秩
父
市
役
所
に
入
庁
。1
9
9
6
年
か
ら
観
光
行
政
に
携
わ
り
、

秩
父
観
光
協
会
事
業（
事
務
局
長
）、道
の
駅
ち
ち
ぶ
の
運
営
会
社
で
あ
る
㈱
ち

ち
ぶ
観
光
機
構
の
設
立
、そ
の
後
出
向
し
て
駅
長
な
ど
を
歴
任
。2
0
1
0
年

か
ら
公
社
の
設
立
準
備
を
開
始
し
、2
0
1
2
年
に
公
社
を
設
立
。2
0
1
4

年
に
法
人
化
し
た
の
ち
、事
務
局
長
と
し
て
出
向
し
、2
0
2
0
年
よ
り
C
F
O
、2
0
2
1
年
に

は
専
務
理
事
を
兼
務
し
て
現
在
に
至
る
。観
光
庁「
世
界
に
誇
る
観
光
地
を
形
成
す
る
た
め
の

D
M
O
体
制
整
備
事
業
」専
門
人
材
、「
広
域
周
遊
観
光
促
進
の
た
め
の
専
門
家
派
遣
事
業
」専
門

家
、東
京
都
観
光
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
人
材
、総
務
省「
経
営・財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事

業
」（
地
方
公
共
団
体
間
の
広
域
連
携
）ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

　作
中
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
明
日

死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
世
界
に
お
い
て

も
、
自
ら
問
い
、
自
ら
選
び
、
不
条

理
に
抗
い
な
が
ら
「
自
分
の
存
在
を

証
明
す
る
」
た
め
に
生
き
て
い
ま
す
。

与
え
ら
れ
た
意
味
で
は
な
く
、
自
分

で
意
味
を
つ
く
り
出
す
そ
の
姿
勢
に

こ
そ
、
私
は
観
光
の
使
命
を
見
出
し

ま
し
た
。

　観
光
事
業
も
ま
た
、
与
え
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
自

身
が
定
義
し
、
つ
く
り
、
伝
え
て
い

く
も
の
で
す
。D
M
O
の
役
割
と
は
、

単
な
る
観
光
情
報
の
発
信
で
は
な

く
、「
地
域
の
存
在
証
明
」
を
構
築

す
る
こ
と
な
の
で
す
。

 

『
五
分
後
の
世
界
』
は
、
遠
い
未
来

の
物
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
思
考
停

止
と
惰
性
の
果
て
に
現
れ
る
、
す
ぐ

隣
に
あ
る
現
実
で
す
。
私
た
ち
は
そ

の
「
五
分
前
」
に
立
っ
て
い
ま
す
。

不
安
定
で
、
理
不
尽
で
、
確
か
で
な

い
―
―
だ
か
ら
こ
そ
、
観
光
の
仕
事

は
お
も
し
ろ
く
、
や
り
が
い
が
あ
り

ま
す
。

　こ
の
一
冊
は
、
観
光
と
い
う
営
み

を
通
じ
て
、「
私
た
ち
は
ど
う
生
き

る
の
か
」「
こ
の
地
域
は
何
を
語
る
の

か
」
と
問
い
続
け
る
姿
勢
を
私
に
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ま
や
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
、
観
光

D
X
―
―
私
た
ち
は
ま
た
、別
の〝
五

分
後
の
世
界
〞に
立
ち
会
お
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
私
は
、
矛
盾

と
向
き
合
い
な
が
ら
、
こ
の
仕
事
に

挑
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
上
正
幸

一
般
社
団
法
人

秩
父
地
域
お
も
て
な
し
観
光
公
社

専
務
理
事
兼
事
務
局
長
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公益財団法人 日本交通公社
の

近刊

旅行年報2025（2025年10月末発行予定）
1981年創刊、各年の
観光の動向を切り出し
て記録してきました。日
本人やインバウンドの
旅行市場をはじめ、観
光産業、観光地、観光
政策などについて、各
種統計資料や、当財団
が実施した独自の調査
結果をもとに、直近1年
の動向を概観していま
す。第Ⅰ編「日本人の旅
行市場」、第Ⅱ編「訪日
外国人旅行」、第Ⅲ編
「観光産業」、第Ⅳ編
「観光地」、第Ⅴ編「観
光政策」の5つのテー
マに分け、情報を整理
しています。（バックナン

バーもご購入いただけます）　A4判／定価3,300円（本体3,000円 
+ 税）

温泉まちづくり　2024年度温泉まちづくり研究会
総括レポート
（発行：2025年3月）

「温泉まちづくり研究
会」は、7つの温泉地
（北海道阿寒湖温泉、
群馬県草津温泉、三重
県鳥羽温泉郷、兵庫県
有馬温泉、愛媛県道後
温泉、大分県由布院温
泉、熊本県黒川温泉）
が、日本の温泉地、温
泉旅館が抱える課題に
ついて、共に解決の方
向性を探り、活性化に
資することを目指して
います。2024年度は
2023年度に引き続き、
「温泉地の環境対策」
「人材不足」という2つ
のテーマに沿って活動
を行いました。この総括

レポートは、2024年度の研究会における講演やディスカッションの
内容を取りまとめたものです。よりよい温泉まちづくりに向け、具体的
なアクションを起こすヒントにしていただけたら幸いです。　A4判72
ページ／定価1,650円（本体1,500円 + 税）
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「観光文化」の創刊は1976年。
読者は、観光にかかわる省庁・各地方公共団体の方々が最も多く、
次いで大学等の研究機関、観光産業界、全国の大学図書館、

公立図書館の順となっています。
季刊誌として年４回の発行です。

全 文 公 開と購 読 のご案 内

全文公開
PDF版、WEB版

「観光文化」は当財団ホームページで全文公開しています。
現在、180号（2006年11月発行）以降のものをご覧いただけます。
https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/

１年間
（年4冊。季刊）

※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

4,400円（税込、4冊分送料込）
（1冊あたり定価1,540円（税込）ですので約28％off）
※途中キャンセルはできませんこと、予めご了承ください。
※お申し込みの確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

※お支払いは銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
※自動継続としておりません。

4冊分お送りした後、次号発行の1か月前を目安に、
メールで継続の意思確認をさせていただきます。
ご返信いただかなければ自動解約となります。

期間

購読料

定期購読のご案内

当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、
「毎号続けて冊子で読みたい」というご要望をいただくことも多いため、

定期購読のお申し込みも承っております。
当財団ホームページからお申し込みください。

https://www.jtb.or.jp/book/subscription-2/

単号販売のご案内

単号での販売も行っています。
オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号をご購入いただけます。

アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。
定価1,540円（税込。215号～264号は1,100円）。

お問い合わせ

観光文化 編集部までお願いいたします。
E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp FAX:03‒5770‒8359 

観光文化
機関誌
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特
集

観光を学ぶ
ということ…第25回
琉球大学
国際地域創造学部・
環境教育学研究室

大島ゼミ
大島順子（琉球大学）
わたしの1冊…第36回
『五分後の世界』
井上正幸
（秩父地域おもてなし観光公社）

連載

活動報告

コラム

観光客の
動態を捉える
視点と課題
カスタマー
ジャーニーに基づく
データ種別の整理
蛯澤俊典（JTBF）

特集 1

観光客の
動態をどのように
捉えるか
～欧州の事例にみる
今後の日本の
観光地経営への
示唆について～
小林裕和（國學院大學）

特集 4

欧州における
「ゲストカード」の
展開と
データ取得
江﨑貴昭（JTBF）

特集 5

〝見える化〞から
〝動かす〞へ
～JTBFが挑む、
地域モデル実装と
地域経営の
転換点～
蛯澤俊典（JTBF）

オーストラリア
観光統計に関する
最新の取り組み
～観光客の
動態を捉える
新たな挑戦～
川村竜之介（JTBF）

データで進化する
観光地経営
～下呂・倶知安の
挑戦～
蛯澤俊典（JTBF）
川村竜之介（JTBF）

特集 2

学が主導する
観光データ
プラットフォームの
「クリアリングハウス」
の実現を
清水哲夫（東京都立大学/金沢大学）

宿泊・回遊データの
最前線、
観光客の
足跡を語る
  座談会  ①
観光における位置情報利用の
課題と未来
鈴木俊博（ドコモ・インサイト マーケティング）
甲斐沼大輔（ナビタイムジャパン） ほか
  座談会  ② 
戦略的観光地マネジメントにおける
データ活用と地域連携の可能性
風見幸太朗（JTB）
畑中貴之（オープントーン） ほか

特集 3

視座

山田雄一（JTBF）

巻頭言

戦略的な
データ利活用と
観光地域づくり

観光客の
動態を
どのように
捉えるか

観光客の
動態を
どのように
捉えるか

August
2025

【
特
集
】
観
光
客
の
動
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

A
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